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シリ ー ズ の 特徴 と し て 挙げ られ る の 

真 ・ 女 神 転生 シリ ー ズ の よう に 悪 
魔 を その まま 使役 する こと が な いと い 
うこ と 。 ペ ル ソ ナ シリ ー ズ で は 、 悪魔 
か ら も ら っ た カー ド を 利用 し て ペル ソ 
ナ を 作り 、 そ れ を キャ ラク ター に 降魔 

て パー ティ を 強化 し て いく の だ 。 ま た 、 
日 本 が 舞台 だ と いう こと も 特徴 の ひと 
つ 。 ゲー ム 中 に 登場 する 場所 も 、 学校 
や 商店 街 な ど 、 日 本 人 の 私 た ち に と っ 
て 親しみ 深い も の ば か り 登 場 し た 。 


ペル ソナ シリ ー ー ズ が 産声 を 上 げ て か ら 、 すでに 5 年 の 年 月 が 骨 『 寺 5 だ 。 
ン リー ズ の 女 作 で ある 「 異 間 録 」、 その 続編 罪 」 と 「 可 | の 3 作 に づつ いで 
か えっ て みる こと に し よう 。 懐 かしい キャ ラク ター や 物語 の 思い 出 を ど れ 
発見 が きっ と ある に 違い な い 。 
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こ あ へ ワル ツチ ニン 
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真 ・ 女 神 転生 ツリ ー ズ と は 、 さま ざま な 意味 で 一 線 を 画す る の が この ベル ソナ シリ ー ズ で ある 計 2 
イト ル の 一 部 と も な っ て いる 介 微 的 な 言葉 "ベル ソナ " は 、 自分 の 中 の も う ひ と つの 人 格 、 
と て も 複雑 な 意味 を 持ち 、 物語 の 内 容 に も 深く 関 っ て いる 。 


『 開 録 」 が! 


属 の 
ニン ツル ルツ ディ っ ン 
リピ が 


* ラ レル ワー 
開 す る ィ ュ ラク ク 王 
て いた 人 物 が ほとん ど 。 まだ 
ども 「 罪 」 と ほぼ 変わ り が な Me 
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年 齢 は ざ ぎ ま ざま 


べ ベル ソナ シリ ー ズ で は 、 ほとん どの キャ 
許 で は 、 同じ キャ ラク ター で も 表情 
持ち に 共感 を 抱く こと が で きた 


人 情 徴 W な と ころ だ 。 


改 主人 人 3/ ど アズ の 池 / 
/ 打っ 


だ 2 
人 っ 


DE LE 


0 、, 国 | 「 異 聞録 」 に お ける 最 重 要 人 物 は 、 聖 エ ルミ ン 学 園 に 在 
国 な 少女 、 園 村 麻 希 。 起 像 力 豊か な 彼女 は 、 自分 の 身体 の 
アー み 校生 らし い 生 きか た へ の 願望 を 結実 させ 、 異 世界 に 楽園 を 
さら に 、 自分 の 意思 の 矛盾 か ら 生ま れ た アキ 、 マイ 、 パン ド : 
の 別人 格 す ら も 創り だ し て し まっ た 。 現実 世界 と 異 世界 
キ が 生み 出し た 異な る 人 格 た ち が 、 物語 の 焦点 と な る 。 請 
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コガ カー | 億 た ち が 党 に 幕 を 引い て や る 。 
それ が 貴様 の 望み な ら な ! | 


デ ヴ ァ ・ ユ ガ の 最深 部 に 位置 する 部 屋 で は 、 神取 が 待 
ち 受 け て いた 。 だ が 、 神取 の 姿 に は 以前 の よう な 関 争 心 
が 感じ られ な い 。 そ の 理由 は 、 神取 が 強 夷 な カカ を 考 に 入 
れ た こと に あっ た 。 彼 が ずっ と 心 に 抱い で W だ た 願 5 ば | 
人 を 超え る ほど の 力 を 手 に 入れ る こと 、 和 名 で I 鏡 を 手 
に 入れ て それ を 達成 し た 今 、 も は や 生き る 目的 ば な W ら 
語る の で ある 。 神 取 は 主人 公 た ち に 生き る 藤 味 を 問 25 
主人 公 は 迷わ ず に 答え た 。「 そ の 答え を 探 た め 』 だ と 。 
そし て 南条 が 、 強く 神取 を 叱責 する 証 お 前 は 著 し あ で い 
る ん だ 。 そ ん な 生き 方 し か で き な か っ た 自分 に 向 望 Ui 
いる ん だ 」 と 。 一 行 の 言葉 を 里 に し 者 取 ほ 再び 区 を む 
き 毅 いか か っ た 。 長い 死闘 の 未 神 取 は 彼ら の 前 ( き 敗 
れる 。 だ が 、 彼 の 死に 顔 は 安らか で あっ た ・……* o 

神取 と の 戦い の あと 、 一 行 は デ zi エガ に 眠る マキ 
の 本 体 と 対面 。 マ キ は 、 そこで 病 較 な 身体 を つら ぃ と 中 
う 心 、 ほ か の 人 を うら や まし いと いう が 。 すべ で の 事 作 
の 発端 と な っ た こと を 知る の だ っ た 。 シ ョ ッ ク の あま り 、 異 
次 元 へ と 消え て し まう マキ 。 


| わた し な ん て 死ね ば いい の よ ! 」 


デ ヴ ァ ・ ユ ガ か ら 消 えた マキ は 、。 異 次元 の 御影 町 に 戻 
り 、 迷い の 森 の 深部 に 閉じ こも っ て いた 。 そ ん な 彼女 を 
追い か け て 、 ようやく 迷い の 森 に た どり つい た 主人 公 た 
ち 。 彼ら は 、 そこ で 鉄 の 仮面 を 着け た マキ の 姿 を 目 に す 
る 。 マ キ が 着け て いる 仮面 ば 、 も う 何 も 見 た く な い 、 こ ん 
な 自分 大 嫌い と いう 自己 嫌悪 の あら わ 札 。 マ キ に と っ て は 
楽園 に も ひと し い 迷 い の 森 で 、 悲 し に 暮れ て いた の だ 。 
そん な マキ を 南条 が 一 喝 する 請 自 分 で 上 竹 いた 種 は 、 自 分 
で 刈り 取ら な けれ ば な ら な W*・・。 そう 言わ れ て 、 よう や 
く マ キ は 仮面 を 外し た 。 そ じ で 、 自ら か ら 生 まれ た も っ と | 
も 邪悪 な み 化身 、 バン ドラ を 倒 ず 決意 を 固め る の だ っ た 。 | 

アヴィ デア 界 に 侵入 する た め に 必要 な の ( 現実 世界 
の マキ の 思念 が 有する も う ひ と つの 鏡 。 マキ と 主人 公 の | 


た り は 、 人 々 の 思 全 が 渦 ッ フ Yo の 現 

| 電界 の マキ の 直人 も 見 つけ 抽 Eh の た 」 

| _ 会 話し 、 彼女 が 持つ 筑 を 譲り 受け る こと K 功 し た ョ 。 

| わたしゃ あな た も 、 へ NNN 
] 3 」 

同じ 園 村 麻 希 の 一 部 … こ こ に いる 、 みん な の 仲間 こま Ne 

| 行 は 、 聖 エル ミン 学園 の 図 理 室 か ら 、 邪悪 な る マキ ドラ と 対決 する 。 

食う アヴィ デア 界 へ と 転移 し た 。 胸 味 の 巣 の よう に 戦い が 終わ り 、 バ ンド ラ は 打ち 破 ら れ た 弱り 苦し む 


り 組 ん だ 迷路 を 抜け た 先 に ある 最深 部 …… こ に 、 パン ドラ に 、 マ キ は 優し く 話し か ける 。 一 緒 に が を ば ろ 
バン ドラ が いた 。 デ ヴァ ・ シ ステ ム の コア を 、 自 分 の 楽園 う 、 と 。 そ の 瞬間 、 マ キ と パン ドラ は 融合 店 すべ で が 、 
と 称し て 守る パン ドラ 。 や む を え ず 、 主人 公 た ち は パ ン も と どおり の 形 へ と 戻 ろう と し て いた 。 


「 み ん な 、 本 当 に あり が と う 。 
これ で お 別れ だ けど … わ た し 、 絶 対 忘 れ な いよ … 
パン ドラ と 同化 し た マキ は 、 と も に 戦っ て きた 親友 を も あっ た 。 そ の 事実 を 知り つつ お 、 ー キ は 明る く 彼 衝 。 ・ 


> の 世界 へ 返す 。 すべ て が も と どおり に な ろう と し て いる 「 と きど き で いい か ど 、 私 の こ ど 思 Ms ね ll そ で 
、 創 られ た 存在 で ある 異 次 元 の マキ も 消え 去る 運命 に キキ は 、 主 人 公 た ちの 前 か ら 永遠 に 交 を 消 了 た の だ っ だ qa 
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s 室 請 加 | 達哉 、 リ サ 、 栄 吉 、 舞 耶 、 淳 の 5 ら 人 は 、 幼 いこ ろ の 遊び 仲間 だ っ 


た 親友 た ち 。 だ が 、10 年 後 の 現在 は 、 な ぜ か が 友人 の 顔 す ら も 覚 
えて いな い 。10 年 前 に あっ た と ある 事件 が 、 達 上 た ち を 引き 離 
す 原 因 と な っ た の だ 。 噂 が 現実 化す る と いう 異変 が 巻き 起こ る 珠 
間 玖 市 で は 、 思 いこ みや 嘘 ま で も が 真実 と な っ て し まう 。 作 られ 
た 真実 を 嘘 と 暴き 、 本 当 の 思い 出 を 探し 出す こと が 「 罪 」 で の 大 
き な 目 的 と な る 。 


姉妹 学園 に 在籍 する 達 半 の と ころ に 、 果たし 状 を 託 
きれ た リサ が 現れ た 。 果たし 状 の 差出 和信 は 、 春日 山高 校 
の 番長 で ある 栄吉 。 学園 の 女 生徒 を ひと りあ ず か っ た か 
ら 、 返し て ほし けれ ば スマ ル ・ プ リズ ン へ 来い 、 と いう 内 
容 で ある 。 達 巧 は 、 リ サ と と も に 急い で スマ ル ・ プ リズ ン 
へ 向かっ た 。 

スマ ル ・ プ リズ ン に 連れ こま れ て いた の は 、 ハ ナジ ー と 
いう 女 生 徒 。 だ が 、 果たし 状 を 出し た の は 栄吉 で は な く 、 
その 子 分 た ちの 仕業 だ っ た 。 子 分 た ち に も 悪意 は な か 

> た の だ が 、 あき され た リサ は 栄吉 を 軸 倒 する 。 する と 、 そ 
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度 せ っ て 川 | 


で ある ペル ソナ が 発動 し た 。 栄吉 の ペル ソナ に 攻撃 を 受 
ける 達哉 と り サ 。 その 直後 、 な ん と 達 病 と リサ の 身体 か ら 
も 、 ペル ソナ が 発動 し た の だ っ た 。 

3 人 は 、 ペル ソナ の 発動 後に 意識 を 失っ た 。 そし て 、 
絶 し て いた 際 に 見 た 夢 の 中 で 、 語り ジン 
出会う 。 フィ レモ ン は 、 珠 開 瑠 市 に 流れ る 噂 が 現実 と 化す 
と いう 異常 事態 に 見 舞 わ れ て いる こと 、 そし て 達哉 た ち 3 
人 が これ か ら 直 面 する 己 の 存在 と 未来 を 賭け た 戦い の 
こと を 示唆 する の だ っ た 。 


| アー ハッ ハッ ハハ l 


貴様 ら の 夢 な ど 、 叶わ せる も の か 川 


目 底 覚 まし た 3 人 は 、 フ ィ レ モン の 言葉 に 半信半疑 だ っ た 。 | 


そし て 現実 な の か を 確か め る た め に 、“JOKER 様 "を 実行 
する 。 JOKER 様 と は 、 最近 流行 し て いる 儀式 。 携帯 電話 
か ら 自 分 の 番号 を ダイ ヤル する と 、 TOKER と いう 男 が 出現 
し 、 ど ん な 願い で も か な えて くれ る と いう 路 だ 。「 只 が 現実 
に な れ ば 、 た だ の 夢 じ ゃ な いっ て こと に な る よ 」 リ サ が 言 
っ た 。 意 を 決し て 儀式 を 実行 する と 、 怪人 JOKER が 現実 
と な っ て 登場 し た 。 そ し て な ぜ か 達哉 と りす サ 、 そ し て 栄吉 に 
向かっ て 強い 敵意 を あら わす 。 JOKER が 発動 し た ペル ソナ 
に よっ て 叩き の め さ れ る 達 哉 た ち 3 人 。 し か し 、 彼ら に は 攻 
撃 さ れる 理由 が わか ら な い 。「 覚 えて いな い の か !?] 驚く 
JOKER。 その 後 、JOKER は 過去 を 思い 出す まで 、 3 人 へ 
の 復讐 は し な い 、 と 言っ て 去っ て 行く の だ っ た 。 

葛葉 探偵 事務 所 で 噂 を 流し 、 そ れ が 現実 と な る こと を 
きら に は っ きり と 悟っ た 3 人 は 、 一 度 七 姉妹 学園 へ 戻っ た 。 


そこ で 出会っ た 舞 耶 と ゆき の と と も に 、 JOKER と 関わ り が 


深い と 考え られ る 嗜 の 追跡 を 開始 する 。 


| あの 方 が 定め た 運命 か ら は 逃れ ら 
れん ぞ ぉ ! ヒ ャ ー ハ ハハ ァァァ アァ 中 


「 七 姉妹 学園 の 校章 は 呪 わ れ て いる 」 と いう 只 が ある 。 
一 行 は 、 こ の を 流し た の が 、 春日 山高 校 の 生徒 会 長 で 
ある 井上 康夫 だ と いう 情報 を つか む 。 真 偽 を 問う た め 春 
日 山高 校 に 侵入 し た 達哉 た ち は 、 屋 上 で 井上 を 発見 し た 。 
井上 は 、 所 持 し て いる 水晶 で で きた 個 骸 を 使い 、 人 間 か 
ら エ ナジ ー の よう な も の を 集め て いた 様子 で ある 。 な ぜ そ 
ん な こと を する の か ? 井上 を 問い つめ る 一 行 の 前 に 、 
と つ ぜ ん 仮面 を 被っ た 人 物 が ふた り 現 れ た 。 仮面 の 人 物 
は 、 仮面 党 と いう 組織 の 幹部 キン グ ・ レ オ と 、 レイ ディ ・ ス コ 
ルビ ピオ ン 。 幹部 た ち は 、 井上 か ら 水 品 航 骸 を 取り あげ 、 さ 
ら に 井上 を 炎 で 焼き 殺し た 。 驚く 一 行 を 尻 即 に 、 キン グ ・ 
レオ は 笑い 声 を あげ て 去っ て いく 。 再 び 出 会 っ た と き に は 、 
達 哉 た ち を 講 獄 に 送っ て や る と いう 言葉 を 残し て 。 

路 に つい て 、 そし て 仮面 党 に つい て の 情報 を 求め る 達 
哉 た ち 一 行 は 、 葛葉 探偵 事務 所 で 奇妙 な こと を 耳 に し た 。 
新人 アイ ドル グル ー プ の MUSES の ひと り に 、 リ サ が 入っ て 
いる と いう の で ある 。 仮面 党 の 策略 を 医 い つつ 、 リ サ は と 
りあ え ず MUSES の 中 に 入っ て 情報 を 探る こと に し た 。 


| 科 た し 状 !! カ ス 校 の や つが 、 送 哉 に : 


の リサ の 言葉 に 激怒 し た 栄吉 の 身体 か ら 、 栄吉 の 別人 格 | 
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「 火柱 は 4 つ 上 が る ぞ ぉ 周 

リサ を 加え 、 3 人 そろ っ た MUSES の ミニ コック 』 詞 
青葉 区 の 野外 音楽 堂 で 行なわ れ た 。 達 功 た が 誤 
通常 どおり 進ん だ が 、 そ の 最 車 寺 炒 
妙 な も の を 発見 する 。 それ は 爆発 物 で あっ た 8 

急い で 観客 を 避難 させ 、 誰 も いな く な っ た ステ 
キン グ ・ レ オ た ち が 現 れる 。 キン グ ・ レ オ は 、 爆発 物 主 | 
けた 理由 を 語っ た 。 仮面 党 が 望む 未来 を 突 現 きせ 婦 
に 必要 な の は 、“ 財 罪 の 迎え 火 " と し て 4 つの 火 桂 を 頭 
こと 。 野外 音楽 堂 は 、 そ の ひと つ 目 の 場所 に 選ば 衣 記 
だ と いう 。 キ ング ・ レ オ は 、 自 
る 予定 の 場所 を 記し た 託 官 が 1 
る 。 発見 し て 、 阻止 で きる も の な ら や っ て みろ 、 と 。 

達 壮 た ち は よう や く 託 宜 を 発見 し 、 エ リー が 解読 記 二 
場所 は 、 スマ イル 平 坂 と GOLD で あっ た 。 5 人 は 、 順 格 に 
発火 装置 を 見 つけ て 取り の ぞい て いく 。 また GOLD' で ほ 
発火 装置 と と ち に キン グ ・ レ オ の 「 空 の 科学 館 で 待つ 
う メ ッ セ ー ジ を 発見 。 一行 は 、 科学 館 へ 向かう 。 


神 に 近づく の だ ! 」 


一行 が 科学 館 に 入る と 、 キン グ ・ レ オ の 手 に よっ で 錠 請 
に 火災 が 発生 する 。 火 に 追わ れ な が ら も 、 達哉 た ちほ 屋 
上 へ 向かっ て 走っ た 。 屋上 で は 、 キン グ ・ レ オ が 待ち 芝 則 
て いた 。 レオ は 、 達哉 た ち が 必 死 の 思い で 発火 装置 を 取 
り の ぞい た スマ イル 平 坂 、 そし て GOLD を 遠隔 操作 で 爆破 
する 。 激怒 する 一 行 。 だ が 、 そ れ を 意 に も 介さ な 
グ ・ レ オ は 、 か まわ ず に JOKER か ら の 伝言 を 告げ る 』 導 0 
年 前 の 、 夏 の 日 を 思い 出せ "… あ の 方 か ら の 伝言 だ 叶 人 
の こと か わか ら ず 、 戸惑う 達哉 た ち 。 その 直後 、 床 に 久 製 
が 出現 。 レオ は 、 そ の 外 裂 に 飲み こま れ て いっ た 。 脱出 青 
法 を 思案 する 達哉 た ちの 前 で 、 飛行 船 を か た どっ た 屋 調 
の 展望 レス トラ ン が 動き 出す 。 子供 た ち が 語 っ て いた [ ゆ 天 
トラ ン は 本 物 の 飛行 船 ] と いう 噂 が 現実 と 化し た の だ 。 
行 は 急い で 飛行 船 に 乗り こん で 、 難 を 逃れ た 。 

恵比寿 海岸 に 不時着 し た 一 行 は 、JOKER の 伝言 由 0 
年 前 の 夏 の 日 ] と は 何 の こ と な の か を 考え る 。 だ が 、 緒 夫 
は 出 な か っ た 。 そこ に 再び 出現 し た フィ レモ ン が 、 すべ 回 
を 知る た め の 鍵 は 岩戸 山 に ある 、 と 語っ た 。 


「 ご めん ね … み ん な の こと 忘れ て て … 本 当 に 、 ご めん ね …」 


岩戸 山 の 鏡 の 間 で 、 達哉 た ち は 少し ずつ 音 の 記憶 を 取 
り 戻 し て いっ た 。 10 年 前 に 行なわ れ た 夏 祭 り 、 そ こ で 上 
会 っ た 幼い 達哉 、 栄吉 、 リ サ 、 舞 耶 、 そ し て 淳 と いう 少年 
親友 と な っ て 仲よく 遊ん で いた 彼ら だ が 、 ある 日 重大 な 恒 
件 に 直面 する 。 それ は 、 舞 耶 が よそ の 町 に 引っ 越し で 四 
まう と いう こと 。 栄吉 や リサ た ち は 、 舞 耶 を どこ に も 行か 舌 
な いた め 、 ア ラ ヤ 神社 の 中 に 彼女 を 閉じ こめ て し まっ た sa 
し か し 、 その 日 の 夜 、 神社 は 放火 魔 の 手 に よっ て 炎上 し で 計 
し まう 。 実際 に は 舞 耶 は 助かっ て いた の だ が 、 自 分 た ち が 軸 
舞 耶 を 殺し た と 思っ た 達 功 た ち は 、 あま り の 悲し さき に 、 そ 間 
れ ぞ れ が 自分 の 記憶 を 封印 し て し まっ て いた の で ある 。 き 韻 
ら に 、 一 行 は JOKER の 正体 が 淳 で ある こと も 知っ た 。 光 還 
も 、 達 た ちと 同様 に 、 舞 耶 を 殺し た 罪 に 苦し ん で いた 。 
そし て 、 その 苦し み が 生 みだし た の が 、 淳 の 別人 格 で あ 
る JOKER だ っ た の で ある 。 すべて を 知っ た 達 上 た ち は 、 
淳 を 苦し みか ら 救 うた め に カラ コル へ 向かう 。 
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「 ず っ と … 加 い 夢 を 見 て いた の か …」 


達哉 た ち は 、 突如 出現 し た ラス ト ・ パ タリ オン と 戦い な 
が ら 、 カ ラコ ル の 最深 部 へ と 進ん だ 。 よう や く JOKER を 
発見 し た の は 、 時 の 円 環 の 間 。 そこ に は 、 JOKER と ラス 
ト ・ バ タリ オン の 首領 で ある ヒト ラー が 上 顔 を 合わ せ て い 
た 。 円 環 の 間 に は 、 水 唱 骨 骨 も 5 つ 集 結 し て いた 。 
JOKER は ヒト ラー と 達 哉 た ち に 目 や $ く れず 、 5 つの 水晶 往 
骨 を 使用 し て 特殊 な 装置 を 作動 きせ る 。 水晶 入 骨 は 、 珠 
開 瑞 市 の 地下 に 隠さ れ た 巨大 な 宇宙 船 、 シバ ル バ ー を 浮 
上 させ る た め の も の だ っ た の だ 。 JOKER の 狙い どおり 、 
シバ ル バ ー は その 上 に 珠 開 瑠 市 を 載せ た まま 、 空 中 へ と 
浮か ぶ 。 すべ て を 静観 し て いた ヒト ラー は 、 シバ ル バ ー の 
浮上 を 見 届け る と 、 天 の 水 唱 個 骸 を 奪っ て 去っ て いっ た 。 
さら に 、 残っ た JOKER の 部 下 が 、 4 つの 水 則 個 骸 を 持っ 
て 逃げ る 。 残さ れ た JOKER は 、 脳裏 に 才 く 「 殺 せ 」 と いう 
声 に し た が っ て 、 達哉 た ち に 襲い か か る 。 だ が 、 達哉 た 
ち に よっ て 攻撃 を 受け る と 、 淳 は よう や く 正 気 に 返 っ た 。 
自分 の し て きた 行動 を 、 達哉 た ち に 詫び る 淳 。 か つて 仲 
よく 遊ん だ 親友 た ち が 、 よう や くも と に 戻っ た の だ 。 

シバ ル バ ー 出 現 と 同時 に 、 蓮華 台 、 平 坂 、 青葉 、 夢 崎 
の 各区 に は 、 不思議 な 宮 尻 が 出現 し て いた 。 どう や ら 、 
水 品 凡 骸 は この 宮 厩 に 安置 され て いる らし い 。 光 の 話 に 
よれ ば 、 航 骸 に 集め られ た エナ ジー を 解き 放つ こと で 、 
シバ ル バ ー を も と に 戻す こと が で きる か も し れ な いと いう 。 
達哉 た ち は 、 入江 を 取り 戻す た め 、 各 宮殿 を 訪れ る 。 


| そう だ よ ! わた し ら 仲間 じゃ ん 」 


進 華 台 の 獅子 宮 、 平 坂 区 の 天 央 宮 、 夢 崎 区 の 金 牛 宮 
に は 、 達 哉 と 栄吉 、 そ し て リサ の シャ ドウ が 鎮座 し て いた 。 
シャ ドウ は 、 それ ぞ れ が 本 体 の も っ と も 言わ れ た く な い 部 
分 を 突き 、 心理 的 な 攻撃 を し て くる 。 だ が 、 さま ざま な 此 
し みや 危険 を 乗り 越え て きた 達哉 た ち に は 、 も は や そん 
な 攻撃 は 通じ ない 。 シャ ドウ を ペル ソナ 能力 で 叩き の め 
し 、 ひ と つ ず つ 水 晶 個 骸 を 手 に 入れ て いっ た 。 また 、 港 
南 区 の 宝 瓶 宮 に は 、 ロン ギ ヌ ス 13 が ひか えて いた 。 この 
ロン ギ ヌ ス を も 討伐 し た 達哉 た ち は 、 よう や く 4 つ の 水晶 
個 骸 を そろ えた 。 残る は 天 の 水 唱 丹 襲 ひと つ で ある 。 

七 姉妹 学園 の 地下 に 流れ る 天の川 か ら 、 シバ ル バ ー の 
内 部 に 入れ る と いう 情報 を つか ん だ 一 行 。 学園 の 中 庭 を 
訪れ る と 、 安置 され た 鳴 維 門 石 が 不思議 な 光 を 発し て い 
た 。 光 は 、 達哉 た ち を 天の川 に ワー プ さ せる 。 そ し て 一 
行 は 、 天の川 を 下っ て シバ ル バ ー に 向かう 。 


| みん な … 私 の こと は … 早 く … 忘 れ な さい …」 


シバ ル バ ー の 中 心 部 で 、 達哉 た ち は ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ と 
対面 し た 。 ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ は 、 珠 開 瑠 市 の すべ て の 事件 
を 引き 起こ す 元 凶 と な っ た も の 。 光 の 前 に 偽 の 父親 と し 
て 現れ 、 JOKER と な る ほど の 力 を 与え た の も 彼 で ある 。 
きら に 、 ラ スト ・ バ タリ オン の 首領 ヒト ラー も 、 彼 の 異な る 
次 だ っ た 。 人 間 を も て あそぶ ニャ ル ラ ト ホ テ プ に 、5 人 は 
激 色 す る 。 そし で 、 カ カカ を 合わ せ て 倒す こと に 成功 し た 。 


4 人 は 、 10 年 前 に 戻る こと で 、 舞 耶 が 鱗 る な ら 、 と フィ レ 
モン の 申し 出 を 承 語 す る 。 そ し て 彼ら は 、 ひとり ずつ 時 の 
流れ の 中 に 消え て いっ た 。 た と え ぇ 過去 が 消え た と し て も 、 


し か し 、 ニャ ル ラ ト ホ テ プ ブ を 倒し た 直後 、 一 本 の 槍 が 舞 
耶 の 身体 を 貫い た 。 舞 耶 の 血 は 、 決し て 止ま る こと が な 
く 、 4 人 が 見 守る 中 で 息 絶 えて し まう 。 そ し て その ころ 、 
地上 に も 崩壊 の と き が 訪れ て いた 。 な すす べ も な く <《 玉 ち 
尽く す 4 人 の 前 に 、 フィ レモ ン が 現れ た 。 そ し て 、 世界 と 舞 
耶 を 救う に は 、 時間 を 10 年 前 の 夏 祭 り の 日 に 戻し て すべ 
て を な か っ た こと に する ほか な いと 告げ る 。 


| 僕 は … 総 対 忘れ な い … 忘 れる も の か …」 


すべ て を 忘れ は し な い 。 きっ と また 、 條 う 時 の 流れ の 中 
で 出会い 、 ふた た び 親 友 と な っ て みせ る 、 と いう 思い を 抱 
き な が ら …… 了 
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「 罪 |』 と は 、 パラレル ワー ルド に あたる の が 「 罰 」 の 世界 。「 罰 」 で 登場 する 珠 間 瑠 市 
は 、「 罪 | の 達哉 た ち が 記 憶 を 失う こと で 創り 出し た 別世界 が の で ある 。 だ が 、 ニ ャ ル | 
ラ ト ホ テ プ の 陰謀 に より 、 そ の 別世界 も 壊さ れ よ うと し て いる 。 こ の 陰謀 に 、 た っ た 
ひと り だ け 気 づい て いる の が 周防 達哉 。 ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ と 必死 で 戦う 彼 が 、「 罰 」 の 
物語 に お ける も っ と も 重要 な 鍵 を 握っ て いる 。 


価格 : 通常 般 B8OO 円 、 デラ ックス バッ ク 980O 円 ) 
0 た 3ー15 ブ ロッ ク 使 用 


則 | 舞台 と 
ルー ト 人 あり (南条 ルー ト 、 エ リー ルー ト ) 


Py で 拒 対 半 神 、3 連 昌 ほ 。 
レ 先発 は 九 鞭 、 半 神 先発 ( は 千野 で es 


舞 た ち は 、 学 園 で 刑事 の 克哉 と 出会う 。 そこ へ 、 抵 
坦 を か ぶっ た 謎 の 男 が 現れ た 。 紙袋 の 男 は 、 3 人 に 向 か 
5 で 自ら が 使役 する 悪魔 を さ し 向 け て くる 。 和 く 舞 耶 た ち 。 
着 が 、3 人 が 危機 に 直面 する と それ ぞ れ の ペル ソナ が 発 

し レ 、 悪魔 を 倒し た 。 ペ ル ソ ナ の 発動 後に 気絶 し た 3 人 
ほ 、 夢 の 中 で フィ レモ ン と いう 人 物 に 会 う 。 フ ィ レ モン は 、 
珠 開 瑠 市 が " 噂 が 現実 と な る "異変 に 陥っ て いる と 言っ た 。 
そし て “彼ら "を 救え る の は 、 君 し か いな い 、 と も 。 今 の 


キス ヌメ ッ ト 出 版 


| パル ツチ 』 出 じ で みろ よ 。 じゃ ね ぇ と 、 こい つら に 食わ れ ち まう ぜ ? 」 


Event Dige8 軸 | 
| 次 ハ 、 オ 前 ダ 。 JOKERll 


天野 舞 耶 は 、 キス メッ ト 出 版 に 勤め る 23 歳 の 女性 級 
女 に は 、 最近 気 に な っ て し か た が な いこ と が ある 。 それ 
は 、 先 日 駅 前 で 偶然 出会っ た 少年 の こと 。 舞 耶 は 、 初 対 
面 で ある は ず の 少年 に 、 強い デジ ャ ・ ヴ ュ を 抱い た の で 
ある 。 この 少年 と 出会っ た 思い 出 は 、 い つ に な っ て も 舞 
耶 の 心から 消え な い の だ っ た 。 

そん な ある 提 、 舞 耶 は 会 社 で 奇妙 な 手紙 を 受け 取っ た 。 
ト 炎 の 、 オ 前 ダ 」 と だ け 記 され た 文面 。 差出 和信 は 、 
JOKER と 書か れ て いる 。 JOKER と いえ ば 、 珠 開 瑠 市 で 
発生 し で いる 連続 殺人 の 犯人 と 目 され る 名 前 で ある 。「 次] 
と は どう いう こと な の か ? 舞 耶 は 戸惑う 。 

この 手紙 を 読ん だ あと 、 七 姉妹 学園 へ 取材 へ 向かう 仕 
事 が 入っ た 。 舞 耶 は 、 こ の あと 同居 人 の うら ら と と も に お 
見 合い パー ティ へ 行く 予定 だ っ た 。 だ が 、 仕事 が 入っ て 
は し か た が な い 。 な ん と か 早く 終わ ら せ よ う 、 と 励ま すう 
らら と と も に 、 七 姉妹 学園 に 向かう 。 


舞 耶 た ち に は 、 わ か ら な いこ と だ ら け だ っ た 。 

不思議 な 夢 か ら 目 覚め た 3 人 は 、 紙袋 の 男 を 追っ て 時 
計 台 へ 向かう 。 紙 袋 の 男 は 、 そ こ で また し て も 舞 耶 を 尊 
そう と する 。 だ が 、 攻撃 は 突然 現れ た 少年 に よっ て 阻 
れ た 。 そ の 少年 は 、 舞 耶 が 気 に か け て いる デジ ャ 。』 認 還 
の 少年 だ っ た 。 彼 は 、 紙袋 の 男 を 追い 払い 「 こ の 他人 ( 條 避 
関わ る な 」 と 言い 残し て 去っ て いっ た 。 

フィ レモ ン が 言っ た “ 噂 が 現実 と な る "と VA の は ほ 夫 語 
らし い 。 無 耶 た ち は 障 に 詳し い バ オフ と 記 2 記 暫 誠 
意見 を 聞く 。 パオ フゥ に よれ ば 、 紙袋 の 男 ほ 外務 
藤 竜 蔵 の 息子 、 竜也 で は な いか と いう こと だ 用 
フッ を メン バー に 加え た 舞 下 た ち は 、 竜也 の 


舞 耶 た ち MM どこ か と 
っ た 。 飼い た て らち れる よう に し て 屋 2 
見 た も の は 、 デジ ャ ・ ヴ ュ の 少年 と 記 
面 だ っ た 。 「 達 哉 ? ] 克哉 が 叶 ぶ 。 少 年 
克哉 の 弟 に あたる 人 物 だ っ た の だ 請 
腕 に 淳 と いう 少年 を 抱え 「" 向 こ : 

り に 叫ん で いる 。 そ し て 、 そ 
哉 。 ふた り の あい だ に は 、 緊 
だ が 、 屋上 の 床 に 穴 が あき 、 そこ に 
勝敗 は 決し た 。 達哉 の 指示 
望 レ スト ラン に 移動 する 一 行 。 
物 の 飛行 船 の よう に 、 空 へ 飛び 上 が 
只 が 現実 化す る 異変 の 効果 だ っ た の 

飛行 船 か ら 飛び 降り 、 恵比寿 海岸 に 
た ち 。 だ が 、 そこ に 達哉 の 姿 は な か 
は 、 こ こ で 一 旦 解散 する 。 

キス メッ ト 出 版 に 戻っ た 舞 耶 は 、 
テレ ビ 番 組 か ら 、 過去 に JOKER 呪 
自ら JOKER 化 し 、 連続 殺人 を 犯し で 
手 す る 。 驚 慢 の 事実 を 知り 、 再び 克 
する 舞 耶 。 そ ん な と き 、 突然 GOLD に 
が 入っ た 。 彼女 は 、 自 分 が 変わ っ て し ま 
げ て くれ 、 と 言う の だ 。 


ソ 


W 


ディア ッ ク 


理子 。 ふた り に 出 
※ 図 は 南条 ルー ト の 場合 。 エ リー ルー ト の 場合 は 、 青 葉 の 調査 を 行なう こと に 
公園 の あと に 珠 聞 瑠 TV を 訪れ る こと に な る 。 


下水 道 処 理 施設 「 ス パイ の MD か 前 


研究 所 に は 、 う らら や ノリ コ の よう に 、 ]OKER 

間 が 運び こま れ て いる と いう 噂 が ある か ら だ 。 肉 
侵入 し た 舞 耶 た ち は 、 そ こ で 神 条 久 鷹 と いう 人 物 還 計 
う 。 邊 の 正体 は 、 5 年 前 に 死亡 し た は ず の 神取 その 
あっ た 。 敬 く 南条 を 見 て 神取 は 不 敵 に 笑い 、 真実 を 諸 
いら 彼 の 研究 に 典 味 を 持 た 人 物 が 、 自 分 を 生き 


の 悲痛 な 言葉 に も 耳 を 代 さ 
と 例 を 構え た 。 だ が 、 また し て も そ 
譜 の 参 則 に より | 危機 を 脱し た 舞 耶 た ち は 、 追 員 を 訂 


腺 に 角 入 られ た 者 の 福 命 … ご で も い 当 還 お 2 の アジ ト に 戻っ た 一 行 は 、 竜 蔵 と パオ フッ の 答 
パオ フッ の アジ ト Ei 寺 の 電話 を 盗聴 する 。 彼 ら は 廃 工場 へ 行く と いう 8 
スマ イル 平 坂 
衣 間 3 パオ クッ は 一 行 と 別 行 動 を と っ た 。 去 
ある 』 抑 耶 た ち が 次 に パオ フゥ を 発 還 
と 対 財 し て いた 。 因縁 浅 か ら ぬ 伸 


戦 を 演じ る 。 膝 を つい た の は 、 
4 


ヨッ ト ハ ー バ ー 
日 輸 丸 
NEXT 


[ 普 
| 理 


時 


征 闇 の 先 に は 、 達哉 の 顔 を し た ニャ ル ラ ト ホ テ プ が 待 
っ 生け て いた 。 “向こう 側 ” の 世界 を 崩壊 に 導き 、 さ ら に 
K た ち を そそ の か し て “こち ら 側 "を も 減 亡 させ よう と し 


て いる 諸 直 の 根源 で ある 。 


ー ャ ル ラ ト ホ テ プ は 、 達哉 が 忘れ る べき こと を 忘れ られ 


な か っ た こと を “ 罪 ' だ と な じ っ た 』i そ じ で 『 罪 に は 抽 
を うえ な けれ ば な ら な い 、 こ れ は 運命 な の だ 、 と も 言っ 


- 瞬 の 静寂 。 し か し 、 パオ フッ の 言葉 に よっ て 静 疲 


う 側 " へ … | 
くう らら に 、 達 哉 が 異 を 唱え 
危う い 状況 に ある こと は 
そう に 達哉 は 告げ る 。 


遍 的 無意識 の 私 の 領域 … 私 の 世界 だ 。 よく 


Event Dige@sl 
計ら ちば 、 一 度 地 に 慎 わ すま で だ | 


舞 耶 た ち は 、。 海 遍 に ある 遺跡 に た どり つい た 。 この 遺 
跡 の 地下 の 封印 の 間 に 、 神取 と 望 龍 術士 の 石神 千 血 、 

レ で 彼ら を 追う 達哉 が いた 。 神取 た ちの 後ろ に は 、 要 
有 有 が 見 える 。 干 伯 の 話 に よれ ば 、 この 石 の 封印 を 解く こ 
と で 世界 を 未 箇 有 の 破壊 が 開 う と いう 。 そ し て 今 、 封 印 
ほ 解 けた 』「 こ の まま 返す わけ に も いか ん 」 そう 言 っ て 神 
取 と 手 稔 が 襲い か か る 。 激闘 の 未 、 舞 耶 た ち は 彼 ら を 倒 
し た 。 そ の と き 、 海底 遺跡 全体 が 播 れ 動い た 。「 早 く 行け 
….! ここ も 、 も う 、 も た ん …」 治 死 の 神取 が 言う 。 一 行 
は 、 悲痛 な 思い を 胸 に 抱き な が ら 、 神 取 と 千 稔 を あと に 
條 跡 を 脱出 し た 。 遺跡 を 出 た 達 壮 は 、 何 も 言 わ ず に その 
場 を 夫 ろ うと し た 。 そ れ を 、 克 哉 が 止め る 。 な ぜ 、 何 も 話 
し @ く れ な い の か 。 問い 詰め られ 、 達哉 も つい に 折れ た 。 
すべ で を 話す か ら 、 もう 俺 に 関わ ら な いと 約束 し て くれ … 
そう 告げ た 達哉 は 、 一 行 を アラ ヤ 神 社 の 奥 に ある 岩戸 
山 で と 連れ て いく 。 


| 億 は … こ こ に いて いい の か ? | 


央 戸山 に お いて 、 一行 は 数 々 の 和 驚 慢 す べき 事実 と 直面 
し た 。 達哉 が 、 現在 いる 珠 開 瑠 市 (“こち ら 側 ") と は 別 の 
世界 に あたる “向こう 側 "” か らき た 存在 で ある と いう こと 
“向こう 側 ” で は 、 人 
壊滅 的 な 状況 に ある こと 。 そ し て 、 “こち ら 側 "の 押上 ほ 
世界 を 守 ろ うと し た 達 E 設 た ち が 、: 破 減 の きっ か けら な 記 大 
自分 た ちの 出会い を リセ モット し 、 記 憶 も 失う 回 仙 食 
Sh の で ある と うこ 忘れ る は の 記憶 証 記 だ 

達 功 だ け は 忘れ られ な か っ た 。 そのため (A 章 還 生 
0 の 人 間 で ある 達哉 が “こち ら 側 "の 自分 と の 同調 過失 
敗 し 、 そ の 存在 は “特異 点 " と な っ て / こ ちら 側 中 の 昌 界 

が 破滅 する 原因 と な っ て いる らし い 。 さら に | 弟 が 記憶 
を 取り 戻せ ば 世界 を 破滅 に 導く 可能 性 は 高く な っ iL ま 
う 。 その た め に 、 達哉 は 舞 耶 に 関わ っ で G ほ LU く な Wi 時 
いつ づけ て いた の だ 。「 手 を 引い で くれ 」 建 吉 が 言 2 だ 症 
が 、 一 行 は 応じ し な か っ た 。「 ひ と り で 悩み 続 り iW だ の 
いむ] 寺 芝 た 反 き し LA0@ 畑 認 「 俺 は … こ こ に いて いい の か 

…? 」 全 員 が その 問い に うな ず き 、 達哉 を 迎 々 だ 8 
世界 の 崩壊 を 防 ご うと し た 一 行 は 、 ーー 
開 瑠 城 へ 向かっ た 。 珠 開 瑠 城 の 奥 で は 、 斉 
う ミ イラ の 復活 儀式 を 行なっ で いた 』 
みこ み 、 復 活 を 遂げ た 御前 を 、 舞 耶 だ | 
の 直後 、 彼女 た ち は 暗 間 へ と 吸い ご 


は 破 ら れ た 。「 運命 な ん て の は な …」 元 
出し の 予言 と 何 も 変 わら ん 。 何 か が 起こ 
言 を ば いい ん だ …」 そ し て うら ら が 締め ぐ 
命 だ っ た "っ て ね ! | 彼ら の 言葉 に ひと き お 商 
ニャ ル ラ ト ホ テ ブ 。 そ し て 戦い が は じ ま っ た 
壮絶 な 戦い の 未 、 ニャ ル ラ ト ホ テ プ は 屈 7 
ある 限り … 私 は 消せ ん っ …! 員 そう 言い 残 丹 
ャ ル ラ ト ホ テ プ 。 よう や く ひ と つの 戦い が 終 


そし て 、 珠 関 玖 市 に は 、 前 の よう 
く 戻 っ た 。 そ れ ぞ れ の 胸 に 、 さき まき 
な が ら 、 舞 耶 た ち は 生 き て いく = 


ル 


ン 


CONTEITS 


トナ ゴ は 76///// 必 2/ アタ /// 所 秘 コ 
ペル ソナ クロ ニク ル 
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[= アゴ は 7 2///// 履 /// 9/ 7 寺 / 
ENCYCLOPEDIA BRITANICA 
ベル ソナ ワー ルド 大 百科 事典 


| 


太 呈 の /7 (7277 な 4 / ワ 
ENCYCLOPEDIA OF DEVILS 
ペル ソナ ワー ルド 悪魔 事典 


MM 


INDEX 
きさく いん 


pn 694 


ペル ソナ シリ ー ズ は 、 2000 年 に 
割 肝 が 発売 され 、 つ い に 3 作 目 を 
数 謎 た 。 そ れ ぞ れ の 物語 の 展開 
s さ に 多種 多様 だ が 、 ひ と つ だ 
ま 通 し て いる こと が ある 。 それ 
物語 や 人 物 関 係 、 歴史 が 複 
ョ 入り 組ん で お り 、 その すべ て 
る の が 非常 に 難解 だ と いう こ 
議 度 クリ ア し た くら いで は 、 解 


5 た 。 謎 解き の 足がかり と な る 
誤 ー ソ ー ド | た ち を ひと つ ひ と つと 
あげ 、 吟味 し て 解説 を 加え た こ 
柚 則 を 難読 すれ ば 、 も は や 解け 
誠 し は な い は ず で ある 。 


ソナ に まつ わる あま た の 謎 を 明か す た め に __- 


ょ る こと の で き な い 謎 も た くさ ん 」 
る の だ 。 この 大 辞典 は 、 そ ん な 
貴 方 な い 謎 を と く | 鍵 」 と し て 用 意 


ュ が スネ ェ ン バエ 。 


cw メメ トリ ワ 


ペル モモ ギリ テイ ー カ ー ド ーー コ 


1 と 4 


ペル ソナ ワー ルド 大 百科 事典 の 使い か た 


ゲー ム 中 の メッ セー ジ を 読ん で い 
る と き に 、 特 定 の 単語 に 対す る 意味 が 
わか ら ず 、 戸惑っ た こと が ある 人 は 多 
い だ ろ う 。 特に ペル ソナ シリ ー ズ で 
は 、 心 理学 用 語 や 神話 関連 の 言葉 な 
ど 、 難 解 な 言葉 が 登場 する こと は 
多々 ある 。 この 「 ペ ル ソ ナ ワー ルド 大 
百科 事典 ] で は 、 ペ ベル ソナ シリ ー ズ に 
登場 する 数 多く の キー ワー ド を 五 十 
音 順に 並べ 、 解説 を 加え て いっ た も 
の で ある 。 ゲ ー ム 中 に よく わか ら な い 
単語 が 出 て きた と き 、 さら に 物語 全体 
に 関わ る 大 き な 謎 を 解明 する た め に 
活用 し て ほし い 。 


CUECDN っ 
世 し て も 5 ば 内 を 条 ぉ こと の 


「 ペ ベル ソナ ワー ルド 大 百科 事典 ] に は 、「 ア ー チ ェ リ ー 部 」 か 
ら 「 ワ ン ロ ン 占い 」 ま で 、 500 個 以上 の キー ワー ド を 掲載 。 す 
べ て 五 十 音 順に 並べ られ て いる 。 また 、 見 出し に は 「 ア ー チ 
ェ リ ー 部 ] の よう な 正式 名 称 と 、「 あ ー ち ぇ りー ぶ 」 の よう に ひら 
が な に 変換 し た も の の 両方 で 表記 し た 。 


自 登場 作品 マー ク 


見 出し の 上 の 部 分 に ある 、 3 色 の 丸い マー ク は 、 キーワ 
ー ド が 全 場 する 作品 名 を 記す も の 。 
構 な ら ば [女神 異 聞録 ベル ソナ 」、 舞 な ら ば [ベル ソナ 2 
罪 ]、 そ し て 錯 な ら ば 「 ベ ル ソ ナ 2 削 」 に 登場 する キー ワー 
ド で ある と いう こと を あら わす 。 こ の マー ク は 、 キ ャ ラク タ 
ー の 表情 集 な ど に つい て いる こと も ある 。 


回 | 尊 iz  | 


作動 の ひと 見 出し に 記さ れ た キー ワー ド を 
s9ws || 解説 する テキ スト や イラ スト 。 基本 
的 に 、 スト ー リ ー に 深く 関わ る も の 
は 、 写真 や 図 な ども あわ せ て 詳し 
く 記載 し て いる 。 また 、 園 村 麻 希 
や 天野 舞 耶 な どの メイ ン キ ャ ラク タ 
ー た ち は 、 そ れ ぞ れ の プロ フィ ー 
ル や 表情 集 、 戦闘 中 の グラ フィ ッ ク 
な ども あわ せ て 掲載 。 


MI ss26 コ 

見 開き の 右上 に つい て いる 索引 。 ひ と つの 見 開き に 含 
まれ る キー ワー ド が 、 ど の 単語 か ら ど の 単語 まで な の か 、 
と いう こと を あら わし て いる 。 な お 、 こ の イン デック ス 
は 、 わ か りや すい よう に すべ て キー ワー ド を ひら が な に 
変換 し て 掲載 し て いる 。 


= あみ は 


回 Refarence data 参考 資料 


ゲー ム 中 に 登場 する キー ワー ド の 中 で 、 現実 世界 に ルー 
ツ と な る も の が 存在 する も の 、 ネ ー ミ ング の 由来 と な っ た も 
の な ど を 解説 する コラ ム 。 ユ ング の 心理 学 用 語 、 ギ リ シ ャ 
神話 に 登場 する 食べ 物 な ど 、 さ ま ざ ま な も の か ら キ ー ワ ー 
ド が 引用 きれ て いる の が わか る は ず だ 。 そ れ ぞ れ の 由来 
を 知れ ば 、 キ ー ワ ー ド へ の 理解 度 を さら に 高め る こと が で 
きる は ず で ある 。 


葉 に 書き 写 さ れ た も の が 現存 し て いる 。 
葉 に は 世界 中 の 人 物 の 運命 が 古代 語 で 
記さ れ て お り 、 一般人 で も イン ド に 行っ て 
古代 語 を 訳し て も ら え ば 内 容 を 知る こと が 


| アガ ステ ィ ア の 木 の ル ー ツ と 考え られ 
る の は 、 約 5000 年 前 に イン ド に 実在 し た 


“ 可 者 アガ ステ ィ ア "。 彼 は 予言 者 で あり 、 
自ら が 行なっ た 予言 を 鹿 の 皮 に 記し た 。 
この 予言 書 は 、 弟子 の 手 に よっ て 杉 子 の = で きる 。 
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聖 エ ルミ ン 学 園 に ある 部 活動 の ひと 
つ 。 部 室 に は アー チェ リー 用 の 己 や ロ 
ッ カ ー な ど が 置い て ある が 、 その 中 で 
も 目 を ひく の は 壁 中 に 和 突き 刺さ っ た 何 
本 も の 弓矢 。 どう も この アー チェ リー 部 
に は 、 部室 の 中 で 矢 を 射 っ て し まう 生 
徒 が いる らし い 。 室内 の 張り 紙 に “部 
室内 練習 禁止 "や “流れ 矢 注意 "な ど 
と 書い て ある こと か ら も 、 そ の 事実 は 
明らか で ある 。 な お 、 ア ー チ ェ リ ー 部 
の 部 室 に は 女神 転生 シリ ー ズ の キャ 
ラク ター イラ スト な ど を 担当 し て いる 金 
子 一 馬 氏 の 似顔絵 も 貼っ て ある 。 


如 魔 の 侵入 を 防ぐ た め 門 が 閉ざさ 

れ た 聖 エ ルミ ン 学 園 に 入る た め の 鍵 と 
な る 言葉 。「 歴 に 耳 あ り 、 障 子 に 目 あ 
り 」 を も じ っ た 言 業 『 
て いる 。 な か な か 原始 的 な セキ ュ リ 
ティ ー だ が 、 意 外 に も 効力 を 発揮 し 
て いる らし く 、 学 園内 は この 合言葉 
に よっ て 安全 が 保 た れ て いる 。 


珠 開 玖 市 の 東部 に 位置 する 区 域 。 
メイ ンス トリ ー ト と な る 道路 は 、 東西 を 
横断 し て いる 。 名 の と お り 全 体 的 に 緑 
が 多い の が 特徴 で 、 公園 と し て 指定 さ 
れ て いる 部 分 は 区 の 3 分 の 1 を 占め る 。 
中 で も 、 野外 音楽 堂 な どの 施設 を 有 
する 青葉 公園 は 、 市 内 で も っ と も 大 き 
な 公園 。 休 日 平日 に か か わら ず 、 市民 
の 憩い の 場 と し て 親しま れ て いる と こ 


あお は ば <] 


また 、 青 葉 区 に は 雑誌 の 出版 振 護 
テレ ビ 局 な ど 、 マス コミ 関係 の ビ 請 計 
密集 し て お り 、 人 気 の 高い 芸能 誠 
ちの 出入 り も 多い 。 そ の た 
区 は 市 内 に お ける 流行 の 
し て も 知ら れ て いる 。 流 
な けれ ば な ら な い 雑 
ど は 、 青 葉 区 の 隅 か ら 隅 まで を 旧 
まわ り 、 ネ タ と な る 事件 を 見 
きた り も し て いる よう で ある 8 


青葉 区 全 攻 


| 市 内 唯一 の 消防 | 
| 署 。 有 事 の 際 に 
| は 即 出動 で きる 
よう 常に 隊員 が 
還 待機 し て いる 。 
T 罪 」 で は 仮面 党 
| | の 策略 に よっ て 
火災 に 見 舞 わ れ 、| 
電 物 は 全焼 し た 


キス メッ ト 出 版 


| 北側 に 位置 


青葉 公園 


| 市 内 で 起こ っ た ニュ ー ス や 芸能 
番組 な ど を 数 多く 放映 し て いる 
テレ ビ 局 。 黒須 純子 の よう な 大 
女優 や 、 タ レン ト の 上 杉 秀 彦 な 
どの 姿 を 見 か ける こと も 。 


| さま ざま な ジャ ン ル の 本 を 出版 
| し て いる 会 社 。 出 版 物 の 中 で 人 
| 気 が 高い の は 、 情 報 マ ガ ジ ン 
[クー レス ト 」 や 、 グ ル メ 情報 
| | が 満載 の 「 グ ル メ 玉 」 など 。 


緑 豊か で 、 巨大 な 敷地 面積 を 細 
つ 公 園 。「 罪 」 の 世界 で は 放 
| ング ・ レ オ に よっ て し か けら 組 
た 爆発 物 に より 六 上 し 、 そ の 区 
| け 跡 に 金 牛 宮 が 出現 し た 。 


あぁ 5-。 
- あ 」 ょ 、。 
と の < 


赤 提 灯 が 目印 の 一 杯 飲み 屋 。 あま り 
繁盛 し て いな いよ うだ が 、 お ば ちゃ ん 
の 人 柄 の よさ と 、 店 内 の ひと 昔 前 の 雰 
囲 気 に 惹 か れ て や っ で くる 常連 は 何人 
か いる よう だ 。 メ ニュ ー は 、 飲み屋 に 
よく ある えだまめ や や き と り 、 生 


甘 を 持つ 樹木 で 、 御影 町 の 

、 公園 な 育 し て いる 。 ア ガス ティ 
ア の 木 は 、 その ほとん ど が 樹齢 百年 以 
上 と 思わ れる 巨大 な も の で 、 長い 時 
間 を 生き た ゆえ か 霊力 を 持ち 、 人 問 
の 言葉 を 解す る 。 問 いか けれ ば 、 悪 
魔 と の 戦い に 疲れ た 人 間 を 労 わ っ て く な どか ら 、 一 風 変 わ っ た 特製 あん こ 餅 
れる よう な 言葉 も か け て くれ る と いう 。 a 子 、 特製 五目 バナ ナ そ ば まで 、 多 様 な 
また 、 ア ガス ティ ア の 木 に 頼め ば 、 自 ら 革 | も の が そろ っ て いる 。 常 
が 体験 し た 一 日 の で き ご と も 細か く 記 = 3 これ ら の 珍 メ ニュ ー を 食す る こと は 一 
借り て お いて くれ る 。 ゲ ー ム 中 で は 種 の 度胸 試し で も ある らし い 。 
[異同 録 」 に 登場 し 、 行動 を 記録 する 
セー プ ポ イン ト と し て 利用 され た 。 だ 
が 『 罪 」 以 降 で は 、 どこで も セー ブ が 
困 能 に な っ た た め 、 姿 を 消し て し まっ 

て いる 。 


お ば ちゃ ん 

アガ ステ ィ ア の 葉 に 書き 記し た 痕跡 の 想像 図 。| | 何かと 怪し い 噂 が つき の 
主人 公 た ち は 、 ア ガス ティ ア の 木 を 訪れ て は 、| と う 、 赤 提 灯 し らい し の お 
この よう に 対戦 結果 や 英 の 悪口 な ど を 油性 ペン ば ちゃ ん 。 か つて は 名 う て 
で 書き 記し て いた の か も し れ な い 。 の ge クワ サー チャ ー だ ら 

た と も いわ れ て い 


| る が 黄 相 は 不 明 。 


アガ ステ ィ ア の 木 の ル ー ツ と 考え られ 葉 に 書き 写 さ れ た も の が 現存 し て いる 。 
る の は 、 約 5000 年 前 に イン ド に 実在 し た 葉 に は 世界 中 の 人 物 の 運命 が 古代 語 で 
加 者 アガ ステ ィ ア ”。 彼 は 予 記さ れ て お り 、 一般人 で も イン ド に 行っ て 

な っ た 予言 を 鹿 の 度 に 記し た 。 古代 語 を 訳し し も ら えば 内 容 を 知る こと が 
言 書 は 、 弟子 の 手 に よっ て 格子 の = で きる 。 


葛葉 探偵 事務 所 の 奥 に ある 扉 の こ 
と 。「 罪 」 で は どう や っ て も 開け る こと 
が で きず 、 な ぜ こ ん な 扉 が 存在 する の 
ー = か ? と 物議 を か も し た が 、 そ の 謎 は 
「 削 』 で 明らか に な っ た 。「 削 』 の 場合 
は 、 葛葉 探偵 事務 書 に ある 招き 猪 に 
10 万 円 入れ ん た り 、 人 岳 し を する こと な 
ど で 、 この 扉 が 開く の で ある 。 扉 の 奥 
に 住ん で いる の は 、 な ん と た まき ちゃ 
ん の 仲 魔 で ある ネコ マタ 。 事務 所 の 招 
き 猫 が 話し て いる よう に 見 えた の は 、 
みん な この ネコ マタ の し わざ だ っ た ら 
し い 。 いた ずら 好き な 彼女 に は 、 た ま 
きち ゃ ん も 困っ て いる よう だ 。 

ほか に は 「 異 開 録 ] サ トミ タダ シ の 
プラ イベ ー ト ルー ム が 有名 。 


園 村 麻希 の 心 の 底 に ある 、 父 を 恋 

し く 思う 気持 ちや 幼児 性 が 形 と な り 、 
別 の 人 間 と し て 現れ た 存在 。 穏やか 
性格 で 、 平 和 を 望む マイ と は 、 対 称 
了 的 な 存在 で あり 、 マ キ の な か に ある 
の 心 が て イ に 、 悪 の 心 が だ アキ に な 
包 た と も 考え られ る 。 神取 を 人 多 と し 
計っ て お り 、 主 人 公 た ちと 敵対 す 
人 アキ は 強大 な 力 を 持つ コン パク 

1 の 筑 の 半分 を 所 持 し て お り 、 負 の 
て 悪魔 を 出現 させ た り 、 人間 に 

- り する こと も で きる 。 


ーー ニー マデ 


ONE で に こせ で 


ダン ジョ ン な ど に 登場 する 異形 の 人 怪 
物 た ちの こと 。 一般 に は 「 悪 魔 」 と 言 
いあ ら わ され る こと が 多い が 、 その 中 
に は 天使 や 神々 な どの 存在 も 含ま れ 
て いる 。 

ペル ソナ シリ ー ズ で は 、「 真 ・ 女 神 転 
生 』 な ど と 倍 っ て 、 愚 魔 が 直接 パー テ 
ィ に 加わ り 、 仲 魔 と な る こと は な い 。 
だ が 、 悪魔 と の 会 話 は 可能 で 、 こ の 会 
話 に よっ て ペル ソナ 召喚 の 素材 と な る 
カー ド を 手 に 入れ る こと が で きた 。 女 
神 転生 シリ ー ズ の 根底 に ある 「 悪 魔 た 


悪魔 た ちの グラ フィ ッ ク 

| ベル ソナ シリ ー ズ の 悪魔 た ち は 、 人 間 型 、 竜 型 、| 
天使 な ど と 実に 多様 な 容 を し て いる 。 そ し て 攻撃 | 
| 時 に は 、 それ ぞ れ が 個性 あふ れる 動き を 見 せ 、 さ 
ら に お も し ろ い セリ フ を 発し た り し て 楽し ませ て 
くれ た 。「 異 聞録 」 か ら 「 罰 」 に 登場 する すべ て の 悪 
魔 の グラ フィ ッ ク は 、1 76 ベ ー ジ か ら の 「 ベ ル ソ 
ナ ワ ー ル ド 悪 魔 事典 ] に 掲載 し て ある の で 参照 し | 
て ほし い 。 悪魔 た ちの 新た な 魅力 を 発見 する こと 
が で きる は すず だ 。 


ルー ツ と な る も の 
ダン ジョ ン に 出現 する 悪魔 た な ち は 、 ほとん ど が | 
各国 の 神話 に ルー ツ を も つ 。 登場 する 悪 訂 の 出身 | 
を 六 べ て みる と 、 北欧 神話 、 イン ド 神 話 、 中 国 の | 


| うに 日 本 の 者 市 伝説 か ら 生ま れ た も の や 、 物語 の 
内 容 に 関わ る ラス トバ タリ オン 、 済 カ メー ン な ど 
の ゲー ム オ リ ジ ナ ル の も の 、 ま た 噂 か ら 生 まれ 


ベル ベッ トル ー ム で 絵 を 描き 続け る 
人 物 。 か つて は 人 間 の 世界 で 神 や 書 
魔 の 絵 を 描く 画家 と し て 知ら れ て いた 
存在 で ある 。 彼 は ある と き 、 自 分 で 青 
い 扉 を カン バス に 描き 、 そ の 扉 を 通じ 
て ベル ベッ トル ー ム を 訪れ た 。 そ れ 以 
来 、 悪魔 絵師 と し て ベル ベッ トル ー ム 
に と どまり 、 永遠 と も いえ る 永い 時 間 
を 絵 を 描き な が ら 過 ご し て いる の だ 
と いう 。 上 悪 魔 絵 師 は 要望 きれ た も 周 
の を 瞬時 に し て カン バス に 描き だ 
す が 、「 愚 者 」 の 絵 だ け は 例外 と し 
で 描く こと が で き な い 。 この 「 愚 者 」 
の 絵 を 描け る よう に な っ た と き が 、 
加 魔 絵師 が ベル ベッ トル ー ム を 出る 
と き な の だ と いう 。 


ち が パ ー テ ィ を 強化 する 」 と いう シス テ 
ム は ペル ソナ シリ ー ズ で も ほぼ 変わ ら 
な いと いっ て いい だ ろう 。 

登場 する 悪魔 た ちはる さま ざま な カテ 
ゴリ ー で 分 類 さ れ 、「 罪 』 と 『 六 」 の 場合 
は 「SUN」「JUDGEMENT」 の よう に タ 
ロッ ト の アル カナ で 区 分 けさ れる 。 ま 
た 「 異 開 録 」 の 分 類 は さら に 細か く 、 も 
っ と も 大 きい 区 分 け は 「 大 属性 ]。 さら 
に 「 大 種族 」 [種族 ] な ど と いう 分 類 も 


失語 な ど 、 まさ に 世界 中 の 神話 が 出 肉 と な っ て い | っ 縛 議 詞 
る の が わか る 。 神話 以 外 で は 、 カシ マレ イコ の よ | 


キー ev7/ 
悪魔 は 、 人 間 に と っ て 有害 な 行為 起 
し 、 邪悪 な 意思 を 持っ た 霊 体 と 串 義 計 
れる 。devil の 語源 と な っ た の は サジ 
リッ ト 語 の 「div] で 、 こ れ は 輝く と W 誠 
味 を 持ち 、 現在 の 悪魔 と いう イメ ー 湖 居 
は ふさ わし く な い 。 だ が 、 現代 に お 画 
悪魔 と 呼ば れる 存在 は 、 か つて は 回 
て 神 と し て あがめ られ た も の で 、 才 の 
変遷 に よっ て 神 か ら 悪 魔 に 転じ た も の 話 


ほとん ど な の で ある 。 この 事実 を 踏ま 玉 
れ ば 、 devil の 語源 に も 納得 が いく 。 


周防 達哉 、 そ し て 天野 舞 耶 の 肌 固 
ある 人 色 の 広がり の こと 。「 削 ] 9 引 
の 達哉 の 門 は 右手 に あり 、 / 

「 罪 ] で の で き ご と を 思い  / 
沿 し た と き に ニャ ル ラム 、/ 
ト ホ ポテ プ に よっ て つけ 湯 
られ た も の で ある 。 ま 

た 、 舞 耶 の 症 は 「 罪 」』 と N 
「 凡 』 で つい た 理由 が 異 パ 
な る 。「 罪 」 の 場合 は 放火 
事件 に 唱 遇 し た 際 の 火 
傷 の あと で 、 そ し て 「 削 」 

で は 『 罪 」 の 世界 で 一 

度 死亡 し た 際 に 、 聖 栓 

で 突 か れ た も の が 門 

と 変じ た 。 


ーー ンー ニー ンー ママ ニー ンーー ニ ーー ニー ニー テー ニンニン マー 
OU PIPWTWPNPUPT'UP や PWFOTNPWTNPPOP 


あ 。 


ー- あ ps 


【 あ さい みき 』 【 あ し ゅ ら じ ょ お う 】 


-、 珠 開 瑠 地検 特別 刑事 部 に 
検索 事務 官 と し て 活躍 し て いた 
衣 性 。 美人 で 物 普 か だ が 、 不正 や 犯 
罪 を 憎む 気持 ち は 人 一 倍 強 か っ た 。 
検察 記 だ っ た パオ フッ ゥ (上 玄 峨 薦 ) の 助手 
ト 動 を と も に し て いた が 、 
竜 蔵 の 悪事 を 追っ て いる 最 中 に 
殺し 屋 の 手 に か か っ て 死亡 。 現在 は 、 
珠 間 瑠 市 内 の と ある 墓地 に 葛 ら れ て い 
る 。 パー トナ ー で ある パオ フッ に は ひ 
そ か な 愛情 を 寄せ て いた が 、 彼 女 が 
その 思い を 告白 する こと は な か っ た 。 
享年 25 歳 


雪 の 女 過 の 仮面 に 宿っ て いた ペル 
ソナ で 、 別名 は 夜 の 女王 。 当 初 は 藤 
森 知 美 の ペル ソナ と な っ て いた が 、 知 
美 が 自分 の 醸 き に 気づい て 消 減 し た 
の ち は 単 体 で 存在 し 続け る ペル ソナ 
と な る 。 そ の 後 ア シュ ラ 女 王 に 変化 し 、 
ふた つの 身体 に 3 つの 顔 を も つ 異 形 の 
次 と な っ た 。 人間 と し て の 弱き を も つ 
知美 と 離れ た アシ ュ ラ 女王 は さら に 力 
を 増し 、 す べ て を 無 と 絶望 で 包み こも 
うと する 。 そ し て 世界 に 「 永 遠 の 夜 ] を 
も た ら そ うと する が 、 主人 公 た ち に よ 
っ て その 野望 は 打ち 砕 か れ た 。 


E 【 あ に ま .. むん で い ぃ 】 【 あ ま の が わ 】 
ユート 、 
| anima muni 


、 夢 崎 区 に ある 洋服 店 で 、 内 装 は 南 橿原 明成 な ど に よっ て 記さ れ た トン 
国 を イメ ー ジ し た 明 る い 印象 。 値段 が | デモ 本 「 イ ン ・ ラ ケチ 』 の 中 に 登場 す 
手ごろ で 、 カワ イイ 洋服 が 多い と あっ る 川 。 本 の 記述 に よれ ば 、 天の川 は 
て 、 流 行 に 敏感 な 女子 高校 生 た ち に | 珠 間 麗 市 の 地下 を 流れ る 川 で 、 巨 大 
絶大 な 支持 を 受け て いる 。 店 を 取り | 宇宙 船 シバ ル バ パー へ と つなが っ て い 7 
し きっ て いる の は 、 若い 女性 の マヌ カ | る と いう 。 こ の 記述 は 、 噌 が 現実 化す 

稀 、 ン 。 た また ま 店 を 訪れ た 周防 達哉 の | る 異変 に よっ て 真実 と な り 、 市 の 地下 
こと が お 気に入り で 、 頼ま れ も し な い | に 実際 に 川 が 出現 。 達哉 た ち が 目 指 
の に 服 を すす め た り 、 熱い まな ざし で | し て いた シバ ル バ ー へ の 道 を 開く こと 
見 つめ た り し て いる 。 に な っ た 。 


た モー 


【 あ ま の まさ た か 】 


暴 攻 と いわ れ た 浴 丸 清 四 の 分 家 に 天野 舞 耶 の 父 。 争 い の 絶 えな い 人 
生ま れ た 着 君 。 天 野 舞 姫 は し 、 か つて | 間 た ちの 愚か さき を 世界 中 に 伝え る た 
最 政 の 限り を 尽く し 、 天下 統一 を も 目 め 、 戦 地 取材 を 専門 と する 新聞 記者 
北 ん で いた 清 思 を 、 恋仲 だ っ た 周防 | と し て 活躍 し て いた 。 し か し 、 舞 耶 が 
辰 進 と と も に 床 殺 し た と いわ れ て い | 8 歳 の と き に 訪れ た アフ ガニ スタ ン で 、 
る 。 そし て 、 清 皿 の 死ん だ あと は 、 そ | 銃撃 戦 に 巻き こま れ 死 亡 す る 。 生 前 は 
の 総 念 を 封じ る た め に 自ら 即 身 仏 と な | 仕事 に 明け 暮れ る あま り 、 家 庭 を 顧み 
り 、 珠 中 玖 市 を 鎮護 し て いる の で ある 。 | る こと が 少な か っ た 。 だ が 決し て 家族 
を 見 放し て いた わけ で は な く 、 舞 耶 が 
家庭 科 で 作っ た ウサ ギ の マス コッ ト を 
肌身 離さ きず 持 ち 歩 く な ど 、 子 類 悩 な 一 
面 も 持ち 合わ せ て いた 。 また 、 日 本 に 
帰国 し て 舞 耶 た ちの も と に 帰る と 、 取 
9 材 し た 国 の お 土産 を 渡し 、 そ の 国 で 
天野 舞姫 と 出会う こと が で きる の 体験 し た 足 重 な 経験 や 問題 な ど を 話 
は 、 珠 聞 玖 城 。 ベル ソナ と し て 召 | | し て 聞か せ て いた と いう 。 な お 、 享年 
黄 す る こと も 可能 に な る 。 間 間 詳 88 上 wa 


情報 雑誌 「 ク ケー レス ト 』 の 敏腕 編集 
者 と し て 、 忙し い 日 々 を 送る 23 歳 の 女 
性 。 住 まい は 港南 区 に ある ルナ バレ ス 
港南 で 、 高 校 時 代 か ら の 親友 で ある 
うら ら と 同居 し て いる 。 

[ 罪 」 の 世界 に お いて 、 舞 地 は ニャ ル 
ラ ト ホ テ プ ブ の 策略 に よっ て 命 を 落と し 
た 。 だ が その 後 、 達 上 た ちと フィ レモ | | | デ リ 作 (所 
ン の ほか らい に よっ て 層 史 が 交え ら | eSECE 
れ 、 舞 耶 が 死ぬ と いう 悲劇 の 起こ ら な だ 8 ま 3 ) ら は 、 自 | l 裏 を よぎっ た り し た と き な ど は 、 普 条 ほ 
い 新しい 世界 が 創り 出 き れ た 。 そ し て 、 ーー 1 る こい 吉 5 を 9 
続編 に あたる 『 玉 』 で は 主役 と な っ て | - 
活躍 する こと に な る 。 


eoW | 


| |「 硬 」 で は 手 が 添 えら れる な ど 
な っ て いる 。「 罪 」 の 表情 に 比べ る と 、 よ り 女 | | | 
| | 性 らし い 印 象 を 受け る 。 | | | えて いる が 、 隠し きれ な いと いっ た 秋 思 だ 


_ 老 に ぎわ 


| 大 耶 が 許せ な い の は 、 理不尽 な 悪事 。 こ の ト ホ テ プ ブ の 策略 に よっ て 殺害 され る 
| | 情 か ら は 、 そ ん な 彼女 の 正義 感 の 強 さ が うか 表情 。 最後 まで 財団 を 知 う 計 下 の 死 回 上 


|| が える 】 ] は 、 穏やか な 笑顔 すら 浮か ん で いる 。 


__ 22mRR 


| 大 ] の 世界 で は 、 バー ティ 内 の 最 年 長 と いう こと 
| も あっ て お 姉さん 的 存在 だ っ た 舞 耶 。 いつ も みん ーー = ーー 考 - 
な を 気づか い 、 明る く 元 気 に 振る まっ て いる 、 と | 前 向き な 性 格 の せい か 、 舞 耶 の 表情 は 

いう 印象 が ある 女性 だ っ た 。 だ が その 明る い 笑顔 | | | | | 多い: 彼女 の 笑顔 は 心 析 や か に する 力 を 持っ | 
| の 下 に は 、 幼く し て 父 を 亡くし た こと に 由来 する 、| | て お り 、 母 性 も 感じ させ る 

| 織 細 で 傷つき や すい 性 格 が 隠さ れ て いる 。 I ーー デ 


2 


、. 


舞 好 の 本 質 を 探る 


還 
世 蟹 官 か ら の 支配 


生ま れ の 人 は 、 一 般 


| 中 学生 の 5 に 知り 合っ た 、 
歳 た ち を ( の よう な 目 で 見 守り 、「 大 好 
き な お 姉 ち ん 」 と 慕 わ れ て いた 舞 耶 
記 は 、 座 の 支配 が 色 渡 く 出 て いる と 
ぬえ る だ ろう ーー すま 


明け 暮れ て 
事 と 家庭 を 両立 させ た いと いう 夢 を 抱 
いて お り 、 この あたり も 人 鐘 座 らし い 考 
た 7 ・ 畠 宛 の お 4 事 と 家 
人 事 に 明け 暮れ て 家庭 
父親 の よう に は な り た 
(ない 、 と いう 反発 も 人 生ま れ て いる 。 
な お 、 舞 耶 の 大 好物 は 角 。 さらに ジ 
、 チ ョ キ で 勝つ こと が 多 
いと いう ま 、 占星 術 と は 関係 な い 
が 無 座 らし いと いえ な くも な い 。 


タロ ッ ト ・MOON (月 ) の も た ら す 意味 


掴 耶 は 明る く 活発 で 、 誰 に で も 好 か 
れる 性格 。 だ が 、 心 の 底 に は 幼い 頃 
に た 多 に 必要 と され ず 、 愛さ れ な か っ た 
という 悲し い 思 い が わ だ か まっ て い 
る 。 彼女 が 功 い ころ に 感じ た その 李 
し み は 、 大 人 に な っ た 現在 、 激しい 感 
情 に 変換 され 表層 に あら われ る こと が 
の 象徴 に は 、 表 と 裏 の 姿 
を も ち 、 満ち か け を し で 形 を 変え る 月 
が ふさ わし いと いえ よう 。 また 、 月 は そ 
生 と 死 を 象 微 


2 
きわ し いこ と を 感じ る 


さら に 月 
ミ も あら わし 、 
論 し を 司る 。 舞 耶 が 優し い 
突 台 に よっ て 周り の 人 間 を 癒 
し 、 仲間 た ち を 支え る こと が 
記 き る 人 物 で ある こと を う 


か が わせ る . 


! か で ある と いわ れ 
幼い 培 


| 性 座 の 由来 は 、 ギリ シア 神話 に 登場 する 大 無 。 英 | 
雄 へ ラク レス を 憎ん で いた 女神 ヘラ が 、 ヘラ クレ | 
| ス を 殺す た め 彼 の も と へ 送り こん だ 怪物 だ と いわ 
| れる 。 大 蟹 は ヘラ クレ ス を 殺す た め に 近づい た が 、 
生地 に と 
| て 死ん で し まっ た 。 その 後 、 ヘ ラ が 大 蟹 の 名 誉 を 

| 称 え 、 星座 と し て 天 に 迎え て 和 蟹 座 と な っ た も の で 

2 | 
神 に 仕え て いた た め 、 舞 座 生ま れ の 人 は 女性 的 な | 
| エネ ルギー が 豊富 で ある と いわ れ て いる 。 | 


」 と 
| ゲーム 中 で MOON の アル カナ に 属す る の は 、 ツ | 
| ク ヨ ミ 、 マ イア 、 ア ル テ ミ ス な ど で 、 月 また は | 
| 夜 と 関係 が 深い 神 が 多 い 。 ま た 、MOON の ベル 
ソナ と 悪魔 に は 、 女 性 の も の が 多い こと も 特徴 
と し て 挙げ られ る 。 古 く か ら 太 陽 は 男性 の 象徴 、 
月 は 女性 の 象徴 と し て 捉え られ る こと が 多い た 
め 、 そ れ が 影響 し て いる の だ ろう 。 


間 


ニュ シン ング < 


SRIIAN NICA 


須藤 意 蔵 率い る 新 世 事 が 、 御前 の 
導き に よっ て 浮上 きせ た 宇宙 船 。 
「 珠 開 玖 市 の 地下 に は 巨大 な 船 が 眠っ 
て いる 」 と いう トリ フネ 伝説 が 、 噂 
に よっ て 現実 と な っ た も の で ある 。 
須藤 意 蔵 は 、 大 異変 を 発生 きせ て 地 
上 の 人 間 を 一 掃 す る 計画 を 練っ て い 
た が 、 そ の 際 に 自分 た ち だ けが 生き 
残る た め の 安 全 地帯 と し て で トリ フネ ォ 
伝説 を 利用 し た 。 

この アメ ノ ト リフ ネ は 、「 罪 」 に 
登場 し た シバ ル バ ー と 内 観 ・ 外 観 と 
も に よく 似 て いる の が 特徴 。 ま た 、 
思考 が 現実 に な る と いう 詞 が 張り 巡 
ら さ れ で いる 点 も 同じ で ある 。 


日 本 神話 に 登場 する 神 で 、 別名 は トリ 
ノイ ハク ス ブ ネ ノ カ ミ 。 多 く の 貴 い 神 を 
産ん だ こと で 知ら れる イザ ナギ と イザ ナ 
ミ が 両親 で ある 。 タ ケミ カ ヅ チ が 神 の 国 
か ら 出 雲 の 国 に 降り 立っ た と き に 随伴 し 
て いた と され る が 、 こ の 神 に つい て の 記 
述 は あま り 多 く な い 。 ア メ ノ ト リフ ネ が 誕 
生 し た ルー ツ と し て は 、 空 を 飛ぶ 鳥 を 神 
格 化 し 、 鳥 を 船 に 見 立て た も の だ と 考 
えら れ て いる 。 

な お 、「 真 ・ 女 神 転生 if…] と 「 真 ・ 女 神 
転生 Il」 に は 悪魔 と し て 登場 し て いた 。 


エニ ーーー 


1 」 で の アメ ノ ト リフ ネ 
| ミ ら と と も に 天 事 神 と いう 橋 で 登 場 し た 。 


L 


聖 エ ルミ ン 学 園 に 在籍 し て いた 少女 
で 「 チ ョ ベリ バ 」「MMC」 な どの 言葉 を 
連発 する コギ ャ ル 。 未来 の こと な ど 考 
え ず 、 今 が よけれ ば いい と いう 利 那 的 
な と ころ も ある が 、 自 分 の 意思 を は っ 
きり と 持っ た 強い 女性 で ある 。「 異 聞録 」 
に お ける 雪 の 女王 篇 で は 、 凍り つい 
た 学校 を めき の た ちと 共に 救う と いう 
勇姿 を 見 せ 、 さ ら に セ ベ ク 篇 で も 異 世 
界 と 化し た 御影 町 を 元 に も どす べく 活 
虫 し た 。 

高校 を 卒業 後 は と ある 会 社 に 就職 
し た が 、 そ の 頃 に 知り 合っ た 男性 と 
早々 に 結婚 。 現在 で は 、 気楽 な 主婦 


暮らし を 送っ て いる らし い 。 


| 他人 の 痛み に は 反応 が 薄い ア : 

関わ る 苦痛 と な る と と に か くさ わ ぎ まく る 。「 も | 
| う や だ ! 」 な ど と いう 子供 っ ぽい 不平 を も らし 、| 
= 時 る ご あの 766 


IE 則 す 


だ が 、 自 分 に | 


病 上 


| || じ っ と 何 か を 考え る 


|IUSA 版 に な っ て も 、 アヤ セ の イラ ス ト に ほ 
| あま り 変化 が な い 。 も と も と 人 金髪 に し GMA 
| る し 、 、 さ ら に 色白 だ か ら だ ろう 。 


『 


N 


」 


アヤ セ の 本 質 を 探る 


双 魚 官 か ら の 支配 


双 魚 宮 ( 魚 座 ) に 属す る 人 は 、 周 囲 
の 影響 を 受け や すく 、 自 我 が 憶 いと さ 
れる 。 な ん と な く 周 り に あわ せ て 服装 
を 変え 、 い つも 友達 と 一 緒 に 行動 する 
EW う 7 ヤセ の 性 格 は 、 こ こ か らき て 
いる の だ ろう 

また 、 魚 座 生 まれ の 女性 は 一 般 的 
罰 性 的 な 魅力 が 強い と いわ れ て いる 。 
宅 れ は 母 の よう な 優し さと 、 悪女 の よ 
うな 子 悪 魔 的 な と ころ の 両面 を 持っ て 


まる が ゆえ で ある と いう 。「 異 開 録 」 に 
登場 する 人 物 中 、 も っ と も 恋愛 


多 そ うな アヤ セ 。 彼女 に は 、 魚 座 に お 
ける 女性 的 魅力 の 資質 が 強く あら われ 
いる の だ ろう 。 子 填 魔 的 な 性 格 は 
と も か く 、 母親 の 優し さき に は 縁遠い よ 
うに 感じ る が 、 愛す る 男性 の 前 で は ア 
ヤセ も きっ と 優し いと ころ を 見 せ て い 
夫 の だ ろう 。 セ ベク 篇 で の 主人 公 に 
対す る 言葉 な どか ら も 、 そ の 究 囲 気 を 
感じ る こと が で きる 。 


商 道 に 放 く 魚 座 は 、 女神 アテ ナ に よっ て 作ら れ た | 


も の で 、 象 っ て ある の は 2 匹 の 魚 で ある 。 か つて 
愛 の 女神 アフ ロディ ー テ が 、 子供 の エロ ス と と も 
に 川 の ほとり を 散歩 し て いる と 、 怪物 テ ュ ポ ー ン 
に 襲わ れ た 。 点 た り は テ ュ ポ ボー ン か ら 逃 れる た め 、 
| 魚 に 化け て 川 に 飛び こみ 事 無き を 得 た と いう 。 そ 
し て 、 魚 に 化け た と ころ を 見 て いた アテ ネ が 、 そ 
の 姿 を 永遠 に と ど め よう と 星座 に し た も の が 現在 
の 人 座 だ と 伝え られ て いる 。 


タロ ッ ト ・MAGICIAN (魔術 師 ) の も た 5 す 意 味 


品位 置 の MAGICIAN の カー ド は 、 
魔術 師 の 手品 を みる よう な 手 馴 れ た 様 
了 や 、 経験 の 豊 定 さ 、 人 生 を 無難 に 
な ど を あら わす 。 7 だ 
思 に な る と 、 象徴 する こ 
な り 、 未 部 さ や 経験 
志 な ど を 意 部 味 す る 。 斉 高 
ヤセ の イメ ー ジ は 、 ど ちら 
と 逆 位 置 の 意味 の ほう が 近 か 
うだ 。 そ し て 正 位置 で の 
MAGICIAN の 意味 は 、 セ ベク ・ ス キ 
ャ ンダ ル を 乗り 越え 、 さ ら に か けが え 
の な い 親 友 を 得 て 、 華々 し い 成 長 を と 
げた テア ヤ セ の 方 に ふさ わし いと いえ よ 
う 。 大 人 に な っ た 現在 の 彼女 は 、 きっ 
と 高校 時 代 の 経験 を 生か し て 、 上 手 
に 世の中 を 渡り 、 楽 し い 生活 を 送っ て 
いる に 造 いな い 。「 異 聞録 ]」 の エン ディ 
ング を 見 る か ぎり で は アヤ セ は すでに 
粘 婚 し て いる よう だ 。 


適応 性 、 な ど 
2 し な が ら 天 知 


| MAGICIAN の ベル ソナ た ち は 、 、 名 の と お り 麻 法 
を 得意 と し て いる 存在 。 ラ ス ブ ー チ ン や ファ ウ 
| スト 、 ア ベ ノ セ イメ イ な ど 、 歴 史上 で も 偉大 な 


る 魔術 師 と し て 崇め られ て いた 人 物 が ここ に 多 | 
| く 分 類 さ れ て いる 。 当 然 な が ら 魔 力も か な り 高 


| く 、 攻 撃 魔法 を 使用 させ れ ば ほか の どの アル カ 
| ナ に も ひけ は と ら な い 。 


あだ名 
身長 
体重 
血液 型 
誕生 日 
星座 
年 齢 


アヤ セ 

155cm (「 異 聞録 」 登場 時 ) 
不明 

0 型 

3 月 3 日 

談 座 

19 央 ([ 虹 間 録 | 登場 時 は 高校 2 年 生 ) 


レグ 


上 蝶 と 仮面 を 夫 っ て いる 神社 で 
町 と 珠 開 瑠 市 の 両方 に 存在 
ら も る 緑 に 囲ま れ た 閑静 な 地 に 建て られ 


住 に 門 の 姿 を と っ て 現れ る こと が 多い 。 
神社 の 名 前 と な っ て いる 「 ア ラ ヤ 」 と は 
仏教 用 語 で 、「 阿 頼 耶 」 ま た は 

と 書く 。 人 間 の 中 に 存在 する 】 

れ を 意味 し 、 人 間 の 行動 は すべ て この 
アラ ヤ に 記憶 され て いる 。 そし て アラ ヤ 
に よっ て 個性 が 形成 され 、 人 が 活動 す 
る た め の 寄 り ど ころ と も な る と いわ れる 。 


ヤ 神 社 の 放火 事件 
| 罪 」 の 世界 で は 、10 年 前 に 須藤 竜也 が 神社 に | 
火 を つけ 、 建 物 が 全焼 する と いう 事件 が 起こ っ 
た 。 幼 か っ た 栄吉 や 淳 、 リ サ は この 火事 に 舞 耶 
が 巻き こま れ て 死ん だ と 信じ て お り 、 彼 ら の 心 
が 大 き な シ ョ ッ ク を 与え た こと が 「 罪 」 に お け 
る さま ざま な 事件 を 起こ すき っ か け と な っ た . 


市 神社 で 毎年 行なわ れ て いる 恒例 
の 行事 。 お 面 や ヨー ヨー な ど を 売る 屋台 が 軒 を 
連ね 、 た くさ ん の 市 民 が 集まる 。 幼 少 時 の 達哉 、 
栄吉 、 リ サ 、 淳 が 出会っ た の も この 夏 祭 り 。4 人 
は みな 当時 流行 し て いた 戦隊 物 の 仮面 を つけ て 
| お り 、 そ れ を きっ か け と し て 友人 と な っ た 。 


| 箇 影 町 と 味 了 市 に ある アラ ヤ 入 和議 
| 中 に よく ある 神社 と 同じ で 、 大 き な 己 居 

| の 灯 笛 が 設置 され て いる 。 神社 を 訪 

| は まばら で 、 静か な た た ず ま い が 神 
せる 場所 で ある 。 

また 、 通常 は 入る こと の で き な い 社内 
の 仮面 が 飾ら れ て いる 。 蝶 を が だ どっ 
床や 幕 な どの 各所 に 施さ れ て いる 靖 記 


【 あ ん g 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


か さ 
ジン の 9 ロン ナリ 
| i に 登場 する アイ テム 。 強 "で きる 数 は 異な る 。 危 附 人 6 上 
力 な ペル ソナ が 召喚 可能 に な る 封 神 プ ノ ス の 塔 か ら 攻 略 LGMi 
。 交換 する こと が で きる 。 こ の アン 能 な アン プロ シア は 3 個 だ 
そし て 肉体 が 死ぬ と 、 意思 は 岩戸 ロシア を 入手 する に は 、 雪 の 女王 往 危険 な 培 で ある タナ ト の 座 
帰っ て くる と いう 。 な 1 : 場 する 3 つの 塔 を クリ ア す れ ば よ 攻略 する と 、8 個 も 手 に 入れ る 
で も 入れ る と いう も の で は な ぐ 。 だ が 、 塔 の 攻略 順 座 に よっ て 入手 可能 で ある 。 


77705 
に 呼ば れ た 上 


も の し か 入 ドリ シャ 神話 に 登場 する 神々 の 食物 。 べき させ る と 、 立ち あがっ て 言 業 人 
る こと が で き 計 還 0 8 人 間 が 食べ る と 不老 不死 に な り 、 神々 の いう 話 や 、 エロ ス の 妻 記 人 間 和 
な . 半 号 い わ ブル 押し 区 。 神話 で は 、 生ま れ た が アン ブロ シア を 食べ 補 還 


れ て いる 1 ば か り の 神 ア ポロ ン に アン ブロ シア を 食 う 話 が 残さ れ て いる 。 


ニーーー ニ ーー マン 誠 


TPTU""U'PU'W"W'P"UPP"U"9PW" 和 PT "IPNTYPPUm 


あ ら や じん じゃ 


いき 5 ぁ ん 


詞 上 ッ トル ー ム の 主 で 、 ベ ル ソ ナ 
衣 秩 理 者 る 役目 を 担う 2 フィ レモ ン 
の 従者 。 奇怪 な 次 を 見 れ ば わか る と 
馬上 E 語 の イゴール は 人 四 で は な い 。 
語 全 者 か の 手 に よっ て 作ら れ た 人 
劇 @ 秘 儀 を 施さ れ て を 持つ よう 
夫 だ の で ある 。 イ ゴー ル は 自分 
上 赤 内 有形 な の か 、 人 間 な の か を 常に 考 
災 閉 IN る 。 そし て イゴール が ベル 
ZN 二 み を 出る の は 、 その 疑問 の 
著 天 が 出 た と き な の だ と いう 


珠 開 瑠 市 で 活躍 する 望 龍 術 師 で 、 

マス コミ に も よく 登場 し て いる 。 し か し 

彼女 の 実 の 姿 は 、 暗 曜 する 新 世 事 の 
- 員 。 テ レビ に 出演 し て いる の も 、 新 
世 事 に と っ て 都合 が よい よう に 情報 操 

作 を する た めで ある 。 千鶴 が この 新 
世 事 に 入る きっ か け と な っ た の は 、 陰 

陽 師 の 家系 に 生ま れ て 授かっ た 高い 

報 力 を 、 須藤 竜 蔵 に 見 こま 

れ た か ら 。 か つて は 不 気 

味 な 女 だ と 社会 に 排 琴 され て 

いた が 、 新 世 事 に 入る こと で よ 
う や く 自 分 の 居場所 を 見 出し 


アラ ヤ の 岩戸 の 内 部 に 存在 する 空 
間 で 、 世界 に 生き る すべ て の 人 間 の 意 
思 が 生ま れ た 場所 で ある 。 こ の 意識 
の 海 で は 、 普段 見 る こと の で き な い 意 
思 が は っ きり と し た 形 を と っ て いる 。 そ 
れ ぞ れ の 意思 は 、 膝 を 抱え た 人 間 の 
よう な 姿 を し て 空中 を 漂う の で ある 。 
暗い 空間 の 中 、 意思 た ち は ひ と つ ひ と 
つが 光り 輝 いて お り 、 意識 の 海 に 入っ 
た も の は 夜空 に 輝く 星 の よ うな 美しい 
情景 を 目 に こす る こと が で きる 。 


異 包 


細 り 
| 意識 と 無意識 


人 間 の 中 に は 、「 意識 」 と [無意識 ] 
の ふた つの 意思 が ある 。 主人公 や 達 
歳 な どの 人 間 が 、「 意識] の 世界 に 生 
き て いる と する な ら ば 、「 無意識] は フ 
ィ レ モン や ニャ ル ラ ト ホ テ プ ブ の 世界 。 
彼ら は 、 人 間 が 通常 は 関わ る こと の で 
き な い 無意識 の 世界 で 、 人 間 の 行 な 
い を 常に 見 守っ て いる の で ある 。 ま た 、 
意識 と 無意識 の 狭間 に 存在 する の が 、 
フィ レモ ン が 人 間 と コン タク ト を 取る 場 
所 で ある フィ レモ ン の 間 。 さら に ペル ソ 
ナ 召 喚 の 場 で や る ベル ベッ トル ー ム な 
ども 同様 で ある 。 


【 い で あり あん 】 


ミュ 、 

際 プ クリ デジ 

淳 の 父 で ある 要 原 明成 が 考え だ し 
た 言葉 。 枯 原 の 説 に よれ ば 、 イデ アリ 
アン と は 人 類 が さら に 進化 し た 姿 で 、 
人 が 生き る 意味 を 知る こと が で きる と 
いう 。 し か し 、 人 類 が イデ アリ アン に 
な る 際 に は 、 破 滅 的 な 危機 が 世界 を 
襲う 。 イ デア リア ン に な れる の は 、 そ 
の 危機 を 生き 残っ た 少数 の 人 間 だ け 
な の だ と いう 。 さら に 、 破 滅 の 引 金 と 
な る の は 太陽 系 の 惑星 が 十字 型 に 並 
ぶ グ ラン ドク ロス で ある 、 と 可 原 は 説 
いて いる 。 


概 原 明成 や 岡村 真夜 に よっ て 写 
れ た 「 イ ン - ラ ケチ 」 に 登場 する 言葉 。 
この 本 に よれ ば 、 イ デア ル エ ナジ ー と 
は 生物 が 持つ 心 的 エネ ルギー の こと 
で 、 夢 見 る 心 や 理想 に 燃え る 心 が 生 
み 出 す も の と され る 。 こ の エナ ジー を 
大 量 に 集め て 水晶 入 骸 に 満た せ ば 、 
地下 に 眠る 宇宙 船 が 目覚 め る と いう 。 
本 来 な ら ば 誰 も 信用 し な い 想 像 で す 
まさ れる 話 だ っ た が 、 市 内 の 瞳 が 現実 
化し て し まう と いう 異変 が 災い し て 
の イデ アル エナ ジー に 関す る 記述 が 現 
実 と な っ て し まっ た 。 水晶 個 骨 に 集 ま 
っ た エナ ジー は 、「 イ ン ・ ラ ケチ ]」] の 記 
述 ど お り シ バル バー を 肖 上 させ た の で 
ある 。 


夢見 る 心 


人 間 輝 咽 が が 人 少 


| 水量 出 明 に は 人 間 の 和束 見 る 心 ( イ デア ル エ ナジ ー) | 
を 吸い 取る 性 質 が ある 。 そし て エナ ジー の 満ち た | 
水晶 隊 栗 が 、 シ バル バー の 動力 に な る 。 | 


JOKER の 命 に 従っ て 、 イデ アル エナ ジー を 集め 
て いた 。 


仮 党 の 昌 急 た ち は 、 そ れ ぞ れ が 水晶 本 を 所 持 。| 
1 本 2 | 


か つて 加 エ ルミ ン 学 園 に 在籍 し て い 
た 少年 。 高校 時 代 に は 、 ク ラス メイ ト 
だ っ た 園 村 麻 希 に 好意 を 抱い て お り 、 
ひん ば ぱん に 彼女 の 見 舞い に 訪れ て い 
た こと も あっ た 。 きら に 、 神 取 の 策略 
に よっ て セ ベ ク ・ ス キャ ンダ ル に 巻き こ 
まれ て し まっ た マキ を 助け る た め 、 主 
人 公 や 南条 た ちと と も に 戦い 、 神取 の 
悪事 を 制す る こと に 成功 し た 。 

高校 卒業 後 は 、 趣味 だ っ た グラ フ テ 
ィ ・ ア ー ト を 本 格 的 に 学ぶ た め に アメ リ 
カ に 渡る 。 そ し て 現在 も 一 流 の 技 を 身 
に つけ る た め 、 アメ リカ で 努力 を 重ね 
で いる らし い 。 


| マー ク の 言動 か ら は 、 あ ふれ る ほど の 正義 感 が | 
| 感じ 取れ る 。 自 分 た ちの 領域 を 侵し た り 、 人 を 
| 傷つけ た りな ど と いう 悪事 が 許せ な いよ うだ 。 


| ちょ っ と 上 目 づ か いで 思案 する マ 議 2 
の 下 に 描か れ て いる の は サン シェ 
| | 役 な り の オシ ャ レ ら し い 。 


仙 笑 お マー ク の 表情 。 不良 っ ぼ い 格 失 
| || て いる が 、 マ ー ク に は どちら か と 5 
| | さ し い 男の子 と いう イメ 


遇 
ー ク は 、 由 の か 昌 く な る 
| | う 大 変化 を と げ て 登場 し た 。 ト レー 上 

| ク だ っ た 帽子 も 変更 され て いる 。 


ペー ニー ニー ニー ニー 


"WP" や "Ye"NPYI"W り PtPU te 


すこ と を 望ん で い 
ほ さ も 、 心 の 底 で は う 
いな い 。 
微 する 蟹 座 に 属す 


6 央 は 息 情 も 豊か だ と いわ れる 。 
好き 嫌い は 激 し い が 、 人 に 番 
1 


上 う 気持 ち が 人 


「 る な ど は 、 無 座 品 を 
時 た 結果 と いえ る だ 


4 

- ツ は 、 へ 
て 殺さ れ た 大 舞 
< は 、 同じ 


167cm (「 異 聞録 」 登場 時 ) 
582kg (「 異 聞録 登場 時 ) 


ら 0 歳 (「 異 聞録 」 登場 時 は 高校 ら 年 生 ) 


ヤン 男 還 還 細 昌明 


マー ク の 本 質 を 探る 
《@5S)》 
記 角 宮 か ら の 支配 [ 避 る 
ページ に 登場 し て いる 天野 舞 耶 と 。 
区 6 の 4 ジ ペ や は り = て 富 
距 的 な 3 と め る タイ プ で ある 。 記 
S と 世話 を 焼い て くれ る 7 'W 
造 ぎ ける よう な 感 時計 り 
の と ころ は 明 か い ジン ン 


タロ ッ ト ・CHARIOT (戦車 
の も た ら す 意味 


CHARIOT が 意味 する の は 、 


り だ と いえ る 。 ま た 、 戦車 が 意味 
する も の に は トラ ブル や 非行 な ど と い 
う も の も ある 。 マ ー ク の 負 の 一 面 と も 
いえ る 親 へ の 反発 や 非行 を あら わす 
も の だ ろう 。 

タロ ッ ト カ ー ド の CHARIOT に は 、"7” 
の 数 字 が つけ られ て いる 。 そ し て “6" 
の 数 字 を 持つ の が LOVERS( 恋 人 ) で 
ある た め 、 CHARIOT の カー ド に は 恋 
の ジレ ンマ に 打ち 勝つ と いう 意味 も あ 
る 。 マ ー ク は 「 異 開 録 」 に お いて で 、 残 
念 な が らち ら マキ に ふら れ て し まっ た よう 
だ が 、 そ の 悲し み を 一 気 に 捨て まり 、 
自分 の 趣味 で ある グラ フ テ ィ アー ト に 
昇華 させ た 。 正しい 選択 を し た マー 
ク の 意思 は 、 CHARIOT の カー ド の 邊 
き が あっ て こそ の も の だ っ た か も し れ 
な い 。 


「 思 聞録] に お いて CHARIOT に 属す る ベル ソナ | 
は 、 さ ま ざ ま な 国 か ら 集 まっ た 破壊 神 た ち 。 シ | 
ヴァ や スサノオ 、 セ イ テ ン タイ セイ な ど 、 神 々 
| を 相手 に と ん で も な い 暴 挙 を は た らい た も の た 
| ち が 名 を 連ね て いる 。 メ ギド 、 メ ギド ラ な ど 、| 
強大 な 威力 を 持つ 柱 夫 系 魔 法 を 所 持 し で いる て 
と も 多い 。 


[ 罪 ] に お ける 春日 山高 校 の 生徒 会 
長 。 頭脳 は 明 過 で 、 中 学 時 代 は 一 流 
進学 校 を 目指 し て いた 。 だ が 、 試験 
当日 に 体調 を 崩し て 受験 に 失敗 、 そ 
の 結果 格下 の 春日 山 高校 に 通う こと 
に な る 。 不 本 意 な 高校 生活 に 関 々 と 
し て いた 康夫 は 、 あ る と き JOKER 様 
の m を 開く 。 早 速 実行 し て 生徒 会 長 
に し て も ら っ た 康夫 は 、 自 分 の 名 を あ 
げ る た め だ け に 盛大 な 学園 祭 を 実行 
し よう と し た 。 だ が 、 の ち に キン グ ・ レ 
ォ の 和 炎 に 焼 か れ て 死亡 する 。 な お 「 六 」 
に お いて は ご く < 平凡 な 生徒 に 変化 し 


ベル ベッ トル ー ム の 住人 で ある イ ゴ 
ー ル の 持ち 物 で 、 ペルソナ を 人 召喚 する 
際 に 使用 する 。 形 胡 は イ ビ ル ホン = 
evil phone( 邪 時 話 ) と いう 名 前 が 
あら わす と お り 、 器 と ダイ ヤル が 一 
体 化 し た タイ プ の 電話 の 形 を し て い 
る 。 耳 に 当て る 部 分 は 骸骨 の 口 の よ 
うな 形状 で か な り 不 気味 で ある 。 

どの 作品 で も 、 イゴール が ペル ソナ 
を 召喚 する シー ン で 、 こ の イ ビ ル ホン 
を 使用 する と ころ を 見 る こと が で きる 。 
そし て その 際 に は 何やら 怪し げ な 声 
も 聞こ えて くる 。 イゴール は 、 こ の イ ビ 
ル ホ ン を 使っ で 悪魔 界 と アク セス し 、 
ペル ソナ と し て の 出動 を 要請 し て いる 
の だ ろう 。 


IP/「E 員 や 2 だ ご 


岩戸 山 

珠 開 瑠 市 ・ 蓮 華 台 の アラ ヤ 神 社 の 
裏手 に ある 山 。 この 岩戸 山 の 中 腹 に 
は ぼっ か り と 穴 が 開い て いて 、 そこ か 
ら 広 大 な 自然 の 地下 に 入る こと 
が で きる 。 い つ ご ろ 究 が で きた の か 
は 不明 だ が 、 特に 落 盤 の 危険 が な い 
こと が 判明 し た の で 現在 は 一 般 人 に 
も 公開 され て いる 。 洞窟 内 に は “ 鏡 
の 泉 " と 呼ば れる 泉 が あり 、 鏡 の よ 
うに 美しく 澄ん だ その 水面 は 、 見 る 
者 の 心 の 奥 に 眠る 古い 記憶 を 呼び 覚 
ます と いわ れ 、 岩 戸山 唯一 の 名 所 と 
も な っ て いる 。 

この よう な いわ れ を 持つ 鏡 の 泉 
は 、 ゲ ー ム 中 で も 失わ れ た 記憶 を 取 
り 戻 す 場所 と し て 用 いら れ 、「 罪 」 
で は 各々 が 封印 し た 10 年 前 の 記憶 
が 、「 削 ] で は 舞 耶 の 向こう 側 の 世 
界 で の 記憶 が よみ が える イベ ント が 
発生 し た 。 


岩戸 の 意味 は 文字 どおり 岩 で で きた 扉 
の こと だ が 、 日 本 神話 で 有名 な の は 、 ア マ 
テラ ス が 身 を 隠し た 天 の 岩 戸 の こと だ ろ 
う 。 この 岩戸 は 天 の 岩 屋 戸 と も 呼 R 
荒 ら ぶ る 神 ス サ ノ オ が は た らい た 凶行 を 、 
アマ テラ ス が 恐れ て 閉じ こも っ た 場所 で 
ある 。 太陽 に 等しい 神 で ある アマ テラ ス 
が 岩戸 に 隠れ た こと に より 、 世 界 は 痢 に 


単なる 気弱 な 少年 に 変化 
長 に な り た いと いう 野望 


( る 
9 
【 し いわ と や ま ] 


| 所 山 の 洞窟 内 部 は 岩 が と ころ ど と ろ 再 人 
し 、 周 り が 判別 で きる 程度 の 明か り と な 2 
と て も 幻想 的 な 空間 で ある 。 


如 / 
包ま れ て し まっ た 。 困っ た 人 々 は 、 略 天 較 
外 で 大 宴会 を 開き 、 ア マテ ラス の 異 
惹く こと で 岩戸 を 開け させ る こと に 成 細 
た と いう 話 が 伝え られ て いる 。 と の よ 28 
隠れ た 太陽 を 洞窟 か ら お びき 出す と \M 府 
話 は 、 アジ ア や アメ リカ を 中 心 と し で 識 
中 に 伝わっ て いる 。 | 


いっ) 


を 取り そろ える コン 


府 雪 シス スト ア 御影 町 に お いて は 
時 本 上 肌 ジ ョ イ 通 り に 店 舗 が 存在 する 。 
世 員 は 赤い 制服 を 着 た 女性 で 、 い つ 


で て き ば ぱ き と 会 計 を 
症 な じ で くれ る と ころ が 好 印 象 で ある 。 
間 な お = 昌 目 の YIN&YAN は ゆき の が 
パイ ト じ て いる 場所 。 また 、 ジョ イ 通 り 


| 店員 お 姉さん 上 カエ ル く ん | 


。 | 異 界 化し た 御影 町 で | 

ょ | は 、 彼 が YINSYAN の | | 

コ 店 員 を 務め る 。 カエ ル | 
の 帽子 が お 気に入り ら | 

し い 。 | 


ん. 


の YIN&YAN に は 城戸 玲 本 の 母 が 姿 
を 見 せる 。 


マキ の 創り だ し た 幻想 世界 に も 


YIN&YAN は 存在 する が 、 その 売り 
物 は 一 変 する 。 な ん と 銃 益 を 公然 と 


販売 する 場所 と な っ て いる の で ある 。 
店 内 の 様子 も 非常 に ちる の も の し く 、 レ 
ジ の 前 に は 犯罪 よ け と し て 太い 鉄格子 
が は まっ て いる 。 また 、 店 員 も 女性 か 
ら 、 カ エル の 帽子 を か ぶっ た 少年 に 変 
化す る 。 


| 琶 エル ミン 学園 の 保険 医 で ある 夏美 先 生 は 料理 
| が 苦手 。 よく 、 YINSYAN の コン ビニ 弁当 を 買い 
| に 来る らし い 。 まる セ 


御影 町 る コン = 和 クジ バス ドア 7 の 
店 名 と な っ て いる YIN&YAN (イン & ヤ 
ン ) と は 、「『 陰 と 陽 ]」 と いう 言葉 を 中 国語 
読み に し て アル ファ ベッ ト で つづ っ た も 
の 。 陰 と 陽 は 、 中 国 な ど で は る か が 昔 か ら 
と て も 重大 な ふた つの 要素 と し て と ら え 
られ 、 さ ま ざ ま な 研究 が な され て きた も の 
で ある 。 な お 、 コ ン ビ ニ の 看板 と し て 掲 
げ ら れ て いる 2 色 の 丸い マー ク は 、 陰 陽 
の 関係 を あら わし た 有名 な 図 で ある 。 


上 上 姉妹 学園 の 教師 だ っ た 要 原 明成 


と 関村 真 夜 が 記し た 本 。 そ の 内 容 は 、 
電球 の 文明 は 宇宙 人 で ある マイ ヤ 人 
まっ て > られ た も の だ と か 、 珠 開 
琴 仙 の 地下 に は 巨大 な 宇宙 毅 が 上 限っ 


R) の 手 に よっ て 日 の 目 を みる こと に な 
り 、 市 内 の 噂 が 現実 化し て いく と いう 
異変 も 重なっ て 、 本 に 書か れ た こと が 
こと 歴史 の 影 に 埋もれ て いた が 、10 年 すべ て 真実 に な る と いう 事態 が 発生 し 
後に 橿原 の 子供 で ある 黒須 淳 (JOKE て し まう 。 


篤 き の 内 容 抜 粋 (解説 つき ) 「 


| | 珠 間 瑠 と いう 名 は 「 兄 (スバ ル )]」 が 託 っ た も の で 聞 贅 の 名 が あて られ た も の で あろ う 。 (解説 : 珠 

| あり 、 つま り は マイ ヤ 人 た ちの 故郷 、「 プ レア デ 開 瑠 の 名 は 確か に スバ ル が 託 っ た も の で ある が 、| 
| ス 星 団 」 の こと を 指す 。 オシ ュ ラ フン ティ ク 族 が 街 に その 名 が つい た の は 戦国 時 代 。 マイ ヤ 人 と 
| この 地 に 降臨 し た 際 の 伝承 に 基づき 、 の ち に 珠 の 関連 は 単なる こじ つけ で ある ) 


| 遇 牛 山 ニ = ピラミッド? 
| 街 の 北方 に 位置 する 誠 邊 山 は 、 その 外観 か ら わ へ 至る 「 天 国 の 門 」 を 開く 第 一 の 関門 な の で ある 。| 
| | か る と お り 、 あき ら か に 人 工 的 に 加工 され た ピ (解説 : 本 当 は 単なる 二 等 辺 三角 形 の 山 。 古代 人 


| | ラミ ッ ド で ある 。 (中 略 ) つ まり 鍋 牛 山 最大 の 存在 が 崇め た 名 残 の 環状 列石 は 存在 する が 、 ビ ラミ 
| | 意 義 と は 、 シバ ル バ ー へ と 通ずる 天の川 、 そ れ 。 ッ ド な ど で は な い ) 


日 本 神話 ニ マ ヤ 神 話 ? 


| [入国 に は 、 オオ クニ ヌシ の 根 の 国 下り の 物 。 に は 頸 繁 に 冥界 へ と 下る 物語 が 存在 し …( 後 
語 が ある が 、 マヤ の 神話 ポポ ル ・ ブ フ に も 同様 の 。 略 。 (解説 : 世 界 の 神話 が 共通 する こと は 、 ユン 

| | 旭 時 下り が あり 、 両 者 の 神話 に は 多く の 共通 点 。 グ の 交 財 的 幼 牙 の 議 理 で 単に 説明 が つく とこ | 

| | を 見 出せ る 。 それ どこ ろか 、 世界 中 の 神話 と で あり 、 これ は 単なる 思い こみ に すぎ な い ) 


で いる 、 な ど と いっ た まう 作 め で 人 
じ が た いも の だ っ た 。 そ の 後 、 著者 の 


要 原 が 亡くな っ た た め に この 本 は 長い 


も と 聖 エ ルミ ン 学 園 の 生徒 に し て 、 
現 お 笑い タレ ント 。 セ ベク スキ ャ ンダ ル 
発生 時 に フィ レモ ン か ら ペ ル ソ ナ 能力 
を 授かる 。 高 校 傘 業 後 は 、 持ち 前 の 
ギャ グセ ンス と ノリ の 軽 き を 生か し て 芸 
能 界 へ デビ ュー、 以 降 お 茶の間 の 人 
気 者 と し て 多く の 人 に 愛さ れる 存在 と 
な る 。 まる で 挫折 の な い 人 生 を 歩ん で 
いる よう に 見 える が 、 中学 時 代 に は 授 
業 中 に 大 便 を も ら す と いう 大 失 郁 を 演 
じ て お り 、 屈辱 に まみ れ た 絶望 も 彼 は 
よく 知っ て いる 。 も っ と も 今 で は そん な 
暗い 過去 きえ も 笑い の ネタ に し て いる 
ほど だ が 、 そこ に 至る まで の 彼 の 苦悩 
は 想像 を 絶する も の が あっ た こと だ ろ 
う 。 ちな み に 彼 の 「 プ ラウ ン 」 と いう 愛 
称 は 、 も らし て し まっ た 大 便 の 色 か ら 
つけ られ た も の で ある 。 


ワラ ウジ 

57 メ ー ト ル (本 人 譜 ) 

550 ト ン (本 人 談 ) 

0 型 

1 月 1 日 

山羊 座 

19 歳 (「 異 聞録 」 登場 時 は 高校 
ら 年 生 ) 


| ブラ ウン の 本 質 を 探る 1 


磨 宮 か ら の 支配 


1 月 1 日 と いう 実に めで た い 日 に 誕生 
し た プラ ッ ウン は 磨 謝 宮 、 12 星 座 で いう 
と ころ の 山羊 座 の 影響 を 強く 受け て 
いる 。 山 羊 座 生 まれ の 人 は 、 堅実 で 
勤 旭 、 責任 感 が 強く て 真面目 な 色 力 家 
と いっ た 性 質 を 持つ と され て お り 、 
見 する と お 調子 者 の 代名詞 の よう な プ ブ 
ラウ ン と は まっ た く 縁 が な い 星 座 の よ 
うに も 見 える 。 し か し 、 彼 の ノリ の 軽 
さ は 中 学 時 代 の 失 と その イメ ー ジ を 
払拭 する た め に 作ら れ た も の だ 。 中 学 
卒業 後 、 彼 は 自分 の 過去 を 知る 者 が 
いな い 聖 エル ミン 学園 で 、 新た な 人 生 
を スタ ー ト させ る た め に 自ら の 性 格 ま 
で も を 変化 きせ た 。 だ が 新 
天地 と は いっ て も 所 訟 は 隊 
町 レベ ル 、 い つ バ レ て も お か 
し く 《 は な い 距 離 で ある 。 日 々 、 
そん な 恐怖 と 戦い な が ら 
新た な 自分 と 学園 で の ポ 
ジ シ ョ ン を 築い て いっ た 6 
彼 の ね ば り 強 さ は 、 ま さ 
に 山羊 座 の 性 質 そ の も の 
で は な い だ ろ うか 。 お そら く こ 
の 先 も 彼 は 自分 が 望む も の を 手 に 入 
れる た め 、 山羊 座 本 来 の 力 強 さ を 発 
揮 し で いく こと だ ろう 。 


| この 星座 は ギリ シア の 牧神 バン を モチ ー フ に 京 
られ て いる 。 牧神 バン は 、 山羊 の 角 と 踊 を 持つ 
| 半 人 半 獣 の 姿 を し た 森林 と 野原 の 神 で 、 日 々 精 
塞 や 羊 伺い た ちと 遊び 暮らし て いた 。 あ る 日 、 
ナイ ル 川 の 岸 で 酒盛り ら を 開い て いた パン の も 
と へ 、 怪物 テ ィ フ ォ ン が 出現 、 バン は あわ て 
て 山羊 の 姿 と な っ て 川 に 飛び こん だ 。 し か し 、 
急い で いた た め 下 半身 が 人魚 、 上 半身 が 山羊 

| と いう 姿 に な っ て し まい 、 これ を 聞い た 大 
神 ゼ ウス は その 事件 の 記念 に と そん な バ 


ーー マー ンー ママ マー ンー マン ーー マー ンー ニー マー ニン ーママ ーー 
"PUPNPIDINWPNPPUPSIPPSPPIIPIPTUPIPBPNPPTPUPNPNP 和 PT 


トコ 
ブ goco= 


こ う え だ ちか 


名 ッ ト ・JUSTICE ie _ 如 
! の 机 必 


プラ ウン と も っ と も 相性 が よい の は 、 
アル カナ が JUSTICE の ペル ソナ た ち 
で ある 。 JUST ICE の カー ド に 描か れ 
ぷる の は 、 左手 に 物事 の 是非 を は ll 
か る 笠 を 、 石 に 評決 を 司る 剣 を 持 | 
放 た 裁き の 女神 。 笠 の 皿 に は 自己 の 
相反 する 側面 が 乗せ られ て お り 、 そ の 
申 央 で 竹本 体 が 両者 の バラ ンス を 取 
@ い る 。 これ は 自ら の 内 面 に 存在 す 
る 7 アン バラ ンス を あら わし て お り 、 


E 姉 妹 学園 の 2 年 生 で 、 
あだ名 は チカ リン 。 新聞 」 
部 に 在籍 し て お り 、 校 
内 の 新聞 作り に つい 
て は 誰 に も 負け な い 
ほど の 情熱 を 燃やし て い 
る 。 い つも 騒 々 し く 、 さら 
に と て も そそ っ か し い 人 性 格 
IiG 常に 早口 で まく し た て る 
よう な 口調 で 話す 。 そ の 
性 格 が 災い し て 、 物事 を じ | 
っ くり と 分 析 す る と いう こと が 苦手 な た | 


中 STICE は それ を 認識 し た うえ で 均 

衛 を 中 正 し 、 さら に そこ か ら 正 し い 行 | | | 画 エ ルミ ン を 卒業 し 、 コ メデ ィ アン と な っ め 、 新 聞 部 の 先輩 に あたる ハナ ジー 
動 を 導き た を 指し 示し て いる 。 た ブラ ウン 。 お 気に入り の ゴー グル だ け は の 冷静 さ に 憧れ て いる 。 また 、 情報 の 
庄 ま へ の 決別 と 未来 へ の 不安 か ら 常 | PP 電 け CU る 5 "。 | | 早 き は か な り の も の で 、 学 園内 の みな 
ド 心 に 葛藤 を 抱き 続け て いた プラ ウ | ー USA 版 ーー の 街 や 芸能 界 の 噂 に つい て も 非常 
ン は 、 正 し き 調 和 を 意味 する この カー 語 計 計時 記 康 証 | | に 詳し いと いう 。 彼女 の 情報 に は 、 事 


ド を 品 の 内 面 に 持ち 、 自 ら が 進む べき 
道 を 模索 し 続け て いる の で ある 。 


件 を 追う 本 業 の 記者 た ちゃ 何 度 か 世 
話 に な っ て いる らし い 。 そ ん な チカ リ 
ン の 夢 は レポ ー タ ー に な る こと 。 自分 
に ぴっ た り の 職業 だ と 自負 し 、 学生 で 
ある 現在 か ら レ ポー ター に つい て の 勉 
強 を し て いる と いう 。 


| ュー 
| 要 
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隊 委 Smo の ラフィ セタ 。 時 
トッ BROWN か ら BRAD に 変化 し た よう だ 。 

隊 は ミ 、 ま た は 戦い を 象徴 する 神々 で 、| || BRHOWN が ち BHAD に 変 軸 。 
ほな ICE の 名 に ふさ わし い 役 割 を 担っ て いる 。 ー 

2 下 プラ ウン の 初期 ペル ソナ ・ ネ ヴァ ン は 、| 
| ド ト 神 司 に 登 場 す る 戦 の 女神 で ある 。 


な | | | 語 目 を つ 点 っ て 役 笑 お ブラ ウン 。 ク ッ と つ | | 

隊 人 or zogegg Cc フ 2 | | りあ が っ た よう な 口 も と が 、 プ ラウ ン の 特 | 
ラ 叶 2 さこ 

ウケ て 、 神 店 き キ も な か な か の よう で ある 。 人 和 りー ト ポイ ント で の る: 


舞 耶 が 大 切 に し て いる 宝物 。 小 学 
生 の 頃 に 家庭 科 の 時 間 に 作っ た マス 
コッ ト で 、 記者 と し て 海外 に 飛び まわ 
っ て いた 父親 に プレ ゼン ト し た も の 。 
父親 は これ を お 守り 代わ り と し て 肌身 
離さ きず 持 ち 歩 いて いた が 、 父親 の 死 


後 は 形見 と な っ て 再び 舞 耶 の 手もと 
へ 戻っ て きた 。 


正隆 所 持 時 アン | 』 
@ < こい 
便り 


舞 耶 所 持 時 


噂 の 現実 化 


。 事実 が どう か 疑わ し いこ と が ら を 、 


興味 本 位 に 言い ふら すこ と 。 珠 開 麗 市 
で は 、 こ れ ら の 貴 が 現実 化す る と いう 
異常 な 事態 が 連続 し て 発生 し て いる 。 
この 現象 は 人 々 の 信じ る 心から 発生 
する 心 的 エネ ルギー が 、 ニ ャ ル ラ ト ホ 
テ プ の 介在 に よっ て 収束 され 、 現実 を 


も 変え る 


2 
きき 

腕立て ふせ 

ネメシス の 塔 の 塔 主 、 松平 美智 子 が 
黒 払 に 課せ た 反 問 。 長 い 針 が 鋭く 突 
き 立 っ た 床 で 、 強制 的 に 腕立て ふせ 
を や ら さ れる 。 力尽き て 倒れ れ ば 、 す 
ぐさ きま 鋭い 針 に 全身 を 員 か れ て 死ぬ 
こと と な る の で ある 。 手足 は 狭い 台 の 
上 に 鎖 で つなぎ と め ら れ 、 自 力 で 脱出 
する こと は 不可 能 。 見 る か ら に 体力 の 
な い 黒 瓜 に と っ て は 、 余計 に 過酷 な 描 


影響 力 を 有 し た も の と 考え ら 
れる 。 

学校 の 七 不 思 議 や 怪談 に 登場 する 
オバ ケ の 剛 な ど 、 自 然 に 発生 し た 噂 も 
多く 存在 する が 、 夏 意 に 特定 の 噂 を 広 
め る こと で それ を 現実 化す る こと も 可 
能 と な っ て いる 。 


例 1 


|「 セ ブ ンス の 校章 を 身 に つけ る と | 
奇病 に お か され る ! 有川 


_ 例 ら 
「 テ タテ ケ と いう 遇 が 
いる らし い ! ! 有川 


| | 七 妹 学園 に 通う 生徒 の 顔 が 、 | 
| じ ま う 狼 ろ し い 病 が 定 し た 。 


| | 億 いた 噂 を 広め る こと で 、 春 日 山高 校 に 妖怪 | 


| ビク テ ケ が 出 表す る 。 


10 年 前 に 、 達 き 
腕時計 。 幼少 の 
く な い ほ どか な り 高 価 な も の 頭上 
「 罪 」 で は 友情 の 証 と し て 光 の の 
交換 する が 、 放火 事件 の 
あと で な ぜ か 動き を 」 止 。 還 
に 負 還 に 3) < い ー 
た 。 の ち に 常 
が 自分 を 取り 條 
戻し 、 仲間 に 
戻っ て きた と 
き に 時 計 は 
再び 時 を 刻 
み は じ め る 。 


ーー 一 c 
噂 屋 


主人 公 に を 提供 し で 宜 
上 生活 者 や 占い 師 が 語 記 
な 噂 屋 が 珠 聞 瑠 の 衝 誠 
存在 し て お り 、 そ れ ぞ れ は 大 重 た 
を 自分 の 職業 に 役 立 で た 各 語 で 
る 。 彼 ら の 嘩 の 入手 手段 は 条 明 
同じ こと が ら に 関す > も の で 
3 幅 が いく つか 存在 すず が 語 2 
ら 、 噂 が 伝わる 過程 で さま ざ 才 還 
レ が つい た も の と 思わ れる 請 講 
の 嘩 は 、 葛 葉 探偵 事務 所 で 実現 
る こ と が 可能 だ 。 


珠 開 瑠 の 凍 
環 屋 だ ら 


5 コ 
_ チカ リン 
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"WP PU""WPPO""UP'U'TWmUPPTUPW"U"YPPU" や "WU" の 6 びさ 0 PT 
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ココ 
ミ き の ます こっ と 


b_] 
ー の バ 。 い きち の えい か いわ ゎ 


【 え いえ ん の び 】 


3 


詩 代 の 推移 や 超越 的 な 存在 に よっ 
て あら か じ め 定 め ら れ た 、 物 事 の 成 
行き や 人 生 の こと 。 決し て 逃れ ら 
羽 な いも の だ と され る 。 

ニャ ル ラ ト プ は 、 そ れ ら 運命 に 
き % 手 を 加え る こと が で きる 存在 で 
あり いわ ば 彼 自身 が 運命 と いっ て も 

い ほ ど 強 大 な 力 を 持っ 
に と っ て は 誰か 特定 の 人 
陣 あ る い は 世界 その も の を 減 ぼ す 
と きえ 容易 な こと な の で ある 。 だ が 
あえ で 短絡 的 な 手段 を 避け 、 自 ら が 敷 
いた 運命 の レー ル を 、 い か に 人 間 が 
内 き 抜い て いく か を 見 守る こと で 、 そ 
の 価値 を 見 極め よう と し て いる 節 が あ 
る 大 局 的 な 視点 か ら 見 れ ば 、 最終 
的 ドニ = ニャ ル ラ ト ホ テ プ を 退け る こと さ 
% も が 彼 の 予定 調和 の 一 部 で あり 、 
わ ゆる “運命 "で あっ た と も 考え ら 
れる の で ある 


2 ョ て 官 段 に 節 ら れ て いる 、 香西 千 
回 が 描い た 絵 。 マキ の 絵 の 才能 を ひ 
褒 か に 妖 ん で いた 千里 は 、 そ の 雄 如 
了 を アキ に 利用 され て プラ ッ ク マ ー ケ 
を し きる クィ ー ン に 和 祭り あげ られ て 
員 た 。 彼女 は マー テッ ト の 地下 に 宮 左 

証 付 人 っ て 自分 の 絵 を 館 り 、 マー ケット 

症 対 隊 じ こ め ら れ た 人 間 に ム り ヤ リ 絵 を 

性 め さ せ て いた 。 人 公 に は 、 マキ と 

晶 の 絵 の ど も ちら が うま いか の 選択 を 

追っ て くる 。 


| 


時 の 和 || 


民 明 る い 色 。| | マキ の 絵 と は 対 8 
較 周 。| マキ の 絵 と は 対 康 的 
1 た や 泊 晶 など と で 、 非 常に 暗い 究 困 | 
3 村 eas で 作者 の 悩 みや 不安 な || 
| を 感じ ょ せる 。 | 
可 ー ーー ーー 


タナ トス の 塔 の 塔 主 、 山 本 百合 子 
が 求め た も の 。 若く か わい らし い 少 
女 だ っ た か つて の 百合 子 は 、 老 いや 
死 を 恐れ 、 雪 の 女王 の 配下 と な る こ 
と で 永遠 の 美 を 手 に 入れ た 。 だ が 本 
心 で は 家族 や 友人 、 自 分 の その 後 の 
人 生 を 捨て て まで 手 に 入れ る 価値 が 
ある も の で は な いと 気づい て お り 、 水 
遠 の 美 か ら の 解放 を 望ん で いる 。 


と 同じ よう に 、 会 話 中 

に た び た び 英 単語 を 織り 交ぜ る 栄吉 。 
も ちろ ん 、 エリ ー の よう に 英語 が 得意 
と いう わけ で な く 、 単 に カッ コ よ さ を 追 
求 し て いる だ け な の で 、 話せ る 単語 は 
か な り 限 られ て いる よう だ 。 その 数 少 
な い ボ キャ プラ リー の 中 に さえ ちら ほ 
ら 壮 絶 な 間違い が 見 受け られ 、 英語 
が 苦手 な は ず の リサ に さえ ぇ 笑っ こま れ 
る マヌ ケ ぶ ぷり を 見 せ て くれ る 。 も っ と も 、 
リサ の ツッコ ミ 自 体 も 間違っ て いる こと 
が 多い た め 、 どっ ちゃ どっ ちと いっ た と 
ころ な の だ が 。 


Az > 向き 
栄吉 の 使う 英語 例 
「 こ の ボク が いる 限り 、 
| すべ て は ノー プロ グラ ー ム ! 」 
間 「 き っ と ライ オン 野 公 み た いな 奴 の こと 
を 、 ボ ラロ イド っ て 言う ん だ ろう ね -」 


宿り 主 か ら 解放 され た 独立 存在 型 
の ペル ソナ 、 夜 の 女王 が 望む も の 。 氷 
の 城 の 頂 か ら 絶望 の 雪 を 降ら せ 、 世 
界 を 氷 遠 の 夜 で 包み こも うと 企ん だ 。 
ゲー ム 中 で は 永遠 の 夜 に つい て の 詳し 
い 説 明 は な され て いな い が 、 お そら く 
今 まで 水 の 女 王 が 3 つの 搭 に 及ぼ し て 
きた 影響 を 、 全 世 界 に 渡っ て 及ぼ す と 
いう こと な の だ ろう 。 


【 え いき ちの えい か いわ 】 


ーー * 生生 | 
本 人 は ノー プロ ブレ ム と 言い た か っ た よう だ 

| が 、 完 全 な 間違い で ある 。 栄吉 の 存在 自体 が | | 
問題 だ と いう 声 も 聞こ えて きそう だ 。 


ここ で ポラ ロイ ド と | 
ラノ イア の こと で ある 。 一 文字 し か 合っ て い | | 
| な いた め 、 す ぐに は 何 の こ と だ か わか ら な い 。| | 
ラス ト ・ バ タリ オン の こと 。 こ こま で くる と | | 
英語 が 苦手 と か いう レベ ル を 超越 し 、 カ タカ | | 
ナ が 苦手 な オヤ ジ 世 代 と 一 緒 で ある 。 由 


「『「 そ の バタ フラ イ だ か タン バリ ン だ か 
| つつ 一 の は 、 な ん な の よ ! ?」 


クリ ア 後 に 遊べ る お まけ ダン ジョ ン 

: 人 公 た ち に 無限 の 可能 性 を 見 

い だ し た フィ レモ ン に よっ て 作ら れ た も 

の 。 本 編 と は まっ た くつ な が り の な い 

独自 の シナ リオ が 用 意 さ きれ て いる 。 南 

条 ル ー ト と エリ ー ル ー ト の 両方 を クリ ア 

し た デー タ を セー ブ し た 状態 で 、 タイ ト 

ル 画 面 に 出現 する “EXTRA 

DUNGEON" を 選択 すれ ば 遊ぶ こと 
が で きる 。 


エク スト ラダ ンジ ョ ン を プレ イ す る 
| エクス トラ ダン ジョ ン で の バー ティ ー デ ー タ は 、| 
本 編 で 使用 し て いた も の を その まま 継承 する こと 
が で きる 。 エク スト ラダ ンジ ョ ン に は 本 編 よ り も 
強い 敵 が 多数 登場 する の で 、 最強 レベ ル の キャ ラ 
| クタ ー が そろ っ た セー ブ デ ー タ を 選ぶ の か 妥当 だ 
ろう 。 | 


| エッ ス トラ ダン ジョ ン で は 、 キ ャ ラク ター 編成 
を 自由 に 行なえ る 。 


| エク スト ラダ ンジ ョ ン に 存在 する 扉 の 中 に は 、 し | 
| か け を 解 か な いと 開け る こと が で き な い も の が あ | 
| る 。 流星 野郎 が 行なう クイ ズ や 、 過 去 の 七 姉妹 学 
| 男 に 通じ る 教室 の 扉 な ど が そう で ある 。 いずれ も | 
| ヒン ト は その 時 点 で の 行動 可能 範囲 内 に 隠さ れ て | 
| いる の で 、 あ ちこ ち 探 し 回 っ て みる と よい だ ろう 。 | 


| 束 在 する 地蔵 も 、 扉 を 開く た め の 鍵 と な っ て いる 。| 
| チェ ッ ク し て みよ う 。 | 


打 倍 フィ レモ ン 


| 本編 で は 味方 と な り 、 常に 主人 公 た ち に アド バイ | 
| ス を 与え て くれ て いた フィ レモ ン 。 だ が エク トラ 
| ダン ジョ ン で は 、 この フィ レモ ン が 最終 ボス と し 
| て 立ち は だ か る こと と な る 。 当然 の こと な が ら そ 
| の 強 さ は 半端 な も の で は な く 、 十 分 に レベ ル を 上 
げ て お か な いと 返り 討ち に あっ て し まう こと は 問 
違い な い 。 心して お こう 。 ] 


フィ レモ ン を 倒し て エク スト ラダ ン ウリ 
ア す る と 、 ク リア の 成績 結果 が 画面 に 表示 され る 。 
成績 結果 は クリ ア に 要 し た 時 間 と 特定 の アイ テム | 
を 入手 し て いる か どう か に よっ て 判定 され 、 それ | 
に よっ て クリ ア 後 に 得 ら れる 特典 が 変化 する よう | 
に な っ て いる 。 


| エク スト ラダ ョ ン を クリ ア す る と 、 本 編 中 に 
流れ た ムー ビー と 、 各 キャ ラク ター の 留守 番 電話 
の メッ セー ジ を 見 る こと が で きる よう に な る 。 特 
| に 留守 電 の メッ セー ジ は ここ で し か 見 る こと が で | 
| き な い の で 、 | 
い 。 


rim 三 の 理 "アプ ア : ヨ 6 
選 口 に に >| 


| リザ ルト (成績 結果 ) 画面 で は 、 ク リア まで に か か | 
っ た 時 間 と 、 プレ イヤ ー の クリ アラ ンク が 表示 さ | 
れる 。 


キャ ラク ター の 個性 が よく あら われ た 、 劉 守 電 メ | 
| ッ セ ー ジ の 数 々 。 すべ て の メッ セー ジ を そろ える 


| の は 非常 に 根気 の いる 作業 だ 。 | 


| エス ミク リ ニ ッ ク 


影 町 に ある 診療 所 の 名 前 8 
所 に ある こら 


の 診療 所 


える 。 各 診 療 所 は 医師 と 看護 迄 
れ ぞ れ 1 名 ずつ と いう 小 規 模 な 赤 
が 、 一 応 ベ ッ ド も 用 意 さ れ て お りり 
て い の ケ ガ や 病気 は ここ で 治 表 還 
で きる 。 な ぜ か 解剖 用 の キュ ニー 
形 が 置い て ある 。 


mn 


一 見 や る 気 が な さそ うだ が 、 医 者 と し で の 芝 W 
は まず まず の よう だ 。 * 


珠 開 瑠 市 
クサ ロン 。 生命 の 源 で ある エニ 識 
直接 働き か け 、 身体 の 美容 作用 放 語 
発 化 さ せる うえ に 錬金術 まで 取り 誤 
て いる と か 。 そ の た め 、 美容 だ 
く 、 ケ ガ や 病気 まで 治し で ぐれ る 請 
ら も この お 店 


/| エ ステ ティ シャ ン 
に =m ロ = 

奇妙 な 格好 で 客 を 出迎え る 店 員 。 口 ヨ 

| が 急増 し た が 、 な ぜ ケ ガ の 治療 が で きる 
| な っ た の か は 自分 で も 謎 らし い 。 


に あっ た カク テル を 作っ て 
| れる と し て 、 ホテ ル の 宿泊 客 に は 人 
還 筑 を 博 し て いる 


つの な い 会 語 で お 客 を 楽し ませ る 女性 バー| 
テラ ター。 商 屋 とし て も 活躍 し て くれ る 。 


レア デス に 滞在 する 、 中 東国 家 の 大 富 
めずらし い 地 図 を 集め て いる 。 | 


スベ イン の 伝説 
「 キ 
較 を し て 玉 し た に 記さ れ て いた 言 
邊 の ター ゲッ ト で ある フィット 
パ 論 伯 COLD を 示し て いる 。 ちな 
馬 に 2 ら 導 き 出し た ター 
0 OLD と パチンコ. シル バー 
4 名 前 を 見 れ ば どちら が 正解 
くわ か る は ず だ が 、 万 が 一 則 
較 GOLD は その 場 で 爆破 され で 
ジム] 


に 登場 する 、 光輝 く 


F< 
管 E 


「 罰 』 の エン ディ ング テー マ を 歌う 、 イ 
ギリ ス 出 身 の R&B シ ン ガ ー。 曲 の タイ 
トル は 『Change your Way] で 、 こ れ 
は 同 タ イト ル の エリ ー シ ャ の アル バム に 
も 収録 され て いる 。 ちな み に エ リー シ 
ャ は 「 六 付属 の ファ ン デ ィ ス ク に 収録 


エリ ー シ ャ は ドミ ニカ 人 の 父 と バル 
バド ス 人 の 母 の あい だ に 生 を 受け 、 幼 
い 頃 か ら ソ ウル や H&B、 レ ゲ エ な どの 
ブラ ッ ク ミ ュー ジッ ク に 囲ま れ て 育っ 
た 。 彼 女 の 才能 と 支 力 が 実 を 結ん だ の 
は 23 歳 の と き 。 そ の 後 ク ラブ シー ン を 
中 心 に ブレ イク し 、 現 在 も 精力 的 に 音 
楽 活動 を 行なっ て いる 。 


る ろ 、 二 ー ー ーー 
エリ ーー ン シャ ・ フ Me 


され た 、 情 報 バ ラ エ ティ 番組 
「SUMAsumaSUMARU」 の 音楽 コー 
ナー に も 登場 し て いる 。 人 簡単 な イン タ 
ビュ ー が 見 られ る ほか 「Change your 
Way」 の 出だし も 視聴 する こと が で き 
る の だ 。 


太 /7s7a 7g Vere 


聖 エ ルミ ン 学 園 の 演劇 部 の こと 。 部 
室 は 体育 館 裏 に あり 、 過去 の 芝居 で 
使用 し た 衣装 や 小道 具 、 台本 、 ポス タ 
ー 類 な どき さま ざま な も の が 保管 され て 
いる 。 この 演劇 部 に は 「 雪 の 女王 」 と 
いう タイ トル の 愛 居 が 伝統 と し て 伝え ら 
れ て いる が 、 数 年 前 に 起こ っ た 悲劇 以 
来 、 芝居 に 関す る 情報 は 極秘 扱い と 
な っ て いた 。 ち なみ に 芝 居 で 使用 きれ 
た 仮面 は 供養 後 、 演劇 部 内 で は な く 
体育 館 倉 庫 に 保管 さま れ て いる 。 
| 現在 の 部 室 es: 


I え AU ょ う ょ こく カー ド ] 


炎上 予告 カー ド 


キン グ ・ レ オ が 主人 公 に 送り つけ た 
託 宜 の こと 。 次 の 爆破 ター ゲッ ト が 
号 に よっ て 記さ れ て いる 。 野外 音楽 堂 
の 爆破 が 開始 され た あと 、 MUSES の 
控え 室 だ っ た 部 屋 の ロッ カー 内 で 、 時 
限 発火 装置 と と ち に 入っ て いる の が 発 
見 され た 。 ここ で は 時 間 制 限 が 設け ら 
れ 、 音楽 堂 が 完全 に 炎 に 包ま れる 前 
に 見 つけ 出し 、 脱出 し な く て は な ら な 
い 。 発見 し た 託 宮 は 、 ゆき の の 友人 と 
し て 登場 し た エリ ー が 解読 し て くれ る 。 


7 つの 星 を あし ら っ た 、 七 姉妹 学園 

の 校章 の こと 。 カッ コイ イ 男 子 が 多い 
と の 評判 か ら 、 か つて は この 高校 の エ 
ンプ レム を 持つ の が 他校 生 の 問 で ス 
テー タス と な っ て いた 。 だ が 『 罪 』 で は 、 
七 姉妹 学園 の 生徒 の 顔 が 突如 崩れ る 
と いう 奇病 が 発生 し た 途 端 、 呪 い の エ 
ンプ ブレ ム と し て 怖 れ られ る よう に な り 、 
人 気 が 低下 し て し まっ て いる 。 その 代 
わり に 大 人 気 と な っ た の が 、 呪い を 防 
ぐ と いう 春日 山高 校 の 校章 。 七 姉妹 学 
園 を 訪れ た 栄吉 の 校章 も 、 あ っ と いう 
間 に 奪 い 取 られ て し まっ て いる 。 一 方 
「 六 」 で は 、 達哉 の 指示 に 従っ て 舞 耶 
た ち が 噂 を 流し た お か げ で 、 エン プレ 
ム を 持っ て いる と JOKER に 狙わ れ な 
いと いう 効果 が あら われ た 。 


『" 雪 の 女王 "で 使用 さ 
な 筐 の こと 芝居 に 登場 する 、 美 し 
いも の を 圧 ら せ 、 醒 いも の を よく 映す 
如 魔 の 鏡 を 模 し て 作ら れ た も の で あ 
る 。 芝 子 先生 が 雪 の 女王 の 仮面 に 体 
を 乗っ 取ら れ た あと 、 フィ レモ ン か ら 
2 され る 。 鏡 は 劇 中 と 同じ 

く 割 れ て 枠 だ け に な っ て いる が 、 破片 
を 集め て は めこ ん で いく こと で 仮面 の 
呪い が 解け る と いわ れ 、 破片 集め に 寿 
走 す る こと と な る 。 


| エン プレ ム は 、 男子 生徒 の 制服 の 左 ポ ケッ ト に 秋 | 
いつ けら れ て いる 。 他校 生 に は な か な か 入手 で き | 
| ない 代物 だ 。 ] 


お 上 菓子 の 家 

迷い の 森 に ある 、 お 菓子 で 
造ら れ た 家 の こ と 。 マ キ の 抑 
圧 さ れ た 人 格 で ある マイ が 、 コ 
ン パ クト を 狙う 神取 や アキ か ら 
逃れ て 身 を ひそ め て いる 場所 
で ある 。 一 見 する と 、 お 菓子 の 
家 と いう の は いか に も ゃ 子供 らし 
い 、 メ ル ヘ ンチ ッ ク な 想像 の 産 
物 で ある か の よう に 思え る 。 だ 
が 、 お 菓子 と いう も ろ い 素材 で 
で きた この 家 は 、 マ キ の 自我 が 
非常 に 壊れ や すく あや うい も の 
で ある こと を 示唆 し て いる 。 


回 エ ルミ ン 学 園 の 校長 先生 
と は 信じ る こと "を モッ ト 凡 
っ て お り 、 生 徒 と 花 を 愛す 史 精 
生徒 だ け で な く 教 師 や 保護 者 
持 を 得 て い る 。 

今 で こそ や さ し く 穏やか な 検 調 
て 慕 わ れ て いる が 、 若 か り M 頃 の 
は 厳格 で 古い タイ プ の 教師 だ 語 
う 。 そ ん な 彼女 を 変え 
た の は 、 花 を 愛す 
る ある 男子 生徒 と 
の っ 会 いで あっ 
た 。 その 男子 生徒 

の 心 に 触れ た 彼女 較 
は 、 教育 に つい て の 孝 
え 方 を 改め る よう に な 
っ た の だ と いう 。 夢 机 


7 つ 星 が あし ら わ れ た 大 呼 衣 護 
姉妹 学園 の シン ボル と な っ で W る 証 
の 世界 で は 、10 年 前 に この 時 護 
か そう と し た 概 原 明成 が 、 屋内 
に 挟ま れ 死 亡 し で し まう と いう 人 
生 し た 。 それ 以来 時 計 は 止ま 2 
と な っ て お り 、 時 計 塔 へ の 出 廊 
止 き れ て いる 。『 削 」 の 世界 で は 計 
発生 し な か っ た た め 、 大 時 語 人 
ま 時 を 刻み つづ け て いる よう だ 


"WW'YP"U'" き "UP"U"WP"U"PU い "WP" 


WU"PW "WeWTtPeU べ の TYP で UYWr3nmU さ PUPPY 


> 
て ん 


お 
ー ぎし まみ ほ 


ラン ニー の: ィ ミー ンー 


陳 際 的 メン バー で 、 ペ ベル ソナ シリ ー ズ 
プロデュー サー。 ほ か に も 「 真 ・ 女 
棒 転 生 呈 デビ ル サ マ ナー」 な ど 、 女神 
陸 準 ジリ ー ズ 全般 の プロ デュ ー ス も 手 
駅 Di いる 。 ベ ル ソ ナ シリ ー ズ の シナ 
リ 才 を 担当 する 里見 氏 や 、 悪魔 絵師 ・ 
欠 了 氏 が ゲー ム 中 に 登場 し た 現在 、 
吹 な る 登場 人 物 は 岡田 氏 …… か も し 
れ な い ? 


家 の こと 。 念力 な どの 
) 交 信 、 占星 術 な ど 
- 部 と し て 分 類 さ れる 。 
語 有 - は オカ ルト に 深い 筐 味 を 抱い て 
境 り 悪魔 や 神 な ど に 関す る 知識 に は 
貯 み は る も の が あっ た 。 御 形 町 で 時 
四 こ っ た 陸 に も っ と も 適応 カ が 高 
0 で ある 。 高校 卒 業 後 

次 の オカ ルト 好き は 相変わらず 
陣 間 ] で は ワン ロン 占い の プー ム に 
計 寺 を いち 早く 喚 ぎ つけ て 


【 お か お むら まや 】 


ま 園 の 日 本 史 教 師 。 一 見 、 
理知 的 で や さ し い 女性 に 思え る が 、 
パラ ノイ ア の 傾向 が あり 、 生徒 か ら は 
イデ アァ ル 先 生 と 呼ば れ て いる 。『 罪 」 
で は 秘 原 明成 と と も に 『 イ ン ・ ラ ケチ ] 
の 研究 ・ 執 筆 に 携わり 、 彼 の 死後 も 
愛情 の 証 と し て ひと り で 研究 を 続行 し 
た 。 シ バル バー に 至る 道 と 考え られ 
た 鳴 維 門 石 を 、 毎 晶 欠 か さ ず チェ ッ ク 
し て いる 。 


【 お ぎし まみ は 』】 


通称 み ー ぼ 。 七 姉妹 学園 に 通う 
女 生徒 で 、 リ サ の クラ ス メ イ ト で ある 。 
スマ ー ト な 体格 に 似合わ ぬか な り 
の 大 食 漢 で 、 リ サ や あさ っ ちか ら 
は “ 四 次 元 ポ ケッ ト " と 呼ば れ て い 由 
る 。 アイ ドル グル ー プ MUSES の 一 
員 で も あり 、 リ サ や み ー ば ぼ と と も に 
華々 し い 生 活 を し て いる 。『 罪 」 の 世 
界 で は 、 仮面 党 の 陰謀 に よっ て 影 人 
間 に さ れ て し まっ た 。 


社会 や 組織 の 中 で 定 
決ま り ご と の こと 。 栄吉 は 自分 と 子 分 
た ちの あい だ で 探 を も うけ 、 そ れ を 厳 
し く 守 ら せ て いる 。 一 例 を 挙げ る と 
“男子 た る も の 、 卑 快 な 真 公 は する べ 
か ら ず ! "な ど が それ で ある 。 基本 的 
に 清く 正しく 男らしい 搾 が 多く 、 子 分 
た ち も 栄 吉 の 言い つけ を よく 守っ て い 
る よう で ある 。 


中 愛 潤 計 大 司 
SOir 由 央 


す 
る 
べ 
か 
ら 
ず 


異 界 化し た 御影 町 に で きた 、 ブラッ 
クマ ー ケ ッ ト の 地下 に ある 宮 尻 の こと 。 
現実 世界 か ら 連 れ て こら れ た カッ プル 
の 片割れ 、 香西 千里 が ハー レム クイ ー 
ン と し て 支配 し て いる 。 千里 の 願い で 
創 られ た この 宮 厩 に は 、 至る と ころ に 
彼女 の 描い た 絵 が 節 ら れ 、 強 い 自 己 
顕示 欲 を 満た す 役 割 を 担っ て いる 。 


イン ド 神 お ける 性 愛 の 神 。 オ ウ 
ム に 乗り 、 愛 の 矢 を 放つ 美しい 男 神 の 
姿 を し て いる と ン 
され る 。 神々 の の 
命令 で 、 シ ヴァ 
と パー ル ヴ ァ テ 
ィ を 結び つけ る 
た め に 使わ され 
た と き 、 門 っ た シ 
ヴァ の 第 3 の 目 で 
焼 か れ て 灰 と な っ 
だ 。 ま た 「『 カ ー 
EX フリ 二 と 
いう 、 性 愛 に 関す 
る 書物 で も 名 を 知ら 
れ て いる 。 


達哉 や 淳 の 回 想 に 登場 する 、 セ ー 
ラー 服 を 着 た 少女 の こと 。 実は 少女 
3 時 代 の 舞 耶 で 、 ア ラ 
、 Y 神 社 で 達 世 た ち 
と 出会っ て 以来 、 
と き お り 遊 び 相手 
に な っ て いた 。 10 
年 前 に 起き た アラ 
神社 で の 放火 事件 に 
上 佑 き こま れ て か ら 行 方 
と 不明 と な っ て お り 、 
その た め 淳 た ち 
は 彼女 が 死ん だ 
と 思い こん で し 
まっ て いた 。 


珠 開 瑠 市 の 海底 沖 に 眠る 遺跡 。 沈 
みゆ く 日 輪 丸 か ら 、 潜水 艇 を 使っ て そ 
の まま 向かう こと と な る 。 遺跡 の 中 に 
は 空気 が 満ち て お り 、 潜水 具 な ど を 用 


10 年 前 、 達吉 た ち が 仮 面 移 計 

し て 遊ん で いた と き に 使用 だ 詞 | 
こと 。 当 時 放 喘 され て いた 還 証 
番組 [不死鳥 戦隊 フェ ザー マ 調 
面 で ある 。 最初 | レッ ド フ ァ リ ル 
の 出会い で た ま 。 埋 
た ま 全 員 が この 2 

お 面 を か ぶっ て 
いた た め 、 お 面 
を か ぶっ た まま 遊 | 
ぶよ うに な っ た 。 | 
| イエ ロー アウ ル | | 


ピン クア ー ザ 界 


>/ 


| | ブラ ッ ク フ 2 


【 か いて いい せ さ ] 


いな く と も 自由 に 動き 回 る こと が 人 較 
る 。 また 遺跡 の 最深 部 に は 詳 訓 
の 目的 達成 に 必要 な 、 龍 の 活動 蜂 
御 する 要 石 が 封印 し て ある 。 


っ し 


ーー で ーー マー ー 
OU"W"UPWPNRWP ポ PPOTIP'U" や PPWPWVNPGPW ペ に UPNPWPPOP 
お 
き で 


に 泊り あと 


レ ソナ の 合 喚 に 必要 な カー ド や 、 
内 形 ソ ツナ その も の を 封じ こめ た カー 


ド の こと 。 各 キャ ラク ター と 相性 の よ 
記 ぺ ル ソ ナ を 降魔 きせ る た め に は 、 
震 旧 掲載 し た よう な カー ド を た くさ ん 
本 め | さま ざま な ペル ソナ を 召喚 し て 
人 分 けし て いく こと が 必要 と な る 。 
ちな み に 「 異 閉 録 』 で は 、 交渉 に 成 
硬 し た 悪魔 そ の も の が 描か れ た スペ 
上 カ ー ド を 入手 し た が 、『 罪 』 や 「 六 」 
放 ほ アル カナ ご と に 分 類 さ れ た タロ ッ 
防 - ド が 使わ れ て いる 。 また 、 ペル 
まや 能力 値 を 強化 す 
ク カ ー ド な どの シス テム も 
閑 た に 導入 され た 。 こ れ は 「 異 開 録 」 
#* に アイ テム を 追加 し た の と 同 
上 まな 役割 を 果たし て いる 。 ま た 
陣 開 録 」 で の 封 神 具 と 同じ 効果 を 持 
2、 特殊 な ふ ベ ペルソナ を 召喚 する の に 
了 め 要 な カー ド は マテ リア ルカ ー ド と 呼 
ば れ て いる 


ソナ 介 喚 旧 


【 か お り 】 


記 ロ ヨプ ヤ ハー プ な ど 、 香り に 関す る 
きま ざま な アイ テム を 扱う ショ ッ プ 。 店 
内 は 緑 を 基調 と し て お り 、 2 
が せる レイ アッ ゥ ト に な っ て いる 。 そ 
人 に あっ た 知り を 調合 し て が 清和 
竣 し た り 、 蛋 廃除 け の 効果 が ある ア 
< 行なっ て くれ る 。 
者 軌 か ぉ さん = 


馬 コ 落ち つい た 邊 較 気 の 婦 性 。 

5 年 前 に 主人 を 亡くし て 
以来 、 ひ と り で 店 を 守 
っ つて いる 。 


と コ z0 中 「 異 聞録 」 で ベル ソナ の 吾 


| 喘 に 必要 な カー ド 。 そ れ | 


| | ぞ れ の 悪魔 が 1 枚 すず つ 持 
ロ | っ て お り 、 交渉 に よっ て 得 

旧 | る こと が で きる 。 また 、 す 

| で に カー ド を 持っ て いる 


員 | こと も 可能 。 
人 ベル ソナ カー ド 


| て いな い ベ ル ソ ナ が 封じ 
| られ て いる カー ド の こと 。 
|| カー ド 化 され た こと で 持 


ー テ ィ 内 で の ベル ソナ の 
交換 も 自在 に 行なえ る よ 
うに な っ た 。 


スカ ー ド 
還 | 百 史 の 際 に 使用 する こと 
@ で 、 ベル ソナ の 初期 バラ 

開 | メー ター を アッ プ さ せる 
ジ || こと が で きる 。 長所 を 伸 
ば す よ うに 使用 する の が 


| 基本 。 な お 、 すでに 召喚 
を 」 


| 悪魔 と の 戦闘 を 回 避 す る | 


| 罪 」 や 「 加 」 で 、 降魔 され | 


ち 歩 き が 便利 に な り 、 バ | 


ペル ソナ を 召喚 する の に 
| 必要 な カー ド 。「 罪 」 や 「 入 | 
で 登場 する 。 悪魔 と の コ 
| ンタ クト で 入手 不可 能 な 
タロ ッ ト カ ー ド に 関し て 
は 、 悪魔 絵師 に フリ ー タ 
ロッ ト を 渡し て 描い て も ら 
| う 必 要 が ある 。 
リア ルカ ー ド | 
| 特殊 な ベル ソナ を 召喚 す | 
る と き に 必要 な カー ド 。 
| この カー ド を 所 持 し て い 
る と 、 該当 する ベル ソナ 
が 召喚 リス ト に 青色 で 表 
示さ れる よう に な る 。「 異 
聞録 」 で は 封 神 具 と 呼ば れ | 
四 | て いた 。 
マジ ッ ク カー ド = 重 
| 百 史 する 際 に 、 ベル 
に 佳奈 の 農法 を 志 加 する | 
こと が で きる 。TEC の 高 
|| い ベ ル ソ ナ に 付加 する と 
| よい 。 た だ し 、 ベ ペルソナ 
|| と 魔法 の 相性 が 悪い と 、 
| その カー ド は つけ 加え る 

|| こと は で き な い 。 | 


【 フ 
1 


【 か が み の は へ ん 】 


岩戸 山 の 洞 宙 に いく つか 存在 する 
美しい 泉 の こと 。 洞 劉 を 形成 する 岩 


石 に は 特殊 な 成分 が 含ま れ て お り 、 泉 
に は その 成分 の 色 が 反映 され て 青 と 
も 緑 と も いえ な い 不 思 議 な 光 を 放っ て 
いる 。 また 、 鏡 の 泉 の ある 小 部 屋 に は 
どこ か ら と も な く 光 が 射 し こん で いる 
た め 、 泉 が いっ そう 輝き を 増し て 見 え 
る 。 この 泉 に は 、 人 の 記憶 を 鱗 ら せる 
と いう 言い 伝え が ある 。 泉 の 美しい 
光 が 深 層 心 理 を 刺激 し 、 意識 の 底 の 
記憶 を 喘 す の だ ろう 。 


「 異 閉 録 』 の 水 の 女王 篇 で 、 主人 公 

ち が 探 し 集め る こと と な く 2 
フィ レモ ン か ら 手 渡 き れ た 専用 の 棒 
に 、 人 の 全身 が 喘 る だ け の 破片 を は 
めこ め ば 、 雪 の 女王 に よっ て 氷 づ け に 
され た 子 先生 を 救う こと が で きる 。 
鏡 は 全部 で 12 の 破片 に 分 か れ 、 氷 に 
閉ざさ れ た 3 つの 塔 の あちこち に 散ら 
ば っ て いる 。 ちな み に 呪 い を 解く た め 
に は 、 全身 が 映る だ け の 破片 が あれ 
ば よい の で 、 すべ て の 破片 を 集め る 
必要 は な い 。 


クラ ブ 活 動 の 発表 や 、 イベ ント 、 模 
擬 店 な ど が 催さ れる 学校 行事 の こと 。 
ほとん どの 学校 で は 秋 頃 に 開催 され 、 
学校 内 は も ちろ ん 、 他 校生 た ちと の 交 
流 を 行なう 場 と も な っ て いる 。 学校 に 
よっ て は 外部 か ら の 立ち 入り を 制限 
し 、 た と え 了 肉親 で あっ て も 招待 状 を 必 
要 と する ケー ス も ある 。 ペ ル ソ ナ シリ 
ー ズ で は お な じみ の イベ ント だ が 、 ゲ 

実際 に 見 る こと が で きる の は 

校 の 文化 祭 だ け 。 いつ も 何 
か し ら 事 件 に 巻き こま れ て 、 中 止 に な 
っ て し まう こと が 多い 。 


5 天 PE3-] 
|[ 異 圏 録 」 で は 、 聖 エル ミン 学園 が 学園 祭 の 準備 
を 行なっ て いる 様子 を うか が うこ と が で きる 。 
残念 な が ら 、 事 件 解決 後に 学園 祭 が 無事 に 行 な 
| われ た か どう か は 明か され て いな い 。 


| いつ も は 他校 生 で 賑わう 七 姉妹 学園 の 学園 祭 。| 
で ンド で ス ・ セ ブン ス に は リサ も 

ー ト され て いた が 、 に | 
| 2 で 半 名 中止 され て し まっ た 。 


春日 山高 校 


七 姉 妹 学園 の 影 に 隠れ て いて 例年 不 人 気 だ っ た | 
「 青 日 祭 」 も 、「 罪 | で は 開校 以来 初 の 盛り 上 が 
| り を 見 せ た 。 中 で も マス カレ ー ド と いわ れる 仮 | 
| 面 舞踏 会 は 大 盛況 だ っ た と か 。 


| 主 衣 HIBIHH 贅 
HHTIITI 


数 種類 の 洋酒 や 甘味 を 混ぜ 合わ せ 
て 作る 飲み 物 の こと 。 基本 的 な ベー 
ス だ け で も ジン 、 ウォッ カ 、 ラム 、 テキ 
ー ラ な どき さま ざま で 、 その パリ エー ショ 
ン と な れ ば 星 の 数 ほど 存在 する と も い 
われ る 。 青 葉 区 に ある パラ ベラ ム で は 、 
メニ ュー に ある カク テル に は すべ て 銃 
の 名 前 が つけ られ て いる 。 これ は 店 
長 の マス ター が ガン マニ ア で ある 由縁 
で ある 。 こ こ で は カク テル 名 の 由来 と 
の つた で いこ 2 の 2 


お 洒 や 果汁 を その まま 飲む お スト レー トド 

こ 対し 、 2 種類 以上 の お 洒 や 果汁 

を 混ぜ た ミッ クス ドリ ンク の こと 。 ミッ クス 

ドリ ンク に は 短 時 間 で 冷た いう ち に 飲む 

ショ ー ト ドリ ンク と 、 大 き 目 の グ ラス を 使っ 

て 長く 飲め る よう に し た ロン グ ド リ ンク が 

あり 、 飲み 方 に よっ て どちら を 選ぶ か が 異 

な っ て くる 。 また 、 ホッ ト ・ バ ター ド ・ ラ ム の 
| よう に 温か い カ ク テ ル も ある 。 


リボ ル バ ー 


射す る 、 連 発 式 拳銃 の こと 。 発射 の 確 
放 性 、 耐 久 性 に お いて オー トマ 2 
ル を 凌ぐ と いわ れ て いる 。 


ダブ ル ア ク ショ ン 


後 倒れ て 弾丸 を 撃ち 出す メカ ニズム | 
| に 比べ 、 連 射 性 に すぐ れ て いる 。 E 


マグ ナム 


シリ ンダ ー を 回 転 さ せる こと に よっ で | 2 


た び た び 登場 する 。 中 で も 次 元 大 介 が 設 
SSW M19 コン バッ ト ・ マ グ カ ナム ei 
イィ ・ ハ リー の 44 マ グ ナ ム は 有名 


プロ ー ニ ング バ パワー 
| ブロー ング は 比較 的 小型 で 、 


トリ ガー を 引く 事 で 自動 的 に 机 鉄 が 起 計 議 
回 撃 鉄 を 起こ す 必要 の ある シン グル アジ 有 


非常 に 強力 な 銃 と し て 、 映 画 や ゲ 三 な 放 


謀 身 用 拳銃 と 
知ら れ て いる 。 特 に ブロ ー ニ ング ベ 攻 回 


回 り 小さ べく 、 そ の 優雅 な フォ ルム は 女 に 画 


人 気 を 誇っ て いる 。 


9 めく し と 0:) 


』 

障 し 扉 
ダン ジョ ン で は 欠か すこ と の で き な 
い 、 隠 され た 秘密 の 扉 の こと 。 実際 
に 扉 や それ に 代わ る も の が ある 場合 
だ け で な く 、 単 に 隠し 通路 の 入り 口 
を 指す 場合 も ある 。 た いて い は 岩戸 
山 の よ うに 薄暗い 場所 や 、 視 点 を 変 
更 し て も 見 えな い 死角 な ど に 存在 し 
よほど 注意 し で 探さ ない と 発見 する 
こと は 難し い 。 

当然 の こと な が ら マ ッ ピ ング 機能 に 


に 


で は 、 、2F 家 放 和 ※ の 時 に ド 

食堂 が 設け られ て いた 。 早 

給食 と 條 っ て 全員 が 利用 す 

る わけ で は な い が 、 か な り 広 い ス ペ 

ー ス が 食堂 と し て 使用 きれ て いる 。 
雪 の 女王 篇 で 学校 が 凍り つい た 際 

に は 、 食糧 難 を 怖 れ た トロ が 食堂 を 乗 


も 隠し 蜂 は 表示 され な い の 還 詞 


を 発見 する た め に は ダン ジョ ッ 
みか ら す み ま で チェ ッ ク す る 呈 
る 。 また 、 度 発見 し た 隙 眼 
えて おく よ うに する と よ W ゆ g 
奥 に は 、 貴重 な ア 

屋 や 近道 で きる 

る こと が 多く 、 これ に より 列 


ムー ズ に 進め る こと が で きる 天 


る 。 


(が くし ょ 


っ 2 


尻 し 計 


語 朗 る 。 ぞ の と き に pind 


か ら ベ ペルソナ が 出現 し た た め 、 
激しい 戦場 と も な っ た 。 


ーー マン ーーー ニー ンマ マー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニテ ニニ ニー ママ ーー 
PPWIPUPPWPPUTTTHPTPPWPNPNNPOPWPOPOPWPWPWPOT 


0 


異 


訳 ル ソナ シリ ー ズ に は 、 ゲー ム を や 
0 こん だ 人 だ けが 発見 で きる 隠し 要素 
が いく つか 用 意 さ きれ て いる 。 入手 困難 
な ペル ソナ や 、「 異 聞録 」 の 雪 の 女王 
訪 衣 ] の エク スト ラダ ンジ ョ ン が それ 
@ あ る 。 中 に は さしたる 苦労 も な く 発 
上 史 ! で し まっ た 人 も いる か も し れ な い 
尿 攻 略 本 ヤ イ ンタ ーネット な ど で 初 め 
記 知 っ た と いう 人 が ほとん どの は ず 
夫 そこ で 、 以下 に いく つか の 隠し 要 
素 を 紹介 し て みた 。 これ ら す べ て の 要 
素 を すでに 知っ て いて 、 な お か つ プ レ 
た こと が ある の な ら 、 か な り デ ィ ー 
罰 な ペル ソナ ファ ン だ と いえ る 。 


「 異 聞録 」 の 場合 


| 限 間 録 ]」 で も っ と も 重要 な 隠し 要素 と いえ ば 、| 
此 ほ り セ ペク 篇 に 対抗 する も う ひ と つの シナ リ | 
オ 、 財 の 女王 篇 だ ろう 。 ま た 、 雪 の 女王 篇 で 封 | 
| 絢 内 と 交換 で きる アン ブロ シア も 、 攻 略 内 容 (3| 
の 夷 を 攻略 する 順序 ) に よっ て 入手 で きる 数 | 
上 雄作 する と いっ た シス テム に な っ て いた 。 | 


! 罪 | の 場合 


に テー ーー 
0 で は 伝説 の 武器 が 隠し 要素 と し て 登場 。 入 | 


国 に は 天 に あく の 還 し 要素 用意 され て いる 。| 
計上 案 の 両 ル ー ト の クリ ア が 条件 と な る | 
| スト ラダ ンジ ョ ン を は じ め 、 周 防 辰 之 進 な | 
3 るい ル ソナ 、 介 末 探偵 事 務 所 の 隊 屋 ネコ 
290 た 、 8 周 目 以降 で し か 入手 で き な い 特殊 


ツナ も 存在 し 、 d 
Esocus6 1 度 で は 遊び きれ な い 内 容 | 


【 か け お ち 】 


きれ な い 恋 人 同士 
が 、 連 れ 立 っ て 逃 
ば げ る こと 。「 異 開 録 」 
で は 御影 町 で 異 界 
化 事件 が 発生 する 
数 ヶ月 前 に 、 聖 エ 
ルミ ン 学 園 の 内 藤 
陽介 と 香西 千里 が 
行方 不明 に な っ て 
いる 。 周囲 で は な 
ん ら か の 事情 で 駆 
け 落 ち を し た と い 
う 噂 が 流れ て いた 
が 、 交際 を 反対 さ 
れ て いた と いう よう 
な 事実 は 一 切な か 


っ た 。 


F] 


恋人 同士 だ っ た た め 
駆け 落ち し た の で は 
な いか と 噂 され て い 
た ぶた り 。 実際 は 、 
ひと 足早 く 異 界 化し | 
| た 御影 町 に 飛ば され 
| て いた だ け で ある 。 | 


【 か げに ん げん 】 


生き て いく た め に 必要 な イデ アル エ 
ナジ ー を 、 水晶 信 骸 に よっ て 吸い 取ら 
れ て し まっ た 人 間 の こと 。 影 人 間 と な 
っ た 者 は すべ て に 対し て 無気力 ・ 無 感 
情 で 、 外見 さえ うっ すら と 影 が 差し た 
よう に 黒ずん で し まう 。 周囲 の 人 間 か 
ら も 、 な ん と な く 存 在 は 感じ る も ゃ の の 
気 に も 止め られ な いま ま 忘 れ 去 られ 、 
や が て 症状 が 進行 する と 本 物 の 影 と 
な り 、 痢 に 奉 ま れ て し まう の で ある 。 
「 罪 」 で は 栄吉 の 子 分 だ っ た ケン や 、 
MUSES の あさ っ ち 、 み ー ぼ な どの ほ 
か 、JOKER に 関わ っ た 多く の 人 た ち 
が 影 人 間 に さ れ て し まっ て いる 。 


無気力 で 動く こと さえ で き な く な り 、 た だ じ っ 
| と その 場 に た た ずみ 続け る 影 人 間 た ち 。 全 身 が 
影 に 包ま れ て いる の で すぐ に わか る 。 


介 の 恋人 。 マキ の 親友 で も ある が 、 心 
の 底 で は 彼女 の 絵 の 才 能 を うら や み 、 
雄 始 し て いた 。 そ の た め 、 ア キ の 企み 
で ハー レム クィ ー ン に させ られ る と 、 既 
始 心 か ら 主人 公 た ちの 前 に 立ち ふき 
が る こと と な る 。 


」 き れい な 肌 が 自慢 だ っ た 千里 。 会 う ご と に 顔 の 
ホク ロ が 増え て いく 姿 は 印象 的 で あっ た 。 


Ei 


七 姉 妹 学園 の 世界 史 教 師 。 黒須 純 
子 の 夫 で 、 党 の 父親 で も ある 。「 罪 』 の 
世界 で は 、 10 年 前 に 「 イ ン ラ ケチ 』 を 執 
筆 す る が 、 その 直後 に 
時 計 塔 の 歯車 に 挟 
まれ で 死 点 し た 
一 方 「 前 』 の 
世界 で は 、 事故 
死 を 免れ て お 
り 、 少し 風 変 わ 
り で は ある が 優 
し い 先 生 と し て 慕 
われ て いる よう で 
ある 。 と 


杜 原 明成 ( 偽 


淳 の 父親 の 姿 を 装っ た 、 ニャ ル ラ ト 
ホテ プ の 化身 の ひと つ 。 仮面 党 の 真 
の ボス に し て 、 すべ て の 事件 を 影 で 操 
る 黒幕 で も ある 。 交 の 、 実父 に 対す る 
不満 か ら 出 た 虚言 と 、 達哉 た ちの 噂 
か ら 誕 生 し た 。 表 向き は 冷 藤 沈着 で 
常に 柔らか な 笑み を 絶やさ ず よ き 父親 
像 を 演じ し て いる が 、 そ れ ら は すべ て 偽 
り で ある 。 本 性 は ニャ ル ラ ト ホ テ プ が 
持つ 喘 笑 と 皮肉 、 邪悪 、 策略 と で 満た 
され で お り 、 人 々 だ イデ アリ アン に 導き 、 
地上 に 取り 残さ れ た 世界 を 減 ぼ すこ 
と を 目的 と し て いた 。 そ その 央 は 、 現実 
の 多 親 に 対す る 淳 の 失 塵 か ら 形成 き 
れ た も の だ が 、 それ で も 彼 が 実父 の 名 
を 名 乗る の は 、 淳 が 父 を 今 で も 愛し て 
いる こと の あら われ で も ある 。 


春 目 山高 校 に 通う 3 年 の 男子 生徒 。 
七 姉妹 学園 の 教師 で ある 横 原 明成 と 、 
女優 の 黒須 純子 と の あい だ に 生ま れ 
た 。 花 を 愛し 、 気に入っ た 花 は 制服 
の 胸 ポ ケッ ト に 挿し て 持ち 歩い てい 
る 。 また 花 言 葉 に 精通 Pc お 花 
を 見 れ ば - は 
て る こと が で きる らし い 。「 俳 」 で は 両 
親 が 離婚 し た た め 黒 須 姓 だ っ た が 、 
「 浪 」 で は 両親 の 仲 も 良好 で 、 淳 も 要 
原 姓 の まま で ある 。 


淳 の 母親 で 、 、 旧姓 は 黒須 

学園 在籍 時 代 、 教師 の 橿原 明成 と 結 
婚 し て 構 原 純子 と いう 名 前 に な っ た 。 
「 罪 』」 で は 、 夫 の 死後 に 旧姓 に 戻し た 
が 、「 削 』 で は 離婚 する こと も な か っ た 
た め 名 前 も 変わ っ て いな い 。 彼女 が 
「 削 」 で 黒須 純子 と いう 名 前 を 使用 す 
る の は 、 女優 と し て マス コミ に 登場 す 
る と きのみ で ある 。 


ド 吉 が ボー カル を 務め る バン ド 。 4 
まれ つい て の 天才 ア ー テ ィ ス ト と 自負 す 
る 栄 き が 子 分 ら を 引き つれ て 結成 し 

*、 楽器 を 演奏 で き な い 彼ら に 
無茶 な 要求 ば か りす る た め 、 メン バー 
内 で の イザ コザ は 絶え ず 、 いつ まで た 
っ て も 正式 な メン バー は 栄吉 だ 
っ た 状 問 で ある 。 ちな み に 栄 吉 
章 に 描か れ た ガス チェ ン バ ー の マー ク 
は 、 絵 の 得意 な 栄吉 が 自分 で デザ イン 
し た も の だ 。 


平 坂 区 に ある 男 務 商 
良 や 成績 に 問題 が ある 
や 学校 と し て 、 ちまた で の 


如 。 その た め 、 通称 カス 高 敵 
て いる 。 隣 の 区 に ある 世 姉 尋 
は こと ある ご と に 比較 され 大 
ス 校 生徒 は 彼ら を 目の敵 何 還 人 語 


| 人 差 信 が 低く 、 運 動 部 員 も や る 気 ゼ 

と 、 校 則 
た く 厳 し く な いよ う で ある 。 生徒 だ な ち ほ 自 | 
の び のび と 学校 生活 を 語 歌 し で の る 


カス 生 マ ー ク Psi wm 


| ほほ し 字 型 を し た 4 階 理 て の 建物 で 昇降 前 に 
| ある 、 校 章 を あし ら っ た 大 き な マ ー ク が ガ 

| ぁ る 。 地下 に は 戦時 中 に 使わ れ で いた ROD 
| その まま の 状態 で 保存 され て いる が 、 二 全 義 
| な た め 、 現在 は 立ち 入り 禁止 と な っ で る 軒 


か つて は 不良 生徒 も 多く 在籍 し で お り 、 
| 他校 生 に 嫌がら せな ど し て いた が 、 大 
が 番長 に な っ て か ら は 、 いじ め や カツ 
ゲ が 徹底 的 に 排除 され 、 問題 児 た ち も 保 
吉 を 恐れ て お と な し く な っ た 。 また 、 
ー ム 中 に は オカ マ 風 の 生徒 も 登場 縛 間 
は り 男子 校 に は 付き 物 ら し い " 


"WP "SW" パ "PU"YP"" や "や PU 


詞 ル ソナ シリ ー ズ で 見 逃 せ な い 要 
譲 の ひと つと な っ て いる の が 、 キ ャ ラ 
2ー た ちの 恋愛 模様 で ある 。 相 手 を 
議 谷 に 思う その けなげ な 姿 に 、 心 を 
肥 だ われ た プレ イヤ ー も 多い は ず 。 特に 

: し た 主人 公 を 巡る 恋愛 
* も その 片鱗 を 隔 
より いっ そう の 盛り あ 


が り を 見 せ て いる 


ー * ri。 コ 
っ 

や 

Li 
まで に 
の 記 

片思い の 詩 ヤ ラク ター た ち 
天麻 | 「 異 開 録 」 主 人 公 | 
相島 英理 子 | 「 異 間 録 | 主人 公 | 
相 男 | 陣 科 打順 。 | 
5 シル ー ャ ン 国 | 直義 | 
| ym | 生 W | 

| 周子 | 天 生 舞 耶 
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きた り 以上 の キャ ラク ター が 同時 に 
農法 を 使い 、 通 党 より 強力 な 成 力 を 
主旨 する 攻 台 の こと 。 合体 魔法 の 組 
共生 わせ は 設 行 鑑 誤 し て 見 つけ 出す 
か 側 然 出 て くろ の を る つ し か な い が 、 
間 才 本 させ た 全体 魔 
間 ス ト に 記 s 
譜 2 り スト を て 
語 5 な み に 合体 
2 は 、[ 俳 」 諸 


し る の で 、 次 か ら は 
み 合わ せれ ば よ 


箕 法 は 、 各国 の 神話 や 四 
て 作ら れ た も の が 多 
* の 組み 合わ せ か ら 、 
^、 想定 し て みる の も 


「 浪 』 で は 山 の 反 対 側 に 森本 病院 が あ 
る 。 精神 病 患 者 が 多く 入院 し て お り 、 
不気味 な 印象 を 与え る た め 、 近 づく 
も の は まれ で ある 。 


珠 聞 瑠 市 の 北 に 位置 する 緑 豊か な 

山 。 「 罪 ] で は ケー ブル カー が 通っ て お 
り 、 山腹 に ある 傑 寺 へ の 参拝 や ビ 
クニ ッ ク に 訪れ る 人 も 多かっ た 。 一 方 、 


憧れ て 入学 し た 、 七 姉妹 学園 の 2 年 生 
当然 、 杏奈 の あと を 追っ て 陸上 部 に 
入部 する が 、 肝心 の 査 奈 は 事故 で 走 
れ な く な っ て 退 部 し て し まう 。 常に ジ 
ャ ー ジ 姿 で 校舎 内 を うろ つき 、 介 奈 の 
あと を 追い か け て いる 。「 六 』 の 世界 
で は 、 人 樹 奈 の 事故 を 引き 起こ し た 加 
害 者 や 、 ハ ン ニ ャ 校長 に ジョ ー カ ー 呪 
い を か け 、 自 ら ジ ョ ー カ ー 化 し て し ま 


つた 。 


式 神 召 喚 
中 国 神話 に 伝わる 4 聖 獣 に 、 陰 陽 師 の アベ ノ セ イ | 
メイ が 加わ っ て 発動 され る 合体 魔法 。 味 方 の 麻 
法 防御 力 を 上 げ な が ら 、 敵 全体 に 相性 の 変わ る | 
| 攻撃 を 行う 。 | 


ノル ン の 明 き 
に に ーーー 
ギリ シア 神話 に 全 場 する スク ルド 、 ヴ ェ ル ザン | 
ディ 、 ウ ルズ の 3 姉妹 が 揃っ た と き 発 動 さ れる 合 | 
| 体 魔法 。 敵 味方 を 全員 混乱 し た り 、 敵 の 攻撃 を 
し ば らく 止め る な どの 効果 が ある 。 | [|」 


ー 


ワン ダー スト ー リ ー 


| トラ フー リ と 時 訂 法 を 持つ ベル ソナ を 合わ せ て を 戦闘 か ら 離 脱 さ せる こと が で きる 。 逃 げた 瑞 が 
発動 させ る 合体 魔法 。 通常 の トラ フー リ が 味方 を 。 お 金 を 落と し て いく の で 、 自 分 が 逃げ る より ちょ 
っ と お 得 。 


| 戦闘 か ら 逃 走 さ せる の に 対し 、 こ の 魔法 は 敵 全 員 


三 科 寛 吉 が 経営 する 寿司 屋 。 雑誌 
な ど で も た び た び 紹介 きれ る ほど の 隠 
れ た 名 店 で 、 新鮮 で 上 質 の ネタ を 、 ど 
こよ り も 安く 提供 する こと に 情熱 を 傾 
け て いる 。 ショ ー ケ ー ス に 並ぶ ネタ は 
どれ も 、 そ の 日 の 朝 に 店 主 が 自ら 築地 
市 場 で 仕入れ て きた も の 。 また 、 水 槽 
に いる 魚 も 、 頼め ば 目 の 前 で き ば いて 
出し て くれ る 。 


ーーーーーーー パ 
| や や 頑固 な 面 も ある が 、 江 \ 議 


将来 は 息子 と 並ん で 才 局 人 


地下 に 眠る 龍 た ちの 封印 を 保 

る 石 。 世界 各地 に 12 の 要 石 が 存在 し 、 
すべ て の 要 石 の 封印 を 解く こと に よっ 
て 龍 が 放 た れ 、 天変 地異 を 巻き 起こ 
す 。 新 世 事 は この 石 の 封印 を 解き 、 龍 
を 復活 させ て 世界 に 破滅 を も た ら そ 
うと し て いた 。 な お 、 12 の 要 石 の うち 
の ひと つ は 、 珠 開 瑠 湾 沖 の 海底 遺跡 
に 存在 する 。 


人 間 、 ある い は 他 の 生物 の 顔 を 模 し 
て 作ら れ た も の 。 音 か ら 宗 教 的 な 儀式 
や 舞踏 な ど で 広く 使用 きれ て きた 。 ま 
た 、 正 体 を 隠し た り 、 姿 を 偽る 目的 で 
も 使用 きれ る 。 その た め 、 本 心 を 隠し 
で 世間 体 を ど ま か すこ と や 、 あ るい は 
本 心 の 見 えな い 人 の こと を “仮面 の よ 


う " と 言い あら わす こと も ある 。 “ペル ソ 
ナ ”" と いう 言葉 自体 が (他人 に 見 せる た 
め の ) “も う ひ と り の 自分 = 仮面 "と いう 
意味 を 持つ こと か ら も 、 仮面 は ベル ソ 
ナシ リー ズ の 重要 な キー ワー ド と な っ で 
いる こと が わか る だ ろう 。 下 に それ ぞ れ 
の 作品 に よる 位置 づけ を 挙げ て みた 。 


ザイ ン や 世界 観 『 
アト ラス の アー トディ レク タコ 請 痕 
生 シ リー ズ の 生み の 親 で も あ 語 
絵師 の 異名 を 持つ 。 

悪魔 を 描か せ た ら 右 に 出張 
いな いと も いわ れ 、 ゲー ム 一 
の デザ イン を 志す 若者 に 多 刀 導 
を 与え て いる 。「 罪 ]「 前 』 で は 史 回 
を 描く 悪魔 絵師 と し て 登場 語 上 
ッ ト ル ー ム の 新た な 顔 と な っ が 記 


「 異 聞録 」 の 場合 


| スイ ス の 心理 学者 ユン グ は 、 人 は 誰 し も 社会 的 な 
| 仮面 を 身 に つけ て いる と 語っ て いる 。 「 異 聞録 」 で 
| いう 仮面 と は 、 こ の よう に 精神 的 な 意味 で の 仮面 | 
に ほか な ら ず 、 自分 が こう 見 られ た いと 思っ て い | 
| る 次 、 ある い は 実際 に 周り か ら 思わ れ て いる 姿 の | 
| こと で ある 。 | 


ゲー ム 内 で の 位置 づけ 


「 罪 」 の 場合 


「 罰 」 の 場合 


| 主人 公 た ち が 幼 い 頃 に か ぶっ て いた 戦隊 モノ の 仮 | 

面 や 、 仮面 党 の メン バー に 与え られ た 仮面 な ど 、 
「 罪 」 に は 数 多く の 仮面 が 登場 する 。 また 、 配下 の | 
| 仮 党 員 は 、 全員 が 同じ 仮面 を か ぶる こと で 、 個 
| 性 の な い 集団 と し て の 了 威 を 泉 徴 し て いた と 考え | 
| られ る 。 | 
四 


実際 の 仮面 で も 、 自 ら が 作り 出し た 仮面 で も 格 
まっ た く 違 っ た 仮面 が 「 加 に は 登場 し て いる = 診 還 
れ は 人 々 の 心 に 巣食う 間 そ の も の で あ 誠 愉 
JOKER に 取り こま れ た 者 が 否応 無し に が 右 
| れ た “の っ べら ぼう " の 仮面 で ある 。 口 太 の BAi 
| な いこ の 仮面 に は 、 不 気味 な 雰囲気 が ある s + 


em や PU の TU WTrPUNUTPITWTUTP We NF 


【 か めん と う 』】 


時 須 聞 拓 する JOKER の も と 、 珠 開 
殖 市 で 性 し げ な 活動 を 行なう 集団 の 
と 。 JOKER の 下 に は キン グ ・ レ オ ら 
誰 の 幹部 が お り 、 さ ら に その 下 に 一 
蘭 の 仮面 党員 が 従う か た ちと な っ て い 
六 上 腕 員 は 色 人 違い の そろ い の マ ント と 
側 到 な 仮面 に 身 を 包み 、 珠 開 玖 市 を 
隊 障 し て まわ っ た 。 


【 か めん と うい ん 】 


候 面 党員 の ほとん ど は ]OKER に 願 
を か な えて も ら っ た 一 般 人 で 、 そ れ 
を 4 人 の 幹部 が 仕切 っ て いる 。 仮面 党 
由 と な っ た 人 々 は 意思 を 持た ず 、 命令 
に よっ て 動く 操り 人 形 と 化し て お り 、 最 
後 ま で ラス トバ タリ オン と 戦い 続け た 。 


戦闘 用 の 仮面 党員 た ち 。 緑 の 綱 | 
頭 家 に 身 を 包ん で いる の が 水 
カメ ー ン 、 青 が 注力 メー ン 、 黄 
色 が 牡 生 カメ ー ン 、 赤 が 獅子 カ | 
メー ン と 呼ば れ 、 それぞれ は 名 
前 に 冠 する 星座 の エレ メン ト に 
属し た 特徴 を 持つ 。 


党 内 の 
ヒエ ラル キー 


橿原 明成 
(ニヤ ゼル ラ ト ホ テ ブ ) 


JOKER (黒須 淳 ) 


4 人 の 幹部 
(キン グ ・ レ オ 、 クイ ー ン ・ ア クエ リア ス 、 
プリ ンス ・ ト ニラ ス 、 レ イィ ディ ・ ス コル ビオ ン ) 


表面 上 の トッ プ は JOKER だ が 、 実際 に すべ て を | 
| 支配 じ し 、 操 っ て いる の は 宜 原 明成 に 抱 し た ニャ ル 
| ラ ト ホ テ ブ で ある 。 | 


幼い 頃 、 達哉 た ち が 好 ん で 行なっ て 
いた 遊び 、 あるいは グル ー プ 名 その も 
の 。 当 時 は や っ て いた 「 不 死 鳥 戦隊 フ 
ェ ザ ー マ ン 』 の お 面 を か ぶっ て いた た 
め 、 こ の 名 前 が つけ られ た 。 グループ 
で 遊ぶ と き に は 必ず 仮面 を つけ る こと 
が 暗黙 の ルー ル と な っ て お り 、 その た 
め 、 ギ ンコ や 栄吉 は お 互い の 顔 を まっ 
た < く 知ら な いま ま 成 長 す る こと と な っ た 。 


< 


マヤ の 遺跡 、 チ チェ ン ・ イ ッ ツ ァ に 
ある 天文 台 。 内 部 に 螺旋 状 の 階段 が 
ある こと か ら 、" カ タツ ムリ "を 意味 す 
る カラ コル の 名 で 呼ば れ て いる 。 天 
体 観測 所 の 役目 を 成 し 、 マ ヤ 人 は こ 
こ か ら 月 や 太陽 、 星 の 運行 を 観測 し 
た と され る 。 


「 真 ・ 女 神 転生 中 …] に 登場 し た 高校 。 
軽 子 坂 高校 が ある の は 都内 だ が 、 御 
影 町 や 珠 開 瑠 市 と は 比較 的 近い せい 
も あっ て か 、 各 街 の あちこち で 軽 子 坂 
高校 の 制服 を 着 た 生徒 を 目撃 する こ 
と が で きる 。 


| 生徒 の 個性 を 重視 する 学校 で 、 服装 や 頭髪 な どの | 
規則 も ゆる く 、 自由 な 学校 と し て 知ら れ で いる 。 


生徒 た ち 


| 胡 る い 青 の ブレ ザー に 、 青 と 緑 の 横 錠 の ズポン 
| (スカ ー ト )、 組 の ネクタイ (女子 は リボ ン ) が 
| 制服 と な っ て いる 。 


| 
| 
| 
| 


BRIIANIC 


ンタ トー ンダ ン ニー ング 


「 異 賠 録 」 に お いて て 、 セ ベ ク 社 (Saeki 
Electronics & Biological & Energy 
Corporation) の 支社 長 と し て 登場 し た 
男性 。 病床 の マキ が 創り だ し た 世界 
に 、 次 元 移転 装置 「 デ ヴァ ・ シ ステ ム ]」 
を 使っ て 干渉 し 、 世界 の 破滅 を も くろ 
ん だ 。 最終 的 に は 主人 公 ら と の 戦い 
に 敗れ て 命 を 落と し た が 、 そ の 名 は 斉 
世界 で ひっ そり と 語り 継が れ て いた よ 
う で ある 。 この 事件 は 公式 に は 機械 
の 暴走 に よる 事故 と し て 処理 され 、 死 
体 が 発見 され な か っ た 神取 は 、 行 方 
不明 扱い と な っ て いる 。 そ の た め 一 部 
で は 、 ま だ 神取 が 生き て いる と いう 噂 
も ささ や か れ て いた よう だ 。 

本 来 な ら ば それ で すべ て 終わ る は 
ず で あっ た が 、 3 年 後 、 神取 は 彼 の ペ 
ル ソ ナ に 関す る 知識 や 技術 力 を 欲し 
た 新 世 事 に よっ て 復活 させ られ た 。 昧 
っ た 神取 は 神 条 久 鷹 と 名 乗り 、 須藤 
竜 蔵 の 個人 秘書 を 務め る こと と な る 。 
表向き は 新 世 事 に 皿 誠 を 誓い 、 協力 
的 な 上 度 を と っ て いる 神取 だ が 、 そ の 
真 の 目的 は 別 の と ころ に あっ た 。 彼 
自身 が ニャ ル ラ ト ホ テ プ に 魅入 られ た 
者 と 自覚 し た うえ で 、 ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ 
の 思惑 通り に 行動 する こと を 潔 し と し 
た 。 また 、 或いは か つて セ モバ ベク スキ ャ ン 
ダル で 刃 を 交え た よう な 、 運命 を 切り 拓 
く 人 間 へ の 興味 も あっ た の か も 知れ な 
い 。 こう し て 神取 は 、「 削 』 で 再び 主人 
公 ら の 前 に 立ち は だ か っ た の で ある 。 


| |[ 面 ] で の 神取 は 、 サン グラ ス で 半ば 顔 を 隠 || | 神取 は 目 を 失っ て いる 。 サン グラ ス を 取る 
し て いる 。 3 年 間 の 名 残 か 、 類 に は 交 々 し | | || と 、 そ こ に ある は ず の 目 は な く 、 うつ ろ な 
い 傷 が 刻ま れ て いる 。 眼 放 が 覗く だ け で ある 。 
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か ん > り た か ひき 


言 業 。 罪 ]」 の リサ は 、 カンフー 映画 好 
が 高じ て 広東 語 を 覚え た 。 さらに 
且 介 人 活 に お し て 対立 関係 に ある 父 へ 
間 の あ で ぐつ け と し て 、 頻 繁 に これ を 使 
請 じ で いる 。 ビデ オ を 教材 と し た 独学 
較 あ る た め 、 短 い セ ン テ ン ス の 言葉 し 
上 話せ な い が 、 怒り や 悲し み を 感じ た 
ーー 
きす が で ある 。 な お 、 ゲ ー ム 中 で は 
講座] な る も の も 


北 と 通話 (gy 
す が 、 そ れ 以 外 に も 
台湾 語 な ど が 存在 す 
ジネス の 場 で も 広く 使 
ある た め 、 最 近 で は 北 
東 語 を 教え る 外国 語 教 室 
も 増え て きた よう で ある 。 し か し 、 広 
東 語 は 9 つの 発音 パタ ー ン で 成り 立つ 言 

、 こ れ を 修得 する に は 相 
な る よう だ 。 


証 誠 に お ける リサ が よく 使用 する 


ID ん と ん ご 】 


キン コ の 友 求 欠 諸 産め 
佑 好 (し イィ ホウ) っ こん に ち は 
党 生 (ケッ へ ィ ) っ 腹 立 だ し い 

喝 可 以 (> ホー て ) っ ヤダ ! 
便 叶 9 (ハイ メ ) っ ホン ト に ? 
Sorry0 (ソー リー ア ) っ ゴメ ン 
情 人 (テン > ャ >) っ 恋人 


【 が ん ぼう 】 


実現 を 願い 、 望む こと 。「 異 開 録 ] で 
は 、 病 型 な た め 長 期 療 差 中 の 園 村 麻 
証 が 、 理 往 の 自分 と それ を 取り 巻く 理 
AE よっ て 創り だ し 
た 。 し か し 、 マ キ が 描い た 理想 の 世 
州 は 、 神取 の 手 に よっ て 彼女 の 心 を 離 
和 、 異 世界 と し て 独立 し て し まう こと 
と な る 。 


に 


エリ ー こ と 桐島 英理 子 は アメ リカ 育 
ちの 帰国 子女 で ある 。 国際線 の パイ 
ロッ ト を 務め る 父親 を 持ち 、 長年 アメ 
リカ で 生活 し て いた た め 、 流 輸 な 英語 
を 話す 。 現在 で も た び た び 英語 が 口 
を つい て 出る が 、 そ れ が 嫌味 に 感じ 
られ な い の は 、 エ レガ ント な 物 膝 の せ 
いな の だ ろう 。 


- き * かう 


葉 の 色 や 形 を 見 て 楽し むための 植 
物 で 、 一 般 的 に は 鉢植え な どの 小 目 
の 植物 を 指す 。 話 し か ける と よく 育つ 
と いわ れ 、 植物 の 種類 に よっ て は 、 信 
入り な 世話 が 必要 と きれ る 。「 異 財 録 
で は 、 保 健 室 に アガ ステ ィ ア の 小さ な 
鉢植 え が 置か れ て いた 。 


【 ぎ が . ま っ ちょ 】 


市 夢 崎 区 に 軒 を 構え る 、3 階 
建て の 大 規模 な CD ショ ッ プ 。 国内 
外 の きま ざま な CD や LD、 レ コー ド 
な ど を 取り 扱っ て いる 。 ま た 、 ほ か 
で は 決し て 手 に 入ら な い レ ア な 隠し 
CD が こっ そり 販売 され て いる と い 
う 瞳 も ある 。 

最上 階 に は 、 ラ ジオ の 公開 番組 な 
ど に も 使用 きれ る スタ ジオ が 設置 さ 
れ 、 毎 週 何かしら の イベ ント が 催さ 
れる 人 気 の 店 で ある 。 


= 
せり 一 ぬ ・ 田 崎 
ギガ ・ マ ッ チ ョ の 名 物 店 員 。 妙 な 言葉 づか いと 
ユニ ー ク な 音楽 セン ス で 、 一 部 に 熱 手 的 な ファ ン 
を 作っ て いる 。 


還 


IKESrO O, NE 


| 
| 

珠 開 瑠 市 の 青葉 区 に 自社 ビル を 持 
つ 、 大 手 出 版 社 。 フ ァ ッ ショ ン や グル メ 
雑誌 な ど を 中 心 に 、 さ ま ざ ま な ジャ ン 
ル の 雑誌 や 書籍 を 扱っ て いる 。 

出版 物 の な か で も 、 人 気 の 高い 雑 
鞍 は 「 月 刊 ク ー レ スト 』。「 罪 」 と 
「 浪 」 に 登場 する 舞 耶 が 編集 に 携 わ 
っ て いる 雑誌 で ある 。 売れ 行き は か 
な り 好 調 で 、 現 在 は キス メッ ト 出 版 
の 大 黒 柱 的 な 存在 と な っ て いる 。 


キス メッ ト 出 版 の 主 な 雑誌 
「 月 刊 ク ー レ スト 」 
| 高校 生 を 中 心 に 、10 代 後半 0 代 前 半 の 若者 | 
を ター ゲッ ト に 作ら れ た 娯楽 情報 誌 。 街 に 広 ま 
る 噂 話 や ゴシップ を は じ め 、 フ ァ ッ ショ ン 、 シ 


ョ ッ プ 、 イ ベン ト な ど さ ま ざま な 情報 を 取り あ | 
| げ て いる 。 


[月 刊 クー レス ト 」 は 一 般 | 
の 若者 も 多く 登場 する 、| 
| 読者 参 加 型 の 雑誌 で ある 。| 


「 月 刊 グ ル メ 玉 ] 


東京 近 郊 の オス ス メ 飲 食 店 を 片っ端 か ら 紹介 し | 
| < いく クル メ 雑 計 。 ジャ ン ル や 予算 に こだわ ら 
| ず 、 毎回 違っ た テー マ で 食 を 追求 し て いる 。 


「 月 刊 メー」 


| 旧 本 や 海外 の 各地 で 起こ っ た 超常 現 旬 を 調査 報告 | 
| し で いる オカ ルト 雑誌 。 読者 数 は あま り 多く な い | 
が 、 一 部 の ファ ン に 絶大 な 支持 を 得 て いる 。 な お 、| 
七生 妹 学園 の 教師 で ある 宜 原 明成 も 、 この 雑誌 の | 
| 大 ファ ン だ と か 。 


| 


か つて 聖 エル ミン 学園 に 在籍 し て い 
た 男子 生徒 。 セ ベク スキ ャ ンダ ル を 引 
る し た てら 
ある 。 私 生 児 と し て この 世に 生 を 受 
た レイ ジ は 、 1 
神取 に 激しい 憎悪 を 抱き 、 い つの 日 か 
神取 一 族 の 根絶 を 目標 と する よう に な 
っ た 。 御影 町 へ の 転居 に より 神取 護 
久 と 出会っ た 彼 は 、 モ ベク スキ ャ ンダ ル 
を 解決 きせ よう と する クラ ス メ イ ト た ち 
と 行動 を と も に し 、 自 ら の 復讐 の た め 、 
母 の 尊厳 の た め 、 そ し て 御影 町 を 救 
お うと する 仲間 た ちの た め 、 異母 見 を 
抹殺 する 。 それ は 苦 々 し く 虚 し い 勝 利 
で あっ た が 、 レ イジ は その 結末 を 経た 
か ら こ そ 新た な 自分 を 獲得 する こと が 
で きた 。 そ し て 現在 、 彼 は 珠 開 瑠 市 で 
セー ルス マン の 職 に 就き 、 自 身 の 家 庭 


を 守る た め 日 夜 働き 続け て いる 。 


に 


| | | 無口 で 表情 を 変え る こと の 少な い 
| 括 の 作 は 、 幼 い 順 父 舟 に ゴル フク ラジ g 
| 5 れ て で きた も の で ある 。 


| IDS A 版 の レイ ジ は 中 の 色 か 変わり 
| や 色白 に な っ た も の 、 chu2ii 
上 は 見 られ な い 。 


セー ルス マン と な っ た 現在 も 、 相 変 わ ら 基 | 


の 仏 頂 面 。 営業 スマ イル と は 程 財 い 表 
仕事 の 画 で は 若 労 し て いる よう で 人 


この 星座 は ギリ シア 神話 に 登場 する 大 | 


痴 子 に 由来 する 。 大 獅子 と は 、 大 神 ゼ ウ 

eZ ス の 神殿 の 森 に 住ん る で いた 不死 身 の 閣 子 で 、 
家畜 や 人 間 を 襲う 恐ろし い 怪 物 で あっ た 。 英雄 | 
ヘラ クレ ス の 12 の 戦い の 第 1 回 目 の 相手 で も あ | 
| り 、 また ヘラ クレ ス が 身 に まとっ て いる 毛皮 の 本 
| 体 で も ある 。 ヘ ラク レス に よっ て 倒さ れ た 大 獅 
子 は 、 彼 の 功績 を 称え る ゼウス に よっ て 星座 に | 
され た と いわ れ て いる 。 | 


8 月 に 生ま れ た レイ ジ は 、 雄々 し くも 
気 高 い 獅 子宮 (獅子 座 ) の 影響 下 に あ 
る 。 獅子 宮 は 黄道 12 宮 中 、 も っ と も 生 
命 力 に あふ れ た 宮 で 、 こ の 星座 に 生 
まれ た 人 は 目的 を 遂行 きせ る た め の 
無限 の 努力 、 い か な る 困難 も 打破 で 
きる 絹 な 意志 を 持っ て いる と いわ れ 
て いる 。 加 えて 8 月 12 日 一 8 月 18 日 生ま 
れ の 狗 子 座 は 、 戦い を 象徴 する 火星 
の 影響 も る 強く 受け る た め 、 衝動 的 で 争 
い (つま り ケ ンカ ) を 好む 傾向 に ある 。 
まさ に レイ ジ の 気性 その も の と いっ た 
星座 だ 。 高校 時 代 の 彼 は 獅子 宮 の 性 
質 が 遺 憶 な く 発揮 され て いた が 、 企業 
の 歯車 と し て 働く 現在 は 、 ど う や ら そ 
れ が 仙 と な っ て いる よう で ある 。 

ちな み に ペ ベル ソナ シリ ー ズ で は 、 
「 罪 』 と 「 削 」 に 登場 する 周防 達哉 が レ 
イジ と 同じ 獅子 宮 の 生 まれ と な っ て い 
る 。 獅子 宮 の 観点 か ら 両者 の 性 格 や 
生き 方 な ど を 見 比べ て みる の も 面白 
い だ ろ う 。 


タロ ッ ト ・DEVIL (悪魔 ) と の 相性 


DEVIL は 、 レ イジ が 初め て 発 
動 し た ペル ソナ ・ プ レス の アル カ 
ナ で あり 、 彼 と も っ と も 相性 が よ 
い カ ー ド で ある 。 また 、 彼 は 

DEATH( 死 ) や TOWER ( 塔 ) 

の ペル ソナ を 使い こなす こと 

が で き 、 DEVIL 同 様 ベ スト 相 
性 の 関係 に ある 。 つま り 彼 は 、 
3 つの アル カナ の 特性 

を 内 に 秘め て いる 
こと に な る が 、 こ 

ヨコ れ は 彼 が 置か れ 

て いる 複雑 な 家 

庭 環境 に 起因 す 

る も の だ ろう 。 


レイ ジ 

182cm ([「 異 聞録 」 登場 時 ) 
75kg (「 異 聞録 登場 時 ) 
B 型 

8 月 18 日 

痴 子 座 

20 歳 (「 異 聞録 」 登 場 時 は 高 
校 ら 年 生 ) 


DEVIL は 加 魔 が 持つ 諸々 の 誘惑 を 、 
DEATH は 人 生 に お ける 究極 の 試練 
を 、 TOWER は それ が 崩壊 する こと に 
よっ て 起こ る 衰 失 と 不安 定 さ を あら わ 
す 。 いずれ も 人 負 の 意味 を 持つ カー ド で 
は ある が 、 こ れ ら は その 状況 を 打破 し 、 
そこ か ら 新 た な 希望 を 見 出す こと も 指 
し 示 め し て いる 。 高校 時 代 の 彼 は 、 己 
の 内 に ひそ も む 彰 を 打ち 払い 、 再生 す 
る こと に 成功 し た 。 今後 も 幾度 と な く 
これ ら の カー ド が 彼 に 暗い 影 を 落す こ 
と が ある だ ろう が 、 獅子 宮 の 強 さ を 持 
つ レ イジ の こと 、 そ の 強 朝 な 意志 に よ 
っ て 新た な る 道 を 切り 開い て いく に 佑 
いな い 。 
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この アル カナ に は 、 ル シフ ァ ー、 ベ ル ゼ ブ ブ 、 
スル ト な ど 神 話 上 で 魔王 と 語ら れる ベル ソナ が 
属し て いる 。 ま た 、DEATH、TOWER に も 死神 
や 邪神 と いっ た 褐 褐 し い 悪魔 た ち が そ の 名 を 連 
1 いずれ も 強大 な 力 を 持っ た ベル ソナ 
と な っ て いた 。 


れ た 8 つの 門 を 正しい 順番 で くぐる こ 
と で 打ち 破れ る 幻術 で 、 ゲ ー ム 中 で 
は オカ ルト を こよ な く 愛 する エリ ー が 促 
間 に 入 っ て いた た め 、 すぐ に この 仕組 
み を 解く こと が で きた 。 


も と も と は 諸葛 孔明 が 大 成 し た と され 
る 、 兵法 に 用 いら れ た 占 術 。 孔 明 は 奇 
問 適 甲 を 駆使 し 、 数 々 の 戦 に 連戦 連勝 
し た と 伝え られ て いる 。 封建 時 代 ま で 
国 を 脅かす 学問 と し て 恐れ られ 、 一般人 
が 学ぶ こと は 固く 禁じ られ て い 
し か し 現在 で は 、 特 定 の 時 間 に 特 定 
の 方 角 へ 移動 する こと に よっ て 人 の 運 
命 を 改善 する 占 術 と され 、 開 運 の 術 と 石神 千鶴 が 用 いた 遂 四 | 


N に は 、 正 し い 順 番 を 示す 
1 の SMMG0023 | 人 時 文字 が 記さ れ て いる 。| 


に 5 [ 異 開 録 」 の も う ひ と っ の 計 

月 れ る と い い \ の 根元 で あっ た よう だ 。 の 女王 篇 の ネメシス の 震 で ほ 議 
人 こ 水 資 め な ら ぬ 牛 乳 資 め に あう 
プレ ム は 呪 わ れ て い これ は ひたすら 大 量 の 生理 
る 」 と いう 噂 が 現実 人 人 け な け れ ば な ら な いと いう 9 の 
乳 嫌 い の ト ロ な ら で は の 拓 問 湖 事 

る だ ろう 。 聞 いた だ け で は き 骨 
し い 玩 問 方 法 と も 思え な い が 誠 

ぎ て 内 臓 が 破裂 する か 、 途 申 因 
死す る まで 続け られ る た め 、 が 夫 

普 痛 を 伴う と 思わ れる 。 


諸 . 


な 
みる みる うち に 顔 が 崩れ | 
て いっ て し ま | 


容 ル ソ 大 シリー ズ に は 3 つの 学校 
傘 場 する 。 校舎 の 外観 こそ 信 え ど 、 
と た び 中 に 入っ て し まえ ば それ ほ 

請 具 き な 差 は 見 られ な い 。 教室 で は 

緒 た ちか ら 話 を 閉 けた り 、 イ ベン 

恋 計 生 する こと も ある 。 


吾 王 ルル ミン 学 園 


4 列 、 縦 5 列 で 配置 され て お り 、 ひ と クラ ス は 
大 体 30 人 前 後 の 子供 た ち で 構成 され て いる よ | 
うだ 。 各 机 は 、 丸 バイ プ の 4 本 脚 の も の が 使用 
され て お り 、 イ ス も 同様 の 作り と な っ て いる 。 
また 、 教室 前 方 の 窓 


あり 、 各種 授業 で 用 いら れ て いる と 思わ れる 。 


は 簡易 式 の スク リー ン が | 


| 罪 ) と 「 加 ] の 七 姉 妹 学 園 の 教室 。 床 に は 木 


所 の 素材 が 使用 され て お り 、 壁 や 天井 は 白 を 基 | 同 則 


方 に ある 黒板 の 上 に は 、 七 姉妹 学園 の エン ブレ 
ム を か た どっ た 時 計 が 設置 され て お り 、 授 業 時 

間 四 の カウ ント ダウ ン を する 生徒 た ちの あい だ で 
設 っ て いる よう だ 


肢 じ く 「 罪 ] と 「 証 | に 登場 する 春日 山高 校 の | 


才 宮 。 聖 エル ミン 学園 同様 、 グ レー を 基調 と し 


た 作り と な っ て いる が 、 生 徒 た ち が 積 極 的 に 清 W 


行なわ な いた めか 室内 全体 が くす ん で いる 
| まう に も 見 える 。 生徒 た ちの 机 に どっ し り と 重 
月 バ イブ 本 向 の も の が 使用 され て いる の は 、 
人 &5 の あり あま る バ ワ ー を 配慮 し て の こと だ ろ | 
方 は 旧式 の ヒー ター が 置か | 
記 また 名 教室 の 外 に は 、 小 型 で は ある が 生徒 
に 5 の ロッ カー が 人 数 分 設置 され て いる 。 


間 し ソナ 使い 同上 が 近づく と 、 お 互 
記 り ルン ナ が 共 介 を 起こ すこ と が あ 
府 これ は 未知 の ペル ソナ 使い に 出 
ー 凌 散 対 し て いる 場合 な ど に 頻 
本 し 長い あい だ 行動 を と も に 
請 に に 信 第 に 共鳴 も お さま り 、 
放 に な ら な く な る 。 また 、 副 練 次 第 で 
記 7 の 気配 を 麗 め る こと も 可能 
詳 ノ ナ 使 い 同 士 で も 、 一 見 し て 
に 見 破れ な いこ と も ある よう だ 。 


「 罪 に 登場 する マイ ヤ の 託 官 の 一 分 。 
また 、 仮面 党 の 一 員 と な っ た 艇 本 の 米 
配 で 、 ク ラブ プ ・ ゾ ディ アッ ク に お いて 催 
きれ た 集会 に も この 名 が つけ られ て い 
た 。 招待 客 に は あら か じ め 仮 面 が 配 
られ 、 仮面 パー ティ と いう 面目 で 開催 
きれ た が 、 真 の 目的 は 水晶 航 骸 に よる 
エナ ジー 回 収 で あっ た 。 会 場 入り 口 で 
は 入場 チェ ッ ク が 行なわ れ 、 仮面 が な 
いと 入る こと が で き な い 。 


宗教 の 創始 者 、 あ る い は 組織 の 絶 
対 的 な 権力 者 の こと 。 シバ ル バ ー 浮 上 
後 、 不 安 に 脅え る 市 民 た ち を ター ゲッ 
ト と し た 新興 宗教 が お こり 、 蓮華 台 区 
の 本 丸 公 園 に お いて 集会 が 開か れ 
た 。 組織 の 詳細 は 不明 だ が 、 教祖 や 
信仰 者 の 言動 か ら は 、 状況 を 前 向き 
に 提 え よう と する 姿勢 が うか が える 。 


七 姉妹 学園 の 時 計 台 に 出没 する 細 
霊 。 その 正体 は 、 10 年 前 に 時 計 台 で 
事故 死 し た 世界 史 教 諭 、 模 原 明成 で 
ある 。 そ の 事故 以来 、 時 計 台 へ の 立 
ち 入 り は 固く 禁じ られ 、 時 計 も 動か な 
いま ま と な っ て いる 。 


珠 間 玖 市 内 の 大 学 に 通い な が ら 、 
モデ ル の 仕事 を こなす 20 歳 の 女性 。 
高校 時 代 は 聖 エ ルミ ン 学 園 に 通学 し て 
いた 。 外国 で 暮らし て いた 経験 が あ 

る た め 、 と て も 流 輸 に 英語 
ノン <SN 操る 。 また 、 整 っ た 容 
トシ クツ 次 に あわ せ て 物腰 も 美 
/ NN か し 58 
注目 を 集め る 存在 で あ 
る 。『 異 開 録 」 で と も に 
行動 し た 主人 公 に 恋 
、 心 を 抱い て お り 、「 夢 
を つか ん だ と き に 、 
また 皆 で 会 お う 」 と 
2 付 、 言っ て 去っ て いっ 
た 主人 公 と の 約 
束 を 果たす た め 
に 、 日 々 努力 を 
重ね て いる 。 


すま し 顔 の エリ ー。 
| 感 情 が 読み 取り に く 
い 表 情 だ と も いえ る 。 


| | 驚き に 目 を みはる エエ | | | 


リー。 あ まり 見 られ 
な い 表 情 で も ある 。 


| | 鐘 い 視線 を 向け る | | 


リー。 美 し いな が ら | | 
も 迫力 が ある 。 | 


| を 抱い た と き な ど に 
| 見 せる 表情 


| 何 か に 対し て 麗 怖 必 


少し こわ ば っ た 感じ 
が 見 受け られ る エリ 
ー の 笑顔 だ 。 


過去 を 思い 返す と き 


の 表情 。 微笑 ん で い | 


髪 が 長かっ た 頃 の エリ ー。 現 在 より も 沙 
| | 活 そう な づ 顔 を し て いる 。USA 版 で は 金 可 


| る よう に も 見 える 。 


川 り 、 肌 も 白く 、 瞳 の 色 も 変わ っ て いる s 


会 も 増え る こと だ ろう 。 


に 


語 連 の 仲間 に 向け る 彼 笑 
|| ある: 親しく な る に つれ 、 そん な 和 を 史 る | 


げ で | | 委 圧 E い う よ り は 、 や 骨 の 笑 豆 に 


| 象 で ちる 。 エ リー ー が この よう な 笑顔 を 見 他人 
の は めずらし い 。 


りり "UP "WP "UNPe0"P'UPWPUPP UPP WPU"WPPPTU0 
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き り し まえ りこ 


ーー り し まえ りこ 


瓶 女 宮 か ら の 支配 


名 女 宮 は 、 名 の と お り 潔 閣 や 純潔 を 
鐘 する 。 この 星座 に 属す る 人 も 、 自 
が 清く ある こと を 好む と いわ れ 、 清 
基 な エリ ー の 性 格 は 処女 宮 の 影 響 も 
衣 る 4 と いえ よう 

また 、 と 女 座 は 他人 に 侵害 きれ な 
記 と を 望み 、 自 我 が 非情 に 強い 。 そ 
衣 な の 女 座 の 人 間 に と っ て 、 最も 影響 
を 及ぼ す の は 他人 と の 関わ り で ある 。 
多 界 と の 対面 は 、 自 我 の 崩壊 に 英 が 
2 が からだ 。 乙女 座 の 人 間 は 、 な ん と か 
MC 自我 を 守り ぬこ うと する 。 乙 女 座 
の 人 が 、 二 重 人 格 で あっ た り 、 陶 立 し 
いた りす る の は その せい な の で あ 
エリ ー も 、 一 重 人 格 と いう ほど で 
は ほな い が 、 表 の 姿 と 裏 の 姿 を 持っ て い 
た 博 表 で は 他人 の 望み 通り に 、 清 尊 
で お だ や か と いう 姿 を 保っ て きた が 、 
裏 で は 、 他人 の 目 な ど 気 に せ ず 自由 に 
目 き る と いう 自我 を 抱き つづ け て いた 
の で ある 。 そん な エリ ー に 変革 を も た 


ら P た の は 、 親友 た ちの 言葉 と 、 主人 
訟 に 対す る 恋心 だ っ た 。 乙 女 座 に 属 
交 2 人 が みな そう で ある よう に 、 い く 


58 の 経験 を 経て 、 成長 する こと に よ 
26 表 衣 は 一 体 と な り 、 か た く な な 人 
間 が ち 落 ち つき と 柔軟 性 を も つ 人 間 に 
変わ っ て いっ た の で ある 。 


ュ ク 
トー 


いる た め 、 世界 は 冬 と 上 
れる に 拉 は と な っ て 作物 の 実り に 


エリ ー の 本 質 を 探る 


タロ ッ ト ・JUDGEMENT (審判) の も た ら す 意味 


エリ ー と 最も 相性 が よい ベル ソナ JUDGEMENT の アル カナ に 名 を 


連ね て いる ベル ソナ は 、 ミカ エ | 
の アル カナ は 、JUDGEMENT。 ル や アズ ラ エ ル な ど 、 ィ 2 


JUDGEMENT の カー ド に は 、 最 人 

後 の 審 判 を も た ら す 天使 が ラッ パ JUGDEMENT に 属す る の は | 

を 吹き 鳴ら し て いる 姿 が 描か れ て 天使 も し く は 陣 天 使 と 設定 さ 
まい / れ て いる の で ある 。 

いる 。 ラッパ の 音 は 神 の 召 JUDGEMENT の ベル ソナ が 所 持 し 


喚 へ つなが り 、 苦難 に 満ち て いた 
探求 が まもなく 終わ り を 告げ ば る こと を 
象徴 し て いる の で ある 。 この カー 
ド は 、 常 に 精神 的 な 東 縛 に 悩ん 
で いた エリ ー に 、 解放 の と き が 訪れ 
る こと を あら わし て いる と いえ る 。 箇 
他人 に 向け て 作り 上 げた 自分 の 
次 と 、 素 の まま の 内 面 の 姿 が 融合 
する と き が き て いる 印 な の で ある 。 
JUDGEMENT は 、 よい 方 向 と 悪 
い 方 向 の どちら へ も 進む 可能 性 
が ある カー ド で ある が 、 エ リー 』 
の 場合 は カー ド が 導く 審判 に 財 
勝利 し 、 新 し い 自分 へ と 生 』 
まれ 変わ る こと に 成功 し た 4 
よう だ 6 


て いる の は 、 当然 回 復 魔法 や 、 神聖 
魔法 な ど が 多い 。 


164cm(「 穫 聞録 | 登場 時 ) 
不明 


0 型 
9 月 21 日 

乙女 座 

ら 0 歳 (「 異 聞録 」 登場 時 は 高 
校 2 年生) 


美しく 光り 輝く 黄金 の 羽根 を 持つ 、 
神出鬼没 の 旧 。 各 所 に 現れ 、 人 々 を 
導く 手助け を する 。 意識 と 無意識 の 狭 
間 で し か 人 間 の 姿 を と る こと が で き な 
い フ ィ レ モン が 、 現実 世 界 に 現れ る と 
き に と る 仮 の 次 で ある 。 

醸 い 幼 是 の 姿 か ら 一 転 し て 美しい 
成虫 に な る 上 蝶 は 、 し ば し ば “変身 "の 
象徴 と 考え られ て きた 。 フ ィ レ モン が 
上 蝶 の 姿 を と る の は 、 彼 が 認め た 者 が ペ 
ル ソ ナ と いう 力 を 与え られ た こと に 
よっ て 、 サ ナギ が 美しい 上 映 に な る が 
ご と く 人 間 と し て 大 きく 成長 する 、 
ある い は し て ほし いと いう 意味 が 込 
め ら れ て いる の だ ろう 。 


一 見 する と 普通 の 蝶 の よう に も 見 える が 、 暗 い | 


葛葉 探偵 事務 所 


償 所 長 の も と 、 自 称 ハ ー ド ボイル ド 
の た だ し くん と アル バイ ト の た まき ちゃ 
ん が 3 人 だ け で 運営 し て いる 
小さ な 探偵 事務 所 。 も と は 所 
えな い 事 務 所 だ っ た が 、 数 納 記 


得 て いる 。「 罪 』 で は 平 坂 区 

に 軒 を 構え て いた が 、「 前 」 

で は 青葉 区 に 移転 し 、 内 装 も 
衰 華 に な っ て いる 。 


「 真 ・ 女 神 転生 デビ ル サ マ ナ 

場 し た キャ ラク ター。 葛葉 キョ ウジ は 、 か 
つて 平 崎 市 で 有 能 な 悪魔 召喚 師 ( デ ビル 
サマ ナー) と し て 活躍 し て いた 。 し か し 、 キ 
ョ ウジ は 彼 の 命 を 狙う も の に よっ て 殺さ れ 
て し まい 、 魂 が 彼 の 体 を 離れ て し まう 。 キ 
ョ ウジ の 魂 は 、 な ん と か し て 自分 の 身体 に 
戻 ろ うう と し た が 、 その 身体 に は いつ の ま に 
か 違う 男 の 魂 が 宿っ て し まっ て いた 。 そ の 
後 、 肉 体 を た 失っ た キョ ウジ の 魂 は 、 死亡 し 


| 所 長 買 大 且 


見 た 目 は 普通 の お 器 

じ さ ん だ が 、 実は 

彼 の 肉体 に は デビ 

ル サ マ ナー で ある 
宮 葉 キョ ウジ の 殊 が 
| 乗 り 移っ て いる 。 


明 美 キョ ウ : 
た ば か り の 人 間 の 身体 を 見 つけ りほ 
に 宿る と いう 生活 を 不 本 意 な が 5 
て いる の で ある 。「 デ ビル サ 層 計 還 
タカ シ と いう ちん ぴら に 、「 ソ ウル ZN 証 
ズ 」 で は 、 歌舞 伝 風 の 化粧 を した Z 類 国 
と いう 男 に 、 そし て 「 罪 」 と 「 罰 の 虹 
は 、 葛葉 探偵 事務 所 の 所 長 で ある 
体 を 利用 し て いた と いう わけ な の 1 
ウジ の 名 字 と 事務 所 の 名 が 同人 な の 還 
この 事実 に 由来 し し いる の だ の 2 証 症 


グラ フ テ ィ アー ト 


効い 頃 か ら 絵 を 描く の が 好き で 、 チ 
ー ム の 皆 を 引き 連れ て は あちこち の 壁 
に 落書 き を し て 回 っ て いた マー ク 。 そ 
ん な 彼 の 夢 は アー ティ スト に な る こと 
で あっ た 。 高校 を 卒業 する と すぐ 、 グ 
ラフ ィ テ ィ ・ ア ー ト の 本 場 ア メリ カ に 渡っ 
た マー ク は 、 現 在 も 熱心 に 勉強 を 続 
け て いる よう で ある 。 


壁面 に スプ レー 塗料 で 描か れ た 絵 や 文 
ホッ プ の 4 大 要素 (DJ、 ブ 
レイ クダ ンス 、 ラ ッ 計 クラ アウ テ 4ー ド ) の 


【 ぐ くら 


gra777 471 
ひと つ に も 数 えら れ て いる 。 も と も 四 
な ど に 刻ま れ た 、 原始 人 の 絵 や 科 還 補 
し た 言葉 で ある 。 2 


| 場所 で は 自ら が 光 を 放ち 、 金 色 に 輝く 。 


半 


WP PUPPY TP 


能 22 ド クロ ス こ は け 、 太陽 系 の 惑 
恒 が 大 陽 を 頂 点 に し て 地球 を 中 心 に 
旨 大 な 字 を 描く 状態 の こと で あ 
記 非常 に まれ な 現象 だ が 、1999 年 
記 発 生 が 予告 され 、 同 時 期 に 発売 


れ だ 『「 罪 1] に も この ネタ が スト ー 
に 取り 入れ られ た 。 

[ 罪 ] で は グラ ンド クロ ス の 成立 に 
誠 )、 珠 朋 交 市 が 浮上 し て 地球 が 自 


還 計 きれ て いた も の で ある 。 ま た 、 
柏原 明成 が 著 し た マヤ 文明 の 研究 書 
上 態 人 | ラ ケ ナ |」 に も グラ ンド クロ 
及 に 関す る 記述 が 残さ れ て いる 。 中 
れ は グラ ンド クロ ス が 人 間 の 集合 

意識 に 作用 する こと で 、 破 減 的 な の 


事 が 起こ る と いう も の で あっ た 。 


の お 店 。 店 名 は 「 月光 」 
放 葉 昧 する フラ ンス 語 で ある 。 床 に は 


上 ぽい 光 を 放つ 石 が 埋め こま れ 、 ロ 
/ ァ イッ ク な 究明 気 が 満 逢 で きる と し 
記 【5 特 に カッ プル に 人 気 を 博 し て いた 。 


や さ な い 、 麻 め いた | 
給 士 。 "地獄 の ギャ 
ルソン " の 異名 を 
持つ 。 


1999 年 8 月 18 日 、 1 万 5 千年 ぶり に グラ 


ンド クロ ス が 発生 し た 。 グラ ンド クロ ス は 占 
星 術 的 に 不吉 と され 、 黙 視 録 や ツノ ストラ ダ 
ム ス の 予言 と か ら め て 、 恐ろし い 事 態 が 訪 
れる と いう 噂 が 飛び 交 っ た 。 し か し 科学 
的 な 見 地 か ら は 、 局 地 的 な 重力 や 電磁 派 
の 影響 は 予測 され る も の の 、 人 類 が 減 亡 
する ほど の 脅威 に は 至ら な いと され た 。 


mn Um や 0 PP ECC rm id 


ミ ん いろ の ちょ う 


く ろう りつ と む 


惑星 が 十字 架 型 に 整列 する グラ ン | 


| 地 球 を 中 心 に 、 
| ドク ロス ( 星 十字 配列 ) 。 


! く ころ い お ん な の こ 】 


黒い 服 を 着 た 幼い 少女 の こと 。 ペ 
ル ソ ナ 様 遊び を し た 際 に 日 撃 さ れ た 、 
自 い 服 の 少女 の 霊 と よく 似 て いる 。 実 


は この ふた り 、 自 い 服 の 少女 マイ と 、 
黒い 服 の 少女 アキ は 、 と も に マキ の 
別人 格 が 実体 化し た も の で ある 。 


聖 エ ルミ ン 学 園 に 通う 悪魔 オタ ク の 
少年 。 通 称 ア クマ くん 。 自宅 に は 悪魔 
や 黒 魔術 に 関す る 書物 が 2000 世 以上 
そろ っ て いる と いう が 、 そ ん な 不気味 
き が 災い し て 多く の 生徒 か ら 敬 遠き 
れ て いる 。「 デ ビル サマ ナー』 に 登場 す 
る 相知 抽 あの 0 コ Gy 


黒 瓜 ファ ン 矢部 真理 子 


雪 の 女王 篇 で は 、 黒 瓜 同 志 だ と | 
いう 矢部 真理 子 な る 少女 が 登場 し 
た 。 彼 女 は 黒 瓜 同様 、 悪 魔 や 黒 魔 | 
術 な ど に 傾倒 し て お り 、 ゲ ー ム 中 | 
で は 黒 瓜 と 知識 交換 を する た め 学 | 
園 を 訪れ 、 事 件 に 巻き こま れ た 。 


「 罪 』 で の 淳 は 、 ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ に 魅 
入ら れ た 者 と し て 登場 する 。 本 来 は 主 
人 公 サ イド の 人 間 で あり な が ら 、 心 の 
弱き を つけ いら れ 、 ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ 
の 道具 と し て 利用 きれ て し まう の で あ 
る 。 と ころ が 、「 罪 』] で は JOKER と し て 、 
ある い は メイ ン キ ャ ラク ター の ひと り と 
し て さま ざま な 役割 を 担っ て いた 光 
も 、「 削 』 で は 一 転 し て た だ の 高校 生 と 
な っ て いる 。 また 、 彼 だ け は 決し て 
「 罪 」 世界 で の 出来 事 を 思い 出す こと 
は な い 。「 罪 ] で も っ と も 過酷 な 運命 を 
課せ られ た 淳 は 、「 削 』 で よう や く 安 息 
を 得 た の で ある 。 


| 考え て いる の か わか り に くい 面 も ある 。 


母親 ゆず り の 整っ た 容貌 は 、 冷 た い 印象 を 与 
えて し まい が ち で ある 。 ま た 、 一 見 し て 何 を 


| | も っ と も 淳 の イメ ー シ 
| げ な 表情 。 こう いう と き の 淳 は 何 も 語 
| く 、 た だ じっと 気持 ち を 押し 隠 じ で いる の | 


に し て は 、 め ずら し い 表情 の 変化 で ある 。 


切れ 長 の 目 を 見 開き 、 、 藻 き を あら わ に し た 表 | 


情 。 ほとん ど 大 棚 次 な 顔 を する こと の な い 間 | 


両手 で 頭 を 抱え 、 必死 で 状況 分 和 ま 
| し て いる 姿 。 自分 ひと り で は 対 知れ な 
| | 暫時 を 招 え た と 5 せる 2 


| 「 罪 で は JOKEH と し て 登場 する も 、 の ち に 心 | 
| を 入れ か え 、 達 哉 た ちと 行動 を と も に する よう 
| に な る 。 「 加 」 の 淳 は 、 橿 原 と いう 姓 で 登場 。 空 
の 科学 館 に て 達哉 と 再会 する こと に な る 。 


普段 は お だ や か な 淳 が 見 せる 、 足 重 な 怒 り の 


| 表情 。 歯 を 食い し ば り 、 正 面 か ら 相手 を に 5| 


ea 


午 


| 介 間 と の 再会 後 、 少 し ずつ 明る さ を 取 り 戻し | 


て いっ た 淳 の さわ や か な 微笑 み で ある 。 この | | 
昌 TS し い 。 


eatog と 
在 よ り も 気持 ち 大 
トレ ー ト ( 織 
て いた よう だ s | 
が 豊か で 、 その の 表 
る し い 顔 を 心情 
| 
化 さ せ て いる s 
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宝 瓶 宮 か ら の 支配 


一 般 的 に 宝 瓶 宮 (水瓶 座 ) の 人 間 
は 、 知 的 で 研究 熱心 、 努力 家 で あ 
る と され て いる 。 研究 や 勉強 を 
長く 続け る こと が で きる の で 、 
学者 な ど に 向い て いる と いえ 
る だ ろう 。 こ れ は 淳 本 人 と い 
う よ り は 彼 の 父親 、 橿原 に 
/ びっ た りく る 性質 で 、 彼 も 同 
『 じ 宝 瓶 宮 の 生 まれ な の で は 

な いか と 思わ れる 。 
『 また 、 宝 瓶 宮 は し ば し ば 集 
団 の トッ プ と し て の 役割 を 担う こ 
と が ある 。 本 人 が 好 ん で リー ダー 
シッ プ を と る と いう より は 、 大 衆 が 彼 
に 依存 し 、 勝手 に 盛り 立て て いく と 
いう 傾向 が 強く 、 また 、 宝 瓶 宮 の 人 間 
自身 も 集団 行動 や 民衆 を 愛す る と い 
う 性 質 を 持っ て いる 。 ニ ャ ル ラ ト ホ テ 
プ の 力 を 借り て と は いえ 、 淳 が 
JOKER と し て 仮面 党 を まとめ あげ る こ 
と が で きた の も 、 宝 瓶 宮 の 資質 で ある 

と いえ る だ ろう 。 


宝 瓶 宮 の 由来 は 、 ゼ ウス に 使え た 酒 曹 ガニ メデ と 、 | 
| 彼 が 抱え る 水瓶 の 姿 で ある 。 も と も と は ゼウス の 
美しい 娘 へ べ が 神々 の 的 を 行なっ て いた が 、 年 頃 | 
に な っ た 彼女 が 嫁ぐ と 、 そ の 代わ り と し て 人 間 界 | 
か ら 連 れ て こら れ た の が ガニ メデ だ っ た の で あ 
る 。 また 、 彼 を さら うと き に ゼウス が 外 の 姿 を と 
っ つた こと か ら 、 わし 座 が 誕生 し た と され て いる 。 | 


タロ ッ ト ・FEORTUNE (運命 ) と の 相性 


タロ ッ ト で 10 番 目 に あたる FOTUNE 
は 、 人 生 の 転換 期 を 意味 する カー ド で 
ある 。 FOTUNE の カー ド に は 永遠 に 
回 りつ づけ る 輪 と 、 剣 を 持っ た ス フ ィ 
ンク ス 、 エジプト の 神 テ ュ ポ ン や 暑 と い 
っ た 、 時 を あら わす 生き 物 が 描か れ て 
いる こと が 多い 。FOTUNE は 運命 に 
翻弄 され 、 逆境 と その 後に つづ く 好 転 
と を 経験 し た 淳 に ふさ わし い カ ー ド と 
言え る だ め う 。 


FOTUNE の カー ド は 、 正 位置 で は 
問題 の 解決 や 新た な サイ クル の 始ま り 
な ど 、 よ い 兆 し と され て いる 。 一 方 、 
逆 位 置 で は 期 が 雪 す こと で し か 解決 
で き な い 深淵 な 悩み や 逆境 を あら わ 
す 。 輪 の 下り の 部 分 が JIOKER と し て 
生き た 時 期 を 示し 、 輪 の も っ と も 下 の 
位置 で 仲間 た ちと の 和解 が も た ら さ れ 
た 。 そ の こと に より 淳 の 人 生 は 上 向き 
に 回 り は じ め 、 それ まで 抱え て いた 苦 
悩 を 解決 する こと が で きた の で ある 。 


FOTUNE の アル カナ に 属す る の は 、 スク ルド 、 ヴ 
エリ ザン ディ 、 ウル ズ の 運命 を 操る 三 姉妹 や 、 時 
の 神 ク ロ ノ ス と いっ た 、 いずれ も 運命 に 深い 関わ 
り を 持つ ベル ソナ ば か り で ある 。 特に クロ ノ ス は 、 
宝 瓶 宮 の 守 護 星 で ある 天王 星 ( ウ ラノ ス ) の 息子 で 
も あり 、 淳 と は 密接 に 結び つい て いる と 言え よう 。 


是 須 i 
生 で 、 当時 の 恩師 で も あっ た 楠原 と 結 
婚 を し た が 、 その 後 女優 と し て 芸能 界 
入り し て いる 。「 罪 」 世界 で は 家庭 を 犠 
牲 に し て 女優 活動 に 専念 し 
た も の の 、 ス キャ ンダ ル や 
年 齢 の せい で 落ち ぶれ 、 
JOKER を 頼っ て 仮 
面 党 の 幹部 と な っ 中 
7 ノル た | MM 
は 夫 と 息子 と と も 較 
に 幸せ な 家庭 を 
築い て お り 、 女優 因 
と し て も 成功 を 収 


1 画 」 の お まけ DISC で は 、 黒 須 純 子 が お 笑い タ 
3 番組 の 
司会 を 務め る 姿 を 見 る こと が で きる 。 


戦国 時 代 の 武将 、 周防 辰 之 進 の 家 
臣 。 主君 を 助け 、 暴 政 の 限り を 尽く し 
た 澄 丸 清 皿 を 退治 し た 。 な お 、 黒 田 
純 之 介 は 、 ど う や ら 武 士 で は な く 忍 
者 だ っ た よう で ある 。 


| 赤 い 妨 び 皮 を 身 に ま と | 
っ た 黒田 純 之 介 。 針 を 


の 天 。 各回 の 卒業 | 


証 講 | 下 回 と し て 使用 する 。 


ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 で エリ ー を 見 初 
め 、 執 的 に スト ー キ ング を 繰り 返し 


て いた 男 。 最 終 的 に は 部 屋 に 丸 び こ 
む ま で に 至っ た が 、 怒 っ た エリ ー に 


ペル ソナ で 撃 退 さ れ た 。 


本 


人 lu た いで ん 0) 
LN 

携帯 電話 

[ 罪 」 と 「 剖 ] で は 、]JOKER を 
び 出 す 手 段 と し て 携 疾 が 使用 
れ て いる 。 携 
番号 また 
と な る は ず が 、 人 
JOKER が 答え る と いう 。 


く ろ す じゅ ん こ 


> つつ 


尼 罪 に 関す る 法律 
敵 で れ に 対応 する 


剛昌 を まとめ た も の 


鞭 守 (検索 ) を 原告 と 
上 和 な われ る 刑事 
訴訟 で は 、 川 法 に よ 
@ 刑 前 が 裁定 され 
る こと と な る 


【 け が れ 】 


JOKER 呪 い を し た 人 間 の 、 他人 へ 
の 癌 みや 譜 み を 具現 化し た も の 。 新 
了 音 は 自ら ]OKER と 化し た 人 々 か ら 
IOKER の 能力 を 分 離し て 稼 れ を 抽出 
還 | それ を タン ク に 収集 し て いた 。 稼 
れ と は 、 人 が 発する ネガ ティ ブ な 気 そ 
の $ の で あり 、 龍 が も っ と も 忌み 嫌う 
負 の エネ ルギー で ある 。 


女神 転生 シリ ー ズ の 顔 と も いえ る 特 
閑 な 垂 魔 。 ケルベロス は 、 物語 の キー 
間 エ ノン と し て 登場 し な い 場 合 で も 、 


通常 量 麻 と し て 皆勤 の 登場 を 果 
し て いる 。[ 罪 」 と 「 宮 ] で は 通常 


典 お よび ベル ソナ と し て 出 て くる だ け 
だ が 、 [県 閉 録 」 で は 当 の 女王 償 で 、 
愉 府 の 番 大 と し て 登場 し て いた 。 


克 誠 の セリ 7 に 登場 する 川 法 


恐喝 罪 。 人 を 麗 喝 し て 財 物 を 交付 させ た 者 は 、| 
10 年 以下 の 懲役 に 処 さ れる 。 恐喝 と は 相手 の 
弱み な ど に つけ こみ 、 絶対 に 逆らえ な いと は い 
えな い 状 況 で 財 物 を 提供 させ よう と する こと で 
ある 。 恐 喝 よ り 程度 が 軽い 場合 を 脅 過 と いう が 、 
こち ら の 場合 も 刑法 682 条 に より ら 年 以下 の 名 
役 又 は 30 万 円 以下 の 凡人 金 と な っ て いる 。 


【 け ん さ つ か ん 】 


犯罪 を 捜査 し 、 公 訴 を 行なう 行政 
官 の こと 。 犯 罪 に 関す る 証拠 を 整理 
し 、 裁判 に か ける か どう か を 決定 、 裁 
判 の 指揮 を 執り 行なう 役目 に ある 。 
パオ フッ は 、 か つて 点 峨 薫 と いう 名 で 
この 職 に 就 い て いた 。 

検 圭 官 に は 検事 と 副 検事 が 存在 し 、 
前 者 は 司法 試験 に 合格 する 必要 が あ 
る が 、 後者 は 検索 事務 官 や 警察 官 等 
の 公務 員 と し て 一 定期 間 勤 務 し た の 
ち 、 法務省 の 副 検 事 選 考 審 査 会 の 選 
考 を パス すれ ば よい 。 な お 、 実際 に 捜 
査 に 加わ る の は 検察 事務 次 官 で 、 検 
察 官 自体 は ほとん ど 捜 査 に は タッ チレ 
な い の が 現状 で ある 。 


豪傑 寺 木 人 拳 を 伝え る 
歴史 ある 寺院 。 時 邊 山 の 中 腹 に 位置 
し 、 奥 義 の 継承 者 た る 住職 と 数 人 の 
小 坊主 が つま し い 生 活 を 送っ て い 
る 。 語 で に 訪れ る 一 般 客 は 少な い が 、 
修行 の た め と 門 を 叩く 者 は 今 も な お 
絶え を な いと いう 。 


栄吉 の 子 分 の ひと り 。 ボ クシ ング の 
チャ ン ピ オ ン に な る こと を 夢見 て いた 
が 、“JOKER 様 "を 行なっ た 際 に 願い 
を 口 に する こと が で き な か っ た た め 、 
エナ ジー を 吸い 取ら れ て 影 人 間 に さ 
れ て し まっ た 。 


通常 


ーー っ >' 


二流 武術 の 運 | 


七 姉妹 学園 の 人 気 を 如 む 春日 山高 
校 の 生徒 が 、 嫌がら せ か ら 流 し た 噂 
が 現実 化し た も の 。 七 姉妹 学園 の エ 
ンプ レム を 身 に つけ で いる と 、 呪い に 
よっ て 顔 が 崩れ る と いわ れ た 。 同 時 に 、 
春日 山高 校 の 校章 が 呪い 除け に な る 
と の m も 広がっ た 。 


呪い 騙 ざ に より 、 両 校 の 立場 は すっ か り 逆 転 し | 
て し まっ た 。 | 


雪 の 女王 篇 に 登場 する ネメシス の 塔 
の 一 室 。 ここ で は 塔 の 主 で ある 松平 
美智 子 に 捕らえ られ た 人 々 が 描 問 に 
あっ て いる 。 主人公 ら が 訪れ た と き に 
は 、 ト ロ は 和牛 乳 資 め に 、 黒 瓜 は 針 山 で 
腕立て 伏せ を や ら さ れ て いた 。 


* 


1 の そら 、 ニー ン // ま で 


| 失 部屋 に て 、 黒 瓜 と トロ を 監視 す 
る 教師 。 ネメシス の 主 、 松 平 美和 子 


| の 恵 実 な し も べ で ある 。 


港南 区 は 涯 に 面 し 、 昔 か ら 港 町 ・ 


工業 地区 と し て 栄え て きた 区 域 で あ 
る 。 か つて は 漁船 が 多く 接岸 され 、 
工場 も 立ち 並ん で お り 、 力 仕事 に 精 
を 出す 男 た ち に 似合う ハー ド ボ イ ルド 
な 街 だ っ た 。 だ が 、 工場 や 港 が 
され る と 、 代わ り に 若い 世代 が 流入 し 
て きた 。 そ の た め 、 昔ながら の ハー ド 
ボイル ド さ を こよ な く 愛 する 一 部 の 市 
民 か ら は 、 嘆き の 声 が あがっ て いる 。 


| 舞 耶 と うら ら が 共同 で 部 屋 を 借 | | 克哉 の 勤め る 警察 政 。1F に は ポ 
ビ 君 と いう マス コッ ト の 人 形 

| が ある 。 か つて は 克哉 の 父親 も | 

ここ に 刑事 と し て 勤め て いた 。 


| り る マン ショ ン 。 広 い ベ ラン ダ 
は 海 に 面 し 、 見 晴らし の よさ が 
ウリ の 高級 マン ショ ン で ある 。 


ルナ パレ ス 港 南 


恵比寿 海岸 


シー サイ ドモ ー ル 


現在 は 空 の 科学 館 が 建 で 可 編 
海岸 が デー トス ポッ ト と GS 
れる な ど 、 明 る く 健 全 な 和夫 囲 
て いる 。 住宅 街 と いう より ほ 
し て の 色合い が 渡 い た め 、 詳 
で は 人 口 も 、 訪れ る 人 々 の 傾 
く 異 な る 。 だ が 、 港南 図 由 7 
と いう 住民 の 声 も 高まっ 
近 で は いく つか の 犬 型 マ 
設 さ れ て いる 。 


閉鎖 され た 古い 工場 語 人 
績 不振 に よる 閉 償 と な っ 
が 、 実は 悪魔 が 出没 

| め と も 叶 さ れ て いる = 


ヽ 、 三間 
空 の 科学 館 


| 景 色 が よい た め 人 気 の あ る 海 | 
| 岸 。 か つて この 海岸 に 流れ 着い 
| た 死 は を 、 恵 寿 様 と 呼ん で い | 


| 海岸 近く に 作ら れ た 商店 街 。 古 | 
い 船 を 利用 し た 喫茶 店 や 、 人 怪し | 
げ な 雰囲気 が 漂う 占い 屋 な ど 、| 


| 飛行 機 の 歴史 と 、 さ ま ざ ま 
空 機 の 模型 や 部 品 な ど 胡 | 
れ た 博物 館 。 小 学生 の 社 


| た こと か ら 名 が つけ られ た 。 


| | 一 還 変 わっ た 店 が 多い 。 


| 学 コー ス に も な っ で いる 


ロ 


L 


すい "ツマ" EGRGToE つ GIEZ zi 


ROYGT EE rr 


1 
ここ うし ょ う の の ろ い 


レー つ 
ー て っ どか ん どり 


【 こ お り の し ろ 】 


二 の 主 倫 に を 場 する 最後 の ダン 流行 に 敏感 で 、 性 的 に も 解放 され 費 人 に 対す る 贅 称 。 須藤 章 蔵 お よ 

記 。 汗 の 女王 の 仮面 と と も に 凍 | た 若い 少女 の こと 。“ ギ ャ ル " よ り 若 い | び 新 世 加 は 、 了 戦国 時 代 に 悪政 を 成 し 

記 うい た 池子 先生 が 捕らえ られ て い | “ 子 ギャ ル " の 意味 で 、 主 に 高校 生 く ら | て 倒さ れ た 浴 丸 清 思 の ミイ ラ を 御前 

天 ヒ ュ プ ノ ス 、 ネ メシ ス 、 タ ナ ト | い の 年 代 を 指す 。 チョ ベリ バ 、 ホワイト | と 呼ん で 崇め た 。 だ が 、 実 際 に ミイ 

1 較 の 3 う の 閣 を クリア する と 、 入 る | キッ ク な ど 、 数 々 の コギ ャ ル 用 語 を 生 | ラ に 和 宿っ て 御 神託 を 授け て いた の は 
証 還 上 が で きる よう に な る 。 み 出 し 、 メデ ィ ア で も 取り あげ られ た 。 | ニャ ル ラ ト ホ テ プ で ある 。 


| 剛 」 の 世界 の こと 。 「 罪 』 の 世界 め 、 彼 ら の 周囲 の 人 間 関 係 は 比較 的 神取 と ニャ ル ラ ト ホ テ プ の 融合 体 。 
か 5 や っ て きた 達哉 は 、 パ ラ レ ル ワ 影響 を 受け て いる よう だ 。「 罪 | 世 | デ ヴ ァ ・ ユ ガ で 神取 を 倒す と 、 彼 が ニャ 
晶 ル ド た る 「 削 」 世界 を こう 呼ん だ 。 界 で 死ん で いた は ず の 人 間 が 生き て | ル ラ ト ホ テ プ に 取り こま れ 、 
で れ に 対し て 、「 罪 」 世界 の こと は いた りす る の は その た めで ある 。 ま | ゴッド 神取 と いう 仏像 の 
陶 こ う 側 ] と 呼び 、 両 方 の 記憶 を 。 た 、 達 哉 や 栄吉 な ど 歴史 を 変え る 張 | よう な 姿 に 変化 する 。 
振っ 達哉 に よっ て さま ざま な 相 信 点 本 人 と な っ た 4 人 の 周囲 に は 、「 罪 1 | な お 、 こ の ゴッド 神取 

則 7 語ら れ て いる 。 こ の 「 六 」 世界 世界 の 彼ら が 抱い て いた 理想 が ある | は 、「『 禄 』 で は 神取 の ペ 
に ちら 側 ) と 「 罪 」 世界 (向こう 程度 反映 さん れ て いる 。「 凡 』 世界 で | ル ソ ナ と し て 出現 する 。 
側 ) の 違い は 、 基 本 的 に は 10 年 前 の は ペル ソナ を 使え ず 、 ケ ンカ は 頭 く 
下 諾 た ちの 出会い の み で ある 。 そ の な い は ず の 栄吉 が あい か わら ず 番 長 


1 
だ た め 、 了 開 瑠 市 その も の の 地形 や 礎 を 務め て いた り 、 雅 が スマ ー ト な ま ず 
賜 、 そ こ で 生活 する 人 々 な ど は ほ と まだ っ た り 、 秀 才 の 淳 が 春日 山高 校 衝 」 


ん ど 変 わっ て いな い 。 た だ し 、10 年 に 通っ て いる な ど と いう 事実 に は 、 


前 の 出 会 そん な 理由 が 隠さ きれ て いる の だ 。 ピ 


* が リセ ッ ト さ れ て いる た 


MR 坂 区 に あっ た が っ て ん 寿司 が 、『 動 』 で は 蓮華 台 へ 移転 し て いる 。 こ の 他 に も 5K つ P98 か | 
さま ざま な 貼 い が 見 受け られ る 。 


言葉 の 持つ エネ ルギー。 ゲー ム 中 . 


で は 、 無 意識 に 渦巻 く 人 々 の 心 的 エ 
ネル ギー は 宇宙 創造 に も 匹敵 する と き 
れ て いる 。 新 世 加 で は その エネ ル ギ 
ー に 言葉 を 与え 、 言 千 と する こと で 世 
界 を 操る こと が で きる と 考え た 。 その 
た め 、 履 意 に 情報 を 操作 し 、 中 と い 
う 形 で 人 々 の 言葉 に 方 向 性 を 持た せ 
た よう と 画策 し た の で ある 。 


_ 生 活 や 文化 か ら 生 まれ た 教訓 的 な 
言葉 の こと 。 南条 は 年 齢 の わり に こ 


長年 に わた っ て 執事 兼 教育 係 を 務め 
た 山岡 の 影響 な の だ ろう 。 


「 生 兵法 は ケガ 
の も と 」 
計 う だ な 


し A 


古い 時 代 に は 言葉 に 神霊 が 宿り 、 発 
し た 言葉 を 現実 の も の と する れ 

た 。 言葉 に 宿る そう いっ た 不思議 
な 力 を 言霊 と 呼び 、 言霊 に 悪い 力 を 持 
た せ ぬ よう 、 不吉 な 言葉 を 避け る よう に 
し て いた と いう 。 


南条 の こと わ さ 集 
| 色 の 白い は 七 和 関す)== 


ガン 上 黒 男性 を 見 た と き に 言っ た こと わざ 。 「 音 
は 色 は 白い ほど いい と いわ れ て いた の に 、 現 
在 は 違う よう だ な 」 と 驚い て いた らし い 。 


三 十 六 計 区 げ る に 名 か ず 
( ー 1] 1 
悪魔 と の 戦闘 か ら 離脱 する 際 に 発する こと わ | 
ざ 。 逃げ る と き で も ちょ っ と 偉 そ うな の は 南 
条 な ら で は と いっ た と ころ か 。 


こと わざ 。 自 信 に 満ち ちあ ふれ て いて 、 南 条 ら 


| し い 言葉 で ある 。 


肉 を 切ら せ て 骨 を 断つ | 
南条 流 に 、 戦 い の 極意 を 教え る と きのこ と わ | 
ざ 。 悪魔 た ち も 、 倒 され た あと に こう 言わ れ | | 


て は 服従 する し か な い だ ろ う 。 


井 の 中 の 企 、 大 光 を 知ら ず 。 | 
| 悪魔 を 倒し た と き に 言う こと わざ 。 自 分 の こ 
| と を 「 大 海 ] に た と える あたり が 南条 らし い | 
と ころ で ある 。 


トー 


と 化す 異変 を 、 維 持続 記 
も の で ある と いう 。 新 坦 謀 
式 と し て 、 期 日 を 定め で 何 障 記 
れ て いる 。 


| ご 神体 を 奉っ た 小さ | 
| な 社 が 祭壇 と な っ て い | 
る 。 社 の 入り 口 に は 馬 
| が か か り 、 中 が 見 え に 
| くく な っ て いる 。 | 


| 思 の ミイ ラ 化し た 遺 
体 で ある 。 | 


| 天上 か ら 下 が る 垂れ 幕 の ほか に 装飾 は な 
の 前 で 火 を 装 き 、 その 手前 か ら 祈り を 揮 り 
うに な っ て いる 。 


し い 店 を 出す た め に 、 レ イィ 

影 町 に 引っ 越し て きた 。 店 下 
に あたっ て 御影 町 を 選ん だ の は 
く の 個 然 で も ちっ た が 、 そこ で 神 昌 
会 する こと に な る と は 、 な ん と $ 床 
巡り 合わ せ で ある 。 


"WU"O"W'tP"WmWNPU'P'm0" 


と き に は 怒っ て みせ た り と 、 キ ャ ラク タ 
ー に よっ て さま ざま な コン タク ト 方 法 が 
用 意 き れ て いる 。 また 、 キ ャ ラク ター の 

攻 3 る と 李 上 し た 悪魔 に 襲わ れる 表情 の 中 に は 、 特定 の コン タク ト で し 
記 523 あ る 。 歌 を 歌っ た り 、 踊 っ た り 、 か 見 られ な いも の も 存在 する の だ 。 


旧 コンタ クト で し か 見 れ な い キャ ラク ター の 表情 
還 間 訟 ”)”" ド 5 還 拓 …. 


還 還 -3 [ Em1 | 


証 還 の 地力 を 得る た め に 行なう 交 
証 主 の に と 。 うま く 国 心 を 買う こと が で 
謝 \ ば カー ド ヤ や アイ テム を も ら え る が 、 


| 克哉 の 酔っ た づ は 、 バ オフ ゥ 、 う らら 、 克哉 

| が 3 人 で 行なう " 酒 と 涙 と 男 と 女 " で 見 る こと | 

| || が で きる 。 た だ し 、 こ の コマ ンド が 成立 する 

| | | の は 廃 工場 クリ ア 後 。 
| 


| に 請 
沼 と ギン コ の 掛け 合い コマ ンド “ 束 居 " で 
は 、 淳 の 化粧 を し た 請 を 見 る こと が で きる 。 
| また 、 陶酔 の 表情 が 見 られ る の は 単独 コマ ン | 
| ド の で 名 3* だ 。 

間 和 に 


数 ある お 稽古 ご と の ひ | | 
と つと し て 、 フラ メン コ | 
| を 習っ て いた うら ら 。 し | | 
| か し 、 残 念 な が ら こ れ 
| も 中 途 半 端 で 終わ っ て 
し まっ た よう だ 。 


4 

Ba フラ ンコ 次 が 見 られ る の は 哉 と ふた り 、 あ る い | 較 議 Pe 

と 見 どく 2I え た 情報 の フラ メン コ (スペ シャ ル )"。 洒 と 浜 | 

因 人 で は 酔っ て 赤く な っ た 顔 を 見 る こと が で きる 。 "= 
ョ ーー ] 


異 【 こ ん と ん の か が み 】 
混 の 鐘 

神取 が 、 マ キ の コン パク ト の 能力 
を 増幅 させ て 作り あげ た 鏡 。 デ ヴ 
ァ ・ シ ステ ム の 力 を 借り る こと な く 


次 元 を 超え て 現実 世界 を 操作 し 、 望 
み を か な える こと が で きる 。 


も ンー 


マキ の 所 持 品 。 幼い 頃 に 母親 か ら 
も ら っ た も の で 、 入院 生活 が 長 び いた 
た め に 友だち も な く 、 ひと り で 寂し い 
思い を し て いた マキ の 宝物 で ある 。 あ 
まり に も 思い 入れ が 強かっ た た め 、 マ 
キ の 理想 世界 で は 、 望 み を か な える 


| 成 長 し た 今 も 、 肌 身 離 さ ず 持 ち 歩い て いる 大 切 
な コン バク ト 。 


【 さ が か お る 】 


本 名 で ある 剛 峨 薫 の 名 を 捨て 、 バ 
オフ ッ と いう 別名 を 名 乗っ て 生き る 男 。 
豊富 な 知識 と 技術 を 生か し て 、 盗聴 
バス ター を 職業 と し て いる 。 か つて は 
腕利き の 検事 だ っ た が 、 須藤 竜 蔵 や 
台湾 マフ ィ ア の 策略 に よっ て 暗殺 され 
か けた 。 そ の 際 、 相棒 だ っ た 女性 は 
帰ら ぬ 人 と な り 、 その こと に 強い 後悔 
の 念 を 抱き な が ら 須 藤 竜 蔵 の 趣 事 を 
阻む べく 《 暗 曜 し て いる 。 竜 蔵 を 追い 詰 
め る た め な ら ば 、 他 人 の 命 な ど 意 に も 
介さ な い 冷 酷 な と ころ も あっ た が 、 舞 
耶 た ちと 共に 行動 する こと に より 、 そ 
の 性 格 も 少し ずつ 穏やか な も の に 変 
じ て い く 。 


メイ ン キ ャ ラク ター 中 、 最 年 長 だ け あ っ て 、 落 ち | 
| 着い た 雰囲気 を 持っ て いる 。 若い 頃 か ら 斜 に 構え 
た と ころ が あっ た が 、 相棒 を 失う と いう つら い 経 
| 験 を 経て 、 そ の 傾向 は より 強く な っ て いる よう だ 。 


ドニ テン 


| | させ て いる よう だ 。 


| クー ル な パオ フゥ は 、 あま り 表 情 を 変え る こと | | | | うつ お むき 、 考え こん で いる 次 。 サ ラグ 詞 
は な い 。 その 無 表 情 さ が 、 4 細 胃 基 | 


目 が 隠れ て いる た め よ くわ か ら な い が 計 
| な 雰 囲 筑 も 漂わ せ て いる 。 


目 び 


LV 了 V 1) 


バ パオ フ ゥ に は めずらし く 、 感 情 を ス ド レ 上 


| | | に あら わし た 表情 で ある 。 抑え 切れ な い 姜 | 


が その まま 顔 に あら われ て いる 。 


| | | かろうじて 事 り を 内 面 に 押し と ど め て いる も 
の の 、 眉 問 に 寄っ た し わ や 、 口 元 の 歪み が 内 


心 の 感情 を あら わし て いる 。 


ココ | 
Eo パオ フラ の 表 、 l 
も そう だ が 、 表情 その も の も 現在 の バフ 2 L 


| | か ら は 想像 が つか な い 。 


パオ フゥ HP __ 


| | バ オ フ ゥ の 役 笑 に は 、 どこ か 皮肉 めい た も の | 
| || が 感じ られ る 。 興味 を 感じ た と きも こう いっ | 
た 表情 を 浮か べ る こと が 多い 。 


| hmpy7 が li 際 叶 


FE さま ざま な 情報 
| | 収集 する 情報 サイ ト 。 一 般 人 が 自由 に 利用 
| | きる 噂 掲示 板 な ども 設置 され て いる 。 
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双子 宮 か ら の 支配 


春の 夜空 に 輝く 双子 座 が 象 っ て いる の は 、 ス バ | 
ル タ の 王子 カス トル と ポル ックス の 兄弟 。 ふ た 
り の うち ボル ックス は 、 大 神 ゼ ウス の 血 を 受け | 
て いた た め 、 不 死 身 で あっ た と いう 。 兄弟 は 武 | 
] 勇 に 優れ 、 非 常に 仲 が よかっ た が 、 あ る と き カ | 
スト ル は 、 戦 い に 敗 れ て 殺さ れ て し まう 。 兄弟 | 
の 死 を 祥 し ん だ ボル ックス は 、 自 分 は いつ まで 
も カス トル と 一 緒 に いた いと 神 に 告げ た 。 ゼ ウ | 
ス は この 望み を 聞き 届け 、 ふ た り を 神 の 国 で あ 
る オリ ン ポ ボス に 迎え 入れ る 。 そ し て 、 必 たり の 
友情 の 厚 さ を 永遠 に 残す た め 、 星 座 と し て 空 に 
印 し た と いう 。 


HANGEDMAN の カ 
ー ド は 吊る され た 男 が 
描か れ て いる 絵 が 示す 
と お り に 、 不 自由 な 体勢 
で いる こと や 、 ちゅ うぶ 
ら り ん な こと を 表わす 。 
双子 宮 の 支配 を 受け る 
パオ フゥ が 、 自 分 の 中 に あ 


逐 


_- る 意思 と 行動 の 矛盾 に 悩ん 
で いた こと は 前 述 の と お り で ある 。 
1 迷い の 中 に あり 、 過去 の し が ら み に 東 
1 さ きれ て いる 彼 に は 、 ま さ に 
HANGEDMAN の ペル ソナ 
| が ふさ わし いと いえ よう 。 ま 
| | た 、HANGEDMAN に は 、 
_ | 


あだ名 パオ フゥ 
177cm 

体重 "63kg 
7 中 秩 型 AB 型 
6 月 13 日 
星座 双子座 
32 歳 


バ パオ フッ ゥ の 本 質 を 探る 


双子 座 に 属す る 人 は 、 その 性 格 に 2 
面 性 を ちあ つと いわ れる 。 自分 の 中 に 、 
常に 精神 的 な 意思 と 肉体 的 な 意思 が 
ある た めで ある 。 自ら が 正しい と いう 
精神 的 な 確信 が も て な いま ま 、 竜 蔵 を 
追い か け て 活発 に 行動 し て いた パオ 
フッ の 矛盾 し た 性 格 は 、 彼 が 属す る 双 
子宮 に 強く 影響 きれ て いた の だ ろう 。 
双子 宮 の 人 の 意思 が 2 つ に 分 裂 する の 
は 、 他 の 星座 より も ずば抜け て 知識 が 
深い た めで あり 、 パオ フッ ゃ 自分 の 矛 
盾 に 気づい て いな いわ け で は な い 。 
彼 の 中 に は 、 自 分 が いっ た い ど うし た 
らい い の か 、 進む べき か 後退 する べき 
か と いう 疑問 が 常に 渦巻 いて いた に 
違い な い の で ある 。 双子 座 の 人 間 が 、 
この 矛盾 を 乗り 越え る た め に 必要 な 
の は 、 精 神力 に よる 支え 。 昔 は と も か 
く 、 現在 の パオ フッ に は 、 間 違い を 指 
摘 し て くれ る 舞 耶 や 克哉 と いう 仲間 が 
いる 。 パ オフ ッ は 彼ら に 助け られ な が 
ら 、 自 分 の 2 面 性 に 折り 合い を つけ て 
過去 の 悲劇 を 乗り 越え 、 う まく 生き て 
いく こと が で きる に 條 い な い 。 


タロ ッ ト ・HANGEDMAN 
( 遇 られ た 男 ) の も た ら す 意味 


犠牲 に よっ て 新しい 人 生 を 踏み 出す 、 
と いう 意味 も ある 。 パ オフ ッ は きっ と 、 
い ぎ ざと な れ は ば 自分 の 命 を も 犠牲 に し て 、 
相棒 で あっ た 浅井 美樹 の 仙 を うつ つも 
り だ っ た の だ ろう 。 だ が 、 数 々 の 事件 
を 体験 し て いく うち に 、 彼 は 命 を 犠牲 
に する こと な く 後 悔 の 東 績 か ら 解 き 放 
た れ た 。 パ オフ ッ ゥ を 解き 放っ た も の 、 そ 
れ は 仲間 た ちの 助力 も 無論 ある だ ろう 
が 、HANGEDMAN の も う ひ と つの 意 
味 で ある 、 無 意識 か ら の 知恵 と 誘導 も 
多分 に あっ た と 考え られ る 。 


使 の アザ ゼル や 神 に 逆らっ た プロ メ テ ウ ス な ど 。 
正しき 神々 に 育 いた も の が 多く 分 類 さ れ て いる 


アル カナ が HANGEDMAN の ベル ソナ は 、 画 天 


の が 特徴 で ある 。 魔法 攻撃 に も 優れ て いる 。 


が 


MUSES や SPADE な どの 若者 に 人 
気 の ア イド ル グ ル ー プ を 数 多く 手がけ 
る 、 凄腕 の 音楽 プロ デュ ー サ ー。『 罪 」 
で は プリ ンス ・ ト ー ラ ス と し て 、 仮面 党 
の 特 部 に 名 を 罰 ね て いた 。 


異 語り 
里見 赴 。 | 
ベル ソナ シリ ー ズ 3 作 の シナ リオ を 
手がけ た 、 アト ラス の シナ リオ ライ ター。 
シナ リオ の 他 に は 、 級 審 な キャ ラ 設 
定 や 世界 観 設 定 な ども 行なっ て い 
る な お 、 好 き な キ ャ ラク ター は 、 
た まき ちゃ ん だ と か 。 


シリ ー ズ を 通し て 登場 する 薬局 チェ 
ー ン 。 御影 町 や 珠 開 瑠 市 な どの 東京 
近郊 を 手 は じ め に 、 全 国 制 玉 を も くろ 
ん で いる 。 た だ し 、 今 の と ころ は 親 威 
の 多 さ を 利用 し て 、 すべ て 親族 内 で 店 
舗 経営 を 行なっ て いる よう だ 。 


に は ら 店 舗 あり 、 それ ぞ れ た だ し くん の | 
父 と 撤 父 が 店 を 任 され て いる 。 ち な み に こ の | | 
| ふた り は 一 罰 必 双生児 の よう に そっ くり 。 


し し し た 


店 内 で は 四 六 時 申 開 局 
ナル ソン グ が 流さ れ で WI 
と 頭 か ら 離 れず 、 気 が つ 
に か 口ずさん で いた りす 
ソン グ と も 呼ば れ で いる 斉 
バー ジョ ン な ど 、 パリ エニ 


御影 町 支店 バー ジョ ン 


ヒッ ト ポ イ ント 回 復 す る な ら , 
瀬 死 大 変 仲間 を 助け る 地 返 5O 


石化 回 復 ディ スト ー ジ シ 

毒 で いた いよ ディ スポ ポイ 
麻痺 し た と き は ディ スパ z 

病気 を 治 そう ティ スシ ッ ク 』 


いつ も 戦う みん な の 味方 | 
僕ら の 街 の お 薬屋 さん 


更 市 ・ 夢 支店 パージ: 


| | 体 どう や っ て か 、 異 世界 に まで 支店 を 出し て | 
いる サト ミタ ダシ 。 ここ で は た だ し くん の 祖父 | 
| が 拓 革 を し て いる 。 見 か け は や は り 瓜 ふた つ 。 


| 0 還 市 で は 、 た だ し くん の 叔母 に あたる 、 サ 

ミ フ 姉妹 が 経営 を 仕切 っ て いて 、 各 区 に 1 店 
| 負 ず つ 店 を 出し て いる 。 7 人 と も 同じ 容貌 で 、| | 
| | 見 分 け は つか な い 。 


ヒッ ト ポ イ ント 回 復 する な ら 竹 3 
源 死 大 変 仲間 を 助け る 地 返 じ の 宇 


SP 回 復 チュ ー イ ン ソ ウル 
毒 で クラ クラ 

紀 見 た と きゃ パッ チリ GG 
暴れ だ し た ら 鎮静 剤 


いつ も 戦う みん な の 味 廊 
僕ら の 街 の お 薬屋 ざん 


南 ・ 平 垢 区 支店 バー ジ 


ヒッ ト ポ イ ント 回 復 す る な ら 僚 と 
源 死 大 変 仲間 を 助け る 地 返し の 玉 


石化 回 復 ディ スト ー フ 
毒 で 痛い よ ディ スポ イズ シ 」 
麻痺 し た と きゃ ディ スバ ライ 
病気 を な お そ ディ スシ ッ ク 


いつ も 戦う オイ ラ の 味 訪 
俺 と 兄貴 の 俺 と 兄貴 の お 楽 


。 時 市 ・ 青 葉 区 支店 バ 


To rejuvinate pointUS6 

"Herb" and "Magic TOCK 

| Use "Blood ord' and 
| "Life ord" to revive yoUn 

| 

Use "Dis-stone' to heal pe 

Use "Dis-poison' to hel p9 
Use “Dis-paralyze" to heal p 
Use “Dis-sick" to heal si 


Always in the side of thosg Wi9 斉 
Our rocal drag StOrB』 


ェ ーー ペー ニー マン 
arai iamtkiai mV WW いい at 思 


さ さき ぎん じ 


還 珍 騙 に ある アー ケー ド の ひと つ 。 
財 や 回 衝 所 、 各種 ショ ッ プ が そろ っ 
み を 整え る だ け で 
二 人々 と 話 ? 情報 収集 の た め 
記 本 で や 活用 で きる 。 また 、 カ ジノ 
放 RA ロ ッ ト や ー カ ー な ど が で き 、 
あい 時 間 を 忘れ て 遊び こん で し 
こと も 。 


で 、 捕 

使い か ら ]JOKER 

放 り 能 し 、 こ れ を 立 積 さ せる こと が 
陣 き 2。 集め られ た TOKER は どろ ど 
容体 を 持た な い 生れ その も の で 
まり 込ま れる JOKER 

上 多々 と 吸収 し て は 巨大 化し て いる 。 


AN 和信 人 


BE じ た ら っ 


侵入 者 を 陥れ る た め に 配置 され た 


己 の こと 。 ペ ル ソ ナ シリ ー ズ の ダン 
ジョ ン 内 に は 、 落 と し 穴 や 隠し 通路 
な ど 、 さ ま ざ ま な し か け や 思 が 設置 
され て いる 。 し か け の 中 に は 回 避 可 
能 な も の と 不可 能 な も の が ある が 、 
マッ プ を すべ て 埋め る た め に 、 あ え 
て 詞 に は まっ て みる と いう プレ イヤ 
ー も 少な く な い 。 ち な み に ペ ル ソ ナ 


シリ ー ズ に 登場 する し か け に は 、 右 
の よう な も の が 存在 する 。 


on 。 | 


影 町 や 珠 開 瑠 市 の 各所 に 存在 す 
2 この 通路 を 通れ 
ば 遠く 離れ て いる は ず の 場所 に 一 皮 
で 移動 で きた り 、 異 世 界 へ 移転 し た り 
する こと が で きる 。 

「 異 開 録 ] で は 、 マキ の 作り 出し た 異 
世界 へ 移動 する た め に 使用 され た 、 
デ ヴ ァ ・ シ ステ ム が 次 元 通 路 の 役割 を 
果たし て いた 。 また 、「 久 で は 珠 開 玖 
城 や エク スト ラダ ンジ ョ ン な ど に 、 瞬 間 
移動 を 可能 と する 次 元 通路 が 存在 し 
て いた 。 シリーズ を 通し て 登場 する べ 
ル ベ ッ トル ー ム の 扉 も 、 無 意識 と 意識 
の 狭間 に つなが る も の で 、 次 元 通路 と 
いう 言葉 が ふさ わし いも の だ ろう 。 


落と し 穴 


ひと つ 下 の 階 に 落と され て し まう し か け 。 落ち 
る 先 さ え 把 握 し て いれ ば 、 階 段 代 わり に 使う こ | 
と も 可能 。 ま た 、 落 と し 穴 を 利用 し な いと 行け 
| な い 場所 も ある 。 | 


過 し 通路 


| オー トマ ッ ピ ング され な い 通 路 の こと 。 洞 窟 や 獣 | 
| 道 の よう に な っ て いて 、 ちょ っ と 見 た だ け で は わ | 
| か り に くい 場合 が 多い 。 | 


スイ ッ チ 
| スイ ッ チ を 操作 する こと で 作動 する し か け 。 どう | 


し て も 開 
| 財 の 豆 や 広 を し ら み つば し に 較べ て みる と よい 。 


ワー プ ポ イン ト 


特定 の 場所 に 強制 的 に 転移 させ られ て し まう し | 
| か け 。 ワー プ ポ イン ト の 中 に は 双方 向 の も の と 、 
一 方 通 行 の も の が ある 。 | 


も と は 、 時計 を 中 心 と する 古 美術 品 
を 販売 する アン ティ ー ク ショ ッ プ 。 暗 に 
よっ て 「 罪 ] で は 武器 屋 、「 前 』」 で は マジ 
ッ ク カ ー ド を 扱う 店 に 変化 する 。 


計 の 文字 租 を 袖 し た 彩 鈍 を か け て いる 。 実 
| は ニャ ル ラ ト ホ テ ブ の 化身 らし い 。 | 


化す る 。 マ イヤ の 託 定 に 
の 別 呼 は あま ね く 堺 く "と いう 一 侵 は 、 
獅子 座 流 星 群 を 指し 示し て いた 。 


獅子 座 の 方 角 か ら 、 四方 八方 に 飛び 
出す よう に 出現 する 群 流星 の こと 。 獅子 
座 流星 群 の も と は 33.2 年 の 周期 で 公転 
する テン ペル ・ タ ッ ト ル 彗星 で 、 地球 で 
は 33 年 に 一 度 、 大量 の 群 流星 が 
る 。1999 年 の 11 月 が その 周期 に 当たっ 
て いた た め 、 次 に 大 量 の 群 流星 を 見 る 
こと が で きる の は 2032 年 で ある 。 


「 罪 ] の ラス ト で 舞 耶 が 死ん だ こと 
に より マイ ヤ の 託 宣 は 成就 し 、 そ の 
た め に 発生 し た で き ご と 。 地 球 は 突 
然 自転 を 停止 し 、 地 球 上 の すべ て の 
生物 が 死 減 す る ほど の 大 災害 が 発生 
し た と 思わ れる 。 し か し 、 達 哉 た ち 
と フィ レモ ン に より 、 新 し い 世 界 が 
創 ら れ て すべ て は 復活 を 遂げ た 。 


いじ め ら れ っ 子 だ っ た 栄吉 が 出し た 
ペル ソナ の こと 。 最初 は 反撃 に あっ た 
いじ め っ 子 た ち が 広 め た の だ が 、 の 
ち に 栄 吉 自 ら “ 死 神 番長 "と 名 乗り は 
じ め る 。 死神 の 噂 は 瞬 く 間 に 広がり 、 
現在 で は 死神 の 報復 を 恐れ て 、 栄吉 
に 逆らう 者 は ほとん どい な いと いう 。 


通称 あさ っ ち 。 ギ ンコ 
の 友人 で 、 成績 優秀 な 優 
等 生 。 姉御 肌 で 、 年 齢 の 
わり に 落ち 着い て いる 。 
ギン コ や み ー ぼ と と も に 
MUSES と し て デビ ュー レ 
た が 、。【 罪 』 で は グリ 
スズ sk トニ ラス に よっ て 


]OKER に よる 連続 殺 誠 
本 部 を 統括 する 、 警察 訂 
だ が 実は 、 新 世 事 の 実 動 庫 
ダー で あり 、 警察 組織 陵 主 
JOKER 拡 散 の 手助け を 唱 
た 、 竜 蔵 の 命令 を 受け 議 
監視 役 も 行なっ で いた 靖国 


水晶 と タロ ッ ト の 両方 を 側 
の 店 。 「 罪 ] で は 珠 関 瑠 Z 識 
で 店 を 開い て お り 、 障 屋 8 業 

」 で は 、 自 分 の 占 Q が あ 
当 な いこ と を 嘆い で 2 旧 
を 取り 入れ 、 挙げ 句 の 馬 訂 
占い まで は じ め る に 至 つ だ 


_ 占い師 珠 了 坦 ジニ ニョ 
| 頭 の 大 部 分 を 隠し た 、 評 め いた 占い 也 呈 2 語 
と も いわ れ 、 お か ま バ ー で 目撃 され た と い 1 
ある 。 実は ニュ ー ハ ー フ 5 らしい 


GOESICEOKERIXIKYXIM2I 


性 ゅ う せ い ぐ ん 


る 巨大 宇土 粗 。 

語 了 が 地球 へ 米 た 際 に 乗っ て きた 

@ 人 人類 を イデ リア ン へ と 進化 さ 

脱衣 を 持つ 。 も っ と も 、 これ ら の 話 は 

科 原 明成 の 仮説 で あっ た 。 と こ 

トン デモ 本 「 イ ン ・ ラ ケ 

げ ら れ た こと に よ 

) っ て 現実 化し て し 
騙 た の で ある 。 


ツバ ー と マヤ 月 
ジ パ ル バー と は マヤ 文明 に お ける 冥 
と され る 地下 の 
バル バー に は 鋭い 
館 " や 、 カ マソ ッ ソ 
"な どき ジル L パ バー 
人 間 を 苦し め 、 命 
な し か けが あっ た 
は この 冥府 へ 至る 
も 呼ば れ た 。 


住ま う " 志 娘 の 
上 計 いて ん だ 地上 


ぅ て いる 心 の 闇 の 

それ を 具現 化 き せ た 

次 形 は 本 物 と よく 似 て 

"2 が 、 表情 は 非常 に 残忍 で 、 ま た 


如意 に 満ち て いる 。 見 た 目 だ け で な 
く 本 体 の 能力 も そっ くり コピ ビー し て 
いる た め 、 敵 と し て 出現 し た 場合 は 、 
注意 すべ き 存 在 と な る 。 


シャ ドウ ギン コ | 


2? - じ 。。 じ め ん と 1999 


JUDGEMENT1999 


御影 町 に ある ゲー ムセン ター の 名 
前 。 プラ ッ ゥ クジ ャ ッ ク 、 ポー カー、 ス ロッ 
ト 、 ダイ ス 、 コー ドブ レイ カー が あり 、 稼 
い だ コ イン は アイ テム と 交換 で きる 。 置 
険 の 途中 で た び た び 足 を 運び 、 仲間 
に 怒ら れ た 人 も 多い こと だ ろう 。 

7 キミ な 店 員 。 | 


| な い 、 舞 気味 な 容貌 の 店 員 。 


単なる ファ ッ シ ョ \ ン と いう 言 玉 で は 片づけ られ 


自分 の 携帯 に 電話 を か ける こと で 呼 せよ 、]OKER に 願い を か な 鞭 
び 出 せる 謎 の 存在 。 「 罪 ] で は 呼び 出 た 人 間 は 、 あ と で 十分 な 報 本 謀 
し た 者 の 竣 を か な えて くれ る 存在 と し る こと と な る 。 世 の 中 る 5 
て 、「 凛 」 で は 目障り な 人 間 を 殺し て く 話 は な いと いう こと な の だ 請 
れる 殺人 者 と し て 登場 し た 。 いずれ に 


「 軸 ] の JOKER 


JOKER 呪 い が 引き 金 と な り 、 自 ら の 心 を 悪意 に 


支配 され た 者 に 宿る 悪し き 存在 。 人 間 が 犯す 罪 

ププ JOKER ( 界 ) を 和 機 れ と し て 吸い 上 げ 、 そ の 行為 を 繰り 返す こ 
ン と に よっ て 成長 し て いく 。JOKEHR 自 体 に 人 格 は 
な く 、 ど ちら か と いう と ペル ソナ に 近い 存在 。 | 


JOKER ( 廊 ) ー 


| JOKER 様 に よっ て 呼び 出す こと が で きる 。 電話 
を か けた 人 間 の 背後 に 現れ 、 願い ご に と を か な えて 
くれ る と され た 。 だ が 、 その 場 で 願い を 口 に する 
こと が で き な か っ た 者 を 影 人 間 に 変え て し まう と 


JOKER 第 三 形 態 
JOKER 第 四 形 態 


ee 8 大 。 和 %=P 
冗談 や シャ レ を 意味 する “ジョ ー ク "か ら どの カー ド の 代わ り に も な る ): 
派生 し た 言葉 で 、 も と も と は 道 化 者 の 意味 ポー カー な ど で は 大 
を 持つ 。 トラ ンプ に 含ま れる JOKER は " 切 活躍 だ が 、 バ バ 抜 き と な る 
り 札 "と も 呼ば れ 、 文字 どおり 、 勝負 を ひ と 一 転 し て 大 の 嫌 わ れ 者 
っ くり 返す こと さえ で きる 万 能 カ ー ド で ある 。 と な っ て し まう 。 


や 
。 


生 し ao 


CT ムー (キー こ )】 


、 5 翌 世間 を 駆 Ia ei 御影 町 に ある アー ケー ド の ひと つ 。 
ん OKER 様 " を モチ ー フ に し た NN 還 | サン モー ル よ り も 若干 広く 、 入 っ て い 
ミ は 英訳 され た マイ で wa る 店 舗 数 も 多い 。 また 、 その 分 利用 す 
し て いる 。 し か し 、 SS- | | る 人 も 多い の で 、 情 報 収集 の 機会 も 
傘 う MUSES の 活動 増え る は ず で ある 。 
絡ん で いる 。 彼 ト 
で の MUSES デ ビ 
ト で この 曲 を 大 々 的 に 
- 節 “異国 の 詠 " を 実 
因 ま う と 画策 し て いた の で ある 。 


間 OKER 呪 い " で 誰か を 呪い 殺し た 高校 生 な どの 若い 世代 を 中 心 に 広 

帆 間 の な れ の 果て 。 JOKER 呪 い を す | まっ て いる 、 お まじ な い の 一 種 。 自分 

る と 赴 ら が JOKER 化 する と いう 説 が テ | の 携帯 番号 に 電話 を か け て JOKER を 

MM に よっ て 放 喘 され た 直後 、 そ の 噂 呼び 出し 、 願い を 告げ ば れ ば か な えて も 

MM せい に 広まり 現実 と な っ た 。 | ら え る と いう も の で ある 。 た だ し 、 

IOKER 化 し た 人 間 は 己 の 意識 を 失 | JOKER の 前 で 願い を 告げ られ な か っ 
新た な る JOKER と し て 殺人 を 行 | た も の は 、 夢 見 る 心 を 奪わ れ て 影 人 
まう に な る 。 間 と な っ て し まう 。 


還 還 一 ラ ヤ 神社 や 岩戸 山 に 出没 する 、 セ 
aiKEROD こ JOKE JOKER に の 押 の 上 
oo 間 に 危害 を 加え る こと は な く 、 た だ じ 
っ と 寂し げに 見 つめ て くる 。 こ の 此 寺 
は 、 実 は 幼い 達哉 た ちと 遊ん で いた 
か つて の 舞 耶 の 姿 。 街 中 に 流れ た 
「 少 女 の 出 辻 が 出る らし い 」 と いう 
隙 が 実 休 化 し た も の で ある 。 


携 を 利用 し た 呪い の 一 種 。 自 
分 の 携帯 話し て JOKER を 呼び 出 
し 、 殺し た い 人 間 の 名 を 告げ る と 、 自 分 
の 代わ り に JOKER が 殺し て くれ る と い 
う も の 。 ター ゲッ ト と な っ た 人 間 の も と へ 
は 、 犯行 前 に 予告 状 が 届け られ た 。 


憎い 人 を 
殺し て くれ る 


Jolly Roger 


港南 区 の シー サー ドモ ー ル 内 に あ 
る カフ ェ バ ー。 古い 船 を 改造 し て 作ら 
れ た 店 内 に は 、 い た る と ころ に 船 の 写 
真 や 模型 、 旗 な ど が 人 節 ら れ て いる 。 中 
で も カウ ンタ ー に 展示 され た “ 業 魔 厩 " 
と いう 船 の 模型 は 非常 に 精巧 で 、 ま る 
で 本 物 を その まま 小さ くし た か の よう 
で ある 。 

マス ター ] 
無口 で どこ と な く 不 気味 な 印象 を 与 | 
える マス ター。 沈没 船 に 出没 する 亡 | 
吉 の よう に 見 えな くも な い 。 | 


Jolly Rojer の カウ ンタ ー 

る 業 魔 殿 と いう ミニ チュ アシ ッ プ は 、「 デ 
ビル サマ ナー』 シ リー ズ に 登場 し た 同名 
の 船 に 由来 する 。「 デ ビル サマ ナー」 に 
お ける 業 魔 殿 は 、 豪華 客船 を 利用 し た 
宿泊 施設 。 そし て 、 ホテ ル 営 業 の 裏側 で 
は 、 サマナー を 顧客 と し た 悪魔 の 合体 も 
行なっ て いる 場所 で ある 。 業 魔 殿 を 取 
り し きっ て いる の は 、 ヴィ クト ル と いう 謎 
の 男 で 、 悪魔 に つい て 非常 に 詳し く 、 船 
を 訪れ る サマ ナー た ち に さま ざま な 構 魔 
の 合体 方 法 に つい て 教え て くれ る 。 


IANI 


ES 


。。、【 し ろ い お ん な の とこ 】 


自 い 服 を 着 た 少女 、 マ イ の こと 。「 異 
聞録 | に お いて 、 主人 公 た ち が ペ ル ソ 
ナ 様 遊び を し た 際 に 現れ 、 謎 の 多い 
彼女 の こと を 主人 公 た ち は こ う 呼 ん で 
いた 。 彼女 の 正体 は 、 マ キ の 別人 格 
で 分 身 の ひ と つ 。 幼少 時 の マキ の よう 
な あど け な い 顔立ち を し て いる 。 マ キ 
の 心 の 中 の 、 純粋 な 部 分 が 実体 化し 
た も の と 考え られ る 。 


須藤 竜 蔵 が 率い る 謎 の 秘密 結社 。 
既存 の 価値 観 を リセ ッ ト す る こと に よっ 
て 人 々 に 凛 を 与え 、 無 原罪 の 理想 世 
界 を 実現 させ よう と し て いる 。 政治 察 
や 企業 家 な ど 十 数 名 の 有力 者 を 中 心 
に 構成 され 、 警察 や マフ ィ ア 、 マス コ 詳 
内 部 に も 多く の 党員 を 送り こ 総 いる 


W 


長い あい だ 会 わな く で き 還 で 
相手 に 対す る 気持 ち は 論 本 
せる こと も な い 。 ペ ル ソ 孝 衣 旧 
冒険 を と も に し た 仲間 は 座 
関係 で ある と 思わ れる が 旨 詩 
の 中 で も さら に 深い 部 分 ) 
いる と 考え られ る 。 鞍 哉 吾 
うら ら な ど が その よい 例 で あぷ 


【 し ん せい 


新 世 事 は まず 、 JOKER 喝 We 
の ち に マス コミ の 力 を 利用 | 
行なっ た 人 々 の JOKER 他 

きら に JOKER 狩 り を し で 入 家 を 
集め る と 、 龍 の 封印 を 解 VI 衣 
フ 机 を 浮上 させ よう と も くろ / 
っ た 。 に 】 


ア 


神取 、 石神 、 管 原 
部 隊 の リー 
行なっ て いる 。 まま 大 
| 部 の 協力 者 と し @! 
の 名 も あげ られ る ョ 


ミ 大 な 水 品 の こと 。 


、 緑 、 黄 、 供 明 の 5 色 
ぎ 場 する 。 うち 4 つの 航 

仮面 党 の 幹部 に 務 け 

時 は JOKER 本 人 が 所 
\* 部 ら の 手 に 渡っ た 


騰 は カラ コル に 集 
ー を 洋上 させ る 原 動 
穫 明 の 往 襲 を の ぞ 
騎士 田 に よっ て 人 
突如 と し て 出現 し た 
缶 め られ た 。 


オー パー ツ (Out Of Place ARTfactS) 
と は その 年 代 の 科学 技術 を は る か に 超え 
た 、 つ まり 存在 する は ず の な い 場 違い な 
人 工 物 の こと 。 有名 な オー パー ツ と し て は 
ナス カ の 地上 絵 や 、 2500 年 前 に 現在 の 地 
形 を そっ くり に 写し 取っ た と され る ピリ レイ 
ス の 地図 な ど が ある 。 

この 中 の ひと つ に 、 水 晶 鍋 骨 が あり 、 
作成 され た の は 約 3600 年 前 と され る 。 天 
然 の 山水 晶 を くり ぬい た も の で 、 歯 の ひと 
つ ひ と つま で 精巧 に 作ら れ て いる 。 本物 
の 水晶 を 使っ て この よう な 品 を 作る の は 、 
現代 の 技術 を も っ て し て も 不可 能 だ と いわ 
れ 、 多く の 謎 を 残し た まま と な っ て いる 。 


トニ マニー ンー マニ ーー マー マー テマ ーーー テマ ーー ンマ マー ンー ンマ ー デ ] 
"WU"Nm WPTPUPTtPY り "NPV の す " き PP の UPPtPUP 


【 す いし ょ うど くろ 】 


港南 警察 寺 の 刑事 一 課 強 行 犯 係 


所 属す る 刑事 。 25 歳 と いう 若き で 巡査 
部 長 に まで 昇り つめ た 超 エ リー ト 刑 事 
で ある 。 頭脳 明 思 で ね ば り 強 く 、 曲 が 
っ た こと は 決し て 許さ な いと いう 刑事 
の 鑑 の よう な 人 物 だ が 、 少々 真面目 す 
ぎる きら い が あ り 、 プラ イベ ー ト で は そ 
れ が 仙 と な っ て 物事 が 後手 に 回 る こと 
も 少な く は な い 。 近頃 で は 、 彼 自身 で 
も そん な 自分 に 疲労 を 感じ て いる よう 
だ が 、 か と いっ て 25 年 間 続 け て きた 生 
真面目 な 自分 を 捨て る こと も で きず 、 行 
き 場 の な い 感 情 を 持て 余 し て いる 。 
「 浪 』 で の 新 世 事 事 件 を 経て 、 な ん ら 
か の 答え を 得 た よう だ が 、 彼 が 本 当 の 
意味 で 自分 を 解放 で きる よう に な る の 
は まだ まだ 先 の こと で あろ う 。 


克哉 の 本 質 を 探る 1 
磨 病 宮 か ら の 支配 


12 月 に 生ま れ た 克哉 は 、 プ ラウ ン と 
同じ 磨 狼 宮 (山羊 座 ) の 影響 下 に ある 。 
プラ ウン が 一 見 そう は 見 えな い の に 対 
し 、 克哉 の 性 格 は 「 勤 勉 」「 堅 実 ]「 努 
カ 家 」 と いっ た 磨 弟 宮 の 性 質 そ の も の 。 
これ は 克哉 が 磨 宮 の 支配 星 で ある 
上 星 の 影響 を 2 重 に 受け る 12 月 22 日 一 
12 月 31 日 の あい だ に 生ま れ た こと に 起 
因 し て いる 。 土星 は 東 縛 や 忍耐 力 を 
象徴 する 星 で 、 こ れ に 支配 され る 者 に 
堅実 を モッ トー と する 人 生 観 を 与え る 
と され て いる 。 そ れ に 対し て 1 月 1 日 に 
生ま れ た ブラ ウン は 、 磨 弟 宮 の 影 響 を 
受け つつ も 、 芸術 や 交友 な ど を 象徴 
する 金星 の 支配 下 に ある 。 同 じ 磨 
宮 生 まれ で あり な が ら 両 者 の 性 格 が 
大 きく 異な る の は 、 生 まれ た 日 を 支配 
する 惑星 が ふた り の 人 性格 形成 に 作用 
し て いる か ら な の で ある 。 

また 、 磨 戸 宮 生 まれ の 者 は 生 真 面 
目 す ぎる が ゆえ に 他 者 と の 交流 、 特に 
異性 と の 駆け 引き は や や 苦手 だ と も い 
われ て いる 。 この 影響 を 色濃く 受け て 
いる 克哉 の 春 は 、 ま だ 伯 か 遠い よう だ 。 


| 上 半身 が 山羊 、 下 半身 が 魚 と され る 山羊 座 の ル 
ー ツ は 、 ギ リシア 神話 に 全 場 する 牧神 バン の 逸 

| 話 に ある 。 詳 しく は ブラ ウン の 項 (39 ペ ー ジ ) 

| で 解説 し て いる の で 、 そ ちら を 参照 し て ほし い 。 


| 常に 事件 の こと を 考え て いる せい か 、 


7 の 774 の っ だ た どこ ワナ ど テ 三 7 の の 


_ 通常 ・ 罪 バー ジョ > 


に 


で ある 。 ま た 、 達 哉 を 心配 し で る 
| に も 見 せる 表情 だ 。 


販 H で の 哉 は 、 表情 が 固く 、 また 言動 も 央 | 
| し い 刑 事 そ の も の で あっ た 。 覧 苦し い 男 と い 


い 悲 し みな ど を 受け た と き に 見 世 る 
| | 眉 を ひそ め 、 悲 し み に 耐 える その 顔 


| | う イ メー ジ を 抱い た 人 も 少な く な い だ ろ う 。 


| | | いる 者 まで も 悲痛 に させ る 。 


_ ぼん や り 


神妙 な | 
面持ち で いる こと が 多い 。 絶 え ず 周囲 に 注意 | 
| を 配り 、 状 況 を 分 析 し て いる よう で ある 。 


| | みか に を 関 け 、 ど ご を 見 る 
や り と し て いる 。 サ ング ラス で 見 な 
| 邊 も うつろ な の だ ろう 。 


片方 の 眉 を か すか に 釣り 上 げ 、 顔 を し か め て | 
| | 荻 き を 表現 し て いる 。 「 罪 」 の 達哉 と 似 た よう 
| な 表現 で 、 さす が は 兄弟 で ある 。 


| 訟 は 租 や か そう に 見 える 吉 だ 2 
| | | さす が に 刑事 。 怒り を あら わ に し た 


か な り の 人 迫力 が 感じ られ る = 
ーーー 


克哉 の 本 質 を 探る ら 


タロ ッ ト ・JUSTICE 
が 持つ 意味 


克哉 の 専用 ペル ソナ 、 つま り も っ と も 
相性 が よい ペル ソナ は JUSTICE に 属 
する も の た ち で ある 。 この カー ド は 「 正 
義 ]「 調 和 」「 裁 量 」 を 象徴 し て お り 、 
JUSTICE は バラ ンス が 保 た れ た 道徳 
と 秩序 を 重んじ る 。 こ れ は 克哉 が 正 
義 あ る 行動 を 好む こと を 示す 一 方 で 、 
彼 自身 の 内 面 に 常に 相反 する ふた つ 
の 心 が 存 在 す る こと も あら わし て いる 。 
10 年 前 、 周防 家 は 一 家 の 主 で ある 父 
が 邊 罪 を 着せ られ る と いう 不幸 に 見 舞 
われ た 。 この 事件 に より 、 克哉 は 長男 
と し て 家族 を 守る べき 次 任 と 、 父 の 無 
念 を 晴らす と いう 義務 を 己 に 科 し 、 ハ 
メ を 外す こと の な い 人生 真 面目 な 自分 を 
作り あげ る に 至っ た 。 今 で も その 決断 
は 間 人 違っ て いな いと 断言 する が 、 し か 
し その 一 方 で 誰 の 前 で も 自分 を さら け 
出す こと が で き な い 徐 屈 さ に 苦し ん で 
いた の で ある 。 克哉 が 周り の 人 間 に 
助け られ 、 そ し て さま ざま な こと を 経験 
ミ 人 ] し て 成長 すれ ば 、 こ の 東 緯 か ら は 逃れ 
_ 高校 虹 ~ | 1 ( られ る に 違い な い 。 そ の 後 は 、 さ ら に 
ン バラ ンス の よい 自我 を 保つ こと が で き 
ンー | 誠 9 る よう に な る だ ろう 。 


上 の 融 は あま り 見 る こと は で き な い が 、 || 
上 還 8 の こと を 考え て いる と き は 、 う 害 | 


ウ 幼 笑 み が 浮か ん で し まう よう で ある 。 


特に な し 
178cm 


| JUSTiCE の ベル ソナ に は 、 世界 中 の 神話 に お い 
65kg て 、 軍 神 や 戦 の 神 と し て 扱わ れ て いる 神々 が 多 
A 型 く 集まっ て いる 。 正義 感 に 満ち た 克哉 に は 、 ま 


さ に さわ し いも の と いえ よう 。 


12 月 30 日 
山羊 座 
ら 5 歳 


Ba こら な いか サン グ | 
= 曹 通 の メガ ネ を か け て いる た | 
衣 人 そっ に Se 


上 姉 妹 学 園 に 通う 18 歳 の 少年 。 整 
っ た 容姿 と 大 人 び た 雰 囲 気 の せい 
で 、 周 囲 か ら は 憧れ の 対象 と し て み 
られ て いる が 、 他 人 を 寄せ つけ な い 
面 を 持つ 。 

「 罪 ]」 で は 主人 公 と し て 、『 凛 』 で は メ 
イン キャ ラク ター の ひと り と し て 登場 。 
2 作 を 通じ て 唯一 同じ 精神 を 有する 人 
物 で 、 ふ た つの 世界 を 結び つけ る 役 
割 を 担っ て いる 。 と くに 「 六 』 で は 、 彼 
の 存在 その も の が 世界 に 箇 威 を 与 
る と いう 茂 し い 立 場 に 置か れ 、 ニ ャ ル | | 
ラ ト ホ テ プ ブ と 真っ 向 か ら 立ち 向かう こ 「 罪 」 の エン ディ ン | | | 子供 な が ら に 央 し い | | 
と と な っ た 。 | グ で ギン コ に キス を | | | | 目 つ き を し て いる 。| | | 1 
| され た と き に 見 せ || | | その 当時 に 起こ っ た | っ じっと 悲し み に た 移る 


| | る 、 戸 惑 いと 照れ が | そい の で 5 ろう 。 | | | | に は 、 こ ら え きれ ず 涙 を 流す 顔 も 見る 
| 入り 交じっ た 表情 。 || | て いる の で あろ う 。 


| 眉 を ひそ め 、 相 手 を 厳し くに ら み つけ て いる 。 | | | | 達哉 が 見 せる 笑顔 は 大 前 終 な も の @ 府 
| | 表現 こそ 激しく は な い が 、 そ の 顔 か ら は 抑え | | | | か る く 微 笑 お 程度 。 目 も と が や わら き 
| こま れ た 怒り が 感じ られ る 。 | | しい 表情 を 見 せ て いる 。 


| | 「 罪 で は すま し 放 だ が 、「 逢 」 で は 目 つき が 鋭く | | 意識 が 薄 れ が ち に な り 、 き ちん と 思考 で き て | | | |「 硬 」 の ラス トシ ー ン で 見 せる 、 
| | な っ て いる 。 いずれ に せよ 、 実際 の 年 齢 より も や | | | いない 状態 。 洲 た ちの 偽者 (メタ ル ) に 捕 ら | | | | な 役 笑 み 。 ひ と り で (向こう 全 放 
| や 大 人 び て 見 える 。 えら れ た 際 に 見 せ た 表情 で ある 。 | | | っ て いく つら さ が 現 れ て いる 。 
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ラ ミン 


周防 達吉 の 本 質 を 探る 


遇 人 か ら の 支配 

疾 子 官 (獅子 座 ) は 統率 力 や 包容 力 
が あり 、 還 カ 威厳 と を 兼ね 備え 
* ま カリ スマ EE で ある と され る 。 
それ は まさ ( ) 王 ライ オン の 持つ 
中 - ジ その ま ある 。 達哉 の 持つ 
胃 及 て 性 も 、 獅 子宮 な ら で は の も の 
考え られ る 。 


) 人 間 は どん な 困難 
パワ ー を 持っ て い 
子宮 の 持つ リー ダ 
- 匹 狼 然 と し た 達 
ヽ よ うに も 思え る が 、 
て か ら の 彼 は 自然 
を 発揮 し て いる 。 

ラク レス が 倒し た ネ メ | 
| の 春の 化け 聞 子 。 獅子 宮 に つい て の 詳 


| し 説明 は 、 同じ で ある 城戸 レイ ジ の 項 
(56 パニ ジ ) を 参照 の こと 。 


my ト SUN 太陽) と の 相性 


工 に は そぐわ 7 
講 の 仲間 を 取 ! 
胃 志 ゲー シッ ン 


| 還 の ルー ツ は 、 


半 六 と も っ と も 相性 が よい アル カ 
すけ は SUN。 達 属す る 獅子 座 の 守 
護 思 お $ ま た 太陽 で ある こと を 考え る 
と 、 達 哉 は 大 響 を 色濃く 受け 
国 G2。 タロット で は 太陽 は 』「 生 命 ] 
肉 講 有 迷 光 」 の 象徴 で あり 、 ま た 
詳 還 に お いて は 10 個 の 惑星 を 率い る 
M ョ ター 的 存在 で も ある 。「『 罪 ] で 
散 東 ね 、 戦 いぬ いた 達哉 の エネ ル 
章 = の 強 さ は 、 に 太陽 その も の 
あろ う 。 ま た 、 太 陽 の カー ド が 逆 
陣 罰 と な っ た 場合 、 現 実 世界 か ら の 


な どの マイ ナス の 
の 死 と 記憶 の 幽 団 
られ な か っ た 達 


ー リ ヤ や キ ニ チ ・ カ | 
、 ヴ ィ ロ ー シ ャ ナ な ど 、 


ロー マ 神 話 に 伝わる 鍛冶 の 神 。| 
関わり の ある 神 で ある 。 


た っ ちゃ ん 


身長 181cm([「 異 聞録 ] 登場 時 ) 
体重 "68kg (「 異 聞録 登場 時 
血液 型 B 弄 

誕生 日 7 月 27 日 

星座 閣 子 座 

年 齢 18 歳 


名 で あっ た 澄 丸 清 思 の 分 

家 に 生ま れ た 人 物 。 暴 政 を 行 1 
な い 、 惜 遂 術 に よる 天下 統一 を も 半 
くろ ん だ 浴 丸 を 倒し 、 そ の 和 色 念 を 暴 全 
抑え る た め 、 天野 舞姫 と と も に 即 
身 仏 と な っ て 珠 開 瑠 の 地 を 守り 続 
け て いた 。 克哉 、 達哉 の 見 弟 の 先祖 
に あたる と 思わ れる 。 


。 春日 山高 校 に 通う 不良 生徒 。 か つ . 


て 栄吉 に ケン カ で 負け 、 番長 の 座 を 追 
われ た うえ 、 当 時 つき あっ て いた 彼女 
信二 し まっ た 。 それ 以来 、 

吉 に 恨み を 抱き つづ け 、 人 まき の た 


正義 感 あふ れる 武 将 。 油 丸 清 思 の 復活 を 知り 、| 
| 手 を 貸し て くれ る 。 


ほ 上 自衛 隊 の 師団 長 で あり 、 か つ 
新 世 加 の 幹部 で も ある 。 時 性 の 末期 
ガン に 冒 され 、 不老 不死 を 求め て 新 
世 事 の 計画 に 荷担 し た 。 表 向き は 須 
藤 意 蔵 に 従っ て いる が 、 心 の 底 で は 
彼 を 矯 蔵 し 、 利用 する だ け の つも り で 
いる 。 の ち に 須藤 に よっ て 吉 魔 化 さ れ 、 
永遠 に 生き 直り 9 る だ けり の 
て し まっ た 。 


トー テー と 


不老 不死 と いう 菅原 
| の 願い は 、 悪 魔 化 と 
いう 皮肉 な 形 で 実現 
され た の で ある 。 


め に 仮面 党 に 入っ て ベル ソナ 能力 を 
授かっ た 。 自ら 「 カ ス 校 の ヘッ ド 」 と 名 
乗っ て 下克上 を 図る が 、 成長 し た 栄 


ーー を プッ 


親 。 も と は ア 20 2 大 の 日 
き が 高じ て つい に は 日 本 ほ 帰 旅 較 
まっ た 。 立派 な 門 構 え の 
日 本 家屋 に 住み 、 日 本 過 
食 を 好み 、 家庭 で は 
いっ さい 英語 を 話 き 

な いと いう 徹底 し た 目 
本 マニ ア 。 そ れ が も と 

で 「 罪 』 で は ギン コ e 講 
嫌い され て いた が 、 

「 凛 」 で は 関係 が 修復 
され て いる よう だ 。 


次 期首 相 と も 目 さ れる 現職 
臣 で 、 新 世 事 を 取り 仕切 あ 
で も ある 。 清廉 潔 藻 i で 有 月 な 
と し て 世間 的 に は 高 ぷ 和 価 
いる が 、 裏 で は マフ ィ 7 放 請 
多額 の 献金 受け た り 上 義則 
っ て 目障り な 人 問 を 抽 請 還 了 
っ 疹 か ら 排除 し た り し 天 
て いる 。 人間 の 犯し 
た 罪 を 清算 し 、 無 原 
罪 の 世界 を 作り と い 
う 理 想 を 掲げ て 新 
世 事 を 結成 し た が 、 
その 真 の 目的 は 私 利 
私 欲 に 満ち て いる 。 

間 題 ば か り 起 こす 息 請 
の 竜也 を 疎ん じ 、「 六 』 
竜也 が 殺人 を 犯す ま 
に 至る と 、 山奥 の 病院 
に 1 
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9 お うた つの し ん 


ー 9 うだつ や 


em 


【 す ご どう た つや 】 


板 面 党 4 幹部 の 筆頭 。「 罪 」 世界 の 
加 締 放火 事件 の 犯人 で あり 、 その と き 

こ な っ た 舞 耶 と 、 火傷 を 負わ 
い 恨 み を 抱い て いる 。 
謎 の 電波 に 悩ま され 、 つ 
に は 耐え 切れ ず に 犯罪 に 走っ て し 
た 弱い 精神 の 持ち 主 で ある 。 七 
菩 線 学園 に 通っ て いた 当時 は 棋 原 明 
隊 の 教え 子 で あり 、 の ち に 要 原 が 著 し 
起 還 レラ ケ ナ 」 の も と と な る 、 マイ ヤ 
内 が ら ( と 思い こん で いた ) の 電波 を 


受け 取っ て いた 
剛 ] で は 放火 だ け で は 
個 き 足ら ず 、 徐 犯行 


攻 語 2 カレ ー ト ミ させ 、 つ 
MD に は 殺人 を 行なう ま 
上 正 る 。 達哉 た 
ちの 父親 に 松 
和子 うに な っ た の を 機 に 、 
論 音 茂 に よっ て 森本 病院 
に 午 肝 され た 。 


[片目 ( 罪 ヴァ ー ジ ョ ン ) | 


| AS、 


の 竜也 。 そ の 上 顔 全 体 か ら 、 彼 
| | の 非情 さ が に じみ 出 て いる 。 


| 不 英 な 笑み を 浮か べ る 「 罪 」 仮面 党 幹部 、 キ ング ・ レ オ と | | 10 年 前 の アラ ヤ 神 社 放談 事件 
し て の 竜也 。 仮面 に は 、 赤 い | | で 負っ た 火傷 は 、 彼 の 左目 の 
宝石 が 埋め て まれ て いる 。 | 


る | 


| | 視 カ まで も を 鶴 っ た 。 


これ も 電波 の 影響 で あろ う 。 


「 和 」 で の 竜也 は 、 ど こと な く | |JOKER と し て 登場 し た と き の 空 の 科学 館 で の 騙 動 に より 、 | 
狂気 じみ た 顔つき を し て いる 。| 電 也 。 「 罪 」 世界 で の JOKER | | 奇しくも 「 罪 」 世界 と 同じ 場 


| | を まね て の 変装 で ある 。 


| 所 に 火傷 # 負 っ た 電 世 。 


どちら の 作品 の 竜也 も 、 彼 が 受信 し て いた と いう 電波 に | 
| より 精神 に 異常 を を た し て し まっ て いた 。 そ れ は 彼 の 狂 | 
| 気 に 満ち た 目 と 怪し い 言動 を 見 れ ば 一 目 瞭 然 で ちろ う 。 | 


ョ NCYCLOPEDIA 


BKIIANIUA 


| MM 
" 演 九 清 思 

一 方 的 な 興味 や 好意 で 、 特 定 の 人 族 了 を 基調 と し た 区 画 整 理 を 行 な が 、 分 家 の 周防 辰 之 進ま 
に し つこ くつ きま と う 偏 執 狂 的 な 人 間 、 珠 関 瑠 市 の も と を 作っ た と され る 現在 は 新 世 回 の ご 神体 ど 
の こと 。「 罰 に 登場 し た 和 柔 原 真 は 、 フ 了 国 大 名 。 須藤 竜 蔵 の 祖先 で も ある 。 ニャ ル ラ ト ホ テ ブ の 意思 宙 
ァ ッ シ ョ ン 雑 誌 で エモ リー を 見 初め 、 悪 | 望 龍 術 を 用 いて 天下 統一 を も くろ ん だ 在 と な っ て いる 。 
質 な スト ー キ ング を 繰り 返し て いた 。 
激怒 し た エリ ー の ペル ソナ で 手 ひど く 
追い 返さ れ て か ら は 、 ス トー キン グ を 


や め て いる 。 | 呆 間 瑞 市 


海 と 山 に 囲ま れ た 、 人 口 約 128 万 の る 大 名 の 即 身 仏 が 、 本 部 基 
政令 指定 都市 。 一 説 に よる と 、 そ の 歴 現場 か ら 発 見 され た 。 4 
史 は 紀元 前 に まで 湖 る と され 、 地下 に 珠 開 瑠 と は スパ バル 、 つ まり 
は 多く の 遺物 が 隠さ きれ て いる と いわ れ 星団 の 別名 で ある 。 また 靖 街 の ! 
で いる 。 真 円 を 基調 と し た 街並み は を 流れ る 川 は 七夕 川 と 畔 慌 組 
戦国 時 代 の 名 残 で 、 20 年 ほど 前 に は れ も 星 々 に 縁 の 深い 名 が @ 誠 
珠 開 瑠 市 の 区 画 整理 を 行なっ た と きれ いる よう だ 。 1 


| 


特定 の 人 間 に 抱く 恋愛 感情 や 、 そ れ 
が 満た され な いこ と か ら 起 こる 息 恨 の 感 
情 を 充足 させ る た め に 、 相手 や その 家 
族 に し つこ くつ きま と うこ と 。 ス トー キン 
グ そ の も の は 昔 か ら あ っ た と 思わ れる 映 牛 山 
が 、 近年 と み に 増 加 し 、 ま た その 内 容 も に ョ 
悪質 な も の と な っ て お り 、 マス Mt.Katatsumuri 
び た び 取り 上 げ ら れる よう に な 穫 
成 12 年 11 月 24 日 か ら ス トー カー ょ ど 
の 規制 等 に 関す る 法律 “スト ー カ ー 規 制 
法 ”" が 施行 され て いる 。 


す 
ン W 1 計 M 青葉 区 


IAoba-Ku 


[AM 9 アア あ ュ 3 も 
kN 0 夢 華 台 。 いれ 


Renge= i も 1 
~- Tanabata Rriver 4 】 凍 』 
7, 


を 隠し 、 影 の 情報 提供 者 と | と AN 唱 海 区 、 
52 を 申し 肌 た 宮本 測 長 の 仮 の 名 前 Naremrku 
ほ 


二 。 で 、 か つて 
蔵 の 圧力 に 屈し 、 親 友 で あっ た 頑 哉 


ちの 父親 を 裏切っ て し まっ た こと 【 
る 深い 後悔 の 念 を あら わし て いる 。 
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9 と ー か ー 


選 9 りー で ぃ ー だ ん じ ょ ん 
= に ご マ テン ン 


ーー 


| 


【 さ づり 一 で ぃ ー だ ん じ ょ ん 』】 


アパ トリ フネ と 同時 に 洋上 し た 城 。 
旧 瑠 城 は 、 現在 の 蓮華 台 に 在 す る 
林 九 公 園 が ある 場所 に あっ た と され 
訪中 の 牛 城 で ある 。 


六 に は 祝 言 を 刻ん だ 7 つの 石版 

記 放 かれ て いる 。 ま た 、 最 奥 部 の ウ 
# の 間 に は 、 浴 丸 清 四 の 即 身 仏 が 
上 囚 られ て いる 


の 跡地 | れ た 本 丸 公園 に は 、 城 の | 
間 2s こ らい いこ 


記 
】 


か つて の 戦国 大 
名 が 即 身 公 と な 
っ た も の 。 新 世 
の ご 神体 と し て 崇 | 
め ら れ て いた 。 


ダン ジョ ン の 内 部 を 描く 方 法 の ひと 
つ で 、 2 か 
用 され る 。 操作 し て いる キャ ラク ター 
の 身体 や 顔 は 見 え ず 、 キ ャ ラク ター が 
見 て いる ダン ジョ ン の 壁 や 床 、 扉 な ど 
だ けが 見 える の が 特徴 で ある 。 建物 
の 内 部 に いる と いう 感覚 が 強く 、 臨場 
感 も ある が 、 四 方 が 見 渡せ な い だ け 
に どこ に いる の か わか ら な く な る こと 
が 多い の も この ダン ジョ ン の 特徴 だ 。 
女神 転生 の の シン 


処女 作 で ある 「『 女 神 転 生か ら 「 女 神 
異聞 録 ペ ル ソ ナ 』 ま で 、 この 3D ダ ンジ 
ョ ン の 形式 が と られ て いた 。「 ソ ウル ハ 
ッ カ ー ズ 』 な どの 比較 的 新しい も の は 
と も か く 、 初 期 の 「 女 神 転生 ] な ど は 殿 
の グラ フィ ッ ク が どこ も か し こも 同じ な 
た め 、 迷子 に な る プレ イヤ ー も 続出 し 
た 。 な お 「 罪 」 以降 か ら は 、 歩い て い 
る キャ ラク ター の 全身 が 見 え 、 斜め 上 
か ら 見 下ろ す 視 点 と いう 2D に 近い ダ 
ンジ ョ ン に 変化 し た 5 


で の 6 


交 補 罰 生 シリ ー ズ に お ける 3D ダ ンジ ョ ン 前 


女神 転生 ーー 


FC 版 「 女 神 転生 ] の 3D ダ ンジ 


ブル な 背景 が 描き を こま れ て い 
る 。 続 く 「 女 神 転 征 」 も 、 同 
様 の グラ フィ ッ ク で あっ た 。 


]SFC 上 [ 真 ・ 女 神 転生 」 の 3D| 
ョ ン 。 県 を 背景 に いた っ て シン | | ダン ジョ ン 。 背景 グラ フィ ッ ク 
| が 建物 の 構造 に 応じ て 変化 し 
| た 。 こ の スタ イル は 、 続 編 の 
|『 真 」、「if…」 ま で 続い た 。 


|SS 版 「 デ ビル サマ ナー』 の SD 
| ダン ジョ ン 。 背 景 グ ラフ ィ ッ ク 
が より 細か く 表現 され る よう に 
な っ た た め 、 ダ ンジ ョ ン 探 索 が 
し や すく な っ た 。 


是 基 大 | 


ソウ ル バ ハッ カー ズ 女神 異聞 録 ベ ル ソ ナ ペル ソナ ら 罪 ・ 


SS 版 [ソウ ル ハッ カー ズ ]」 の | 
| 8D ダ ンジ ョ ン 。 前 作 「 デ ビル | 
サマ ナー」 以上 に 内 部 構造 の デ | 
イィ テ ィ ー ル が 表現 され る よう に | 
な り 、 皿 場 感 も 増し た 。 


PS 版 ベル ツナ] PS | 罪 」 の ダン ジョ ン 。 ク 
の 3D ダ ンジ ョ ン 。 
た 背景 と 、 探 索 画面 に 表示 され |8。 ダン ジョ ン 構 造 自 体 は こ 
る 近隣 の マッ プ の お か げ で 、 迷 | | れ ま で の 作品 と 同じ な の で 、 油 
| うこ と な く 探 索 で きた 。 


描き こま れ | | オー ター ビュ ー 形 式 に な っ た も 


| | 断 する と 迷子 に な っ た 。 


る 、 


エル ミン 学園 


「 異 開 録 」 に 登場 し た 、 公 た ち が 
通う 高校 。 都内 か ら ほ ど 近 い 御 影 町 に 
建て られ た 、 私 立 の 学校 で ある 。 カト 
リッ ク 系 の 学校 で は ある が 、 さ ほど 宗 
教 色 は 感じ られ な い 。 緑 が か っ た グレ 
ー の 制服 は 、「 罪 」] で も ショ ッ プ や ゾ デ 

アッ ク な ど で 見 か けら れ た 。 


生徒 の 自主 性 を 重んじ 、 上 厳 し い | 
| 校則 は 設け て いな い 。 その た め 、| 
制服 も 各自 思い 思い に 着こなし 
| て いる よう で ある 。 


生徒 た ち 
非常 に 優秀 な 生徒 か ら 、 落 第 寸 | 
前 の 生徒 まで 、 幅広 い レ ベル の 
学生 を 受け 入れ て いる 。 お そら | 
く は 、 生徒 それ ぞ れ の 個性 と 能 | 
| 力 を 伸ばし て や ろう と いう 大 石 


校長 の 教育 理念 な の 


1 
1 年 と 2 年 は 6 組ま で 、3 年 は 7| | 夏美 先生 が 保険 医 を 務め る 保健 | | いわ ゆる 学 食 。 校 舎 BF の 西 出 に 
組ま で の クラ ス が ある 。 ひ と つ | | 室 は 、 校 舎 1F の 南西 側 に あっ た 。| | あり 、 隣 に は 家庭 科室 が ある 。 
の クラ ス は 、 大 体 ら 55 人 前後 の | | 部 屋 の 片隅 に は 、 な ぜ か アガ ス | 食いしん坊 の 生徒 た ちの た まり | 
生徒 で 構成 され て いる 。 | | ティア の 木 の 鉢植 え が 。 | | 場 と も な っ て いる らし い 。 4 


ーー ニー ンー 
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レー 本 えん 
- せ か ッ 9) 


【 せ いそ う で ん せつ 】 


陣 開 録 ] の モ ベ ク 篇 に 登場 する 、 マ ロン ギ ヌ ス の 槍 に まつ わる 伝説 の こ 
認 が 原 望 か ら 創 り だ し た 世界 の こと 。 と 。 この 槍 を 手 に 入れ た も の は 世界 を 
放 の 世界 に 神取 が 外部 か ら 十 渉 す る | 手 に する と も いわ れ 、 か つて さま ざま な 新約 聖書 で は 、 ロン ギ ヌ ス の 槍 は イ 
『 雑 な 異 世界 が 生み だ さき | 有力 者 が 聖 格 を 追い 求め た 。 ヒト ラー | エス ・ キ リス ト が 十字 還 に か けら れ た 
も また その ひと り で 、 SS 親衛隊 に よっ て 際 、 そ の 脇腹 を 買い た と され て いる 。 
た 癒す こ 8 、 傷 痕 か ら 
衣 タ ンジ ョ ン に 変化 し た り 、 守 て 生 栓 科 ド 団 に 振 た せ て レー へ ダグ | は 決し て 止 る こと な く 血 が 流れ 続け た 
に な っ て いた りす る 。 いる 。 ーーー ュー と いう 。 つ まり 最終 的 に イエ ス を 死に 
2 ※ こ の 解説 は 、 ゲー ム 中 の 設定 ン ン グチ 3 至ら し め た の は 、 こ の 聖 槍 に よる 一 撃 
B に 基づい た フィ クシ ョ ン で す レシ だ っ た の で ある 。 
自分 の 心 の 中 に 自分 だ け 
\ る も の で ある 。 そ れ は 
ょ い 夢 想 の 世界 だ っ た 
りす る 。 特に 小さ 
力 が 豊か で も の ご と を 
広い 精神 世界 を 持っ て 
5。 た いて い は 年 を 経る 
薄 


の だ が 、 
内 に い な いま な 人 に な る た 
が 存在 する 
闘 (で NE 


| で 、 の ち に 亜 者 と し て ロ 
| フキ ヌス と 名 づけ られ 
た 。 ロー マ 軍 の 百人 隊長 個 
5 キ が 作 て る く 、 また 友人 が 多 で 、 投 げ 槍 を 持っ て いた 。 4 
の は 、 現 実 の マキ が そう あり た いと 願 | | ー に 
導い る 姿 が 反映 され て いる か ら で ある 。 


ecpu5 ょ 3 


ーー 全校 生徒 の 代表 で 、 学 校内 の 政務 シリ ー ズ に は 、 型 エル ミン 学園 と 春 
証 罪 | に 登場 する ヒト ラー の 配下 で 、 | や 雑務 を 取り し きる 人 物 。 本 来 な ら 日 山高 校 の 生徒 会 長 が 登場 する 。 
放 ト バタ リ ォ ン の 中 核 を な す 最 強 | ば 生徒 中 で も っ と も 俺 い 役職 の は ず な お 、「 異 開 録 ] と 「 神 」 に 登場 
較 衣 特殊 な スー ツ に 身 を 固め た 13 | だ が 、 単 な る 雑用 係 と し か 認識 され し た 神取 も 、 高 校 時 代 は 在学 し て 
Ao で きれ る た め 、 別名“ ロ | て いな い 場 合 も 多い 。 普 纏 の わり に た 聖 エル ミン 学園 で 生徒 会 長 
と も 呼ば れる 。 ペ ル ソ ナ 実入り の 少な い 仕 事 だ が 、 内 申 を よ て いた 。 当時 か ら 優秀 だ っ た 神取 は 、 
を 封じ 。、 格 ロン ギ メス の くす る た め に あえ て 引き 受け る 場合 の ちの 生徒 に 語り 継が れる ほど の 名 
も ある よう だ 。 ち な み に 、 ベ ペルソナ 生徒 会 長 だ っ た らし い 。 


避 エ ルミ ン 学 園 ・ ーー ロー キー ニコ 春日 山高 校 ・ 生 徒 会 胡 


| 仕事 熱心 で は な い が 、 な ぜ か 教師 へ の 受け は よ | | 井上 康夫 。 受験 に 失敗 し て や お な く 入 学 し た 
| い 。 いぼ り 散ら す ば か り で 働か な い の で 、 生徒 | う 
| 会 役 員 の 評判 は 悪い よう だ 。 | に 寺 し た * 


ペル ソナ シリ ー ズ に 登場 する 高校 の ー 

制服 は どれ も 個性 豊か で 、 一 般 的 に 上 可 エ ルミ ン 学 園 _ 
は あま り 見 か け な い デザ イン で ある 。 | | | 男子 は 馬 め 宰 、 女子 は タイ つき の ツー ビー ス で 、 色 は いずれ も グレ ー で 請 
また 、 聖 エル ミン 学園 や 春日 山高 校 で 人 | 象徴 で あわ る 白 テ ン を デザ イン し た エン ブレ ム が 、 胸 と 腕 に 縫 いつ けら 入 

は 校則 が 厳し く な いせ い $ あ っ て か 、 形 || 上 - ト の 丈 を 長く し た り 、 ス カー フ な どの 小物 を 使用 し て いる 生徒 だ ち 
生徒 た ち は さ ま ざ ま な 着こなし を 楽し 
ん で いる よう だ 。 七 姉妹 学園 で は 制服 
を 改造 し て いる 生徒 は 見 られ な い が 、 
これ は 禁止 され て いる か ら と いう より 、 
スタ ンダ ー ド な 形 が 一 番 カ ッ コ よい か 
ら だ と 思わ れる 。 


七 姉妹 学 


| 黒地 に 白い ライ ン が 入っ た 、 ス ポー ティ な 印象 の 制服 。 男子 は ブレ ザー、| 
則 | 女子 は セー ラー 服 で 、 ネ クタ イ と リボ ン は 学年 で と に 定め られ て いる 。 が 珍し い 詰め 補 の 制服 。 答 に は 学年 
目 | 老 下 や 胸 な ども 学校 指定 で ある 。 _ | | WW-、 の 頭字 を 胡 っ だ 校 電 を 
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JR 


業 の 安全 を 図る 機能 、 あ 
ょ の こと 。 セ ベク 社 は 独 
記 セ キュ リティ サー ビス (SS) を 組織 
上 羽 お り 、 神 取 の 側近 で も ある 式 多 が 
還 ニ ター を 務め て いた 。 主 な 職務 内 容 
詩 影 町 支社 の 警備 、 お よび 神取 の 


攻 で ある 。 町 に 異変 が 起こ っ 
共に は 、 無 許可 で 銃 を 携帯 し て 道 


を 封鎖 する な ど し 、 町 を さら な る 混 
譲 に 陥れ た 。 


ど 層 


セ ベ ペク ビル に 侵入 する た 
ー カ ー ド の こと 。 SS 
請 の ド 有 希 を 行なっ た た 
語 クビ ル へ の 侵入 可能 経路 は 
記 是 場 か ら っ な た 9 


ここ 数 年 


長 と し て 抜 握 き れ た 。 


機密 保持 に 関し て は 異常 と も ちい える ほど 
徹底 し て お り 、 研 究 者 の 一 部 は 何 日 も 家 に 


帰れ ず . 軟 禁 状態 で 研究 を 続け て いる 。 
その た め 、 怪 し げ な 噂 が い 
くつ も 飛び 交 っ て い 


1 
セ ベ クビ ルフ ロア 


界 と 化し た 御影 町 を 舞台 に 、 神取 の 
企み を 阻止 し て 世界 を も と に 戻す た め 
に 戦う こと に な る 。 途 中 で も う 一 方 の 
シナ リオ 雪 の 女王 篇 を 発生 させ て し 
まう と 、“ セ ベク 篇 "を プレ イ す る こと は 
で き な い 。 な お 、 雪 の 女王 篇 の も う ひ 
と り の 主役 と も ちい える ゆき の は 、 セ モ ベ 
ク 篇 で は 一 時 的 に し か 仲間 に する こ 
と が で き な い よう に な っ で いる 。 


佐伯 エレ クト ロニ クス バイ オロ ジ カ ル 名 
エネ ルギー コー ポレ ーション 、 通 称 SEBEC。 
激 に 成長 を 遂げ た 企業 で 、 
その 実体 は 謎 に 包ま れ て いる 。 新しく 御 
影 町 に で きた 支社 で は 、 神取 鷹 久 が 支社 


。『 異 開 録 』 の シナ リオ の ひと つ 。 異 世 。 


叶 ザジ 
| 研究 所 通路 = | 
ーー ンー ーー 
さ 


みん な 、 私 た ちの 街 を 
と り も ど そ ! 


っ 


K 


ン に 


大 手下 着 メ ー カ ー に 勤務 する 24 歳 

の 女性 。 仕 事 を バリ バリ こなし 、 プラ 
イベ ー ト で も さま ざま な 習い 事 に チャ 
レン ジ し て いる 。 現在 は 高校 時 代 か ら 
の 親友 で ある 舞 耶 と 同居 中 で 、 食事 
や 身の回り の 世話 な ど 、 家事 の 一 切 
を 引き 受け て いる 。 
LM を Tv 折線 の 先 が 定 ま ら ず 、 瑞 を 多 っ て いる か の よ | | むき 、 日 を 伏せ で 陣 計 計 
け て いる 女性 と し て 描か れ で いる 。 一 | ||CCYS と さき の 宙 代 で ある 。 | || に は こん お 表 全 を 8 
方 、「 前 』 で は メイ ン キ ャ ラク ター の ひと ! 
り と し て 登場 し 、「 罪 ] で は 語ら れ な か 
っ た 性 格 や 彼女 の 抱え る 苦悩 が 浮き 
彫り に され て いる 。 


『 


| 頭 を し か め て 痛み に 耐え て いる 顔 で ある 。 歯 | | | 思い が け な い 事態 に 監 い だ と きた な に 
を くい し ば っ て 、 声 を 出さ な いよ うに し て い | | | 表情 。 パオ フ ゥ と 激しく 言い 合う ieW 
| る の か も し れ な い 。 | | に も この 表情 を する 。 『 


1 ーー 


驚き 


| | 目 っ つき か 一 段 と 央 し く な り 、 了 映し い 表情 と な | | | | 目 を 見 聞き 、 驚 き の 表情 を 見 せ で MG 議 
つて いる 。 も と も と 見 か けが 怖い だ け に 、 か | | | | 終 な 碑 つ き で は な いた め 、 普段 と あま 
| な り の 飼 力 が ある よう だ 。 | || な いよ うに も 見 える 。 


[ 加 | の それ に 比べ る と 、| | 少し 斜 に 構え て 視線 を | 
表情 が 引き 締まっ て お | | 向け た 顔 が 、 通 常 うら / 
り 、 ま た 背筋 も し っ か | | ら が 見 せる 表情 で ある 。|| | | っ うらら 
り と 伸び て いる た め 、| | 口 を 開け て いる の で 、| | | | 目 が 優し く な り 、 徴 笑 を 浮か べた うら ら 。 軽 | | | うつ お き 加 減 で た め 息 を つく うら ら 還 
| かなり 落ち 着い た 人 物 | | ぼん や り と し て いる よ | | | | く 首 を か し げ て いる 点 も 、 表 情 の や わら か さ | | | | じ し 、 わ ず か に 眉 を し か めで いる 。 
| の よう に も 見 える 。 | うに も 見 える 。 | | を 増し て いる 。 | て 嘆い て みせ て いる の だ ろう 。 


の 


いで ツ rm い Te に ag rm 


せ 」。。 っ ep 
- せ Yes 


放 沢 うら ら の 本 質 を 探る 


人 馬 宮 か ら の 支配 


音楽 、 医学 、 狩り な どの 深い 知 

識 を 持つ ケン タウ ロス が 象徴 と な 

っ て いる だ け あ っ て 、 人 馬 宮 ( 射 

手 座 ) の 人 間 は 好 樹 心 吐 盛 、 知 

識 に 対し て 貧 欲 で 、 非常 に 多 趣 

味 な 場合 が 多い 。 これ は うら ら に 

も その まま 当て は まり 、 彼 女 は 今 

まで に 数 多く の 習い ご と に 手 を 

出し 、 そ の ほとん ど を うま く こ な 

し て きた 。 だ が 一 方 、 目 的 を 達 す 

る と すぐ に 放り 出し て し まう 飽き 

っ ぽ さ も 人 馬 宮 の 特性 で ある 。 

さら に 、 人 馬 宮 は 物事 に スピ ー デ ィ 

に 取り 組み 、 思 いつ く と すぐ に 行動 を 

起こ す と され る 。 出 会 っ て 問 も な い 牧 

村 に まん ま と 騙 され て 金 を 巻き 上 げ ら 

れ た の も 、 こ うい っ た うら ら の 性 急 さ が 

原因 だ っ た の だ ろう 。 

また 、 ツ キ と 幸運 の 星 で ある 木星 に 

守護 され て いる 人 馬 宮 は 、 一般 的 に 

幸運 の 星座 と きれ て いる が 、 う らら の 

場合 ほか の 運 は と も か く 、 男 運 だ け に 
は 恵まれ な か っ た よう で ある 。 


人 馬 宮 が あら わす の は 、 半 人 半 馬 の ケン タウ ロ 
ス 族 の 賢者 ケイ ロン の 姿 で ある 。 ケ ンタ ウロ ス 
族 は 乱暴 で 野 刻 な 種族 だ っ た が 、 ケ イロ ン だ け 
は 正義 感 の 強い 賢い 若者 で あっ た 。 ケ イロ ン は 、 
乱暴 を 働い た ほか の ケン タウ ロス を 燥 ら し め よ 
うと ヘラ クレ ス が 放っ た 矢 に よっ て 命 を 落と し 、 
その の ち 天 に 昇っ て 星座 に な っ た と され て いる 。| 


タロ ッ ト ・STAR ( 星 ) と の 相性 


逆 位置 に お ける STAR の カー ド は 、 
己 の 限界 や 視野 を 狭め る 精神 の か た 
く な さ 、 自 己 疑 惑 、 信 頼 の 欠如 と い 
っ た も の を あら わし て いる 。 こ れ は 
自分 自身 を 成長 させ る こと が で き 
ず 、 常 に 周囲 に 寄り か か っ て 生き て 
きた うら ら の 時 さき を 示し て いる と い 
える 。 依存 する と いう こと は 、 一 見 
相手 を 信頼 し て いる か の よう に 思え 
る が 、 う らら の 場合 は 単なる 自己 や 
現実 か ら の 逃避 で し か な い 。 そ の 証 
拠 に 、 親 友 で ある 舞 耶 に さえ 心 の わ 
だ か まり を 打ち 明け る こと が で き 
ず 、 結 果 と し て JOKER 呪 い を する な 
どの 破 減 的 手段 を と っ て し まっ て い 
る 。 だ が 、 こ れ が 正 位置 に な る と カ 
ー ド が 示唆 する も の は 一 変 し 、 希 望 
や 成就 、 恵 まれ た 環境 を 意味 する よ 
うに な る 。「 削 』 で 登場 し た うら ら 
は 、 冒 険 を 重ね る ご と に 少し ずつ で 
は ある が 自己 の 世界 を 広げ 、 逆 位置 
に あっ た カー ド を 正 位置 に 変化 させ 
て いっ た 。 こ れ ら の 力 は STAR が 本 
来 持 つ 、 希 望 や 信頼 と いっ た 要素 か 
ら 生 まれ た も の で ある 。 


| この アル カナ に は 、 英雄 や 女神 、 楽 士 な ど 実に 
| さま ざま な タイ ブ の ベル ソナ が 属し て いる 。 神 
話 的 背景 に 照ら し 合わ せ て みる と 、 う らら の 専 
用 ベル ソナ ・ カ リス ト が 舞 耶 の 専用 ベル ソナ ・ 
アル テ ミ ス の 従者 で あっ た と いう の は 興味 深い 
逸話 で ある 。 現実 世界 に お いて も 何かと 舞 耶 の 
世話 を や いて し まう うら ら の 性 格 は 、 こ ん な ど と 
ころ に 由来 し て いる の か も 知れ な い 。 


特に な し 
165cm 
52kg 

』 A 型 
11 月 30 日 
射手 座 
ら 24 歳 


| 


ド う 1 を, CE 
2 ば の: 


星 の 運行 を 見 て 人 の 運命 や 将来 を 
占う 術 の こと 。 占星 術 は 、 雑誌 な ど 
の メデ ィ ア に よっ て 日 常 社会 に 深く 溶け 
こん で お り 、 ま た 各個 人 の 性 格 を 特 
徴 づ ける 要素 を 持つ と も され て いる 
た め 、「 罪 ] で は キャ ラク ター の 性格 設 
定 に 用 いら れ た 。 さら に 「『 罪 」 の 重要 
な キー ワー ド で も ある グラ ンド クロ ス と 
絡め 、 グ ラン ドク ロス を 構成 する 4 星座 
に メイ ン キ ャ ラク ター の 4 人 を 設定 し て 
いる の も 見 逃 せ な い 点 で ある 。 

占星 術 に よっ て 定め られ た 12 星 座 
は それ ぞ れ 火 、 地 、 風 、 水 の 4 元素 で 
分 類 き され 、 同じ 元素 を 持つ 星座 同士 
は 比較 的 相性 が よい と され た 。 ま た 、 
この よう に 4 元素 で 分 類する 3 宮 区 分 の 
ほか に 、 特質 で 分 けた 4 宮 区 分 や 守護 
星 で 判断 する 方 法 な ども 存在 する 。 
詳し く は 右 の 星座 盤 を 参照 の こと 。 
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千年 万 年 党 


御影 町 に ある アイ テム ショ ッ プ 。 本 


来 は ご く 普 通 の ショ ッ プ だ が 、 異 世 界 
で は ガラ リ と 雰囲気 が 変わ り 、 怪し げ 
な 店 主 ふ た り が 店 番 を 務め て いる 。 
片方 は 通常 どおり アイ テム 販売 を 行 な 
い 、 も う 一 方 
は アイ テム や 
ント ンク レン 
宝石 を 交換 し 
て くれ る の で 
ある 。 


内 側 か ら 火 、 地 風 
] 分 類 し た “ 宮 区 人 

| 活動 の 3 つの 特質 
| 区 分 "、 その 星座 を 

| る “守護 星 "、 そ し て 1 
記さ れ て いる 。 


【 せ ん ね ん まん ね / 


| 鶴 の 冠 を か ぶっ た ツル ン 2 4 


| 還 の 冠 を か 県 つ だ か 
| ん と も めで た そう お 


"PU" に U IPY"WP UPP"WPW PPP 


pec 


【 せ ん の う 】 


了 蘭 術 の 禁じ 手 の ひ と つ 、 操 租 術 


請 | で 仮面 の 活動 を 行なう 多く の 
記 半 貞 は 、 そ の ほとん ど が JOKER | を 行なう た め の 儀式 の こと 。 操 人 術 と 
ド 馬 えて も ら っ た ご く 普 通 の | は 破壊 の た め に 龍 を 操る 邪 術 の こと 


で ある 。 彼ら は ささ や か な 願い と 
還 換 え に 、 ある 者 は エナ ジー を 吸い 
訴 5 れ で 影 人 問 と 化し 、 ま た ある 者 は 
計 有 きれ で 仮面 党員 と し て 働か され る 
語 と な っ た 。 仮面 党員 と な っ た 者 た 

は 、 思想 は お ろか 自分 の 思考 すら も 

睦 た な い 操り 人 形 と し て 洗脳 され 、 ま 

計 に 捨て 駒 の よう に 幹部 た ち に 利用 さ 
いた の で ある 。 


で 、 龍 を 1 匹 操 っ た だ け で 関東 大 岩 災 
クラ ス の 大 地震 を 起こ すこ と が で きる 
と いわ れる 。 

新 世 事 は 、 こ の 操 交 術 に よっ て 龍 12 
匹 を 1 ヶ所 に 集め 、 地球 規模 の 天変 地 
異 、 ポ ー ル シフ ト を 発生 きせ て 珠 開 玖 
市 以外 の 世界 すべ て を 破壊 し よう と 画 
策 し て いた の で ある 。 世界 各地 に 存 
在 する 11 匹 の 龍 は すでに 解き 放ち 、 
珠 開 玖 市 沖の 海底 に 眠る 龍 が 最後 の 1 
匹 で あっ た 。 


MG、 それ 以外 の 考え を 捨 て させ る こと 
ある 。 か つて 、 捕 虜 と な っ た 外国 人 に 
産 主義 と な る よう 思想 

が 合 


上 国語 代 の 道家 思想 を 伝え る 重要 
人 内 の ひと っ で 、 蘭 周 (蘭子 ) が ま 
と め た も の 。 異聞 録 の オー プ ニ ン グ 


修行 を 積ん だ 僧 何 な ど が 、 自 ら の 意思 
に より 、 和 生き な が ら ミ イラ 化し た 仏 の こと 。 
真言 未 の 教義 に ある 、 修行 に よっ て 生き 
た まま 仏 に な れる と いう 教え か ら 発生 し 
た 入 定 ミ イラ で ある 。 ちな み に 信 定 と は 、 
木 食 行 と 呼ば れる 帝 物 断ち を 1000 日 以 
上 も 続け た の ち 、 土 中 に 作ら れ た 石室 
に 入り 、 念仏 を 唱え な が ら 死 を 待つ こと 
で ある 。 


【 そ の お ら せ つ こ 】 


する 科学 者 で 、 デ ヴァ ・ シ ステ ム の 開発 
に も 関 っ て いた 。 女 手 ひと つ で 娘 を 育 
て て いた が 、 そ の た め に 娘 と 過ごす 時 
間 を 十分 に 持て ず 、 親 
子 関係 は うま くい っ て 
いな いよ うだ 。 特に デ 
ヴァ ・ シ ステ ム の 開発 に 
携わっ て か ら は 、 ほ ぼ 
軟禁 状態 に 置か れ 、 自 ^ 生 各 
由 に 帰宅 する こと も で き 

な く な っ て いた 。 = 半 


【 そ え じ まし げき さ 】 


代用 され た 詩句 は 、 [荘子 』 の 有名 

本 舞 、[ 骨 上 の 夢 ] を 訳し た も の で 

臣 に こ て 壮 周 は 、 万 物 の 変化 の 中 
証 旧 章 用 も 大 上 も 仮 の 姿 で あり 、 た い 
記 た 当 い は な い 。 存在 と は 自分 の 認識 
際 第 で ある 、 と 話 っ て いる 。 


アト ラス の グラ フィ ッ ク デ ザイ ナー を 
務め る 人 物 。「 罪 』 と 「 凡 ] で は 、 ゲー 
ム 中 で 用 いら れる キャ ラク ター の バス 
ト ア ッ プ や 、 サ プ キ ャ ラク ター な どの デ 
ザイ ン を 担当 し て いる 。 
| 左 が 金子 一 馬 氏 の イラ ス | 
ト 、 右 が それ を も と に 指 | 
| か れ た 副島 氏 の イラ スト | 


で ある 。 


し く 、 


か っ た が 、 


夫 - 記 ( 
| バー ジョ ン 


S 


は 成立 し な い の だ ろう 。 


きら に 、 ゲ ー ム 中 で は クレ ー ル ・ ド ・ リ 


ュ ン ヌ の ギャ ルソン と し て も 登場 する 。 
また 、 同じく 「 ソ ウル ハッ カー ズ 』 で も 
副島 氏 の イラ スト を 見 る こと が で きる 。 


副島 成 記 
バー ジョ ン | 


"UPr'Pe0 


に 
5 て え じ まし げき 


も と 聖 エ ルミ ン 学 園 の 生徒 に し て 、 
「 異 開 録 ] の ヒロ イン 。 2-4 に 在籍 し て い 
た が 、 病弱 で あっ た た め 高 校生 活 の 
大 半 を 病院 で 過ごす 。 絵画 と 空想 的 
世界 を 好む 少女 で 、「 異 開 録 」 で は そ 
れ が 災い し て セ ベ クス キャ ンダ ル を 巻 


き 起 こす に 至っ た 。 事 件 を 起こ し た ・ | デア い 
張本人 は 胸 に 邪 ま な 野望 を 抱く 神取 [ ーー 中 ー 
ーー | 肩 の 長 さま で 堅 を 伸ばし 、 リ ボン を ヘア バン | | | | 左 は 迷い の 森内 に ある お 業 字 の 
で あっ た が 、 御影 町 が 未 邊 有 の 危機 ド 代わ り に 用 いて いる 。 お そら く 、 幼 い マキ | | | | っ て し まっ た と き の マ キ 。 右 は 計 の 


に 陥っ た の は 狭い 病室 に 押し こめ ら | | に 母親 が よく し て や っ て いた 髪型 な の だ ろう 。| | | 水 の 城 に 登場 する マキ で ある 
れ た マキ が 破滅 願望 を 抱い て いた か | 一 ご ーーー 華 - 芋 
ら に ほか な ら な い 。 し か し 、 彼 女 は 御 | 現実 の マキ ( 入 B 
影 町 を 救う た め 、 自 ら の 間 と 戦う こと 了 : 
を 決意 し た 。 結 果 、 そ れ ま で の 彼女 | 
を 形成 し て いた 人 格 は すべ て 消え 去 | 
り 、 彼女 は 新た な 園 村 麻 希 と し て 生ま 
れ 変 わっ た の で ある 。 そ し て 現在 、 彼 
女 は モラ ビス ト を 目指 し て 大 学 で 心理 
学 を 学ん で いる 。 | 


中 ) 。 | 


_ 新た な マキ 


W 
ーー 
| 額 全体 に 生気 が な く 、 目 は く ほ み 、 ど ん より | | | | セ ベ ク ・ ス キャ ンダ ル 綴 結 後 の 


| と 淀 ん で し まっ て いる 。 す べ て は 長期 に 渡る | | | | の マキ が 融合 し た 状態 の マキ 顧 
| | | 入院 生活 が 原因 だ 。 | | | や わら か く な っ て いる 。 
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ms 
る 


| | こち ら の 方 が 色白 で ある 。 ま た 、 髪 の 色 も 茶 
| 色 に な り 、 よ り 活 発 そう な 印象 を 受け る 。 


| | USA 版 の マキ も 国内 版 と 大 き な 違 い は な い が 、| 


| 
| | 
| 


| マキ の 本 質 を 探る 1 


タロ ッ ト ・PRIESTESS ( 女 教 種 ) と の 相性 
PRIESTESS は 、 マキ と も っ と も 相性 決 、 人 生 の 真実 が 明らか に され る こと 
が よい ペル ソナ の アル カナ だ 。 この カー を 意味 し て いる 。 これ は マキ が 属す る 
ド は 、 女 教 息 ま た は 女 祭 司 と も 呼ば れ 、 双子 宮 の 性 質 と 同じ で あり 、 彼 女 が 双 
大 アル カナ の 札 で は “2" と いう 相対 性 、 子宮 が 真 に 指し 示す 統合 の 力 を 秘め 
意識 と 無意識 の 二 元 性 を 象徴 し て い て いる こと の 顕 れ と いえ る 。 彼女 が 持 
る 。 まさ に マキ その も の と いっ た カー ド つ 2 面 性 と その 矛盾 に 降り 回 され る 苦 セッ ニャ ン ニ ャ ン 、!U ド ポル Mg 
で ある 。PRIESTESS が 持つ 二 元 性 は 、 悩 、 そ し て それ を 統合 させ る 力 は 、 彼 | 天 季 、 性 な ど を 司る 女神 が を の 
や が で その ふた つが 結合 され る こと を 女 が 選ん だ セラ ビスト の 道造 蛋 な く | る 。 PRIESTESS は が 
示唆 し て お り 、 きら に そこ か ら 新た な 解 発揮 され る こと だ ろう 。 に 


_ 


っ 漠 
| PRIESTESS の アル カナ に は 、 ラク シ 


・ ka ECI に IX Ia PP rm 


双子 宮 か ら の 支配 


6 月 生ま れ の マキ は 、 水 星 を 支配 星 
と する 双子 宮 (双子 座 ) の 影響 を 受け 
て いる 。 双子 宮 は 行動 的 に し て 思慮 
深く 、 冷静 沈着 で あり な が ら 和 動 的 と 
いっ た 2 面 性 を 持つ と され 、 こ の 星座 に 
生ま れ た 人 は 相反 する 意思 を 同軸 上 
で 展開 させ る 傾向 に ある と いわ れる 。 
「 異 開 録 ] で マキ が 白 と 黒 、 動 と 静 と い 
っ た 対極 に ある 人 格 を 創り だ し て いた 
の は 、 こ の 双子 宮 の 性 質 が 多分 に 影 
響 し て いた こと の 結果 で あろ う 。 し か 
し 、 双子 宮 が 矛盾 し た 2 面 性 を 持っ て 
いる の は 、 すべ て 自分 自身 の 探 3 
め 、 よ り よ い 自 己 を 確立 させ る た 
り 、 双子 宮 は 対立 する ふた つの 意思 か 
ら よ り 多 く の 知識 を 学ぶ 力 を 秘め て い 
る の で ある 。 セ ベク スキ ャ ンダ ル に おい 
て 、 その 時 点 で 最良 と され る 自己 の 確 
立 に 成功 し た マキ は 、 見 事 その 力 を 昇 
華 さ きせ た と いえ る で あろ う 。 


ギリ シア 神話 に 登場 する 双子 の 兄弟 が モチ ー フ 
と され て いる 双子 宮 。 この 宮 は 「 罰 」 の メイ ン キ | 
ャ ラク ター、 バ パオ フ ら の 量 座 で も あり 彼 も また 選 | 
の 内 に 相反 する ら 面 性 を 持つ 人 物 で ある 。 双子 宮 | 
の 由来 に つい て は 、 彼 の 項 (73 ペ ー ジ ) に て 解説 
し て いる の で 詳し く は そちら を 参照 し て ほしい 。 | 


あだ名 マキ 

158cm (「 異 聞録 」 登 場 時 ) 
不明 

AB 型 

6 月 4 日 

双子 座 

ら 20 歳 (「 異 聞録 」 登 場 時 は 高 


校 2 年生) 


よみ が え も り 、 自由 に 動く こ と の で き 
る 死体 の こと 。 ペルソナ シリ ー ズ に は 
実に 多く の ゾン ビ が 登場 する 。 中 に は 
ゾン ビ D] や ゾン ビ 日 本 兵 な ど 、 出現 場 
所 に よっ て 特徴 づけ られ た ゾン ビ ピ も 多 
い 。 脳 の 機能 に 異常 を きた し て いる 彼 
ら と コン タク ト を 図る こと は 不可 能 で 、 
うっ か り 章 遇 し て し まっ た ら 、 一 目 散 に 
逃げ 出す か 、 あ る い は 倒し て し まう し 
か 彼ら の 襲撃 か ら 逃 れる 術 は な い 。 

_ ゾン ビ DJ || ゾン ビ コ ッ プ 
TU 


ゾン ビ ペ イン ター | | ゾン ビジ 
ドコ 0 


| ソン ビ 日 本 兵 | 


【 だ いき ょ う せ い 】 


聖 エ ルミ ン 学 園 で は 、 校舎 に 隣接 す 
る 形 で 体育 館 が 建て らち られ て いる 。 体 
育 館 へ は 校舎 の 1 階 か ら 、 非常 口 を 抜 
ける こと で 自由 に 行き 来 す る こと が で 
きる 。 また 、 体育 館 脇 に は 運動 部 の 肖 
室 が 設け られ 、 生徒 の た まり 場 と も な 
っ て いる よう だ 。「 異 開 録 』 で は 、 セ モ ベ 
ク 篇 で デ ヴ ァ ・ シ ステ ム の 暴走 に 巻き 込 
まれ た 際 、 体育 館 に 飛ば きれ る と いう 
事態 が 発生 し た 。 また 、 雪 の 女王 篇 で 
は 体育 館 倉 庫 で 仮面 を 捜索 する 必要 
が 生じ た 。 

また 、「 罪 』」 で は 文化 祭 の 催し の ひと 
つと し て 、 春日 山高 校 の 体育 館 で マス 
カレ ー ド (仮面 舞踏 会 ) が 開催 され た 。 
ゆか し き ント 自 條 が 仮面 党 の 
計画 の 一 部 で あっ た た め 、 多く の 影 人 
間 を 作 上 すい 、 う 基層 を 果 を 巡 え 
る こと と な っ た 。 


L 


達哉 の こと 。 マイ ヤ の 託 官 の 成就 を 
妨げ 、 仮 面 党 の 障害 と な る 達哉 に 対し 、 
キン グ ・ レ オ が 名 づけ た 名 前 で ある 。 世 
界 を 破 減 か ら 救 お うと する 主人 公 た ち 
の 行動 $、 破滅 を 望む キン グ ・ レ オ か ら 
すれ ば 、 た だ の 邪魔 で し か な い 。 10 年 
前 の アラ ヤ 神 社 の 放火 に お いて 、 一 度 


達哉 の 妨害 を 受け て いる 彼 に と っ て 、 
達哉 は 因縁 深い 障害 物 な の で ある 。 
本 


| 移 EBHE 選 


淳 の ライ ター に 刻ま れ で 詞 
(Being the most import 語 i 
seen in the eyes) 。 これ | 
煙 を 決意 し た 際 に 、 息 の 
た も の で ある 。 以 降 、 沼 の 誤 
が 、「 罪 」 で は 友情 の 証 器 順 
宝物 で ある 腕時計 と 交 謝 較 
し か し 、「 前 」 で は ぷ が だ 
いな いた め 、 そ の まま 淳 が 捧 


面倒 見 が よく 、 生徒 思い の 女 教師 。 


「 異 開 録 」 で は 聖 エ ルミ ン 学 園 に 勤務 
し 、 学校 中 の 問題 児 を 集め た と され る 
2 年 4 組 の 担任 を 任 さ れ て いた 。 そ の 
後 、 上 姉妹 学園 に 移り 、 達哉 が 在籍 す 

受け 持っ て いる 。 生徒 の 


還 由 


人 気 は 高く 信頼 の 
厚い 教師 で 、 特 に 誰 
に 対し て も 心 を 開 

か な い 館 役所 
に か け て いる 。 


ん WSsw 


| 破 申 や 服装 な ど は ほとん ど 変 化 が な い が 、 
| で は 翌 気 な 表情 も 見 る こと が で きる 。 


「 太 」 


"PUPNIIPWPNPPUPPPSPII"PNPPUPNPW PU 


た 
いこ = いい く か ん 
- だ か か ら ば こ | 


ト 役 を 果たし て くれ て いる 。 あり きた [名 | に 僅 場 する 宝 逢 


な と の 軸 が し か け り の 消費 アイ テム 以外 に も 、 宝箱 か ら 
。 一 体 誰が 置い て い で し か 入手 で き な い レア アイ テム や 、 七 姉妹 学園 
ら な い が 、 ダ ンジ ョ ン の 。 ゲー ム を 進め る の に 必要 な キー アイ 6 
テム が 入っ て いる こと も ある 。 


「 罪 」 に 辻 場 する 宝箱 


御影 総合 病院 


【 で いよ 
4 ョ m 則 


セ ベ クビ ル 


大 便 を する こと 。 南条 が プラ ウン の 
こと を 指し 示し た 言葉 扇 プ ラウ ン こ と 
上 移 秀 彦 は 、 中学 1 年 生 の と き 授業 中 


に 「 ト イレ 」 と 言い 出す こと が で きず 、 
大 便 を も らし て し まっ た 過 夫 を 持つ 。 
そもそも プラ ウン と いう ニッ ク ネ ー ム も 
そこ か ら つ けら れ た も の で ある 。 


| セ ペ ベク 訪 エ ン ディ ング の ピー ス ダ イ ナー で 、 マ 
| ニク に 「 ン コ も らし 」 と 呼ば れる ブラ ウン 。 


| 「 因 」 で は 、 栄 吉 が 父 朋 に 対す る 非 秦 の 言葉 と し | 
て 「 ウ ンコ た れ ] を いう 言葉 を 使っ て いる 。 | 


港南 警察 署 に 勤務 する 湊 腕 の 刑事 
だ っ た が 、10 年 前 の 連続 放火 事件 
(「 久 』 で は 連続 殺人 事件 ) の 犯 人 が 須 
藤 竜 也 だ と 突き 止め た た め に 、 父 竜 
蔵 の 圧力 で 先 罪 を きせ られ 、 懲戒 処 
分 と な っ て し まっ た 。 事情 を 知っ た 克 
吉 は 父 の 無念 を 晴らす べく 刑事 に な 
っ た が 、 弟 の 達哉 は 何 も 知ら ず 、 父 の 
こと を 軽 歳 し て いる 。 


人 ろ 、 

タナ トス 

雪 の 女王 篇 に 登場 する ボス キャ ラ 
クタ ー。 永遠 の 美 を 望む 山本 百合 子 
に 取り つき 、 彼 女 の ペ ル ソ ナ と し て 
主人 公 た ち に 襲 いか か る 。 

タナ トス と は すなわち 死 の 人 格 化 で 
あり 、 死 その も の で ある 。 夜 の 女神 ニ 
ュ ク ス の 息子 に し て 、 眠 り の 神 ヒ ュ プ ノ 
ス の 上 兄弟 。 神話 上 で は 死 の 天使 と し 
て の 役割 を 担っ て いる 。 


を 委ね た 山本 百合 子 が 塔 主 君 
了 臨 し て いる 。 か つて 人 生 の 絶頂 期 に 
いた 百合 子 は 、 年 を と る こと を 恐れ て 
雪 の 女王 の 誘い に 乗っ た 。 だ が 、 冷 
た い 搭 の 中 で ひと りき り で 過ごす うち 、 
寂し さか ら そ ん な 生活 の 終わ り を 求め 
る よう に な る 。 タナトス の 塔 攻 略 の 際 
に 彼女 に 与え られ た 死 は 、 過酷 な 運 
命 か ら の 脱出 だ っ た の で ある 。 な お 、 
タナ トス の 塔 に は 、 治 死 状態 に な る と 
ペル ソナ が 奪 われ る と いう 恐ろし い 思 
が し か けら れ て お り 、 ま た 呪 殺 魔 法 
を 得意 と する 悪魔 が 多数 出現 し た 。 


死 を 司る 存在 だ け あ っ て 、 タ に ほ 還 
殺 系 の 攻撃 を 得意 と し て いた 。 


珠 剛 市 を 東 本 に 分 
の 中 ほど で いっ た ん 洗 主 恒 


夕 川 に よっ て 切り 取ら れ だ 車 
用 し て 作ら れ た の が 蓮華 合 I あ 
方 に 渡さ れ た 橋 を 通じ で 逢 き 来 護 守 
よう に な っ て で いる 。 し 


だ っ ぷん 


語 暗 市 青葉 区 に ある イン ター ネッ 
及 /、 店 内 に 置か れ た 14 友 の パソ 
は いずれ も Nachintosh 製 の 新型 
。 璧 は 埋め こみ 式 の 
、 店 1 明る い 雰 


シ クー で (9 は 飲み 
収 売 も 行なっ て いる 。 


| 記 記 Ss ら さ 
lE て 時 を やり 骨 


電 取 が 肌身 離さ ず 持ち 歩い て いる 
た っ の 玉 の こと 。 片方 の 手のひら 
いふ た つの 玉 を 落と さ な い よう に 回 
際 き さも の て で 、 神取 が 香港 みや げ と 
人 も 5 っ た も ゃ の らし い 。 よほど 気 に 
且 (2 て いた の か 、[ 削 』 で 復活 し た の ち 
語っ m 同じ を 入手 し 、 相 変わ 
手のひら で も > て あそん で いた 。 


色 。 も と は 
7 


で は 聖 エ ルミ ン 学 園 に 入 し て いる 。 


高校 卒業 後 は 大 学生 と し て 学ぶ 一 
方 、 恋 人 で ある た だ し くん の 就職 先 で 
も ある 葛葉 探偵 事務 所 で アル バイ ト を 


し て いる 。 デビ ル サ マ 
ナー と し て の 能力 を 

駆使 し 、 正 社員 以上 Ya 

の 働き を し て いる < 有 。 

よう だ 。 6 


ギリ シャ 神話 に お ける 奈落 の 底 の 
こと 。 い わ ゆ る 死後 の 世界 や 地獄 を 
意味 し て いる 。 カ オス に 続い て ガイ 
ア と と も に 誕生 し 、 天 と 大 地 、 大 地 
と タル タロ ス は ちょ うど 同じ 距離 だ 
け 離 れ て いる と され た 。 城門 に は 大 
き な 鉄 の 扉 が は めこ まれ 、 そ の 門 を 
番 大 ケル ベロ ス が 守っ て いる 。 


- た る た ろ す 


| 理子 机 校 時 代 | 還 エ ルミ 


| 


|「 真 女神 転生 if..」 で は 主人 公 だ っ た た まき ちゃ ん 。 
| セ ベ ク ・ ス キャ ンダ ル の 時 に は 、 過 去 の 経験 を 生か し 
| て 主人 公 た ち に 有益 な アド バイ ス を し て くれ た 。 


【 た る た っ す 】 1 


。 タロ ッ ト と は 西洋 に 伝わる 占い の カ 


ー ド で 、 ト ラン プ と は 兄弟 の 関係 に あ 
る 。 大 アル カナ 22 枚 と 小 ア ルカ ナ 56 枚 
で 構成 され 、 そ れ ぞ れ に 意味 が 与え 
られ て いる 。 

カー ド は 正 位置 と 逆 位置 、 あ る い は 


全体 の 流れ に よっ て 異な る 意味 を 持 
つた め 、 ど の よう な 占い に も 対応 で き 
る と 言わ れ て いる 。 ゲ ダーム 中 で は 吉 麻 
や ペル ソナ の 分 類 に 用 いら れ 、 また 、 
キャ ラク ター の 本 質 を 知る 上 で も 重要 
な 手がかり と な っ て いる 。 


か っ て 掴 耶 が 住ん で いた 、 団 地 の 
敷地 内 に ある 公園 の こと 。 効い 達哉 
と 淳 は 舞 耶 の 家 を 訪ね て は 、 公 園 に 


集まっ て 3 人 で きま ざま な 話 を し て い 
た 。 ふ た り の 少年 が 舞 耶 に 夢 を 与え 
られ た の も 、 ま 
心 を 抱く よう 
か ら は じ ま っ 


、 そ の た め に 淡い 恋 
ょ っ た の も 、 こ の 公園 
と だ と いえ る 。 


究 所 。 に = ある 、 秘 密 

エレ ベー ター か らし か 行く こと が で き 
ず 、 セ モ ベ ク 社内 で も ご く 一 部 の 限ら れ 
た 人 間 し か その 存在 を 知ら きれ て い 
な い 。 研究 所 の 最 奥 部 に は セ ペ ク 社 
の 最高 機 和 ある デ ヴ ァ ・ シ ステ ム が 
設置 さき れ て お り 、 ニコ ライ 博士 が 管理 
を な ょ っ て いる 。 


御影 町 の 地 ] ド を 走る 地下 
5。 地下 鉄 構内 に 入る 
に 御影 町 が 異 世界 化 7 
で ある 。 その た め 、 構 内 は 析 絆 
ミダ ンジ ョ ン と 化し で お お) 議 
その 途中 に ある 改 相 に ほ 議 遇 
守護 する 悪魔 が 立ち は だ が 須 


ー シ バ ル バ ー で 父親 と の 別 邊 の 

に 再び 遭遇 し た 舞 耶 が 、 心 情 る あ 
す た め に 引用 し た 詩 の タ 信 
詩 の 中 で 、 ロ ー ラ ン サ ン は 価 
れ な の は 忘れ られ る こと だ 
る 。 た と え 死 ん で も 、 誰か の ! 
て いる 限り 思い 出 は 生き る 2N 議 
いて も みん な に 忘れ られ 還 議 
は 、 死ん で し まう 以下 
と な の だ ろう 。 


の 衣服 。 栄吉 

ク の 裾 

当分 な り 

の アレ ンジ を 加え て 着 こ な し て いる 。 

基本 的 に は チュ ニッ ク は 女性 の ファ 

ッ シ ョ ン で 、 チ ュ ニ ッ ク に パン ツ を 合 

わせ た スタ イル は 街 で よく 見 る こと が 
で きる 。 


長 っ 

つね る 

ヒュ プ ノ ス の 捨 で 、 眼 っ て いる 人 を 
つね る と 、 目 営め させ る こと が で きる 。 
その まま 放置 し て いて も 先 へ 進む こと 
は 可能 だ が 、 起 こす と 鏡 の 破片 が 入 


手 で きる 。 た だ し くん と た まき 
ラブ ラブ な 様子 が 見 た く な いと 
ES 聞 吉 で 彼ら を 起こ 
よい か も し れ な い 。 


ドー ーーー ママ マー ンマ ーー マン ーー マー ンマ ーー マン ンコ 
"WPUPNRDIIPWPSPPUTP'O"WP" で "POPNPWPPUPNPWPPUT 


衣 
て = ん ちの こう えん 


謗 城 や 仲間 た ち が 犯 し た 罪 の こと 。 

開 で は 、 達 哉 は 10 年 前 の 放火 事件 

、 舞 耶 や 仲間 た ちの こ 

いる 。 また 、 栄 喜 や ギ 

k 夢 だ と 思い こん だ り 

革 2 こ と で ね じ ま げ て いた 。 そ 

た め 、 淳 失 す る JOKER は 彼ら に 自 
誰 罪 を 思い 出せ と 要求 し て いる 。 

か 「 削 」 の 方 で は 「 罪 ]」 の エン デ 

忘れ て や り 直 す と 約 

わら ず 、 達 病 だ けが 記憶 

を 取り 戻し て し まっ て いる 。 そ の た め 

具 六 | 世界 の バラ ンス は 崩れ 、 達哉 

を 背負 っ て いく こと 


「 浪 」 の 世界 は 、「 罪 』 の 世界 で 

い 結末 を 迎え た 達哉 た ち が 、 10 年 
の 出会い を リセ ッ ト す る こと で 新しく 生 
み 出 し た パラ レル ワー ルド で ある 。 そ 
の た め 、10 年 前 の 出会い に 直接 関わ 
る 人 々 の 人 生 や 、 そ の ほか の 細か い 
点 に 違い は ある も の の 、 珠 開 瑠 市 の 歴 
史 や 世界 観 そ の も の に は 変化 は 見 ら 
れ な い 。 


* 


> し ン の し あり > 


【 つ みせ か いのり せっ と 


ふた つの 世界 の 相 條 点 
的 な の は 、 や は り 「『 罪 」 の メイ ン キ ャ ラ 
クタ ー た ちの 周辺 で あろ う 。「 禄 」 の 世 
界 で は ハナ ジー こと 雅 も や せ た ま ま 
だ し 、 淳 の 父親 も 健在 だ 。 また 、 ショ 
ッ プ の 所 在 地 や 内 容 、 サ プ キ ャ ラク タ 
ー の 性 格 な ども 変化 し て いる の で 、 
「 罪 」 と 「 浪 」 の 違い を いろ いろ と 探し 
て みる の も よい だ ろう 。 


』 貞 


コイ 


*ー 
ー 


| きき As 


罪 世界 と 神 世 界 の 主 な 相違 点 


ショ ッ プ の 違い 


流行 の 違い 


| が っ て ん 寿司 、 葛葉 探偵 事務 所 、 ク レー| 
| ル ・ ド ・ リ ュ ン ヌ な ど 、 シ ョ ッ プ の 移動 は | 
わり と 多い 。 また 、 時 間 城 や し らい し の | 
よう に 、 店 の 業務 内 容 そ の も の が 変わ っ | 
て いる 場合 も ある 。 さら に 、 鳴 海区 が 出 | 


|「 罪 ] に お ける JOKER 様 に 変わ る 流行 と し 
て 、「 罰 』 で は JOKER 呪 い が あ げ ら れる 。 
これ は どちら も 携帯 電話 を 使っ て JOKER 

| を 呼び 出す ゲー ム だ が 、 こ の 流行 の 発生 

| に は ニャ ル ラ ト ホ テ プ が 関与 し て いる た め 、 
| 内 容 が 酷似 し て いる の も 当然 だ ろう 。 | 


| 腸 し た こと で 、 新た な 店 が 増え て いる 。 | 


因 | 


Ex!T 義剛 


[ 罪 」 世界 で ラー メン 屋 だ っ た し らい し が 、「 前 ] | 
で は 居酒屋 に な っ て いる 。 | 


| 「 面 」 で は 科 れ 収集 の 手段 と し て 、JOKER 呪 い 
| や 寺 韻 の ワン ロン 占い が は や ら さ れ て いた 。 


| も っ と も 大 きく 変化 し て いる の は 、 や は り | 
「 罪 ] の メイ ン キ ャ ラク ター で ある 。10 年 | 
前 の 出会い お よび 、 それ に 続く 放火 事件 
が 発生 し て いな いた め 、 舞 耶 に は 火傷 の 
| 痕 は な く 、 誰 も ベル ソナ を 覚醒 させ て い 
な い の で ある 。 サ ブ キ ャ ラ クタ ー に お い 
て は 、 性 格 が 微妙 に 変化 し て いる 程度 | 
で し か な いよ うだ 。 | 


キャ ラク ター の 違い 


| [ 罪 」 で は 仮面 党 の 手下 と し て 働い て いた 井上 康 
| 夫 も 、「 加 で は どく 普通 の 生徒 と し て 登場 する 。 


、 こ の 名 1 が 

に 系 の チー ム な ど と 

ヽ 、 地元 色 の 濃い グル ー プ で 、 

を か けた り と いっ こと は 
まず な い 。 幼なじみ の 悪 ガ 

その まま 成長 し た と 考え れ ば よい だ 


神取 の 居城 。 デ ヴァ 


入り 口 と する 、 異 世界 ( 巨大 の 中 
な 建造 物 。 内 部 は 複 人 り 組 ん で | 空間 人 歪 SA 
ショ ン ・ ヴ ァ リ アプ ブル ・ ア クセ レー ター・ 


シス テム の 構築 を 行 2 
偶然 マキ の 空想 の 世 情 と 科す 2 ご 2E 洒 還 し 7 
og 
。 マキ は ここ で 強 1 


世界 を 形 作 る アデ ヴァ 
動か し 続け て いる の で ある 。 


巨大 な 機械 で ある デ ヴ ァ ・ シ ステ ム 。「 思 録 」 で は 、 主 人 公 た ち を 異 世界 へ と 連れ 去 つた 語 8 
に も プチ ・ デ ヴァ と いう 似 た よう な 提 返 が 登場 し て いる 。 


陣 」 で は 、 
デー タ が 人 
還 け る こ 


護 衣 する こと が で きた 。 


【 で 一 た けい し ょ う 】 


あら か じ め 「『 罪 」 の セー 
っ た メモ リー カー ド を ロ 
で 、 そ の デー タ の 一 部 を 
継承 させ る デ 


は どの 時 点 の も の で も 構わ な い 
証 4 テ メータ スヤ タロ ッ ト 数 な ど に も 影 


た め 、 


記 は う 
内容 は 以 


な る べく 後半 の も の を 選 
だ ろう 。 継承 され る デ 
ト の 7 つ で ある 。 


| 怒 湖 さ れる も の 


還 還 | 人 人 
旧 目 涼 タク ト 
上 イベ ント の 
招き 猫 へ の 
能 2 リ ニー タロ 
7 カル マリ ン 
合体 魔法 の 


の 名 前 や ステ ー タ ス 
コマ ンド の 変化 
変化 

金額 

ッ ト 数 

グ の 有無 

アナ ラ イズ 


eu、 ング を 入手 し て いる と 、 そ れ が 


の まま 持ち 越 さ れ 、 


3 論 す る た め の マ テ 


アリ ス を ベル ソナ と し て 
リア ルカ ー ド が 入手 で きた 。 


既 視 感 の 意味 。 前 」 世界 の 舞 耶 は 、 
本 来 「 罪 」 世界 の 記憶 を 持っ て いな い 
は ず で ある 。 と ころ が 、 達哉 と 駅 で ぶ 
つか っ た と き 、 相 手 を 知っ て いる と い 
う 感覚 に と ら わ れ た 。 そ れ 以 降 、 舞 耶 
は 達哉 を “デジ ャ ・ ヴ ュ の 少年 "と 呼び 、 
何かと 気 に し て いた の で ある 。 


実際 は 見 た こと が な い は ず の 風景 や 
人 物 な ど を 知っ て いる と 感じ た り 、 懐 
か し く 思 うこ と 。 既 視 感 は 19 世 紀 半 
ば か ら 医 学 的 に も 研究 され て いる 。 一 
種 の 予知 能力 、 あ る い は 前 世 の 記 憶 だ 
と する 説 も ある が 、 単 な る 脳 機能 の 低 
下 に よる 誤解 で ある と する 解釈 が も っ 
と も 有力 な よう だ 。 そ の 証拠 に 、 心 に 
不安 を 抱い て いた り 、 療 れ て いて 集中 
力 に 欠け る と き に 既 視 感 を 感じ る ケー 
ス が 多い と いう 。 


マイ が 召喚 し た 、 巨 大 な テディ ベア 
の 姿 を し た 悪魔 の こと 。 マイ が 大 切 に 
し て いる テディ ベア の ぬい ぐる み が 軒 
魔 化 し た も の で 、 
か わい らし い 外 見 
に も か か わら ず 、 
強力 な 攻撃 を し か 
け て くる 。 迷い 
の 森 で マイ の 質 
問 に 間違っ た 答 
え を 選ん で し ま 
うと 、 テディ ベ 
ア が 出現 』 
に 5 で の 
まま 。 穴 
クン 2 デア 
ィング を 迎え る こ 
と に な っ た 。 


ドイ ツ の 老舗 ぬい ぐる み メー カー・ シ ュ 
タイ フ 社 が 発売 し た クマ の ぬい ぐる み 。 
狩猟 が 好き だ っ た アメ リカ の 大 統領 セオ 
ドア ・ ル ー ズ ベル ト の 愛称 に ちな ん で 名 
づけ られ た 。 現在 で も テディ ベア その も 
の は 生産 され 続け て いる が 、 現存 する 数 
が 少な い 初 期 の 作品 は 愛好 家 た ちの 憧 
れ と な っ て いる 。 


【 て っ そ 』】 


アキ が 召喚 し た 悪魔 で 、 鉄 で で きた 
巨大 な ネズ ミ 。 

鉄也 (テッ ソ ) と は 平家 物語 に も 登場 

する 鉄 の 牙 を 持っ た ネズ ミ の こと で 、 

別名 頼 持 孔 と も 呼 

ば れ て いる 。 比 才 

山 の せ いで 壇 建 

立 を 断 わ ら れ た 頼 

豪 阿 開 梨 が 呪い に 

本 よっ て 、 8 万 4000 匹 

も の 鉄也 を 比 歓 山 

に 送り こみ 、 経 典 

を 食い 破 ら せ た と 


_ 画 販 パー ジョ ン 


HGICIHIT 
PHIESTESS 
EHPRESS 
EIIPEROR 
ビ は 

HP や 点 ム ど 25 会 話 の 際 8 

こと る 可能 だ 。 すべ | 痢 人 科 

3 廃 の 特徴 や を 覚え る こと EOBTUIE 

は 非常 に 困難 な の で 、 こま め に アナ ラ 
イズ を チェ ッ ク す る こと が 戦闘 を 有利 
に 進め る 秘訣 で ある 。 


に 放 還 W 人 BE ア 的 人 


還 放 手首 
ニ 2 イ アム 5 


E 
了 2 ゴ テム 造 


計 訂 お 還 人 必 
扇 同 還 較 


[ 罪 と 「 拓 |」 で は 、 各種 デー タ 以 独 a お の 
の 由来 と な る 解説 見 る こと も で きだ 語 5 

合体 アナ ライ ズ も 存在 し た 。| | これ は その 悪魔 と 契約 を する ごと で 
名 和合 体 訂 法 の 発動 条件 を 見 る こと が で きる 。 の で 、 契 約 で き な い 悪 魔 の 解説 は 見 4 


OUERS 


后 + 
還 東 中 
是 条 変 委 に 本 いり 
Re m] 
8 ニ ピ 
12 ビ 1 呈 P 
TE 沿 | ョ 『 リ ] 
UI 二 THNE LOWEREE 科 | 旨 り 
iARK 2 個 陸 Eh 
叫 川 
ジ 齋 
ハギ ド 
|『 異 剛 録 ]」 で は 、 倒 し た こと の ある 悪魔 の 情報 が | ー 
由 IL 上 ーーー 
ッ ク 、 侍 人 和泊 絆 バラ メー タ 、 所持 | ベル ソナ の アナ ライ ズ 画 面 。 悪魔 の アナ ライ ズ 画 面 と ほど 


い が 、 ベ ル ソ ナ の 場合 は 右上 に その 時 点 で の ラン ク が 表示 折 較 


な ど を 見 る こと か でき 


ネーー 際 


Pe WP ぴい いい 0 い mW ーー トー ーーー な さっ に Pr 


や 
ys ぁ な bu 


- て 4 pd らん 


展望 レス トラ ン 


夫 版 と 同時 に 発売 され た 「 宮 ] の 事情 が あっ て 、 在籍 学校 珠 間 玖 市 港南 区 に ある 、 空 の 科学 
ツク 版 。 2 万 本 の 限定 生産 で 、 リ | 退学 し 、 i 入 し 直し た | 館 の 屋上 に 設 囲 さ れ た レス トラ ン 。 巨 
記 ウ ォ ッ チ 、 シル バー アク セ サ リ ー、| 生 半 録 」 の た 5 大 な 飛行 船 を 模 し た 外観 を 持つ が 、 
2 セ サ リ ー ス が 封入 され て い 前 の 学校 は 軽 子 | 本 来 は た だ の レス トラ ン で ある 。 噂 に 
還 計 売 後 すぐ に 完売 と な り 、 現在 で | 坂 六 )、「 因 の 浪 は 春日 山 高校 の 財 よっ て 飛行 能力 を 持ち 、 科学 館 が 火 
店 責 で 入手 する こと は 不可 能 と な っ 校生 で ある 。 淳 は いじ め っ 子 を ペル 災 に あっ た 際 に 建物 を 離脱 し て 空 を 
て いる 。 ソナ で 半殺し に し て し まっ た た め 転 校 | 飛ん だ が 、 レ オ が 船 に も 火 を 放っ た 
『 - を 余儀 な くさ れ た の だ が 、 た まき ちゃ | た めす ぐに 落下 し て し まっ た 。 
ん が 転校 し て きた 理由 は 『 寺 …』 の 物語 
に 起因 する 。 


台湾 語 で の 読み は ティ エン タオ リ ェ ン 。 
云 約 が 所 属す る 台湾 マフ ィ ア の こと 
で 、 上 須藤 竜 蔵 と 組ん で 暗殺 な どの 裏 
の 仕事 を 行なっ て いた 。 彼 ら は 竜 蔵 
の 依頼 を こなす こと で 、 日 本 の 裏 社 会 
で 幅 を 利 か す と と も に 、 多 人 額 の 報酬 を 
MT Ac 名 前 は 「 エ ス メ ラ ル ダ 」。 イ タリ ア 

5 年 前 に は 竜 蔵 の 汚職 事件 を 調査 レス トラ ン の 名 前 メラ ル ダ ]。 イ | 
Lc オキ 人 の で メー ュー は と 村 され る 。 | 
官 を 殺害 し て いる 。 そ の た め 、 須藤 竜 計 -" 
蔵 同様 パオ フッ の 復讐 の ター ゲッ ト と 
な っ て お り 、 構 成員 の 一 部 を パオ フッ 
に よっ て 失っ て いる 。 


に 応え 、 空 に 舞い 上 が る 飛行 船 。 南 に よっ | 
| て 飛ん だ た め 、 飛行 船 噂 号 と 名 づけ られ た 。 


エク スト ラダ ンジ ョ ン を クリ ア す る と 
選択 可能 と な る メニ ュー で 、 留守番 電 
ee 

る 。 全 部 で 18 人 分 の 留守 録 メ ッ セ ー ジ 
が 用 意 き さき れ て お り 、S 一 E の 各 ラ ンク を 
取得 する ご と に メッ セー ジ を 開け る キ 
ャ ラク ター が 増え て いく 仕組 み 。 


| ウラ ンク と E ラ ンク で クリ ア する | 
有人 | に すべ て の が 


| 放 沢 うら ら 、 迷言 
聞け る 声 | リサ ・ シ ル パ ー マ ン 、 パオ フウ 


|| 旧 ラック と C ラ ンク 、 さ 5 に D ラ ンク 
人 ・ | で クリ ア する と すべ て の が 


| 天 邊 所 取 、 黒 須 、 桐 島 英理 了 、 
| MD る 天福 取 必 久 


[出現 させ る の が も っ と も 簡単 な 電話 帳 。| 
克哉 の 刑事 らし い セ リフ や 、 栄 吉 の 「 ホ オ | 
オゥ ! ] と いう 叫び 声 な ど 、 そ れ ぞ れ の 特 | 
| 微 が 感じ られ て 面白 い 。 


[電話 根 2 に は 、 天野 無 耶 な どの 主役 級 キ | 


ャ ラク ター が 並ん で いる 。 3 つの ラン ク を 制 
覇 し な けれ ば すべ て の キャ ラク ター が そろ 


| わな い の も 特徴 。 


電話 幅 3 


| A ラ ンク と B ラ ンク で 移 計 
由 衝 と すべ て の 声 が 出現 


| な < 本 石神 千鶴 、 
| ける 志 | を 義和 


| ニャ ル ラ ト ホ テ ブフ や フレ や 
| に 声 を 聴く こと の で き な い 叶 較 
| そろ っ た 電話 帳 。 条件 と な る 
| で ある 。 


人 


S ラ ンク で クリ ア す る ど 9SGO 
出 上 人 | 声 が 出現 。 


聞け る 声 we 裏 ・ 管 理 官 、 


話 帳 4 は 、 エ クス トラ ダン ジョ 2 を 
も 高い ラン ク の S で クリ ア し な W@ 
| が で き な い 。 出現 させ る の は が 


珠 間 玖 市 平 
に ある サ 
凍 に 


全 プ ャ モテ ル ガン 
衣 較 作 流 出品 の 
物 か ら よ く で で きた 


また 
間 py) 
語 と 交 化 する アー ノ 


っ そ そり と 上 上 く こと 。 次 
論 愉 は 、 屋 外 な ら ば 新聞 受け の 内 側 
放 夫 話 回 線 の 保安 器 に 、 屋内 な ら ば 
陸 源 ソケット の 内 側 な ど 、 わ か り に くい 
議 所 に 隠さ れ て いる 。 また 、 その 形 も 
まで 、 コ ン セ ント 型 の も の な ど は 
諸 商 だ に わかり に くい 。 
オフ ッ は し か けら れ た 盗聴 器 を 発 
説 、 隊 示 する 盗聴 バス ター を な り わ 
し で いる が 、 そ の 裏 で は 自ら 盗聴 
何 な っ て いる 。 実際 に 現役 の 盗聴 屋 


口笛 店 


無愛想 で 口 の 悪い 店 主 。 接 
客 態 度 を みる 限り 、 あま り 仕 
事 熱心 で は な いよ うだ 。 


て 活動 し て いる だ け に 、 深 陸 の 手 
ん この 
な の だ ろう 。 

ちな み に 座 聴 行為 自体 を 取り 締 ま 
る 法律 は 存在 し な い 。 電波 法 や 電気 通 
信 事業 法 、 刑法 の 住居 人 入 罪 な ど で 
前 する こと は で きる が 、 い ずれ も 大 し 
た 罪 に は 問わ れ な い 。 さら に 、 コー ドレ 

話 の 内 容 や 他人 が し か けた 座 聴 
電波 を 開く だ け な ら “傍受 "と いう こと 
に な り 、 罪 の 対象 に は な ら な い の だ 。 


2 
ーーー SA ーー 
| コン セン ト 型 の 盗 肝 器 。 外 見 か ら 
は そう と 判別 で き な い た め 、 こ れ 
に よる 次 聴 を 防ぐ の は 難し い 。 | 


港南 警察 回 の 著 長 に し て 、 新 世 事 
の 幹部 。10 年 前 の 連続 殺人 事件 に お 
いて は 、 CA 
犯人 の 正体 を 突き と め た 。 その後 、 
蔵 の 圧力 に 屈し て 相棒 を 売り 渡し 
方 自分 は 出世 し て 暫 長 の 座 に まで の 
ぼり つめ る た 。 心 の 底 で は その こと を 
悔い て お り 、 克 哉 た ち に 新 世 事 の 情報 
を 内 通す る が 、 鳥 津 管理 官 に よっ て 裏 
り 者 と し て 処分 され る 。 


10 年 前 の 出会い を リモ セット する こと で 
生ま れ た 、『 浪 』 の 世界 に 発生 し た ほこ 
ろ び の こと 。「 削 』 の 世界 に 飛ば され る 
過程 で 、 達哉 が 抱い た 仲間 を 忘れ た 
く な いと いう 思い が ほこ ろ び を 生じ さ 
せ た 。 さ きら に 、 舞 耶 と の 再会 に よっ て 
「 罪 』 の 達哉 の 意識 が よみ が えっ た こと 
で 、 ほこ ろ び が 広がり 、「 浪 」 の 世界 が 
消え て し まう 危険 性 を 作り 出し た 。 この 
こと か ら 、 達哉 の 存在 その も の が 特異 
点 で ある と も いえ る 。 


達哉 に 拐 する ニャ ル ラ ト ホ テ ブ は 、 約 束 を 違え 
た 達哉 の こと を 特異 点 と 呼ん だ 。 


各個 人 が 得意 と する 特別 な 技能 

こと 。 ペ ル ソ ナ シリ ー ズ に 登場 する 個 
性 あふ れる キャ ラク ター た ちゃ 、 当然 
この 特技 と いう も の を 有 し て お り 、 ゲ 
ー ム 中 、 特に コン タク ト 時 に は さま ざま 
な 技 を 披露 し て く 

れ だ 5。 以下 で は 、 

その 中 で も っ と も 

得意 で あろ うと 思 

われ る コン タク トコ 

マン ド を 中 心 に 、 

各 キ ャ ラク ター の 

特技 に つい て 納 

介し て いこ う 。 


| 「 異 聞録 の 主人 公 が も っ と も 得意 と し て いた の は 、 
歌う こと 。 一 見 、 地味 で 無口 な イメ ー ジ の ある 人 
物 だ が 、 開発 者 いわ く 「 実 は 歌 好き 。 マ イク を 持 
つと 苑 さ な い タ イプ な の で は 」 と の こと 。 し か し 、 
| 悪魔 た ち に は イマ イチ 好評 で な か っ た と ころ を 見 
る と 、 決し て うま く は な か っ た よう だ 。 


マキ の 場合 


* 人 . 
| 普段 は 明る く 活 発 で イイ 子 な マキ だ が 、 コン タク 
ト の と き は 「 お び え た フリ 」「 で まかせ 」「 お だ て る 」 
| な ど 、 し た た か な 女 が 得意 と する よう な コマ ンド 
| が 省 裂 し た 。 し た た か な フリ が 得意 な の か 、 それ 
| が 本 性 な の か は 不明 だ が 、 口 だ け は か な り 達 者 で 
| あっ た よう だ 。 


ソウ ルフ ル な 生き 方 を 目指 す マ ー ク が 得意 な の | 
は 、 ダン ス 。 自 ら 「 す ご 腕 」 と 束 語 する だ け あ っ て 、 


| その 腕前 は プロ 並 で 、 悪魔 た ち に も 非常 に 好評 で 


あっ た 。 し か し 、 聖 エル ミン 学園 卒業 後 は 、 も う 
ひと つの 特技 で ある グラ フィ ティ ー ア ー ト を 極め 
る 道 を 選び 、 単身 アメ リカ へ と 渡っ た 。 | 


| 典型 的 コギ ャ ル の アヤ セ が 得意 だ 

は や っ て いた コギ ャ ル 語 を 話す ご と 
|e り フ に は 一 般 人 に は 理解 し が だ W 
が 頻繁 に 登場 し 、 特に この 「 け な す ] の ヨコ 
| は それ が 大 才 理 し て いた 。 電 


員 の サイ ン 入 り | 
シト ん (| 


と sm 押 | 


トン ンク ララ! | 


/ 骨 | 6 


エリ ー の 場合 


| 裏 と 表 が 逆 の 10 円 玉 、 自分 の サイ ン 入 り ブ ロマ | 
イド な ど イ ンチ キ 臭 い ア イ テ ム で 相手 の 気 を 引 
く 、 良家 の お 坊 ち ゃ ま らし か ら ぬ 隠れ た 特技 。 あ 
まり 賢く な い 悪魔 た ちか ら は 大 人 気 の 交渉 術 で あ 
| っ た 。 南条 は これ 以外 に 演説 や 討論 、 剣術 な ど を | 
| 得意 と し て いる 。 


用 6Bg 
599 選 だ Z の | 


P の 2 の 222222 


に こ ニー だ ュー 時 ーー < 
| お 調子 者 の ブラ ウン が 得意 と し て いた の は 、 | 
| を 笑わ せる こと 。 と いっ て も ネタ の ほとん ど が 合 
| い 古 さ れ た ダジャレ で 、 当然 な が ら 悪 魔 の ウケ は | 
| あま り よ く な か っ た 。 し か し 、 エル ミン 卒業 後 は | 
| そん な 芸 を 武器 に 、 お 笑い タレ ント と し て 芸能 界 
| デビ ュー を 果たす 。 | 


= を て を = = テ . 痢 | 


f 


| オカ ルト 研究 を ライ フワ ー ク と する 王 上 
特技 。 こ の コマ ンド は 「 宮 」 に も 継承 さ 
こち ら の 作品 で は 「 百 物語 」 と し で 答 
披露 され る 。 し か し 現在 は 、 オカ ルト と 8 
い モ デル 業 を 務め て いる 。 そ れ も 彼女 の 
能 だ っ た の だ ろう 。 


ーー ー 
| 交 件 の ゆき の が 得意 な の は 、 る と 折 6 
に は 非常 に 不意 な 特技 で あろ う が 、 計 
代わ っ て 4 人 の 弟妹 た ちの 面倒 を 見 て 
自然 と 叱り グセ が 身 に つい て じ ま っ だ 
か に 「 た か まれ っ ぷう だ ん 」 な ど 暴 | 


意外 な 特技 。 子供 の 頃 に 

菊 見 た ャ ン の 華 英 な る 技 に 和 区 せ られ 、 ま 
g 民 な 母 和 ませ る た め に この 技 を 習得 し た | 
放さ れる 。 腕 前 の ほう は そこ そこ だ っ た らし い が 、 | 
\ た めか 多く の 悪魔 た ち が 彼 


い デ ュー 

| 栄吉 は 、 ミュ ー ジ シャ ン を 見 る だ け あ っ て 歌 が 
| 得 意 。 ほか に も 似顔絵 を 描く こと や 、 人 の バン ツ 
| を 脱が せる こと 、 ウン を 見 ぬく こと 、 ナル シス ト 
| な 詞 作 り 、 また 本 人 的 に は 不 本 意 で あろ うか 寿 司 
を 握る こと も 得意 と し て お り 、 非常 に 多彩 な 技 を 
| 持つ 芸 達者 な 人 物 で ある 。 


パ 
刑事 で ある 克哉 が 得意 と する の が これ 。 警察 官 な 
の だ か ら 取 り 調べ が 得意 な の は 当たり 前 だ ろう と 
| いう 気 が し な いで も な い が 、 意外 に も これ が 不 向 
| き な 警 察 官 も 少な く な いら し い 。 し か し 、 克哉 の 
| 本 当 の 特技 は お 菓子 作り で 、 子供 の 頃 か ら 磨き 続 
| けた その 腕前 は プロ 級 だ と か 。 


J 


が 得意 と する の は 、 工事 現場 や バイ ク の エン 

な どの 斉 マ ネ 。 「 異 聞録] 主人 公 、 レイ ジ に 続 

(ミス マッ テ な 取り 合わ せ で ある 。 日 夜 自室 で こ 

3 そり と 線 習 し こい る らし く 、 陽気 な 悪魔 た ち に 

旧 ス ゴイ 、 スゴ イ 」 と 好評 で あっ た 。 ほか に 「 ど 
に で で も すぐ に 寝 ら れる 」 と いう 特技 が ある 。 


女 顔 の 淳 らし い 特技 。 ギン コ と の 掛け 合い コマ ン 
ド 「 夢 芝居 」 で 彼 の 女装 を 見 る こと が で きる 。 自分 
で 女装 する こと が ある の か どう か は わか ら な い 
が 、 化粧 を する と 並 の 女 で は 敵 わ な い ほ どの 美 し 
く な る 。 ほか に は オル ガン 演奏 、 発明 、 星 占い を 
得意 と し て お り 、 また 花 言 葉 に も 詳し い 。 


うら ら の 場合 の 場合 


| 女 84 歳 、 な ぜ か 崖 ッ プチ に 立っ て いる うら ら が 得 
| 意 な の は 、 自分 が ハマ っ て いる 占い 。 と いっ て も 
エリ ー の よう に 本 格 的 に 研究 を し て いる の で は な 
い の で 、 彼女 の 占い 自体 は どこ と な く イ ンチ キ 臭 
さ が 漂 っ て いる 。 日 常 生活 で は 、 家事 全般 と メイ 
ク を 得意 と し て いる 。 


MY 


1 に 7 

詳 人 略 の スタ ー、 ブル ー ス ・ リ > 
和志 4 は カン フー。 見 よう 見 まね で 覚 | 
板 語 し えも イン チキ な の だ が 本 人 は そ 
h lo カン フー を 気に入っ て いる らし い 。 
諾 ha の は 、 親 へ の 当て つけ で 覚え た 広東 語 


また イン テキ だ か が) も 得意 で ある 。 


| 一 流 の 記者 を 目指 す 舞 耶 らし い 特 技 。 まだ まだ 新 
米 記者 の た め 、 不慣れ な 点 も 見 受け られ た が 悪魔 
た ち に は お お お ね 好評 で あっ た 。 ほか に も 大 食い 
と いう 女性 らし か ら ぬ 特技 を 持っ て お り 、 こち ら 
は 日 常 生 活 に お いて 彼女 に 好意 を 寄せ る 男性 を 
驚か せ て いる よう だ 。 


パオ フウ の 場合 


須藤 意 蔵 

っ た バ オ フ ゥ は 、 盗聴 を 得意 と し て いる 。 特技 と 
は いっ て も 、 目 的 を 果たす た め に あえ て 習得 し た 
技術 な の で 本 当 の 意味 で の 特技 と は いえ な い だ 
ろう 。 し か し 、 盗聴 自体 を な り わ いと し て いる だ 
け あ っ て その 腕前 は 確か 。 


蓮華 台 の 本 丸 公 園 を 根城 に する 噂 
屋 。 本 名 を 徳永 良典 と いう 。「 禄 』 で は 、 
赤 提 和 灯 し らい し に 入り 浸っ て いる が 、 
どちら の トク さん も た ま に 日 銭 を 得る 
た め 日 雇 い の 仕事 を する 以外 は 、 一 日 
中 ボー ッ と し て いる 自由 人 で ある 。 も と 
は と ある 大 学 の 医学 部 の 助教 授 で 、 
エリ ー ト 街道 を ひ た 走っ て いた らし い 
が 、 世俗 の も ちゃ め ご と に 疲弊 し 、 そ れ が 
原因 で 医療 ミス を 犯し て し まっ た こと 
か ら 、 すべ て を 捨て て 自由 人 と し て 生 
きる よう に な っ た の だ と いう 。 


七 姉妹 学園 の シン ボル と も な っ て い 
る 場所 。 そ の 時 計 は 七 姉妹 学園 の 校 
章 を 模 し て 作ら れ て いる が 、 10 年 前 、 
そこ で 橿原 と いう 教師 が 事故 で 死亡 
し て 以来 、 ま っ た く 動 いて いな い 。 そ 
れ ゆ え 学 園内 で は 生徒 た ちの あい だ 
で 、「 夜 な 夜 な 死ん だ 教師 が 現れ る ] 
「 時 計 が 再び 時 を 刻み 出す と 、 破滅 の 


『 "で 


|[ 罪 」 で は 10 年 間 、 微動 だ に し な か っ た 時 計 が 動 
| き 出し た こと に よっ て 、 世界 が 破滅 へ と 進ん で い 
| っ た 。 すべ て は 噂 が 真実 に な っ た た めで ある 。 


SH 
に | 


さま ざま な 書物 や 資料 を 収集 ・ 保 管 
し 、 そ れ を 必要 と する 人 に 利用 を 供 
する 場所 の こと 。 た い が い 、 ど の 学校 
に も 大 な り 小 な り の 図書 室 が 存在 する 
が 、 ペル ソナ シリ ー ズ で は 「 異 開 録 」 の 
聖 エ ルミ ン 学 園 で の み 登場 し た 。 

聖 エ ルミ ン 学 園 の 図書 節 に は 常に 
黒 瓜 勉 が 鎮座 し て お り 、 現実 世界 の 彼 
は 学園 に 伝わる 七 不思議 と 雪 


れ た と いう 黒い 扉 に つい て の 調査 を 
行なっ て いた 。 


カウ ント が は じ ま る 」 と いう 時 計 台 に ま 
つ わ る 噂 が ささ や か れ て いた 。 

また 、「 罪 」 の 世界 と は 時 間 の 流れ 
方 が 異な る 「 削 世界 で は 、 こ の よう な 
事件 や 噂 は 発生 し て いな い が 、 ど ちら 
の 作品 で も 物語 の 発 端 と な る イベ ント 
は 、 必ず この 時 計 台 で 起こ る よう に な 
っ て いた 。 


| 男 」 の 時 計 台 で は 、 須藤 電 紀 招 す る JOKER と 対 | 
| す る イベ ント が 発生 。 さら に 、 デジ ャ ・ ヴ ュ の 少 


ノン 、。 PRE 
20 ルレ ゲン カー 


10 年 前 、 舞 耶 が 達哉 と 洒 四 導 
ハイ ネ の 詩 の こと 。 ドッ パル 刀 衣 


哉 と 淳 が 、 暗がり の 中 で NR 

ガー の よう に そっ くり に 見 計 還 記 
この 詩 が 引用 され た よう だ で 証 の Bi 
が 再現 きれ る の は 、 時 朱 帳 周 

た カラ コル の 中 。 


の 朗 
) 青ざめ し 男 ま 
て 次 去り の 
に 悩み 周 き 天 
まね び か え # 


ハイ ン リ ヒ ・ ハ イネ 。18 世 紹 講 
に 生き た ドイ ツ の 詩人 で 、 彼 の 本 
ヒ ャ ー が 曲 を つけ た 「 ロ ー レ 人 
に 有名 で ある 。 ユダ ヤ 商 炎 の 訂 

法律 や 哲学 、 文学 な ど を 

うち に テ と 出会い 、 圭 た 
ち に 共産 主義 に 傾倒 し で 精力 
を 行ない 、 そ の た め 1835 年 に ほ 議 
の 著書 が 発 茜 処 分 を 受け て いる 
ドイ ツ で は ハイ ネ の 評価 ほめ 球 
変動 し 、 ナ チ ス 支 配下 の 時 代 叶 
に 抹殺 され た と いう 。 


PP" の WU 


Tony 較 Shop 


夢 崎 区 セ モン ター 街 の 一 角 で 路上 販 
講 を 行なっ て いる アク セ サ リ ー シ ョ ッ プ 。 
貞 の 名 は 、 店 E で ある 怪し い 外 人 トニ 
(27 歳 。 自称 恵まれ な い 留 学生 ) の 
散ら つけ られ て いる 。 ター ゲッ ト は モ 
2ー 街 を 訪れ る 若い 女性 で 、「 ダ イジ 
議 プ |! = イケ る イケ る ヨー」 と いう 言葉 
売り 文句 に 、 強引 に 自作 の アク セ サ 
に を 売り つけ て いる 。 
トニ ー 。 _ 
| 雇 に 大 きく 導 れ た 甘 眼 と 、 顔 の 中 央 に 鎮座 する 


巨大 な 鼻 が 、 な ん と も いえ な い 人 怪し さ を 醸 し 出 い 
て いる 。 


時 箇 う 結 
| ド U の 0 シュ 


平 坂 区 カメ ヤ 横 丁 に ある カイ ロ プ 
2 クティ ッ ク 。 そ こ で 整体 師 を 務め 
る Mr. 詞 は 、 カ イロ プラ クティ ッ ク 
の 本 場 ア メリ カ で 修業 を 積ん だ 本 格 
34 歳 に し て 典 義 を 習得 し た と い 
還 ) そ の 妙技 は 、 い か な 異常 も 治し て 
[ 上 吉 ) と いわ れ て いる 。 院内 は 、 そ 
間 / 彼 を 信 所 する 年 寄り の 集会 場 と 
較 5 て いる らしい 。 


]! | = 


ー」 の 叫び 声 と と も に 治療 を 施 
し に 交 り 上 げた スキ ン ヘ ッ ド が 


ダン ジョ ン 内 に 点 在 す る 回 復 ポ イン 
ト 、 ト リッ シュ の 泉 に 住む 妖精 。 も と も 
と は 妖精 界 の 王 オ ベロ ン の 配下 だ っ 
た が 、 い た ずら が 過ぎ る た め オ ベロ ン 


に よっ て 妖精 界 か ら 追 放さ れる 。 オペ 


ロン か ら の 「 人 間 界 で 人 の 助け と な る 
こと を すれ ば 妖精 界 に 戻し て や ろう 」 
と いう お 達し の も と 、 人 間 界 で 回 復 ポ 
イン ト を 開設 する が 、 その 見 返り と し て 


法 外 な 値段 を ふっ か け て いる こと か c 


ら 、 未 だ 故郷 に 戻れ な いで いる 。 

ト 上 し か し 、 本 人 的 に は 金 が す 

全て ウ 人 還 に を 

a。 感じ て お り 、 政 郷 に 帰る 

こと に は まっ た く 執 着 し て 
」 過 容 いな いら し い 。 

| | 「[ 思 聞録 」 で は 料金 を 支払 うと 笑顔 で 


に 手 を 振り 、 見 送っ て くれ て まだ か わい | 
- げ が あっ た と 思う の だ が ……。 


『" 呈 


] 


(7crgcg og の 
シェ イク スピ ア の 戯曲 。 
「 真 夏 の 夜 の 夢 」 に 登場 
する 妖精 王 。 物語 の 中 
で も 、 や は り い た ずら 好 届 』 
き の 妖 精 パ ッ ク ( 別 名 
ビン グッ ド フ ェ ロ ー) を 配 
$ り 、 同 作品 
は この パッ ク を 中 心 に 妻 | 
ティ ター ニア と の いさ か 
い が 描 か れ て いる 。 オベロン の 
詳細 に つい て は P191 で も 解説 し て いる 
の で 、 そちら も 参照 し て ほし い 。 


「 異 聞録 」 で は 妖精 
らし い 格 好 を し て い 


た が 、「 罪 」 で は 貯め 
こん だ 金 を 使っ て 衣 


装 を リ 
| 実 に ゴ 
| で 登場 


ー ア ル 、 
ジャ ス な 姿 
た 。 


と (sz 


妖精 トリ ッシュ が 住む 回 復 ポ イン ト の 
こと 。 主 に ダン ジョ ン 内 に 存在 する 。 
泉 の 水 に は 、 消耗 し た 体力 と 気力 、 汰 
死 状態 、 各種 ステ ー タ ス 異 常 を 治す 効 
果 が あり 、 ト リッ シュ に 定め られ た 金額 
を 払う こと で 利用 可能 と な る 。 


ゲー ム 中 、 デ ヴァ ・ シ ステ ム 破 壊 イ ベ 
ント 後に 訪れ た 迷い の 森 で 、 ブ プラ ウン 
が マキ の 母親 に 言っ た 言葉 。「 大 船 に 
乗っ た よう 一 ] と いう 船 違 いな 
の だ が 、 本 人 は それ に 気づい て いな 
い 。 ブラ ウン ら し い 誤 り で ある 。 


夷 央 内 で すら で 
お れ た ち を 
AU 
どろ 船 に 乗っ た 気 

どー ん と | 


「 異 聞録 」 の 泉 | 
は 、 愉 博 の 住 
か らし い 造 り と 
な っ て いた ( 写 
真 上 )。 し か し 

「 罪 」 以 降 に な | 


ほぼ 
| クリ ー ム ショ ッ 
プ (も ちろ ん 値 | 
段 は バカ 高 ! ) 
と し て 機能 する 
よう に も な っ た 
(写真 左 ) 。 


病院 に 勤務 する 看護 委 た ちの 詰 
所 。「 異 開 録 」 の 御影 総合 病院 に 登場 
する 。 ゲー ム の 進行 上 、 特に 訪れ る 必 
要 の な い 場 所 だ が 、 異 界 化し た 御影 
総合 病院 で は この ナー ス セ ンタ ー に 主 
人 を“ に ロン 人 し 時 ぶ 、 不思議 な 老 


ン 2 罰 上 六 は 人 気風 
は きわ や か で 容姿 き 
整っ て いる と いう 、 ま 

さ に 絵 に 描い た よう 』 
な ナイ スガ イ で 、 学 園 

中 の 女 生徒 の 人 気 者 
で も ある 。 同じ クラ ス 


の 香西 千里 と つ リ 
き あ っ て いる 。 ドガ 


昌 に うる か 
園 や 七 姉妹 学園 に 奏 傘 
どちら の 学園 の 中 庭 も ゲー 半 調 計 
ト の 舞台 に な る こと が あり 則 且 聞 
で は 当 の 女王 徐 の レデ (2 
(また は レデ ィ ー ス ノー) 戦 が 軒 講 
円 石 に まつ わる イベ ンド 
で は ハン ニャ 校長 と 吉 栄 杏奈 の 雄 
発覚 する イベ ント な ど が 発生 じ 7 


| 異 世界 の 聖 エル ミン 学園 中 庭 で は 5 黒い 
女 アキ が 出現 、 悪魔 テッ ソ と の 戦 還 


七 姉妹 学園 の 中 庭 に は 、 
建て られ て いた 。 


ix gi ーー ーー ムート で に ここ っ な こなさ ュー 


と り っ し ゅ の いずみ 


【 な か ま 】 


郭 に 物事 を する 人 の こと 。 ペ ル ソ 
ツリー ズ は 主人 公 の も と に 集まっ た 


砦 たち が 、 長い ヽ 冒 険 を 経て 次 第 に “大 


訟 仲間" と な っ て いく 姿 が 描か れ て 
記 9 と き に は か けが え の な い 友 と し 
共 また ある と き に は 互い を 高め 合う 
字 パ バル と し て 、 互い が 互い を 章 重 し 、 
呈 宇 し 合う あい だ 柄 こ そ が 真 の 仲間 

える だ ろう 。 そ ん な “仲間 
ま 5『 を 軸 に 物語 が 展開 し て いく ペル 
誠 シ リー ズ で は 、 欠 か せな い キ ー 
リー ド で ある 


記 上 天 当 で は 、 畔 還 に ふた り 以 上 の キャ ラク ター| 
上 BT る きた シス テム が 少 入 され 人 
の WW が より 天 強 調 さ れ た 。 ) 舞 


【 な つみ せん せい 】 


吾 エ ルミ ミン 学園 の 保 他 医 。 整っ た 
容姿 と 女らしい 雰囲気 を 持つ 女性 
0 多く の 男性 か ら 交 際 を 申し こ ま 
れる が 、 家事 が 苦手 で 料理 が 作れ ず 、 
手料理 と 称し て は レン ジ で チン し た 
コン ビニ 弁当 を 恋人 に 食べ きせ て い 
た 。 そ れ ゆ え 、 恋 人 が で き て も すぐ 
に 人 逃げ られ て し まう の だ が 、 本 人 は 
その 事実 に 気づい て お ら ず 、 未 だ に 
新た な 恋人 が で きる た びに コン ビニ 
弁当 で も て な し て いる らし い 。 


契約 を 結 ん だ 愚 

庫 ツ ソナ シリ ー ズ に は こ 
の 概念 が 登場 し た い が 、 ほ 
の 女神 転 / シリ ー ズ で は 
計ら は 放 と し て 出現 す 
6 加 廃 た ちと 交渉 し 、 同 志 
で と も に うこ と を 交 
の の 強化 を 図る 必要 

っ つた 。 ペ ル ソ ナ シリ ー 較 
、 の 分 身 | 
いえ る ・ ベ ル ソ ナ "が 促 
語 に 4 エ で ある 。 


悪 訂 を 仲 魔 に し 、 そ れ を 使役 する に は 強 彰 な 精神 力 と 悪 訂 員 
プロ グラ ム が 組み こま れ た コン ピュ ー タ ( 号 真 だ ) お 必須 で ある 。| 


ベル ベッ トル ー ム の ピア ノ 弾 き 。 
彼 が 奏で る 旋律 は 、 同 じ く ベル ベッ 
トル ー ム に 住ま う ベ ラド ン ナ の 歌声 
と 重なる こと に よっ て 、 ペ ルツ ナチ 使 
い の 精 神 を 己 の 内 な る 存在 、 つ まり 
新た な ペル ソナ と 接触 する に 必要 な 
状態 へ と 導く 。 そ ん な 彼 の 旋律 は 、 
彼 自身 の 内 な る 世界 か 
ら 生 み 出 され る 。 


ゆえ に 彼 は 現実 を 
見 る 両目 を 塞ぎ 、 【、、! 
己 が 世界 を 見 る 心 


の 目 だ け に 全 神 経 
を 注い で いる の だ 
と いう 。 


七 姉妹 学園 


周防 達哉 と リサ ・ シ ル バ ー マ ン が 通 
う 共 学 高校 。 通称 セ プ ンス 。 珠 開 麗 市 
の 名 前 の 由来 で ある 「 易 (プレ アデ ス 
星団 )」 の 伝説 に ちな ん で 名 づけ られ 
た 。 ま た 、 学校 の 校章 に も 7 つの 星 が 
デザ イン され て お り 、 校 舎 の 大 時 計 や 
生徒 の 持つ エン プレ ム 、 軸 な ど に も こ 
の 校章 が 施さ れ て いる 。 

「 イ ケ て る 男の子 が 多い 」 と 評判 で 、 
他校 の 女 生徒 た ちの あい だ で は 、 七 
姉妹 学園 の 校章 を 持つ こと が ステ イタ 
ス と され て いた 。 し か し 、 相 反する 評 
判 ( つ まり イケ て る 奴 が いな い ! ) を 持 
つ 春 日 山高 校 の 生徒 が 、「 セ モブ ンス の 
校章 を 身 に つけ て いる と 顔面 が 破壊 
され る 」 と いう 路 を 流し た た め 、 そ れ 
が 現実 と な り 、 七 姉妹 学園 の 生徒 問 で 
謎 の 奇病 が 発生 、 以降 急速 に 同学 園 
の 人 気 も 下降 する に 至っ た 。 


| 学園 の エンブレム を 損し て 作ら れ た 時 計 台 を 
| シン ポル と し た だ 洋 還 の 校 填 。 オシ ャ レ な 村 
| と し て 、 他 校生 か ら も 注目 を 集め て いる 。 ま 
| た 、 校 舎 の 周り に は 緑 も 多い 。 


| 一 応 の 校 昌 は ある も の の 、 それ に が ん じ が ら め に 
する ほど 厳し く は な く 、 また バリ バリ の 進学 校 で 
も な いた め 、 わり と ゆっ た り と し た 自由 な 気風 が | 
漂っ て いる 。 


| 生徒 た ち 


生 ど も に 和 の っ た 人 人 が あ いと ざれ る | 


お そら く は 、 着 る 者 を 選ぶ よう な デザ イン の 制 
| 服 を より カッ コ よ く 着 こなす た め 、 各個 人 が そ 
れ 相 応 の 努力 を し て いる た め と 思わ れる 。 | 


| 芸 に は 代々 の 校長 の 写真 が 飾ら れれ で 5 
| 後ろ に は 悪 趣味 な 金 記 山 が 置か れ て いる 


ジ に 合わ せ て 、 教 | | これ と いっ た 装飾 は な され て い 
な い 。 壁 に は 時 計 台 同様 、 エ ン 
プレ ム を 模 し た 時 計 が ある 。 


| 室 内 も 白 を 革 に し た 上 品 な 造 
り に な っ て いる 。 


用 務 員 さん の 舌 い の 場 本 
が 貼っ て ある 。 


は 彼 が 大 好き な 女優 の 飛 ス 3 


10 年 前 に 開発 が は じ し ま っ た ば か り の 
民 城 。 新 し い 地区 だ け あ っ て 、 これ と 
施設 も な く 、 住人 も 少な 
ド ツ ン と そびえ 立つ ホテ 
内 で いく つの か の ショ ッ プ 
いる が 、 そこ を 利用 す 
ビジ ネス に 訪れ た 宿泊 客 


光 
駅 ほとん ど で あ る 。 


| 鳴海 区 全 


まだ まだ 閑散 と し た 区 域 で は ある 
が 、 極秘 裏 に 珠 開 瑠 市 を 調査 する 南条 
や バ パオ フ ッ は その 人 の 少な さ に 目 を つ 
け 、 鳴海 区 を 活動 の 拠点 と し て 利用 し 
て いる 。 し か し 現在 は 、 大 規模 な イン 
フラ 整備 が 展開 され つつ ある の で 、 や 
が て は 珠 開 瑠 市 の 新た な スポ ッ ト と し て 
発展 し て いく こと に な る だ ろう 。 


ロ | 

上 専用 の 港 。 名称 は 鳴海 マ 
リー ナ で ある 。 ま だ まだ 利用 者 
南条 専用 の NO.1 ク | 


倉庫 街 に ある 廃 ビル 。 廃 堪 と 化 
し て いた ビル を バ オ フ ゥ が アジ 
ト と し て 改造 し た 。 
用 の 機材 で あふ れ か えっ て いる 。 


ー 5 コ 
南条 グル ー プ が 提供 する 施設 。 

新 世 生 塾 が JOKER 化 し た 人 間 
か ら JOKER を 分 離す る 研究 を 


室内 は 盗聴 


行なっ て いる 場所 で も ある 。 


な る ら と せ さ 


園 の 中 庭 に ある 芯 古 

代 人 が 日 時 計 と し て 使用 し た と いわ れ 
て お り 、 現在 も それ を 証明 する た め 
日 時 計 が 設置 され て いる 。 一説 で は 、 
鳴 如 門 火 手 怖 ( な る ら と ほ て ふ ) と いう 
那 捉 を 、 比 度 門 上 人 (ひれ も ん し ょ う 
に ん ) と いう 人 物 が 封じ た 守護 石 だ と 
伝え られ て いる 。 

ゲー ム 中 で は この 巨石 か ら 光 の 柱 
が 発生 し 、 そ こ か ら 天 の 川 ー シ バル バ 
ー へ と 行く こと と が で きた 。 


| 岩 質 は サマ タイ ト だ が 、 


| いう) が 原因 だ と 力説 し て いる 。 


Ns アジ ト と し て 使用 し て 
AS き 知 珠 開 欧 湾 の 沖合 

に 価 泊 され こい る た め 、 小 型 
を 合 わな いと 中 に 入れ な い 。 


高級 シテ ィ ホ テル 。 最 上 階 の べ | 
ント ハウ ス は 南条 の 拠点 と な っ | 
て いる 。 バ ー、 レ スト ラン 、 | 
石 シ ョ ッ プ が ある 。 


イン フラ 整備 の 一 環 と し て 建設 
中 の 地下 鉄線 路 。 内 部 に は 試 運 
転 に 使用 され た と 思わ れる 電車 | 
が 停め られ て いる 。 | 


ーー テー 


磁気 異常 が 検出 され て 
いる 。" 珠 開 現 市 ニ マ イヤ 文明 発祥 説 " を 唱え る 
岡村 真夜 は 、 こ の 太 気 異常 は 学校 の 地下 を 走る 
天の川 (蓮華 台 を 流れ る 七夕 川 の 支流 。 こ れ を 
伝っ て いく と 、 珠 聞 玖 市 の 地下 に ある と され る マ 」 
イヤ 人 の 巨大 母船 シバ ル バ ー に た どり 着け る と 


か つて 聖 エ ルミ ン 学 園 に 在籍 し て い 
た 男子 生徒 。 南 条 コ ン ツ ェ ル ン の 跡 取 
り で も あり 、 現在 は 財閥 総帥 と し て ふ 
きわ し い 人 間 に な る た め オ ックス フォ 
ー ド 大 学 で 多く の 知識 を 学ん で いる 。 
セ ベ クス キャ ンダ ル で は 彼 が 唯一 の 家 
族 と し て 心 を 開い て いた 執事 山岡 を 
亡くし て お り 、 彼 は 山岡 の 信 を 討つ た 
め 、 事件 解決 に 全力 を 尽く し た 。 南条 
を 我 が 子 の よう に 慈 し ん で くれ た 山岡 
は 、 彼 が 日 本 一 の 男児 に な る こと を 妄 
ん で お り 、 南 条 も また その 期待 に 応え 
る べく 、 日 々 心身 の 鍛練 に 努め た 。 彼 
が “1" と いう 数 字 を シン ボル に 、 すべ 
て の 事象 に お いて NO.1 で あろ うと す 
る の は 、 山 岡 と の 約束 を 果たす た め 
な の で ある 。 


音 に 比べ る と 若干 表 情 が や わら か く な っ て は い | 
| る も の の 、 どこ か 近寄り が た い 究 囲 気 を 源 わせ | | 


| | うつ お いて 目 を 閉じ て いる 点 は 胡 い 顔 


品 も と は ほこ ろ び 、 目 も と に | 


| | わずか な 時 間 で は ある が 、 表 情 に 内 心 の 動 提 
か 現れ て し まっ て いる 。 準 に 冷静 さ を 失 わな | 


い 南 条 に は 、 め ずら し い 表情 で ある 。 


1 eeoeee 二 記 周囲 の 者 を 見 下 し た | | 


よう な と ころ が あっ た 。 こ の 顔 を 見 れ ほ 請 放 
れ は 一 目 瞭 然 で あろ う 。 


| 愉 


うつ お き 加 減 で 口 を 固く 結ん で いる 。 メ ガ ネ 


の 光 で 目 の 表情 は 読み 取れ な い が 、 声 を か け | | 


る の が は ば か れる よう な 放 び で ある 。 


| | USA 版 の 南条 は 、 mM 白く な り 、 また 人 
| 髪 へ と 変化 し た 。 そ れ に と も な い 、 | 
"ネイ ド ' と いう 名 に 変わ っ た 。 


プー キー エー プ 下 プイ ャ スエ ダミ ーー ュー ュー デー デモ ーー ュー 
"WWWPWPPPUTTPN" 和 PMP"NPBPNPPPOPPT に POT 


2 し 


- 人 な 4r 


4 大 冬 宮 か ら の 支配 


天 各 宮 生ま れ の 人 は 、 調 和 を 重 ん 

位 。 じ る こと を 好み 、 も め ご と や 対立 を 

嫌う 優等 生 的 な 性 格 を 持つ と いわ れ 

る 。 そ れい ゆえ 天 各 座 生 まれ は 、 突 出 

し た 個性 に 欠け る 傾向 に ある と され 

補 る が 、 南 条 の 場合 、 天 各 宮 の 性 質 が 

て 〕 非常 に 色濃く 出 て いる た め 、 そ れ 自 

グ 則 体 が 彼 の 個性 と し て 確立 され て いる 

よう に も 見 える 。 ま た 、10 月 3 日 に 

、 生ま れ た 南条 は 、 天 各 宮 か ら の 支配 

に 加え て 、「 成 功 ] 「 発 展 ]「 名 誉 」 

コル を 象徴 す る 木星 の 影響 も 受け て い 

る 。 木 星 は 、 潜 在 的 な 素質 を 引き 出 

し 、 富 や 名 誉 を 授け て くれ る 幸運 の 

星 。 こ れ は 南条 が 日 本 一 の 男児 と し 

て 成功 を 収め る 可能 性 を 提示 し て い 
る と いえ る だ ろう 。 


| 天 種 宮 は 、 ギ リシア の 正義 の 女神 アス トラ イア | 
| が 持つ 、 公 平 と 調和 を 保つ た め の 竹 が モチ ー フ 
| と な っ て いる と いわ れ て いる 。 こ の 種 は 人 間 の | 


本 計 記 記 記 請 記 請 詳 | 玩 々 還る た め ゅ 使わ れ た と され る 。 


タロ ッ ト ・HIEROPHANT( 法 曲 ) と の 机 作 


南条 が も っ と も 相性 が よい の 。 正しい も の は 他人 に と っ て も 正しい と 
は 、 HIEROPHANT の アル カ 考え る 傾向 が あり 、 他 者 に それ を 示 


ナ に 属す る ペル ソナ た ち で あ 
る 。 法皇 は 、 教生 また は 祭司 
と 呼ば れる こと も あり 、 カ ー ド 
に は 頭 に 3 層 の 王 守 を 、 左手 
に 3 層 の 十字 架 を 、 さ ら に 右 
手 で 目 の 前 に ひざ まず く ふ た 
り の 剃 上 僧 を 祝福 を 与え て 
いる 姿 で 描か れる 。 こ れ は 
法皇 が 群衆 の 上 に 立ち 世 栓 
する 力 を 持つ 立法 者 で ある 
こと を あら わし て お り 、 ま さ 
に 指導 者 た らん と する 南条 
に ぴっ た り の カー ド で ある 。 
また 、 法 息 は 自分 に と っ て 


』 A 型 
10 月 2 日 
天 衝 座 


20 歳 (「 異 聞録 」 登場 時 は 高校 ら 年 生 ) 


唆 する こと を 義務 と 感じ る と いう 。 南 
条 が この “ 正 し さ "の 真 の 意味 を 見 出 
し た と き 、 彼 は 日 本 一 の 男児 と し で ふ 
きわ し い 指 導 者 と な る こと だ ろう 。 


| この アル カナ に 属す る の は 、 法 と 秩序 を 重んじ | 
| る 神々 た ち で ある 。 イ ンド の 本 法 神 ヴ ァ ル ナ 、| 
| 死者 を 裁く 間 魔 王 ヤ マ 、 仏 教 の 創始 者 シャ カ な 
ど が HIEROPHANT の ベル ソナ と な っ て いる 。 


あだ名 な ん じょう くん ば 
身長 177cm (「 異 聞録 」 登 場 時 ) ョ ロロ 
体重 "62kg ([ 異 聞録 」 登場 時 ) キー 


MM 


BRITANIC 


SS 


デ ヴ ァ ・ シ ステ ム の 創始 者 。 神 取 に 
命じ られ る が まま シス テム を 構築 する 
が 、 のち に 神取 が シス テム の 思わ ぬ 効 
果 を 悪用 し て いる こと に 気づき 、 マシ 
ン を 破壊 し よう と する 。 破壊 計画 の 結 
果 は 失敗 に 終わ る が 、 ちょ うど その 場 
に いあ わせ た 主人 公 た ち は シ ステ ム の 
暴走 に 巻き こま れ 、 

異 世 界 の 御影 町 4 こ * 
へ 飛ば され る l 
こと に な る 。 

その 後 ニ コ 

ライ は 神取 に " “" 
洗脳 を 施さ きれ 、! 

廃人 同然 に な っ 

クラ 往 う だ 『 


新 世 加 が アジ ト と し て 利用 し て い 
る 船 。 同 組織 の 傘下 に ある 船舶 会 社 
の 船 で 、 見 た 目 は 客船 と な っ て いる 
が 、 内 部 は 新 世 事 に よっ て 大 幅 な 改 
造 が 施さ きれ て いる 。 ま た 、 珠 閉 玖 市 
を 訪れ た 旅行 客 の 勘違い に よっ て 、 
日 輪 丸 船内 に は 「 再 マン ト 」 また は 
「 赤 マン ト 」 と いう 怪人 が 現れ る と い 
う 噂 が 流れ た 。 


ニャ ル ラ ト ホ テ プ ブ 

モデ ル と な っ た の は クト ゥ ルフ 神話 
に 登場 する 神 性 の ひと つ で 、“ 蛋 い 寄 
る 混 "、 あ る い は “ 千 の 顔 を 持つ 神 " 
を 意味 する 。 ゲ ー ム 中 で は 普遍 的 無 
意識 の 象徴 と し て あら わ さ れ 、 創造 と 
破壊 を 内 包 し た 人 の 心 の 源 、 し いて 
は 人 その も の で ある と 位置 づけ られ て 
いる 。 創造 性 を 司る フィ レモ ン に 対し 、 
ニャ ル ラ ト ホ テ プ は 破壊 を 司る 。 だ が 、 
どちら も 普遍 的 無意識 の 側面 の ひと 
つ で し か な く 、 両者 の 存在 は 表裏 一 体 
で ある 。 ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ は た び た び 
人 間 を 普遍 的 無意識 の 底 へ 引き ずり 
こも うと 画策 する が 、 そ れ は 人 間 の 中 
に 破壊 を 望む 心 が あ る か ら に ほか な 
ら な い 。 人 々 に 試練 を 与え 、 彼 ら が 
破壊 を 望む か 創造 を 望む か を 見 きわ 
め る こと が 、 ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ と フィ レ 
モン の 役割 な の で ある 。 そ し て ニャ ル 
ラ ト ホ テ プ に よっ て 奈落 の 底 に 落と さ 
れ て し まう 人 間 は 、 生 きる こと の 意味 
を 忘れ て 、 創造 より も 破壊 を 選ん だ 人 
間 な の だ 。 


[大 」 で の ニャ ル ラ ト ホ テ ブ は 、 達哉 の 姿 で 一 行 
| の 前 に 現れ た 。 こ の イベ ント 後 、 ニ ャ ル ラ ト ホ 
| テ ブ は 本 来 の 容 と な っ て 一 行 に 柚 い か か る 。 


| 浪 の 距 と 、 そ れ に よっ で 発生 た 評 還 
| 証 生 し た 偽 の 父親 。 そ の 正体 は 三 和 
| | テ プ そ の 人 で ある 。 


| 「 罪 ] の ラス ト ダ ンジ ョ ン で ある シ 
| お いて 、 ニ ャ ル ラ ト ホ テ ブ が 舞 了 
| | め に と っ た 姿 。 


| 17。 

| |[ 太 」 で は ニャ ル ラ ト ホ テ ブ が 
| | 中身 は ニャ ル ラ ト ホ テ ブ だ が 
| 物 の 運 筑 へ の ダメ ー ジ と な っ 


gg 

英語 読み で は ナイ アー ラ ト テ ッ プ 。 ク 
トゥ ルフ 神話 に 登場 する ニャ ル ラ ト ホ 
テ プ は 無 貌 ゆえ に 変幻 自在 の 神 と され 、 
エジプト の ファ ラオ の よう な 予言 者 や 核 
兵器 の 研究 を 推進 する 物理 学者 、 神父 
や 魔女 た ちの 長 と し て 人 々 の 前 に 現れ 
た と いわ れ て いる 。 そ れ ゆ え 、 ニ ャ ル 
ラ ト ホ テ プ は 死 と 混乱 の 先 煎 れ と も 考 
えら れ て いた 。 本 来 は 旧 支 配 者 な どの 
知性 を 持た な い 神 々 に 使え る 従者 と し て 
誕生 し た の が 、 そ の 神々 で さえ も 昌 笑 
う 存 在 で あっ た よう だ 。 


常に 主人 公 た ちの 行動 を 監視 誘 必 し ? ピ 
る ニャ ル ラ ト ホ テ ブ の 化身 の ひと 
る と 、 意味 深 な メッ セー ジ を 返し て 人 


(に 
\ こら い は か せ 


に 
て いい ー や る ら と ほ て ぷ 


| 
ッ ド 神 取 戦 クリ ア 後 は 、 レ | 
これ を 召喚 ・ 降 魔 する こと が 


| ラスト ボス ・ グ レー ト フ ァ ー ザ ー 
| 罪 」 の : の ラス トポス 。 主人 公 ぶた ちの 心 | 
| の 内 に ある 父親 像 を 具現 化し た 存在 
| で 、 彼 ら の 父 に 対す る 負 の イメ ー ジ を 
| 誇張 し た 姿 と な っ て 登場 し た 。 


し 
| JOKER・ ニ ャ ル ラ | ト ホ テ ブ 
| 「 罪 」 の JOKER の ベル ソナ と し て 登場 し た | 
ャ ル ラ ト ホ テ ブ の 姿 。 人 間 と ニャ ル ラ ト ホ テ | 
プ が 融合 し た よう な 姿 で ある 。 


5 スト ボス ・ ニ 。 ャ ル ラ ト ホ テ プ 


六 ト ポス 。 ニャ ル ラ ト 林 | 
Ti に は 虚無 を あ 
本 っ な 面 が 無数 に 浮か ん 


埋 
、 ニャ ル ラ ト ホ テ ブ | 
「 罪 」 の エン ディ ング に 登場 する ニ | 


| ャ ル ラ ト ホ テ ブ の 姿 。 こ れ も ニ 回 
| ル ラ ト ホ テ ブ 本 来 の 姿 で ある 。 


ネコ マタ と は 、 長い 年 月 を 生き た 獲 
が 変化 し た も の で 、 後 ろ 足 で 歩き 、 
人 語 を 解す と いう 妖怪 で ある 。 女神 
転生 シリ ー ズ で は お な じみ の 悪魔 だ 
が 、「 凛 ] で は な ん と 噌 屋 の ひと り と し 
て 登場 し た 。 噂 屋 ネ コマ タ は 、 葛葉 
探偵 事務 所 奥 の 小 部 屋 (実は トイ レ ) 
に こも っ て いる の だ 。 ちなみ に 『 罪 」 
で も この 小 部 屋 は 存在 し た が 、 入 ろ 
うと する と 招き 獲 に 制止 さき れる た め 
入る こと が で きず 、 悩 ん だ プレ イヤ 
ー も 多かっ た の で は な い だ ろ うか 。 


、 松 平 美智 子 の ペル ソナ 

と し て 主人 公 た ちの 前 に 現れ た 。 

ネメシス と は 、 ギ リ シ ャ 神 話 に お 
ける 復讐 の 女神 の こと で 、 タ ナ ト ス 、 
ヒュ プ ノ ス ら と と も に 夜 の 女神 ニュ 
クス の 子 と され る 。 正義 が 侵さ きれ た 
と き 、 報 復 し 罰 を 与え る 役目 を 担っ 
て いる 女神 で ある 。 彼女 は 、 美 青年 
ナル キッ ソス が ニン フ の エコ ー を 手 
ひど く 振 っ た 際 に 、 そ の 思い や り の 
な さ に 汐 怒 し 、 自 分 自身 の み を 愛す 
る 呪い を か けた と いわ れ て いる 。 ま 
た 、 ネ メシ ス が 白鳥 に 化け た ゼウス 
に 追わ れ 、 藻 鳥 に 変 
いう 神話 か ら 和 白鳥 座 と 功 
た 。 ギリシャ 屈 指 の 美 
女 ・ へ レネ を 産ん だ の 

も ネメシス で ある 。 沿 


ネメシス | 
| 松 平 美 割 子 が 変身 し た 姿 。 神 
| 話 で 語ら れる ネメシス その も 
| の の 姿 を し て いる 。 電 撃 系 魔 
| 法 を 得意 と する 。 | 


の 


| ソウル ハッ カー スズ M 


( 思 琴 内 
ネメシス の 塔 
雪 の 女王 篇 に 登場 する 3 つの 塔 の ひ 
と つ 。 高 飛車 な 態度 の 松平 美智 子 が 
搭 主 を 務め て いる 。 金持ち の 家 に 生 
まれ 、 自 ら を 美しい と 信じ こん で いた 彼 
女 は 、 か つて その 尊大 き ゆ え に 級友 た 
ち に 疎 ま れ 、 い じ め を 受け て いた 。 そ 
れ を 逆恨み し た 彼女 は 、 雪 の 女王 の 
誘惑 を 受け 入れ 、 ネメシス の 塔 主 と し 
て 級友 た ち に 復讐 を 図っ た の で ある 。 


デビ ル サ マ ナー 韻 王 還 


【 ね め 


ちな み に 讐 大 は 同 き だ あ を 
せ ず 、 負け 惜しみ を いっ G 夫 で い 
また 、 ネ メシ ス の 塔 で は 議 
ロ の ふた り が 捕らえ られ 捧 問 克 放 
て いた 。 彼ら を すぐ に 助 細 四 性 
か で ネメシス の 強 き 放 人 較 識 
これ は 彼女 が 憎悪 や 径 り の 開放 
こむ こと で ペル ソナ ドー 本家 
を 高め る こと が で きた か ら 避 


om 
で 構成 され て お り 、 
調 問 部 屋 が 、 5-8FI 

き 間 富 が 設 置 され で VA に こ 


本 koikal Ez nn PP WP いい UP PU 


の も ら か ・ た 0 


2 寺 フ ィ ッ や や | 


語 ゃ アキ メカ が 使う 魔法 の 呪文 。 居 シ 
NZ ト に 向かっ て この 呪文 を 唱え る と 、 
記 こ と を か な える こと が で きる 。 こ 

は マキ が 幼い 頃 に 母親 に 教わっ た 
馬 有 まじ な いで 、 逆 か ら 読 むと "ママ の 


吉 有 ねじ れ に より 、 脱 出 不 可能 と 


褒 つ た プラ ッ ク マ ー ケ ッ ト 内 に ある ショ 
罰 バ ー。 店 主 は すでに 脱出 を 諦め 、 


脱 ラ ッッ マ テット の 支配 者 。 そ の 


詳 人 は 、 マキ の 池 友 で あり 、 半 年 前 か 
0 っ て いた 香西 千里 で 
彼女 は マキ の 絵 の 能 に 如 
隊 に 7 キ に 利用 され て クイ ー ン 
剛 に の : られ て いる 。 アキ に も ら 
省 ヽ ご と を か な える た 
9 ロ が 増え で ぐい っ た 。 


宝物 7 と な る 。 仕 』 事 に - 追 われ て 十分 に 

手 を か け て や る こと は で き な か っ た も 
の 、 娘 を 大 切 に 思っ て いた 母親 の 

愛情 が 感じ られ る 言葉 で ある 。 


て いる よう だ 。 ここ で は マー ケッ ト の 支 


配 者 で ある 、 ハー レム クイ ー ン に つい 
て の 情報 が 得 ら れる 。 


パオ フッ の HP 


パオ フッ が 管理 し 、 珠 開 瑠 市 の 情報 
を 収集 し て いる ホー ムペ ー ジ 。 コン テン 
ツ の ひと つ で ある 噂 掲示 板 で は 、 珠 開 
瑠 市 に 広まる さま ざま な 噂 が 飛び 交 
い 、 雑誌 記者 も 利用 する ほど の 情報 の 
宝庫 と な っ て いる 。 情報 の ほとん ど は 
た わい も な い 嘱 ば か り だ が 、 中 に は 裏 
世界 に 通じ る きわ どい も 書き こま れ 
て いて 、 パオ フッ の 情報 源 の ひと つと な 


っ て で いる よう だ 。 


赤い バツ コン か ら 、| 
パオ フゥ の HP に アク 
セス する こと が で き 
| | る 。 この HP の 掲示 
| 板 は 、 南 屋 と し て 機 


能 し て いた 。 


仲間 を 忘れ た く な いと いう 勝手 な 願 
いか ら 、 ひ と り 記 憶 を 持っ た まま 『 六 」 
の 世界 に や っ て き て し まっ た 達哉 に 与 
えら れ た 前 の こ と 。 イレ ギュ ラー で あ 
る 達 戴 の 存在 の せい で 「 前 」 世界 に ほ 
ころ び が 生じ 、 それ を 利用 し た ニャ ル 
ラ ト ホ テ プ は 新 世 事 や 新た な JOKER 
を 創造 し て 世界 が 破滅 に 向かう よう 
に し むけ た の で ある 。 全員 の 記憶 が 
戻る と 「 前 」 の 世界 が 消 減 し て し まう こ 
と を 知っ た 達哉 は 、 今度 は 仲間 の 協 
力 な し に 、 た っ た ひと り で 英 に 立ち 向 
か うこ と を 決意 する 。 そ の 孤独 こそ が 、 
達哉 に 与え られ た 浪 な の で ある 。 


/ つ らい こと な は 妙 剛 に 郊 し つけ 、 
6 (GEsE3 


池 


ーー ュ ーーーーー ゃ 「 ゴ ピ - 


ンク の 
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シン タラ と 2 


野外 音楽 営 を は じ め 、 スマ イル 平 坂 
や GOLD な ど に し か けら れ た タイ マー 
式 の 発火 装置 の こと 。 あら か じ め 時 計 
を 合わ せ て セッ ト し て お く と 、 時 間 が き 
た 瞬間 、 自 動 的 に 火 を 吹く 仕組 み に 


な っ て いる 。 また 、 単なる 発火 装置 で 


は な く ダ イナ マイ ト な どの 爆発 物 と 組み 


合わ せ て 使用 する 場合 も ある よう だ 。 


| 


つい 視線 が 集中 し て し まい が ちの イ 
ゴー ル の 鼻 。 そ の 長 さ は 尋常 で は な 
く 、「 異 聞録] か ら 「 罪 」 へ 移行 する 過 
程 で 、 さ ら に 長 さ を 増し た よう に さえ 思 
われ る 。 ベ ル ベ ッ トル ー ム を 訪れ た 人 
間 は 誰 も が 算 の 長 さ に 驚い た は ず だ 
が 、 面 と 向かっ て 鼻 に つい て の 話題 を 
振っ た 者 は いな いよ う で ある 。 


。。。【 は っ さん < ぐ 


コン ピュ ー タ を いじ る こと 、 ある い は 
他人 の コン ピュ ー タ に 不正 に 侵入 し 
て 、 デー タ を 盗ん だ り 改 変 し た りす る 
こと 。 情報 収集 を 必要 と し て いた パ 
オフ ッ は 盗聴 だ け で な く 、 ハッ キン グ の 


し 生 の 放 本 室 
タ か ら 実 験 な どの デー タ を ダウ ン ロ ー 
ド し 、 その 後 ウ イル ス を 流し て シス テム 
を 破壊 し た 。 

// 


ハッ キン グ を 行なう 人 、 つ まり 、 他 人 
の コン ピュ ー タ に 不法 侵入 する 人 の こと 
を 指す 。 ハ ッ キ ング され る 側 で も さま ざ 
まな 防御 処置 を 講じ て は いる も の の 、 結 
局 は 互い に 技術 を 高め て は 相手 を 出し 
抜く と いう いた ちご っ こ に し か な っ て い 
な い 。 実際 、 セキ ュ リ ティ を 破る こと 自体 
が 目的 で 、 中 の デー タ に は 大 し た 異 味 を 
持っ て いな いと いう ハッ カー た ち も 多 い 
よう で ある 。 


すべ て の 花 に は 最低 で 請 朗 
ある い は 複数 の 花 言葉 が 填 計 | 
いる 。 父親 か ら も ら っ た 交 
を 見 て 育っ た 淳 は 、 現 春 誌 護 
どの 花 言葉 を そら で 言 周 
言葉 マニ ア 。 淳 の 投 す る IOR 
場 シ ー ン ご と に 花 を 残 順 W 
も 、 下 手 な 言葉 より 花 言葉 
れ た メッ セー ジ の ほう が 還 昌 
く 心情 を 伝え られ る と 思う の 語 g 
の だ ろう 。 次 ペー ジ に 還 天 請 
登場 し た 花 と 、 そ の 花 言 農 画 
情報 を まとめ て みた 。 


振 し て 


制服 の 胸 ポ ケッ ト に 拉 


気に入っ た 花 
| ち 歩 いて いる よう だ 。 


腕 ”5 春 に か け て 咲く アヤ メ 科 の 花 。 黄色 の ほか | 
[8 柴 や 白 な ど 、 さま ざま な 色 が ある 。 花 言葉 は 
IaW' で 、 初め て 登場 し た JOKER が 残し た 花 で 
|6。 また 、 洲 が 割 服 の 胸 ポケ ッ ト に 挿し て いる | 
0 の も この 花 。 ] 


| ラテ ン 語 で “救う " の 意味 を 持つ シン 科 の 植物 で 、| 
| 昔 か ら 薬 草 の 一 種 と し て 扱わ れ て きた 。 赤 や 白 の 

小さ な 花弁 を いく つも つけ 、 甘い 室 を 作る 。 岩戸 
| 山 で JOKER が 残し た 赤い サル ビア の 花 言 葉 は 
| 燃 ゆ る 起 い ” で ある 。 


| 瑠璃 唐草 、 また は 小紋 唐草 と も 呼ば れる 春の 花 。 
| 豪傑 寺 の 庭先 に 咲い て いた この 花 を 、 舞 耶 が 手 折 
っ て の ち に 淳 に 渡し て いる 。 浪 の コン タク トコ マ 
| ンド " 花 で 殺す " の グラ フィ ッ ク と し て 登場 する の | 
も ネモ フィ ラ で ある 。 


| フシ バカ マ 。 
思 あ 
い の 
出 日 
す を 


生 し て 咲く 。 庶 の 緑 が ギ ザ ギ ザ に な っ て お り 、 
DC きり の 歯 の よう に 見 える こと か ら 、 日 本 で は 
( の こぎ り そ う ) の 名 で も 呼ば れる 。 七 姉妹 
の 時 計 搭 に 現れ た JOKER が 、 白い アキ レア 


科 科 の 多年 章 で 、 黄色 や 赤 、 | 


を 残し て いる 


紫苑 。 秋 に 咲く 野草 で 、 薄 紫色 の 花 を 多く つけ る 。 | 
室町 時 代 か ら 市 井 の 人 々 に 愛さ れ 、「 今 音 物 語 」 な | 
ど に も 登場 する 歴史 の 古い 花 で ある 。 た だ し 、" 守 | 
の 本 草 " と いう 別名 を 持つ た め 、 祝い 事 の 席 で は | 
タブ ー と され て いた 。 JOKER が カラ コル で 残し | 
た シオ ン の 花 は 、 達哉 あ て の も で ある 。 


キク 科 の 多年 草 で 、 秋 の 七草 の ひと つ 。 淡 紫 色 の 
小さ な 花 を 密生 し て 咲か せ 、 大 きい も の で は 高 さ 
1 メー トル に まで 成長 する と いう 。 “10 年 前 の 事 
件 を 思い 出せ " と いう JOKER か ら の メッ セー ジ 
| と と も に 、 キン グ か ら 渡 され た も の で ある 。 


ニン ア 


深 
い ヽ 
後 
悔 


] 

と 邊 た 多年 草 で 、 別名 プリ ムラ と も 呼ば 

mn こ こと で サク ラン ウ と いっ て も その 種類 

st に も 渡り 、 色 も 黒 以外 ば すべ て そ 
と も いわ れる 。 自 分 を 取り 戻し た 淳 が 、 
で 子供 た ち に 手渡 し た 花 だ 。 


| 婦 の よう な 花弁 を 持っ た マメ 科 の 植物 で 、 香 り 
が よい こと か ら カ ジャ コウ エン ドウ と も 呼ば れ 
る 。 赤 、 桃 、 白 、 青 、 紫 な ど 色合い も さま ざま 。 
花 言葉 は "門出" で 、「 罪 」 の エン ディ ング で 淳 
が 母親 に 渡し て いる 。 


ジャ ム や ジュ ー ス な ど で お な じみ の 、 キ イチ ゴ 
属 の 落葉 低木 。 小さ な 白い 花 を 咲か せ 、 夏 に は 
さま ざま な 色合い の 集合 果 を 実ら せる 。 カ ラコ 
ル で 、 真 実に 気づき は じ め た JOKER が 達哉 た ち 
に 残す 花 で ある 。 


七 姉妹 学園 の 新聞 部 部 長 。 「 罪 』 で 
の 彼女 は 、 ぼっ ちゃ り 型 の お っ と り し た 
少女 で 、 体育 の 時 間 に 転 倒し て 鼻血 
を 出し た こと か ら 、 ク ラス メイ ト か ら 
“ハナ ジー" と いう 愛称 で 呼ば れる よ 
うに な っ た 。 決し て 美人 で は な い が 
周囲 か ら は 慕 わ れ 、 そ れ な り に 充実 し 
た 高校 生活 を 送っ て いた 。 だ が 、 幼 
な じみ で 初恋 の 相手 で も ある 栄吉 と 再 
会 する た め に 、JOKER に スリ ム で 美 
し い 体 を 求め 、 事件 に 巻き こま れ て し 
まう 。 し か し 「 前 』 で は 、「 罪 」 世界 で の 
そん な 雅 と 再会 し た 栄吉 の 複雑 な 想 
い が 友 喘 さ れ 、 栄吉 の 彼女 と し て 美 し 


厚い 脂肪 が 取り 払わ れ た こと に より 、 藻 く ほ | 
どの 美 少 女 と な っ た 政 。 見 た 目 ば か りか 、 内 | 
面 まで が 別人 の よう に 変化 し た 。 | 


いわ ゆ ゅ る 父親 の こと 。「 罪 ] で は 、 ニ 
ャ ル ラ ト ホ テ プ が “子供 が 越え て いく べ 
き 父 "と いう 普遍 的 な 父性 を 演出 する 
た め 、 効い 頃 に 父親 を 失っ た 淳 の 父 
を 演じ 、 主人 公 ら の 最後 の 試練 と し て 
全員 の 父親 を 模 し た 姿 で 彼ら に 戦い 
を 挑ん だ 。「 罪 」 の メイ ン キ ャ ラク ター た 
ち 全員 が 、 己 の 父親 に 対し て な ん ら か 
の 確執 を 抱い て いた こと を 考え る と 、 
“パパ "と いう 言葉 は この 作品 の も う ひ 
と つの キー ワー ド で ある と いえ る の で 
は な い だ ろ うか 。 


テル プレ アデ ス 内 に ある 
プラ ンド 十 。 パ パラ チャ と いう 名 
は シン ハリ 語 (スリ ラン カ の 公用 語 ) で 
“ 蓮 の 花 ” を 意味 する 。 店 主 で ある ジ 
ュ エ リー デザ イナ ー は 、 世 界 各地 で 鉱 
物 や 金属 の 精錬 ・ 加 工 の 技術 を 学び 、 
また 考古 学 的 な 貴金属 や 鉄器 な どの 


鳴海 区 


復元 修復 も 手がけ た と いう 経歴 を 持 | 


っ て いる 。 


| 自分 に カッ ト ・ 加 工 で き な い も の は な いと 豪 語 | 
| し て いた こと か ら 、 鉱 物 類 か ら な ん で も 作り 出 | 
| せる と いう 噂 が 流れ た 。 | 


西 と 東 に 分 けら れ た 異 了 
町 の 境界 を 守護 する 悪用 
ス jr を 倒す た め に 必要 大間 
異 世界 の 御影 町 に ある 請 御 
内 に 展示 され で いた 。 の 9 
て いな いと 、 ヨ グ ク ト 唱 記 
と が で き な い 。 


埋 某 区 の 青葉 通り に ある 2 
薬 の 名 前 で も ある その 名 は 2 
で “戦い に 備え よ ” を 均 味 2 
ター は 無類 の ガン マニ ア I で 統 ガ 
オリ ジ ナ ルカ ク テ ル は 「 リ ポル 2 計 
グ ナ ム 」 な どす べ て ガン 用 語 の 
けら れ て いる 。 パオ フウ の な 2 
で も あり 、「 罪 』 で も 若き 目 の 財 
登場 する 達 吉 の 回 想 ジ ョ 選 避 
少し だ け 現 れ た (よく 見 る 
ちの 後ろ に ある ショ ー ウ イレ 以 
ベラ ム が 喘 っ て いる) 昌 計 


SN も 


|  ] 
Mx 二 Mi 
WW 結 # 
W を 


| 


と キ 
*  』 


X 
/ 
= 


マス ター | N l 
| 活 の 仕入れ の た め 海外 に 出かけ で 
] ま くっ て く る と いう マス ターs の 
| と で 、 実 は 銃器 を 密売 し て いる | 
20 - 


PP PP で "で いい 


> 識 


じみ や び 


較 あ る 。 マキ カ 


MG いた た め 、 
と 思わ れる 


の 『 供 に 食べ さ 
隊 訓 か し 、 そ 
が 彼女 の 子供 を 
上 は 寺 を 失う 痛 
前 と 安産 の 神 


が オフ ッ が 応 
呈 ゲ ー ム 中 、 
償い コン タク トコ 


MG は 、 半 


め る 南条 と 、 万 
い 半 神 シ 
前 フッ の 口論 


諾 。 の 信 は 
調和 世 界 か ら 迷 
BZ で きた マキ 
の 母 団 村 節子 


較 旭 出し た 世界 


還 は | 彼女 の 母 
は いな いも の と さ 


を 見 る こと が で きる 。 


|(E3okd5ie| 


ミ 


ハリ ティ ー の 姿 で 登場 
ハリ ティ ー と は 、 日 本 


放 旧 子 母 神 と し て 親しま れ て いる 神 で 、 
も 0 と は 他人 の 子供 を さら っ て は 自分 


せる と いう 悪 此 で あっ 
悪行 に 見 か ね た 仏陀 
ひと り 隠 す と 、 ハリ ティ 


生み に 気づき 、 のち に 子 


と し て 生ま れ 変 わる 。 


援 す る プロ 野球 チー 
パオ フゥ と 南条 の 掛け 
マン ド | 野球 狂 の 唄 」 


昌 に その 名 が 登場 する 。 この コン タク 


ャ ガー ズ の ライ バル 球 


間 で ある 辺 売 ジャ イィ アン ズ の ファ ン で 


年 最 下位 か ら 抜け 出 
ガー ズ の ファ ン で ある 


【 ば ん どう " ぉ ーー か る 】 


音楽 楽団 の 歌い 手 を . 意味 する 言 
ゲー ム 貼 で は 、 栄吉 が 結成 し た バ 
ンド ・ ガ スチ ェ ン バー で 、 栄 吉本 人 が 
ヴォ ー カ リス ト と し て 立候補 し て いる 。 
バン ド 自 体 の 実力 は お そま つ な も の だ 
が 、 栄吉 の 歌 自体 は 本 人 が ミュ ー ジ シ 
ャ ン を 目指 し て いる だ け あ っ て それ な 
り に うま い 。 


マキ の 悪し き 部 分 が 具現 化し た 分 
身 の ひ と つ 。 ア ヴィ デア 界 に て 、 デ ヴ 
ァ ・ シ ステ ム の コア を 守っ て いる 。 ギ リ 
シア 神話 に 伝わる パン ドラ (右記 参照 ) 
に 由来 する 存在 で 、 彼女 が 守護 する 
デ ヴ ァ ・ シ ステ ム の コア は パン ドラ の 箱 
さき ながら 、 世 界 に 多く の 災い を も た ら 
し た 。 ゲーム 中 で は 、 ラス ト ボ ス と し て 
主人 公 た ちの 前 に 立ち は だ か り 、 戦 
闘 中 は 2 段階 の 形態 へ と 変化 し た 。 


こ 登場 する 人 間 。 神 々 
が 最初 に 創っ た 女性 で 、 鍛冶 の 神 へ パ 
イト ス が 土 か ら そ の 身体 を 、 戦い の 女神 
アテ ネ が 衣装 を 、 美 の 女神 アフ ロディ ー 
テ が 女性 と し て の 魅力 を 、 ヘ ル メ ス が ず 
る 賢 さ を 吹き こん で 創 ら れ た 人 物 で あ 
る 。 全能 の 神 ゼ ウス は 、 彼 女 が 地上 に 
降り 立つ 前 に 小さ な 箱 を 持た せ 、 決し て 
開け て は な ら な いと パン 言い 聞か 
せ た 。 し か し 、 パン ドラ は どう し て も 箱 の 
中 身 が 見 た く な り 、 つい に 禁 を 破っ て 箱 
の フタ に 手 を か け て し まう 。 開け られ た 
箱 の 中 か ら は 、 苦労 や 病気 な どの 人 に と 
っ て の あら ゆる 災い が いっ せい に 飛び 出 
し 、 あ わ て た パン ドラ が フタ を 閉め る も 
すでに と き 遅 く 、 災い た ち は 地 上 世界 へ 
と 逃げ 出し て し まっ て いた 。 閉 じ ら れ た 
箱 の 中 に 残っ た の は 、 動 き の 遅 い "希望 " 
た だ ひと つ 。 以 来 、 人 間 は この 希望 を 
財産 に し て 、 あら ゆる 災い と 戦っ て いか 
な けれ ば な ら な く な っ た の だ と いう 。 


ヒュ ブフ ブ ノ ス の 塔 に ある 特殊 な 場 の こ 
と 。 この 反 夢 界 で 眠る 者 た ち は 、 己 の 
欲望 が 満た され た 夢 を 見 て お り 、“ 夢 " 
と いう 名 の 楽園 の 住人 と な っ て いる 。 
ゲー ム 中 で は 、 た だ し くん と た まき ちゃ 
ん 、 ハン ニャ 教頭 と 大 石 校長 が 反 夢 界 
に 囚われ て いた 。 


If 


に "たり "すい 


YCLOP 


6 も 
ハン ニャ 


反 谷 孝志 (は ん や た か し )。 も と 聖 
ミン 学園 教頭 で 現 七 姉妹 学園 校 
長 。 生 徒 た ちか ら “ハン ニャ "の 通称 
で 呼ば れ て いる 。 
生徒 に 規則 を 守ら せる の が 大 好き 
な 教師 で 、 聖 エル ミン 学園 時 代 は それ 
が 災い し 、 生徒 た ちか ら 学園 一 の 嫌 
われ 者 と し て パ ※ ら れ て いた 。 し か 
し 、 七 姉妹 学園 に 校長 と し て 赴任 し て 
か ら は 一 転 し て 生徒 の 人 気 者 と な り 、 
お まけ に 活動 を 停止 し て いた は ず の 
毛根 か ら 上 髪 ま で 生え 、 意気 揚 揚 と 充 
実 し た 日 々 を 送る に 至っ た 。 嫌 われ 街 
道 ま っ し ぐら だ っ た 彼 は 、 ど ん な 願い 
で も か な えて くれ る と いう JOKER の カカ 
を 借り て 華 肌 な る 転身 を 図っ た の で 
ある 。 それ ゆえ 、JOKER の いな い 「 削 」 
世界 で は 、 口うるさい 校長 と し て 生徒 
た ちか ら お お い に 嫌 われ て いた 。 


記 パ な ん と 、 年 頃 の 娘 が いる らし い ! | 


AN 


< ハン ニャ の 歴史 > 


校長 の 教育 が 上 け す ぎる か り 
こん な 悪 ガ キ ど も は か りな 0 だ 
我 が 校 は ! 隊 ー 


| 心 優し い 大 五 校長 の 押し の 弱 さ ぐに つけ こん で 、 規 | 
則 、 規 則 、 規則 で 生徒 た ち を が ん じ が ら め に し 、 
全 生徒 か ら 徹底 し て 嫌 わ れ て いた 暗黒 時 代 。 多く 
の 者 か ら 嫌 悪 の 感情 を 向け られ る が ゆえ 、 心 が ね 
じ ま が り 、 より 一 層間 地 悪く な る と いう 天 御 環 の | 
中 に いた 。 この と き の ハ ン ニ ャ は 、 スト レス か ら | 
か 老い か ら か 毛根 に 勢い が な く な り 、 額 が 大 きく | 
後退 し て し まっ て いる 。 


校長 時 代 隔 / 
校長 で ある 「 私 」 の 命令 は 絶対 服従 
いい か ね ? | 
「 私 」 の 上 策 妹 学園 を 大 切 に する よう に / 


| JOKER 様 を 実行 


績 2 和仁 ハ イ 、 人 と いう 字 は > 


面 党 の ベル ン ナ 使 
で ある 県 須 淳 が ハ 
ある こと に 目 を つけ た か らち で あっ て 、 彼 自身 
た と いう わけ で は な い 。 そ の た めか 
わか ら な い が 、JOKER の 指令 の も と ド ン | 
ニヤ ャ と し て 遅 癌 た ちの 前 に 層 ち は だ が つた 人 ン ニ ャ | 
は 、: ま だ 罪 カ で ちる は が の 達 攻 ら に あっ は な く 倒 | 


| | 厩 さ れる 校長 で も な く 、 ド 
3 の ハン ニャ は 、 長き に 渡 つ 
5 時 けた 伝 を 層 だ ) 
と どど め を 刺 ざ な いと 、 の ち に 生徒 た ち を JOKER に 殺さ れ て し まう 。 ? 
ー ロ と し て 司 揚 する こ ど に な る 。 | の 死に 様 は 、 な ん ども いえ ず 家 tg 


訓 エ ルミ ン 学 園 に 通う 男子 生徒 。 
陣 開 録 ] の 主人 公 だ が 、「 前 』 で も 
想 シ ー ン に “ピアス の 少 
き 場 し た 。 高校 時 代 の 彼 
上 その 整っ た 容姿 と クー ル な 究 胃 
只 か ら 男 女 を 問わ ず 多 く の 生 徒 た ち 
恋人 気 を 二 し て いた が 、 本 人 的 に 
然 と し て 学生 生活 を 送っ て 
陳 ま し し か し 、 セ ベク ・ ス キャ ンダ 
上 を 経て 、 以 前 は 単なる クラ ス メ イ 
ド だ っ た 仲間 た ちと 固い 信頼 関係 を 
閑 き あ げ る 。 そ し て 卒業 後 、 彼 は 自 
笛 の 夢 を つか む た め 、「 夢 を つか ん 
ゆか つき に みん な で 会 お う 」 と い 
約束 を 残し て ひと り 旅 に 出 た 。 


ピア ス の 少年 の 本 質 を 探る 


2 ロッ ト ・EMPBROR 
旧 常 ) と の 相性 


四 ア ス の 少年 は 異義 録 】」 の 主人 
人 で あり 、 役 の 性 格 は プレ イヤ ー 自 
の それ と 同じ で ある 。 し か し 、 彼 
5 また 他 の キャ ラク ター 同様 、 相 性 
9 まい ペル ソナ が 設定 され て いる の 
いい 少し 解説 し て お こう 。 
MPEROR は 男性 的 な 力 、 す な わ ち 
時 力 や 征服 、 権 成 と 野心 な ど を あ 
わす 。 こ れ ら は ピア ス の 少年 の 本 
誠に は 自ら の 意志 で 、 勝 利 を つか み 
る 力 が ぁ る こと を 意味 し て お り 、 
上 l2 の 日 か 役 が 己 の 夢 を 確実 に 手 に 
る こと を 員 示 し て いる と いえ る 。 


に フォク 


ベル ベッ トル ー ム の 住人 ナナ シ が 、 
己 の 内 な る 旋律 を 奏で る た め に 使用 
する 楽器 。 こ の ナナ シ の ビア 7 アノ が な け 
れ ば 、 新た な ペル ソナ を 召喚 する こと 
は で き な い 。 詳し く は P117 の ナナ シ の 
項 を 参照 の こと 。 


【 び ぴー す だ い な ー』 


軸 Go292 シ イナ ー 


スト フー ド 店 。「 異 聞録 」 で は 御影 町 の 
商店 街 ジ ョ イ 通 り と サン モー ル 内 に 、 
「 罪 」』 と 「 六 で は 夢 崎 区 の セン ター 街 
内 に 店 舗 を 構え て いる 。「 異 聞録 」 の ピ 
ー ス ダイ ナー で は ゲー ムシ ステ ム 上 飲 
食 は で き な か っ た が 、「 罪 』 と 「 削 』 で は 
それ が 可能 と な り 、「 ピ ー ス バー ガー」 
「 ポ テト フラ イ 」「 ビー スシ ェ イ ク 」 な ど を 
食す こと が で きた 。 い ずれ も 若い 世代 
に は 人 気 の メ ニュ ー で ある 。 

D 2 の 王 NN | 球 王 頑 市 ・ 店 員 
| 珠 聞 玖 市 ビー ス ダ イナ 
ー の 店 員 は 、 純 和風 の 
| 女 性 アル バイ ター。 時 
| 代 劇 好き が 災い し て 妙 
| な 噂 を 流さ れ 、 侍 の よ 
| うな “ご ざる 口調 " に な 
っ て し まう 。 フ ァ ー ス 
ト フ ー ド 店 に ご ざる 口 
| 財 と は お か し な 下り 人 
| わせ だ が 、 そん な ミス 
マッ チ な と ころ か が 人 気 
| を 博 し て 、 珠 聞 玖 市 の 
| 名 物 店 員 と な っ て いる 
| らしい 。 

| 御影 町 店 員 | 
| 御 影 町 ピー ス ダ イ ナー 
| の 店 員 は 、 むさ くる し い 
男 。 ファ ー ス ト フ ー ド 店 
| で お な じみ の スマ イル 
な ど な く 、 客 に こぼす 
の は 自分 の 愚痴 だ け 
で 、 店 内 は この 男 の 放 
| つ 気 だ る げ で や る 気 の 
な い ム ー ド が 充満 し て 


ヒー ホー 放 


ゲー ム 中 、 メッセ ンジ ャ ー と し て 登 
場 す る ジャ ッ ク フ ロス ト の こと 。『 異 閉 
録 」 で は 雪 の 女王 篇 に ヒー ホー 君 、 ヒ 
ホ 子 ちゃ ん と いう 名 で 纏 りつ いた 学 
校 に 現れ 、「 削 』 で は パー、 ピ ー、 プー、 
ペー、 ポ ー と いう 名 前 で 5 体 の ジャ ッ 
ク フ ロ スト が エク スト ラダ ンジ ョ ン に 現 

。 ほ か に も 「 真 ・ 女 神 転生 if…』 

と 校 に 憧れ る 悪魔 (ヒー ホー 莉 同 
様 、 学生 服 姿 で 登場 。 ス トー リー の 進 
行 に よっ て は の ち に 相撲 部 に 入部 す 
る ) と し て 、『 デ ビル サマ ナー」 で サマ 
ナー を 退治 する デビ ル バ ス ター バス タ 侍 
ー ズ と し て 多く の 作品 に 登場 。 マ スコ | 
ッ ト キ ャ ラク ター の 名 に 恥じ な い 活 虫 


友だち を 100 人 作る た め に 聖 エル ミン 学 
園 に 現れ た 。 主人 公 た ち が 彼 ら の 友だち に 
| な る こと を 認め る と 、 以降 ほん の 少し だ け 


を 見 せ て いる 。 


7 。【 ひ いら ぎ さ いこ せら びー】 


格 サ イコ セラ ピー 


港南 区 の シー サイ ドモ ー ル に ある カ 

ウン セリ ング ルー ム 。 サ イコ セラ ピス ト で 

ある 和 子 は 、 童話 世界 を モナ チー フ と し 
療 K 


病 ん だ 心 を 癒す 。 ここ で は 、「 異 開 録 」 
に 登場 し た マキ が セラ ビス ト 見 習い と 
し て 著 子 の 手伝い を し て いる 。 


ii 開 ! | 


「 異 聞録 』 雪 の 女王 篇 の 舞台 、 氷 の 
城 1F と 2F を つなぐ 特殊 な ワー プ ポ イ 
ント の こと 。 鏡 の 破片 を 8 枚 以上 集め 
た うえ で レデ ィ ー マ スカ レー ド 戦 を クリ 
ア す る と 、 そ れ ま で 入る こと が で き な 
か っ た 教室 内 に 出現 する 。 


冒険 を サポ ー ト し て くれ る よう に な る 。 


| が され て いる 。 


テ 9 全量 日 還 半 還 半 因 『 是 
| サイ コ セ ラ ピス ト 懇 子 。 
優し い 物 と 穏やか な 口調 で 、 人 々 の 心 を 午 す 美 | 


人 セラ ピス ト 。 「 心 の 天使 ] と し て 多く の 人 か ら 幕 
| われ て いる 。 


。 【O ひ か り の た ま 】 | 


衣 
BIKINI LINE 


夢 崎 区 の セン ター 街 世 ああ 本 
ロン 。 い わ ゆ る “ガン 黒周 代 
子 高生 た ち に 人 気 の 施設 i@ あ 5 
員 は イマ ドキ の ナン パパ な 男 企 
顔面 は ガン 黒 の 見 本 と も QAZ 
に 黒い 。 ビ キ ニ ラ イン の スペ 
線 を 用 いた 日 焼け マシ ン は 、 
質 を 持つ 肌 で も 健康 的 な 小 
に 変え る こと が で きる と MN28 


店員 あん ちゃ ん 


| な ん と も イヤ らし い 倫 玩 を 持 う 男 民 
| 音 は テニ ス の イン ター ハイ 選 所 で が 
た らし い 。 趣味 は ナン 


hitomi 


庄 を 表現 する 技術 、 すなわち 芸術 を 
陵 ま た め の 専 用 教室 の こと 。 絵 を 描く 
に 必要 な 用 具 や 、 デッサン に 使用 
2 像 が 置か れ て いる 。 美術 
謗 は 基本 的 に どの 学校 に も 存在 する 
証 ペ ル ソ ナ シリ ー ズ で は 「 異 開 録 」 の 
し か 登場 し て いな い 。 
で は 、 単独 で 神取 を 

うこ と が で きる 。 


。、【 ひ た い の さ す 】 


の 間 和 いい ' 


幼少 の 頃 、 父親 に ゴル フク 
ZZ で 殴ら れ た と き に つけ られ た 傷 あ 
8 で 、 父 に 暴力 を 振る われ て いた 母 親 
か ば っ た た め に 負っ た 名 誉 の 勲章 
5 ある 。 し か し 、 レ イジ は その 件 を き 
5 か け に 神取 一 族 に 対し て 激しい 憎 
坦 を 抱く こと に な る 。 


と な り 」 を 歌っ た アー ティ スト 。 1994 年 
11 月 28H に 「Lets Play Winter」 で デ 
ビュ ー し レ し 、 以 降 「CANDY GIRL] 
「PRETTY EYES」 な ど さ ま ざま な ヒ 
ッ ト 曲 を 飛ば し 、 ト ッ プ アー ティ スト と し 
て 活躍 し 続け て いる 。 


、 筐 原 明成 が 著 し た 「 イ ン ・ ラク ケチ 」 に 
記さ れ た 内 容 か ら m が 広がり 、 現実 
世界 に 中 っ た ドイ ツ 第 3 帝国 の 総統 。 
だ が その 真 の 正体 は 、 達 た ちの 運 
命 を 弄ぶ た め に 現れ た ニャ ル ラ ト ホ テ 
プ で ある 。 

か つて ニャ ル ラ ト ホ テ プ ブ は 、 世 界 を 
破滅 の 淵 に 追い こみ 、 超人 類 へ の 発 
展 を 促 そ うと する 考え を ヒト ラー に 吹 
きこ ん だ 。 これ は 神取 や 淳 に 与え た 夢 
と 同じ も の で ある 。 計画 の 途中 で 淳 
が 自分 を 取り 戻し て し まっ た た め 、 代 
わっ て 世界 に 破滅 を も た ら す 存在 と し 
ント ホウ み 2 財 当 の が と h 
ラー だ っ た の で ある 。 


第 2 次 世界 大 戦時 の ナチ ・ ド イツ の 指導 
者 。 若き 日 の ヒト ラー は 芸術 家 を 志 し 、 絵 
を 描き な が ら ウ ィ ー ン を 放浪 し て いた 。 写 
実 的 な 画風 は 建物 の 描写 な ど に すぐ れ た 
技能 を 発揮 し た が 、 人 物 画 は 苦手 だ っ た よ 
う で 、 結局 画家 と し て は 成功 する こと な く 、 
の ち に 志願 兵 と し て ドイ ツ 軍 に 入隊 す 
る 。1919 年 に は ドイ ツ 労 働 者 党 ( の ちの ナ 
チ ス ) に 加わ り 、2 年 後に は 指導 者 と な っ た 。 


[ペル ッ チ 2 罪 」 の テー マ ソン ダ 「 君 の 


聖 エル ミン 学園 の 校舎 か ら 体育 館 
へ 続く 渡り 廊下 の 歴 に ある 穴 の こと 。 
ここ か ら 学 園 の 外 に 出る こと が で き 、 
多く の 生徒 た ち が エ スケ ー プ する 際 に 
利用 し た 。 ゲー ム 中 で は 、 この 究 か ら 
外 に 出る こと に よっ て 、 進む べき ルー 
ト が セ モ ベ ク 篇 へ と 決定 され る 。 


の 
の 解説 は 、 ゲ ー ム 中 の 設定 に 基づい た フィ クシ ョ ン で す 。 


近隣 諸国 に 対す る 支配 弾圧 や 、 600 万 を 
超え る 死者 を 出し た と され る ホロ コー スト 
(ユダ ヤ 人 大 量 虐殺 ) な ど で 知 られ 、 後 世 
で は "20 世紀 最大 の 悪魔 "と し て 名 を 残す 
ヒト ラー だ が 、 その 強烈 な カリ スマ と 指導 カ 
に よっ て 、 一 時 は 圧倒 的 な 支持 を 受け て い 
た の も また 事実 で ある 。1945 年 に ドイ ツ の 
敗北 が 避け られ な いこ と を 悟っ た ヒト ラー 
は 、 妻 と と も に 自殺 し た と 伝え られ て いる 。 


| 
| 
| 
] 
| 
] 
| 


が 
姫野 由子 


提 エ ルミ ペン 学園 通う 少女 で 、 1 
公 た ちと は クラ ス メ イ ト に あたる 。 
実 の 世界 で は 、 貧乏 な 家計 を 助け る 
た め に アル バイ ト を し て いる けなげ な 
少女 で ある 。 夢 は 童話 作家 に な る こ 
と で 、 忙し い 日 々 の 中 、 暇 を 見 つけ て 
は 作品 を 執筆 し て いる 。 また 、 幻想 的 


【 ひ ゅ 上 ぶ の す 】 


雪 の 女王 篇 に 登場 する 可 魔 。 現実 
世界 の 厳し き に 嫌気 が 差し 、 逃げ 場所 
を 探し て いた 広瀬 久美 を そそ の か し 
て 、 氷 の 世界 に ある ヒュ フ ブ ノ ス の 塔 に 連 
れ 去 っ た 。 その後 も 、 久美 を や さ し い 
言葉 で 包み こみ 、 自 分 か ら 逃 ん れ られ な 
0 2 し て いた が 、 塔 に 侵入 し て きた 

人 公 た ち に よっ て 倒さ れる 。 

Pe ヒュ プ ノ ス と は ギリ シア 神話 に 
登場 する 神 。 名 は 眠り を 意味 し 、 地下 
の 世界 に 住む と いう 。 昼間 は 地上 に 出 
て くる こと は な い が 、 太陽 が 沈む と 人 財 
の 前 に 現れ 、 甘い 言葉 を ささ や いて は 
眠り に いざ な うと い 
う 。 ヒュ ブス に は 。 ョ 』 
モル ペ オ ス 、 上 
ー ト ー ル 、 パ ンタ ソ 
ス と いう 3 人 の 息子 本 
が お り 、 こ の 息子 
た ち は 人 間 の 夢 
に 役者 と な っ て 登場 す 
る の だ と いう 。 


| ヒュ ラノ ス の 喘 の ボス と し て 登場 する 悪 。 反 陣 
見 て いる 広江 久美 を つね っ て 起こ し た か 
| 理 か に よっ て 強 さ が 変化 する 。「 ド ルミ ナー」「 あ 
| ん こく の ね むり 」 な ど 、 眠り の 神 らし い 攻 撃 を し 
て くる の も 特徴 。 


な こと が 好き な マキ と は 親友 で 、 自 分 
の 童話 の 本 を 交換 し あっ た り も し て い 
7G ホ ボウ VSd 

マキ の 創造 し た 異 世 界 で は 、 大 人 金 
持ち の 家庭 に 生ま れ た こと に な っ て お 
り 、 裕福 で ある こと を 算 に か ける 嫌味 
な 少女 に 変貌 し て いた 。 


の と 
ヒュ ブ ノ ス の 塔 

夢 の 世 界 に 逃げ 出し た い 、 と いう 消 
極 的 な 思い ば か り 抱 いて いた た め 、 
雪 の 女王 と ヒュ プ ノ ス に 見 こま れ た 広 
瀬 久 美 が 主 と な っ て いる 塔 。 異義 録 」 
の 雪 の 女王 篇 に の み 登 場 し 、3 つ ある 
塔 の 中 で は も っ と も 難易 度 が 低い 。 な 
お 、 攻略 の 制限 時 間 は 50 分 で ある 。 

この ヒュ ブ ノ ス の 塔 の 特徴 と し て は 、 
反 夢 界 と いう 特殊 な 場所 が 存在 する こ 
と が 挙げ られ る 。 反 夢 界 と は 塔 内 で 
眠る 人 の 夢 が 具現 化す る 場所 で 、 た 
まき や た だ し 、 大 石 校長 、 果て は 塔 の 
主 で ある 久美 が 夢 の 中 で 見 て いる こ 


、 
可 
『 


と を 覗 く こ と が で きる の で ある 
塔 全体 を 包む 眠り の 原因 ほ 請 
階 で 久美 を 守っ で いる じ ョ ZZ 
の 悪魔 を 倒せ ば 、 眠 り に 誘引 趣 
間 た ち す べ て を 助け る こと が I@ き 


びさ "WW" や PUPPY 


ーー マーー ーー 


計 遇 市 の 西側 に ある 区 画 。 全体 
請 に 下町 風 の 雰 囲 気 で 、 庶民 に と っ て 


務 内 区 な どの 華々 し い 場 所 に 人 気 を 礁 
あれ 、 さ びれ た ビル や 建物 も 目 に つく 。 
放 の た め 治 安 カ 

還 朋 区 の 住人 た ち は 、 そん な と ころ ゃ 平 
阪 の 魅力 の ひと つ だ と 考え て いる よう 
だ 区 内 で も っ と も 活気 に 


る の は 、 北 に ある カメ ヤ 横 丁 と いう 商 
店 街 。 薬局 や ラー メン 屋 、 寿司 屋 な ど 
が 立ち 並び 、 夕 方 に な れ ば 仕事 帰り 
の サラ リー マン や 夕食 の 材料 を 買う 主 
婦 な ど で に ぎわ う 場 所 で ある 。 また 、 
春日 山高 校生 の あい だ で は 、 スマ ル ・ 
プリ ズン と いう ライ ブ ハ ウ ス が 人 気 。 華 
美 な 装飾 が な く 、 広 さ も 充分 な た め 多 
く の 生 徒 が 利用 し て いる 。 


| 平 坂 区 全 


商店 街 で 、 比 較 的 高 
年秋 の 人 が よく 利用 する 場所 で 
ある 。 一 交 あ る 店 主 た ち が そろ 
5 て いる の は 、 下 町 な ら で は と 
MM っ た と ころ 


高校 生 を 中 心 と し て 利用 され て 
いる ライ ブ ハ ウ ス 。 ス テー ジ は 


コ - ] 
| | いく つか の 会 社 が 入っ て いる オ 
フィ ス ビ ル 。 近代 的 な つく り で 、| 
オー トロ ッ ク つ き な た め 、 ビ ル | 
に 無関係 な 人 間 の 侵入 は 不可 能 
と な っ て いる 。 | 


E 
語 イ ル マ ー ク か 目印 の 駅 ビル 。 安売り セー ル を 行 


二 くく 、 主婦 た ちの 買い 物 に は 書か せな い 
ある 。 若年 必 に は あま り 人 気 が な いら し い 。 


三 科 栄吉 や 時 須 浮 が 通う 高校 。 札 つき の 不良 が 多 | 
く 、 全体 的 な 学力 も 低い た め 、 七 姉妹 学園 の 生徒 た 
ちな ど に は カス 校 と 呼ば れ て いる 。 | 


に 


聖 エ ルミ ン 学 園 の 中 庭 に ある 巨大 
な 岩 。 学園 を 建設 する 際 に 出土 し た 
も の で 、 岩 質 は サマ タイ ト で ある 。 

この 石 に は 、 御影 町 を 守護 する も の 
と し て 、 比 能 文 上 人 と いう 僅 人 が 空 か 
ら 下 し た も の だ と いう 伝説 も ある 。 そ 
の た め 、 伝 説 を 鵜 符 み に は し な い が 、 
霊 的 な も の が 宿っ た 岩 と し て 願 を か け 
る 人 も いる 。 学園 の 大 石 校長 も その 
ひと り で 、 比 服 文 石 に 向かっ て 学生 た 
ちの 健康 と よき 未来 を 祈願 する の を 習 
慣 と し て いた 。 


ヒュ プ ノ ス の 塔 の 主 。 雪 の 女王 役 に 
抜 握 され た こと も ある ほど の 美人 だ っ 
た が 、 部 活 と 勉強 の 板 ば ほ み に な っ て 
苦し ん で いた 。 自分 か ら そ の 問題 を 
積極 的 に 解決 し よう と は せ 
ず 、 悩ん で ば か り で 、 夢 
の 世界 に 逃避 する こと を 
選ん で いた た め 、 ヒ ュ ブ し 
ノ ス と 雪 の 女王 に 塔 の 主 Ni ey 
と し て 選ば れ で し まっ た 。 。 


久美 の 部 屋 に は グッ ズ が いっ ぱい 。 アニ 
メ も 彼女 に と っ て の 現実 逃避 だ っ た の だ ろう 。 


_ ペ ベル ソナ シリ ー ズ の すべ て の 作品 

に 、 キ ャ ラク ター た ち を 導く 存在 と し 
て 登場 する 人 物 。 意識 と 無意識 の 狭 
間 に 住ん で お り 、 絶 え ず 人 間 を 見 守 
っ て いる 高位 の 存在 で ある 。 この フィ 
レモ ン と は 対 に あたる の が ニャ ル ラ ト 
ホテ プ で 、 フィ レモ ン が 善 な る 人 間 に 
啓示 を 与え 、 よき 方 向 へ と 導く の に 対 
し 、 ニャ ル ラ ト ホ テ プ は 悪人 や 迷い の 
ある 者 を 破 減 に 導く 。 

フィ レモ ン の 役目 に は ペル ソナ 様 と 
いう 特定 の 儀式 を 行なっ た 者 に 、 ペ 
ル ソ ナ その も の を 与え る と いう も の も 
ある 。 人 間 が ペル ソナ 様 を 行なう と 、 
その 後 の 眠 り の 中 で フィ レモ ン の 間 へ 
と 導 か れる 。 そ し て 、 フ ィ レ モン に 名 
を 問わ れ 、 自 分 の 名 前 を 言う こと が で 
きた 者 に の み 、 ペ ル ソ ナ の 力 を 与え 
る の で ある 。 彼 が 人 間 の 前 に 現れ る 
際 は 、 貞 が 刻印 され た 仮面 を つけ て 
いる こと が ほとん ど 。 また 、 素顔 を 人 
に 見 せる こと も ある が 、 その 際 の 顔 は 
一 定 し て いな い 。 壮年 の 男性 で ある 
こと も あれ ば 少年 で ある こと も ある 。 
また 、 対面 し て いる 人 間 そ っ くり の 姿 
を と る こと も ある と いう 。 

この フィ レモ ン の 従者 と し て は 、 ベ 
ル ベ ッ トル ー ム で ペル ソナ を 管理 する 
イ ゴ ニ ル や 、 有 9 ベラ ドン ナ な ど 
が あげ られ る 。 


ペル ソナ シリ ー ズ に は 、 心 理学 者 と し 
て 名 高い ユン グ の 著 し た 書物 か ら 引用 
し た 固有 名 詞 が 登場 する こと が 多い 
ィ レ モン と いう 名 前 も その ひと つ で 、 ユ 
ング の 自伝 に は 「 老 賢者 ] と いう 別名 で 
も 登場 し て いる 。 

ユン グ の 語る フィ レモ ン と は 、 人間 が 
持つ 自己 の こと で あり 、 悩み を 持っ て い 
る 自分 に 忠告 を 与え る た め 、 夢 の 中 な ど 

一 人 格 と し て 現れ る と いう も の 。 昔話 
な ど に 登場 する 仙人 、 人 を 導く 老人 も こ 
の フィ レモ ン で 、 一 見 他人 の よう に 見 え 
る が 、 実は 自分 の 深層 心理 が 自分 に 忠 
告 を 与え て いる の だ 、 と いう 説 で ある 。 
ユン グ の 夢 の 中 に も フィ レモ ン は 登場 
し 、 そ れ が 老人 の 姿 だ っ た た め 「 老 賢者 」 
と 呼ん を で いた 。 ユ ング は 、 フィレ モン と 
何 度 も 対話 する こと に 成功 し 、 さ ま ざ ま 


な 知恵 を 得る こと に 成功 し た と いう 。 


正 し で 心 を 持つ 者 に ペル ソナ 能力 を 号 え 、 世界 
を 正しい 方 向 へ 導 こ うと する フィ レモ ン 。 ゲ ー 
| ム 中 で は 、 キ ャ ラク ター た ち に 指針 を 与え る た 
| め た び た び 姿 を 現す 。 


フィ レモ ン が 人 間 | 
の 世界 を 訪れ る と | 
き は 蝶 の 姿 を と る | 
の が 普通 。 光り 輝 
く 金色 の 羽根 が 特 | 』 
微 で ある 。 | 


| | フィ レモ ン は 、 人 間 の 前 で は 仮面 を 区 


る の が 普通 。 仮面 の 形 は さま ざま だ が 
デザ イン され て いる と ころ は 共通 6 


| [異聞 録 」 の エン ディ ング で 見 せ た 
| | の 素顔 。 や さ し そう な 男性 の 顔 を レ 
| 眼光 は 鋭 く 、 湿 と し た 印象 も 受け る 請 記 


_ 運 哉 の 次 


| 


「 罪 」 で 見 せ た 素 顔 。 ェ oscog5 
哉 そ っ くり の 顔 を し H 
| | さま さま な 人 の 姿 を と る と と が 還 リン 


ペーー ニ ーー ニー テー ニン ンマ 
UP"W"rt" や "PPT"WPNP0P 


LaiuuN 
で 


|[ 硬 」 の エク スト ラダ ンジ ョ ン で 出会え る フィ 
| レモ ン が 降魔 し て いる ベル ソナ 。 戦闘 シー ン 
| で この 姿 を 見 る こと が で きる 。 


フィ レモ ン が 住ま うと ころ で 、 人 間 の 
革職 と 押 志 の 狭間 に 存在 する と い 
還 し エン が 人 間 に 啓 示 を 与え た 
ルツ ソナ を 与え た りす る 際 に 使用 
還 れ て いる 
証 旧 な と で 見 る こと が で きる フィ レモ 
本 0、 円 形 の 床 に 大 き な 桂 が 立 
- 凍 は る か 高み に ある 天井 は ドー 
ト を し て いる 。 ま た フィ レモ ン の 間 
も な い 全 昌 に ふわ ふわ と 洒 っ て 
馬 了 に! に 落ち る な ど と いう こと は 
いよ うだ 


記 


| 
聖 エ ルミ ン 学 園 の フェ ン シ ン グ 部 員 
が 使用 し て いる 部 屋 。 部 室内 は 、 フ ェ 
ン シ ン グ 部 員 で ある た だ し くん に よっ 
て 貼ら れ た アイ ドル の ポス ター だ ら け 。 
同じ 部 に 属す る た まき ちゃ ん と の あい 
だ で 、 は が す は が さ な い と いう 抗争 が 
毎日 繰り 広げ られ て いる 。 誰 の 手 に よ 
る も の か は 不明 だ が 、 落書 きも 多数 あ 
り 「 愛 を ちょ うだ い 」 な どの 文 が で か で 
か と 壁 に スプ レー され て いる 。 ま た 、 
アー チェ リー 部 と 同様 、 金子 一 馬 氏 の 
似顔絵 も る こっ そり 描か れ て いる 。 


で いた 頃 の 友人 。 紀子 先生 と 知美 は 、 
学園 の 演劇 部 に 所 属し 、 恒例 の 演目 
で ある 「 雪 の 女王 』 の 女王 役 を 争っ て 
いた 。 最終 的 に 、 女王 役 に は 知美 が 
選ば れ た の だ が 、 彼 女 は 池子 
知美 を 哀れ ん で 役 を 譲っ た の だ と い 
う 噂 を 信じ こん で し まっ た 。 そ の た め 
に 生じ た 知美 の 色 り の 感情 を 、 雪 の 女 
王 の 仮面 が か ぎ つ け 、 知美 は 仮面 の 
呪い に よっ て 命 を 絶た れ て し まう 。 
その 人 後 、 知美 の 心 は 仮面 に 宿り 、 の 
ち に 世子 先生 の 身体 に 央 依 し て 雪 の 
女王 と し て 復活 する の で あっ た 。 


変身 する 。 


ゆき の か ら 想 い を 和 寄せ られ て いた 
が 、「 罪 ] に お いて は 藤井 が 心中 
を 明か さ な い まま 、 ラ スト ・ バ タ 証 計 
リオ ン の 手 に か か っ て 帰ら ぬ 
八 と な うつ で し まつ だ 8 が か し 、 
達 上 た ち が 創 り 出 し た 「 前 」 
の 世界 で は 殺さ れる こと も 臣 計 
な く 元 気 に 生活 し て お り 、 
きら に ゆき の と も よ 


い 関 係 を 築 
きつ つ あ る 
よう だ 。 


キス メッ ト 出 版 な ど で 仕事 を し て い 
る フリ ー の カメ ラマ ン 。 不精 ヒゲ が トレ 
ー ド マー ク で 、 普段 は た だ の や さき し い 
男性 と いっ た 感じ だ が 、 ひ と た び フ ァ 
イン ダー を の ぞ く と 切れ 者 カメ ラマ ン に 


『 
下 デ 上 
i 


スム 、 4 ーー 
ぶり っ 子 
や た ら 廿 えた よう な 声 や 表 放 
字 の こと 。 ベル ソナ シリ 語 談 軌 細 
ナ ト ス の 塔 の 主 で ある 山 末 請 夫 
これ に あて は まる 。 百合 請 還 
そん な に コワ いこ と 言っ ぢ ち 天 記 
「 あ ん まり カワ イイ の も ツ ミ まね 詳 
よう な ぶり っ 子 口調 の セリ Z を 計 半 
て 、 南条 や ゆき の を いら が だ だ 


プラ ッ ク マ ー ケ ッ ト | 


マキ の 創造 し た 異 則 界 四 あ る 
街 。 名 前 の と お り 、 非常 に 購 上 半 
の 場所 で 、 窓 に は 金 綱 が 張っ (の 8 
また 銃 を 売っ て いる 店 も 春 


D 


り 叶 危険 な 香り が 漂う 問 
この プラ ッ ク マ ー ケ ッ ト を 他 切 加 


の は ハー レム クイ ー ン (香西 軸 出 男 
- 度 この プラ ッ ク マ ー ケ ッ ト 6 
まう と 、 クイ ー ン の 許し が な 
出 で き な いと いう 魔法 が か 功 連 
た 。 その た め 、 ブラッ ク 請 人 
会 う 人 物 た ち は 、 み な ク 価 放 
対 服従 の 体 引 を と っ てい 請 


一 < 


ーー ーー マーニ ーー ペー シーン 


PO" や" りき PP"U"P"T9PY"W"W" の "WP PO" 


ニー ニー ニー ニーー ミュ 
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ーー 


Su 


還 放 妹 学園 の 象徴 と な っ て いる 星 
剛 の 名 で 、7 つ の 星 で 形成 され て いる 。 
部 妹 学園 で は 、 校章 や ジャ ー ジ 、 時 
計 な ど に この 7 つ 星 が デザ イン され 、 
色 匠 内 の いた る と ころ で プレ アデ ス 星 
詳 の 7 つ 星 を 目 に する こと が で きる 。 
実際 の プレ アデ ス 星 団 は 牡 后 座 に 
る 散会 呈 団 で 、 和 名 は 員 。 肉眼 で 
は 62 の 星 し か 見 えな いこ と が ほとん 

べ 連 星 と も 呼ば れ て いる 。 
また 、 プ レア デス と いう 名 前 は ギリ シ 
7 神話 に 登場 する 7 人 の 姉妹 か ら と ら 
れれ た も の 。 プレ アデ ス の 7 姉妹 は ティ タ 
ニシ 神族 の アト ラス と 、 海神 オ ケア ノ ス 
9 女 で ある プレ イオ ネ の あい だ に 生ま 
れ た 女神 で 、 舞 耶 の ペル ソナ で ある 
7 も 、 こ の 7 姉妹 の ひと り で ある 。 7 
島 祭 は 仲 が よく 、 姉妹 の ひと り が 死ん 
具 の を 悔い て 全員 自殺 し て し まう ほ 
プレ アァ デス の 7 つ 星 は 、 彼女 た ち 
の 死 を 真 し ん だ ゼウス が 7 人 を 星 に か 
夫 た も の だ と いわ れ て いる 。 


2 時 の 制 妥 や ジャ ー ジ に と り いれ られ て | 
ae 量 の 大 き さ や 位置 も 、 プ レア デス 星 
いま 陽 っ て ある 。 都 会 的 な デザ イ 


て カー ド を も ら う た め に 

差し 出す も の 。 南条 の 顔 

の サイ ン が 記入 きれ た も の らし い 。 
お 坊 ち ゃ ま で は ある が 、 ア イド ル で 
は な い 南 条 が な ぜ こ ん な も の を 持っ 
て いる の か は 不明 。 し か し 悪魔 た ち 
の あい だ で は な か な か 好 ら , な お 
の が 58 


「 罪 !】] の エン ディ ング に 登場 する 選 
択 肢 。 世界 を 救う 方 法 を 教え て くれ 
た フィ レモ ン に 、「 最 後に 、 言 っ て 
お きた いこ と は ある か ね ? 」 と 問わ 
れ た あと に 出現 する 。「 礼 を 言う ] 
と 「 ぶ ん 殴る ] の ふた つの 選択 肢 が 
あり 、「 ぶ ん 殴る 」 を 選ぶ と 、 仮 面 
を 外し た フィ レモ ン の 上 顔 を 見 る こと 


ベル ベッ トル ー ム で 歌 を 歌い つづ け 
る 女性 。 ベ ラド ン ナ の 歌 は 、 ペルソナ 
使い の 精神 を 安らか に する 役目 が あ 
り 、 ペ ル ソ ナ を 介 喚 す る た め に な く で て 
は な ら な いも の で ある 。 また 、 ベラ ドン 
ナ は 、 自 分 の 内 側 に 響 く 声 だ け を 聞き 、 
ほか の 雑音 が 開 こ を える こと の な いよ う 
に 、 両方 の 耳 を 自ら ふさ いで いる 。 


ペリ レ チー 


ゲー ム の タイ トル に 況 きれ で いる 単 
語 で 、 各 作 品 の スト ー リ ー の 中 に 深く 
関わ っ て いる 重要 な 言葉 で も ある 。 一 
般 的 に は 、 ペ ル ソ ナ と いう 言葉 は 「 異 
聞録 ] に お いて 南条 が 語っ た よう に 、 
ラテ ン 語 で 仮面 を 意味 する 。 英語 で 
個性 を あら わす [Personall の 語源 
と も な っ て いる も の で ある 。 だ が 、 ペ 
ル ソ ナ シリ ー ズ 内 で の ペル ソナ と いう 
言葉 は 、 非常 に 多様 な 意味 を 持っ て 
いる 。 た と えば 主人 公 た ち に 宮 喚 きれ 
て 現れ る ペル ソナ 、 も う ひ と つの 人 格 
と いう 意味 で の ペル ソナ な ど 。 この ほ 
か に も ペル ソナ と いう 言葉 に 着目 し て 
ゲー ム を プレ イ し て いる と 、 さま ざま な 
意味 を 見 い だ す こと が で きる 。 


ig7 ど 7 と の の 4 の 


スイ ス の 心理 学者 で ある カー ル ・ グ ス 
タフ ・ ユ ング が 作り だ し た 言葉 。 ユン グ 
に よれ ば 、 人 が 自分 以外 の 人 間 や で き 
ご と と 向かい 合う と き に 、 表 に 出す 人 格 
が ペル ソナ で ある と いう 。 この ペル ソナ 
は 、 年 齢 や 職業 、 生活 空 間 が 変わ る こ 
と で 多様 に 変化 し て いく 。 人 は 、 そ の 一 
生 の 中 で 、 数 多く の ペル ソナ を 身 に つけ 
て 生き て いる の で ある 。 また 、 表向き の 
顔 で ある ペル ソナ と 、 深 層 心 理 で ある 自 
己 が 同一 化し て し まう と 、 精 神 が 不 安定 
に な り 、 病気 に な っ て し まう と も いわ れ て 
いる 。 


"異な る 人 格 "” と し て の ペル ソナ 


「 人 間 の 人 格 の ひと つ で ある 」』 と いう 
ユン グ の 説 に 近い 意味 で ゲー ム 中 に 登場 
する ペル ソナ 。 も っ と も わか りや すい の 
は 、「 異 聞録 」 に 登場 し た マキ で あろ う 。 
マキ は 自ら の 想像 力 の 強 さ か ら 、 マ イ 、 


幸せ だ っ た 子供 の こ 
| ろ の よう に 、 自 由 気 
まま に 四 ら し た いと 
いう マキ の 気持 ちか 
ら 生 まれ た 人 格 。 


オ リ ジ ナル の マキ 。| 
すべ て の 人 格 は 、 彼 
女 の 望み や 空想 が 原 
因 と な っ て 発生 し た 
も の で ある 。 


アキ 、 バ ンド ラ な ど さ ま ざま 
生み 出し た 。 こ の 人 格 た ちほ: 
力 的 、 活動 的 と それ ぞ れ 違う だ 
て お り 、 別 人 格 と いう 意味 あ W 
て いる 存在 で ある 。 


麻希 の 場合 


父 と いう 存在 に 層 れ 
た マキ の 感情 か ら 生 
まれ た 人 格 。 神 取 を | 
父 と 思い こみ 、 常 に | 


彼 と 行動 し て いる 。 | 


| マキ が 不遇 な 自分 を 甘 し お あま り 、 他 人 へ の 拓 始 や うら み の 感 情 を 持っ | 
て し まっ た た め に 生ま れ で た 人 格 。 自ら が 作り 出し た 楽園 を 守る た め に 、| 


| 
動き 回 り た い 、 
| の 大 いか ら 玉 生じ 


巣 を 築い て 楽園 の 源 で ある デ ヴ ァ ・ シ ステ ム の コア を 守っ て いる 。 | 


ラテ ン 語 に お ける 「 仮 面 ] と いう 意味 を 
その まま と ら え て 登場 する ベル ソナ 。 ベル 
ソナ シリ ー ズ に は 、 仮面 を つけ た キャ ラク 
ター が 非常 に 多い 。 代 表 的 な の は フィ レモ 
ン 、 罪 に 登場 し た 仮面 党 の メン バー な ど 。 
この ほか に も 、 達哉 た ち が 幼 い 頃 に つけ 
て いた 戦隊 者 の 仮面 や 、 マキ が 自分 を 嫌 


う あ まり 顔 を 隠す た め に つけ た 仮面 な ど 、 ン 


多種 多様 で ある 。 


“仮面” と し て の ベル ソナ 


| 病 層 な 身体 を 捨 で 褒 


『 分 身 と し て 戦う ベル ソナ 


ベル ソナ シリ ー ズ オリ ジ ナ ル と も いえ る 
期 R で 、 キ ャ ラク ター の 人 格 が 神々 や 悪 訂 
次 を と っ て 現れ る も の 。 ベル ソナ 様 と い 

| 敵 式 を 行ない 、 さ ら に ベル ソナ すべ て を 

フィ レモ ン に 選ば れ た も の だ けが 使用 

3 る こと が で きる 。 ベ ペル ソナ を 吾 喚 す れ ば 、 

人 固 の 肉体 は 強化 され 、 その 力 を 利用 し 
魔法 や 必殺 技 を 使用 する こと も 可能 と 
な っ た 。 

ペル ソナ に は レベ ル 分 けが な され て お 
鹿 高 り レ ベル の ペル ソナ ほど 強力 な カカ 
を 待っ て いる 。 だ が 、 高 レ ベル の ペル ソナ 
き を 百 喚 す る に は 、 召喚 者 側 の レベ ル も 相 
功 で な く て は な ら な い 。 


[女神 異聞 録 ベ ル ソ ナ |」 


と と りり り ど ん 7 し 


4 / ん り 


印象 的 だ っ た ペル ソナ た ち 


「 ペ ル ソ ナ ら 罰 」 


と らら 7 7 の ロロ の 


ルシファー 


と と ゴー ゴゴ 


OO・ 豆 


府 ペ ル ソ ナ 中 最高 | 15 
介 当 然 な が ら キ ャ ラ 

2 ター の レベ ル が gO 以 | 

i で な く て は 召喚 が 不 | 

3 能 な た め 、 

BC き な い 存在 だ っ た 。| 

語 本 SE 内 で さて も 

RSP は 100」 駿 

記 に と は 強い か 使え る | 

了 え な い ペ ルン ナ | 


ヴォ ルカ ヌス 、 マ イア 、 
エロ ス 、 ラ ダマ ン テ ィ 
ス の 4 体 に の み 存 在 す 
る 、 改 良 版 の ベル ソナ 。 
OO・ 改 と いう 名 前 は 
ベル ソナ シリ ー ズ で は 
と て も 目新し か っ た 。 
元祖 に 比べ て 、 改 シリ 
ー ズ は 強力 な 魔法 が そ | 
ろ い 、 格 段 に 使い や す 
く な る と ころ も うれ し | 答 主 
か っ た 。 


し し ご の ⑦ の / ウ 7 ビル (の 


[ 罪 | と 「 加 に メイ ン | 
キャ ラク ター と し て 登 

場 する 天野 舞 耶 の 先祖 

が 、 ペ ベル ソナ と な っ た 

も の 。 周 防 家 と 黒須 家 

の 先祖 で ある ベル ソナ | 

| と あわ せ て 繰り 出す | | 

| 「 天 中 殺 ] は 、 ボス キャ 

ラ の 御前 を 一 撃 で 粉砕 | 』 

する 強力 な も の 。 非常 | 較 

に 印象 深い 合体 魔法 だ | ee で 
人 Tu: MOoN 

つた 。 tu 計 


、 天野 舞姫 


と しら どど イロ の ちな 


アベ ノ セ イメ イ 


| ハス ター 


「 罪 」 に お ける 新 シ ステ 
ム ・ 合 体 魔法 を 唱え る 
際 に 、 も っ と も 便利 だ 
っ つた の が アベ ノ セ イメ 
| イ で ある 。 ア ベ ノ セ イ 
| メイ は 「 精 霊 魔法 」 と 
| いう 特技 を 所 持 し て お | 
| り 、 こ の 特技 は 、 火 災 
や 氷結 な どの 多種 の 魔 | 
| 法 と 合体 する こと が 可 
能 で 、 威 力も か な り 高 
| か っ た 。 


ーー ニー ニー 


ベル ソナ 召喚 に 使用 す 

る マテ リア ルカ ー ド の 
| 入手 方 法 が めずらし い 
| と いう 点 で 心 に 残る 八 
| スタ ー。 ハス ター の マ 

| テリ アル カー ド は 、 6 
| W.SLASH に いる ワン | 
| ロン 占い を し て くれ る 
| 少女 に 、「 イ アイ アハ ス | 』 
タ ア 」 と 告げ る (入力 す 
る ) と 入手 する こと が で 
きた 。 


隠し CD を 入手 する と 、 多 耶 の 部 屋 
4 本 2 な る 音 
「 音 頭 ] と いう 文字 が あら わす と お り 、 
盆踊り で 流れ て も お か し く な いよ うな 
曲調 で ある 。 ゲー ム 中 で は 1 番 し か 開 
維 こ と が で き な い が 、 サン トラ に 収録 


- 壮 到 


| 称 で いな せな アン タ に 任せ た 僕ら の 未来 
| さぁ 皆さん ご 一 緒 に 、 バ ァ ー ッ と 踊り まし ょ う 


] 


ハァ ー ベル ベル ベル ソナ 
あな た も 私 も ベル ソナ 付け て 
| これ も 私 で あれ も 私 

| それ も 私 で みん な 私 

| 私 と 私 が 手 に 手 を 取っ て 
| 


輪 に な っ て 踊れ ば グッ チャ グチ ャ 
ハァ ー ベル ベル ベル ソナ 
ホン ト の 私 は どれ で し ょ う _ 


御影 町 や 珠 開 瑠 市 の 子供 た ちや 高 
校生 を 中 心 に 広がっ て いる 不思議 な 
儀式 。 教室 な どの 隅 に 人 間 が ひと り ず 
つ 立 っ て 、「 ペ ル ソ ナ 様 、 ペ ル ソ ナ 様 、 
お いで くだ さい 」 と 唱え な が ら 、 ひ と り 
が 隅 に いる 人 に 向かっ て 歩き 、 肩 を 叩 
く 。 肩 を 叩か れ た 人 が 、 今 度 は 呪文 
を 唱え な が ら 歩 き 、 同じ 行動 を 繰り 返 
す 。 これ を 人 数 分 続け る と 、 その 場 に 
超常 現象 が 起き た り 、 自 分 の 願い が か 
な っ た りす る と いう 不思議 な も の で あ 
る 。 また 、 こ の ペル ソナ 様 を 行なう と 
夢 の 中 で 必ず フィ レモ ン が 現れ 、 彼 に 
認め られ れ ば ペル ソナ を 授け て も ら う 
こと が で きる 。 


され て いる 完全 版 で は 全 コ ー ラ ス を 
拓 能 で きる 。 な お 、 こ の ペル ソナ 音頭 
を こぶ し の 利 い た 声 で 熱唱 し て いる 
の は 、 . 填 病 の 声 を 担 当 し て いる 子安 


ゲー ム に 登場 する ペル ソナ 様 の ルー 
ツ と な っ た も の は 、 現実 に も 存在 する 。 
「 ス クエ ア 様 」 な ど と 呼ば れる 遊び が それ 
で 、 電気 を 消し た 教室 の 4 隅 に 立っ て 、 
ひと り ず つ 歩 いて いっ て 肩 を た た く と こ 
ろ ま で は ペル ソナ 様 と ほぼ 同じ 。 だ が 、 
最後 の と ころ が 少し 違う 。 最後 の 4 人 め 
が 、 反対 側 の 隅 に いく と 、 いな い は ず の 5 
人 目 が そこ に 立っ て いて 、 ポン と 肩 を 町 
いて し まう と いう の で ある 。 なぜ か 教室 
の 人 間 が 5 人 に 増え て し まっ て いる わけ 
だ が 、 5 人 の 中 に 不思議 と 知ら な い 顔 の 
人 は いな いと いう 。 


ES * 
6 月 24 日 に 発売 され た 。 剛 
な る と い E が 


て ショ ッ プ の 販売 品 や 出現 
変化 させ る こと が で きた 市 物 


JOKER で 、 彼 の 正体 を 解き 
と が 大 き な 目 的 と な る 』 


年 6 月 29 日 6 2 た さ 計 較 7 
世界 観 、 ダン ジョ ン の 形態 な 5 
その まま 引き 継が れ で いる が 還 較 
R う メイ ン キ ャ 2 二 


め る が 、 玉 い 同 わ り 吉 全 
レイ し て いれ ば さら に 物語 を 時 
る と いう 形態 に な う で WI 


UP や に PU いか PVPW "いさ る PO 


O 
の て る と な ぉ ん と 


ー で な なっ か 


語 7 イレ モン に よっ て 選ば れ 、 ペル ソナ 
自由 に 使役 する 能力 を 与え られ た 
間 た ちの こと 。 フ ィ レ モン と 出会う た 
に は 、 ベ ペル ソナ 様 と いう 儀式 が 不可 
談 で 、 現在 ベル ソナ 能力 を 所 有 し て い 
2 間 も 、 必 ず な ん ら か の 形 で この 
央 を 突 行 し て いる 。 
ポル ソナ 使い た ち に は レベ ル と いう 
の が 存在 し 、 ペ ル ソ ナ を 何 度 も 召喚 
上 有 レ ベル を 上 げ れ ば 高位 の ペル ソ 
及 を 介 喚 する こと が 可能 と な っ た 。 ま 
ま パ ペル ソナ 使い は 、 心 の 中 に 生じ る 
パル ツナ の 共鳴 に より 、 他人 が ペル ソ | | | 
訪 代 いか そう で な い の か を 判別 する ーー ーー 
議 も で きた 武 多 | | 下 エ ルミ ン 学 園 の 生徒 た ち は 、 ブラ ウン の すす め な ど に よっ て ペル ソナ 様 を | 


| | 実行 、 ベ ル ソ ナ 能力 を 得 た 。 な お 、 神 取 の ベル ソナ は 、 フ ィ レ モン と 英 対 す | 
パル ソナ 使い は 、 さま ざま な 土地 に | 横内 健太 (トロ ) | | る ニャ ル ラ ト ホテ ブ に よっ て 与え られ た も の らし い 。 3 


放 作 する よう だ が 、 御影 町 や 珠 開 瑠 市 

ま は ペル ソナ 使い が 非常 に 多く 居住 | の ベル >* \ た | 

紅い る 。 これ に は 、 御影 町 と 珠 開 瑠 | ーーーーーー 一 [ 界 L99 を 

還 に ) 大 異変 が 発生 し た こと が 周防 達哉 

で いる と 思わ れる 。 フ ィ レ モン 

人 『 の 際 、 町 を 救え る 人 間 の 可能 | | 
信じ て 、 有 有 能 な 人 間 た ち に ペル ソ ン ルン 
本 えて いた の だ ろう 。 三 科 栄 吉 
黒須 淳 

駐 ゆき の 
JOKER 
杉本 浩樹 
井上 康夫 3 

放 沢 うら ら | | 違 店 と リサ 、 栄吉 、 淳 は 幼い 頃 に 、 中 学生 の 舞 耶 に 教わっ て ベル ソナ 様 を 実行 。| 


履 村 洋 一 | ※ 寺 は 中 学生 ころ から ベ ル ソ ナ を 杏 嘩 し て いた よう だ が 、 達吉 と リサ が 初め て 
9 | ベル ソナ を 使用 し た の は 高校 生 に な っ て 危機 に 直面 し た と き 。 


攻 [ 軍 ] の ベル ソナ 使い た ち 


評 沢 う らら 
周防 克哉 
パオ フッ ゥ 

南条 圭 

桐島 英理 子 

周防 達哉 
JOKER の りこ | 
JOKEH 銀 次 | 3 5 ぅ 5 は 租 務 か ら 、 克 酸 は 弟 の 層 哉 に 教わっ て ペル ソナ 様 を 実生 


神取 府 久 JOKER ノ リコ と JOKER 銀 次 に は ベル ソナ 様 の 経験 は な い が 、JOKER に と 
取 りつ か れ た た め に ベル ソナ を 召喚 する こと が 可能 に な つっ た よう だ 。 


ベル ソナ トー クリ スト (O 印 の つい て いる 作品 で の み 時 


ベル ソナ 名 悪魔 名 

アズ ラ エ ル ヴァ ー チ ャ ー 
オト ヒメ オト ヒメ 

ケル ベロ ス オル トロ ス 
サキ ュ バ ス サキ ュ バ ス 
ジャ ッ ク フ ロス ト ジャ ッ ク フ ロス ト 
ジャ ッ ク フ ロス ト ジャ ッ ク ラ ンタ ン 
ジャ ッ ク ラ ンタ ン ジャ ッ ク フ ロス ト 
ジャ ッ ク ラ ンタ ン ジャ ッ ク ラン タン 
ニケ ー エン ジェ ル 
バル バト ス バル バト ス 
ピクシー ピク シー 

マル ス アレ ス 

リリ ム リリ ム 

アド ラメ ルク アザ ゼル 

イン ドラ カバ ンダ 

オー ディ ン ヴァ ルキ リー 
オー ディ ン ヘー ニル 

カー リー カワ ンチ ャ 

ガブ プリ エル アー クエ ンジ ェ ル 
ガブ リエ ル ヴァ ー チ ャ ー 
ガブ プリ エル エン ジェ ル 
ガブ リエ ル ケル プ 

ガブ プリ エル ソロ ネ 

ガブ リエ ル ドミ ニオ ン 
ガブ リエ ル バ ワー 

ガブ リエ ル プリ ン シ バ リティ 
シヴァ ヴァ スキ 
シヴァ ガネーシャ 
シヴァ カワ ンチ ャ 

シャ ックス アザ ゼル 

セト アァ ベ ブ 


馬 硬 関係 ベル ソナ 名 悪魔 名 

主従 ドゥ ル ガ ー ドゥ ン 

主従 ハス ター ビ ヤ ー キ ー 

主従 バッ カス サテ ュ ロス 

主従 バル バト ス アザ ゼル - 挟 

主従 ミカ エル アー クエ ンジ 反語 記 軒 

主従 ミカ エル ヴァ ー チ ャ ー 3 

主従 ミカ エル エン ジェ ル od 

主従 ミカ エル ケル フ 

主従 ミカ エル ソロ ネ 

主従 ミカ エル ドミ ニ ォ ン 

主従 ミカ エル バ ワ ー 3 

ミカ エル フリ ン シ バ リティ |O 間 09 

主従 ロキ フェ ン リ ル 【o: 

ロキ ヘル - G 軒 

アー ル マ ティ ア エ ー シ ジュマ 

アー ル マ テ ィ アジ ・ ダ ハー カ 

アー ル マ テ ィ 。 アン リ ・ マ ン ュ 6 

アガ ー ト ラー ム クロ ウ ・ ク ルー ワッ MG 

アム ルター ト 。 ア エ ー シ ュ マ 1 

アム ルター ト 。 アジ ・ ダ ハー カ 

アム ルター ト アンリ ・ マ ンコ 
タク シャ カ 
フェ ン リ ル 
ナー ガ 

ケツ アル カト ル 。 テス カト リポ カカ 

ティ ー ル フェ ン リル 
アバ オシ ャ 
デメ テー ル 
アル ケニー 

フ ヘ ティ ー・ メ ル ゲ ン マン ガ ド 

マル ドゥ ー ク ムシ ュ フ シコ 


ペル ソナ 使い た ち が 召 喚 す る ペル 
ソナ と 、 ダン ジョ ン な ど に 出現 する 悪 
魔 た ちの あい だ に 生じ る 会 話 の こと 。 
特定 の ペル ソナ を 降魔 し て いる 際 に 、 
特定 の 悪魔 と 出会う と 、 ラ ンダ ム で 発 
生 す る も の で ある 。 

ペル ソナ と 悪魔 た ち が 話 す 内 容 は 、 
各国 の 神話 な ど に 基づい て いる 。 高 
位 の 神 は 偉 そ うに し て いた り 、 獣 た ち 
は あま り 日 本 語 が うま く な か っ た り と 特 
徴 が 出 て いて 面白 い 。 また 、 ペル ソナ 
トー ク を 交わ す も の た ち は 、 友好 関係 
に ある も の 、 主 従 の 関係 に ある も の 、 
敵対 関係 に ある も の と いう 3 つの 関係 
に 分 類 き れ 、 この 関係 も 会 話 の 内 容 に 
反映 され て いた 。 

な お 、 ペ ル ソ ナ トー ク の 終了 後 は 、 
レベ ル な どの 条件 を 満た し て いれ ば 
さま ざま な アイ テム を も ら う こと も 可能 
で ある 。 ゲ ー ム 別 の ペル ソナ トー クー 
覧 表 を 掲載 し た の で 、 すべ て の パタ ー 
ン を 試し て みる の も よい だ ろう 。 
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仲 よ し た ちの 交わ す ト ー ク 例 


人 @ ジャ ッ ク ラ ンタ ン (ベル ソナ ) < ジャ ッ ク フ ロス ト (悪魔 ) 
ジャ ッ ク ラ ンタ ン 「 ヒ ー ホ ー! 愛し い ポ ク の 義兄 弟 よ ! 最近 、 ゲ ン キ し て る ぅ ?」 
ジャ ッ ク フ ロス ト 「 あ っ れ 一 ! な ん で ラン タン は 、 ベル な の 一 ? ぼく 、 ち ょ っ と ジェ ラ シ イ さ …」 
ジャ ッ ク ラ ンタ ン 「 ヒ ー ホ ー! この 人 間 に カ ー ド 渡す ヒー ホー ! する と ベル ソナ な れる ホー! 
ジャ ッ ク フ ロス ト 「 ふ ー ん … よ ー し ! ね え 、 そ この キミ ! ぼく の カー ド 、 も ら っ て ぇ ん 」 
女神 転生 シリ ー ズ の トレ ー ド マー ク と も な っ て いる 似 た よう な 口調 で 似 た よう な 容貌 、 そ の うえ と で も 
| 解説 | ジャ ッ ク ラ ンタ ン と ジャ ッ ク フ ロス ト の トー ク 。 彼 仲 よ し の よう だ 。 両者 の あい だ で 発生 する ベル ソナ 
|5 ほ は 、 両方 と も イギリス 出身 の 妖精 で ある せい か 、 トー ク に も 、 その 究 囲 気 が 感じ 取 れる 。 


サキ ユ ュ バス (ベル ソナ ) < サキ ュ バ ス (悪魔 ) 
サキ ュ バ ス 「 あ こら 、 買 方 、 ベ ル ソ ナ に な っ た ん で す の ? 恥知らず な 方 で すこ と ! お ー つ ほっ ほっ ほっ !」 
サキ ュ バ ス 「 ふ ん! 五 月 姜 い 女 …」 
サキ ュ バ ス 「 あ ー ら ! 怒ら せ て し まい まし た わ ね ぇ ? ご めん あそば せ え ! 
お 詫び に 、 カ ー ド で も 差し 上 げ ま すわ 」 


| ドイ ツ に 伝わる サキ ュ バ ス は 、 美しい 女性 の 姿 を し ” っ た 同胞 を 言っ た り し て いる の は 、 美人 な だ け に プ 
| 解説 || た 悪魔 。 夜 に な る と 男性 の と ころ に 現れ 、 精 を 吸っ "ライ ド が 高い か ら か 。 互 い に 美 し さ を 競い 合っ てい 
| て し まう と いう 。 悪魔 の サキ ュ バ ス が ベル ソナ と な る か の よう な 壮絶 さも 感じ させ る 。 


マル ス (ベル ソナ ) メア レス (悪魔 ) 
マル ス 「 そ こ に いる の は 、 ギ リシア の 私 …」 
アレ ス 「 そ うい う 貴 方 は 、 ロ ー マ の 私 …」 
マル ス 「 我 ら 、 名 は 違え ど 一 心 同 体 …」 
アレ ス 「 私 の 物 は 、 買 方 の 物 …」 


| || アレ ス は ギリ シア 神話 、 そ し て マル ス は ロー マ 神 話 る 。 アレ ス と マル ス は 名 前 も 似 て お り 、 比較 神話 
| 解説 | に 登場 する 神 。 両者 と も 主神 と 最高 位 の 女神 か ら 生 で は 同一 視 さ れる こと も 多い た め 、 こ ん な セリ フカ 
| || まれ た 気 高 い 血筋 で 、 戦い を 司る 勇ましい 軍神 で あ 飛び 出し た の だ ろう 。 


清国 


主従 関係 の も の が 交わ す ト ー ク 例 


シヴァ (ベル ソナ ) メガ ネー シャ (悪魔 ) 


シヴァ 「 わ が 息子 よ 。 あい か わら ず 片 方 だ け の 牙 か … ど う せ な ら 、 両方 折る が よい 」 
ガネーシャ 「 御 意 … 母 上 の 悲し お こと 必 到 で す が 、 命 の 通り 牙 を 折り まし ょ う 」 


シヴァ 「 ふ ん … 冗 談 は 以上 だ 。 息子 よ 、 この 人 間 に 、 お 前 の 力 を 与え て や る が よい 」 


震 | シヴァ と ガネーシャ は イン ド の 神 で 、 親子 に あたる ある ほど 。 反対 に 、 ガ ネー シャ の 国 で ある バー ル ヴ | 
解説 存在 。 だ が 、 シヴァ は この ガネーシャ が あま り 好 き アァ テ ィ は 息子 を 沈 愛 し て いる 。 シ ヴァ に と っ て は 、 | 
_|| で は な いら し く 、 首 を 切り 落と し て し まっ た こと も その あたり も 気に入ら な い の か も し れ な い 。 


オー ディ ン (ベル ソナ ) メ ヴ ァ ル キリ ー (悪魔 ) 


オー ディ ン 「 我 が 忠実 な る し も べ 、 ヴァ ルキ リー よ 。 久しぶり で ある な 」 
ヴァ ルキ リー「 お 久 し ゅ う ご ざ いま す 。 と ころ で 、 オー ディ ン 様 、 な に ゆえ 人 間 な ど に 助力 し て お られ る の で すか ?」 
オー ディ ン 「 こ れ は 来る べき 予言 の 日 、 我 等 が 希望 と な る 者 … 
そこ で 、 お 前 に 頼み が ある 。 この 者 に お 前 の 力 、 貸し て や っ て は くれ まい か ?」 
ヴァ ルキ リー「 オ ー デ ィ ン 様 の 命 と あら ば 、 この ヴァ ルキ リー 喜ん で お 引き 受け 致し ます わ 」 
| オー ディ ン は 、 北 欧 神話 の 主神 に あたる 存在 。 そし て 、 ラグ ナレ ク の こと だ ろう 。 ヴァ ルキ リー は 、 ラグ ナレ 
解説 | ヴァ ルキ リー は この オー ディ ン に 仕え る 女 戦士 で ち " ク に そなえ て 優秀 な 戦士 の 魂 を 導き 、 オ ー デ ィ ン の | 
| る 。「 来 る べき 予言 の 日 」 と は 、 世界 が 月 壊す る と いう 館 へ 連れ て いく と いう 役目 も 担っ て いる 。 


ガブ プリ エル (ペルソナ) メ エ ンジ ェ ル (悪魔 ) 


ガブ リエ ル 「 お 久しぶり で すわ ね 、 エ ンジ ェ ル …」 
エン ジェ ル 「 こ れ は 、 ガ ブリ エル 様 ! お 目 に か か れ て 嬉し ゅ う ご ざ いま す …」 
ガブ リエ ル 「 か た く な ら な いで 下さ い … あ な た に 、 お 頼み し た い 事 が あり ます 。 
この 者 の 力 と な っ て は 頂け な いで し ょ うか …」 
エン ジェ ル 「 承 知 い た し まし た わ ! ガブ リエ ル 様 の 命令 な ら ば 喜ん で …」 
| ガブ リエ ル と エン ジェ ル は 、 両方 と も イス ラ エル に つて は 、 ガ ブリ エル に 出会っ た り 、 頼み ご と を され る | 
解説 | 伝わる 天使 で ちる 。 だ が 、 下級 で ちあ る エン ジェ ル に く こと も 至上 の 幸福 な の だ ろう 。 女らしい 天使 と いわ | 
|| 5 べ て ガブ リエ ル は と て も 高い 位 。 エン ジェ ル に と れる ガブ リエ ル の 、 や さ し い 口調 も 特 微 的 だ 。 


敵対 する も の た ち が 交 わす トー ク 例 


ティ ー ル (ペル ソナ ) < フ ェ ン リル (悪魔 ) 


ティ ー ル 「 ロ キ の 魔 敵 な 子 よ ! 責 様 に 噛み ちぎ られ た 、 右 手 の 償 い を 今 、 受 け て も ら お うか ! 」 


フェ ン リ ル 「 ガ ァ ーー! オレ サマ ダマ シタ ムク イダ オマ エ 男 ラ シク ナイ ゾ !」 


ティ ー ル 「 ラ グ ナ レ ク を 避け る た め に も 、 裁 き を 司る 、 こ の 私 が 買 様 を 倒す !!」 


| ティール は 北 克 神 話 に 登場 する 男 神 。 そし て フェ ン いち ぎら れ た た め 、 宿 英 と し て フェ ン リル を 狙っ て | 
解説 || リル は 悪し き 巨大 な 狼 で ある 。 テ ィ ー ル は 、 か つて いる と いわ れる 。 思 わ ぬ と ころ で ライ バル 同士 が 出 
| フェ ン リ ル と 戦っ た 経験 が あり 、 そ の 際 に 右手 を 食 会い 、 戦 い が は じ ま っ て し まっ た よう だ 。 


ケツ アル カト ル (ペルソナ) バテ ス カト リポ カ (悪魔 ) 
ケツ アル カト ル 「 好 計 を 用 い 、 我 が 王位 を 玲 い し 邪悪 な る 戦士 テス カト リポ ボカ よ ! 
我 が 恨 み 、 未 だ 晴れ て は お ら ぬ ぞ ! 」 
| テス カト リポ カ 「 点 っ 、 美 止 な … 足 様 こ そ 、 兄 で ある 私 を 天 か ら 記 落 と し た 事 忘れ て いる の で は ある まい ?」 


ケツ アル カト ル 「 ぐ っ ! し か が し 、 責 様 だ け は 、 許 せん ! いざ 勝負 !!」 


| ケツ アル カト ル は 、 古代 中 央 アメ リカ で 信仰 され た 蛇 テス カト リポ カ も か つて ケツ アル カト ル に 痛い 目 に | 
解説 | の 姿 を し た 王 。 だ が 、 敵対 者 で ある テス カト リポ カ 適わ され た こと が ある 。 だら の あじ ae 埋 半 語 
| の 罠 に か か っ て 、 破 減 の 道 を た どっ た と いう 。 また 、 き 起 こる の は 当然 か も し れ な い 。 | 


ハス ター (ペル ソナ ) メ ビ ヤ ー キ ー (悪魔 ) 
心 の 奥 で 、 お ぞ ま し き 軟 体 生 物 (ハス ター) が 宇宙 的 な 音 で 、 
敵 で ある ビ ヤ ー キ ー に 、 こ う 語り か けた …「 下 が れ 」 と … 
ビ ヤ ー キ ー「 ぬ お お お お お ! 」 
心 に 棲み つく 軟体 生物 は また も や 宇宙 的 な 斉 で ビ ヤ ー キ ー に 語り か けた … 「 手 を か す の だ 」 と … 
ビ ヤ ー キ ー「 き いい いい いい いい っ ! どう し て 欲し いい いい っ ! 」 
| 両方 と も ち 、 ク トゥ ルー 神話 に 登場 する 存在 。 ハ スタ スタ ー の 忠実 な 従者 で ある 。 ベ ル ソ ナ トー ク で も 、| 


解説 較 旧 支 配 者 と も いわ れる 風の神 々 の 長 で 、 宇 宙 その 主従 の 関係 は 変わ ら ず 、 ビ ヤー キー は ハス ター| 
| に 住ん @ で いる と いう 。 そし て 、 ビ ヤ ー キ ー は この ハ の 言う な り に な っ て し まう よう だ 。 | 


ペル ソナ を 召喚 し た り 、 降魔 し た りす 
る た め の 場 所 。 この 部 屋 に 入る た め の 
扉 は ペル ソナ 使い に し か 見 えな いと い 
う 。 ベルベット ルー ム 自 体 は ひと つ だ が 、 
部 屋 に 通じ る 扉 は ひと つ で は な く 、 商 
店 街 や ダン ジョ ン な どの さま ざま な 場所 
か ら 入 る こと が で きる 。 


ル し の 更 ム の 主 は 、 フィ レモ ン 
の 従者 で も ある イゴール で 、 ペル ソナ の 
召喚 は 彼 の 手 に よっ て 行なわ れる 。 ま 
た 、 青 一 色 で 統一 され た 部 屋 の 中 に 
は ピア 7 アノ と マイ ク が 置か れん 、 ペ ル ソ ナ を 
使役 し て 戦う ちの た ちの 心 が 安 ら ぐ よう 
な 曲 が 常に 流れ て いる 。 


ベル ベッ トル ー ム 解析 


ーー ーー 
| 「 昌 」 で の ベル ベッ トル ー| 
| ム に 只 が る 扉 は 茶色 の も の 
| で 、「Velvet Room」 と 記さ 
| れ て いた 。「 罪 」 以 降 は 、 細 
| 記 に 変更 され た 。 


カー テン 

| 異聞 録 」 に 登場 し た 、 スペ ル | 
| カー ド を 合体 させ る と き に 現 
れる カー テン 。 合体 事故 が 起 | 


きた と き に は 、 | 
| 光 が 漏れ る こと も あっ た 。 


「 罪 」 の 物語 が は じ ま る 10 年 前 
アラ ヤ 神 社 に 火 を つけ 、 全焼 きせ た 
犯人 の こと 。 真犯人 は 、 の ち に キン 
グ ・ レ オ と も 呼ば れる 須藤 竜也 。 少 年 
時 代 の 竜也 は 、 厳 格 な 父 で ある 竜 蔵 
の 厳し き に 耐え か ね 、 実 生活 の スト 
レス を た めこ ん で いた 。 そ し て 彼 は 、 
自分 の スト レス 発散 と し て 放火 を 行 な 
っ た の で ある 。 

本 来 な ら ば 竜也 は 当然 逮捕 きれ る 
は ず だ っ た が 、 代議士 で あり 警察 に 


も 権力 を 持つ 竜 蔵 が 、 自分 の カ で 息 


子 の 罪 を も み 消 し た 。 


| 目 隔 し を し た ビア ニス ト ・ ナ 三 う > ・ ナ | 
| し て いる グラ ンド | 
で | ビア 。 ピア ノ の 色 は 、 ベル 


| ベッ トル ー ム の 色調 に 合わ せ | 
| た 青 で ある 。 


加 ベルベット ルー ム の 歌姫 ベラ | 
| ドン ナ が 使用 する も の で 、 色 
| は 青 。 ベラ ドン ナ の 美声 が こ 
の マイ ク で いっ そう 拡張 さ 
れ 、 部 屋 全 体 を 包み こむ 。 


春日 山高 校 の 地下 に 存在 する 広大 
な 洞 究 の こと 。 戦時 下 は 、 空襲 を 防ぐ 
た め の 防 空 壌 と し て 使用 きれ て いた 。 
地層 を 掘り ぬい て 作っ た 壁 や 天井 は 、 
土 が むき だ し に な っ て いて 、 今 に も 劇 
れ 落 ち そ うな 印象 を 受け る 。 
この 防空 壌 の 中 に は 、 戦災 に より 亡 
く な っ た 人 物 の 霊 が 多く 存在 する と い 
う 。 ゾン ビ と 化し た 女 学 生 や 日 本 兵 も 
いて 、 人間 に 細 い か か っ て くる こと も あ 
る らし い 。 また 、 一度 入る と 出 ら れ な 
く な る と いう 噂 も ある た め 、 現在 は 立 


ち 入 り 禁 止 と な ね っ て いる 。 


_ 世界 中 の 神 や E 魔 の 力 が 寺 
られ て いる も の で 、『 罪 際 
し た マテ リア ルカ ー ド と 同様 
持つ アイ テム の こと 。 そ 
する ペル ソナ が あり 、 合 
ス と し て これ を 加え る と 通常 I@ 旧 
で き な い 上 位 の ペル ソ 才 を 人 
が で きた 。 封 神 具 を 使っ We 畔 


ベル ソナ は 能力 の 高い 8 の 7 

て いる 。 それだけ に 、 封 神 興 
入れ る の も 容易 で は な ぐ 。 刀 計 議 
登場 する 質問 に 正しく 返 符 恩 順 
ンジ ョ ン 内 で は 難易 度 の 高 WM 
通っ た り と いう 手順 が 必要 人 還 が 


時 本 人 て ほっ 


封 神 具 は 、 特 定 の ベル ソナ を 作る た だめ はめ 要 | 
| な る 重要 な アイ テム 。 ダ ンジ ョ ン 内 に ある 宇 細 
| や 、 ジノ の 下品 と し て に 入る 5 


串 アウ 謗 ター 


ゲ ィ シュ ヌ を 吾 喚 


に 
1 プン 


封 神 具 の ルー ツ を 探る 
< 神々 の 持ち 物 一 圭 神 具 > 


例 : 鐘 由 ぶち の 眼 鐘 


ヤマ オ カ を 吾 山 


例 : 間 魔 帳 


ヤマ を 召喚 


イン ド 神 話 の 3 大 神 に 数 えら れる ヴィ シュ ヌ は 、| 
さま ざま な 次 に 化身 する 神 。 そ し て 、 封 神 具 と 
な っ て いる アヴァ ター ラ と は ヴィ シュ ヌ の 化身 
| し た 次 を あら わす 言葉 で ある 。 


上 

| ヤマ オカ ー 山 岡 は 、 南 条 の 執事 と し て 使え て い | 
た 老人 の こと 。 役 は ゾン ビ に 隈 われ て 帰ら ぬ 人 
と な っ た 。 専 用 の 詩 神 具 で ある 監 忠 ぶ ちの 眼鏡 

| は 、 生 前 に 彼 が 愛用 し て いた 吊 だ っ た 。 


| 神々 の 別名 が 和 重 貞 と な っ た も 0・ ・ そ の 他 


(スク ル し 


に ャ ル ラ ト ホテ ブ ) | 


神々 の 持ち 物 が 封 神 具 と な っ た も の ・ その 人 


| ヤマ は 、 日 本 で は 間 魔 大 王 と 呼ば れ 、 地獄 の 裁 判 
| 長 と し て 有名 で ある 。 また 、 聞 魔 大 王 が 持つ 聞 魔 
帳 に は 、 人 間 が 行なっ た 罪 が こと 細か に 記さ れ て | 
いる と いう 。 


に KWH | の 導 


軍 お こ 黒い ガー タ ベ ル 
の の 


ニブ ル の 結晶 鹿 の 剥 
(フレ イ 


_( サ キュ / \ ス ) 


Fx 


虎 の 腹巻 き 


デー ニテ 


隔 | の 介 


明け の 明星 


(ルシファー) 


の ン ジー 
(アメ ン : 


、 新 世間 が 世界 の 減 記 の た め に 利用 | 


し た 、 古 く か ら 伝 わる 風水 の 一 種 。 
望 郊 術 その も の は 無害 だ が 、 新 世 整 
が 行 な お うと し た 操 龍 術 は 破壊 の た 
め に 龍 を 操る 邪 術 で 、 望 龍 術 の 禁じ 
手 と し て 長い あい だ 封印 され て いた 
も の で ある 。 世 界 中 に 12 匹 の 龍 が 存 
在 す る と され て いる が 、 そ の 中 の 1 
匹 が 身 じ ろ ぎ し た だ け で も 関東 大 岩 
災 ク ラス の 地震 が 発生 する と いわ れ 
る 。 地 中 に 眠る すべ て の 間 を 解き 放 
ち 一 ヵ所 に 集め る こと で 、 新 世 事 は 
珠 関 玖 市 以外 の 世界 の 減 亡 を も くろ 
ん だ の で ある 。 


【 ほ くし ん <】 。 


ドク ング 


拳 を 使っ て 互い に な ぐり 合い 、 ど ち 
ら が より 強い か を 競う 格闘 技 。 う らら 
が 得意 と し て いる 。 彼女 は 、 自 分 を た 
ば か っ た 結婚 詐欺 師 ( 牧 村 洋 一 ) を な 
ぐる た め 、 フ ィ ッ ト ネ ス クラ ブ GOLD 内 
の ボク シン グ ジ ム で 日 夜 拳 を 欠 え て お 
り 、 ゲー ム 中 で は 対 悪 魔 戦 に お いて そ 
の 威力 が 発揮 され た 。 


皮膚 に 点 在 する 黒色 また は 暗 褐 色 
の 小 斑 の こと 。 ハ ー レ ムク ィ ー ン こ 
と 香西 千里 は 、 少 女 ア キ か ら 与え ら 
れ た 鏡 に よっ て 自分 の 望み を 自由 に 
か な えら れる よう に な っ た が 、 そ の 
代償 と し て 顔 に ホク ロ が 発生 し て い 
た 。 それ ゆえ 、 ク ィ イー ン が 統治 する 
プラ ッ ク マ ー ケ ッ ト 内 の 住人 た ちの 
あい だ で は 、 ホ クロ だ ら け の クィ ー 
ン を まね て 顔 に ホク ロ を つけ る と い 
う 奇 妙 な 風習 が は や っ て いた 。 


望 龍 術 と は 、 夜空 に 輝く 星々 を 観測 し 
て 国家 の 動向 を 占う 伝統 的 な 技 で ある 。 
か つて 中 国 で は 、 天 帝 か ら 地 上 に 遣わ さ 
れ た 12 匹 の 龍 が 星 の 運行 に 合わ せ て 地 
球 上 を 移動 し 、 人 々 に 因 恵 を 与え た り 、 


その た め 、 孫子 や 諸葛 孔明 な どの 
の 側近 た ち は 、 望 龍 術 の す G 話 
星 の 動き か ら 龍 の 位置 を 読ん i@ 国 の 
に 活か そう と 試み た と ゆう 。 


7 
星 あ か り 


13 歳 の コス プレ 少女 。 前 世 や 魔法 
な ど オ カル ト 的 な こと に 傾倒 し て お り 、 
自分 の 妄想 の 世界 で 遊ぶ うち に 自分 
は 太古 の 戦士 の 生ま れ 変 わり だ と 思 
う よ う に な っ た 。 街 で JOKER 様 の 路 
を 聞き つけ た 彼女 は 、 自 分 の 次 想 を 
真実 と する た め 儀式 を 実行 、 仮面 党 
の ペル ソナ 使い と な る こと に 成功 す 
る 。 戦士 イシ ュ キ ッ ク に 生ま れ 変 わっ 
た 彼女 は 、 仮面 党 幹 部 キン グ ・ レ オ の 
片腕 と し て イデ 。 
アル エナ ジー を 
ri 重 
党 内 か ら 巫 女 と 崇 
め ら れる よう に な 


っ た 。 


JOKER が 与え た お つき の 
| 革 天 使 ベ ルフ ェ ゴ ー ル 。 
| あか り は それ を 「 べ る ち 
ゃ ん 」 と 呼び 、 と て も か 
| わい が っ て いる 。 


|| イシ ュ キ ッ ク | 


っ 


ーーー ーーーーー ニ ンー ニ 


"WUP す ペリ PONPOmPOP 


スト ー リ ー の 節目 に 現れ る 


地 の こと 。 各 ダン ジョ ン を 統治 
する 存在 (まれ に ボス キャ ラク 
ター が いな い ダ ンジ ョ ン も あ 


る ) で 、 主 に ダン ジョ ン の 最深 「 ユ 
部 に 出現 する 。 出会っ た ら 最 | |z 
税 l 彼 ら を 例 す まで スト ー リ ー |_ 


を 進め る こと は で き な い が 、 ど 
の ボス キャ ラク ター も 通常 出現 
る 敵 悪魔 より 優れ た 能力 を 
用 し て いる た め 、 勝利 する に 


は 主人 公 ら の 戦力 を 強化 し 、| | 著 
それ 相応 の ペル ソナ を 召喚 し 
も か な けれ ば な ら な か っ ・ 


ま 「 罪 」 で は 仮面 党 の ペル 


2 ナ 使 いと ラス トバ タリ オン 部 5 


隊 丘 が 、「 前 ]」 で は JOKER 化 


した 者 と 新 世 悪 幹部 が ボス キ フ K 


i ク ター と し て 登場 し た 。 


マキ の 幼 v 
ウ 。 病 間 な 現実 


[ 界 の マ 


た が 
が そこ に 介入 し 
か ら 人 交 性 を 求め 


マイ は スト ニ リ ー 


える か に よっ て 御影 町 と 
か 償 


分 を 象徴 する シャ ド 


し た 理想 の 世界 を 管理 する 人 物 で 、 
自 い 服 を 着 た 功 少 時 の マキ の 次 で 等 
場 する 。 彼 婦 が 管理 する 異 世 界 の 御 
影 町 は 、 マキ の 願い が 反 喘 きれ て い 

と っ て の 楽園 と な っ て い 
ステ ム の 影 絡 で 神取 


t 界 の 御影 町 は マイ が 管理 す 
る 楽園 の エリ ア と 、 アキ が 管理 する ダ 
ー ク な エリ ア へ と 分 断 き れ て し まっ た < 


ーッ ン で も あり 、 彼女 の 質問 ! 


キ が 生み 出 


ょ より マイ の 中 


ウゥ 、 ア キ が 北 


\ 


関わ る キ 


マキ を 


| あどけな だ ち を し た 


プレ アデ ス 星 団 、 恒 
冗 人 。 か つて シバ ル バ 


も た らし た と きれ る 。 
度 人 類 と ハイ テク 戦争 


棋 原 は 中 部 アメ リカ で 
を 、 マ イヤ 人 の 影響 を 


少女 、 マ イ 。 ア キ や 神 | 
陳 右 れ て 巡 い の 条 の 奥 に 関 じ と も っ て いる 


を 訪れ 、 今 の 文 胃 の も と と な る も の を 
を 減 ぱ し た こと も ある と も いわ れる 。 


族 で ある と 推測 し て いる 。 


1 
星 マ イヤ 系 の 宇 
ー に 乗っ て 地球 


また 、 過去 に 一 
を 起こ し 、 人 括 


た マヤ 族 
濃く 受け た 民 


色 


託 宮 の 成就 に と な る 生け 賞 の 
お マイ ヤ の 乙女 の 鼓動 を 止め る こ 
と で 、 地球 も また 自転 を 人 紅 み る こと 
と な る 。 マ イヤ 人 の 邊 に 連なる 者 と し 
て 岡村 真夜 が 生け 賞 と し て 捧げ られ 
る 予定 で あっ た が 、 彼女 は 同じ マ Y と 
つ 押 耶 を 身代わり に する こ 
の 成就 を 実現 きせ た < 


「 ニ イヤ の の 女 に つい て は 「 イ ン ・ ラ ケチ 1 に 虹 


た 。 本 来 は 、 
を サポ ー ト すべ 


市 か ら 次 
TOKER の いな い 「 当 世界 で は 、 単 
k 師 と し て 登場 し て いる 。 


1 困 品 l 


て いる 。 この 本 を 読ん だ こと の ある 淳 は 、| 
託宣 に つい て も くわ し い 。 ] 


も と は 拓 藤 竜也 が 
の 半 


ヤ 人 か ら の メッ セー 
言葉 を 『 イ ン ・ ラ ケチ 』」 を ま と 


9 
か ら 発信 きれ た も の で あり 、 
いわ ば ニャ ル ラ ト ホ テ ブ が 人 間 を 惑わ 
す た め に 下 し た も の な の で ある 。 


| 空 に 瞬く 兄 の 星 に 
| 止ま っ た 刻 は 動き 出す 
| 享楽 の 舞 
| 齋 居 の 宴 
異国 の 訪 
| 古 罪 の 迎え 火 は 天 を 照ら し 
痴 子 の 中 隊 は あま ね く 響 く 
| 冥府 に 輝く は 五 な る 障 障 
| 天上 に 舞 く は 聖なる 十字 架 
天 に 昇り て 星 が 動 き を 止め る 時 
| マイ ヤ の 乙女 の 喜 動 も 止ま る 
後に 残る は 地上 の 楽園 


| そし て 刻 は 繰り 返す 


| | 2 ロス の 成立 が 引き に 肖 
上 、 マイ ヤ の 乙女 を 生け 賞 と し て 殺す て ど 暫 基 

| は 自転 を 止め る こと と な る の で ある 。 
"そし て 刻 は 操 り 返す "と 上 3 

We | の 世界 で の や り 直 し を 呈 還 
< て が ニャ ル ラ ト ホ テ ブ の 予定 と 8 

| 


ーー ニン デマ テー ニー ニー テマ ニニ ンー テニ - マ ニー ンマ マンゴ 
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ま 


春日 山高 校 文化 貸 の メイ ン イ ベン 
ト と し て 行なわ れ た 仮面 舞踏 会 の こ 
!。 参加 者 は 生徒 会 が 配布 する 特殊 
だ 着 が 義務 づけ られ て お 
凍 そ の 仮面 さえ か ぶっ て いれ ば 誰 
5 無 路 会 の 会 場 に 入る こと が で き 
天 この マス カレ ー ド は 、 仮 面 党 の 
計 目 で ある 井上 康夫 が イデ アル エナ 
ジー を 収集 する た め に 開催 し た も の 
、 仮面 を つけ た 参加 者 た ちの エナ 
ジー は 役 が 持つ 水晶 身 骸 へ と 吸い こ 
まれ た 。 


【 ま つ お か 】 


内 
| 松美 各 了 


南条 の 秘書 。 37 歳 。 セ ベク ・ ス キャ 
ダル で 他界 し た 山岡 の か わり と し て 、 
詳 条 の 父親 より お 目 つけ 役 を 命じ られ 
@。 山岡 が 南条 の 私 生活 まで サポ ー 
て いた の に 対し 、 松岡 は あく まで 
5 未来 の 南条 コン ツェ ルン 総帥 と し て 
る べき 次 と いう も の を 南条 に 求め 、 
まだ それ を 教え て いる 。 


ーー = ニー ニーーーーー ニ ーー ここ 
義和 な に 加 っ た り も すれ ば 、 彼 を 
59 る 


4 


ネメシス の 塔 旧 華 族 の 名 家 の 
息女 で 、 過 去 に 雪 の 女王 役 を 演じ る 。 
自己 顕示 欲 が 強く 、 自 己 陶 酔 駒 も あ 
っ た た め 学 園 中 の 生徒 た ちか ら 嫌 わ 
れ て いた 。 そ ん な 彼女 が 実力 で 雪 
女王 役 を 得 ら れる は ず も な く 、 美 和 
子 は あり あま る 金 に モノ を いわ せ て 


マキ の シャ ドウ 、 ア キ が 作っ た 
で 、 現 実 世 界 で の 御影 総合 病院 が 変 
貌 し た 施設 。 入 り 口 に は 特殊 な し か 
けが 設け られ て お り 、 中 に 入る に は 
マイ が 持つ 三日月 型 の コン パク ト が 
必要 で あっ た 。 


- ま 。ou 


ンー 


【 ま すか れ ー ど 】 


マス カレ ー ド で 使用 され た 仮面 。 中 央 に は 美 し 
| い 宝石 が 象 共 され て いる 。 


【 ま つ だ いら みち こ 】 


映え ある 女王 役 を 獲得 、 そ れ に と も 
な っ て 生徒 た ちか ら は ます ます 嫌 わ 
れる こと に な る 。 その後 、 ク ラス メ 
イト か ら 徹 底 的 に ツマ は じき に され 
た 彼女 は 、 彼 ら に 復讐 する た め 雪 の 
女王 の 仮面 に 忠誠 を 誓い 、 ネ メシ ス 
の 塔 主 と な っ た 。 


美智 子 の 性 格 は 
わが まま で 、 言 
| 動 は 自己 陶酔 に 
満ち て いる 。 彼 
女 の 言葉 は 、 あ 
| の 南条 を も 動 所 
| させ た ほど 。 


加 魔 や ペル ソナ が 有する 特殊 な 技 
能 の こと 。 主 人 公 な どの キャ ラク ター 
た ち は 、 こ の 技能 を 持つ ペル ソナ を 宮 
喚 ・ 降 魔 す る こと で それ ら の 使用 が 可 
能 と な る 。 そ れ ぞ れ の 悪魔 が 所 有 す 
る 魔法 は 、 そ の 悪魔 自身 の 特徴 を 反 
映し た か た ち で 設定 され て お り 、 た と 
えば 火炎 の 属性 を 持つ 悪魔 な ら ア ギ 、 
マハ ラ ギ な どの ア ギ 系 魔法 が 得意 と い 


っ た 具合 に 、 所 有 者 の 属性 に よっ て お 
お よそ の 傾向 が 定め られ て いた 。 魔 
法 や 技 の 種類 は 作品 を 追う ご と に 更 
新 さ れ 、 ま た 「 罪 』 以 降 で は 複数 人 で 
発動 する 合体 魔法 や 噂 魔法 シス テム が 
導入 され た た め 、 ゲー ム 中 に 登場 する 
魔法 と 技 の 種類 は きら に 拡大 する に 至 
っ た 。 以下 で は それ ら 魔 法 と 技 の 種 
類 と 、 分 類 に つい て 解説 し て いこ う 。 


炎 災 。 ⑤ ら こら @ アキ ギ 系 


| 炎 属性 を 持つ 魔法 と 技 の こ 
と 。 釣 熱 の 炎 を も っ て 敵 を 
焼き 尽く す 効 果 を 有 し て お 
| り 、 ア ギ 、 ア ギラ オ 、 マ ハル | 
| ラ ギ 、 マハ ラ ギ ダイ ン 、 フ | 
| ァ イ ア ブレ ス 、 止 揚 の 紅 、| 
| 終 瓶 の 碧 、 ファ イア スト ー| 
ム 、 地 肘 の 業火 、 デ | 
、 釣 熱 肘 災 、 ロ ワ ゾ 
必 記 ま ジ ラミ マン タニ 


地 属 性 を 持つ 魔法 と 技 の こ | 
と 。 地震 を 発 させ た り 、| 


て 敵 に ダメ ー: 

|「 異 聞録 」 で は 「 地 震 」、「 罪 」 
以降 で は 「 地 変 ]」 と 称 され 
だ た 絢 マ グ ナ 、 マ ハマ グ ダ イ 
ン 、 極 楽 落 、 ロ ッ ク フ ォ ー ル 、 


ジ を 与え る 。 こ の 核 熱 は 炎 | 
| で は な く 、 熱 の 威力 で の み | 
| 攻撃 す る 魔法 で ある 。 フレ | 
| イ 、 フ レイ ダイ ン 、 ヒー トカ 
| イザ ー、 ヒー ドジ ラ ト な | 
| ど が これ に 属す る 。 また 、 
| 異聞 録 」 で は メギド 、 メ ギ 
| ドラ オン な ども 桜 熟 に 分 類 
| され て いた 。 


『 


| 
計 


や 

| ど で 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 魔法 
| と 技 の こと 。『 罪 」 「 加 」 のみ に 存 
在 する 属性 で 、「 異 聞録 」 の 場合 
は 万 能 系 の 魔法 が ふた つの 属性 
| に 分 類 さ れ て いた 。 ザン マ 、 グ 
ラダ イン 、 メギド 、 ゴッド ハン ド 、 


バン デモ ニウム 、 魔界 作戦 な ど | | 


が これ に 属す る 。 ど の 悪魔 に も 
比較 的 効き や すい の が 特徴 だ 。 


魔法 の 系 統 
水 概 人 アク ア 系 
登場 する 。 地 脈 か ら 激流 を 
噴出 させ る 、 ま た は 酸性 の | 
雨 を 降ら せる な ど し て 敵 に 
ダメ ー ジ を 与え る 魔法 で 、 
| ア マハ アク ダイ ン 、 
アシ ッ ド レイ ン 、 フ ィ ア ト 
レン ト 、 アク ラリ ー タ イド 、 
妖 雲 水落 、 メ イル スト ロー| 
水 属性 を 持つ 魔法 と 技 の て | 
と 。 極寒 の 吹雪 、 ま た は 冷 
気 で 疫 に ダメ ー ジ を 与え 
る 。 敵 を 凍 て つ か せる 効果 
(氷結 状態 ) も ある 。 ブフ 、 
| ブフ ー ラ 、 マハ ブフ ダイ ン 、| 
| アイ ス ブ レス 、 剛 の 波 、 ダ 
ヤ モ ン ド ダ スト 、 リリ 


水 属性 を 持つ 魔法 と 技 の て | 
| など が これ に 属す る 。 
ジェ イル 、 アイ スク ラ 


| と 。「 罪 」 と 「 剖 】 のみ に 
氷結 こっ 
キン グフ ロス ト な ど 


呪 殺 属性 を 持つ 魔法 と 技 の 
| こと 。 「 異 聞録 」 の み に 存 在 
| する 属性 で 、 呪い の 力 で 敵 
に ダメ ー ジ を 与え る 。 魔法 | | 
に よっ て は た っ た 一 撃 で 相 | | 
| 手 を 瀬 死 状態 に させ た り 、 
麻痺 また は 石化 状態 に する 
効果 を 有 し て いた 。 バイ エ 
イ 八 、 ム ド 、 ム ド オ ン 、 パ ラ | 
| ラ ア イズ 、 悪魔 の キス な ど | 


| が これ に 属す る 。 


ザン 系 
| 衝撃波 に よっ て 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 魔法 と 技 。| 
| | ザン マ 、 マ ハ ザ ン 、 ザン ダイ ン 、 東 衝 波 、 西 撃 波 | 


|[ 重 カ 先 グラ ィ 系 
力 波 に よっ て 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 魔法 と 技 。 
| | グラ イ バ 、 マハ グラ イ 、 マハ グラ ダイ ン な ど が こ 
| | 系統 に 司 する 。 


義 風  @ ら @ 


風 属性 を 持つ 魔法 と 
と 。 真空 波 、 いわゆる 央 
まい た ち 」 を 発生 紀 @ 衣 
に ダメ ー ジ を 与え る 隣 洛 di 
マハ ー ガ ル ( マ 八 列 妨 区 | 
| バ ガ ル ダイ ン 、 天 の 交 
キラ ー ウ イン ド 、 族 周 
四 聞 飛 天 沙 、 マ キジ テン 
ト 、 ス トー ム ナ イド % 誠 
ジャ ラス ガル ー ラ な ど 
れ に 属す る 。 * 


# 


軍属 性 を 有する 魔法 と 
こと 。 稲 論 を 落と 
ダメ ー ジ を 与え る 華 


暗黒 @@ 
上 属性 と 同様 の 効果 を 持つ 放 法 と 技 の と 計 議 
以降 は 呪 負 属 性 の 魔法 が この 量 時 属性 に 秋 
ム ド 、 マハ ム ド 、 カオ スエ レ メ ント が これ | に 属 


we 


ば る フフ * ト 


ーーーーー マ ーー 


"や "WP"U'"W"'P"U"W"' 


ーー ンー ンー 
OPTIONPY"TPI" や YWP の PUPPYPUT 


ンー て 


| 責 味方 の 防御 属性 を 無視 し | | 天 牙 CE 素 、 カツ 7 


の 仙人 | 生 味 方 に 生体 化 また は 加 の 効果 を も た ら す 用 法 と | 


所 ラ | 技 の こと 。 瑞 に か け て も 味方 に か け て も 必ず 成功 す | 
コー に か 示 の | | る の が 特徴 。 タル ンダ 、 ラ ク カジ ャ 、 テ トラ カー ン 
壁 、 リフ トマ 、 スウ ィ ー ト ト | | など が 玉 当 する 。 

ラッ プ な ど が この 系 統 に 属 | | +nng 皇 
| する 。 な お 「 穫 間 録 」 で は 、|-LO026 _ 喧 79 
| 相 性 無視 の 魔法 は ら 種類 あ | | 使用 すれ ば 1009% 効 果 を も た ら す 


た ら す 魔法 と 技 の こと 。 こ 
れ ら の 魔法 類 は 「 異 聞録 」 で 
「 神 経 ]、「 罪 罰 」 で は 「 精 神 ] 
と 「 神 経 」 と いう 属性 に 分 
| 類 さ れ た 。 シバ ブー、 ド ル 
| ミナ = マリ ンカ リウ 、 
サン ガ 、 毒ガス ブレ ス 、 誘 


| 惑 の マズ ルカ 、 まどろみ の < 
ヒコ | り 、 天 啓 と 1009% と いう 属 | | 味方 や 悪魔 に 対し て 使用 する 。 アウ トマ 、 リ フト マ 、 

| 性 に 分 類 さ れ て いた 。 | 水 の 壁 、 自爆 な ど が この 系 統 に 属す る 。 | 

ディ ア 、 リ カー ム 系 覚醒 らら @ ドロ ン パ な ど 


味方 に 回 復 の 効果 を も た ら す 魔 法 と 技 の こと 。 

[異聞 録 1 で は 「 祝 福 ]、「 罪 」 以 降 で は 「 回 復 」 と 
称 さ れ た 。 また 、 リカ ー ム 系 魔法 は 「 異 聞録 」 で は 
奇跡 の 属性 に 分 類 さ れ た 。 メデ ィ ラ マ 、 ポ ズ ム デ 
ィ 、 サマ リカ ー ム 、 松竹 梅 、 リ フレ ッシュ リン グ 、 
バナ ケイ ア の 祝福 な ど が これ に 属す る 。 

奇跡 。 箇 リカ ー ム 系 
味方 を 源 死 状態 か ら 回 復 、 また は 敵 に 聖なる ダメ 
ー ジ を 与え る 魔法 と 技 の こと 。 サマ リカ ー ム 、 リ 
カー ム ド ラ 、 永遠 の 白 な ど が これ に 属す る 。 


味方 に 特殊 な 効果 を も た ら | 
す 魔法 と 技 の こと 。「 異 聞録] 
の み に 存 在 する 属性 で 、 味 | 
方 を 狂 暴 状態 (物理 攻撃 し か 
で き な く な る が 攻撃 力 が ア | 
| ッ プ する ) や 獣 人 状態 (月 齢 
に 応じ て 攻撃 力 が 増減 する ) 
に する 効果 を 持っ て いた 。 
クイ ッ カ 、 バル ザッ ク 、 マ ド 
ー ル 、 ウル バ ー ン な ど が こ 
| れ に 属す る 。 


ディ ステ ィ カ な ど コウ ハル 、 人 ハマ 系 
| 敵 に 魔 を 混 依 させ て | その 名 が あら わす と お り 、 魔 を 打ち 破 | 
| 異 常 状態 を 引き 起こ | る 聖なる 力 で 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 魔 | 
| す 魔法 と 技 の こと 。 | 法 と 技 の こと 。 バ イコ ウ 八 、 ハ ンマ 、| 
異聞 録 」 の み に 存 在 | マハ ンマ な ど が これ に 属す る 。 昌 鬼 や | 
| する 属性 。 効 果 は 精 | | 悪霊 な ど 、 暗 黒 属性 を 持つ 悪魔 に 非常 | 
神 ま た は 神経 魔法 に | に 有効 な 腐 法 で あっ た 。 な お 「 罪 」 以 
似 て いる が 、 属性 が | 降 で は 、 コ ウル ハ 系 が な く な り 、 人 ハマ は | 
「 降 魔 」 の た め 、 精 神 | 「 神 聖 」 と いう 専用 の 属性 に な つっ た 。 | 
や 神経 に 耐性 を 持つ ーー 

| 悪 魔 に 有効 活用 で き 
た 。 ペ ベト ラマ 、 バラ ラ | 
マ 、 シ シリ ッ カ 、 不滅 | 
| の 黒 、 間 の 審判 な ど 


が こ 
較 


聖なる 力 で 瑞 に ダ 与え る 麻 法 | 
と 技 の こと 。 マ ハン マ 、 ホ ー リ ー ラ イ | 
ト 、 光 の 哉 き 、 ア ルフ ァ ブ ラス タ な ど 
| が これ に 属す る 。 | 


剣 届 、 銃 撃 な ど 
| 剣 、 挙 、 銃 な ど で 英 に 物理 的 ダメ ー ジ を 与え る 技 の こ 
と 。 こ れ ら の 技 は 、 ど の よう な 手段 を 用 いて 攻撃 する 
か に よっ て 属性 の 名 称 が 異な り 、 た と えば 「 異 聞録 」| 
で は 剣 か ら 派生 する 技 な ら “ 片 手 剣 " か "両手 剣 " と 

銃 か ら の 技 な ら 「 ハ ンド ガン 」「 マ シン | 

ッ ト ガン 」「 ラ イフ ル 」 の いずれ か の 属性 
に 、 と いう よう な 細か い 分 類 が な され て いた 。 体 当 た 
り 、 ヒ ー ト ウェ イブ 、 一 文字 斬り 、 二 段 斬り 、 怒 演 の 
連打 、 愛 の ムチ 、 財 速球 、 章 那 五月雨 撃 、 シ ング ル シ 
ョ ッ ト 、 狙 い 撃 ち 、 電 光石 火 、 疾 風 斬 、 毒 ひっ かき ・ 
| 改 な ど 技 が これ に 属す る 。 


| 廃 法 の 分 類 
| axms | 


論 記 > ディ ア 、 ム ド な ど 固 有 の 名 で 称 さ れ | ファ イア ー ブ レ ス 、 混 濁 の 痺 気 、 慈愛 の 祈り な ど 、| 味方 の み が 使用 で きる 『 罪 」 「 罰 』」 オ リ ジ ナ ル 腐 法 。 
っ は の こと 。 どの 悪魔 (ベル ソナ ) も 必ず ひと | | それ ぞ れ の 魔法 が 持つ 効果 を 特殊 な 表現 で あら わ | 複数 の 魔法 を 決め られ た 順に 唱え る こと で 発動 す | 
| 半 し て いる で 、 それ ぞ れ の 名 称 は その | | し た 名 で 称 され る 魔法 の こと 。 通常 魔法 と 同様 の | | る 。 合体 魔法 の 発動 は ベル ソナ の 成長 に 好 影 響 を 
の Eo 硫 力 と 攻撃 細 囲 の 広 碧 に 応じ て 4 バタ 効果 を も た ら す も の が ほとん ど だ が 、 中 に は 特殊 | 与え る 効果 も 持っ て お り 、 ペル ソナ に 新た な 魔法 
に 魔法 な ら で は の 効果 と 威力 を 持つ も の も ある 。 や 突然 変異 能力 を 習得 させ る こと が で きた 。 
に 


次 化す る 。 た と えば ア ギ 系 魔法 の 場合 。 英 トン 1 
特殊 物理 


に 属性 の 小 ダ メー ジ を 与え る 魔法 は ア ギ | 
| 特殊 魔法 の 物理 攻撃 版 。 麻 法 同 欄 、 術 者 の 魔力 も | 


名称 で 、 中 タメ ー ジ な ら ア ギラ オ 、 大 ダメ 
記せ 5 アキ ギタ イン と な り 、 さらに 複数 の 敵 に ダ 


に に づ は える 効果 を 持つ も の は マハ ラ ギ な ど 、 
5 "が つい た 名 で 称 さ れ て いる 。 この よ 
1 了 の て 衝 が 枝 妙 に 変化 し て いく の は | 

、 和 給 給 ちっ 。 


|「 罪 『 罰 」 オ リ ジ ナ ル の 魔法 で 、 悪魔 間 に 流れ る | 
| 噂 を 実現 させ る こと で 使用 可能 に な る 魔法 の こ | 
| と 。 その 威力 は 操作 し た 噂 の 内 容 に よっ て 変化 す 
| る 。 ダイ ナミ ッ ク ア ギラ オ 、 デン ジャ ラス ガル ーー 
| ラ 、 グレ イト マグ ナス 、 超 メ ギド な ど が ある 。 


| し く は 精神 力 を 消費 し て 発動 され る 。 それ ぞ れ の 
| 技 の 効果 は 、 術 者 が 持つ 武器 の 種類 に よっ て 異な 
| る 。 ツイ ンス ラッ シュ 、 ト リブ プルダウン 、 プレイ 
ン シ ェ イク 、 封 魔 の 御札 、 光子 砲 な ど が ある 。 


現 カ メラ マン 志望 の アル バイ ター。 高 
校 時 代 、 た くさ ん の 弟妹 を か か えて い 
つも 面倒 を 見 て いた ゆき の は 、 周囲 に 
比べ て か な り 大 人 び て い た 。 そ の た 
め 、 ク ラス メイ ト か ら は 姉御 と し て 慕 わ 
れ て いた 。 成 人 し た 現在 で は 、 弟妹 
た ちゃ 成長 し て あま り 手 が か か ら な く 
な っ た た め 、 昔 か ら の 夢 だ っ た カメ ラ 
マン に な る た め の 努 力 に 没頭 し て い 
る 。 な お 、 面 倒 と を みて も ら っ て いる プ 
ロ の カメ ラマ ン ・ 藤 井 俊介 に は 淡い 恋 
心 を 抱い て お り 、 そ の た め 高 校 時 代 
は あま り 見 えな か っ た 女性 らし きも 出 
て きた よう で ある 。 


4 


| 目 を 見 開い て 驚き を 表現 する ゆき の 。 た だ し 、 
| ゆき の は 肝 が 座っ て いる の で 、 よ っ ぽ ど の こ 
と が な けれ ば こん な 表情 は し な い 。 


| | 目 を 閉じ 、 ひと り 静 か に 考え を 巡ら せる 家柄 
| | これ も 女性 らし い 表情 の ひと つ だ 。 


| ゆき の の 得意 顔 と も いえ る 表情 。 さ す が は 姉 
| 御 と 呼ば た だ け あっ て 、 そ の 顔 に は な ん と 
も いえ な い 師 力 が ある 。 


思わ ず 果 気取ら れ た と き に 見 せる 表情 
に 舞 耶 が と ん で も な い ボ ポケ を し で が じ た と き に 
見 る こと が で きる 。 


= テ 


ー ニ 


アー 


高校 時 代 と 比べ る と 、 ずい ぶん と 女らしく な っ て い 
|$< どこ と な く 生 が 出 て き て いる の に も 注目 し た い 。 


| いつ で も 前 向き な 彼女 は 、 一 同 が 不安 に な る 
場面 で 笑顔 を 見 せ 、 仲 間 た ち に 安 塔 感 を 与え 


思い 人 で ある 馬 井 公介 の 前 に 出る どき 寺 の が 
態度 は 一 変 し て 女性 らし く な る 。 こん な 風 回 議 


ビ 記 一 


て くれ る 。 


| れ て 赤面 し た りす る こと も 。 


_ 学生 時 代 


| 聖 エル ミン 時 代 の ゆき の 。 ベリ ー シ ョ ー ト で 顔つき 
も 貞 し く 、 どちら か と いえ は ば 男性 的 な 頭 を し て いる 。 | 
I うう 


_ ほん や り 


ーー 


| 普段 は 感情 を あま り 表 に 出さ な い ゆき の も 、| 
自分 の 想い 人 の 死に は 涙 を 見 せ た 。 実に 悲し 
| げ な 表情 で ある 。 


| | | ニャ ル ラ ト ホ テ プ ブ の 差 じ 金 に よう 
| て し まっ た と き の 表情 。 ゲ ー ム の 進 


昌 | っ て は 、 目 に する こと が な い 顔 で ある = 


3 ゆず みゆ き の 


に ゆず みゆ き の 


| peoo4 剛 る = | 
白 羊 宮 か ら の 支配 自 半 宮 ( 牡 羊 座 ) に 属す る 人 の 特徴 


は 、 自 ら の 自我 に 強く 支配 され て いる 
こと 。 自我 は スト レー ト に 牡 羊 座 の 人 
の 行動 に 現れ る た め 、 牡 半 座 に 属す 
る 人 の そば に いる と 強烈 な 正義 感 や 
把 り の 感情 を 目の当たり に する こと に 
な る 。 不正 な こと に 直面 する と 見 過 ご 
すこ と が で きず 、 色 り を あら わ に する 
ゆき の は まさ に 白 羊 宮 の 資質 を 備え た 
タイ プ で あろ う 。 
また 牡 羊 座 の 女性 は 、 恋 を し た り 、 
女らしく な っ た りす る の が 他 の 星座 よ 
り も 遅い と いわ れる 。 だ が 、 ひ と た び 
| 和 座 と し て 空 に 掲げ られ て いる 金 の 羊 は 、 か | 谷 を する と と て も 各 力 的 な 女性 に 変貌 
から ける た め に つが も し た も の:| に も 介さ な か っ た の き の た だ か 、 大 人 に 
回 て sa 3 こ な か っ た だ が 、 回 
| 生 ける こと も で きた 電 半 は 、 避 だ を 生 | みっ て か ら は その 竹 格 も 変わ っ た よう 
し まっ だ は だ 。 自分 を よく 理解 し て くれ る 藤井 俊 
の 光 、 金 は 生 買 と し て ゼウス に ささ げ ら れ 、 外 に 出会っ て 、 こ れ か ら ゆき の は どん 
また 金 羊 の 皮 は 天空 に か けら れ て 星座 と な っ た | どん 女性 と し て の 魅力 を 増し て いく こ 
| も の だ と いう 。 | と だ ろう 。 


タロ ッ ト ・EMPRESS 
( 女 益 ) の も た ら す 意味 


女帝 の カー ド は 、 母性 愛 や 僅 大 な る 
母 を 象徴 する 。「 異 開 録 」 で は 、 友人 た 
ち を 暖か く は げ ま し 、 ま た 厳し くし か り 
つけ て いた ゆき の 。 彼女 に ふさ わし い 
カー ド は 、 女帝 し か な い だ ろ う 。 ゆ き 
の は 、 まさしく パー ティ 内 の 母親 的 存 
在 だ っ た の だ 。 そ ん な ゆき の の 人 性格 は 、 
や は り 弟 妹 た ちの 面倒 を 母親 代わ り と 
し て みて いた こと の 影響 が 大 きい 。20 
歳 に な っ で 、 弟妹 た ち が 彼 女 の 手 を 離 
れる と 、 女帝 の カー ド の も つも う ひ と つ 
の 意味 で ある 、 仕事 に 燃え る 女性 、 生 
命 力 に 満ち 溢れ た 女性 の 姿 が 現れ で 
きた 。 やりがい の ある 仕事 を 得 て 、 ゆ 
き の は 新しい 輝き を 放つ よう に な っ た 
の で ある 。 また 、 今後 思い 人 で ある 藤 
井 と 結ば れる よう な こと が あれ ば 、 俊 
し く 茂 し い 母 親 に 戻っ て さら な る 幸せ 
を みつ ける だ ろう 。 


あだ名 ゅ さき の さ ん 、 ユ ッ キー 
剛 長 70cm([ 異 聞録! 登場 時 ) 


間 得 52.g(( 尋 聞録 」 登 場 時 ) 
泊 Aa 
4 月 9 日 7 て 是 | 上 
( 牡 羊 座 
バル ン に は 、 な る 
計 208 (人 は 高生 2 


異 世界 の 御影 町 に 存在 する 森 の こ 
と 。 深部 に は マイ の 住み か で ある お 菓 
子 の 家 が ある 。 以 前 は 花園 だ っ た らし 
い が 、 神取 と アキ の 介入 に より 迷い の 
森 と な っ た 。 本 来 な ら その 場所 に 御影 
綿 察 寺 が ある は ず な の だ が 、 マキ が そ 
れ を 必要 と し な か っ た た め 、 花園 ( 迷 
い の 森 ) へ と 変化 し た の で ある 。 


。! み か げ い せ さ 】 


_ 御影 町 北西 に ある 古代 遺跡 。 誰 で 
も 入れ る よう に な っ て いる が 、 内 部 構 
造 が 非常 に 入り 組ん で いる た め 迷 い 


や すく 、 実際 に ここ を 訪れ る 者 は ほ と 
ん どい な い 。 ゲ ー ム 中 で は 内 部 に 悪 
魔 が 出現 する 。 各階 届 ご と に 出現 す 
る 悪魔 の レベ ル が 設定 きれ て いた た 
め 、 キ ャ ラク ター や ペル ソナ の 鍛錬 所 
と し て 活用 する こと が で きた 。 


(みか けけ いさ つ し ょ 】 。 


件 邊 欠 泊 


_ 御影 町 を 管轄 する 警察 汗 。 モ ペ 
ク ・ ス キャ ンダ ル 時 に 異 界 化し 、 職員 
の ほとん ど は 時 魔 の 襲撃 に より 命 を 落 
す 。 中 に は その まま ゾン ビ コ ッ プ に な 
っ た 警官 も お り 、 警察 署 内 部 は 悪魔 の 
巣 窒 と 化し た 。 また 、 御影 警察 連 で は 
留置 所 に 囚われ て いた ブラ ウン を 仲 
間 に 2 


ea Ds 


御影 町 の 歴史 的 資料 が 展示 され て 


- 
PP 


御影 卿 資料 館 


と が と ころ 狭し と 並べ 随 記 
。 誰 で も 自由 に 関 覧 ” ま た 、 思 世界 に ある 次 吾 
下 狼 内 を 占 損 する 邊 多 


いる 施設 の こと 
で きる よう に な っ て お り 、 内 部 に は 
御影 町 の 歴史 が 記さ れ た 文献 や 御影 


遺跡 か ら 発掘 され た 貴金属 や 鉄器 な か れ て いた 。 


マキ が 入院 し て いた 病院 の こと 。 御 
影 警察 暫 同 様 、 セ ベク ・ ス キャ ンダ ル 時 
に 暴 界 化し 、 多 数 の 畿 牲 者 が 出 た 。 公 ら が ベル ソナ 能力 に 競 
南条 を 追っ て 総合 病院 を 訪れ た 山岡 "で も ある 。 
病院 の 人 々 


ビ と 化し た ナー ス に 殺 和 書き 


し も 


じい さん 


| 内 科 病棟 の 入院 貞 者 。 痴呆 症 の | | マキ の 担当 赴 護 婦 。 EEE 凍 
気 が あ る らし く 、 主 人 公 を ヒロ | | れ た 主人 公 た ち に マキ の 母 に 関 て な 
| シ な る 人 物 と 思い こむ 。 | | する 思 痴 を こぼす 。 


倒す た め に 必要 な 「 破 魔 の 調 


も 、 異 界 化 の 混乱 に 巻き こま 


ーー ーー ーー ンー ンー 


WP"U'WPUTW い UPPUTPUT 和 PetPUPW "UNm り 0" 


【 み か げ ち ょ う 】 


い を 見 せる 場所 で ある 。 ま た 、 反 対 園 は 人 気 が 高 い 影 

の 南側 は 、 公 園 や 神社 な ど が 町 の 外 か ら も 通学 する 生徒 が いる ほ 

も か な り 多 い 。 ま た 巨 ぶ な 区 域 。 さ ら に 一 般 ど で あ る 。 西側 に は 大 き な 川 が 流れ 、 

i 街 で ある ジョ イ 通 りな ども 数 存在 し 、 住 宅 街 と し て の 機能 も 果 休日 に な れ ば 散歩 を する 人 や 釣り 人 
少 町 で も っ と も に ぎわ 同じ く 南 に ある 聖 エ ル な ど で に ぎわ う 場 所 と な っ て いる 。 


影 町 全 図 


お 現実 世界 us | 


病院 で 突如 発生 し た 異変 後 は 悪魔 が あめ ふれ る 危険 

な 場所 と な っ た 。 さ ら に 街 の 外 に な ぜ か 出る こと 
が で き な い 、 と いう 事態 も 発生 し た 。 ま た 、 御 
町 住人 の 重要 な 交通 機関 だ っ た 地下 鉄 も 使用 不 

アガ ステ ィ イプ の 木 と な っ て し まう 。 町 内 に ふた つ 存 在 する 公園 に は 

セ ベ タビ ピル | アガ ステ ィ ア の 木 が あり 、 ゲ ー ム 中 で は セー ブ ポ | 
ン | イン ト と し て 使用 され た 。 


争 S 中 


廃 工場 


アガ ステ ィ 7 の 木 


い の 礎 の テー 
< の こ 、 EE 
Pe 


DI6 
アガ カズ 寺 人 7 の 不 町 医者 W 人 5 


の プー 
IN YINKYAN 


『 ET 料 人 


2 2 
人 tl 
季 野 で 


マキ の 理 息 世 界 


に 分 断 され 、 西側 を マイ が 、 東側 

) る 。 双方 を 繋ぐ ルー ト は 地下 鉄 

み で 、 行き 来 する に は ここ を 通過 し 
s 異 世界 の 御影 町 で は 、 現実 

が 迷い の 森 に 、 総合 病院 が マナ の 


千 
ル が 幽霊 屋敷 へ と 変化 し て お り 、 ま | 
レム クィ ー ン が 統治 する ブラ 
ウド に な っ て いた 。 


三 科 


[ 


春日 山高 校 に 通う 16 歳 の 少年 。 幼 
い 頃 は いじ め ら れ っ こ だ っ た が 、 ペル 
ソナ 能力 を 用 いて 和 宿 敵 の いじ め っ こ 
た ち に 反撃 し て 以来 、 正義 の 番長 と し 
て 春日 山高 校 に 寿 臨 し て いる 。 また 、 
青い 敵 と 化粧 、 奇抜 な ファ ッ シ ョ ン に 
身 を 固め 、 自 ら が ボー カル を 努め る バ 


ンド の リー ダー と し て 活動 を 行なっ て 
いる (し か し 正式 な メン バー は 栄吉 の 
みな の だ が )。 

ビジ ュ ア ル 系 の 外見 か ら は 想像 も つ 
か な い が 、 実 は 寿司 屋 の 跡取り 息子 
で 、 威 地 の よい 江戸 っ 子 口 調 も 父親 か 
ら 学 ん だ も の で ある 。 


天 宮 か ら の 支配 


天 財 宮 か ら の 支配 


天 湊 宮 ( 座 ) は 12 星 座 中 で も っ と 
る 神秘 的 な 星座 で あり 、 守 護 星 で あ 
る 冥王 星 が “ 死 と 再生 "を 意味 する こ 
と か ら 三 面 性 を 持つ 存在 で ある と され 
て いる 。 一 般 的 に は 曰 の イメ ー ジ か ら 、 
雄 如 深 い 、 執念 深い 、 無口 な 人 が 多 
いと 思わ れ が ち だ が 、 実際 は オシ ャ ベ 
リ で 個性 的 な 人 が 多い 星座 で ある 。 
た だ し 人 見 知り を する の で 、 つ き あ い 
の 浅い 相手 に は 本 当 の 姿 は 伝わり に 
くい の で ある 。 本 来 は 情 が 深く 、 資 任 
感 $ 兼 ね 備え た 栄吉 が 、 残忍 な 死神 
番長 と し て 知ら れ て いた の は その せい 
で も ある 。 

また 、 無知 で ピン ト の 外れ た こと ば 
か り 言 っ て いる 栄吉 が 、 た ま に 妙 に 鋭 
い 発言 を する の も 、 鋭い 針 を 隠し 持っ 
た 汰 座ら し い 点 と いえ る だ ろう 。 


タロ ッ ト ・DEATH 
死神) と の 相性 


不吉 な 意味 合い を 持つ と され る 13 
と いう 数 字 が 与え られ た カー ド 、 それ 
が DEATH で ある 。 死神 と いう と 混 池 、 
腐敗 、 滅亡 と いっ た マイ ナス の イメ ヌー ジ 
が 浮か ん で くる 。 だ が 、 タ ロット に お い 
て の 死神 は 解放 者 で あり 、 再生 の 象 
徴 で も ある 。 

破壊 と 再生 と いう 二 面 性 は 、 栄吉 が 
属す る 内 座 の 守護 星 、 冥王 星 の 性 質 
と も 共通 する 。 いじ め ら れ っ こ だ っ た 
栄吉 が 、 ペ ル ソ ナ の 力 を 借り て いじ め 
っ こ た ち に 反 繋 し た こと は 、 い じ め ら 
れ っ こ と し て の 栄吉 の 死 を 意味 し て い 
る 。 そ し て その 後に つづ く 人 生 が 、 彼 
に と っ て の 再生 だ っ た の で ある 。 

また 、 偶然 と が いえ 、 栄吉 が 自ら の 
ペル ソナ を 死神 と 呼び 、 周囲 か ら も 死 
神 番長 の 名 で 恐れ られ て いた こと は 、 
彼 の 専用 ペル ソナ が DEATH で ある こ 
と を 考え る と 非常 に 興味 を そそ られ る 
エピ ソー ド で ある 。 


天 壮 宮 は 、 オリ オン の 足 を 刺し て 殺し た 地 の 姿 で 
ある と され る 。 目 に 留まる 動物 た ち を 見 境 な く 
殺し て まわ る オリ オン の 所 行 を 見 か ね 、 神々 が 差 
し 向け た 刺客 が この 滅 な の で ある 。 オ リオ ン を 
見 事 退 治し た 功績 に より 早 は 天 に 昇っ て 星座 と 
な っ た 。 ま た オリ オン も 同じ く 星 座 と な っ た が 、 
オリ オン は 今 で も 纏 を お それ て 逃げ 回 っ て いる 
の で 、 さ そり 座 と オリ オン 座 を 同時 に 見 る こと は 
| で き な い 。 


EAT の アル カナ に 属す る ベル ソナ は どれ も 、 
冥府 に 深い 関わ り を 持つ も の や 、 あ る い は 人 死神 
その も の で ある 。 三途の川 の 渡し 守 カ ロン や 、 
フラ ンス の 死神 アン クウ も その ひと り 。 さ ら に 、 
| 栄吉 の 専用 ベル ソナ で ある ハー デス は 冥界 タル 
タロ ス の 王 で あり 、 初 期 ベ ル ソ ナ と し て 登場 し 
| た ラダ マン ティ ス は 、 ハ ー デ ス の も と で 働く 三 | 
判官 の ひと り で ある 。 | 

] 


の の 7 の 4 の な の 


化粧 の せい も ある の だ ろう が 
立ち が 整っ て いる た め 、 す まし | 
| と な か な か の ハン サム に 見 える 


| 、 人 

| | まさ に 目 が 点 、 と いっ た 表情 で ある 間 
に な っ た 眉 や 、 開 けっ 放 じ の 占 か ら も 条 
| と られ た 様子 が うか が える 。 


| 栄 喜 の 怒り の 表情 は 、 実 に スト ドレ 


| | ベル ソナ の 力も ある と は いえ 、 さ 9 
| で 番 を は る だ け の 迫力 が 感じ られ る 


栄吉 は 、 意 外 に 涙 も ろ い 面 を 持 う 
| 側 は 泣き 笑い に 近い 表情 だ が 、 右 
| 泣き の よう で ある 。 


が 
ー グ er 


目 を 閉じ て 頭 を 傾け 、 た め 息 を も ら す 。 
| 栄吉 。 口 も 波線 を 描く よう に 曲がり 、 
と て も コミ カル な 表情 で ある 。 


| は 門 し み の 表情 。 眉間 の し わ や 口 も と に 、 口 か ら は 血 を 流し な が ら も 、 不 敵 に 笑う 栄吉 
5 えさ れ ぬ 悲し み が 感じ られ る 。 一 方 下 は 、 | の 表情 。 こ ん な シリ アス な 顔 の 栄吉 は 滅多 に 
上 人 な 苦痛 の 表情 だ ろう 。 見 る こと が で き な い た め 、 か な り 印 象 的 。 | 


子供 時 代 の 栄吉 は 、 現在 の 誠 か ら は 交 人 が | 
| つか な い ほ ど 太 っ て いる 。 頭 は お 面 で 見 え | 
| な い が 、 お っ と り 顔 だ っ た の だ ろう 。 


| あだ名 ミッ シェ ル 、 死 神 番長 
身長 "185cm 

62kg 

Q 型 

11 月 15 日 

戴 座 

16 歳 


Re ふた と お りあ る 。 上 の 自分 に 
人 は ほか の キャ ラク ター に は | 
い ※ 寺 特 の 表情 で ある 


が っ て ん 寿司 の 店 主 に し て 栄吉 の 
父親 。 47 歳 。 江戸 っ 子 気質 の ガン コ 
親父 で 、 栄吉 に は 父親 と し て の 威厳 を 
示す た め 、 自 分 は 空手 、 柔道 、 カ ポ エ 
ラ な ど 合 計 18 段 の 有段者 で ある と 教 
え こ ん で いる (ホン ト は そろ ば ん 3 級 し 


ペル ソナ シリ ー ズ に は 、「 女 神 転生 」 
以降 お な じみ の カジ ノ を 筆頭 に 、 さ ま 
ざま な ミニ ゲー ム が 登場 する 。 これ ら 
の 要素 は 、 ス トー リー の 本 筋 に こそ 関 
わら な いも の の 、 そ の 勝敗 に よっ て は 
戦闘 を 有利 に する アイ テム な ど を 手 に 


いた の で 、 本編 そっ ちの 中 
没頭 する プレ イヤ ー も 少く 康誠 
だ ろう 。 以下 で は 請 刻 凍 衣 
最新 作 で ある 『「 削 |』 に 場 由 還 
ゲー ム に つい て 紹介 VI 語 


人 探し in 赤 提 旭 b ら 0 


| 名 天 市 各地 に 散ら ば る メッ セッ 
す と いう ミニ ゲー ム 。 特定 の | 


か 持っ て いな い )。 店 に は 自分 の 口癖 
で も ある 「 が っ て ん 」 と いう 名 を つけ 、 
“ 心 ・ 技 ・ 鯛 " を 心 条 に 日 夜 家族 の た め 
に が ん ば っ て 働い て いる 。 


ae 
レン 


入れ られ た の で 、 パー ティ の 戦力 強化 
の た め に 、 ま た は ちょ っ と し た 息抜き 
の た め に 利用 する こと が で きた 。 特に 
「 六 」 に は 、 今 ま で の 作品 に は な か っ 
た 新た な ミニ ゲー ム が 多数 追加 され て 


カジ ノ in ム 一 大 陸 
ーーーーー ーー 
| 夢 崎 区 に ある ー ズ メン ト セ ンタ ー・ ム ー 大 
陸 は 、 噂 を 流す こと に よっ て カジ ノ に 変身 する 。 
| ここ で は 、 コ イン を 賭け て スロ ッ ト 、 ポー カー、| 
| ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク の 3 つの ゲー ム を 楽し お こと が | 
| で きた 。 コイ ン の 単価 は 100 円 で 、 稼い だ コイ ン 
は マジ ッ ク カ ー ド や マテ リア ルカ ー ド な ど 、 ほか 
で は 入手 で き な い よう な レア アイ テム と 交換 で き 
る 。 また 、「 罪 」 で は 特定 の ゲー ム 台 の 勝 敗 率 を 噂 
で 操作 する こと も 可能 で あっ た 。 


公 た ち は 
する と いう か た ち で ゲー ム に 拓 
| と が で きた 。 ブレ イ す る に は 1000 円 の 佑 
必要 だ が 、 捜索 依頼 を 果たせ ば それ を 下回る 現代 
が も ら え る 。 ま た も ら え る 金 額 は 探 田 硬 
物 に よっ て 変化 し た 。 


キス メッ ト 出 版 に 勤め る 、 クー レ スト 
編集 部 の 編集 長 。 仕事 ひと 筋 の キャ リ 
アウ ー マ ン で 、 34 歳 に も な っ て 男気 まっ 
た く な し と 私 生活 は 荒ん で いる よう だ 。 
社内 で は 有 能 な 編集 長 と し て 高い 評 
価 を 得 て い る が 、 頭 が 回 いと ころ も あ 庄 。 
り 、 部 下 た ちと ぶつ か る こと も し ば し ば 。 ワン ロン 占い 


| 溢 南 区 の シー サイ ドモ ー ル に ある 珠 間 電 ニョ 識 


地図 作成 in エボ ニー 


| ホテ ルプ レア デス に ある エボ ニー の 常連 客 、 サラ | ye 
ー ム ・ ラ ディ ー ン に 依頼 を 受け て 次 に 訪れ る べき | は 、 噂 を 流す こと に よっ て ジニ ー に ワク 中 
ダン ジョ ン の 地図 を 完成 させ る ミニ ゲー ム 。 アラ | を し て も ら う こと が で きる 。 これ は 、 
ブ の 大 富 衰 で ちる サラ ー ム を 噂 操作 で 地図 コレ | タク ト 時 な ど に ブレ イヤ ー に 好 結 果 を も 訪 
クタ ー に する こと で プレ イ 可 能 に な る 。 地図 完成 | いで 、 さ ら に ゲー ム 中 骨 で 発生 する 噂 
の 報酬 は サラ ー ム 特製 の カー ド セ ッ ト で 、 悪魔 と ター 問 の 相性 を よく する 相性 占い を 楽 お 
の コン タク ト で し か 入手 で き な い タロ ッ ト カ ー ド で きた 。 た だ し 、 占い 料金 は ワン ロジ 凸 M 
や 、 イン セン スカ ー ド な ど を も ら う こと が で きた 。 3000 円 、 相性 占い が 5000 円 と か な り 


を 。 


関す る 考え 方 の 
違い か ら 、 い つ 
も 対立 し あっ て 


【 み ゅ ー す 】 


佐々 木 銀 炊 が プロ デュ ー ス する アイ 
防 グ ポー プ 。 メンバー は 柴田 麻美 、 
談 島 美歩 リサ ・ シ ル バ ー マ ン の 3 人 で 、 
すれ も 七 姉妹 学園 の 生徒 た ち で あ 
% 罰 罪 ] で の 彼女 ら は 、 プ リク ラ を 貼 
6 おけ ば アイ ドル に な れる と 剛 さ れ 
る プリ クラ ド を 利用 し た こと で アイ 
服 と な り 、「 六 』 で は ワン ロン 占い の 
硬 果 で アイ ドル と な っ た 。 


唄 : MUSES | 
performed by 小西 寛子 


[ 

| (Dial J Dial J) 心 晴れ な い 
(Disl J Dial J) 明日 が 見 えな い 

| (Dial J Dial J) 夢 が 見 えな い 


私 を 置い て 行く 時 の 流れ 

肌 で 感じ て 黄 皆 に 件 お の 
「 変 わら な いも の な ん て な いよ 』 

あな た の 言葉 悔し く て 


| ダイ アル ー つ の 細い 絆 
| まる で ガラ ス 細 工 だ ね 
今 ど こ に いる の ?」 
本 当 に 聞き た いこ と は 違う こと | 
(Call a Joker right now!) 
私 な ぜ 生き て る の | 
(Call a Joker right now!) | 
な ん の た め 生 き て る の 
(Call a Joker right now!) 
な くし た 夢 取り 戻 そう 


の 軸 (は ね ) も ら っ て 飛び 立 と う Oh yeah | 


空 に 瞬く 兄 の 星 に 
止ま っ た 刻 は 動き 出す 
享楽 の 舞 


] 影 達 の 誤 


の 

履 罪 の 迎え 火 は 天 を 照ら し 
其 子 の 史 座 は あま ね く 署 く 
冥府 に 輝く は 五 な る 鍋 腰 
天上 に 輝く は 聖なる 十字 架 
天 に 昇り て 星 が 動 き を 止め る 時 
マイ ヤ の 乙女 の 鼓動 も 止ま る 
| 後に 残る は 地上 の 楽園 
そし て 刻 は 繰り 返す 


【 お 一 た いり く 】 


夢 崎 区 に ある 巨大 な アミ ュー ズ メ ン 
ト セ ンタ ー。4 階 まで ある フロ ア に は 各 
種 ゲ ー ム 機 が 設置 され て お り 、 多 く の 
若者 た ち で に ぎわ っ て いる 。 ゲー ム 中 
で は 、 噂 を 操作 する こと に よっ て 1 階 の 
メダ ル ゲ ー ム コー ナー が カジ ノ へ と 変 
化し た 。 また 、 ア トラ ス が 経営 する 同 
名 の ゲー ムセン ター も 実在 する 。 


1996 年 9 月 20 日 に 発売 され た 、 ペ ル 
ソナ シリ ー ズ の 記念 すべ き 第 1 作 。 これ 
まで の メガ テン 的 要素 を 一 新 す る こと 
に 重点 を 置い て 制作 され た 作品 で 、 メ 
ガテン ファ ン で ある コア ユー ザー か ら 女 
神 転生 シリ ー スズ を 知ら な い ラ イト ユー ザ ザ 


ー ま で 、| ず べ て の 人 W 還 
人 が 楽し め る よう 計 
な 新た な スタ イル 
を 築い た 作品 で 
ある 。 物語 の 詳細 
に つい て は 、 P4 を 
参照 の こと 。 


「 罪 」 の 世界 の こと 。 前 の 世界 に 登 
場 す る キャ ラク ター た ち は 、『 罪 』 の 世 
界 の こと を 「 向 こう 側 ] と 呼ん だ 。「 神 」 


に 登場 する 周防 達 世 は 「 向 こう 側 」 の 
世界 の 達哉 で あり 、 前 』 の 世界 で の 
事件 を 終結 させ た 彼 は 、 ひ と り 「 向 こ 
う 側 」 へ と 戻っ て いっ た 。 


み し な か ん きち 


【 め た る 』 


想像 上 の 人 物 が 具現 化し た 存在 の 
こと 。「 罪 ]」 の シバ ル バ ー や 「 削 」 の ア 
メ ノ ト リフ ネ は 、 考 えた こと が 現実 と 
な っ て 現れ る と いう 特殊 な 空間 で あ 
っ た た め 、 そ こ で 誰か が 特定 の 人 物 
の こと を 思い 描く と それ が 実体 化し 、 
メタ ル 状 の 姿 で 出現 し た 。 メ タル ・ マ 
ム は 淳 が 母 の こと を 、 メタ ル ・ ダ ディ は 
栄吉 が 父 の こと を 、 メタ ル ・ 栄 吉 & リ 
サ & 淳 は 達哉 が 彼ら の こと を 思っ た 
た め に 現れ た の で ある 。 


メタ ル ・ マ ム || メタ ル ・ ダ ディ 


メタ ル ・ 淳 


「 禄 」 に 登場 する ラス ト タ ダンジョン 。 精 
神 世界 が 実体 化し た 特殊 な ダン ジョ ン 
で 、 理性 、 本 能 、 裁き 、 知性 、 感情 、 断 
罪 の 6 つの エリ ア で 構成 され て いる 。 
理性 と 本 能 の エリ ア に は それ ぞ れ 克哉 
と うら ら の シャ ドウ が 出現 し 、 そ こ で 下 
され た 罪 に よっ て 裁き の 界 で 戦う 敵 の 
強 き が 変化 する 。 同 じ よ うに 、 知性 と 


感情 の 界 で は パオ フッ ゥ の シャ ドウ と 達哉 
に 拐 し た ニャ ル ラ ト ホ テ プ が 登場 し 、 断 
罪 の 界 で 六 が 下さ れる こと と な る 。 
モナ ド マ ン ダラ は 非常 に 広大 な ダン 
ジョ ン だ が 、 各界 に 設置 し て ある 水晶 
に 触れ る と レス ト エ リア に 通じ る 扉 が 開 
放さ きれ 、 ベ ル ベ ッ トル ー ム や 回 復 の 泉 、 


アラ ヤ 神 社 へ 行く こと が で きた 。 


マン ダラ (時 陀 羅 ) と は 、 仏教 の 教理 
に 従っ て 、 大 勢 の 仏 や 菩薩 を 模様 の よう 
に 描い た 絵 の こ と で ある 。 心理 学者 ユ 
ング は この マン ダラ に 深い 興味 を 抱き 、 
マン ダラ に は 自己 の 本 質 的 イメ ー ジ が 投 
影 さ れ て いる と 考え た 。 また ユン グ は 、 
マン ダラ の 図形 が 宗教 を 問わ ず 世 界 中 
に 存在 する こと を 知り 、 な お か つ 、 東 洋 
の マン ダラ に つい て その 存在 すら 知ら な 
い 患 者 が 、 不思議 と マン ダラ に よく 似 た 
絵 を 描く こと を 発見 し た 。 つ まり 、 マン ダ 
ラ は 宗教 や 文化 、 教育 に 関 ら ず 、 人 類 す 
べ て に 共通 する 根本 的 な 自己 イメ ー ジ を 
描い た の の の で の 


也 


画 


南条 家 の 執 事 で 、 幼い 頃 か ら 南 条 
の 身 の ま わり の 世話 を すべ て 取り し 
きっ て きた 人 物 。 マ キ を 見 舞う た め に 
御影 総合 病院 を 訪れ た 南条 の あと を 
こっ そり つけ て いた が 、 御影 町 が 異 界 


最期 まで 南条 の こと を 気づか っ 
て いた 山岡 。 そ の 遺言 は 今 も 南 
| 系 の 中 で 生き て いる の だ ろ う 。 


| 勝た っ 寺 神 具 (マテ リア 誠 較 
れ ば ペル ソナ と し て 召喚 で き 


身勝手 な 性 格 で は ある も の の 、 本 来 
は 素直 で 用 し が り 屋 の ご く 普 通 の 少女 
だ うた よう で ある 。 本 心 で は 雪 の 女王 
か ら 解放 され た いと 感じ て いた 彼女 
は 、 倒す と 礼 を いっ て 消え て いく 。 


フィ レモ ン が 見 せる 夢 の こ と 。 フ ィ 
較 レ モン は 、 現実 世界 で は 人 間 の 次 を 
と る こと が で き な い 。 そ の た め 、 目 を 
5 けた 人 物 を 意識 と 無意識 の 狭間 に 
傘 在 する フィ レモ ン の 間 に 呼 び つ けた 
り 、 ある い は その 人 物 の 夢 の 中 に 登 
則 し た り し て 彼ら に 指針 を 示す の で 
ある 。 マ キ は ペル ソナ 様 を 行なっ て 
いな い が 、 愛 の 中 で フィ レモ ン と 出 会 
5 た た め 、 理 想 の マキ も ベル ソナ を 
了 う こと が で きる よう に な っ て いる 。 


ーー ーー ーー 


アメ リカ で 発売 され た 、「 異 開 録 」 の 
USA 版 ソフ ト の こと 。 スト ー リ ー や シス 
テム は その まま だ が 、 キャ ラク ター の 姿 
や 名 前 は アメ リカ 風 に アレ ンジ され て 
いる 。 見 た 目 に 関し て は プラ ウン や マ 
キ の よう に ほとん ど 変 わっ て な いも の 
も いれ ば 、 お な じみ の 寝 攻 へ ヘア が な く 
な っ た 主人 公 や 、 黒人 版 マ ー ク の よう 
に グラ フィ ッ ク が 大 幅 に 変更 きれ た キ 
ャ ラク ター も いる 。 そ れ ぞ れ の 相 條 点 


も な ど ま ん だ ら 


の 


Cos 


すす り 潤 く 女 の 幽霊 が 出没 する と 
噂 され る 建物 。 現 実 世界 で は セ モ ベ ク 
ビル が あっ た 場所 に 存在 し 、 空 間 の 
ね じ れ に より 互い の 建物 が 上 繋が っ て 
いた 。 こ こ で 登場 する 幽 辻 と は 、 悪 
魔 化し た 園 村 節子 で あり 、 マ キ を 求 
め て すす り 泣 く 声 が 部 屋 の 外 で 洩れ 


を 見 比べ て みる と 楽し い だ ろ う 。 

| 国 和 礎 希 | 圧 和 | Mary (マリ ー) | 
南条 圭 | 計 虹 Nate (ネイ ト ) | 
家 械 正男 | 庄 尋 Mark (マー ク ) 
上 秀彦 | 司 ヨ | Bred (ブラ ッ ド )| 

| 桐島 英理 子 | Blen (エレ ン ) 
村瀬 優香 | Alana (アラ ー ナ ) | 

| 放 ゆ き の | Yuki コキ) | 
城戸 玲司 | Chris ウリ ス ) | 


キャ ラク ター の イラ スト は 、 オ リ ジ ナ ル に 比べ | 


| 


る と 、 少 し 肌 の 色 が 白い の が 特徴 。 


加 エ ルミ ン 学 園 演劇 部 に お ける 伝 
統 の 芝居 の こと 。 アン デル セン 童話 の 
「 雪 の 女王 1] を モチ ー フ に し た も の で 
ある 。 物語 の 主役 と な る の は 、 少 年 
カイ と 少女 ゲル ダ 。 平和 な 村 に 和 突 加 
あら われ た 雪 の 女王 に カイ が さら わ 
れ 、 水 づけ に され て し まう が 、 カ イ 
を 愛す る ゲル ダ が 苦労 の 果て に 少年 
を 探し 出し 、 そ の 涙 で 氷 を 溶かす と 
いう も の で ある 。 

か つて 、 こ の 芝居 は 聖 エ ルミ ン 学 
園 の 演劇 部 に よっ て 毎年 演じ られ て 
いた が 、 雪 の 女王 役 の 女 生徒 に 事件 
が 多発 し た こと か ら 現 在 で は 「 雪 の 
女王 ] の 公演 は 打ち 切ら れ て いる 。 


「 異 開 録 」 の も う ひ と つの シナ リ 

ルー ト で ある セ ベ ク 篇 が 

界 の 御影 町 を 舞台 に 展開 

し て 、 裏 ル ー ト に あたる 雪 の 女王 篇 の 
移動 可能 エリ ア は 績 りつ v だ 3 
つの 塔 の み と 、 そ の 舞台 は か な り 狭 
い 。 し か し 、 その 分 攻略 の 難易 度 が 
高く な っ て いる の で 、 ゲー ム と し て の 面 
白き は セ モ ベ ク 篇 に 勝る と も 劣ら な い シ 
ナリ オ で ある と いえ る だ ろう 。 また 、 こ 
の シナ リオ で は セ ベ ク 篇 で は 一 時 期 
し か 仲間 に で き な か っ た ゆき の が 、 


| っ て 決定 され る 。 詳し く は 172 ペ ー ジ の ル | 
ー ト 分 岐 の 項目 で 解説 し て いる の で そちら 
| を 参照 し て ほし い が 、 基 本 的 に は 病院 ク 
リア 後 の 学園 で 雪 の 女王 の 呪い に 関す る 
| 情 報 を 追っ て いけ ば OK だ 。 


婁 の 女王 放 で は 、 す べ て が 凍り つい て 異 世界 
| 変じ た 学校 が 所 台 と な る 。 | 


ANIC 人 A 


ゆき の を 中 心 と し た パー ティ 
女王 に 囚われ た 沈 子 先生 の 救出 を 目的 
と する 雪 の 女王 篇 で は 、 彼女 を 慕う ゆき | 
の が リー ダー 格 と な る 。 固 定 の メン バー 
| は 主人公 、 ゆき の 、 ア ヤセ の 3 人 で 、 さら 
に 彼ら 同様 学園 に 閉じ こめ られ た 南条 | 
ブラ ウン 、 エリ ー の うち た り を 任意 で 仲 | 
間 に 加え る こと が で きた 。 残る マキ 、 マー 
ク 、 レイ ジ の 3 人 は 事件 発生 時 に 学園 内 | 
に いな か っ た た め 仲間 入り させ る こと は で 
き な い 。 彼 ら は それ ぞ れ の 事情 で 独自 に 

ベク ・ ス キャ ンダ ル に 立ち 向かっ て い 


旭川 レ イジ 


鏡 の 破片 と エン ディ ング の 関係 
| 攻略 すべ き ダ ンジ ョ ン は 、 ヒ ュ プ ノ ス の 
> ナ ト ス の 塔 、 氷 の 城 
の 4 つ 。 最終 ダ で ある 氷 の 城 に 入 
| る に は 、3 つ の 塔 内 か ら 「 鏡 の 破片 ] と 
いう アイ テム を 8 枚 以上 集め な けれ ば な ら | 
ず 、 この 条件 を 満た さ ず に 塔 を クリ ア す る | 
| と 、 そ の 後 の 展開 が 沈 子 先生 を 救え な い | 
| バッド エン ディ ング へ と 決定 され る 。 
| 雪 の 女王 入 
| 篇 同様 エン ディ ング が | 
| たつ 存 在 する 。 そし て 、| 


ジン 


アン ブロ シア の 入手 1 
雪 の 女王 和 訪 で は 、3 つ の 塔 の 族 用 
よっ て 「 ア ン ブ ロ ジア 弓 
| ム を 入手 する こと が で きた 縛 四 
| キャ ラク ター の 最強 ペル ソ を 幅員 
| る の に 必要 な アイ テム で 、 政略 腹 の 
易 度 が 高けれ ば 高い ほど その 愉 詩 3 
| 増え て いっ た 。 
証 


| 


) 利 。UU | 


ゆ き の じ ょ お う へ ん 


了 玖 市 内 で 、 も っ と も に ぎわ っ て 


5 る 場所 。 こ の 区 に は アミ ュー ズ メ ン 
ト セ ンタ ー や クラ ブ 、 CD ショ ッ プ な ど 、 
天 型 の 店 舗 が 立ち 並ん で いる 。 さら 
較 に ショ ッ ピ ング モー ル で ある 夢 崎 セン タ 
街 に は 日 焼け す ロ ン や ファ ー ス ト フ 
雪 ド 店 な ど テ ィ ー ン エイ ジャ ー 必 須 の 
誰 設 も ズラ リ と 軒 を 連ね て いる 。 まさ 
較 に 若者 た ちの 楽園 と も いえ る 区 域 で あ 


2 - よ < 5 まい か に あ 


る 。 恒 夜 を 問わ ず 多 く の 若者 た ち が 


娯楽 を 求め て この 街 に や っ て くる が 、 
その 裏側 で は 各種 施設 で 働く 大 人 た 
ち が 、 彼ら が 落す 多額 の 金 で 生活 を 
潤 わ せ て いる 。 夢 崎 区 は 、 まさに その 
名 が あら わす と お り 珠 開 瑠 市 民 の 欲 を 
満た す 夢 の 街 と し て 機能 し て いる の 
だ 。 ちな み に (実際 に この 地区 の モデ ル と 
な っ た の は 、 東 京都 の 渋谷 区 で ある 。 


夢 崎 区 全 図 | 


いる クラ ブ 。「 加 で は 達哉 や 杏 
款 が 学校 を さぼ っ て は ここ て に 入 
り 浸っ て いた 。 


ブ 。 トレ ー ニ ング ルー ム 、 ボク シ 
ング ジム 、 ダン スス タ ジ オ な ど | 


| 諸 た ちの た まり 場 と も な っ て | | 完全 会 員 制 の フィ ッ ト ネス クラ | 
8 の 施 そろ っ て いる 。 


若者 に 人 気 の 店 舗 が 軒 を 並べ る | 
アー ケー ドモ ー ル 。「 罪 」 で は | 


ク anima mundi が こ 
えて いた 。 
mm 


GA まう 若 
半 相 手 に 計 
る 。 当然 な 


が 楽 施 ダル ゲー ム 
518 歳 未 : は 立ち 入り 表 上 


4 層 思 て の 放 で 、 1- ら 階 は メ 
4 階 は ビデ オ ゲ | 
ー ム コー ナー と な っ て いる 。 


」5 の ョ ッ 
は ラジ オ の 公開 録音 な ど に 使用 | 


| され る スタ ジオ が あり 、 収 録 時 
| に は 多く の 若者 で に ぎわ う 。 


誰 も が 心 の 中 に 描い て いる で あろ 
う 将 来 の 願望 の こと 。 それ は 必ず し も 
実現 で きる よう な こと で は な いか も し 
れ な い が 、 人 は それ を 支え に 日 々 生 
き て いる 。『 罪 』 世界 の JOKER は 、 自 
分 を 呼び 出し た 者 が 即座 に 願い 事 を 
言わ な いと 、 こ の 夢見 る 心 を 奪い 、 術 
者 を 廃人 に し た 。 


らん は お 】 


須藤 竜 蔵 が 多額 の 報酬 と 日 
縄張り の 確保 を 餌 に 手 を 結ん だ 、 台 
湾 マ フィ ア の 殺し 屋 。 5 年 前 、 竜 蔵 の 
汚職 事件 を 捜査 し て 
いた パオ フッ ゥ ら を 氏 
い 、 彼 の パー トナ 


美樹 を 殺害 し た 。 Na 
彼 は 組織 と も ど we 
も 新 世 事 の 活動 に 
協力 する が 、 その 役 
割 を 終え る と と も に 竜 
蔵 に 裏 功 ら れ 、 菅 プペ 
原 陸 将 に よっ 
て 命 を 絶 
ぷれ て "LM 
まつ 


【 よ くそ と すじ ゅ に あ 】 


異 界 化 し た 御影 町 の 東西 を 結ぶ 地 
下 鉄 タ ー ミ ナル の 守護 者 。 破 魔 の 鏡 を 
持っ て いな いと 相手 に も し て も ら え な 
い 。 ヨ グ = ソ トー ス は "戸口 に 潜む も の !『 
の 意味 を 持つ 、 ク トゥ ルー 神話 の 外 な 
る 神 の ひと り 。 旧 支配 者 が 住む 外 宇 


宙 べ へ の 扉 の 鍵 で あり 、 ま 
た 守護 者 で も ある 。 ヨ グ 
ソト ス jr が ター ミナ ル の 守 
護 者 と し て 登場 し て いる 
の は その た め だ ろ う 。 

ヨ グ = ニ ソ トー ス は 泡立つ 無 定型 の 
怪物 と され て いる が 、Jr の ほう は 


緑色 の 巨体 を 持つ 、 ら 足 歩行 の 悪 
魔 と し て 描か れ て いる 。 


聖 エ ルミ ン 学 園 に 通う 男子 生徒 。 太 
っ て いて 動作 が 緩慢 な た め 、 周囲 か ら 
は “トロ "と 呼ば れ て いる 。 アヤ セ に 一 
途 な 思い を 寄せ て いた が 、 雪 p の 女王 
篇 で は アヤ セ に 激しく 拒否 きれ た こと 
で 逆 上 し 、 体内 か ら ペ ル ソ ナ を 出し て 
攻撃 を し か け て きた 。 

卒業 後 は ペル ソナ 能力 を 駆使 し 、 セ 
ー ル スマ ン と し て 大 成功 を 収め て いる 。 
また 、 多 く の 人 と 接する 機会 を 利用 し 
て きま ざま な 障 を 入手 し 、 噂 屋 と し て 
主人 公 た ちの 手助け を し て くれ る 。 


| トロ が ベル ソナ を 召 写 する と き に は 、 こ の 史 文 
| が 必要 に な る らし い 。 


E 姉 妹 学園 に 通う 女 生 徒 。 か つて 
は 陸上 部 の エー ス と し て も て は や され 
た が 、 ケ ガ を し て 現役 を 退 い て か ら 
は すっ か り 無 気力 と な り 、 学 校 に も あ 
まり 来 な く な っ て し まっ た 。『 罪 』 で は 仮 
面 党 の 幹部 と し て レイ ディ ・ ス コル ビオ 
ン の 名 で 登場 する が 、 か つて 似 た よう 
な 思い を 抱え て いた ゆき の に よっ て 救 
われ る 。 一 方 、「 六 』 で は 不良 っ ぽい 
行動 を と っ て いる も の の 、 達哉 と は 友 


よし ざか 


こそ ke 3 て いる 。 


0 省 事 な ど を 夢 で 予知 する 
。 異 界 化 する 前 の 聖 エ ルミ ン 学園 
i トロ が 予知 夢 ら し きも の を 見 た 
と 語っ て いる 。 どう や ら 夢 の 中 で 少女 
に 助け を 求め られ た よう だ が 、 これ が 
現実 世界 の マキ か ら の SOS だ っ た と す 
る と 、 な ぜ ト ロ が その メッ セー ジ を 受 
信 し た の か は 不明 で ある 。 


ーー デー 
Ln 


や 0 いす "WU" 


ee こう ち け ん た 


記 バ ル バ ー 淫 上 後 の 珠 半 玖 市 に 出 
罰 し た 神 度 。 剛 罪 の 迎え 火 と し て 爆 


折 GOLD、 空 の 科学 館 の 跡地 に 突 
串 と し て 出現 し た 。 神殿 最 奥 部 に は 、 
ロン ギ ス ヌス 13 に よっ て 奪わ れ た 水 品 

置き され て お り 、 内 部 に は 神 
スト バタ リオ ン の 兵士 の 


ゲー ム 中 に 出現 する 4 つの 神殿 は 、 そ 


れ ぞ れ 天 衝 座 、 厳 座 、 獅子 座 、 牡 牛 座 
の 4 星座 に 対応 し て いる 。 これ ら は シバ 
ル バ ー の 眠る 七 姉妹 学園 を 中 心 に 、 グ 
ラン ドク ロス と 同じ 位置 関係 で 出現 し て 
お り 、 各 宮殿 に イデ アル エナ ジー で 満た 
し た 水晶 剛 骨 を 設置 する こと で 、 珠 聞 瑠 
市 の 浮上 を 実現 させ た の で ある 。 


ーー 


計り の シン ボル を 源 く 神殿 。 内 部 は 苔 び し た よう | 
トド も 見 える 、 く すん だ 緑色 で 彩 られ て いる 。 | 


還 坂 の スマ イル 平 坂 の 焼け 跡 に 出現 し た 水 舞 | 


」 


坦 座 の シン ボル が 描か れ た 天 紋 宮 は 、 夢 崎 区 の 
GOLD 跡 地 に 出現 し た 。 内 部 は 薄暗く 、 床 や 壁 、 
| 天井 な ど あ ら ゆ る 面 が 青く 塗ら れ て いる 。 


上 区 の 計 外 弟 堂 の 天地 に 出現 し た の は 、 
で ある 。 血 の よ うに 赤い 床 に は 、 溶 けた 
2 ス フ ァ ルト の よう な 残骸 が 残っ て いる 。 


て いる 。 内 部 に は 一 面 に 砂 が 敷き 詰め られ 、 と 


港南 区 の 空 の 科学 館 訪 地 に は 、 2 
ころ どこ ろ で 流砂 が 発生 し て いる 。 ] 


ム 負 

ーー まさ マ 
| 辺 売 ジ 
日 本 一 と 名 高い プロ 野球 チー ム 。 
No.1 を 愛す る 南条 が ひい き に し て い 
る チー ム で 、 パ オフ ッ が 応援 する 半 神 
ジャ ガー ズ と は た び た び 比較 され て い 
る 。 南 条 の 嫁 売 ジ ャ イア ンズ に か ける 
青 幸 は 、 パオ フゥ と の コン タク トコ マン 
ド 「 野 球 狂 の 唄 ] で 聞く こと が で きる 。 


雪 の 女王 篇 で 登場 する 、 宿 
ら 離 れ て 独自 に 行動 する ペル ソナ 。 も 
と は 大 子 先生 の 学生 時 代 の ライ バル 、 
知美 の ペル ソナ だ っ た が 、 の ち に 己 の 
意思 に よっ て の み 行 動 。 痢 と いう 名 の 
絶望 を 人 々 に 与え る た め 、 永遠 の 夜 
を 完成 させ よう と し た 。 


慰 


] 


【 ら う .、 か す ち 。 


人 の し 
ラヴ ・ ガ スチ ェ ン バー 


平 坂 区 に ある ラー メン 屋 。 店 主 が も 
と 女 ス パイ だ と いう 根 も 葉 も な い 噂 が 
エス カレ ー ト し て 、 裏 で 本 物 の 武器 を 
販売 し て いる と ささ や か れる よう に な っ 
た 。 メニ ュー に な い ゲ テモ ノ 料 理 を 注 
文 する と 武器 が 購入 で きる 
と し で た だ し くん が 果 生 る 
敢 に も 挑戦 し て いた 。 


英文 が 刻ま れ た 、 シルバー 製 の オイ 
ル ラ イタ ー。 も と は 秘 原 明 成 の も の だ 
っ た が 、 息子 の 淳 に 手渡 きれ た 。 さら 
に 「 罪 』 で は 友情 の 証 と し て 達哉 の 手 
に 渡っ て お り 、 ライ ター の 蓋 を カチ カチ 
と 鳴ら す の が 達哉 の 癖 に な っ て し まっ 


科 NN て いる 。 


何かと 怪し い 噂 が つき ま の 
と う 、 ラー メン ( 赤 提 条 ) し 

| らい し の お ば ちゃ ん 。 アト ラ 

ス の 第 一 開発 デザ イン 、 名 
白石 恵 氏 が モデ ル と ンー 
| な っ て いる 。 「 < 


藤井 俊介 が 持っ て いた カメ ラ 。 父 
親 の 形見 で 、 レ ンズ が 割れ て 写真 を 
写す こと は で き な い が 、 大 切 に 保管 
され て いた 。 藤井 は 、 ゆ き の が 本 心 
か ら カ メラ マン に な ろう と 思っ た と 
き に その カメ ラ を 譲 ろ うと 考え て い 
た 。 ゆきの は 府 徳 寺 の 住職 か ら カ メ 


ライ カ と は 、 ド イツ の 一 流 カ メラ メー カ 
ー の 名 前 で ある 。35 ミ リカ メラ の 祖 と も 
いえ る 存在 で 、 ク ラシック カメ ラ の 代表 
的 存在 。 他 社 か ら 多 く の 高 性 能 カ メラ が 
発売 され て いる 現在 も 、 多 く の ラ イカ フ 
ァ ン が 存在 する 。 また 、 大 切 に 使え ば 区 
く ほ ど 長 持ち し 、 製造 後 数 十 年 を 経て も 
な お 現役 と し て 活躍 し て いる 機種 も ある 
よう だ 。 


えな い の で 、 お そら く 上 鼻歌 に 放 大 
た 程度 の も の だ と 思わ れる 演奏 
くれ る 人 間 が いな いた め 還 歌 加 
常に アカ ペラ だ が 、 も と も 歌 ほ は 
の で そう 悪く は 聞こ えな いま 27 


気持 ちよ さそ うに 難 唱 する 栄吉 s 


完全 に 自分 の | 
世界 に ひ た り きっ て いる よう だ 。 ょ 紀 


マキ が 自分 の 心 の 中 に 創り 四 居 還 
空想 の 世界 の こと 。 偶 然 に も 層 抽 
ヴァ ・ シ ステ ム の 波長 が 圭 的 に ジン クロ 
し た た め 、 次 元 に 和 干渉 する 力 と 融 個 
心 の 中 の 楽園 が 一 種 の パラ レル 症 
ルド と し て 現実 化し た 。 マキ を 
ィ ン キ ャ ラク ター た ち は み な 現実 の 
在 だ が 、 理想 の マキ や アキ Si に 
楽園 に 生き る 想像 の 座 傘 


仲の よ か 2 
こ 賃 し た 


童話 や 小説 が 好き だ っ た 生還 
これ も その 上 類 の 本 だ と 思わ れる 請 症 
ー オ 


や で CE ご 1 Exwei で い 5 Im UP や PU 


ら ー め ん し らい し 


革 ら す と ば た りお ん 
ST 


【 ら すこ と ば た りお ん 』】 


| 2 ラス トバ タ 


アド ルフ ・ ヒト ラー に 従う ドイ ツ の 精 1 ※ こ の 解説 は 、 ゲ ー ム 中 の 設定 に 基づい た 
部 隊 。 和 二 次 世界 大 戦 で の ドイ ツ Me ント 
放 に 、 セ トラ で よっ て 記 山 さ | 生還 
言わ れ て いる 。 彼 ら は 今 内原 と し て 登場 

南極 か 南米 の 秘密 基地 に 身 を 溶 
め 、 ヒ トラ ー の 野望 成就 を 企ん で いる 
と され る 
ゲー ム 中 で は ラス ト ・ バ タリ オン の 
存在 に 衝 え た 本 原 が 「 イ ン ・ ラ ケチ 」 
それ を 書き 記し た た め 、 噂 が 広 ま 
り 有 出現 する よう に な っ た 。 


アド ルフ ・ ヒ トラ ー 
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メタ ル ・ ド ラッ へ  。 SS メタ ル ・ ツ ェ ン タオ ア ヘル ゼー エン コマ ンダ ント 


マツ ー ソ ツネ ソコ マン ド ッ U フ シュッ ツェ 


ル e566-0 / 三 at 


リサ ・ シ ル バ ー マ ン 


七 姉妹 学園 に 通う 17 歳 の 少女 。 純 
粋 な アメ リカ 人 の 血 を ひき な が ら 、 父親 
の 日 本 びいき が 高じ て 日 本 に 帰化 し て 
し まっ た た め 、 日 本 国籍 を 有 し て いる 。 
幼い 頃 か ら 日 本 で 生活 し て いた の で 日 
本 語 は 堪能 だ が 、 英語 は 大 の 苦手 と 
いう 妙 な 外国 人 。 目立つ 容姿 の せい で 


E め 、 実 
際 は 達 病 に 淡い 恋心 を 寄せ る ご く 普 通 
の 少女 で ある 。 
[ 罪 ] で は メイ ン キ ャ ラク ター の ひと り と 
し て 活躍 し た が 、『 浪 ] で は 学校 の 仲 氏 
し グル ー プ と と も に MUSES の 一 上 員 と し 
て アイ ドル デビ ュー を 果たし て いる 。 


| 金 牛 宮 か ら の 支配 


は 


金 邊 宮 か ら の 文 配 


金 邊 宮 ( 牡 牛 座 ) に 属す る 人 は 、 
生 の よう に 意思 堅固 で 保守 的 、 温 和 
な 人 が 多い 。 普段 は お っ と り と 穏 や 
か な 面 が 前 に 出 て いる の で 、 の ん び 
り 屋 と 思わ れ が ち だ が 、 気 が 強く て 
言い だ し た ら 聞 か な い 頑 固 き も 持ち 
合わ せ て いる 。 リサ の 場合 は 逆 に 、 
最初 は 気 の 強 さば か り が 目立っ て い 
た が 、 そ れ は 周囲 の 人 間 に 対 する 防 
御 壁 と し て リサ が 作り 出し た も の 。 
本 来 の 彼女 は 穏やか で 、 優 し い 心 の 
持ち 主 で ある 。 ま た 、 こ の よう に 自 
衛 本 能 が 強い の も 金 牛 宮 の 特 徴 の ひ 
と つ で ある 。 

愛 と 美 の 女神 アフ ロディ テ (ビー 
ナス ) を 人 象徴 する 金星 を 守護 星 に も 
つ 金 和牛 宮 は 、 美 に 対す る 感性 が ず ば 
ぬけ て 鋭い 星座 で も ある 。 楽し みや 
恋愛 に 貨 欲 な 金 牛 宮 の 性 質 は リサ の 
中 に も し っ か り 生 き て いる 。 つ らい 
冒険 の りき な か で も 、 物 事 を 楽し む 次 
茸 を 決し て 見 失わ な か っ た の は その 
た めで ある 。 


| 全 生 宮 の 由来 は 、 請 説 伝わっ て いる 。 中 で も も 
っ と も 有力 な の は 、 ゼ ウス が フェ ニキ ア の 美 し 
い 王 女 エ ウロ ー ベ を さら うた め に 変身 し た 白 牛 
で ある と いう 説 。 ほ か に 、 実 は ヘラ に 牡 牛 に 変 
| えら れ た 巫女 の 姿 で ちる と か 、 エ ジブ ト に 伝 わ | 
| る オシ リ 神 で ある と いっ た 脱 も 魂 さ れ て いる 。 | 


タロ ッ ト ・LOVERS 
( 窓 人 ) と の 相性 


ゲー ム 中 で は 達哉 に 対す る 一 途 な 
思い が 印象 的 だ っ た リサ 。 彼 女 の 恋 
に か ける 情熱 は 、 ま さ に LOVERS の カ 
ー ド が 意味 する も の で ある 。 LOVERS 
の カー ド は 、 正 位置 で は 恋 や 魅力 、 娯 
楽 と いっ た 意味 を 持つ 。 これ は リサ が 
生ま れつ いた 星座 、 金 牛 宮 の 守 護 
星 ・ 金 星 が 象徴 する も の と 同じ で あ 
る 。 星座 と タロ ッ ト 双 方 か ら 、 リサ は 恋 
愛 の エネ ルギー を 得 て い た の だ 。 

LOVERS の カー ド に は し ば し ば ひ 
と り の 男性 と 、 彼 を めぐ る ふた り の 女 
性 が 描か れる 。 そ の た め 、LOVERS 
に は 選択 と いう 意味 も 存在 する 。 当 初 
リサ は 、 初 恋 の 相手 と 、 身近 な 存在 で 
ある 達哉 へ の ふた つの 恋心 の 問 で 悩 
ん で いた 。 結局 達哉 が 初恋 の 相手 で 
ある こと を 知り 、 リ サ の 思い は 方 向 人 性 
を 与え られ る こと に な る が 、 こ うい っ た 
優 務 不断 き も また LOVERS が 内 包 す 
る 性 質 の ひと つ な の で ある 。 


この アル カナ に は 、 ヴィ ー ナ ス や エロ ス な どの | 
直接 愛 に 関係 する 神 の ほか 、 ビ クシ ー や ロビ ン 
グッ ド フ ェ ロ ー、 ジ ャ ッ ク ラ ンタ ン な どの 可愛 


| 5 し い 捕 た ち も 多く 属し て いる 。 ちなみに り 
サ の 初期 ベル ソナ で ある エロ ス は ロー マ 神 話 に 
| 儲 場 する キュ ー ピ ッ ド と 同じ も の で 、LOVER の 
カー ド に 描か れる こと も 多い 。 


表情 の 豊か さゆ え に 見 逃さ れ が 


は 非常 に 整っ た 顔立ち を し て いる 


| | か ら は 、 そ の 性 格 の 激 し さ は 感じ 


| 自 と 口 を 大 きく 見 開き 、 荻 き を スト ドレ 
表現 し て いる 。 や や オー バー アク ショ 
だ ろう か 。 
四 


| | な の は 、 や は り ア メ リカ 人 の 看 


| 画 を お き 出し 、 眉 を 刷り 上 げた と ご 
で 感 剛 し て いる よう で ある 。 最初 詩 
し て も た び た び この よう な 表情 を 見 


と ハッ キリ レ 。 


| 箇 舌 と いう より は 、 も っ と バツ テ マ き 


で ある 。 楽 し げ な 笑い 声 


| 表情 だ 。 


tk ーー ニー トマ に に よっ と Nr 


り さき ・ し る ば ー ま ん 


上 りう っ お < よう に bt: じっと 悲し み を こ 


5 て いる 。 か すか に 眉 を し か め て いる ほか | | 
上 は 衝 友 情 を 抑え て いる 放 で ある 。 ] 


| な 運 哉 の こと を 考え た り し た と き に 、 


照れ て 真っ 赤 に な っ て し まっ た り サ 。 大 好き 
よく 見 | 
せる 表情 で ある 。 


WP 日 も と か ら も 、 
りあ り と うか が える 。 


上 に 碧 を し か め て いる と き の 表 情 。 目 も と 
リサ の つら そう な 様子 が あ | 


| うこ と は わか る 。 


が 、 当 時 も 今 と 同じ きれ いな 金 疑 だ っ た と い 


仮面 を か ぶっ て いる た め 表 情 は 判別 で き な い | 


_ アイ ドル 


鍛 A リ ヤリ に 作り 笑い を 浮か べ て いる と て 


草 っ し 涙 、 あ る い は 泣き 笑い の 表情 | 


暫 ー 
瞳 -] と いう た め 候 が 聞こ えて きそう な 表情 。| 


細 A よく こん な 


| リサ の 服 が 、 制服 か ら アイ ドル らし いも の に 


っ こう 直 出 度 の 高い 服 を 身 に つけ て いる 。 


変化 し た も の 。MUSES と し て の リサ は 、 け | 


あだ名 ギン コ 
身長 165cm 
体重 50kg 
血液 型 A 型 
誕生 日 5 月 4 日 
星座 牡 牛 座 
17 歳 


ラジ オォ 番組 の パー ソナ リティ 。 最近 [ 異 開 録 』 と 「 六 」 で は 、 ゲー ム の 途中 おこ と が で き な く な る 証 両 才 
で は テレ ビ 番 組 に も 進出 し 、 音 楽 コ ー | で ルー ト の 分 岐 が 行わ れる 。 当 然 の オ を 遊ん で みた い 場 合 ほ m 
ナー の コメ ン テ ー タ ー と し て も 活躍 を | こと な が ら 、 片 方 の ルー ト を 選択 す 参考 に 、 分 岐 の 直前 で セ ョ 
みせ て いる 。 彼 が D」 を 務め る "流星 | る と 、 自 動 的 に も う 一 方 の ルー ト は 遊 く と よい だ ろう 。 


野郎 の SOUND 還 [異聞 録 】 に お ける 分 岐 


MAX" は 、 最新 
到 半 悟 

の 音楽 情報 や |「 較 録 」 で は 御影 総合 病院 か ら 戻 っ た あと の 聖 START 

アー ティ スト と の | エル ミン 学園 内 で 、 雪 の 女王 の 仮面 を 入手 する 
か 否 か で 、 そ の 後 の 展開 が 大 きく 変わ っ て し ま 

う 。 さら に 、 各 シナ リオ で の 行動 に よっ て も そ 

|」 れ ぞ れ グッ ド エ ン ディ ング と バッ ト エ ン デ ィ ン 

| グ が 用 意 さ れ て お り 、 全部 で 4 つの 異な る エン デ | 

| ィング を 見 る こと が 可能 と な っ て いる 。 


の 広報 担当 ・ 相 原 氏 


だ と か 。 jp 生き le No 人 


雪 の 女王 編 START セ ペ ベク 編 START 


= 注 還 で 衣 と 人 四 
生徒 会 室 で 生徒 会 長 と 会 話 
校長 室 で 大 石 校長 と 会 話 
体育館 庫 で 仮面 を 入手 


御影 警察 寺 内 に ある 留置 所 の こ 
と 。 示 捕 者 な ど を 一 時 的 に 拘留 する 
場所 で 、 と き に は ひど い 酔 っ 払い な 
ども ここ へ 入れ られ る こと が ある 。 
「 異 開 録 】 で は 、 警 察 瑞 へ 武 益 を 調 
達 レ に 行う た プラ ウン と マー ク が 、 9 
ゾン ビ 化 し た 讐 官 に 返り 填 ち に あっ 3 8 枚 以上 NO 


痢 1 
YES 


国 | | 庄 の 怒 編 バッ ド エ ンド | | セ ベ ク 編 バッ ド エ ン ド | 


| [] で 登場 する ルー ト 分 岐 は 、 エ リー ルー ト と 南 


通常 の 場合 で も 留置 所 は 一 般 人 が 入り こめ な い 場 | 
所 に 配置 され て いる が 、 異変 が 起こ っ た あと は ダダ | 
ンジ ョ ン 化 し て 、 ます ます 複雑 に な っ て いる 。 | 


| 条 ル ー ト の ぶた つ 。 こ れ は あく まで も 一 時 的 な も | 
| の で 、 ど ちら の ルー ト を 選ん で も 最終 的 に は 合流 | 
する の で 大 き な 差 は な い 。 南条 と エリ ー の 、 ど ち | 
ら と パー ティ を 組み た いか だ け を 考え て 選択 すれ | 
| ば よい だ ろう 。 | 


流 じ 


1 


= aa りみ 男 の 噂 
ET 7 南条 ルー ト 開 始 | コード 


| 出現 する 悪魔 は 、 グ レム リン な 
| スチ ャ が 口 爵 の 超 プ リ チ ー な ヤツ だ 。 記 


ainnml ZUR な ka Ca 


トニ ニニ ーー ニー ニー ニー ンーーーー ン = ニー テン エンテ ニン エコ 
"WW'WPWW"'YP0""U PIN" ささ PSP" や PP 


り ゅ う せ いや ろう 


ーー- れ < ゝ れ 一 ど 


ーーー 


衝 >。 。」 


宮 身 の 片 和 人 史 。 軽 く て 女性 で も 比 
紀 水 に 振る ろう こと が で きる が 、 殺傷 
用 は 低め 。 また 、 突 剣 で ある た め 
デン シシ ング の よう に 和 突く 攻撃 で し か タ 

ニニ ジ を 与え られ ず 、 扱い は 難し いよ 
記 。 フェ ン シ ング 部 の た まき ちゃ ん か 
凍 意 味 あり げに 渡 き れる 。 


ll」 を プレ イ し た こと の ある 人 な ら 、 この セリ 
| に は 感 尼 馬 いも の が ある は ず だ 。 


」 


有 和 の ] 癖 。 物 ] 事 に 対し で 
向 き に 対 うら 
が 感じ 言葉 で ある 。「 罪 I で は 、 
シ パ ル バ ー 浮 上 後 の 本 丸 公 園 で 典 っ 
た 宗教 で 、 こ の 言葉 が 教義 と し て 語ら 
目 で いた 


レッ イス ノン 


雪 の 女王 篇 の ボス キャ ラク ター。 ヒ 

ュ プ ノ ス 、 ネメシス 、 タナ トス の 3 つの 塔 
を クリ ア し た あと の 中 庭 に 現れ る ボス 
キャ ラク ター で 、 塔 内 で “* 鏡 の 破片 "を 
8 枚 以 上 集め られ な か っ た 場合 に 登場 


国 | で は な ぜ か 細 取 の 口 交 が 街中 に 広まっ て いた 。 こ れ も ニャ ル ラ ト ホ テ ブ の 差し 金 だ ろう か ? | 


する 。 レデ ィ ー ス ノー が 出現 する と 、 た 


と え こ れ を 倒し た と し て も 抽 子 先生 と 
学園 は 救え ず 、 そ の まま バッ ド エ ン ディ 
ング を 迎え る 結末 と な る 。 


【 れ で ぃ ーー ます か れ ー ど 】 


レデ ィ ー マ スカ レー ド 


雪 の 女王 偏 の 3 つの 塔 で 、 筐 の 破 片 


を 8 枚 以上 集め た 場合 に 登場 する ボス 
キャ ラク ター。 この 条件 を 満た し た うえ 
で 完成 し た 鏡 を 績 りつ いた 世子 先 生 
に か ざす と 、 雪 の 女王 の 仮面 は 彼女 か 
ら 外 れ 、 レ ディ ー マ ス カレ ー ド と な っ て 主 
人 公 た ち に 戦い を 挑ん で くる 。 

レデ ィ ー マ スカ レー ド は 、 仮面 に と り 
つか れ た 藤原 知美 の 化身 で も あり 、 こ 
芝 の 生 


れ を 披 破 する と 多く の 雪 の 女王 f 

, 徒 た ち に 不幸 を も た らし た 仮 
面 の 本 体 、“ 夜 の 女王 " 
が 現れ 、 学 園 に きら な 
『 る 恐怖 を も た らし た 。 


「』 


| さす が に 正規 の ボス キャ ラク ター だ け あ っ て 、 
その 戦力 は バッ ド エ ン ディ ング バー ジョ ン の ボ 
ス ・ レ ディ ー ス ノー より も 高く 、 苦 戦 を 強い ら 
| れ た プレ イヤ ー も 少な く な い だ ろ う 。 


珠 開 瑠 市 の 中 央 に 位置 する 区 域 。 
周囲 を 七夕 川 に 囲ま れ た 中 島 に な っ 
て いて 、 ほ か の 区 と は 橋 に よっ て つ な 
が っ て いる 。 春 に な る と 桜 が た くさ ん 
咲き 、 遠く か ら だ と 水辺 に 浮か ん だ 夢 
の 花 の よう に 見 える こと か ら 、 蓮華 台 
と 名 づけ られ た と いう 。 

蓮華 台 の ほとん どの 土地 は 閑静 な 
住宅 街 と し て 用 いら れ て いる が 、 珠 開 


【 れ ん げ だ い 】 


瑠 城 の 跡地 に 建て られ た と いう 本 丸 
公園 や 、 天然 の 洞窟 を 有する 岩戸 山 
な どの 名 所 を 見 物 す る た め に 外部 か 
ら 訪 れる 人 も 少な く な い 。“ 蓮 "の 意味 
を 持つ 商店 街 ロ ー タ ス に は 、 高 級 感 漂 
う 上 品 な 店 が 並ん で いる 。 また 、 達哉 
た ち が 通 う 七 姉妹 学園 や も 、 リ サ が 募ら 
し て いる シル バー マン 邸 が ある の も 、 
ここ 夢 華 台 で ある 。 


蓮華 台 全 図 


| 戦 国 大 名 、 湯 丸 清 中 の 居城 で あ 
っ た 珠 聞 玖 城 の 跡地 に 建設 され 
| た 公園 。 この 公園 で デー ト し た カ 


不思議 な 泉 も 湧き 出 て いる 。 


アラ ヤ 神 社 の 裏 に ある 山 。 内 部 | | 仏教 で 語ら れる 深層 心理 で 、 表 | 
に は 自然 に で きた 洞窟 が あり 、 
外 狼 か ら は 下 像 も つか な い ほ ど | 
| ツブ ル は 、 必ず 壮 組 な 破局 を 迎 | | 広い 。 人 の 心 を 映す と いわ れる 
| える と いう ジン クス が ある 。 


層 心 理 に 近い 部 分 と 無意識 の あ | 
い だ に ある と され る 、 アラ ヤ 識 | 
に 由来 する 神社 。 記憶 を 掘り 起 
こす こと が で きる と いう 。 


ャ りす 


シル バー マン 邸 


1 
人 


達 病 や リサ が 通う 高校 。 イケ て | | ステ ィ 
| る 学生 が 多く 在籍 する 学校 と し 


| く 思う 募 も いる らし い 。 


ー ブ ン の 好み に 合わ せ た | 
純 日 本 風 の 豪 邸 で 、 庭 に は 鯉 の 
| て 、 他 校 か ら も 圧倒 的 な 支持 を | | 泳ぐ 他 も ある 。 た だ し リサ の 部 | 
得る 一 方 、 そ の 存在 を うと まし | | 屋 だ け は 、 勝手 に フロ ー リ ング | 
に 変え られ て いる 。 


アン ティ ー ク を 扱う 時 間 城 や 、 ア 
| ロマ テラ ピー を 行なう Kaori な 
ど 、 上品 な マダ ム に ぴっ た り の 店 
が 並ん で いる 。 他 の 区 に 比べ る | 
| | と 比較 的 物価 が 高い よう だ 。 | 


進 華 台 に 設置 され て いる 駅 誠 
前 。 ゲ ー ム 上 で は 電車 を 利 肌 | 
動 す る こと は な いた め 、 フ 千 
プ に は 記さ れ て いな い が 、 間 軒 
ディ ング 及び 「 削 』 の オー プ ニ = 
場 す る 。 まだ 新しい キレ イ な 駅 
か の 街 へ 向かう 人 々 の 重要 誠 
っ て いる よう だ 。 

由 


JOKER に 投 し た 須藤 竜也 
行わ れ て いた 、 連 続 殺人 の 
され た 遺体 が 、 ど れ も 獣 に 全 上 落 較 
され た か の よう に ひど い 状 態 だ 回 
た め 、 猟奇 殺人 と し て 世間 や 話 。 
を 騒が せ た 。 デザ 


ーーーー マ マー ニー ペーーー マ 


本 tc oka Caknmnm rt Ka arm 


ROSA-CANDIDA 


有名 プラ ンド の チェ ー ン 店 。 若い 世 
代 よ り は 年 配 の マダ ム や 若 奥 様 を ター 
ゲッ ト と し た 品ぞろえ で 、 扱う 品物 の 高 
感 も さる こと な が ら 、 店員 の 態度 の 
で か さ が 評 判 の 店 で ある 。 上 厳し い 面 
義 を くぐり ぬけ て 採用 きれ た と いう マ 
ヌカ ン た ち は 、 い ずれ も 己 の モン ス に 
描 る ぎの な い 自信 を 持っ て いる の で あ 
る 。 マ ヌカ ン た ちの 口 は 悪い が 、 ど 
ん な 服 が 似合う か を 見 抜く 目 は 確か 


な た め 、 同定 各 は か な り 多 いら し い 。 


【 ろ ん ぎぬ すさ ーー て ぃ 一 ん 】 


Lt "Wi" UP mr WU せい 0 いい ツー 


オル LN 
2 わ ん ろ ん う ら な い 


【 ろ さか ん で ぃ ーー た 】 


| 
| | し た 髪 が 個性 的 な 女性 。 ま た 、 異 変 後 は ガス マ 
MS 


御影 町 に お ける 通常 時 の マヌ カン は 、 ア ッ プ に | 


台 と 青葉 区 の 二 ヵ 所 に あり 、 それ ぞ れ の 店 を そっ 


| 珠 陣 市 に は 、、 ロ サ ・ カ ン デ ィ ー タ の 店 舗 が 夢 華 
くり な 姉妹 が 受け 持っ て いる 。 


【 ろ ん どん や 】 


ーー ー 
ロン キヌ ス 13 


ヒト ラー 率い る ラス トバ タリ オン の 一 
貞 で 、13 人 の 騎士 に よっ て 構成 され る 
最強 部 隊 、 加 栓 騎士 胃 の こと 。 その 正 
体 は ヒ に トラ ー と 同じ く ニ ャ ル ラ ト ホ テ プ 
の 化身 で あぁ る 。 聖 格 騎 士 田 は 、 ナ チ 
^ の 親衛 隊長 ハイ ン リ ッ ヒ ・ ヒ ムラ ー に 
よっ て 組織 され た SS の 精鋭 部 隊 で 、 キ 
リス ト の 脇腹 を つい た と いわ れる 型 格 
の 回 収 と 量産 化 と 目的 と し て いた と さ 
れる 。 多く の 歴史 学者 は 聖 格 騎 士 団 
の 存在 に つい て は 懐疑 的 だ が 、 そ の 
剛 は 人 々 の あい だ で 着 々 と 受け 継が 
れ 、 ヒト ラー と と も に つい に 実体 化し た 
の で あぁ る 。 


英国 の 気品 と 伝統 を 受け 継ぐ 、 オ ー 
ダー メイ ド 専 門 店 。 一 流 の 生地 ば か り 
を と り そ ろ え 、 採 寸 か ら 締 製 まで 丁寧 
に 行ない 、 そ の 人 だ け の スー ツ を 作り 
上 げ て くれ る 。 また 、 注 文 さ そえ あ れ ば 
ウエ ディ ング ドレ ス か ら 鎧 まで 、 ど ん な 
も の で も 手がけ て くれ 
\ る と いう 幅 の 広 さ も 
人 気 の 秘密 の よう 


の ス は 彼 が 仕立 
て て いる ら 1 拡張 高い 倫敦 屋 に ふさ わし い 、 
上 品 な 参 紳 士 で ある 。 


望 龍 術 の 理論 を 一 般 の 人 に も わか 
りや すく 、 か み 砕 いて 説明 し た の が ワ 
ン ロ ン 占い で ある 。 これ は 塵 龍 術 に お 
ける 12 龍 を 、 星座 の よう に 生ま れ 月 ご 
と に 守護 龍 と し て 分 類 し た も の で 、 自 
分 の 守護 龍 を 覚え や すい の も 広く 受 
け 入 れ ら れる 原因 と な っ た の だ ろう 。 
ワン ロン 占い は 新 世 事 の 陰謀 の 手段 
と し て 用 いら れ 、 マ スコ ミ の 力 を 得 で 
あっ と いう 間 に 大 人 気 と な っ た 。 


選 1 月 生ま れ 黄 龍 
eg 2 月 生ま れ 青龍 
圭 3 月 生ま れ 白 龍 
W) 4 月 生ま れ 弥 龍 
層 5 月 生ま れ 金龍 


(g) 6 月 生ま れ 紺 龍 
翌月 生ま れ 。 光 通 
5 8 月 生ま れ 赤 龍 
(ge 9 月 生ま れ 黒龍 
詩 10 月 生ま れ 銀 朋 
層 11 月 生ま れ 。 投 証 
較 12 月 生ま れ 紫 龍 


前 暗 VCHOPm ロ いい ロ F ロビ 


ーー レン クン ンク デ ョ 中 グ エ ー シ ョ マ 2 ーー 
ツ ミ カボ が シン と の レン シン フシ フン アー 
ュ 。 イワ ウデ テ 刻み 


バク ン 4 ウ ベ ペル グ ワ ウッ トー4 ンタ 巡 ス ラク テ ブン 


オク グン オセ ワッ トム オデュッセウス ブ の 。 ンク ー ンス オル シン タン 

り / 狂 多 マ 必 クラ シテ カン ショ ン キシ シン ボーテ ーー て 

クッ ルプ の 6252%57 ラ ラ ー 一 東田 攻 之 九 ーー クマ テア マニ シャ ニ ニニ ーー テッ ァ 

アン = っ で りさ ん ーー コルト ヤ タ ガラ タッ 2 aa サテ ィ ガブ 

ラテン ン ピン ン シャ だ が ウ ジャ ルフ ジュ アテ ジャ シ ピ ング じじ の) シコ クル ムン ルプ ーー 

ン メ ” スラ イム ズル た ンタ ンコ ンコ ゴウ ーー セア プ ワ マ ゼ ク / 

ーー ヒン ーーー ウン イク の の デン マ プ ン デ 刀 万 ラク レ > 
デメ ジ ク タム ウ ベ イ ガタ ンス イ 、 パウ ェ ル ガー ボゥ ル ガ > 

2 の 用 2 レク 

トム が ルー ニー な 子 さ ん ニニ ハヌマーン シ 2r2 と 3 ご 

リー だ ーー こ ン ム ム ファン レ ルン イ 


プ ワ ジット ワン 導 /『/ フル シキ フレ アイ ウジ だ ラフ レス ペル 
ズ wm/ に ィ 


光 ルター ガイ プス た 


イル 2 ダフ 5 トー 22 と スー プル シネ Sm。 アフ トメ 1 チョ ャ 0 ント 2 
六 マ ン フ = イー クズ イザ ナミ 。 イシ ス イシ ュ タ ム イシ ュ タ ル イ と カカ イル ター ナ イル ル セ ヤン カシ 


取 エ アイム リー『 ヴェ エー タラ 安 ネ フ ・ 有 ナ ウ テ リ ル アロ ン ウ コ 
還 エン ジ シェル グー カク サケ rs ショ 2 ジー ヤル か デジ チオ キュ ペデ テー 
可 ( う し 2 ガネーシャ シグ タン カメ ー ン ガラ / ノ た カリ スズ 
に キン ナラ 。 クー シン ザ フ ァ ン の クラ テー ケン _。 グリー た 
本 ケル ベロ スズ 。 グン クロ ウ グン グン プ ォ 2Z/ タ 2 カム た ラ プス (コカ た り リズ) 

包 っ ジロ デ - 寺 シ ガル ンタ ルス 人生 ン mmzzrxaimA 2 メニ シン シン ョ ia 

寺 。 ン ジン スー 且 ア ス 衣 隊 馬 スカ ンタ ズ 字 琶 詳 A ふ 、 スク ル だ 。 スザク スジ サン オチ ズミ 


クシ //( グッ に ラップ ン ン とさか な 4 位 ア ン ビ ジャ ンチ ー ソン と 女 粒 論 - ソ ン ど ちち ーー ジン ピラ ーー スズ ーー ジン ン 

ウ ク ヨ ミ = デフ ノコ ーー ディ ン が ネー ニテ アシ ュ た ワ ヤ テー プ (チク テ 多 テス カ た 7 

た だ カ ま だ ミニ オン トリ グ ドリ プラ ー ホー ガ ナイ た メア ナタ チノ トコ が ル た 人 ナル 

ラ / ョ バー デス で ae バチ ナカ ー 夫人 4 ス ター バッ カス パック 。 

70e ロ ルレ ロア 。 ビ ャ ッ コ ーーーー 宮 プ アー ビュ セル 電 還 ファ ウス ズム = ファ ウ ニ ー ル == ファ 

ン プ のり へ ゾ ブラ ッ ク 呆 き 民 ブラ ッ ウ クマ ダシ プラ ンマ cs 
ング “ 


の ププ 人 ヘル ズ 


1 いし /| las 


ペル ソナ ワー ルド 悪魔 事典 の 使い か た 


ペル ソナ シリ ー ズ に は 、 数 多く の 愚 
魔 や 神々 が 登場 する 。 悪魔 た ち は 、 と 
き に は 敵対 者 と し て 、 そ し て と き に は 
ペル ソナ と な っ て プレ イヤ ー を 助け て 
くれ る 存在 で ある 。 そ ん な 悪魔 た ちの 
出身 を 探っ て みる と 、 北 は 北欧 か ら 南 
は アフ リカ まで と 、 非常 に きま ざま 。 そ 
し て 彼ら の プロ フィ ー ル に 至っ て は 、 
天地 を 創造 し た 偉大 な る 神 だ っ た り 、 
上 区 細 な 悪事 を 働く 小 悪 魔 だ っ た り と 多 
岐 に わた る 。「 ペルソナ ワー ルド 填 魔 
事典 ] で は 、 こ の 悪魔 た ち に 焦点 を あ 
て 、 ゲー ム 中 に 登場 し た すべ て の 加 麻 
を 集め て 出典 や 経歴 を きぐ っ て みた 。 


5SQ の 9 慌 司 誠 。 誠 団 国 記 囚人 回 滞 


zo 


アイ セン = ュ 2 ま 5 


名 UDGEMEAT 
ン 


[異聞 争 護 * ら [前 」 ま で の ペル ソナ シリ ー ズ に 登場 する 、 
ボスキャラ 多 一 以外 の すべ て の 息 魔 た ち を 五 十 音 順に 紹 
| アー 頭 軒 シク | か ら 「 ワ ニュ ウド ウゥ 」 ま で 、 500 体 以上 の 悪 
区 た ち が 箱 窟 連ね て いる 。 


日 放 | wm 人 fm マー ク | 


見 出し 請 策 の 3 色 の 丸い マー ク は 、「 ペ ル ソ ナ ワー ルド 大 
1 科 事 典 軸 同様 に 登場 作品 名 を あら わす も の 。 欠 の マー ク 
“つい で 由 孝 ば 女神 異 半 録 ベル ソナ 」 に 、 必 は [ペル ソナ 
* 閉 |、 縛 語 人 ペル ソナ 2 肖 」 に 登場 し た 悪魔 で ある こと を 意 
人 し て い 燃 請 な お 、 こ の マー ク は 下段 の 悪魔 グラ フィ ッ ク に 
付属 軒 天 り 、 ど の グラ フィ ッ ク が どの 作品 の も の な の か 、 
H で わ 靖 雇 ま うに な っ て いる 。 


日 本 加 Wo 竹 逐 名 。 | 
すべ で 誠 悪 麻 を カテ ゴリ ー 分 けし て いる 種族 名 を 掲載 。 
居 半 録 護 も の は [妖獣] 「 大 天使 ] な どの 漢字 で 、 そ し て 
判 と 剛 還 は 「SUN」 「JUDGEMENT」 な どの アル カナ 名 
ヾ 表記 人 還 還 いる 。 な お 、「 異 閉 録 」 の ペル ソナ も アル カナ 
の 分 類 引き れ て いた が 、 各 魔 の アル カナ 分 類 は 無かっ 
^ た め 請 還 の 事典 で は 統一 を 図る た め に すべ て 漢字 名 の 
7 拓 を 調 職 し た 。 


プ N ヒ ロビ L ロ P 王 ロロ oF ロビ VIL 
アス テリ ア 


アジ ・ タ ハー が 


アク リッ パ 


MT 員 


ゲー ム 中 に 登場 する 悪魔 と 神々 の ル 
ー ツ や 出典 を 紹介 。 悪魔 た ち に まつ わ 
る 物語 や 、 言い 伝え な ども 記載 し て い 
く 。 また 、 ペ ル ソ ナ シリ ー ズ の アー ト デ 
ィ レ クタ ー で ある 金子 一 馬 氏 に よっ て 描 
か れ た イラ スト が ある 各 魔 は 、 解説 と 
あわ せ て その イラ スト も 掲載 し て いる 。 


回 | 悪 附 グラフィック | 


戦闘 中 また は ペル ソナ と し て 召喚 し た 際 に 表示 され る 、 
時 魔 た ちの グラ フィ ッ ク を 掲載 。 複 数 の 作品 に 登場 する 悪魔 
は 、「 罪 』」 で の 姿 、「 六 』 で の 姿 な ど と いう よう に 、 グラフィック 
も 複数 紹介 し レ し て い る 。 また 、 ペル ソナ 、 加 魔 両方 の 役割 で 
登場 する も の も 、 ペル ソナ の 姿 、 悪魔 の 姿 と 分 類 し て 掲載 し 
て いる 。 暑 魔 た ちの 姿 の 変遷 を 楽し し で ほし い 。 


回 プレ イメ モリ アル 


「 ペ ル ソ ナ の すべ て 』『 ペ ル ソ ナ 2 罪 公式 マス ター ズ ガ イ 
ド 』「 ペ ル ソ ナ 倶楽部 ] な ど を 作成 し 、 ペル ソナ シリ ー ズ を 攻 
し つく し た スタ ッ フ に よる 、 悪魔 へ の 思い 出 を 記し た コー 
ナー。 二度と 会 いた く な い 敵 、 使 える ペル ソナ 、 ぜひ 一 度 


は 見 て ほし い 悪 魔 た ち に よる 必殺 技 な ど を 紹介 し て いる 。 


ル / リ ッ カー ズ と の 人 連 


所 


巨大 な ビー バー の 姿 を し た 妖怪 で 、 
イギリス は 北 ウ ェ ー ル ズ の コン ウィ ー 有 川 
に 住む 。 水 の 中 に 渦巻 を 起こ し 、 渦巻 
を の ぞ き こん だ 者 を 水中 に 引き ずり こ 
むと いう 。 また 、 大 人 が 数 人 で か か っ 
て も か な わな い ほ どの 人 怪力 の 持ち 主 で 
も ある 。 な お 、 アー ヴァ ンク の 弱点 は 選 
女 。 乙女 を お と り に 使え ば 、 簡単 に 捕 
ら え る こと が で きる と いわ れ て いる 。 


ル の 位置 づけ に つい て は 諸説 ある が 、 
多く の 天使 の 中 で も か な り 能 力 が 高く 、 
神 の 意志 を 人 間 に 伝 える 役目 を 持つ と 
いう 説 が 一 般 的 で ある 。 9 つの 軍団 を 
有する 天使 軍 を 指揮 し 、 人 間 を 地獄 へ 
と 誘う 悪魔 の 軍団 と 戦う と され る 。 古 
代 に お いて は 、 アー クエ ンジ ェ ル は 天使 
界 最高 の 階級 と され て いた 。 だ が 中 世 
に 至る と アー クエ ンジ ェ ル より も 上 級 に 
あたる と いう セラ フィ ム や ヴァ ー チ ャ ー な 
どの 階級 が 生ま れ 、 アー クエ ンジ ェ ル は 
や や 下級 の 天使 と みな され る よう に な 
っ た の で ある 。 


: 役 で 、 中 世 の 
イギリス で 活躍 し た と され る 英雄 。 忠 
実 な 部 下 で ある 円 卓 の 騎士 を 従え て 、 
国内 外 へ の 遠征 を 行なっ た と 伝え られ 
る 。 アー サー は 、 プ レー ン 役 だ っ た 魔 
術 師 マー リン の 指示 の も と 、 多く の 戦い 
を 繰り 返し プリ テン 鳥 に 王国 を 築く 。 
その 後 、 勢 力 を きら な る 海外 に 伸ばし 、 
最終 的 に は 北方 スカ ンジ ナヴィ ア 、 東 方 
ロー マ ま で 征服 し た と いう 。 アー サー は 
数 々 の 武具 を 有 し 、 伝説 の 銘 エ クス カ 


RE 


ーー の RSSHN 生 


リバ ー、 名 槍 ロ ン や 聖母 マリ ア の 姿 を 
描い た 盾 プラ イ ウ ェ ン な ど を 所 持 し て い 
た と も いわ れ て いる 。 

な お 、 ア ー サ ー 王 の 活躍 が 描か れ 
た 物語 に 登場 する 人 物 た ちの うち 、 ア 
ー サ ー と モー ドレ ッ ド 、 アン プロ シ ウ ス 、 
アウ レ リ ア ヌス た ち は 実 在 し た と 信じ ら 
れ て いる が 、 歴史 的 物証 は 乏しい 。 


ゾロ アス ター 教 の 代表 的 な 女神 。 主 
神 ア フラ ・ マ ズ ダ が 創造 し た 、 神 の 子 ア 
ムシ ャ ・ ス プン タ の 一 員 。“ 敬 諾 "と いう 
意味 を 持つ 名 の と お り 、 ア ー ル マテ ィ は 


信心 深き や 宗教 的 調和 、 信 
を 示す 。 彼 女 は 悪人 が 表 に 立つ と 員 
き 、 天 の 理 に 従う ちの が 大 地 を 耕し た 
り 、 子 を も うけ た りす る と 剖 ぶ と いう 。 


思 回 届 避 人 回 守 


ギリ シア 神話 に 登場 記 
ア 姉 妹 の 長女 。 名 前 は 記 
を 意味 し 、 そ の 名 の と 拭 
じ 風 の 精 で ある 。 ォ ポ 
イノ ー な どの ハル ピュ イア 衣 
性 の 顔 を し た 怪 鳥 の 次 で 靖 
が 多い 。 太陽 の 神 了 アボ 加 
り 、 と き に アポ ロン に 変わ お 放 
行 し て 行なう と も いわ れ で 貞 証 記 


青 マ ント が いい か ? 」 と 聞か が 和 れ 訴 
ト を 選ぶ と 血まみれ で 真 ジ 尿 還 不 
死に 、 育 マ ント を 選 忘 と 全身 の 面 
か れ て 死ぬ と いう 。 < 


愛 上 森 明王 。 イン ド が 発祥 の 地 で 、 人 
間 の 愛欲 と 情念 を 司 り 、 そ れ ら の 愛欲 
を 塗 化 し て くれ る 明王 と いわ れる 。 ま た 、 
* 藍 を 柴 め る "に みた て て 上 抹 物 屋 の 守 
護 神 と し て も 広く 信仰 きれ て いる 。 愛 上 
明王 の 表情 は 常に 色 り で 歪み 、 3 日 
を 見 開き 、 此 を 逆 立 て お り 、 激情 の 赤 
に 上 め られ た 6 本 の 手 を 持つ と いう 。 


ゾロ アス ター 教 に お ける 7 大 天魔 の 
- 員 で 、 悪 神 ア ン リ ・ マ ン ユ の 配下 。 色 
り と 情欲 を 司 り 、 人 を 酔わ せ 加 行 を そ 
その か すこ と も ある 。 この ア エ ー シ ュ マ 
を 追い か け て いる の が 天使 スラ オシ 
ャ 。 ア エー シュ マ が 悪行 を 働く と 、 スラ 
オシ ャ は 地上 に 降り 、 ア エ ー シ ュ マ と 戦 
うと いう 。 また 、 ア エ ー シ ュ マ は キリ スト 
教 の 悪魔 アス モデ ウス の 原型 で ある と 
も いわ れ て いる 。 


ケル ト 神 話 に 登場 する ダー 刀 ) 羊 
王 メ ァ ザ の 別名 。 金色 に 輝く 朋 を 
魔 剣 クラ ウッ ・ ソ ナス を 有 し で いる 6EW 
戦い に お いて 片腕 を 切り 沙 と 8 細目 
まう が 、 医術 の 神 の 手 に ま ラ 銀 の 義 
手 を つけ る 。 アガ ー ト ラー2 際 の 
腕 を 持つ 者 "と いう 意味 で 衣 の 別 
名 と な っ た の は この 事 伸 因 由来 瑞 
敵対 する フィ モー ル 族 と の 決戦 因 お 8 
て 、 魔王 バロー ル が 召喚 た 悪 由衣 
クロ ウ ・ ク ルー ワッ ハ に 殺さ れ だ た 


上 

目 で 見 る こと の で き な ゆ 使 ゆ 魔 の 凌 
称 。 魔術 師 な ら ば 使役 が 可能 で 放 
呪っ た り 、 家事 を させ た り と 、 ど ん な 
と で も 命令 で きる 便利 な る の だ と M9 
また 、 用事 が すめ ば あっ と いう ま に 府 


Cp 盛 ロ の / ビ gpd の だ の 品 万 の し 


アコ グロ ウツ エ es Wi ア ニ サ ーー = = 見 アニ ミル マ タマ WW Wi 


プレ イメ モリ アル ・1 南条 の 初期 ベル ソナ と し て 、「 異 聞録 」 と 「 神 」 に 登場 す 
nm 一 | る アイ ゼン ミ ョ ウ オ ウ 。 南条 の 本 質 を あら わす 存在 と し て 
| 府 つ まで な 使 し ) づ らし} 2 | は な ん ら 遥 色 の な い ベ ル ソ ナ だ が 、 ゲ ー ム 攻略 時 の 戦力 と 
ー ア イア ゼ ン ミ ョ ウブ ウ | し て は 所 持 魔法 が 逐 し い ゆ え に 使い 勝手 が 悪い と いう 観 が 


否め な い ベ ル ソ ナ で あっ た 。 特 に 「 異 間 録 」 で の 7 計 衣 
ミ ョ ウ オ ウ は 、「 キ ャ ン デ ィ ボ イス 」 や (スク カジ ャ ]」 桂 | 
の 補助 魔法 を 得意 と し て いた た め 、 ラ ンク B で 党 え る 

の 白 」 を 習得 する まで は 苦労 させ られ た も の で ある 。 


イ ゼ ン 
で の アイ 


アン ナイ ト 」 で アラ ジン が 
ンプ に は 、 ラ ンプ の 魔 人 


ん で いた が 、 こ の ジー ニ 


A ッ リー コー ネリ ウス ・ ア グリ ッ パ 。 
維 ン ス 期 の ドイ ツ で 笑 躍 し た 魔術 
秘 学者 、 錬金術 師 で も 

る 。『 科 術 の 虚栄 に つい て 」 な 
7 音 物 を 著 し 、 中 世 最 大 の 魔術 和 

3 呼ば れ て いる 。 魔術 と 悪魔 と を 区 

し て 論じ た り 、 カバ ラ と ヘル メス 学 を 
計 人 させ た 生 告 相 互 対応 論 を 紹介 し 
まり な ど し て 、 人 々 の 目 を ひい た 。 また 、 
記 剛 に 宿る 等 的 パワ ー の 存在 も いち は 
到 指 摘 し た 人 物 だ っ た 。 

7 グリ ッ パ は 1486 年 に ドイ ツ の ケル ン 
で 生ま れ 、 ケル ン 大 学 に 進学 後 、 和 皇帝 
: - 世 に 仕え た 。 一時期 
は ドレ 大 学 で 教師 の 職 に 就 い た が 、 異 
間 提 想 者 で ある と の 疑い を 持た れ て 大 
を 去る 。 その後 は イギリス や ヤ イ タリ ア 
な ど を 渡り 歩き 、 貴族 の 医師 と な っ た 

し た が 、 庁 嘩 っ 早い 性 格 が わざ わい 
て 長続き は し な か っ た 。 そ し て 1535 
年 、 グ ルノー プル で 没 し た 。 


HANGED MAM 


イス ラ エ ル の 文献 に 登場 する 堕天 
信 名 は へ プラ イ 語 の “ 神 の 強者 "を 語 
源 と する 。 アテ ザ ゼ ル は 地上 に 住む 人 間 
た ち を 監視 する 役目 を 持つ “グリ ゴリ ” 
の 一 員 だ っ た 。 だ が 、 彼 は 非常 に 情欲 
深く 、 人 間 の 女 と 交渉 を 持ち 奏 と する 
た め に 地上 - に 降り て し まっ た 。 その 際 、 
人 間 に 化粧 を する こと や 武器 の 作り 方 


な どの 知恵 を 与え た た め 、 神 に よっ て 
天使 界 か ら 追 放さ れ 、 堕天 使 と 呼ば れ 
る よう に な っ た と いう 。 


er | 

ゾロ アス ター 教典 に 登場 する 悪 竜 で 
“最強 の 邪悪 な も の "と も 呼ば れる 。 3 
つの 頭 と 3 つの 口 を 持ち 、 そ の 口 か ら 
は 毒 や 炎 を 吹き 出す 。 性 格 は 残忍 で 
相 賢 く 、 地上 に 現れ て は 人 間 の 姿 と な 
り 正 し き 人 を そそ の か し て あざ むい 
た 。 アジ ・ ダ ハー カ の 時 行 に 怒っ た 英 
雄 フ ァ リ ー ド ゥ ー ン に よっ て 討伐 され た 。 


出典 は ギリ シア 神話 。 オ リュ ン ポ ス 
12 神 の ひと り に 数 えら れる 女神 で ある 。 
終 猟 を 司 り 、 純潔 を 何より 韻 ぶ 誇り 高 
い 処 女 視 と きれ た 。 そのため 、 自 分 を 
崇拝 する 者 に は 男女 を 問わ ず 純 潔 で 
ある こと を 求め た と いわ れる 。 

この アス テリ ア に は 残酷 な 一 面 も あ 
り 、 人 間 に 疫 病 や 突然 死 を も た ら す こ 
と も ある が 、 基本 的 に 自分 を 崇拝 する 
も の に は 慈悲 梁 い 。 な お 、 ロー マ 神 話 
に 登場 する の 月 の 女神 ダイ アナ と は 同 
一 視 さ れる 。 


| 「 罰 』 の HANGEDMAN 最 高位 の ベル ソナ 。 この シリ ー ズ で 

馬 共 。 。  -。 | は 初 登 場 と な る が 、 デ ビル サマ ナー シリ ー ズ で は 「 ソ ウル ハ 
| ノウ ル /【 ッ カー ズ と の 脚 連 | | ッ カ ー ズ 」 に ボス 悪魔 と し て 登場 し た 。 原則 的 に [ペルソナ] 
ー ア が ゼル | | と 「 ソ ウル ハッ カー ズ 」 の 世界 は 同一 線上 に は な いと され て い 


特技 を 有 し て いる こと や 、 た だ し くん ら が 葛葉 と 名 乗る 探偵 
事務 所 に 勤め て いる あたり を 見 る と 、 まっ た く の 無 関係 で あ 


る が 、 両 作品 の アザ ゼル が と も に 「 ギ ロ チ ン フェ イク 」 と いう 
る と は 考え に くい 。 真相 よい か に ? 


ーー RSS PGIRS 選 。 oHEIKJROKI 同 還 


イス ラム 教 の 大 天使 で 、 人 間 の 死 と 
誕生 を 司る 。 アズ ラ エ ル は 、 生 き と し 
生け る 人 間 す べ て の 名 前 が 記さ れ た 
リス ト を 持ち 、 人間 が 誕生 する た びに 
この リス ト に 加筆 し 、 人 間 が 死に いた 
る た びに 名 前 を 消す と いう 。 全身 に は 
すべ て の 人 問 と 同じ 数 の 眼 で 徐 わ れ 
て お り 、 こ の 眼 が 瞬く 度 に どこ か で ひと 
り が 死 の 際 に ある と いう 。 な お 、 イス ラ 
ム 教 で は 最初 の 人 類 で ある アダ ム の 創 
造 を 行なっ た と も され て いる 。 


イス ラ エ ル に 伝わる 、 燥 の 翼 と 獅子 
の 身体 を 持つ 神 で “ 炎 の 王 " の 別名 が 
ある 。 アッ シリ ア な ど で 人 崇拝 され ん 、 セ フ ァ 
ル ヴ ァ イ ム と いう 町 で は 祭壇 を 築い て ア 
ドラ メル ク を 崇め 、 生 賞 と し て 子供 が さ 
き げ られ て いた こと も ある で は 地 
・ 獄 の 大 法 官 、 ま た は 枢密 院 議長 で ある 
と も いわ れる 。 人 間 に 人 召喚 され て 姿 を 
現す と き は 、 人 の 姿 か 孔雀 、 ま た は ラバ 
の 姿 で ある と いう 。 また 、 現代 に お いて 
は 、 晶 魔 と し て 扱わ れる こと も 多い 。 


「 異 開 録 」 に の み 登 場 する オリ ジ ナ ル 
唱 魔 で 、 学 校 の 理科 室 な ど に 置か れ て 
いる 人 体 解剖 標本 が な ぜ か 自由 自在 
に 動け る よう に な っ た も の 。 な お 、 英語 
の アナ トミ ー と は 、 解剖 模型 その も の を 
意味 する ほか 、 解剖 学 や 骸骨 、 骨 と 度 
ば か り の 人 な ど を あら わす 言葉 で ある 。 


ジャ ッ カ ル の 頭 を 持つ 古代 エジプト 
の 神 。 か つて アヌ ビス は 、 エジプト の 発 


祭 の 中 心 と な る 重要 な 存在 だ っ た 。 だ 
が 、 後 世に な っ て 異 界 王 オシ リス の 信 
仰 が 地中海 一 体 に 伝播 する と 、 神 と し 
て の 位 が 落ち 、 アヌ ビス は 死者 の 侍 

を 導く 役割 を 持つ 神 と な っ た 。 現在 で 


は 墓地 の 守 と 1 で 生ま だ くさ イン 2 の) ペ 
り の 神 と し て 崇拝 され て いる 。 アヌ ビス 


は 、 冥界 に 導 か れ た 魂 が 計量 きれ る と 
き に 、 死 者 を 裁く 役 上 や 果たす と いう 。 


rwr | 
ペル シア 神 登場 する 干ばつ の 
悪魔 。 神 話 で は 黒い 馬 の 姿 を し て お り 、 


人 間 界 の 水源 を 断つ こと に よっ て すべ 
て の 生命 を 滅ぼそ うと する 。 雨 と 豊科 
の 象徴 で ある 神 テ ィ シ ュ ト リヤ と は 敵対 
関係 に あり 、 宇宙 の 大 洋 に お いて 激 し 
い 戦 い を 繰り 広げ た こと も あっ た 。 そ 
の 戦い で アパ オシ ャ が 負け た と き は 、 十 
ば つが 過ぎ 去っ て た くさ ん の 雨 が 大 地 
に 降り 注い だ と いう 。 


登場 する 死 の 神 で 、 由 骨 
化し た 姿 、 突き 出し た 助 骨 、 死 斑 の 出 


て いる 皮膚 な ど を 有する と され る 。 ま 
た 、 身体 中 に 外 を つけ 、 大 や ふく ろう 
を 従え て いる 。 アフ ・ パ チ は 、 死 者 の 
国 シ バル バー を 治め る 9 神 ボ ロン ティ ッ 
ク の 筆頭 で も あり 、 シバ ル バ ー の 最 下 
層 に あたる 9 番目 の 世界 “ミト ナル "を 支 
配 し て いる と いわ れる 。 


安倍 呈 明 。 
れる 高 名 な 陰陽 師 。 父母 に つい て は 
安倍 益 材 な ど を は じ め と し た いく つか 
の 説 が あり 、 母親 の 方 は 不詳 。 葛 の 葉 
と いう 狐 が 哨 明 の 母 だ っ た と いう 伝承 
も ある 。 哨 明 は 数 々 の 文献 に 名 を 残し 


て お り 、「 今 普 物 語 
行 に 師事 し 、 Ri 
を 教え た こと な ど 夫 
れ た 伝説 に お W で li 
因 を 占い で 探り 当 で だ 
を 使役 し た りな ど 、 ず 誠 
持っ て いた こと が 語 天 詞 
晴明 の 答 届 だ っ た の 
る と き 法 力 を 競い あ 誠 放 
明 が 勝っ た 。 道満 は 
晴明 の 父 を 殺害 し た が 
だ 父 を も 自ら の 力 で 
現在 は 、 京 都 の 哨 朋 
社 に 奏 ら れ 、 晴明 の 休 
還 に は 祭典 な どる 特大 


原初 の 水 と 土 か ら 誕 邊 
の 蛇 神 。“ 大 いな る 申 証 
その も の の 象徴 で も ある 
ア 神 話 に 登場 する 世 罰 
ロボ ロス と 結び つけ られ 
プ の 身体 は 、 別名 の と お 
陽 神 ラー が 毎日 西 か ら 東 べ ! 
際 は 、 そ れ を 飲み こも うと IMe 語 
る 。 毎日 間 の と ば り が 隆 り る の は ほ 
や っ て アベ ペ プ が 移動 する た め 吉 


ギリ シア の 代表 的 な 神護 
神 レ ト の あい だ に 生ま れ 還 用 の 
ル テ ミ ス と は 双子 の 兄妹 に あ 


ー ト ー ン や 巨人 ティ テ ュ オ ス を 良 消 
な どの 、 英雄 的 な 華々 レ W 活 忠 
- 方 、 若く て 美しい 神 で あ 
、 恋愛 に まつ わる 伝 読 
っ て いる 。 し か し アポ ロレ は ほ 証 区 
騙さ れ た り 裏 切ら れ た り し で 、 角 の 8 

が 報 わ れる こと は な か っ た と いう 間 


C 盛 ロビ gpd 77 モ の 戸 / の し 


上 アナ トミ ー 上 アヌ ビス | 


| | の smlg| 男 
アポ ロ 


プ ル ・3 


流 が 使え な し 1/2 
ー ア ベン セイ メイ 


「 罪 」 攻略 に お いて 、 合体 魔法 要員 と し て 大 活躍 し て くれ た ア 
| ベ ノ セイ メイ 。 彼 が 持つ 「 精 寺 妊 喚 ] か ら 派生 する 吾 属性 の 召 な 
喚 系 合体 魔法 は 、 ザコ 戦 か ら ボ ス 戦 まで の あら ゆる 戦闘 で 省 に アベ ノ セ イメ イ の 価値 も 大 幅 に 下がっ て し まっ た 。 


| 如 し 、 我々 を 勝利 に 導い て くれ た も の で ある 。 、 も 知ら ず に 彼 を 召喚 し 、 圧し い 思 い を し た 人 は 多い は ず ョ 


だ が し か し 、「 捉 」 で は 組み 合わ せる べき 属性 魔法 
に 委 化 し た た め 、 召 喘 全体 廃 法 の 使い や すさ は 汰 注 、 


別名 アメ ノ カ カセ オ 、 ま 
と いい 、 日 本 に お け 


・ いっ を し か し 、 最 
ッッ リ 神 と タケ ハズ チ に よっ て 


山 と 場 する オリ ジ ナ ル の 人 生 。 
多 清 思 の 分 家 に 生ま れ た 姫 攻 で 、 
革 丼 耶 の 先 視 で も ある 。 恋仲 だ っ た 
凍 の に 中 丈 な 手 管 で 天 

に 澄 丸 消 皿 を 床 殺 し た 。 
加 の 死 は 、 珠 開 瑠 の 地 を 水 遠 に 
計っ て いく た め 、 即 身 公 と な っ た と い 
あれ て いる 
ゲー ム 中 で ベル ソナ と し て 召喚 きれ 
共に は 、 ボ モモ に 2 本 の 角 を 備え 、 宰 
長い 服 を 基 た 姿 で 現れ る 。 


ペル シア な 仰 さ れ た ゾロ アス 
ター 教 に お ける 7 大 天使 、 ア ムシ ャ ・ ス 
プッ タ の 1 柱 。 主神 アフ ラ ・ マ ズ ダ の 子 
で あり 、 名 は "不死 "を 意味 する 。 植物 
の 等 談 大 使 で も あり 、 圭 樹 ハオ マ の 泡 
カ を 司る と され る 。 健全 や 充足 を 意味 
する ハル ワタ ー ト と いう 神 と 一 緒 に 登場 
2 こと が 多い が 、 こ れ は 両方 と も 水 と 
座 物 に 関係 し た 神 で あり 、 不死 と 健全 
| が 深 接 な 関係 を 持つ た めで も ある 。 ア 

ムル ター ト と ハル ワタ ー ト は 、 力 を 合わ 
| せ て 地上 | に 雨 を 降ら せ た り する と いう 。 
な お 、 ア ムル ター ト を 泰 る 儀式 の 象徴 と 
な る の は 草花 な ど 。 


り を つか きど る 神 


天 宇 受 売 。 神 祭 
楽 や 芸能 の 女神 で ある 。 ア マテ ラス 


が 天 岩 戸 に 隠れ 、 世界 が 間 に 包ま れ 
て し まっ た 際 に 、 ア メノウ ズ メ が 岩戸 
の 前 で 乳房 や 陰部 を あら わ に し て 疲 
り 、 アマ デラ ス の 異 味 を 引い 閉 戸 
か ら 出 きせ た 。“ 宇 受 ( う ず め )” と は 
か ん ぎし の 意 で あり 、 半 飾 り を し て 神 
楽に 携わる 女神 、 さ ら に は 神 が か っ 
た 女性 を 神格 化し た も の が アメ ノウ ズ 
メ の ルー ツ と され る 。 


名 は “隠さ れ 
磨 画 な ど で は 


古代 エジプト の 主神 。 
る も の "の 意味 を 持ち 、 
大 き な 羽 毛 の 帽子 を 守る 人 と し て あら 
わき され る 。 も と も と アメ ン と ラー は 別 の 神 


だ っ た が 、 中 王国 時 代 に な っ て 都 が テ 


ー ベ に 移っ た 際 に 、 ふ た つの 神 が 合 
体 。 アメ ン ・ ラ ー と な り 、 エジプト の 太陽 
神 で あり 最高 の 神 と し て 称え られ た 。 
ファ ラオ た ちの 守護 神 で も あり 、 歴代 の 
ファ ラオ は 神 ア メン ・ ラ 
う 伝説 も ある 。 


ー の 子孫 だ と い 


仮面 の 形 を し た 、 「 思 関 録 」 オ リ ジ ナ 
ル の 悪 魔 。 自分 だ けが 僅 い と 思い 、 ほ 
か の 人 を 見 下 し た いと いう 心情 を あら 
わす 人 問 の 側面 を あら わす 。 な お 、 


arrogance は “横柄 "“ ご う 慢 "“ 間 大 " 
な どの 意味 を 持つ 。 


ギリ シア に お ける 地獄 の 刑 執行 長 
官 。 ペル シア で は プー ロー と 呼ば れ て 
いる 。 も と は 海神 ネ レ ウス の 息子 に あ 


た る 神 だ っ た が 、 義父 に 妻 を 礁 われ そ 
の 復讐 を し た こと が 発端 に な り 、 中 世 
以降 は 魔王 に 従う 処刑 人 で ある と され 
た 。 また 、 アラ スト ー ル どい う 名 は この 
履 事 に も と づい て “復讐 者 "と いう 意味 
を 持つ よう に な っ た 。 


イギリス の ウェ ー ル ズ に お いて 、 北 の 
冠 座 の 守護 神 と し て 崇拝 され た 女神 。 
地 母 神 ド ン の 娘 で 、 グイ ディ オン と いう 見 
弟 が いる 。 アリ アン フロ ッ ド は 、“ 時 "の 
象徴 で ある 白銀 の 車輪 を 永遠 に 回 し 
続け る 役 日 を 与え られ て いる と いう 。 ま 
た 、 ア リア ン フ ロッ ド が 回 す 和 白銀 の 車輪 
は 、 戦死 者 を は こぶ 大 船 に た と えら れ 
る こと も あっ た 。 アー リア 人 の 母 親 と も 
いわ れる 女神 で 、 似 た よう な 存在 で あ 
る アリ アド ネ と 同一 視 さ れる 。 


謎 の 少女 。 その 名 や 外見 は ルイ ス ・ 
キャ ロ ル の 著 し た 「 不 思 議 の 国 の アリ 
ス 」 の 主人 公 と 似 て いる 。 女神 転生 シ 


べら 内 わり 585 リ ジ ナ ル 回 魔 

で 、「 真 ・ 女神 転生 ] が アリ ス 初 登場 の 
際 品 。 そ の 後 も 女神 シリ ー ズ に レア 悪 
魔 と し て 登場 し 続け て いる 。 


ギリ シア 神話 に 伝わる 知恵 と 技術 の 
女神 で 、 機 織り を 司る 。 アル ケニー は 
染め 物 の 名 人 イド モン の 娘 で 、 優れ た 
機織り の 腕 の 持ち 主 だ っ た 。 し か し 、 
自信 が 旨 じ て 、 神々 に 機織り で の 対決 


を 挑み 、 そ の 対決 の 場 で 神々 の いろ 
いろ な 全開 を 布 に 織り だ し た こと が 女 
神 ア テ ナ の 逆鱗 に ふれ た た め 、 昌 昧 
の 姿 に 変え られ た 。 


C 紹 ロビ ロ pd の だ の 品 / の し 


ー ア リス 


ベル ソナ シリ ー ズ 8 作 に 、 出現 率 が 異様 に 低い 隠し 机上 魔 
ゞ | と し て 登場 する アリ ス 。 ど の 作品 の アリ ス も 、 か わい らし い 
レア アイ テム を 持つ 美 少 女 | | 説 と ラス ボス 並 の 戦 剛 能力 を 有 し て お り 、「 異 聞録 」 で は 
| 「 胡 救 の 偶像 」、「 罪 ] で は 「 カ ル マ リン グ 」、「 拓 ] で は 「 チ ャ ン 


ビオ ン 」 を 隠し 持っ て いた 。 いずれ も レア ベル ソナ を 召喚 す 
る の に 必要 な アイ テム で 、 前 者 ふた つ は 彼女 を 倒せ ば 得 ら れ 、 
残る ひと つ は 「 カ ル マ リ ング 」 を 装備 し た 状態 で 彼女 と 会 話 
する こと で 入手 で きた 。 


ITRTMDTR 証 UIWTR 


ギリ シア 神話 で は オリ ン ポ ス の 12 神 
の ひと り で 、 月 や 狩り を 司る 。 アル テ ミ 
ス は 、 い つも 弓矢 を 持ち ニン フ や 猟 大 
と と も に 野山 を 駆け めぐ っ て いる と いう 。 
潔癖 で 残忍 な 性 格 で 、 彼女 の 裸体 を 
見 て し まっ た 狩人 アク タイ オン を 鹿 に 変 
え 、 猟 大 に 筐 わせ た り 、 純 血 の 誓 い を 
破っ て 子供 を 産ん だ 女 を 態 に 変え て 追 
放し た こと も ある 。 ロー マ 神 話 の 月 の 女 
神 モ レネ と 同一 視 さ れる 。 


に ニニ ーー ニー 一 

ギリ シア 神話 に お ける 復讐 の 3 女神 
エリ ニュ ス の ひと り 。 名 は “休ま な い 女 " 
と いう 意味 を 持つ 。 クロ ノ ス が 父 ウラ ノ 


ス の 生 将 器 を 切り 取っ て 投げ 捨て た と 
き 、 放り 投げ られ た 男根 か ら 地 上 に 血 
が 滴り 、 そ の 血液 か ら ア レク ト た ち が 誕 
生 し た 。 女 神 に 属す る 存在 で は ある が 、 
アレ クト の 髪の毛 は 無数 の 蛇 で 、 目 を 
背け た く な る よう な 容貌 で あっ た と い 
う 。 また 、 エリ ニュ ス の 3 姉妹 は いつ も 
ー- 緒 に 行動 し 、 控 を 破る も の へ の 復讐 
を 役目 と し て いた 。 


ギリ シア 神話 の オリ ン ポ ス 12 神 の ひ 
と り で 、 ゼウス と ヘラ の あい だ に 生ま れ 
た 神 で ある 。 戦い と 復讐 を 司る アレ ス 
の 性 格 は 、 狂 暴 で 冷酷 。 父 で ある ゼ ウ 
ス も 、「 ア レス は 生ま れつ き 紗 悪 で 、 怒 
り に 狂っ て いる 」 と いう 印象 を 持っ て い 
た と いう 。 ロ ー マ 神 話 の マル ス と 同一 
視 さ れる が 、 アレ ス の 場合 は 神話 へ の 
登場 回 数 も 少な く 、 扱い も 悪い 。 これ 
は 、 ギリ シア 人 が ロー マ 人 ほど 戦争 好 
き で な か っ た こと 、 そし て 同じ く 戦い の 
神 で ある アテ ネ に 役割 を 春 わ れ た こと 
な ど が 影響 し て いる と いわ れる 。 


ケル ト 神 
グ の 愛馬 。 その 名 は “輝く た て が み ”" 
を 意味 する 。 海 と 陸 を 風 の よ うに 駆け 
る こと が で き 、 ルー グ は いつ も この アン 
ヴァ ル に 乗っ て 行動 する と いう 。 


フラ ンス は ブル ター ニュ 地方 西部 に 
伝わる 死神 。 白骨 また は 腐乱 し た 死体 
の よう な 姿 だ が 、 普段 は つば 広 の 帽子 
を 深く か ぶり 、 長い マン ト を 着 こ ん で 、 
実体 が 見 えな いよ うに し て いる 。 ア ンク 
ウ は 、 黄 綴 ど き に な る と 、 死 者 の 魂 を 
運ぶ 馬車 に 乗り 、 アン クウ と 同じ 愉 好 を 


向 和 hnInTtea 


ロア スタ ー 教 の 最高 宰 で 
ズ ダ ー に 対抗 し で 、 虹 


を 植え つけ 、 病気 に ま 計 
た の も 、 この アン リマ 還 ) 


ギリ シア 神話 の 尋 の 婦 較 
は 、 虹 は 天 と 地 を 結 計 大 扉 
考え られ て いた た め 引 侯 
役割 も 与え られ て いた 。 在 語 
座 に 伝令 に 向かう こと が で 
鞭 を は いた まま 寝 で いた 器 5 
ある 。 また 、 ト ロイ ア 戦 針 勤 人 
全能 の 神 ゼ ウス の も と 、 角 が 
を 架け る よう に 迅速 な 伝 焦 綻 還 
虫 し た と いわ れる 。 


も に 日 本 国土 その も の や 神々 を 牛 着 還 
母 神 。 た くさ ん の 神 を 生 あ だ あ 還 設 
後に 火 の 神 ヒノ カ グ ツ チ を 産み 族 

が 、 出産 の 際 に 体内 を ヒノ フカ グ ツ カ 

焼 か れ て 死に 、 黄泉 の 国 の 住人 と な 5 

た 。 その後 、 あ と を 追っ で きた 4 イ 

が 腐敗 し た 自分 の 肉体 を 見 で 見 呈 

し た た め 、 逆 上 し て 追い か けた と M2 

伝説 が 残さ れ て いる 。 


の 盛 ロ 4 gpd 7 のど 7 呈 の し 


4 を 2 ギル 4) 2 区 較 | シリ ー ズ を 通し て ベル ソナ と し て 登場 する アン クウ 。「 罪 と 

ンー ニー 。 、 。。。。 | 副 ] で は 通常 出現 の 悪魔 と し て も 登場 し た 。 アル カナ が 
| レイ ジ 専 司 ベ ルソン ナ だ が …… | | DEATH だ け あ っ て 、 相性 の よい キャ ラク ター が 限定 され て 
| ー ア ンク ク | | お り 、 特に 「 異 聞録 」 で は 隠し キャ ラク ター で ある レイ ジ し か 


使用 で き な か っ た 。 この 作品 で の アン クウ は 、 呪 殺 魔法 を 還 
切 無効 に ける と いう すばらし い 特 性 を 持っ て いた が 、 い が 入 
せん 所 持 魔法 が 逐 し く 、 レ イジ 用 に 召喚 し た も の の 戦力 に 邦 
ら ず な ん だ か 持て 奈 し た も の で ある 。 4 


プ ト の 人 豊 僕 の 神 。 まじ な い に も 
で 、 好戦 的 な 神 モ ト に 殺害 
) ス を 、 自ら の 魔力 に よ 
作ら せ ミ X れ る 。 イシ ス は エ ジ プ 
が 涼し し た あと も 崇拝 され 続 
世に な - に キリ スト 教 の マリ ア の 
) 説 も ある 。 


っ た と いう 


ッ ヤ 神話 で 語ら れる 自殺 の 女神 。 
! 自 殺 や 、 戦 死者 、 生 賞 の 犠牲 者 、 
飛 時 に 死ん だ 女 、 聖職 に 従事 する 
者 な どの 魂 を 、 宇宙 の 中 心 の 樹 と 
れる ヤシ ュ チ ェ へ 導き 、 その 苦 か ら 
散 さ せる と 信じ られ て いた 。 イ シュ 
贅 の 顔 は 腐敗 し て お り 、 首 に ロー プ 
計 を きつ け て ぶら 下がっ た 姿 で あら 


+ 委 を も た ら す も の と し て 、 バビ 

i 仰 きれ て いた 女神 。 メソ ポ 

ミ 築い た シュ メー ル の 神 イ 
ナン ナ が も と に な っ て 生ま れ た と され 、 
朋 ミ 5 に 後世 の 神々 アス タル テ や アフ ロ 
デー テ の ルー ツ と も な っ た 存在 で あ 
る 。 戦争 の 女神 と し て 崇め られ た こと 
5 ある イシ ュ タ ル に は 好戦 的 な - 面 も 
が 、 仙女 の 愛 の 告白 を 断っ た 英雄 ギ 
ュ に 激 把 し 、 仕返し と し て 狂 

生 を 地上 に 放っ て 、 都 を 破壊 し 


候 の 際 に 現れ た 妖怪 。 生活 に 
欠か せな いも の だ っ た 井戸 を と お し て 


人 々 を 守護 し て いた 妖怪 で 、 イヒ カ の 
起源 は 、 井戸 に 関す る 知識 を 有 し た 先 
住民 族 だ っ た と され る 。 


“すべ て の 技能 を 修め た 王子 "と いう 
意味 の 名 を 持つ アイ ル ラ ンド の 神 。 彼 
が 所 持 す る 魔 栓 が 発する 関 光 は 、 遠く 
か ら 見 る と まる で イル ダー ナ の 腕 が 伸び 
た よう だ っ た こと か ら “ 長 き 腕 の ルー グ 
(イル ダー ナ ) "と も 呼ば れ た 。 


ヒッ タイ ト の 神話 に 登場 する 悪し き 龍 
神 。 海 を 支配 する 凶暴 な 龍 で 、 洪水 の 
象徴 と され て いる 。 イ ルル ヤン カシ ュ に 
関す る 伝説 は ふた つ あ る が 、 天候 神 と 
イル ル ヤ ンカ シュ が 敵対 関係 に ある こと 
は どちら も 同じ 。 天候 神 に よっ て イル ル 
ヤン カシ ュ が 殺さ れる 点 も 同じ で ある 。 


盤 之 媛 命 。 万 華 集 最 吉 の 作者 で 、 
仁徳 天 皇 の 皇后 。 初め て 皇族 以外 の 
身分 か ら 皇 后 に な っ た 人 物 で も ある 。 
天皇 の 側室 で ある 黒 比 売 、 八 田 皇 女 
に 対し て 激しい 既 如 を し た と いう 話 が 
残 き され て いる 。 


ドイ ツ に 伝わる 夢魔 名 は * 横 た わ 
る "を 意味 する ラテ ン 語 の incubo に 由 
来 し て いる 。 イン キュ バス は 、 人 間 の 女 
性 を 誘惑 し て 性 交 す る こと や 、 堕落 さ 
せる こと を 目的 と し て 人 間 界 に 出現 し て 
いる 。 この 時 魔 が 人 間 を 襲う 方 法 は さ 
ま ざ ま で 、 若く 美しい 男 の 姿 に 変身 し 
て 女性 を 誘惑 し た り 、 故意 に 淫ら な 夢 


を 見 せ た り も する と いう 。 また 、 イン キュ 
バス は 女性 の 悪魔 で ある サキ ュ バ ス が 
採取 し た 男性 の 精液 を 使用 し て 、 女性 
を 身 ご も ら せる と も いわ れる 。 


イン ド 最 十 の 陳 典 リグ ヴェ ー ダ 」 に 
記さ れ た 神 。 粗野 で 乱暴 な 神 だ が 、 
札 龍 ジ ヴ リ トラ と 戦い 強敵 を 退け た 武神 
と し て 、 イン ド で は も っ と も 人 気 の 高い 
神 だ っ た こと も ある 。 ヒン ドゥ ー 教 の 時 
代 に な る と 、 神 と し て の 地位 は 落ち 、 プ 
ラフ マー、 シヴァ 、 ヴィ シュ ヌ の 三 大 神 の 
下 に お か れる よう に な っ た 。 な お 、 仏 
教 で は 帝釈 天 の 名 で 知ら れ て いる 。 


イス ラ エ ル に 

と つ で 、“ 輝 ける 者 "と いう 別名 が ある 。 
書 と 対 財 す る 英雄 や 、 正 し いこ と の た 
め に 奮闘 す る 人 の と ころ に 現れ 、 勇気 
を 与え る 役割 を 持つ と いう 。 キリ スト が 
昇天 する 際 、 天上 まで つき そっ た の が 
この ヴァ ー チ ャ ー で あり 、 アダ ム と イ 枯 の 
子孫 で ある カイ ン が 誕生 する と き に は 産 
房 の 役 な ども 務め て いる 。 


ィ インド 神 話 入 世 以前 の 大吾 の 久 神 
で 、 ナ ー カ 族 の 王 。 国 生み の 儀式 で あ 
る 乳 海 携 挫 の 道具 に 使わ れ た 。 ヴァ ス 
キ は 身体 を ひっ ぱら れ た 苦し さか ら 幸 
を 吐き 、 世界 中 を 汚染 の 危険 に きら し 
た こと も あっ た と いう 。 ヴァ スキ は 、 ほか 
に も 船 を 引く 際 に ロー プ と な っ た り 、 シ 
ヴァ の ベル ト に な っ た り と 、 長い 身体 を 
神々 の 道具 と し て 使わ れる こと が 多い 
竜 で も ある 。 


[異聞 録 」 の ベル ソナ 。 SP 消 費 が 少な い 、「 ど どく ガス ブレ ス 」 

ー ーーー-。 | や 「 グ ライ バ 」 な どの 使い 勝手 の よい 魔法 を 所 持 し て いる な 
_ 使い ご こち 放 枯 | と 、 多 力 人 な 点 が 多い 。 男性 全員 と 相性 が よい た め 、 使い ま 

ー イ ルル ヤン カシ ュ | | わし も きく 。 一 度 作れ ば 、 長 く 使え る ベル ソナ だ っ た 。 さら 


に 成長 させ きれ ば 、「 メ ギド ラ 」 ま で 覚え て し まう と いう お ま 
けつ き で ある 。 も っ と も 、 イル ル ヤ ンカ シュ が 成長 し まっ た 
ころ に は 更に 能力 の 高い ベル ソナ が 召喚 で きる た め 、 せっ か 
く の 「 メ ギド ラ 」 を 使用 する 機会 少な か っ た の だ が 。 


| 


ーー RS 9 


北欧 神話 の 主神 オー ディ ン に 仕え る 
戦い の 女神 。 “戦死 者 を 選ぶ 女 " と いう 
意味 の 名 で 、 そ の 名 の と お り 戦 場 に 駆 
け て は 死ん だ 兵士 の 魂 を すく いあ げ 天 
界 と 導く 、 い わ ば 死 の 天使 の よう な 役 
割 を 果たし て いる 。 ヴァルキリー に よっ 
て 導 か れ た 兵士 た ちの 魂 は 、 そ の 後 
オー ディ ン の 館 に 迎え られ て 、 手厚い も 
て な し を 受け る 。 そし て 、 世 界 の 終 未 
ラグ ナ ロ ク の 際 に は 、 オーデ ィ ン ら 神々 
の 軍隊 に 加勢 し て 戦う と いう 。 


4 界 )4 存 
| MEROPHANT 
ー 電 謙 EHDOPHANT 


て の 者 を 監視 する イン ド の 司法 神 。 ヴ 
ァ ル ナ の 宮殿 は 海 の 底 に あり 、 マ カラ 
と いう 亀 に 乗っ て 行き 来 す る と いう 。 古 
代 イ ンド に お いて 、 ヴァ ルナ は 人 罪 を 悔い 
改め る 者 は 慈しむ と し て イン ドラ の 次 に 
重要 な 神 と し て 考え られ て いた 。 し か 
し 、 後 世に な る と 地位 は 下がり 、 つい 
に は 西 の 一 地方 を 守る 水 神 に な っ た 。 


ロー マ の 女神 。 か つて は 庭園 の 女 
神 で あっ た が 、 ギリ シア の 女神 アフ ロ | 
ディ テ と 同一 捉 さ れる よう に な っ て か ら 
は 、 愛 と 美 と 豊根 の 女神 と し て 称え ら 
れ た 。 天空 神 ウ ラ ヌ ス の 生殖 器 を 息子 
クロ ノ ス が 切断 し た と き 、 滴る 精液 が 


海 に 落ち 、 そ の と き に で きた 泡 か ら 誕 
生 し た と され る 。 自由 介 放 な 性 格 で 、 
鍛治 の 神 ヴ ォ ル カヌ ス の 妻 で あり な が ら 
も 、 多く の 恋人 を 持っ て いた と いう 。 


プレ イメ モリ アル ・ フ 「 罪 」 に 登場 する リサ の 最強 ベル ソナ 。 入手 は 困難 で は な い 


PP し 、 能力 も 高い の だ が 降魔 し て いる こと は 少な い 。 そ の 理由 
強 り けど 疫 に 立た な し ) | | は 消費 SP の 高 さ 。 い くら ヴィ ー ナ ス を 降魔 する ころ に は レ 
ーー ヴィ イー ナス | | ベル が 上 が っ て いる と は いっ て も 、 一 度 の 召喚 で 7 ら も の SP 


WM 


湖 の 中 に 住ん で いる 。 ヴィ ヴィ アン は 、 円 
重 の 騎士 ラン スロ ッ ト の 乳母 、 そ し て 武 
芸 の 師 で あり 、 彼 を 幼少 の 頃 か ら 鍛 え 
て 強い 騎士 に 育て あげ た と いう 。 ヴィ ヴ 
ィ ア ン は 、 ラ ンス ロッ ト が 成人 し た あと も 、 
彼 の 守護 者 と な っ て 見 守っ た と いう 。 


ーー 候 )mw 


「】 jEMMPEROR 


一 電 論 EMPEROR 
イン ド に お ける 温和 と 慈愛 の 神 で 、 
ヒン ドゥ ー 教 の 3 大 神 の ひと り 。 空 を 自 


四 に 駆け る ガル ー ダ に 乗り 、 天 ・ 空 ・ 地 
の 3 界 す べ て を 支配 する 。 イン ド に 古く 


か ら 伝 わる 書物 「 リ グ ・ ヴ ェ ー ダ 」 に 記 
され た 神 だ が 、 初期 は それ ほど 重要 と 
きれ て いな か っ た 。 し か し 後世 に な る 


HHIINTKGH| 


と 、 ヴィ シュ ヌス は 多く の 神々 を 自 守 の 和 
身 と し て 取り こみ 、 僅 大 な 有力 を 持 向 
合 神 と な っ た 。 名 は "行き 渡 芝 座 味 
し て お り 、 ヴィ シュ ヌ が 歩け ば 條 望 箇 を 
3 歩 で 横切る と いう 。 


] 話 に 登場 する 、 光 り 光 く 施 半 
" 木 の 蛇 "と いう 意味 の 名 を 振ら ョ 電 上 
和樹 ユグドラ シル の 頂上 に 佳 だ で お り 目 
ら が 発する 光 で 世界 中 を 照り 玖 が 
と き の 声 を あげ て 神々 を 眠り か り 基 ま 
し た り 、 妨 び 寄 る 悪 寺 を 追い 払 の な 
の 役 日 も 担っ て いる 。 この ヴィ 7 ニル 
を 殺す こと が で きる の は 、 魔 剣 大 


を 削ら れ た の で は た まっ た も の で は な い 』 フ ォ ー ミ ー ラ ) 
を 組み こん だ 最強 の 合体 廃 法 「 グ ラン ドク ロス ] も 区 力 | 
ある が 、 ポス な ど と の 戦闘 中 に 5 人 も 合体 魔法 役 に は 割 げ 
い ! と いう の が 正直 な と ころ だ っ た りす る 。 


女 ウ ルズ が 計算 し た 運命 の 糸 の 長き を 

測り 、 つ む ぐ 役目 を 担う 女神 で ある 。 

天上 界 の 泉 の ほとり に 建つ 、 美しい 館 

ロー マ 神 話 に お ける か ま ど の 女神 。 | に 住む と いう 。 

. 調 6 3 _] | ギリ シア 神話 の へ ステ ィ ア と 同一 視 さ れ 
- る 。 ヴ ェ ス タ の 象徴 は 火 で 、 こ の 女神 


能 ア ン テイ ン だ け だ と いう 。 ちな 
内 全 で は ゴー ルド コム "と いう 


2 知ら れる 


テテ を 国 の 守護 神 と し て いた ロー マ で は 、 
ジ ナ ル の 遇 魔 。 ラス ト ・ バ タリ 常に 聖なる 火 を 灯 し 、 ヴェ スタ の 乙女 
MS いる 。 と 呼ば れる 巫女 た ち が そ の 火 を 守っ て ゾロ アス ター 教 の 7 天使 アス シャ ・ ス 

いた と いう 。 プン タ の ひと り 。 動物 界 の 統治 者 で あ 
り 、 最高 神 ア フラ ・ マ スズ ダ の 言葉 を 人 間 
に 伝え る 役目 を 持つ 。 1 日 に 3 度 、 人間 
界 に 目 を や っ て 人 間 の 行為 を 記録 し て 
お り 、 そ の 記録 は や が て 訪れ る 世界 の 
終末 、 最後 の 審判 の 際 に 読み あげ ら 
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で 、*# 


の 神 。 海 に 住 ド も 大 陽 の 化身 で G。 
凍 の 成 を 司る 。 ヴィ ロー シ ャ ナ と い 
客 は “ 光 が あ まね く 了 照 ら す "と いう 意 
中 国 や 日本 な ど で は 、 昆 席 千 那 仏 

ょ ぶつ ) と し て 知ら れ 、 密教 
お いて ( この 神 が 発展 て 大 日 加 来 


っ た 。 


IMAGICIAM 


イル バ ー・ ウ ェ イ トリ ー。 ラ ヴ ク ラ フ 
ト の 著 作 「 ダ ン ウ ィ ッ チ の 怪 」 に 登場 す 
人 物 の ひと り 。 ア ー カ ム 大 学 の 図書 
骨 に ある 「 ネ クロ ノミ コン 」 を 使用 し て 
諾 界 へ の 上 門 を 開き 、 魔術 師 た ちの 神 
で ある ヨ グ = ソト ー ス の 介 選 を 行 な お 


イン ド の ヒン ドゥ ー 教 で いう 餅 鬼 の 
答 。 死体 に と りつ いて 自ら の 身体 と 
し 、 現 世 で の 復活 を 望む と いう 。 通常 
は 墓場 に 潜ん で いる が 、 石 の 中 に 住 

ぁ る 。 ヴェー タラ の 姿 は 色 黒 
で 背 が 高く 、 ラ クダ の 首 に 象 の 頭 を 乗 
せ て お り 、 - 眼 は フタ ロウ 、 耳 は ロバ に 


ら 戸 硬 4 ロカ は の 万 戸 // の し 
ウィ ロニ ジャ = ヴェ スタ 人 


還 す 回 目 \ 還 


| ヴェ ル ザ サン ティ = 上 2422| 


THTT 


PEGHZZU 開 | | 上 婦 に ペル ソナ と し て 司 場 。 補 二 で は 「 マ ハー ブフ が せ て いる た め 、 人 用 度 は 高かっ た 。 また 、 ヴ ィ ソ フ ニ ル の 
ーー 」| 使え 、 ラン ク が 上 が れ ば 「 ひ か り の さば き 」 と いう 強力 な 複数 グラ フィ ッ ク は な ん だ か まん まる の ヒヨコ みた いで と て も カ 


か わい) くっ て 強し ) / | | 攻撃 魔 法 が 使用 可能 に な る 。 零 烏 系 の 特性 と し て 降魔 者 の す ワイ イ 。 こ の グラ フィ ッ ク と 動き を 見 る た め に 、 わざ わざ 降 
ーー ヴィ ゾ フ ニ ル | | ば や さ が 各 段 に アッ プ す る と いう うれ し い お ま け も 持ち 合わ 麻 し た こと も あっ た ほど で ある 。 


ーー つの RS TREEH5) 


UM 


EFFECTECCrrYrrrrrrrrrrzrrrrrrrrrrrrrrrn 人 | 

古代 ロー マ の 火 の 神 。 ム ルキ ベル 
と も 呼ば れ て 崇拝 され て いた 。 金 細工 
と 職人 芸 の ギリ シア の 神 へ パイ スト ス 
と 同一 視 さ れる 。 ヴ ォ ル カヌ ス に は 、 
ギリ シア の へ パイ スト ス か ら 得 た 神話 
以外 に 独自 の 神話 は な い 。 


黄 龍 。 中 国 の 陰陽 九 行 思想 に お け 
る 神 獣 で 、 方 位 で は 中 央 の 位置 を 守 


護 す る 。 な お 、 黄 竜 が も っ と も 重要 な 
位置 で ある 中 心 を 守護 する よう に な っ 
た の は 、 竜 その も の が 中 国 の 皇帝 を 
象徴 する た め だ と いわ れる 。 


[ghHiEJKAS 還 


MPEAVCE | 

マヤ に 伝わる 巨人 。 名 は “7 つの お 
うむ "を あら わす 言葉 で ある 。 ヴクブ プ ・ 
カキ シュ の 身体 は すべ て 宝石 や 貴 金 
属 で で き て いて 、 瞳 は 美しい 光 を 放 
つ 銀 、 歯 は エメ ラル ド 、 皮膚 は 黄金 と 
自 銀 だ っ た と いう 。 し か し 、 美しい 外 
見 と は うら は ら に 、 性 格 は 非常 に ご う 
慢 で うぬぼれ 屋 。 自ら の こと は 天空 に 
ある 太陽 や 光 、 月 に も 匹敵 する と 考え 
て いた 。 また 、 支配 欲 に まかせ て た く 
さき さん の 悪事 を 働い た た め 、 双子 の 神 
で ある フン アプ プー と イシ ュ バ ラン ケー 
に よっ て 討伐 きれ た 。 ヴ ク プ ・ カ キシ ュ 
は 、 その後 夜空 の 星 に 姿 を 変え た と 
いう 伝説 も ある 。 


下級 悪魔 。 現世 に 現れ る と き は 、 身 
体 全体 が 炎 に 包ま れ て いる と いう 。 晶 
の 王 ベ ル ゼ ブ ブ の 命 に 従っ て 、 地獄 
の 穴 の 火 を 絶やさ な いよ うに 油 を 注ぎ 
続け る 役目 を 与え られ て いる 。 また 、 
仕事 の 合間 に は 燃え 盛る 石炭 で 死者 
を 苦し め る こと も ある と いう 。 ち なみ 
に 、 ウ コバ ク の 名 が 知ら れる よう に な 
っ た の は 、 コ ラン ・ ド ・ プ ラン シー の 著 
書 「 地 獄 辞 典 ] に この 悪魔 が 登場 し た 
以後 だ と いわ れる 。 


と 、 ふっ と 姿 を 消し で | ほう 5 語 記 
翌朝 に な る と また 空 に 現 相 計 ト < 
うに スー リヤ と の 追い か け に 
返す の だ と いう 。 て 和 


られ た り 、 自 ら が 支え で いた 回 鹿 
引き 裂 か れ た り し て も 気づか 旋 記 
だ っ た と いう 。 SN 


恨 戸 皇子 。 訟 名 の 聖徳 玉 才 の 名 思 
知ら れ て いる 。 用 明 天 皇 ど 穴 穂 部 
人 皇女 の あい だ に 生ま れ 角 我 因 還 
と は 親類 関係 に あたる 。 礁 古 訳 邊 大 
即位 後 は 、 摂政 と し で 内 外 の 政治 起 寺 
備 し た 。 603 年 に 、 簿 位 十 革 階 あ 定め 
翌年 に は 十 七条 憲法 を 制定 証 国 話 の 
編 筐 な ども 行ない な が ら 、607 征 因 ほ 
小野 妹 子 を 階 へ 派遣 する な 央 @ 国 
交 を 開き 、 大 陸 文 化 導 入 に 務め 誠 邊 
仏教 尋 降 に は 特に 尽力 レ 、 決 隆 寺 昌 
四天王 寺 を 建立 する な ど 多 ぐ の 業績 を 
残し た 。 


の 女神 。 名 前 は “輝く "を 意味 し 、 英 
語 の "オー ロラ "と は 語源 を 同じ くす る 。 
若い 女性 の 姿 を し た 神 で 、 絵画 な ど 
に は 美しく 着飾っ た 踊り 子 な ど と し て 
描か れる 。 ウ シャ ス は 毎朝 天空 に 現れ 、 
人 々 を 目覚 め さ せ る 。 そ し て 、 恋人 で 
ある 太陽 神 ス ー リ ヤ が 目 を 覚まし 、 ス 
ー リ ヤ に 追い か けら れ て 捕らえ られ る 


雷 否 イ ンド ラ を 倒す た め に 、 炎 の 申 
か ら 誕生 し た イン ド の 悪し き 神 証 風 
象徴 化し た 存在 で も ある 。 放 ば 2 を 別 
き 起 こし た り 、 ヒマラヤ か ら の 水 の 流 引 
を 堀 き 止 め た りな ど し て 人 々 を 黄 め 
た た め 、 こ れ に 既 っ た イン ドラ は みり 
ラ と 対決 し た 。 ヴ リ トラ は 元 来 市 
の 体 を 持っ て いた が 、 イン ドラ は 帳 の 申 
に ある ヴ リ トラ の 笠 点 を 見 抜い た 回 
し て 、 手 に し た 武器 ヴァ ジュ ラ で その 事 
点 を 突き 、 ヴ リト ラ は 討伐 され た s 


ら 戸 感 49 gpd のど 77 呈 / の し - 
ヴォ ル : ド ジ 


_ 上 ヴォ ルカ ヌス ・ 改 。。。 上 ウォ ン ロ ン 上 ウ コ バ ク | 
ko テン ロニ IT 
異 異 


PP な 生還 | [ 罪 」[ 還 | で は 、 お 礼 に 指 か れる ほど 有名 な 蛋 徳 太子 が ベル 
ソナ と な っ て 登場 。 どん な 能力 を も っ て いる の だ ろう ? と 
心 を と まめ か せ た 人 も いる と 思う 。 し か し 、 ウマ ヤ ド ノ オウ 


使え な し ) 度 Vo.7 | 


紀 


| ーー ウ マヤ ド だ ノ チ ウジ | | ジ は ゲー ム 中 で 一 番 、 と 言っ て も いい ほど “使え な い ベ ル ソ 


ルド 神話 に 登場 する 水 の 精 アプ サ 
ラス の ひと り 。 アプ サラ ス の 名 と し て 挙 
れる の は 、 メー カカ 選考 バ な どど だ 
中 で も 一 番 有 名 な の が この ウル ヴ 
ツー で ある 。 ウ ル ヴ ァ シ ー は 、 配偶 
示し て 決め られ て いる 一 族 で ある か 
ダル ヴァ と 結婚 せ ず に 、 人 間 と 男 と 
計れ た と いう 伝説 が 残っ て いる 。 こ 
が 彼女 の 名 が よく 知ら れる 原因 と な 
5 た の だ ろう 。 ウル ヴァ シー は し ば らく 

暮らし た が 、 ガ ンダ ル ヴ 
の 計略 に よっ て 夫 と の 仲 を 像 か れ た 
め に 、 夫 に 別れ を 告げ た 。 そ し て 、 
則 章 の アプ サラ ス た ち が 住 む 天 界 に 
5 て いっ だ と され る 。 


運命 の 女神 ノ 
ルン の ひと り 。 名 前 は “ 母 な る 大 地 " 
有 運命" を 意味 する 。 3 柱 の 長女 で も 
あり 、 現 在 - 過 去 ・ 未 来 に つい て の 知 
識 が 非常 に 深い と され る 。 


。 ベル シア 神話 の 戦い の 神 で 、 虚偽 
や 邪悪 な る 者 に 六 を 与え 、 自 ら を 上代 
失 す る も の に は 勝利 を 与え る と いう 。 
また 、 ウ ルス ラグ ナ は 強い 風 の 化身 、 
牡 邊 、 ラ クダ な ど 、 さま ざま な 姿 に 変身 

計る こと が あり 、 何 度 も 変身 する と い 
う 行為 は 、 ウ ルス ラグ ナ の 中 に みな ぎ 
% 活 動 的 な 力 を あら わし て いる と 思わ 
れる 。 230 年 ご ろか ら 栄 えた ササ ン 朝 
バル シ ァ の 時 代 に は 、 特に 偉 大 な 神 

され 、 国土 の 守護 神 と し て 

扱わ れ て いた こと も あっ た 。 また 、 戦 

の 女神 だ け あ っ て 、 兵士 た ちの 間 で は 

非常 人気 の ある 神 だ っ た 。 


ー 但 onrp 
ギリ シア に 伝わる 自ら の 尾 を くわ え 
た 蛇 。 も と も と は 古代 ギリ シア の 世界 
を 囲む な と され た 巨大 な 蛇 で あっ た が 、 
その 斉 妙 な 姿 か ら 完 全 、 不死 、 永遠 、 
世界 な どの きま ざま な 象徴 的 意味 を 持 
つ 存 在 に な っ た 。 巨大 な 竜 リ ヴァ イア 
サン や 、 海 由 オ ケア ノ ス な ども 、 この ウ 
ロボ ロス と の 関係 が 深い と いわ れる 。 
また 、 錬金術 の 世界 に お いて も 、 ウロ 
ボロ ス は 重要 な シン ボル で あり 、 無 限 
大 の 記号 <o も この ウロ ボロ ス の イメ ー 
ジ か ら 作 られ た と いわ れる 。 


「 異 開 録 』 に 登場 する オリ ジ ナ ル 想 魔 。 
神取 の 命令 の も と 、 侵入 者 に は 情け 
容赦 の な い 攻 撃 を し て くる 。 名 前 の 
agent は “他人 の 意志 を 代行 する も の " 
“代理 人 "な どの 意味 を 持つ 。 


ヒト ラー の 側近 と し て 活躍 する 、 ラス 
トバ タリ オン の 一 員 。 こ の SS は 、 
NAZIS の 中 で も か な り の エリ ー ト クラ 
ス に あたる 。 黒 の 軍服 に 身 を 包み 、 
数 人 単位 で 行動 する 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲ ー ム 中 の 設定 に 基づい た フィ クシ ョ ン で す . 


牌 を 持ち 、 左手 に 鯛 を 抱え て いる 姿 
で 描か れる の が 普通 で ある 。 


ギリ シア 神話 に 登場 する 運命 の 3 女 
神 で 、 証 代 に お ける 因果 応報 の 思想 
が 神格 化 き れ た も の と いわ れる 。 エ リ 
ー ニ ュ ス 3 姉妹 の 名 は アレ クト 、 ティ シ 
ポ ネ ー、 メガ イラ 。 自然 の 探 を 破る も の 
を 罰 する の が 役目 で 、 罪人 は エリ ー ニ 
ュ ス が 手 に し た 秘 審 の 針 で 刺し 、 刑 
凛 を 与え る と いう 。 

エリ ー ニ ュ ス の ロー マ で の 呼び 名 は 
フリ アイ と いう “狂乱 "を 意味 する 言葉 。 
その 起源 は エリ ー ニ ュ ス に 追わ れ た も 
の は すべ て 狂っ て し まう と いう 伝説 に 
由来 する 。 


イス ラ エ ル の 王 ソ ロモ ン が 書い た と 
され る 魔法 書 「 レ メ ゲ トン 」 の 中 に 挙げ 
られ る 72 の 悪魔 の ひと り 。 召喚 する と 、 
槍 と 旗 を 掲げ た 騎士 の 姿 で 現れ る 。 
この エリ ゴー ル は 未来 を 知る こと が で 
きる た め 、 財宝 の あり か 、 未来 の 恋人 、 
戦争 の 結果 な ど を 召喚 者 に 教え て くれ 
る と いう 。 悪魔 界 に お いて は 、 60 の 精 
霊 軍 を 率い る 大 公 遇 で も ある 。 


ひと り で 、 商売 繁昌 、 五穀 豊 稼 の 神 。 
エビ ス は 3 歳 ま で 立て な か っ た た め 、 
華 の 舟 に 乗せ て 流す と 立て る よう に な 
る 、 と いう 伝説 に より 海 に 流さ きれ た こ 
と が ある 。 そ の た めか 、 航海 の 神 、 海 
の 幸 を も た ら す 神 と し て も 知ら れ て い 
る 。 風 折 鳥 帽子 を か ぶり 、 右手 に つり 


ギリ シア の 両性 具有 の 神 。 ロー マ 名 
で は キュ ー ピ ッ ド と し て 知ら れる 。 愛 を 
司 り 、 手 に し た 弓矢 を も っ て 人 を 射 れ 
ば た ち ま ち 激 し い 恋 の 虜 に する と い 
う 。 古代 で は 救世 主として 崇め られ て 
いた が 、 時 代 と と も に 神 と し て の 威厳 
が 薄れ 、 い た ずら 好き の 残酷 な 天使 と 
し て 大 上 衆 化し て いっ た 。 


O 太 ロ 4/ ビ gpd 7 の の 万 7 の し 


| エビ ス は 、『 罪 」 と 「 軸 に 変異 か ら 召 喚 可 能 に な る 小 アル カ 
N ー  。、 。。 ノ 。 | | の ベル ソナ と し て 登場 。 召喚 する に は 多少 の 手間 が 必要 だ 
初島 旋 、 パ ン が アプ / | | が 、 味 方 全体 を 回 復 する 「 松 竹 梅 」( 回 復 量 は ラン ダム で 決定 


ー エ ビス 


され る 。 運 が 悪い と ちょ っ と アレ だ が 、 メデ ィ ラ ハン 並 の 効 


果 を 得 られ る 可能 性 も 秘め て いる ) を 所 持 し て お り 、 な お か 
つ 召 喚 時 の 消費 SP が 少量 で すん だ の で 、 終盤 まで 回 復 要員 
と し て 活用 で きた ベル ソナ だ 。 ボス 戦 必 須 の 補助 魔法 も 所 持 
し て いる の で 、 今後 は ぜひ 使っ て みて ほし い 。 


ーー の RNN Ti9RTH 記 。 基 回 田 麗 向 似 回 計 


始 口 。 父 鬼 の 一 種 で あり 、 いつ も お 
腹 を 空 か せ て いる 。 不 光 な も の 、 ま た 
は 昆虫 類 し か 食べ る こと が 許さ れ て お 
ら ず 、 口 か ら 火 を 吐い て 飛ん で いる 東 
を 焼い て は 食す る と いう 。 


光り 次 く を 持つ 人 間 の 姿 を し た イ 
スラ エル の 天使 。 天 使 の 中 で は も っ と 
も 下 の 階 級 に 属し 、 人 間 に は 身近 な 
存在 と し て 知ら れ て いる 。 へ プラ イ 語 
で “ 神 の 影 の 者 " “使者 "を 意味 する 名 
前 の と お り 、 神 に 代わ っ て 神意 を 伝え 
る 役目 を 持つ 。 


地 母 神 ヘ へ カ テー に 仕え を る ギリ シア の 
吸血 鬼 。 男性 に 悪夢 を 見 せ て 、 誘惑 
する 夢魔 で も あり 、 若者 の 血 を 特に 好 
ん で 吸う と され た 。 

姿 は 人 問 の よう だ が 、 片足 は 青銅 、 
も う 一 方 の 足 は ロバ の 葉 で で き て お 
り 、 コ ウ モ リ の 翼 を 持つ 。 また 、 別 の 
説 で は 片足 は 真 氏 、 も う 片 中 は 釣 爪 、 
ある い は ロバ の 踏 で ある と も いわ れ て で 
いる 。 夜 に は 街道 に 出没 し 、 旅人 を 
食い 殺す 恐ろし い 蛋 魔 だ が 、 能 点 は 
唱 口 雑 ト 口 を 言う と 逃げ て し まう 


と いう か ら 、 意外 に 小心 者 な の か も し 
れ な い 。 


「 罪 」 に 登場 し た オリ ジ ナ ル 悪 魔 で 、 
JOKER を 党首 と し て 結成 され た 仮面 
党 の 一 員 。 黄 色 い ロ ー プ を 身 に まとい 、 
仮面 を つけ て 、 珠 関 型 市 に 集団 で 出 
流す る 。 「 ヤ イル ・ カ メー ン 」 と し か 言葉 


の だ 盛 ロ 4 gd 7 の 77 の 戸 // の し 


エン ジェ ル 


を 発し な い 。 


人 間 の 2 一 3 倍 の 体格 と 、 悪 る べき 
怪力 を 誇る ヨー ロッ パ の 朱 ( 巨 人) の 一 


いや 呪術 な ど に 万 能 (に 朗 電 
神々 の 頂点 に 立つ 存在 だ 較 
し 、 北欧 神話 の 世界 が 綴 
ラグ ナ ロ ク (神々 の 黄 藤 ) の 


般 名 称 。 フラ ンス の 作家 ペロ ー が 、 代 


表 作 で ある 「 長 鞭 を は いた 猫 』 の 中 で 
“オー グル "と 名 づけ た の が 最初 で あ 
る 。 巨大 で ある こと を 除け ば 姿 形 は 人 
間 と ほとん ど 変 わら な い が 、 知能 は 低 
く 、 武器 や 防具 を 使う こと は あま りな 
い 。 も っ と も 、 モデ ル と な っ た “オー グ 


ル " の 方 は 、 愚 か な が ら も 魔法 を 使い 、 
並み の 人 間 よ り は 賢い よう で ある 。 ま 
た 、 若く て 美しい 、 高中 な 女性 を 好 ん 
で 食らう と も いわ れ て いる 。 


オー カー ジェ リ Mn 」 


オー カー(ocher) と は “黄土 色 の "と 
いう 意味 で 、 そ の 名 の 示す と お り 、 黄 


上 色 の 体 を 持つ スラ イム 状 の 悪魔 で あ 
る 。 色 が 異な る ほか は 、 通常 の スラ イ 
ム と 大 し た 人 違い は な い 。 


北欧 神話 に 交 場 する アー 2 
神 。 も と は 天神 と し て 世界 を 造 
気象 を 司 っ た が 、 人 
術 、 死 を 司る 神 と し て 知ら れる よう に 
な っ た 。 “勝利 の 父 " “人 短 限 の も の "“ 提 
を ひき お こす 者 "な ど 、 さま ざま な 異名 
を 持っ て いる 。 

智 に 対し て 人 次 欲 な オー ディ ン は 、 片 
目 和 を 代償 と し て ミー ミル の 泉 の 水 を 飲 
み 、 よ り 多 く の 手 智 を さ ず か っ た と され 
て いる 。 また 、 小 人 た ち が 蜂 蜜 と 賢者 
ク ヴ ァ シ ル の 血 を 混ぜ て 作っ た 魔法 の 
密 酒 を 盗ん で 飲み 、 詩 芸 の 神 と な っ た 
と も いわ れる 。 

オー ディ ン は その 稚 智 以外 に も 、 


ケル ト 神 話 で 語ら れる 
わす 神 ダ ー ザ の 弟 。 勇敢 義 
で あり 、 アガ ー ト ラー ム の 月 
場 で 活躍 し た 。 古代 ケル AI 
用 し て いた オガ ム 双 字 を 員 ! 
いわ れ て いる 。 


ア の ひと り で 、 名 は ほ 放 速く 了 
味 が ある 。 諾 民 2 . の ^ 


紳 目 の 詩人 ホメ ロス は 、 オ 国 
を は じ め と し た ハル ピュ イ 訪 軸 
の 娘 を さら っ て 、、 冥界 に 連れ 素 
記し て いる 。 


も ある 。 本 的 に は 了 識 
師 や 門番 、 政治 家 、 火 の 番 人 、 秋 4 
な ど さ ま ざま な 姿 を 持っ で いる 5 
ン の ルー ツ と な っ た の は 、 孝信 記 


の ヨル バ 族 な ど に 伝わる 鋼鉄 の 神 還 こ 
の 鋼鉄 の 神 が 、 ハ イチ に 伝わり 美雄 
し て 発展 し た 。 オ グン の 礼拝 に ほ 二 水 
の か わり に 彼 の 好む ラム 酒 を 地 画 還 
注ぎ 、 マ ッ チ で 火 を つけ で 赤 W 仙 
作り だ す と いう 。 


に 革 


PT 


オー マ 


に 請 


詳 


っ た た め 、 、 オク ン を 上 し て いる マー ク が 0 
成長 し な い 、 と いう 荻 劇 が 続出 し た 。 そ の だ め レ バル 誠 
が っ た ら 即 捨て られ 、「 メ ギド 」 を 所 持 する ゴ ズ : 
と っ て 変わ られ る 奏 命 征 を も つ 悲し い ベル ソナ だ っ だ: 


4 アプ て ゴリ ルプ 記 宮 全 議 較 [所 曲 急 」 の マー ク 初 期 ベル ソナ 。 物 理 攻撃 を させ れ は ば 強 


ーー ー | カ だ が 、 す ば や さ が 低く 、 降 魔 者 の 攻撃 は いつ も ター ン の 
攻撃 の 村 会 が こなし ) | 最後 に な る と ころ が 難点 。「 異 聞録 」 で は 、 敵 を 多く 倒し た 
ー チ グン | | キャ ラク ター に た くさ ん の 経験 値 が 入る と いう シス テム だ 


マヤ 神話 に な 場 する 大 地 の 任 物 。 
ル 聞 の 前 に 世界 を 支配 し て いた 貧 欲 
見 で 、 最初 の 人 類 た ち を すべ て 食 
くし て 波 ぼ し た と きれ る 。 

代 間 録 ] の 中 で は 天災 的 な な イメ ー ジ 
z 量 魔 化 し て こ 描 か れ て いる よう だ 。 


ホメ ロス の 小説 [オデュッセイア 」 の 主 
会 。 イタ カモ ラ エ ル テ ス の 子供 で 、 赤 
肛 の 共 内 と も 時 ば れる 。 知力 と 武力 を 

*、 ト ロイ ア 戦 争 で は 有 
な "木馬 の 計 " を 考案 し 、 ギリ シア 軍 
勝利 に 着い た 。 トロ イア か ら 帰 国 の 
中 、 海神 ボ セイ ドン の 怒り を 買っ て 船 
# 沈 没 し た り と いっ た 冒険 に 遭遇 する 


ロビ L ロ ビビ ロ 昌 oF ロビ VI 
Ar 帰 | は お ろか 、 人 間 の 娘 た ち に も 手 を 出す 
靖 人 は 留守 の あい だ 妻 を 苦し め て い | と も いわ れ て いる 。 


た 札 逆 な 求婚 者 た ち を 息子 と 力 を 合 
わせ て 討ち 亡 ぼ し た 。 


と 姫 。 民 間 伝 承 と し て 有名 な 浦島 伝 
説 に 登場 する 、 竜宮 の 美しい 姫 と し て 
知ら れる 。 また 、 オト ヒメ の 本 来 の 姿 は 


八 必 魚 で ある と いう 。 こ の オト ヒメ の ル 


ー ツ と な っ た の は トヨ タマ ビ メ 。 海神 で 
ある オオ ワタ ツ ミ ノ カ ミ の 娘 で 、 夫 は ホラ 
リノ ミコ ト 。 海 の 神 オ ト ヒ メ が 地上 の 神 
で ある ホラ リノ ミコ ト と 結婚 し た 、 と いう 
言い 伝え か ら 、 人間 と 神 が 結 ば れる 浦 
島 伝 説 と 結び つい た の だ と 考え られ 
る 。 ちなみ に 、 オト ヒメ は 弟 胡 と も 書か 
な ど を あら わす 言 


れ 、“ 妹 姫 " や “ 未 姫 " 
葉 に な る こと も ある 。 


T 録 」 に 大場 し た オリ ジ ナ ル 悪 放 。 
オプ スィ ー ン と は 英語 の obscene か ら と 
られ た 名 前 で 、“ 狼 装 な " “不快 な "と い 


っ た 意味 を 持つ 。「 異 団 録 」 で は 欲求 
が 我慢 で き な く な っ た 状 を が すべ ペル 
ソナ と し て 登場 し た 。 


イギリス の 妖精 王 。 ドイ ツ の 古い 伝説 
「 ニ ー ベ ルン ゲン の 歌 』 や 、 中 世 フ ラン ス 
の 叙 事 辞 『 ユ オン - ド ド ・ ボ ルド ー」 に 登場 
する 妖精 が ルー ツ で ある と いわ れる 。 
後世 に な っ て 、 シェ イク スピ ア が 戯曲 「 真 
夏 の 夜 の 夢 」 に オベロン を 登場 させ 、 
妖精 王 と し て の 印象 が 定着 し た 。 

この オベロン は 、 呪い を か けら れ て い 
る た め 3 歳 児 くら い の 体格 を し て いる 。 
だ が 、 外見 と は 裏腹 に と て も 好色 な 性 
格 で ある 。 妖精 の 国 に 住む フェ アリ ー 


葉 神 エ キ ドナ と 1000 の 上 顔 を 持つ 蛇 テ 
ュ ポ ー ン の あい だ に 生ま れ た 双頭 の 
犬 。 7 つの 時 の 頭 と 、 蛇 の 尾 も 備え て い 
た と され 、 性格 は 非常 に 獲 色 だ っ た 。 

オル トロ ス は 怪物 ゲ リ ュ オン の 番犬 
で あり 、 ギリ シア の 頂 か 西 に ある エリ ュ 
ティ ア 島 で デリ ュ オ ン が 持つ 和牛 の 番 を 
し て いた 。 だ が 、 その 和牛 を 奪い に きた 
ヘラ クレ ス に より 撲殺 され た と いう 。 

オル トロ ス に は 母 で ある エキ ドナ と 交 
わっ て 子 を 成 し た と いう 伝説 も ある 。 オ 
ルト ロス の 子 は スフィンクス や ネ メ ア の ラ 
イオ ン な ど 、 化け 物 ば か り で あっ た と さ 
れる 。 また 、 エ キ ド ナ を 母 と する オル ト 
ロス の 兄弟 も 、 雷 雲 の 化身 キマ イラ や 


水 の 意 で ある ヒド ラ 、 火 竜 ラド ン な どの 
お ぞ ま し い 姿 を し た も の が 多い 。 


の 一 種 。 現地 の 言語 で は “クー・ シ ー”" 
と 呼ば れ て お り 、“ 
“シー" は 妖精 を 意味 する 言 
いう 。 まる で 大 の よう な 姿 だ が 、 大 き さ 
は 子 生 ほど も あり 、 ぎ ら ぎ ら と 輝く 中 の 
よう な 目 を し て いる 。 また 、 購 緑色 を し 
た 体毛 は と て も 長く 、 尾 は 背中 に 折り 
曲げ て 編み こん で いる と され る 。 

カー・ シ ー は 、 妖精 の 乗り 物 と し て 利 
用 きれ る こと も 多い 。 また 、 妖精 の 番 
犬 と し て 用 いら れる こと も ある と いう 。 
非常 に 大 き な 足 を 有 し て いる が 、 音 
立て ず に 汗 る よう に 歩く こと が で きる た 
め 、 妖精 が 和牛 の 乳 を 盗 むと き に 連れ て 
いか れ て 、 そ の 見 張り 役 を きせ られ る 
の で ある 。 また 、 カ ー・ シ ー が 獲物 を 追 
うと き に は 、 遠く まで 届く 大 き な 声 で 3 度 
咲 え る と いう 。 


| オプ スィ ー ン オペ ロン オル トロ ス == ニ = = や | 
内 画 3 隊 | 


ら 戸 感 ロ 4/ ビ ロ pd の だ の 呈し 


| [0 の アラ ヤ の 岩戸 に の み 出現 し た 悪魔 。 オブ スィ 
に シン よう な 仮面 の 姿 を し た 悪魔 は 6 体 お り 、 い ずれ も 人 の 
の 内 画 が 化し た 存在 で ある 。 アラ ヤ の 岩戸 は スト ー 
リー 上 、 主 人 公 と マキ の ふた り で 攻略 せ ね ば な ら ず 、 ま た 


心 の 内 盛 を あら わす ず | 
ー チ ブス ィ ー ン 


て いた 。 有 効 な の は ハン マ な どの 神聖 魔法 だ が 、 彼 ら の ! 
に は 呪 殺 魔法 を 得意 と する 者 が いた の で 、 攻 略 時 に は それ 


TE 
を 無効 化す る 「 テ トラ ジャ 」 を 持つ ベル ソナ が 必須 だ っ た 。 


イン ド に お ける 栽 灯 の 女神 で で 、 シ ヴ 
ァ の 妃 。 女神 ドゥ ル ガ ー が 怒っ た と き に 
額 の 目 か ら 生 まれ た 。 カー リー と は “時 " 
ある い は “ 黒 " を 意味 する カー ラ (kala) 
の 女性 形 。 ほか に も 数 多く の 異名 を 持 
ち 、 名 前 に 応じ て 異な る 側面 を あら わ 
す と いわ れる 。 

その 姿 は 凄惨 極 ま り な く 、 体 中 が 黒 
色 で 、 交 を 振り 乱 し 、 長い 舌 を 突き 出 


し た 恐ろし い 形 相 を し て いる 。 右 の 手 
に は 血 の 滴る 剣 と 三叉 戦 を 、 左 の 手 に 
は 切り 落と し た 生 首 と そこ か ら 流 れ 落 
ちる 血 を 受け 止め る 骸骨 を 持っ て い 
る 。 また 、 首 に は 生 首 を 繋い だ ネッ クレ 
ス 、 腰 に は 切り 取っ た 手足 を つなげ た 
腰 巻 き を つけ て いた と いう 。 

カー リー は 、 信 者 に 祝福 を も た ら す 
神 と し て 人 気 を 得 て お り 、 過去 に は 人 
身 御供 も 行なわ れ て いた 。 現在 の 祭 
儀 に は 鶏 や 羊 と いっ た 動物 の 血 が 生 
芝 と し て 捧げ られ て いる 。 


ギリ シア 神話 に 伝 わ 記 
混 渦 の 淵 カ オス の 中 か り 議 
誕生 し た 神 の ひと り で 須 
“厚い 胸 を し た 者 "を 意味 
は 世界 を 形作る 大 地 そ の 培 
神々 も 人 間 も す べ で は 彼 婦 居 
た と され て いる 。 『 

ガイ ア は 独力 で 天神 ウラ 
ボン トス を 産ん だ あと ウラ 雪 
婚 を し て 隻眼 の キュ クロ プス 5 衣 
な ど 、 12 の 神 を も うけ た 請 が 
だ 子供 の 中 に は 、 100 李 の 腕 矯 
カト ン ケ イル と 呼ば れる 国 炊 大 
が 、 ウ ラノ ス は この 巨人 を 胡 雪 
に ょ ニ 閉 し た 。 怒 っ た ガイ ア は ほ 講 
クロ ノ ス を 説得 し て ウラ クス を 詳 
し まっ た と いう 。 ・ 


火 鳥 。 中 国 に 伝わる 夫 陽 の 車 
む 鳥 で 、 太 陽 を 運ぶ 役目 を 担 2 
て いる 。 また 、 日 本 神話 に 右 場 
忌 鳥 の モデ ル と も な っ た 存 大 
カウ の 脚 は 3 本 だ が 、 これ は 奇数 を あ 
ら わ す 陽 気 が 凝 り 固 まっ た も の を 黄 | 
し て いる と いう 。 

中 国 の 小説 「 西 遊記 | で ほ m 談 役 
君 と いう 神 が 戦い を 行なう と き ベ 
馬 や 火 の 槍 、 弓 など と 同様 3 
め の 武 器 と し て カウ を 用 W だ 間 昌 


仏教 の 六道 の ひと つ 、 飯 更 適 上 
に 住む と いわ れる 鬼 。 頭 が 極端 e 肉 き 
く 、 喉 は 異様 に 細く 、 腹 ほ 膨 析 計 記 
が ひど く 痩せ て お り 、 常 に 負 あ 渦 M 較 
いる 。 六道 思想 で は 現世 で 物 欠 2 

し か っ た 者 、 特に 飲食 物 に 次 谷 K 
っ た 者 が 館 鬼 道 に 堕ち で 館 鬼 に な る と 


の 9 閉 記 ng 必 折 の に 


な ん で そん な 形 な の 2 


プレ イメ モリ アル ・13 


「 罪 」 で ガイ ア に 蓮 遇 し 驚か され た の は 、 その 形状 で ある 。 
全体 は ピンク 色 で 目 が ら つ 、 四角 い 足 を 持つ 得体 の し れ な い 
置物 の よう な 形 な の だ 。 こん な も の が ダン ジョ ン を 歩い て い 
ー ガ イア | | る と 突然 出現 する の だ か ら 恐 いも の が ある 。 な お 、 悪魔 と し 


て 登場 する ガイ ア を 倒せ ば 、 ガイ ア 召 喚 用 の マ 到 | 
ド を 得る こと が で き 、 その 後 は ベル ソナ と し で 宮 喚 か 
な る 。 当然 な が ら ベ ル ソ ナ の 方 も 置物 の よう な 形 # 
ちな み に 「 各 」 の ガイ ア は 人 型 に 変化 する 。 


時 に 小 “ 
に で すか ぢ 


者 を 意味 す 


は 、 ィ 
る ヌー で ある と 考え た 。 


衝 


| を し た 社 で 
味 す る 。 
騙 : モ ク 島 


れ て いた 
が 創出 
する 存在 で ある と いう 。 


=。 現 世に さ 迷 い 出 た 彼ら は 、 
ぇ の に を 少し で も 和らげ よう と 、 生 
の 新鮮 な 肉 を 貧 り 食らう と いう 。 ま た 、 
入ら 圭 魂 、 亡 者 、 


※ に まつ わる 怪談 、 いわ ゆ 
モン スタ ー 。 カ シマ レイ コ 
の トイ レ に 出現 する 幽 侍 
< 深夜 トイ レ に 入っ た 者 に 「 私 の 足 は 
」 と 質問 を し て くる 。 この 
間 に 対す る 答え は 地方 に よっ て 異な 
が 、 い ずれ の 場合 も 答え られ な けれ 
上 呪 を 取ら れ て し まう と いう 。 


」 で 、 ナイ ル 河 
源流 近く に 住む と 伝え られ る 怪物 。 
非常 に 頭 が 重く 、 普段 は 地面 の 方 を 向 
有 い て いる た め 、 ギリ シア 語 で “うつ むく 
る 名 を つけ られ た 。 また 、 
衣 に 下 を 向い て いる カト プレ バス が 顔 
こ 、 その 目 で 曲 ま れ た 者 は 
と いう 。 博物 学者 キュ ヴィ 
) 原 形 が 南ア フリ カ に 生息 す 


5 “邪悪 な 臭い " を 間 
ハウ イ 詳 島 体 近 に ある カネ 。 フ 
で は 、 こ の カナ ロア が 住民 の 
| 肉体 の 中 に 生き づい て いる 神 と 考え ら 

また 、 カ ナ ロ ア は 創造 主 カ ネ 
し た 大 地 と 生物 すべ て に 敵対 


人 象 の 頭 を し た 神 で 、 名 は “群集 の 王 " 
と いう 意味 を 持つ 。 も と も と は 普通 の 人 
間 だ っ た が 、 ふと し た こと か ら シ ヴァ の 


色 り を 買っ て し まい 、 首 を は ね られ て し 
まっ た と いう 。 そ れ に 対し 、 母 神 パー 
・ ル ヴ ァ テ ィ は 激怒 。 慌て た シヴァ が と お 
りす が り の 象 の 首 を 切っ て か わり に 与 
え 、 現在 の ガネーシャ の 次 に な っ た と さ 
れ た 。 人 間 の 障害 を 取り 除き 、 知恵 を 
授け る 神 で 、 イ ンド で は 重要 な 事業 の 
開始 時 に は 必ず ガネーシャ が 祭 ら れ 
る 。 また 、 書物 の 巻頭 に お いて 祈念 き 
れる こと も 多い 。 な お 、 仏教 で は 大 聖 
歓喜 天 ま た は 大 昆 那 夜 迎 王 と いう 名 で 
崇め られ て いる 。 


詩 「 ラ ー マ ー ヤ ナ 』 


古代 イン ド の 叔 
に 登場 する 悪魔 族 ア スラ の ひと り 。 体 
は 巨大 だ が 頭 は な く 、 胸 に 目 、 腹 に 口 


が つい て お り 、 2 本 の 腕 は 極端 に 長い 。 
これ は カバ ンダ が イン ドラ 神 と 争い を 起 
こし た 際 に 頭 を 思い きり 殴ら れ 、 首 が 
体内 に 陥 濾 し て し まっ た の が 原因 と い 
われ て いる 。 


天 軍 の 総帥 で 
ある ミカ エル と 並び 称 き され る 重要 な 天 
使 。 が ガ プ リエ ル と いう 名 は 、“ 加 な る 夫 " 
の 意味 を 持つ 。 語源 と な っ た の は シュ 
メー ル 語 の gbr( 統 治 者 、 力 の 意 ) で 、 
その 名 の と お り ガ プリ エル は エデン の 
園 の 統括 者 と きれ て いた 。 


イス ラ エ ル に お いて 、 


また 、 ガ プリ エル は 、 神 の 意志 を 伝 
える メッ セン ジャ ー と し て の 役割 も に な 
っ て お り 、 キリ スト を 身ごもっ た 聖母 マ 
リア に 、 百合 を さき さげ て 受胎 の 告知 を 
し た 伝説 は 有名 で ある 。 また 、 イス ラム 


教 開 提 の マ ホ メ ッ ト に 神 の 言葉 を 伝え 
た の も 、 こ の ガブ プリ エル で ある と 伝え ら 
れ て いる 。 

イス ラ エ ル に 伝わる 天使 た ち は ほ と 
ん ど が 中 性 で ある と いわ れる が 、 ガブ 
リエ ル だ け は 女性 に 近い 存在 で ある 。 
その 根拠 と し て は 、 ガ プリ エル が 主 の 
左手 に 座 し て いる こと な ど が 挙げ られ 
る 。 イス ラ エ ル で は 、 左側 は 妻 の いる 
べき 場所 だ っ た か ら で あ る 。 


MM 


| 入手 する の が 遅 すぎ て | 
ー ガ ブリ エル | 


エリ ー 専 用 ベル ソナ 。「 宙 」 の エク スト ラダ ンジ ョ ン で 入 
手 で きる マテ リア ルカ ー ド 「 リ リィ 」 を 使っ て 召喚 する 。 
南条 ルー ト と エリ ー ル ー ト を クリ ア し 、 さ ら に 強力 な 敵 が 
待ち うけ る エク スト ラダ ンジ ョ ン ま で 行か な けれ ぼ 入手 で 


っ か く 蘭 労 し て 手 に 入れ て も エク スト ラダ ンジ ョ ン 内 で し 
か 使用 で き な い た め 、 あ まり 能力 を 発揮 する 機会 が な い の 


き な い と いう だ け あ っ て 、 能力 は 非 常に 高い 。 し か し 、 せ 
が 残念 な と ころ だ っ た 。 。 


に NE TREE 


鎌倉 権 五郎 時 
る 相模 国 の 武士 で 、 わ ず か 16 歳 で 源 
義家 に つい て 人 後 三 年 の 役 で 手柄 を た 
て た 。 戦 の 際 、 英軍 の 矢 に 射 ら れ て 左 


正 。 平安 末期 に お け 


目 を 射 抜か れ た が 、 そ れ で も ひる まず 
に 自ら の 手 で その 矢 を 抜き 、 さ ら に 抜 
いた 矢 を 相手 に 打ち 返す ほど の 腸 
の 者 で あっ た 。 カマ クラ ゴン ゴロ ウ が 射 
られ た 左目 を 洗っ た と いう 池 は 、 今 も 
千葉 県 の 野田 市 に " 権 贅 郎 池 " と いう 
名 で 残っ て いる 。 

カマ クラ ゴン ゴロ ウ は 現在 、 御霊 神 
社 に 泰 ら れ て お り 、 命日 で ある 9 月 18 晶 


に は 毎年 お 面 を つけ て 神 奥 と と も に 歩 
く 面 掛 行列 が 行なわ れる 。 


ポポ ボル ・ ツ フ 」 に 登場 する 人 
食い コウ モリ で 、 光 と 痢 を 司る 神 。 片 
手 に 供養 の 刀 、 も う 一 方 の 手 に 獲物 を 
持っ た 姿 で 描か れる こと が 多い 。 冥府 


シバ ル バ ー に ある "上 晶 の 家 " と 呼ば れ 
る 洞穴 に 住み 、 双 子 の 神 フ ン ・ ア プ と 
シュ バラ ン ケ が 冥府 に 侵入 し た 際 は 、 
フン ・ ア プ の 頭 を 切り 落と し て し まっ た 
と いう 。 


「 罰 」 に お ける エク スト ラダ ンジ ョ ン に の 
み 登 場 す る 蛋 魔 。 イエ ロー、 グ リー ン 、 
レッ ド 、 ブル ー、 プラッ ク の 5 種類 の カメ 
ー ン が 存在 し 、 そ の 姿 や 形 は 「 罪 に 
登場 し た 仮面 党員 に 由来 する 。 た だ し 、 
カメ ー ン プラ ッ ク の み は 「 六 」 独 自 の オリ 
ジ ナ ル 。4 体 の カメ ー ン の 中 で 最強 の 能 
力 を 有 し て いる 。 


MiI 


イギリス の 物語 「 ア ー サ ー 王 伝説 』 に 
登場 する 円 卓 の 騎士 の ひと り 。 騎士 の 
鑑 と 呼ば れ た ラン スロ ッ ト と エレ イン 姫 
の 息子 で 、 親 譲り の 美貌 と 式 才 を 持つ 。 
15 歳 で アー サー 王 の 騎士 と し て 仕え 、 
この 世 で も っ と も 優れ た 騎士 と 称え ら 
れ た 。 実力 は 父 ラ ンス ロッ ト さ え 及 ば な 
いと も いわ れ た ほど で ある 。 父親 の 悲 
願 で も あっ た 、 聖杯 探索 を 見 事 成 し 遂 
げた こと で も 知ら れる 。 


克則 届 品 人 回 詩 


ギリ シャ 神話 に 登場 する ニン Zi@ 衣 
の 女神 アル テ ミ ス の 従者 。 檜 と 評 
で S アル デ ス の 狩り の 供 を VG 着 
が 、 あ る と き ゼ ウス に 見 初め られ で 請 多 
成 し て し まう 。 これ を ゼウス の 美人 ペ ラ 
(一 説 で は アル テ ミ ス ) に 如 され 2 
40 二 で 熊 に 変え られ で し ま ら 
た 。 その後 、 カ リス ト は 成長 し た 息 剤 
ルカ ス に よっ て 射殺 され そう に な 5 だ 
が 、 ゼウス の 手 に よっ て 親子 と も ど $ 天 


の 紹 ロビ ロ の pd 7 の だ の ロ 戸 7 の し 


憧れ は ある の だ が 、 た い が い 作れ な いで 終わ っ て し まう の 
| が FO0L の ベル ソナ 。 カマ クラ ゴン ゴロ ウ も その うち の ひと 
つ で 、 名 前 は 知っ て いる も の の 、 いつ に な っ て も 降魔 で き な 
い 存在 だ っ た 。「 マ ハラ ギ ダ イン 」「 メ ギド ラオ ン 」 な ど 最 上 級 


の 攻撃 廃 法 が 使え 、 SP も か な り 低い 。 歌 人 

ク も 一 度 は 見 て みた い 、 と 思っ て いた も の だ が | 
作れ た こと は な い 。 の 思 の な いと ころ に い 0 
と いう 感 の ある ベル ソナ で ある 。 


の N に ロロ に し ロビ ピロ | 
に あげ られ た 。 そし て カリ スト は お お 
( ほ ま 座 、 ア ルカ ス は こぐ ま 座 と な っ た と 
叙 え られ る 


門 仙 登場 する オリ ジ ナ ル の 』 靖 魔 で 、 
ラ ト ホ テ プ が 世界 減 亡 の た め に 
紀 聞 の 手先 の ひと り 。 統 


の 金色 の 半 人 : 
幸 の ナー が を 食らう と いう 言い 伝え が 
) あめ 、 イ ンド で は 蛇 の 毒 か ら 守 っ て くれ 

る 吾 な る 鳥 と され た 。 か つて 、 母 ヴ ィ ナ 
ター が ナー ガ 族 の 奴隷 と し て 捕らえ ら 
れ た 際 、 不死 の 甘 赴 (アム リタ ) と 交換 
に 母 を 解放 する と いう ナー ガ 族 の 提案 
を 飲ん だ ガル ー ラ は 、 ヴィ シュ ヌ に 頼ん 
で アム リタ を 入手 。 その 引き 換え に 、 ヴ 
ィ シ ュ ス の 乗り 物 と な っ た と いわ れる 。 
仏教 で は 八 部 衆 の ひと り と な り 、“ 迎 楼 
時 "と 呼ば れる 。 


ュ ク ス の 舟渡 し 。 死者 の 霊 『 才 を 運ぶ 
界 導師 で あり 、 伝令 神 ヘ ル メ ス と 似 た 
存在 で も ある 。 この カロ ン は みす ぼら し 
い 老 人 の 姿 を し て いる が 、 死者 が 少し 


で も 船 に 乗り 遅れ る と 、 容赦 な く 権 で 
打ち 据え る と いう 。 古代 ギリ シア で は 、 
死者 は カロ ン に 渡し 賃 を 支払 わな けれ 
ば な ら な いた め に 、 口 の 中 や 、 ま ぶた 
の 上 に 鋼 貨 を 置か れ た まま 埋葬 され て 
いた と され る 。 


上 を こき せる パー ル の 凍 
し か し 、 カ ワン チャ に 供物 を 供え 、 
人 YY か 
厄 を 払っ て くれ る と も いわ れる 。 また 、 


カー リー や シヴァ に つき 従い 、 革 悪 を 
滅ぼす 役割 を 持つ と も 伝え られ る 。 


で あっ た と いう 。 

一 般 に は 温厚 と きれ て いる ガン ダル 
ヴァ だ が 、 ペル シャ で は 一 度 に 12 人 の 
人 間 を 食らう 悪 覆 な 魔 物 と し て 語ら れ 
て お り 、 英雄 クル サー スパ に 退治 され 
た と も 伝え られ る 。 な お 、 仏教 で は 八 
部 押 の ひと り で ある “ 乾 較 婆 "に な る 。 


春秋 時 代 の 中 国 で 、 呉 に - 任 えて 
いた と され る 刀工 。 に の カシ シ ョ ッ が 上 
え 上 げた と 伝え られ る の は 、 自 ら の 名 
を 冠 し た “ 和 干 将 " と 、 妻 の 名 を つけ た 
* 英 邪 " と いう 二 振 り の 剣 。 雪 に 上 質 の 
鉄 を 作る た め の 秘 策 を 授け られ 、 最上 
級 の 鉄 で 名 剣 を 作っ た と 語り 継が れ 
る 。 また 、 別 の 説 に お いて は 、 鋼 や 鉄 
を 食べ る ウサ ギ が カン ショ ウ の 武器 庫 
を 荒らし た と ころ を 捕まえ 、 そ の 腸 迷 
や 肝臓 か ら こ の 二 振 り の 剣 を 作り あげ 
た と も いわ れる 。 、 


ガン ダル ヴァ . | 


イン ド に お ける 半 人 半 獣 の 精霊 で 、 
四季 を 司る ヴァ ルナ の 使者 で も ある 。 
ガン ダル ヴァ は 太陽 や 月 、 虹 な どの 自然 
を 神格 化し た も の と いわ れ 、 身体 に は 
強い 香り を 持ち 、 下 半身 は 鳥 で 、 両 肩 
に 下 を 持っ た 姿 で あら わ さ れ て いる 。 
水 の 精 圭 ア プ サ ラ ス の 配偶 者 で 、 ア プ 
ラサ ス と 同様 に 水 か ら 生 まれ 、 空 を 飛 
び 、 天界 に 暮らす 精 圭 で ある 。 精霊 の 
こと を 記し た 「 ア タル ヴァ ・ ヴ ェ ー ダ 」 に よ 
る と 、 この 世界 に は 6333 体 の ガン ダル 
ヴァ が いる と され る 。 

も う ひ と つの 伝説 と し て 、「 マ ハー バ 
ー ラ タ 」 で は 、 ガン ダル ヴァ が 天界 の 楽 
上 と され て いた 。 精霊 アプ ラサ ス と と も 
に 、 イ ンド ラ の 天宮 スワ ル が ガ で 歌い 踊り 、 
神々 や 戦死 者 の 魂 を 楽し ませ る 存在 


マヤ 神話 に 人 場 する 死 の 神 。 別名 
ユ ム ・ キ ミー と も 呼ば れ 、 骸骨 の 姿 で あ 
ら わ され る こと が 多い 。 


や ぶ に ら み の 日 を し た マヤ の 太陽 
神 。 アル トゥ ン ・ ハ 遺跡 で は キ ニ チ ・ ア 
ハウ の 頭 像 が 発見 され た 。 し ば し ば 火 


の 鳥 ア ララ と 同一 視 さ れる ほか 、 イツ ァ 
ム ナ ー や ケツ アル カト ル と の 類似 点 が 指 
摘 さ きれ て いる 。 


マヤ 神話 に 伝わる 大 陽 神 で 、 ロン 
ウイ ンコ が シン ボル と な っ て いる 。 キ ニ 


チ ・ ア ハウ と 同一 視 さ れる こと の 多い 、 
火 の 鳥 アラ ラ の 別名 。 


ケル ト 神 話 に お ける 地 坪 神 ダ スー の 
魔女 の 姿 。 ス コッ トラ ンド で は カリ アッ ハ 
ベー ラ と 呼ば れ て いる 。 カ リア ッ ハ ベー 
ラ と いう 名 は アイ ル ラ ンド や マン 島 に も 
存在 する が 、 場所 に よっ て 性 質 が 異な 
り 、 スコ ッ ト ラ ンド で は 冬 の 精 、 あ る い 
は 冬 と 夏 の 精 で ある と され る 。 冬 に は 
険 項 な 老 姿 の 姿 だ が 、 夏 に な る と 美 し 
い 娘 に 変身 する と いう 。 


ら 感 ロビ g ロ pd 7 の だ の 品 戸 9 し 


シリ ー ズ 3 作 に 英 悪 魔 と し て 、「 罪 」 と 「 罰 」 に ベル ソナ と し 
| て 登場 し た ガン ダル ヴァ 。 いずれ の 作品 の ガン ダル ヴァ も バ 
ッ ド ステ ー タ ス を 引き 起こ す ダ ンス 技 を 持っ て お り 、「 異 聞録 」 
で は 「 悲 し み の ワ ルツ 」、「 罪 」 で は 「 錯 乱 の 舞踏 」、「 軸 ] で は 
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「 マ ー ベ ラス ダン ス 」 を 披露 し て くれ た 。 中 で も 特に 印象 的 な 
の が 「 異 聞録 」 の ダン スシ ー ン で 、 こ れ は コン タク ト で 喜び の 
感情 を アッ プ さ せ た と き に も 見 る こと が で きた 。 本 人 いわ く 、 
ラン バダ も 踊れ る の だ と か 。 


ーー の RS TRI 思 回 届 届 軸 似 回 慎 


「 異 開 録 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 麻 
で 、 小説 家 スティーブン ・ キ ング の 処女 
作 『 キ ャ リー」 の 主人 公 が ルー ツ で ある 
と 考え られ る 。 

小説 の 主人 公 で ある キャ リー は 、 母 
子 家庭 に 育っ た 不 愉 好 な 16 歳 の 少女 
で ある 。 内 向 的 で 肉体 的 に も 成長 が 
遅く 、 の ろ ま で いじ め ら れ っ こ だ っ た キ 
ャ リー は 、 実は 潜在 的 な 念 動力 の 持ち 
主 で あっ た 。 モ セッ クス に 異常 な ほど の 
嫌悪 感 を 持つ 母親 の せい で な ん の 性 
的 知識 も 持た な いま ま 育 っ た キャ リー 
は 、 陰湿 な いじ め と 初潮 が 訪れ た の を 
きっ か け に 超 能 力 を 発揮 し は じ め る 。 
それ は ダン スパ ー テ ィ の 夜 に 悪質 な い 
た ずら に あっ た こと に より 暴走 し 、 クラ 
ス メ イ ト ご と パー ティ 会 場 を 包み こむ 大 
火 と な っ て 終わ る 。 最後 に は キャ リー 自 
身 も 命 を 落と し て し まっ た 。 


ギリ シア に 伝わる 愛 を 運ぶ 天使 。 キ 
ュー ピッ ド は 英語 読み で 、 ラテ ン 語 読み 
で は "クビ ド "、 ギリ シア 名 は “エロ ス " と 
な る 。 ヴィ ー ナ ス (アフロディーテ ) と マー 
キュ リー の あい だ に 生ま れ た 息子 で 、 性 
的 衝動 を 司る 。 当初 は 青銅 や 象牙 、 木 
な ど で 作 られ た 翼 の ある 男根 像 と し て 
信仰 され て いた が 、 ルネ ッ サ ンス 期 に は 
号 矢 を 持ち 、 環 の ある 赤ん坊 の 姿 へ と 
変貌 を 遂げ た 。 また 、 そ れ と 同時 に 性 


的 衝動 で は な く 、 た わい の な い 恋 や ヤー 
目 協 れ を 扱う 精 電 


へ と 変化 し た 。 


玉 息 上 。 道教 世界 に お ける 最高 
神 の ひと り で 、「 西 遊記 ] な ど に も 登場 
和 寺 者 で ある 。 かまど の 
神 を 全 役 人 間 た ちの 素行 を 
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調べ て お り 、 日 頃 の 行ない が 正しい 人 
に は 良 運 を 授け る と いう 。 苦 は 上 品 で 
貫禄 が あり 、 地上 の 皇 常 風 に 描か れ て 
いた よう だ が 、 現在 の マン が ガ や アニ メ 映 
画 な ど で は バカ 威 の よう に 表現 され て 
いる よう で ある 。 


清 姫 。 日 本 の 道成 寺 説 話 に 登場 す 
る 未亡人 の こと 。 キ ヨ ヒ メ は 愛 を 誓っ 
た 旅 の 僧 、 安 珍 に 裏切ら れ た た め に 
大 蛇 と な り 、 日 高川 を 渡っ て 道成 寺 ま 
で 追っ た 。 安 珍 は 鐘 に 隠れ た が 、 キヨ 
ヒメ が 口 か ら 火 を 噴き 、 鐘 ご と 安 珍 を 
炎 で 焼き 殺し て し まっ た と いう 。 ちな み 
に 、 日 高川 に は 清 姫 淀 と いう 鱗 守 の 一 
種 が か か る こと が あり 、 これ を キヨ ヒメ 
の 話 に 基づい て 凶 事 の 先 触れ と し 恐 
れ ら れ て いる 。 


思い 巨 大 な 象 の 姿 で あら わ さ れる 、 
スリ ラン カ の 各 鬼 。 仏 教 に お ける 魔神 
マー ラ の 乗り 物 で も ある 。 ギ リ メ カ ラ の 
起源 は 、 イン ドラ の 乗る 白 象 ア イラ ー ヴ 
ァ タ が スリ ラン カ に 渡り 、 悪 神 に 変化 し 
た も の と 考え られ る 。 


緊 那 羅 、 別 名 を アシ ュ ヴ ァ ム カ ( 馬 の 
顔 を し た 者 )。 人 間 の 体 と 馬 の 頭 部 、 
ある い は 馬 の 体 と 人 問 の 頭 を 持つ 。 
帝釈 天 ( イ ンド ラ ) に 仕え る 歌舞 音楽 の 


神 で 、 八 部 衆 の 一 員 。 カイ ラー サ 山 の 
上 、 ク ヴェ ー ラ の 天国 に 住む 楽 士 で 、 
ガン ダル ヴァ と と も に 天 楽 を 奏で る と さき 
れる 。 ヤ クシ ャ と と も 『 創 造 神 プラ 
フ マ ー 神 の 爪 の 先 か ら 生 まれ た と も 、 
カシ ュ ヤ パ 仙 の 子 で ある と も いわ れる 。 
数 多く の 魔物 に 守ら れ て 暮らし て いる 。 


性 の ポル ター ガイ スト 。 
好き で 、 甲 高い 女 の 笑 W 詩 
タン ス の 中 身 を ひっ か き 氷 
槽 や 洗面 台 の 水 を あふ れき 
が 、 破 壊 的 な 行為 に は 及 因 
家中 の 壁 や 鏡 に 口紅 や 
けん な ど で “Q” の 文字 を 
う 。 同 じ 場 所 に は 短期 間 
ず 、 い た ずら が 終わ れ ば 現 
通常 の ポル ター ガイ スト と 

子供 が いな い 家 に も 現れ る 


古代 ケル ト 族 の 半 神 羊 九 
幼名 は セタ ンタ だ が 、7 歳 の と 
ン 邸 の 自慢 の 逢 犬 を 殺し 
の 代わ り に 番犬 の 役目 引き 
と か ら 、 以後 クー・ フ ー リ ン 
犬 ) と 呼ば れる よう に な っ た 
の よう に 丈 高 くし な や か で 
の 胸 の よう に 白く 、 尋 く 蒼 障 に 
光 が 和 宿っ て いる と いう 。 
影 の 国 の 女王 スカ アハ か ら 隊 6 

学び 、 免許 皆伝 の 証 と し で 魔 

ル グ を 継承 。 普段 は 非常 に 美 MW 
戦闘 中 に な る と 顔 や 体 が 恐 2 
み 、 頭 か ら は 血 を 噴き 出し 

線 を 発する と いわ れる 。 数 
利 し た が 、 と ある 戦い で 項 
を 脇腹 に 受け て し まっ た 。 
出し た は ら わ た を 湖 で 洗っ 
め 、 自 ら を 石柱 に 縛 りつ け G 非 
を 迎え た と いう 。 


有人 中 で は 陸中 の 生 だ 人 U 


の だ 万 ロビ ロロ 7 の どの ロ / の し み 


プレ イメ モリ アル ・1 フ 


ベル ソナ シリ ー ズ に お ける 最強 最悪 の 悪魔 が 、「 異 聞録 
ーー )| に 登場 し た くち さけ で ある 。 集団 で 出現 する 習性 を 持つ 彼女 

マ ノ ! ム だ が は お 好き 2 | 5 は 、 一 各 必 殺 の 即死 魔法 「 マ ハム ド 」 を 所 持 し て お り 、 な お 
ーー くち さび | | か つ それ を 好 ん で 使っ て くる た め 、 特 に 「 寺 の 女王 偏 」 の タナ 


トス の 塔 で は 、 この 暗黒 魔法 に 耐性 を 持つ ベル ッ 

て いな いと き に 彼女 と 遭遇 する と 、 それ は も ほ 頭 に 
ち 全 滅 を 意味 し て いた 。 “くち さけ ニ マハ ム ド * の 四 0 
こび りつ いて いる 人 は 少な く な い だ ろ う 。 9 


家畜 を っ て その 血 を 吸う 。 大 考 と 
ウ モ ロコ シ で 作っ た パン を 供え る と ク 
話 レ プレ に 前 われ な いと いわ れ て いる 。 


す ナ 能 を 持つ 。 サタ ン が 神 に 反乱 を 起こ 
し た と き 、 反乱 軍 に 荷担 し て 天界 に 火 
を 吹き あげ る よう 提案 し た の も 、 こ の グ 
すず ファ ン で あっ た 。 し か し サタ ン 率 いる 
名 坂 は 失敗 し 、 グ ザ ファ ン も その 後 、 奈 
諸 に 落と され て 地獄 の 釜 を ふい ご で 吹 
仕事 を し て いる 。 


H 本 に お ける 妖怪 、 ま た は 都市 伝説 
の よう な 形 で 語ら れる 存在 。 件 は 、 頭 
ゃ 胴体 な ど 、 身体 の 一 部 分 だ けが 和牛 
の 次 を し た 人 間 で ある と いわ れ 、 戦 争 
ゃ 災害 な ど 、 世の中 に 大 き な 異 変 が 起 
記 る と き に 生ま れる と いう 。 そ し て 、 未 
来 に お こる 異変 に つい て の 予言 を 行 
な う が 、 予言 を 告げ た 後 ( ま た は 異変 
が 欧 生 し た あと ) に 死ん で し まう と いう 。 


まっ た り 、 鎌 で 口 を 釣 か れ て し まっ た り 、 
単に 益 か され る だ け だ っ た りす る 。 


ー 電導 WORLD 

深海 に 住む ギリ シア 神話 の 海 魔 。 
島 の よう に 巨大 で 、 樽 ほ どの 大 き さ も あ 
る 吸 毅 が つい た 多数 の 股 を 持つ 。 ク ラ 
ー ケ ン は 、 エチ オビ ピア の 女王 カシ オペ 
ア の 仙 慢 さ に 腹 を 立て た 海 補 ポ セ イ ド 
ン が 送り こん だ 怪物 で 、 こ れ を 鎮め る 
た め に カシ オペ ア の 娘 ア ンド ロメ ダ が 生 
け 賞 と し て 差し 出さ きれ た 。 し か し 、 メ デ 
ュー サザ 退治 の 帰り に この 場 を 訪れ て い 
た ペル セ ウ ス が クラ ー ケ ン を 倒し 、 アン 
ドロ メダ は 無事 救出 きれ た 。 

また 、 普 か ら ノ ルウ ェ ー の 沖 に は 実 
際 に クラ ー ケ ン が 出没 する と いわ れ 、 
その 正体 は シー・ サ ー ペ ント か 巨大 な 
タコ や イカ で ある と 考え られ て いた 。 ア 
シュ トン の 「 奇 怪 動物 百科 」 に は 大 イカ 
と 記さ れ て いる 。 クラ ー ケ ン は 恐ろし い 
怪物 と し て 語ら れる 反面 、 魚 を 集め る 
不思議 な 匂い を 放つ た め 、 漁 師 た ち 
に 歓迎 され た と も いわ れ て いる 。 


の 噂 に よっ て 全国 に 伝わっ て いき 、 一 
陸 は 大 プー ム を 引き 起こ し た 。 くち さけ 
は 、 も と は 美人 だ っ た が 、 姉妹 に 恨 ま 
れ て 鎌 で 口 を 裂 か れ た と か 、 整形 手術 
失敗 し た 女性 で ある な ど と いわ れ て 
いる 。 

足首 まで 隠れ る 長い コー ト と 大 き な 白 
い マ スク を 着用 し て 公道 に 出没 し 、 と お 
り が か り の 人 間 に 「 私 、 き れい ? 」 と 尋 
ね て くる 。 そこ で 「 き れい 」 と 答え る と 、 
胃 マ スク を 外し 耳 ま で 裂け た 大 き な 口 で 
追いかけ て くる と いう 。 地 方 に よっ て オ 
ナ は さま ざま で 、 捕まる と 食べ られ て し 


「 異 開 録 」 に 登場 し た オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 
グリ ー ド (greed) と は “ 貧 欲 "“ 欲 深 " の 
意味 で 、 餅 鬼 の よう に 飽く こと な く な に 
か を 欲求 し て いる 状態 を あら わし て い 
る も の 。 


「 異 開 録 」 に 登場 し た オリ ジ ナ ル 和 悪魔 
で 、 地球 に 飛来 し て きた エイ リア ン 。 と 
き に は 捕らえ られ て 解剖 され て し まっ た 
りす る らし い 。 

名 前 の 由来 は 、 アメ リカ 合衆国 ネバ 
ダ 州 に ある 秘密 軍事 基地 通称 「 エ リア 
51] が グル ー ム レイ ク と 言う 峨 湖 の そば 


に ある こと に 起因 する 。 この 基地 内 で 
は 墜落 し た UFO か ら 回 収 さ きれ た り 、 ク 
ロー ン 培 養 さ きれ た エイ リア ン が 働い て 
いる と の も っ ぱら の m で あり 、 関係 者 の 
あい だ で は 愛着 を 込め て 「 グ リー ミー 
ズ 」 と 呼ん で いる らし ぃ 。 グリ ー ミ ー ズ 
の 好物 は スト ロ ベ リ ー ア イス クリ ー ム だ 
と いう 。 


北欧 神話 に 登場 する 金色 の 猪 。 地 
上 は お ろか 水中 や 空中 で も どん な 馬 よ 
り も 速く 駆け 、 そ の 黄金 の 毛 で 聞 を も 
照ら す と いう 。 

この グリ ンプ ルス テイ は 自然 の 生物 で 
は な く 、 手先 が 器用 な 黒 小 人 ド ヴ ェ ル 
グ た ち に よっ て 作ら れ た も の で 、 か つて 
女神 シフ の 上 の 毛 を 、 い た ずら 好き な 
神 ロ キ が た わ む れ に 切っ て し まっ た 。 
夫 で ある トー ル は 怒っ て 、 ロキ に 償い を 
させ た 。 その 際 に ロキ が ド ヴ ェ ル グ に 
命じ て 作ら せ 、 ト ー ル に 差し 出し た の 
が この グリ ンプ ブル ス テ イ で あっ た 。 


イギリス に 伝わる 妖精 。 名 前 は イン 
ド 北 西 の 国 境地 帯 に あっ た 爆撃 基地 
の 飛行 隊 に 由来 する と いわ れ 、 “憂鬱 
な "と いう 単語 グリ ム (grim) に 、 ビ ー ル 
飲み を 意味 する フレ ムリ ン と いう 言葉 を 
か け あ わせ た も の だ と 伝え られ る 。 

グレ ムリ ン の 身体 は と て も 小さ く 、 主 
に 飛行 機 に に りつ いて 機械 を 故障 させ 
る と いう 悪事 を 行なう 。 イギリス で は 、 
飛行 機 の エン ジン や 環 の うえ で 飛ぶ 姿 
が 目 繋 さ て ん た こと も ある と いう 。 また 、 
何 の 原因 も な く 飛 行 機 が 故障 し た りす 
る と 、 パイ ロッ ト は グレ ムリ ン の せい だ 、 
と 考え て 恐れ た と いう 。 な お 、 飛行 機 
こ 空 の ビー ル 瓶 を 積ん で お く と 、 グレ ム 
リン の いた ずら を 防ぐ こと が で きる と い 
われ て いる 。 


| Lers Danojpg その ら | 
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「 異 聞録 」 に 敵 悪魔 と し て 登場 。 さ ら に 御影 終 察 署 で は 、 
ここ で 仲間 に な りう る ブラ ウン の ペル ソナ 覚醒 イベ ント の 
戦闘 で 、 特 殊 敵 と し て も 出現 し た 。 見 た 目 は あま りか わい 
いと は 言い 難い 悪 麻 だ が 、 コ ンタ クト や 戦闘 時 の アク ショ 


ン で は か わい らし いし ぐさ を 見 せ て くれ た 。 特 に 「 不 幸 の 
ダン ス 」 発動 時 や 喜び の 感情 が アッ プ し た と き は 、「 す ちゃ 
っ 」 と いう 声 と と も に ピンク 色 の ポン ポン を 取り 出し 、 ノ 
リ の いい サイ ドス テッ プ を 披露 し こく れ た も の だ 。 


New 


トー 一 


中 IRISOINEH TREE 還 回 還 憶 較 仙 回 廊 


ケル ト 神 話 に 登場 する 加 龍 。 アル ス 
ター 南部 で 崇拝 され た 戦い と 死 の 神 
で 、 人 々 に 生け 賞 を 求め た 。 名 は “ 三 


日 月 "や “ 輪 " を 意味 し 、 
な 蛇 で ある と いう 。 

魔王 バロー ル が アガ ー ト ラー ム ( ヌ ァ 
ザ ) を 殺害 する た め に 人 召 司 し た が 、 最 
期 は 光 の 神 ル ー( イ ル ダ ー ナ ) に よっ て 
倒さ れ て し まう 。 


一 説 に は 巨大 


20 世 紀 最 大 と 称 さ れる イギリス の 黒 


魔術 師 、 ア レイ スタ ー・ ク ロウ リー。 
家 で あり 、 詩人 で も ある 。 

自ら 黙示 録 の “ 獣 666" を 名 乗り 、“ 銀 
の 星 " と いう 結社 を 作っ て あり と あら ゆ 
る 邪悪 な 黒 ミサ や 黒 魔術 を 行なっ た 。 
また 、 マ グレ ガー・ メ イザ ー ズ ら が 1888 
年 に 設立 し た 魔術 結社 “黄金 の 暁 "に 
参加 し 、 ユダ ヤ の 秘法 カバ ラ と タロ ッ ト 
の 関連 に 注目 し て タロ ッ ト カ ー ド を 製作 
し た り も し た 。 さ ら に 、 ク ロウ リー は 東 
洋 通 と し て も 知ら れ 、 ヨ ガ を 西洋 魔術 
に 導入 する な ど 、 幅広 い 活動 を 行なっ 
た と され る 。 彼 の 残し た 数 多く の 魔法 

は 、 今 な お 魔術 師 た ち に 多大 な る 
影響 を 与え て いる 。 


登山 


「 昼 」 に の み 琴 場 す る オリ ジ ナル の 人 

物 。 周防 友 之 進 の 家臣 で 、 辰 之 進 の 
死後 、 出 家 し て 幅 邊 山 に こも っ た 。「 罪 」 
な ど に 登場 する 黒須 ( 横 原 ) 淳 の 先祖 
で は な いか と 思わ れる 。 対 御前 戦 用 
の ペル ソナ で 、 彼 を 呼び 出す マテ リア 
ルカ ー ド を 得る に は 、 特 定 の 手順 を 踏 
む 必 要 が ある 。 


ギリ シア の 神 で 、 神話 に 伝わる ティ タ 


ー ン 神族 長 。 子供 に 王位 を 奪わ れる 
こと を 懸念 し 、 雪 で ある レア が 生ん だ 
子 を すべ て 自分 の 体内 に 飲み こん だ 
が 、 ゼ ウゥ ウス だ け は レア の 機転 に より 助 


(MM 


か っ た 。 その 後 クロ 
た が 、 結局 は ゼウス に 
り 渡 し た 。 』 


の だ 盛 ロ 4/ ビ gpd 7 の どの 呈 // の し 


プレ イメ モリ アル ・19 必 タン シン ク 時 第 9 弾 。 異 聞録 」 に 身 悪魔 と し て 出現 


る ケッ トシ ー も また 、「 悲 し み の ワ ルツ 」 発動 時 と 喜び の 
/e7'S Dancjng その 3 | 2 ッ プ し た と き に 華 故 な ダン ス を 披露 し て くれ た 。 


で に 紹介 し て きた 悪魔 以外 に も 、 鬼 女 サロ 
ちゃ ん 、 妖 精 ス ミゾ メ 、 堕 天使 ウ コ バ ク 、 
魔 獣 ゲン クロ ウ 、 夜 魔 イ ン キ ュ バ ス な ど が 、 


それ ぞ れ 個性 的 な ダン ス を 。 


ブ キ ミ 

ハオ カ 
人 
て く 


マテ ケッ トム シー | 


| 異聞 録 」 で は 、 ダ ンス 技 を 得意 と する 悪魔 が 多く 、 こ れ ま 


_ コ ンタ クト 時 に 、 


る 、 荒野 の 旅人 を 襲 
ょ 角 を 生やし て お り 、 
乗っ た 狩人 と 


吉 、 秋 の 
語り な い 人 罪人 の 魂 を 狩り た て る と も い 
馬 、 一 半 の 家 の 上 を 抑 う と き に は そ 
E を 示す と 考え られ て いた 。 
の 猟犬 群 "“ ゲ イブ リル 
な どの 呼び 名 が ある 。 


胃 香寺 利明 年 。 強い 力 で 阿 修 座 や 悪 
時 いっ た あら ゆる 外敵 か ら 人 間 を 守 
且 し 、 障 害 を 取り 除い て くれ る 。 日 本 で 
護 生 如来 の 化身 と され 、5 大 明王 の 
ゆとり と し て 南方 を 司る が 、 平 安 時 代 
ド は 単独 で 信仰 きれ る こと も あっ た だ 
体 は 青 く 、 1 面 8 区 で 白蓮 華 の 上 に 立 
た 次 で 描か れる の が 一 般 的 。 條 う 
まで 描か れる こと も ある が 、 い ずれ も 
血 や 手足 に ボ い 蛇 が ま と わ り つ い て お 
り 、 こ れ は 執念 を 象徴 し て いる と され 
た 。 名 前 は 術 名 の クン ダリ ー を 音 写し 
5 の で 、“ 廿 赴 を 入れ る 起 "の 意味 を 
拝 ち 、 そ の こと か ら 甘 露 軍 恭 利 と 呼ば 
れる こと も ある 。 


ケツ アル カト ル 


中 央 アメ リカ に お ける 羽毛 の 翼 を 持 
っ た 蛇 神 で 、 人 間 に 呼 吸 を 与え 、 風 と 
大 腸 を 司る 神 。 同 時 に 創造 神 の ひと り 
で も あり 、 死者 の 国 ミ クト ラン か ら 持 ち 
入っ た 骨 に 自分 の 血 を 注い で 人 間 を 
生み 出し た と され る 。 だ が 、 敵対 者 で 
ある 軍神 の テス カト リボ ポカ の 思 に か か 
2 て 飲酒 や 好色 に 慰 消 し た た め 、 王 位 


を 追わ れ て し まう は め に な っ た 。 最後 
は 海岸 で 命 を 絶っ た と いわ れ て いる 
が 、 一 説 に よる と イカ ダ に 乗っ て 東方 へ 
章 ぎ ま っ た と いう 話 も 残っ て いる 。 


イギリス の 黒い 妖精 猫 。 大 の よう に 
大 きく 、 胸 に 白い 斑点 が ある 。 普段 は 、 
普通 の 獲 の ふり を し て 人 間 に 飼 われ て 
いた りす る と いう 。 


ギリ シア 神話 に 登場 する ハル ピュ イ 
アイ の ひと り 。 名 前 は “ 風 の 暗雲 "と い 
う 意 味 を 持つ 。 また 、 ティ タン 神族 の ア 
トラ ス の 7 姉妹 の ひと り で も あり 、 彼 女 
た ち は 7 つ 星 を 象徴 する こと か ら 、 称 し 
て プレ イア デス と 呼ば れる よう に な っ 
た 。 これ は ギリ シア 語 の “船出 する "と 
いう 単語 に 由来 し て いる 。 


シリ ア に お ける 天使 9 階級 の うち 第 2 
位 の 呑 天 使 。 神 の 御座 を 運ん だ り 、 そ 
の 戦車 を 駆っ た りす る 。 4 本 足 、 4 枚 の 
羽根 と 4 つの 顔 を 持っ て お り 、 その 体 か 
ら は 青 ま た は 黄色 の 火 を 発し て いる 。 
頭 の 有 環 獣 と 同様 に 、 ケ ルプ も また 
炎 の 剣 を 持っ て 、 アッ シリ ア の 生命 の 木 
を 守護 し て いた 。 また 、 聖書 で は エ デ 
ン の 東門 や 天 の 玉 座 、 聖 橋 を お さめ る 
幕 屋 な ど を 守護 する も の と され て いる 。 
名 前 は へ ブラ イ 語 で “仲裁 する 者 "また 
は “知識 "を 意味 する 。 


ギリ シア 神話 に お ける 冥府 の 番犬 。 
ステ ュ ク ス 河 の 冥界 口 を 常に 見 張り 、 


生 者 や 冥界 を 出 よ うと する 者 に 襲 いか 
か る 。 頭 の 数 は 3 つと も 50 と も いわ れ 、 
青銅 の 声 を 持ち 、 尾 が 蛇 、 また は 銅 に 
蛇 が 巻き つい て いる と も いわ れる 。 

ギリ シア 神話 の 有名 な エピ ソー ド 
“ヘラ クレ ス の 12 業 "に は 、 ヘ ラク レス と 
ケル ベロ ス の 夫 烈 な 戦い が 記さ れ て い 
る 。 そ れ に よる と 、 恐ろし い 力 を 持つ 
ケル ベロ ス も ヘラ クレ ス の 怪力 に は か な 
わ ず 、 頭 を 締め あげ られ て 生け 捕 ら れ 
た 。 また ケル ベロ ス は 、 死 ん だ 恋人 エ 
ウリ ュ デ ィ ケ を 求め て や っ て きた オル フェ 
ウス も 、 許可なく 冥府 の 入り 口 を 通過 
させ て し まっ た 。 この と き ケ ル ベ ロ ス は 、 
彼 の 歌声 に 聞き 惚れ て 、 喘 える の を 忘 
れ た の だ と いう 。 


ゲン クロ ウ 


源 九 郎 。 大 和 に いた と され る いた ず 
ら 狐 ・ 播 磨 の 刑部 狐 の 兄弟 と も ちい われ 
る 。 現在 で も 奈良 県 大 和 郡 で 源 九 郎 
稲荷 夏期 大 祭 が 行なわ れる ほか 、 歌 
舞 伎 の 題材 な ど に も 用 いら れ て いる 。 


玄 美 。 歴 史上 に 実在 し た 人 物 で 、 
中 国 に お ける 僅 大 な 求 法 者 で ある 。 

西暦 628 年 、 仏 経典 を 求め て 無 許 可 
で イン ド に 出国 し た 玄 美 は 17 年 間 に 渡 
っ て 各地 を 回 っ た 。 そ し て 、 目 的 だ っ 
た 経典 を 数 多く 入手 し て 唐 の 長安 へ 
持ち 帰る と 、 自 ら の 手 で 翻訳 作業 を 行 
な っ た と いう 。 こ の ゲン ジョ ウ の 長旅 
は 、 弟子 の 弁 機 に よっ て 記さ れ 、「 大 唐 
西域 記 ] と し て 現代 に 至る まで 残さ れ 
て いる 。 

ちな み に 、 ゲン ジョ ウ は 後代 に 記さ 
れ た 中 国 の 小説 「 西 遊記 ] に 登場 する 、 
= 蔵 法師 の モデ ル と な っ た 人 物 と し て 
も 有名 な 僧 で ある 。 


ら 全 ロ 4/ ビ ロロ d 7 の 7 の ロ 戸 / 計 し 


| な ん と な く ス トッ ク に た 
ー タ ケルベロス | 


古く か ら の 「 メ ガテン 」 ファン に は お な じみ の 悪魔 。「 ペ 
ル ソ ナ 」 シ リー ズ に お いて は 、 そ れ ほ ど 重 要 な 存在 で は な 
い が 、「 異 聞録 」 か ら 「 加 ] まで 、 欠 か さ ず 登場 し て いる 悪 
魔 で ある 。 ベ ル ソ ナ と な っ た ケル ベロ ス は 、 攻 撃 系 と し て 


は それ ほど 傑出 し た と ころ は な い 。 だ が 、「 サ マリ カー ム ]」 
や 「 デ ィ ア ラ ハ ン 」 な どの 回 復 系 と し て 使え ば と て も 重宝 
する 存在 。 戦 闘 に は 参加 させ る こと が な い が 、 長 いあ い だ 
スト ッ ク に は 加え て いた も の で ある 。 


4 に TRIT 内 主 UKJ に HI 


中 国 神話 に 登場 する 四 霊 獣 の ひと り 
で 、 北方 の 守護 を 担う 聖 獣 。 長寿 や 再 
生 を 意味 し 、 未 来 を 予知 する 力 を 持つ 。 
甲虫 の 王 や 水 の 神 で も あり 、 亀 と それ 
に 絡み つく 蛇 の 姿 で 描か れる 。 北方 と 
水 を 示す “ 玄 " と 、 甲 維 を まとっ て いる 
こと か ら “ 武 "の 文字 が 与え られ 、 こ の 
名 が つけ られ た 。 また 、 玄武 は 星 の 名 
前 で も あり 、 28 宿 の うち 北斗 七星 の 総 
称 を 示す 。 の ち に 真 武 玄 天上 和 准 と いう 
道教 の 神 と な っ た 。 


大 将 と は 天界 に 仕え る 高官 名 で あり 、 
一 般 に は 沙 悟 光 の 名 前 で 呼び 親しま 
れ て いる 。 元 来 、 天界 の 皇 益 で ある 天 
和 帝 玉 皇 上 常 の 宮殿 を 守る 近衛 将軍 だ 
っ た が 、 宴会 で ガラ ス 製 の 想 を 割っ た 
こと が 原因 で 天界 か ら 追 放さ きれ て し ま 
っ た 。 地 上 に 落ち た 沙 悟 沙 が 恐ろし 
い 妖 怪 と な っ て 中 国 の 流 沙 河 に 住ん だ 
と いう こと か ら 、 日 本 で は 河童 と 同一 視 
され て いる 。 


人 で _ 

世界 各地 に 出没 する 亡霊 。 ご く 一 般 
的 な 意味 で は 肉体 を 離れ た 実体 を 指 
す 。 本 来 は ハロ ウィ ン な どの 儀式 に 招 か 
れる 先祖 霊 の こと で あり 、 英語 の “ 客 " 
の 語源 に も な っ て いる 。 ゴー スト の 中 に 
は 芯 界 に 行か ず に さま よっ た り 、 人 間 に 
取り 開き 殺し た りす る も の も いる 。 


“踏む 女 " か ら 由 来 し て お り 、 コカ トラ イ 


ス に 導 視 され た も の は 石化 する か 殺さ 
れる と いわ れる 。 恐怖 を 与え る も の の 
象徴 と し て 紋章 な ど に も 用 いら れ た 。 
雄鶏 (cock) と 結び つけ 、 雄鶏 が 生ん 
だ 、 あ る い は 遇 し た 卵 か ら 生 まれ る 公 
物 で ある と する 説 も ある 。 


牛頭 : 
祭神 で 、 祇園 精舎 の 神 。 全 国 的 
に 疫病 よ け の 神 と し て 信仰 され て いる 。 
も と も と は イン ド の 祇園 精舎 の 守護 神 
だ っ た が 、 イ ンド か ら 中 国 を 経て 日 本 に 
伝 描 し た 。 そ の 姿 は 一 定 し て いな い が 、 
甲 責 を 着け 、 文字 どおり 頭 が 和牛 の 形 を 
し た 盆 色 の 相 は 共通 。 薬師 如来 と 同 
- 視 さき れる こと も ある 。 


コイ ン や 鉛筆 を 数 人 で 持ち 、 文字 


盤 上 で 質問 を 行なう 日 本 の 隆志 術 の こ 
と 。 た いて い は 低級 霊 が 降り る こと が 
多く 、 き ちん と 対応 し な いと 取り か れ 
た り し て し まう 。 そ の 場合 は 、 使用 し た 
コイ ン を 神社 の 境内 に 埋め て 、 そこ の 


神様 に 助け を うと よい と いわ れ て い 
る 。 類似 の 占い に “エン ジェ ル さ ん "や 
* キ ュー ピッ ト さ ん "な ど が ある が 、 名 前 
が 人 違 うだ け で 内 容 は 変わ ら な い 。 


ドイ ツ に お ける 家 の 精 霊 
リ シ ャ 語 で 意地 の 剖 い 精 を 指す 
kobalos、 ある い は 騎乗 者 の 意味 を 持 
つ kaballoi。 以前 は 鉱山 に 住む 意地 の 
加 い 霊 の こと を 指し て お り 、 銀 鉱 に 混 
じ っ た 役に立た な い 鉱石 は 彼ら の せ 
いで ある と され た 。 赤い 帽子 に 緑 の 服 
を 着 た 小 人 の 姿 で 、 住み た いと 思う 家 
に 木 切 れ を 入れ て 人 間 の 反応 を 見 る 


lgitulnlnfia 還 還 還 目 


と いう 。 予知 能力 を 持 衣 に UM 
人 に 警告 し た り も する 議 
し 


「 ペ ル ソ ナ 2 罪 」 の オリ ジ チ 悪 度 。 
スト バタ リオ ン の 一 員 で 』 複数 の 5 下 
を 引き 連れ て 登場 する 。 本 


※ こ の 解説 は 、 ゲー ム 中 の 設定 に 基づい た ラ 誠 有 


人 
イス ラ エル に お ける 地 猿 の 誠 較 詞 
頭 に 之 を つけ た 兵士 の 次 で 7 還 
た が っ て 現れ る 。 悪魔 で は ある が 請 
外 に 温和 な 性 格 を し で いる 可 軸 語 


ここ 


FFCC ュー ュー ュー。。 ( 記 

ドイ ツ に 伝わる 女性 の 夢魔 で 名 議 
は “ 下 に 寝る "と いう 意味 の ラン 語 
由来 する 。 美しい 人 間 の 女性 の 訟 で 
男性 を 誘惑 し 、 交わ っ で 精子 を 拒 め る 
こと を 任 と し 、 一 度 誘惑 ずる 相談 索 決 
め た ら 相 手 が 死 ぬか 、 自 分 が その 邊 有 
に 飽き る まで 取り 如く と いわ れる 請 交 蛋 
に 免疫 の な い 者 や 、 聖職 者 を 婦 あ 
誘惑 する よう だ 。 また 、 サキ ュ バ パス が 集 
め た 精液 は 男性 型 の 夢魔 イン キョ が 
に よっ て 人 間 の 女性 に 受精 きれ る 


左 慈 元 方 。「 三 国 志 』 に 区 場 @ 全 
人 。 魏 王 と な っ た 貢 操 短 徳 の 前 還 現 
れ 、 重い 荷 を 軽々 と 運ん だ り N 奏 を 奏 
に 変化 させ る な どの 奇術 を 使用 MI か 
せ た 。 不信 を 抱い た 走 操 は サジ を 尊 
そう と する が 、 い ずれ の 手 段 $ 失 央 還 
終わ っ て し まう 。 その後 、 サ ジ は 貞操 
の 死 を 項 言 し 、 稔 に また が り い 5 か 
に 飛び 夫 っ た と いわ れる 。 


の 戸 感 ロビ ロロ d 7 の の ロ 戸 / り し 


プレ イメ モリ アル ・ ら 1 [異聞 録 」 に 出現 する 狐 の 敵 悪 魔 。 忘れ られ な い の は こっ く 
ニニ ニニ ーーーーー ー 。 ]| り さん と 交わ し た 会 話 で ある 。 紙 の 上 に 10 円 玉 を 置い て 行 

郊 圭 の 品 調 が 克 力 | | な うぅ 「 こ っ くり さん 」 を ルー ツ に し て ある だ け あ っ て 、 悪魔 の 
ーー こっ くり さん | | こっ くり さん も 独特 の 話し 方 を する 。 「… つ … ま …… ら ん …」 


な ど 途 切れ 途切れ に 言葉 を 発し 、 実際 に と っ くり さん を 
っ て いる よう な 印象 を 受け る 口調 な の で ある を 禄 
て 、 特に スペ ルカ ー ド は 必要 な い が 、 な ぜ か 出会う 
ンタ クト を 選ん で し まう 悪魔 で ある 。 


行 な 
た びに コ 


の 3 


[ 罪 に 登場 し た オリ ジ ナ ル 和 悪魔 で 、 
W 愉 征服 を 企む 仮 面 沈 の 一 中 。 緑色 
の ロー ブ を 身 に まとい 、 珠 開 瑞 市 内 の 
好 地 に 集団 で 出没 する 。 額 に 緑色 の 
放 が は めこ まれ た 仮面 に 隠れ て 顔 は 
見え な い が 、 も と は ご く 普 通 の 一 般 市 
民 で あっ た 


妻 。 ダク シャ の 娘 で あり 、 ダー クシ ャ ヤ 
ニー と も 呼ば れる 。 実父 と 夫 の 不仲 を 
嘆き 、 父 に 抗議 する 意味 で 自ら 火 の 中 
に 身 を 投じ て 死ぬ が 、 その後 パ ー ル ヴ 
ァ テ ィ ー に 生ま れ 変 わる と 再び シヴァ と 
結婚 し た 。 神 々 に よっ て 粉砕 され た 彼 
女 の 遺 体 は イン ド 全体 に 散り 、 女神 の 
聖地 に な っ た と いわ れ て いる 。 


タツ は 、 神々 の 敵 で あり 、 天 に 刃 向 か 
2 共 天 使 た ちの 指揮 官 で ある 。 

ー 毅 的 に は ルシファー と 同一 視 さき 
、 天 に ある 姿 を ルシファー、 地 に 堕 
も た 姿 を サタ ン と する こと が 多い 。 ま た 、 
サタ ン は エデン の 園 で イプ を 誘惑 し た 
上 葵 や 、 ミ カエ ル に よっ て 天上 を 追わ れ 
た 議 と も 同 一 視 さ れる 。 特に サタ ン と 
務 と の 関係 は 深く 、 サ タン が エジプト の 
放 神 エト に 由来 する と の 説 も それ を 裏 
ブ づけ て いる 。 これ は 階級 の 低かっ た サ 
タン の 名 が “セト の 犬 "と いう 意味 の 
『t ト ・ ア ン " か らき て いる と する も の 。 
ャ ト も また 蛇 に 変身 し 、 エ ジ プ ト の 主神 
た ち に 立ち 向かっ た と いう こと で 、 サタ 
> と の 共通 点 が 見 出せ る 。 


| 「 異 開 録 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 可 魔 


で 工事 現場 の 作業 員 の よう な 姿 を し 
た ゾン ビ 。 “打ち 殺す ”"“ 細 う "の 意味 を 
持っ 俗語 Zap か ら 名 づけ られ た 悪魔 
で 名 の と お り 発 を 手 に 街 を 歩き 回 り 、 
人 間 に 襲 いか か る 。 


ギリ シア の 山野 の 精 。 山羊 の 下半身 
に 人 間 の 上 半身 、 動物 の 失っ た 耳 と 角 
を 持つ と され る 。 いた ずら 好き な うえ に 


大 変 な 好色 で 、 ニン フ や 人 間 の 女性 を 
追い か け て は 情欲 を 満た そう と し た 。 
快楽 と 大 騒ぎ を 好み 、 音楽 や 踊り の エ 
キス パー ト で も ある 。 普段 は シレ ノ ス や 
ニン フ た ちと と も に 、 酒 の 神 デ ュ オ ニ ソ ス 
の 従者 を し て いる が 、 鍛冶 の 神 ヘ へ パイ 
スト ス の 手伝い を する こと も ある 。 また 、 
自然 界 に お ける 抑制 され る こと の な い 
豊 穫 の 化身 と も 考え られ た 。 


と つ 「 紅 葉 狩 り ] に 登場 する 鬼女 。 あ で 
や か な 美しい 姫 の 姿 で 現れ る が 、 紅 
葉 を 見 に 戸隠 山 に 訪れ た 平 維 茂 を 酒 
宴 に 誘い だ す と 、 凄まじ い 形 相 を し た 
鬼 と 化し て 対決 する こと に な る 。 一 方 
で 、「 更 級 日 記 ] の 作者 で ある 菅原 考 標 
の 娘 で は な いか と も いわ れる が 、 鬼 を 
あら わし て いる こと か ら 前 者 の 方 が ふ 
きわ し いと 思わ れる 。 


イン ド の ヒン ドゥ ー 神 話 に 登場 する 
女神 。 名 は “ 水 を も つも の "の 意味 で 、 
古く か ら 崇 め ら れ た 3 つの 聖 河 の ひと 
つ 、 サ ラス ヴァ ティ ー 河 の 化身 で も ある 。 


当初 は ヴィ シュ ヌ の 妻 で あっ た が 、 の 
ち に 譲ら れ て 創造 神 プ ラフ マー の 妃 と 
な っ た 。 

白鳥 か 孔雀 に 乗り 、 額 に 三日月 の 印 
を 持つ 美しい 女性 の 姿 で あら わ さ れ 
る 。 4 本 の 手 に は 数 珠 と 書物 、 ヴィ ー ナ 
(琵琶 ) を 持つ と され る 。 学問 や 音楽 、 
弁 舌 を 司る 神 で 、 サ ンス クリ ッ ト 語 と 、 
それ を 書き 記す た め の デ ー ヴ ァ ナ ガリ 
ー 文 字 を 考案 し た の も 彼女 で ある 。 仏 
教 で は 弁財天 と し て 広く 知ら れ て いる 。 


FOOL 


狼 飛 佐助 。 甲 賀 流 忍術 の 達人 で 、 
戦国 時 代 の 武将 、 真 田 幸村 に 仕え た 
真田 十 田 士 の ひと り で ある 。 明治 44 年 
頃 、 大阪 の 講談 創作 グル ー プ が 刊行 し 
た 「 立 川 文庫 」 が 引き 金 と な っ て 、 庶民 
の 人 気 者 と な っ た 。 さら に 昭和 28 年 に 
は 杉浦 茂 作 の 漫画 「 銀 飛 佐助 に よっ 
て 描か れ 、 日 本 で も っ と も 知名 度 の 高 
い 忍 者 と し て の 地位 を 確立 し た 。 


新約 時 書 に 登場 する ユダ ヤ の 妖女 。 
へ ロディ アス の 娘 で 、 非常 に 美しい 容 
貌 で 描か れる 。 聖書 に よる と 、 7 枚 の ヴ 
ェ ー ル を 1 枚 1 枚 脱い で いく 踊り と 引き 
換え に 、 王 ヘ ロ デ に 予言 者 ヨハ ネ の 首 
を 要求 し た と きれ る 。 こ の エピ ソー ド は 、 
ビア ズレ ー の 絵画 「 踊 り 子 の 報酬 』 や オ 
スカ ー・ ワ イル ド の 書い た オペ ヨリ サロ メ ] 
な どの 形 で 現代 まで 伝え られ て いる 。 


アメ リカ の 財務 省 に 属す る 秘 審 検察 
部 の こと 。 そ の 名 前 の と お り 、 極秘 に 
事件 の 調査 に 出向 いた り 、 大 統領 を 
護衛 し て 暗殺 を 阻止 する 役目 を 担っ て 
いる 。 


の だ ロ ヒビ gp ひひ 7 の だ 7 の 779 し 


| 相 脱 休診 ぎ は この 悪魔 で / 


「 異 聞録 」 に 敵 悪魔 と し て 登場 する 慣 鬼 ザッ プ 。 この 悪魔 は 、 
LV35 と そこ そこ の 戦闘 能力 を 有 し て いる も の の 、 ハン マ 系 
魔法 で 一 撃 死す る と いう 特性 を 持っ て いた の で 、 パー ティ メ 
ー ザ が ザッ プ | | ン バ ー の 経験 値 稼ぎ 相手 と し て 最適 な 悪魔 で ちっ た 。 特に 、 


強力 な 悪魔 が 多数 出現 する タナ トス の 培 で は 、 唯一 まとも に 
戦え る 相手 で あり 、 ハン マ を 所 持 する ベル ソナ を メン バー で 
使い まわ すこ と に よっ て 、 全員 の レベ ル を 比較 的 容易 に アッ 
プ さ せる こと が で きた 。 


IEHRTNTR 語 UCS 較 証 HU が IDTKSTa| 較 
ーー 
9 0) 


壊 と 創造 の 神 。 も も と は 下 人 
れ て いた 神 だ っ た が 、 い っ ii 
し コリ だ イン ド で は ヴィ シュ ヌ 請 明 衝 い 
年 的 な 支持 を 受け る よう に 計 還 記 6 
ツァ は さま ざま な 次 で あら お き 誠 
埋 黒い 肌 と 4 本 の 胸 、 額 に 第 8 の 
つ 姿 が 一 般 的 。 領 の 目 は 普 役 ほ 開 議 

て いる が 、 一 度 開け ば 世 因 を 着 請 | 
くす ほど の 光線 が 放出 きれ 2E 語 5 
また 、 三叉 戦 を 持ち 串 生 記 寺 二 
乗っ た 姿 で 描か れる こと も あ 2 語 記 
彼 は “恐怖 すべ き 者 "ガン ジ z 計 議 
る 者 " "舞踏 王 " な ど 1000 を 超 興 
を 持つ と きれ て いる 。 


巨大 な 火柱 で あら わき され る 7 スラ 
の 火 の 神 。 その 火柱 は 、 死 者 の 国 き 2 
トラ ン の 炉 か ら 燃 え 立 ち 、 地 の 家 寺 
の 炉 を と お り 抜 け 、 天界 に まで 笑 き 内 
け て いる 。 こ の よう に 地上 と 異 画 を 
つない で いる た め 、 時 導 と MG 人 苑 謀 
の 魂 が 大 地 に 溶け こむ の を 助け る 豚 
も 持つ と され る 。 


「 罪 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 i 人 
面 党 戦闘 員 の ひと り 。 赤 ぬ ロ ーZ 條 
面 を つけ た 姿 で 珠 開 瑠 市 の 各地 財 晶 
没 し 、 人 々 に 襲い か か る 。 


アー ス 神 族 の ひと り で 、 北欧 の 御 
トー ル の 妻 。 豊 鏡 の 象徴 と され る 詳 
常に 美しい 金 上 を 持つ 。 ある と 計 赤 
女 の 此 を 切っ て し まっ た ロキ の 命 倒 ly 


Op 盛 ロ 9/ ビ gpd 7 の どの 呈 / の し 
ンー 
虹 | 世 


| ジェ ラシー シャカ = = 


、 DR| II 
計 有 ・ 


2 ゴリ セブ FE| [ 還 | で は 、 ベ ルソン ナ の シヴァ に 加え て ヴィ シュ ヌ 、 ブラ フ マ 発動 させ る た め に 必要 な 魔法 は 、 ーー 
が 変異 せ ず 


ーー 一 が いれ は ば 合体 魔法 「 オ ー ム 」 が 使用 可能 に な る 。 これ は 敵 こと に よっ て 覚え る も の だ か ら で あ る 。「 オ ー ム 
台 床 魔法 の 要 幻 と し て | | 全体 に 999 ダ メー ジ を 与え る と いう 強力 な も の だ 。 し か し 、 に 戦闘 を 繰り 返し て いる の に 、 な か な か ペル ソナ 
ー シ ヴ ァ | | この 魔法 を 発動 する に は か な り 苦 労 させ られ る 。「 オ ー ム 」 を に イラ イラ する こと も た び た び だ っ た 。 


雇 た ち が 資金 の 竣 に 代わ る も の を 作 

と と いう 説話 が ある 。 その と き に で き 
5 のか 魔法 の 船 ス キッ ドブ ラド ニー ル 、 
褒 グ リン プル ズバ 純金 の 腕輪 
牧 ブ ー リ し 、 魔法 の 槍 グ ング ニル 、 ト 
ルル の 村 ミ = ョ ル ニ ル で ある 。 


殿 開 録 」 で 登場 し た オリ ジ ナ ル 悪 魔 
で 、" 災 如 "“ 如 み " の 意味 。 自分 に 引 
を 感じ 、 他人 に 始 し た く な る 心 
飛 あ ら わ し て いる も の 。 


駅 聞 
世界 3 宗教 の ひと つ 、 仏教 の 創 
馬 者 。 も と は 証 代 イ ンド 北部 の カビ ラバ 
X ツ ( 現 ネ バー ル 領 内 ) の 王子 で 、 不 自 
貞 の な い 生 活 を 送っ て いた が 、 人 生 に 
水 く 悩み 、 29 歳 で 出家 し て 修行 者 に な 
る 。 の ち に 菩提 樹 の 下 で 悟り を 得 て 、 
8 大 で 入 滅する まで 人 々 の た め に 説法 
を 続け た 。 釈 迎 は 実在 し た 歴史 的 仏 
能 で ある と と も に 、「 


る 多く の 経典 の 教主 で も ある 。 4 月 8 日 
に 生ま れ 、 すぐ 立っ て 歩く と 天 と 地 を 指 
き し て 、“ 天上 天下 唯 我 独 意 " と 言っ た 
と いう 逸話 は 有名 。 


AMeEDMAW | 
ox ー (HANGEDMAW | 

イス ラ エ ル の ソロ モン 王 に 封印 され 
た 72 柱 の 魔神 の 1 柱 で 、 30 の 軍団 を 従 
ぇ る 地獄 の 大 侯 馬 。 し わが れ 声 の コウ 
條 リ の 次 で 如 喚 者 の 前 に 現れ る と 、 
昌 喚 者 の 命令 に よっ て 人 間 の 視力 や 
全力 な ど を 春 っ た り 、 王 の 城 か ら 金 を 
登 ん だ りす る 。 た だ し 、 シャ ックス が 真 
実 を 語る の は トラ イア ング ル の 魔 方 陣 に 
封じ ら れ て いる と きのみ で 、 それ 以外 の 
昌 所 で は 全 喚 者 を 欺く の だ と いう 。 


3 画 還 馬 | | 動 | 悪 


アト ラス の シン ボル と し て も お な じみ 


の イギリス の 四 の 精 。 雪 と 水 で で き て 
いて 、 春 に は 溶け て 消え て し まう と いう 。 
か わい らし い 姿 で 油断 させ 、 笑い な が 
ら 人 間 を 凍ら せ て し まう と いう 恐ろし い 
妖精 で ある 。 


ウィ ル ・ オ ・ ウ ィ ス プ ( 火 ) の 数 ある 


別名 の ひと つ で 、 主 に イギリス 西南 部 
に ある 妖精 の 故 卿 、 コ ー ン ウォ ー ル 地 


人 間 の 女性 に 月 経 の 苦しみ を 与え た 
と され る 。 月 経 は 古代 に は 魔術 の 源泉 
と され て お り 、 父 権 的 社会 で は 稼 れ と 
みな され た 。「 ア ヴェ スタ 」 の 真言 、 マ ン 
スラ に よっ て 追い 払う こと が で きる 。 


「 罪 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 で 、 ラ 
スト バタ リオ ン の 一 員 。 狙撃 能力 に 優 
れ 、 一 度 衝 われ た ら 逃 れる 術 は な いと 
いわ れる 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲー ム 中 の 設定 に 基づい た フィ クシ ョ ン で す 。 


方 に 現れ る 鬼火 を 指す 。 さ 迷 える 死者 
の 魂 で あり 、 日 本 で いう 人 魂 と 同じ も の 
だ と 考え られ る 。 た いて い は 沼地 に 住 
むい た ずら 好き の 妖精 で ある と され 、 


その 正体 は 洗礼 を 受け ず に 死ん だ 子 
供 の 霊 と いわ れ て いる 。 

また 、 ハロ ウィ ー ン な ど で 子 供 が 作る 
目鼻 を くり ぬい た カボ チャ 提灯 も この 名 
前 で 呼ば れ て いる 。 


「 異 聞録 」 に 人 攻 す る オリ ジ ナ 
ユン グ 心 理学 に お ける “ 悪 " の 意 
人 間 が 普段 隠し た が る 2 の 人 格 が 実 
体 化し た も の と 思わ れる 。 基本 的 に は 
自我 と 対立 する 存在 だ が 、 これ も 自分 
の 側面 で あり 、 結局 は 共存 せ ざ る を え 
な いも の で ある 。 ネ が ガ テ ィ ブ な 無意識 ゆ 
え に 、 と き に 自我 と は 別に 成長 する こと 


も ある 。 


ゾロ アス ター 教 の 女 悪 魔 。 アン リ ・ マ 
ン ユ を 産み 落と し た あと 、 こ れ と 交わ っ 
た 太 母 に 与え られ た 蔵 称 が ジャ ヒー 
( ヤ ヒ ) で ある 。 売春 婦 の 支配 者 で あり 、 


澤 光 。 黄帝 の 時 代 の 放 侯 で 、 炎 淀 


の 一 族 。 邊 頭 と 4 つの 目 、 6 本 (ある い 
は 8 本 ) の 腕 を 持っ た 鬼神 で 、 同じ 姿 の 
兄弟 が 72 人 いた と 伝え られ る 。 また 、 
予 や 戦 、 支 、 剣 、 鎧 な どの 武器 を 初め 
て 作っ た の も 量 乾 で ある と 伝え られ て 
いる 。 

当初 は 黄 和 常に 仕え て いた が 、 一 族 が 
滅ぼさ きれ た こと で 怒り 、 妖怪 軍 を 率い 
て 黄 鶴 と 争っ た 。 風 伯 と 雨 師 の 力 を 借 
り て 霧 を 起こ し 、 一 時 は 優勢 に 立つ も 
の の 、 指 南 軍 の 前 に 破れ て し まう 。 復 
活 を 恐れ た 黄帝 は 、 蛍 元 の 体 を いく つ 
に も わけ て 埋 発し た 。 この と き 、 彼 の 手 
足 の 柳 は 大 荒 に 捨て られ て 楓 林 に な 
り 、 血 は 解 州 に ある 塩 地 と な っ た と いう 。 
の ち に 蛋 光 は 戦い の 神 と し て 泰 ら れ 、 
黄帝 で きえ も 、 戦い の 際 に は 量 光 の 姿 
を 描い た 旗 を 持参 し た と され る 。 


」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 時 


生 山 に 生息 し て お り 、 足 の 裏 に つい た 
バネ を 利用 し て 跳ね な が ら 走 る 。 また 、 
人 間 と は 思え な い 早 さ で 木 か ら 木 へ と 
飛び 移る と いう 。 


の 万 4/ ビ ロロ d 7 の どの 7 呈 7 の 4 


| マス コッ トキ ャ ラク ター 
| フロ スト ラン タン | 


女神 シリ ー ズ の お な じみ 悪魔 、 ジ ャ ッ ク ブ ラ ザ ー ズ 。 フロ 
スト 、 ランタン と も に シリ ー ズ 3 作 を 通し て ベル ソナ と し て 
召喚 する こと も で き 、 どちら も ゲー ム 序 盤 か ら 中 盤 に か け て 
の 主力 ベル ソナ と し て 活躍 し こく れ た 。 さて 、 この ジャ ッ ク 


ブラ ザー ズ 、 実は 3 人 目 の 兄 弟 が いる こと を ご 存 知 だ ろう 
か ? 近頃 は めっき り 姿 を 見 せな く な っ た が 、『 真 ・T』『if…」 
に 登場 し た ジャ ッ ク ・ リ バー も 兄弟 の 一 員 な の だ 。 次 作 で は 、 
ぜひ と も 3 人 そろ っ て 登場 し て ほし いも の で ある 。 


ーー つの 軸 選 記 


SN TRS 


思 回 届 避 HIN 回 避 


MM 


「 罪 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 で 、 
ラス トバ タリ オン の 一 員 。 命 を 犠牲 に し 
て 行なう 突撃 は 成功 率 こそ 低い も の 
の 、 ま と も に くら えば 命 を 落と し か ね な 
い 恐 ろ し い 攻 撃 で ある 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲ ー ム 中 の 設定 に 基づい た フィ クシ ョ ン で す 。 


“ 千 匹 の 子 を 区 み し 森 の 黒山 羊 "の 
名 で 知ら れる 、 クト ゥ ルー 神話 の 女神 。 
邪悪 な 豊 生 の 女神 で ある と 同時 に 、 大 
地 の 精 で も ある 。 そ の 姿 は は っ きり と 
描写 され て は いな い が 、 泡 立ち や た だ 
れ た 雲 の よ うな 形 を し て いる と いう 。 ヨ 
グ = ソ トー ス の 妻 と いわ れ 、 夫 と 同じ よ 
うに 時 間 や 空間 を 超え る こと が で きる 。 
主 に 古代 ムー 大 陸 で 崇拝 され 、 比較 
的 、 人 間 に 好 意 的 な 神 で ある と 考え ら 
れ て いる 。 


合 婚 。 中国 の 計時 代 、 終 南 山 に 住 
ん で いた 進士 で 、 玄宗 皇帝 の 故事 に 
基づい て 油 第 を 退け 、 魔 を 除く と 信じ 
られ て いる 神 。 日 本 で も 、 端午 の 節句 
に 子供 た ちの 健やか な 成長 を 祈っ て 
舘 娘 絵 を 節 る 習わ し が ある 。 


言い 伝え に よる と 、 試験 に 落第 し て 
自害 し た 無 娘 を 真 れ ん だ 高官 が 、 彼 の 
遺 及 を 手厚く 慕っ た と ころ 、 玄宗 皇帝 
の 夢 の 中 に 現れ て 病魔 を 退散 させ た 
と いう 。 も と も と は 文官 で あっ た が 、 濃 
鬼 退 治 を し た た めか 武人 の よう な 印象 
が 強い 。 た いて い は 、 破れ た 帽子 と 緑 
の 衣 を まとっ た ひげ 面 の 大 男 と し て あ 
ら わ され る 。 


燈 険 。 中 国 の 伝説 の 土山 、 鐘 山 に 
住む 大 自然 の 摂理 を 司る 龍神 で 、 鐘 
山 を その も の と も いわ れる 。「 元 中 記 』 に 
は 、 鐘 山 の 頂 に 人 間 の 頭 に そっ くり の 
石神 が ある と 記さ れ て いる が 、 こ れ が 
燈 除 で ある と 考え られ る 。 爆 陰 は 真紅 
の 果て し な く 長 い 体 を 山 に 巻き つけ 、 
何 も 食 べ ず 、 何 も 飲ま ず 、 眠 り も せ ず 、 
息 す ら せ ず に 世界 を 見 て いる と いう 。 

燈 陰 の 左 の 目 は 太陽 、 右 の 目 は 月 を 
あら わし 、 左 右 の 目 を 交互 に 開い て 昼 
と 夜 と を 操作 し て いる と され る 。 また 、 
息 を 吐い て 雲 を 起こ せ ば 冬 と な り 、 口 
を 開い て 吸い こめ ば 夏 に な る 。 イ ンド 
の 蛇 神 ナ オー ガ が 中 国 に 伝わっ て 爆 陰 
と な っ た と いう 説 も ある 。 


クト ゥ ルー 神話 に お ける 粘着 性 の 原 
形質 生物 。 南極 大 陸 の 近く の 海中 に 
住む 超 古 代 の 先住 種族 が 奴隷 と し て 
生み 出し た と きれ る 。 

時 く ネ バネ バ と し た 不定 形 の 生物 で 、 
“ テ ケ リ ・ リ "と 鳴き 声 を 発する 。 も と は 
知能 を 持た ぬ 生 物 と し て 作ら れ た が 、 
徐々 に 知能 を 持つ よう に な り 、 つい に 
は 反逆 し て 主人 を 減 ぼ し て し まっ た 。 
先住 種族 の 減 亡 後 も ショ ゴ ズ は 地底 深 
く 生き 残り 0、 し ば し ば 政 教 侍 拝 者 の 祈 
り に 応え て は 地上 に 姿 を 現す と いう 。 


「 ア ラビ アン ・ ナ イト 」 に 登場 する ラン プ 


の 魔 人 イフリート で 有名 な 、 火 か ら 作 
られ た アラ ビア の 精霊 。 人 間 よ り 前 に 
火 か ら 創 られ た 種族 で 、 自 由 に 空 を 飛 
び 、 変幻 自在 で きま ざま な 姿 形 を と る と 
きれ る 。 ラン プ や 電 に 封印 きれ て いる 
こと が 多く 、 開放 し て くれ た 者 の 望み を 


か な えて くれ る 。。 た だ し 
て いる あい だ に 人 性格 が 春 
開放 し た 者 を 殺 を そう と する 


これ は “マジ ュ ヌ ー ン ! と 呼ば 
そし て 、 よい ジン に 濃 か 入 声 
に 、 凶 暑 な ジン に 退 か 禄 
に な っ て し まう と され る 。 


イン ド に 伝わる 太陽 の 
ー ダ 」 で は 、 水 の : 
グ ニ と 並ん で 主要 
た 。 ヒン ドゥ ー 教 因 容 
中 で も っ と も 目立つ 存在 
由 に 4 本 の 腕 を 持つ 赤銅 色 
頭 の 金色 の 馬 に 牽 か れ た 
天空 を 馳せ る と いわ れ で ゆ 
司る ウシ ャ ス を 妻 に 持ち 、 
リア が 天 に 昇る 前 に 間 を 折 
目覚 め さ せ 、 スー リア を 聞 
きせ る の だ と いう 。 

現在 で も 、 ビ ハー ル や タ ミ 】 
な どの 地方 で は 、 病気 治療 の 
祈念 され る 。 また 、 仏教 で 6 
で 知ら れ て いる 。 


浴 丸 清 四 の 分 家 に 生ま れ た だ 
以降 に 登場 する 周防 晃 

た る 。 家臣 で ある 黒田 純 

だ っ た 天野 舞姫 の 助け を 得 
を つく し た 清 皿 を 討伐 し た と き 
の 後 、 彼 の 急 念 を 抑え る た め K 
舞姫 と と も に 即 身 公 と な っ た 


ーシュ ブ ・ ニ クラ ス | 


「 罰 」 で 敵 悪魔 と し て モナ ド マ ン ダラ に 出現 し た 、 シュ ブ ・ ニ 
グラ ス 。 能力 的 に は さほど 強く な い が 、 大 ダメ ー ジ を 食らう 
暗黒 魔法 「 カ オス エレ メン ト 」 を 所 持 し て いる 作 れ な い 悪 魔 で 
| ある 。 特に 鼻 威 と な っ た の が 、 ケル プ と タロ ス と と も に 出現 


た 


] 較 い ビ ロビ LO ビビ ロロ or 口 VIL 王 


ー リ ン を 育て た 武術 の 女神 で も あり 、 
% 半 秋 伝 の 証 と し て 彼 に こ 魔 栓 ゲイ ・ ボ 
ヵ グ を 授け た 。 ケル ト 神 話 に は 女 戦士 
多く 見 られ る が 、 スカ アハ は その 


中 で も 武 雲 に 秀 で た 存在 で あり 、 呪術 
太 的 な 性 格 も 強い と いわ れ て いる 。 


アデ お ける 軍神 で 、 
ま 神 シヴァ と その 妻 パ ー ル ヴァ ティ ー の 


だ に 生ま れ た 。 カル ティ ケー ヤ 、 ク 
ィ ー ラ な ど 64 も の 名 前 を 持ち 、 タ ミー ル 
山 の ム ル ガ ン と も 同一 視 さ れる 。 また 、 
仏教 で は 八 将軍 の 首領 で 、 伽藍 の 守 
計 抽 で ある 章 駄 天 と し て 知ら れ て いる 。 
不死 の 象徴 で ある パラ ヴァ ニ と いう 孔 
誰 に 乗り 、6 つ の 上 顔 と 12 本 の 腕 、 長 い 
弟 を 持っ た 美しい 少年 の 姿 で 描か れ 
い 。 

また 、 彼 は 病気 や 災難 の 原因 で あ 
され 、 健康 を 奪う 者 と し て 、 盗人 の 
補 と も いわ れ て いる 。 そ の た め 、 イ ンド 


四 で は 次 人 の こと を スカ ンダ プ ト ラ (スカ ン 
ダ の 息子 ) と 呼ぶ そう で ある 。 


わる 海 の 怪物 で 、 メ ッ シ 
* う 場所 に 出没 し た と いわ れ 
は 、 も と も と は 海神 ポル キ 
8 で 、 美しい ぃ ニンフ で あっ た 。 
呑 い 海神 グラ ウ コ ス に 惚れ ら 
し を 知 し た 訂 女 キ ルケ に よっ 
を 流さ れ て し まう 。 そ うと は 
の 泉 で 水浴 び を し た スキ ュ 
2 は 、 腰 か ら 下 が 6 つの 頭 と 12 の 足 を 
持っ 丸 ろ し い 姿 に 変わ っ て し まっ た 。 
宮 し た スキ ュ ラ は 海 に 身 を 投げ た 
任 物 と な っ て シチリア 鳥 の メッ シー 
に 現れ 、 近づく 者 を 片端 か ら 食 
い 殺 す よ うに な っ た と いう 。 


北欧 に 5 る 肖 党 り た 神 の ルン の 
妹 の 末っ子 で 、 未来 を 司る 。 また 、 破 
壊 の 女神 で ある スカ ディ の 異型 で も あ 
る 。 あら ゆる 生命 の 糸 を 断ち 切る 存在 
で あり 、 ラグナロク の と き に は 、 全 世 界 に 
死 の 呪い を か ける と され た 。 また 、 北欧 
の 詩人 や シャ ー マ ン は スカ ルド と 呼ば 
れ 、 彼女 の 使い だ と いわ れ て いる 。 


「 礼 記 』 に お ける 四 霊 獣 の ひと 
つ で 、 中 国 の 南 を 守護 する 。5 色 の 音 
色 で 鳴き 、5 色 に 彩 ら れ た 火 の 鳥 で 
し ば し ば 鳳 風 と 同一 捉 き れる 。 人 竹 の 実 
だ け を 食す と いわ れ 、 竹 が 実 を つけ る 


60 年 に 一 度 だ け 、 人 の 前 の 姿 を 現 わ 
す と か 。 朱雀 の 出現 は 一 般 に 瑞 兆 と さき 


れ 、 招福 の 印 と し て 喜ば れ て いる 。 


N4I 有 | 


O 戸 盛り gpd の ど 77 戸 / 太 し 


' し 徐 モ リ ァ ル ・se | [ 罪 ! と [町 」 に 登場 し た 前 訂 。 普段 は た いた 個性 ちな い 


| の だ が 、[ 加 ] の ボス キャ ラ で ある JOKEHR 銀 次 と 一 緒 に 登場 
する ショ ゴス 4 体 は 一 味 違う 。 レベ ル や 攻撃 力 は 同じ だ が HP 
は 倍 以上 に 高く 、 か な り の 高 確率 で 「 自 爆 」 攻撃 を し か け て く 


征 が コワ イ / 
ー シ ョ ブ ゴス 


る の で ある 。 また 、 自爆 後 は キャ ラク ター に 「 依 1 まで する | 
こと も ある 。 連続 で この 攻撃 を 受け る と 、 バー ティ は 泊 の | 
居 機 に 適 遇 する こと も た び た び だ つた 。 層 そ うだ けど 実は イ 
ヤー な 英 、 と し て 印象 深い 悪魔 で ある 。 


ーー SN 9 了 届 回 国語 生計 


な どの 停 業 を 成し遂げ る と 、 の ち に 英 。| し も 埋 鋼 で で き eW 計 計 
ー 雄 神 と し て 扱わ れる よう に な っ た 。 農 ス は 12 の 試練 の 6 つめ 証 衣 ハラ クレ 
来 の 神 、 あ る い は 導 靖 を 秘 う 神 と し て | 訪れ ん 、 ヒ ドラ の 二天 
建 速 須佐 之 男 命 、 あ る い は 素 雄 鳴 | も 信仰 され 、 年頭 天王 と 同一 拠 さ れ て | 射 落 と し て 退治 し た で 雪 4 と 
尊 。 日 本 神話 の 嵐 神 で 、 イザ ナギ が 川 | いる 。 

で 身体 を 洗っ た と き に 生ま れ た 。 アマ 
テラ ス と ツク ヨミ の 弟 で も ある 。 

高天原 一 の 暴れ 者 だ っ た スサノオ 
は 、 ア マテ ラス を 大 岩戸 に 閉じ こも ら せ 黒 染 。 六 経 基 が 死ん だ と 
る と いう 事件 を 引き 起こ し た た め 、 罪 と ギリ シア の スチ ュ パ リ デ ス 測 較 に 枯 の 人 で ある 上 時 
し て 地上 に 追放 され て し まう 。 だ が 、 | も む 怪 鳥 。 先 適 が 青銅 で で きた 環 を 広 辺 の 校 し ここ ろ あ ら ば さき の 
出雲 の 国 で ヤマ タ ノ オ ロナ チ を 退治 する | げ て 人 々 を 血 っ た 。 また 、 爪 や くち ば | 玉 に 咲け "と 詠 あ だ 
な っ た と され る 沙 黒 旬 の 入 DYN 
で は 桜の 精 と し で 登場 すず 

野菜 桜 は 実際 に 桜の 晶 種 ど 
在 す る が 、 こち ら は 電 民 人 e 
色 の 花弁 を も っ て いる 8 


| TEMPERAMCE 
間 TEMPERANCE | 


スチ ュ パ リ デ ス . 


発祥 間 
性 は ほとん ど 持 た な W が W ー 般 
や 火 に 弱い と いわ れ 、 そ の だ め 直 英 目 
光 の も と に は 出現 し な い 』 ほ が の 誕 物 
を 吸収 し な が ら 巨大 化 D で WP 
バ の よう な 怪物 で ある 。 スラ 4 人 だ 
如 魔 は 力 を 失い 、 も と の 姿 に 戻 導 5 
は な いと され る 。 


北欧 神話 に お ける 、 炎 の 国 パル 

イム に 住む 巨人 族 の 手 I@ あ り 』 語 護 
神 で も ある 。 ラグ ナ ロ ク で は フレ を 打 
ち 倒 す と 、 最後 に は た だ ひと り 生 き 残 
り 、 所 持 し て いる 秋 の 魔 全 レー ヴァ 
ン で 世界 を 焼き く す と いわ れる 5 


西 王 母 。 古代 中 国 は 西 方 の 旦 間 
に 住む 仙女 。「 西 遊記 』 で は 絶 草 の 美 
女 と し て 登場 し 、 女 仙 の 祖 と きれ で だ s 


NN 


| の だ 万 ロビ gpd 7 の 所 / の し 
1 ス サ ン オッ ニー テテ ョ ーー te = 
パ 展 ] 


人 ャ イッ ボ | セイ テ ンタ イセ イ | 


メギド だ と いそ ば ご これ 了 に お いて 、 メギド 系 の 魔法 は と に か く 段 違い に 強く 、 セイ 系 法 の 成 力 が 人体 的 に 押さ えら れ で し まう た た め 、 


[ 寺 。 | 
プレ イメ モリ アル ・ ら フ 「 異 聞録 」 で と に か く 重宝 し た ベル ソナ 。 そ れ と いう の も 、 蹴 散ら す 強 さ を 誇っ た も の だ っ た 。 な お 、 [ 玉 降 で も こと 
ーーー セイ テン タイ セイ が 「 メ ギド ラ 」 を 覚え る か ら で ある 。「 異 財 イ テ ン タイ セイ は メギド 系 訂 法 を 所 持 し て いた が 
一 セイ テン タイ セア | | テン タイ セイ の 「 メ ギド ラ 」 も ザコ 悪魔 な ど 1 タ ー ン で すべ て 力 な ベル ソナ "と いう 印象 は な く な っ た 。 


ょ 、 不 者 不 先 に な る と いう 仙 桃 の 木 
隊 取 っ て 仙 楽 に し た こと で も 有名 
馬 。 も っ と も 、 仙人 の 姿 で 知ら れる 
5 に な っ た の は 役 世 に な っ て か ら で 、 
山 右 ] に 登場 する 本 来 の 姿 は 、 疫 
記 放 前 を 品 る 尾 神 で あっ た 。 その 次 
謎 の よう な 歯 と 釣 の 尾 を 持つ 恐ろし 
記 の で あっ た と 伝え られ る 。 の ち に 東 
及 と いう 配 仙 者 を 得 て 道教 で ら 
れ 凡々 の 運命 を 司る 神 と な っ た 。 


中 国 の 小説 「 西 遊 志 | に 
計 場 する 係 悟空 の 別名 で 、“ 位 が 天 と 
主 し い 型 人 "と いう 意味 。 天 地 開 開 の 
販 人 果 山 の 山頂 に あっ た 岩 か ら 生 ま 
記 た 石 狼 が 孫 悟 宅 で ある 。 

天界 の 高官 を し て いた が 、 さ ま ざ な 
加 行 を 繰り 返し た た め に 五行 山 に 幽閉 


者 天 大 革 


& れ て し まっ た 。 の ち に 猪 八 戒 、 沙 悟 洛 
學 も に 三蔵 法師 の 旅 の お 供 を する こ 
! に な る 。 その 旅 で の 和 活躍 ぶり が 民間 
上 伯 の 対象 と な り 、 道教 に お いて 如 魔 
良治 の 神 と し て 泰 ち れる よう に な っ た 。 


簡 で ある 猿田 彦 と 習合 し た も の 。 当初 
は 病魔 悪鬼 を 流行 きせ 、 9 万 の 家 来 を 
従え て 人 々 の 精気 と 血 肉 を 食す る 鬼神 
で あっ た が 、 の ち に 披 大 神 に 降伏 し て 
六 誰 や 濃 鬼 を う よう に な っ た と され 
る 。 モイ メン コン ゴウ の 身体 は 青色 で 、 
妹 の 腕 に 剣 な どの 武器 を ふり か ざし 、 
人 間 に 化 けた 寿命 を 縮め る 下 の 上 を 
し づか み に し な が ら 、 足元 の 邪 鬼 を 
草 み づけ た 姿 で 描か れる 。 

セイ メン コン ゴウ に 由来 する 諾 申 信 
見 が 日 本 に 伝わっ た の は 平安 時 代 だ 
民間 に 広まっ た の は 室町 時 代 末 頃 
で 江戸 時 代 に は “見 ざる 、 聞か ざる 、 
計 わ ざる "で 有名 な 三 猿 の 従者 が 彫 ら 


斉 龍 。 中 国 の 水族 の 王 で 、 雨 を 司 
る 神 。「 礼 記 ] に お ける 四 圭 上 詞 の うち も 
っ と も 意 く 、 東方 を 守護 し て いる 。 中 国 
の 東方 に は 東シナ海 が 広がっ て お り 、 
その た め セ イリ ュ ウ は 海 の 神格 化 で あ 
る と も 考え られ て いる 。 

セイ リュ ウ は ラク ダ に 似 た 頭 と 角 を 有 
し 、 蛇 の 尾 と 魚の 鱗 を 持っ た 巨大 な 龍 
の 姿 で 描か れる 。 特に 青い 体 を し て い 
た と いう わけ で は な く 、 五行 で 東方 が 
青 に あたる た め 、 セイ リュ ウ と 名 づけ ら 
た だ よう だ 。 


ギリ シア 神話 に 登場 する 海 の 魔 女 。 
上 半身 は 美しい 女性 、 下 半身 は 鋭い 
爪 を 持つ 鳥 の 姿 で 、 ペ イシ ノエ ー、 アグ 
ラオ ペー、 テル クエ シ エ ペ イア の 3 姉妹 
の 名 が 伝え られ て いる 。 

海 の 孤 鳥 に 住み 、 近く を と お りか か 
る 船 の 船員 を 歌声 で 魅了 し て 難破 さ 
せ て し まう と いう 。 また セイ レー ン は 歌 
の 魔力 を 失う と 死ん で し まう 運命 だ っ 
た よう で 、 堅 琴 の 名 手 オル フェ ウス に 破 
れ た セイ レー ン た ち は 魔 力 を 失い 、 岩 
に 変え られ た 。 


エジプト に お ける 地上 の 間 と 衰え の 
神 。 ナイ ル 西 岸 に ある メン フィ ス の 墓地 
の 神 で も あっ た 。 砂漠 は モ ケ ル の 冥界 
の 王国 と 呼ば れ て お り 、 彼 は 死者 の 心 
臓 を 食べ て 生き る た め 、 王国 の 入り 口 
に 立っ て いた と され る 。 セ ケル の 姿 は 
鷹 あ る い は 鷹 の 頭 を つけ た 人 の ミイ ラ 
と し て あら わ さ れ 、 オ シリ ス や プ タ ハ と 
同一 捉 さ れる こと が 多い 。 


れる エジプト の 可 神 。 砂 漠 、 不毛 、 暴 
力 の 化身 と され る 。 か つて は 神々 の 支 
配 者 で も あっ た が 、 次 第 に 害悪 と 破壊 
を も た ら す 悪 神 と し て の 側面 が 強調 さ 
れる よう に な っ た 。 

神話 で の セト は 上 兄 オ シリ ス を 殺し て 
エジプト の 権力 を 握る が 、 その後 オシ 
リス の 子 、 ホル ス と 王位 を めぐ っ て 粗 烈 
な 戦い を し 、 追放 され た と 伝え られ る 。 
ギリ シャ で は 巨大 な 怪物 テ チェー ポ ー ン 
と 同一 視 さ れる こと も あっ た 。 


エジプト 神話 に お ける 豊 生 の 女神 
で 、 頭 に 帳 を 乗せ た 女性 の 姿 か 、 女 
性 の 頭 を 持つ 円 と し て 描か れる 。 

監視 者 や 守護 者 で も あり 、 セト の 化 
身 で ある 毒蛇 ア ペ プ を 監視 する 役目 や 
担っ て いた 。 また 、 イシ ス 、 ネフ ティ ス 、 
ネイ ト と 並ん で “4 人 の 泣く 女神 た ち " の 
- 柱 に 数 えら れる 。 ネ イト の 補佐 を 務 
め る こと も 多く 、 王 と 王妃 が 結婚 を する 
と き に は 、 ネ イト と セル ケト が 夫妻 を そ 
の 手 に 乗せ る と 考え られ た 。 


イス ラ エ ル の 上 級 第 3 位階 の 座 天使 。 
神 の 正義 を 司 り 、 法務 官 の よう な 役割 
を 果たし た と され る 。7 枚 の 翼 と 胸 に 
黄色 い 石 を 抱き 、 オ フェ ニウム 、 も し く 
は ガル ガリ ン と も 呼ば れる 。 オ フェ ニ ウ 
ム は “火車 "に 象徴 され 、4 つ の 上 顔 と 4 枚 
の 翼 を 持ち 、 炎 の よう な 1 対 の 車輪 に 
乗っ た 姿 で 描か れる 。 この 姿 は 智 天 
使 ケ ルプ (ケル ビ ム ) と 非常 に 似通っ て 
お り 、 実際 、 この 2 体 は 混同 され る こと 
が 多い 。 の ち に ソロ モン 72 柱 の 堕天 使 
の ひと り 、 フォ ルネ ウス と な っ た 。 


ら 語 ロビ gpd 7 だ の ロ 戸 / 語 し 


、 天使 の 符 徴 | 
ー ン ワ ロ ネ | 


シリ ー ズ 3 作 に 英 悪魔 と し て 、 また 「 罪 ] で は ベル ソナ と し 
て 登場 し た ソロ ネ 。 いずれ の ソロ ネ も 神聖 魔法 を 無効 化し 、 
暗黒 魔法 に 極端 に 弱い と いう 特性 を 持っ て いた 。 これ は ソロ 
ネ の み に 限 ら ず 、 天使 系 悪魔 すべ て に 共通 する 特性 で 、 さ ら じみ の 悪魔 で ある 。 


に [異聞 録 で は 廃 法 を 無効 化 、 も し く は 反射 する 特性 も 兼ね 
備え て いた 。 この よう な 特性 を 持つ エン ジェ ル 、 ソロ ネ 、 ケ 
ルプ な どの 天使 た ち も 、 女神 シリ ー ズ で は 必ず 登場 する お な 


ーー お 
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還 還 届 謙 IN 回 言 


「T 界 ] や [ 凡 」 に 登場 する オリ ジ ナル 可 
魔 。 クラ ブ の DJ] を し て いた スト リー トキ 
ッ ズ が ゾン ビ 化 し た も の と 思わ れる 。 
夜遊び が 過ぎ た こと が 死亡 原因 と され 
て いる が 、 詳細 は 不明 。 今どき の 性 格 
を し て お り 、 アン デッド と 化し た 今 も 流 
行 に 目 が な い 。 

本 来 ブ ゾンビ と は 、 プー ドゥ ー 教 に お い 
て 黒 魔術 師 の 使い 魔 と し て 使役 され て 
いた も の で 、 術 者 の 命令 に よっ て 動か 


きれ て いた 。 と ころ が GE. ロ メロ 監督 の 
映画 「 ゾ ン ビ 」 の ヒッ ト に より 、 術 者 を 持 
た ず 、 自 由 に 動き 回 る ゾン ビ の イメ ー ジ 
が 定着 し た 。「 ペルソナ 」 シ リー ズ で も 、 
後者 の イメ ー ジ が 採用 され て いる 。 


Ro 登場 する オリ ジ ナル 悪 訂 
、 ゾ ブン ビ 化 し た 少年 。 若き ゆえ か 、 
の V は 生 D あき 


「 異 開 録 」 の オリ ジ ナ ル 中 魔 で 、 ゾ ン ビ 


化し た 制服 警官 。 一 般 に 知能 が 低く 、 
道具 を 使う こと が 少な いと され る ゾン ビ 
だ が 、 ゾンビ コッ プ は 銃 を 使っ て 襲い 
か か っ て くる 厄介 な 存在 だ 。 称 察 官 の 
ゾン ビ と いう 設定 は わり と ポピュラー で 、 
1988 年 に は アメ リカ で 映画 「 ゾ ン ビ コッ 
プ 」 が 公開 され て いる 。 


「 異 較 録 」 に 人 電 す オリ ジ ナル 生 
で 、 大 人 の ゾン ビ 全 般 を 指す 。 御 影 
1 
が 、 特 に 武器 を 持た な い の で 届 退 は 
か な り 和 容易 だ 。 


「 罪 』 や 「 前 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル の 
想 魔 。 ス ピー ド や エル な どの ドラ ッ グ に 
は まり 、 つい に は 命 を 落と し て ゾン ビ 化 
し た 麻薬 中 毒 者 。 手 に は ナイ フ を 持ち 、 
アン デッド と 化す 前 に 運び こま れ た 病 


院 で 人 々 を 翼 う 。 麻薬 の 禁断 症状 で 
混乱 を きた し て いた うえ に ゾン ビビ 化 が 
重なっ た た め 、 支離滅裂 な 性 格 に な っ 
て いる 。 


少女 の ゾン ビ で 、「 異 開 録 」 に 登場 す 
る オリ ジ ナ ル 赴 魔 。 少女 の 姿 を し て い 
る と は いえ 、 所 診 は ゾン ビ な の で 油断 
は 人 禁物 。 御 影 町 の 各地 に 出没 し 、 
人 々 に 毅 い か か っ た 。 


Eo ら 「 罪 」 と 「 浪 」 登場 する 
魔 。 男性 の ほとん ど が 昌 3 
日 本 国土 を 守る た め 
英 兵士 に 対し 、 か Gi 
っ た と され る 勇敢 な 女 学 邊 
の 果て 。 死 し て も な お 国 末 計 
戦い 続け て いる 。 無謀 な 
な 犠牲 者 で ある 。 


「 俳 」「 六 に 登場 する # り 3 
で 、 ゾ ン ビ 化し た 上 日 本 兵 ま 詞 議 
国 万 歳 ! と 叫ん で 戦場 に 散 ラ 
兵士 た ち が 、 死に きれ ずい 
た も の と 思わ れる 。 日 本 の 央 

られ な い の か 、 目 の 前 に 現れ 
すべ て 敵 と みな し て 襲い が が 


「 異 半 録 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 
で 、 看護 婦 が ゾン ビ 化 し た も の 。 主 に 
御影 総合 病院 に 出没 し 、 手 当たり 次 第 
に 備品 を 投げ つけ た り 、 素手 で つか み 


か か っ て きた りす る 。 その 攻撃 は さき ほど 
驚異 的 で は な い が 、 囲ま れる と 厄介 な 
存在 だ 。 


「 異 聞録 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 意 麻 。 


も と は 熱心 な 画家 で あっ た が 、 死亡 し 
た あと も 執念 が 残り 、 自 ら が 描き あげ た 
絵 の 中 に 宿っ て 異色 の ゾン ビ と し て 復 
活 し た 。 画家 時 代 に 使用 し て いた シン 
ナー が 変化 し た も の と 思わ れる 、 強力 
な 溶解 流 を 用 いて 攻撃 し て くる 。 


名 前 は “ 空 の 遊歩 者 "を 意味 
人 人 ド 


: 教 人生 
天 と 呼ば れる よう に な る 請 抹 言 
左手 に 如意 宝珠 、 右手 に 剣 を 
狐 に また が っ た 姿 で 描か 宛 る s 
狐 その も の と され る こと も あり 、 


リス と 入れ 禁 わ り に 人 
別 の 存在 で は な く 、 ア リス が 変 他 上 M 


ksAs スコ し リル 0 ど 09 に 学 う = 


ーーー 
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女神 シリ ー ズ に は ほぼ 必ず 登場 する ゾン ビ た ち 。 ベル ソナ 
。。。、。 。。 、 。 | シリ ー ズ に も さま ざま な バリ エー ショ ン の ゾン ビ か が 登場 し て 
いつ か ば ペル ン ナ に …… | お り 、 主 に 序盤 の 敵 悪 魔 と し て 主人 公 ら の 前 に 立ち は だ か っ 
ー ソ ゾンビ 軍刀 | | て くる 。 朽ち 果て た 身体 を 有 し て いる た めか 、 いずれ の ソン 


ビ も 魔法 、 特に 火 秋 魔法 に 弱く 、 また 魔 を 打ち 破る 人 > 
魔法 に 極端 に 弱い 。 何かと 科 点 の 多い 悪魔 で | 
彼ら が ベル ソナ と し て 生ま れ 変 わっ た ら ど ん 
ろう か ? 一 度 は 使っ て みた いも の で ある 。 


る か 


の だ と 考え られ る 。 基本 的 な 姿 形 は 
7 リス と 同 じ だ が 、 黒い ワン ピー ス を 身 
まとい 、 愛 を 人 立て て 現れ る 。 


ギリ ス の 森 に 住む 括 導 。 人 間 と 
』g 間 し 大 きき を し て いる こと が 多く 、 
長谷 で ある と され る 。 名 は ラテ ン 語 の 
Albus( 自 )" あるいは 北欧 語 の “EIf 
( 水 ) "を 語源 と する 。 ライ ト エ ルフ と ダー 
クエ ルフ の 2 種類 が 存在 する が 、 一 般 
ド に ダー クエ ルフ は 了 落 悪 で 人 間 に 対し て 
午 き を 行なう と 考え られ て いた 。 また 、 
時 っ ぽい 肌 を し て いる と も ゃ 、 小 人 族 で 
あぁ る と も いわ れ て いた よう で ある 。 


第 六 天魔 王 。 戦国 時 代 の 武将 で あ 
る 織田 信長 が 名 乗っ た と され る 名 。 
第 六 天 と は 、 仏教 用 語 で 欲望 の 世界 
| を あら わし 、 こ の 世界 に 住む 悪魔 が 第 
太 天 護 王 で ある 。 人 に 苦し み を 与え 
る 悪 魔 で 、 帝釈 天 イ ンド ラ な ど よ りや 強 
大 な 力 を 誇る と いう 。 信長 は この 悪魔 
に あや か り 、 別名 と し て 名 乗っ て いた 
の だ ろう 。 


ケル ト 神 語 に お ける ダー ナ 神 才 の 
王 。 大 地 、 豊潤 、 知恵 、 技能 、 父 な る 


全 知 全能 の 神 で も ある 。 短い 着 物 を 
着 て 、 いく ら で も 食料 が わき 出る 魔法 の 
大 金 と 巨大 な 根 棒 を 持っ た 大 男 の 姿 
で 描か れる 。 また 、 極 の 木 で 作ら れ た 
魔法 の 叉 琴 "ワー ド ネ "に より 人 々 の 感 
情 を 自由 に 操る こと が で きた と いう 。 

ちな み に ダ グ ダ の 大 好物 は お 紗 で 、 
休戦 の 協定 を 結び に いっ た 先 で 大 量 
の お 紗 を 振る 舞 わ れ 、 つ い に は 食い 
すぎ で 眠り こん で し まっ た と いう 笑い 話 
も 残っ て いる 。 


意 正 。「 山 海 経 」 に 登場 する 紀 島 で 、 
中 国 の 次 之 山 に 住む と され る 。 人 面 の 
顔 に フク ロウ の 身体 を 持ち 、 上 は 1 本 


し か な い 。 姿 を 目 繋 き れる の は 冬 が 多 


く 、 夏 は 岩場 に こも っ て 眠り 続け る と い 
う 。 この 鳥 の 羽根 は 雪害 に ご 利益 が 
あり 、 身 に つけ て いる と 雷 を 避け る こ 
と が で きる と 言い 伝え られ て いる 。 


タケ ミカ ヅ チ 


ニヤ ルド 神 放 に お ける 、 ナー ガ 族 の 王 。 
ナン ダ 、 サー ガラ な ど と 並び 、 八大 龍王 
の ひと り に 数 えら れ て いる 。 中 で も も っ 
と も 狂 獲 と きれ る の が この タク シャ カ で 、 
王 に 復讐 する よう 聖者 に 頼ま れ た タク 


シャ カ は 、 厳重 に 警備 され た 宮殿 の 中 
へ 入り こむ た め に 、 果物 の 中 の 小さ な 
明 に 化け た 。 そ し て 王 が その 果物 を 
HH に し ょ うと し た まさ に その 皮 間 、 突然 
| 大蛇 に 変身 し て 王 を 噛み 殺し た の だ と 
いう 。 また 、 仏教 で は 妖怪 や 悪者 と 戦 
う " 天 竜 八 部 衆 " の ひと り で も ある 。 


「 万 伯 ロ 9/ ビ gpd の 万 / し 


建 御 雷 之 男 神 。 日本 神話 に お ける 
武田 の 誉れ 高き 雷神 で 、 イザナギ 神 が 
十 拳 剣 で し ノ カ グ ツ チ の 首 を 切り 落と 
し た と き 、 その 飛び 散っ た 血 か ら 生 ま 
れ た と され る 。 

出雲 の 国 調 り の と き に 、 アマ テラ ス の 
命 を 受け て フツ ヌシ と と も に 地上 へ 降 
臨 。 オ オク ニ ヌ シ を 説き ふせ 、 タ ケミ ナ 
カタ ノ カ ミ を 破っ て 工 原 中 国 平定 を 成 し 
遂げ た 。 また 、 神 武 天 畠 の 東夷 の 際 に 
は フツ ノミ タ と いう 全 を 降臨 きせ 、 そ の 
危機 を 救っ た 。 現在 で は 鹿島 神宮 や 
春日 大 社 に お いて 、 武芸 の 神様 と し て 
奉 ら れ て いる 。 


ケル ト 神 話 に お ける 雷光 と 雷鳴 で 天 
を 支配 する 神 。 名 前 は ケル ト 語 の “ 風 " 
に 由来 し て いる 。 人 間 の 生け 賞 を 好 
み 、 紀元 前 1 世紀 頃 の 報告 書 に よる と 、 
犠牲 者 は 大 き な 枝 編 み 細工 の よう な も 
の の 中 で 焼き 殺さ る され た と いう 。 ル カヌ ス 
の 「 フ ァ ル サロ ス 」 で は テウ ター テス 、 エ 
スス と と も に 3 人 組 の 神 と し て 描か れ て 
いる 。 ロー マ 時 代 に も 盛ん に 劇 拝 され 、 
ユピテル の 称号 の ひと つと し て タラ ニス 
の 名 が 使用 きれ て いた 。 


ギリ シア 神話 に お ける クレ タ 島 の 番 
人 。 鍛冶 の 神 へ パイ スト ス に よっ て 創 ら 
れ た 青銅 の 巨人 で 、 クレ タ 島 の 海岸 を 
1H3 回 見 回 り 、 侵入 者 を 追い 払う 役目 
を 持つ 。 この 役目 を 果たす た め に 、 侵 
入 者 の 船 に 岩 を 投げ つけ た り 、 し た 
両 腕 で 彼ら を 抱き し め て 焼き 殺し た り 
し た と いう 。 全 身 が 青銅 で で き て いる 
た め に ほほ ぼ 不死身 で あっ た が 、 足 の か 
か と だ け は も ろく 、 それ を 見 抜い た メデ 
ィ ア の 助言 に より 、 カス トー ル と ポル ッ ク 
ス の 手 で 倒さ きれ て し まっ た と いう 。 


た ん なす バ バア 


「 罪 』 に 登場 する オリ ッ ナ ル 履 で 、 っ 
ん す の 中 に 生息 する 。 ふだん は た ん す 
の ひき だ し に 壮 み 、 何 の 変哲 も な い 家 
具 の ふり を し て いる が 、 そ ば を 人 間 が 
と お りか か る と 「 は いっ て け ェ ! 」 と 叫び 
声 を あげ な が ら 現 れ 、 ひ きだ し の 中 に 
引き ずり こも うと する 。 また 、 空腹 な と き 
に は 「 何 か お いて け ェ | 」 と 食べ 物 を 要 
求 する こと も ある らし い 。 な お 、 た ん す 
ババ ア を 怒ら せる と 、 か まれ た り 毒 を は 
きか けら れ た りす る 。 


「 罪 」 で は 魚 后 山 、「」 で は 廃 工場 な ど に 出現 する 。 ちょ ん 
ー = 。 . - 、 -  - | まげ に 西洋 風 の 視 が つい た 館 を 着 こ ん だ 瑞 原 魔 で 、 名 前 だ け 

歴史 上 の あの 人 ? | | で は な く 姿 か た ち も 戦 国 時 代 の 名 将 織田 信長 その まま 、 と い 
| ーー ダイ ロク テン マチ ノ ク | | っ た 囲 気 が あ っ た 。 また 、 コン タク トコ マン ド で 会 話 を し 魔 だ っ た 。 


て みる と 、 どん な コマ ンド を 過 ん で も た い が い は 知り だ し て 
し まう 。 ルー ツ が あの 信長 だ け に 、 性 格 も 怒り っ ぽく て 手 が 
つけ られ な い の だ ろう か ? な ど と 考え させ られ て し まう 量 


「 異 開 録 ] に 登場 する オリ ジ ナ ル の 悪 
魔 。 日 本 の 外道 で 、 小物 で あり な が ら 、 
実力 以上 に えら そう な 言動 を し て いる 
者 を 示す 。 も と も と は 不良 少年 や 不良 
少女 を 指し て いた が 、 現在 で は 暴力 団 
に 所 属す る 下っ 端 の 構成 員 を ちん ぴら 
と 呼ぶ こと が 多い よう だ 。 


アス テカ 神話 に お ける 夜 の 魔神 で 、 
朝 と 夕 、 つ まり 太陽 と 戦い 続け る 星々 
の 化身 で ある 。 女性 の 姿 で あら わ さ れ 
る こと が 多く 、 複数 形 の 場合 は ツィ ツィ 
ミ メ と 呼ば れる 。 

ツィ ツィ イミ トル は 人 間 を か な り 嫌 っ て い 
た よう で 、 世界 を 減 ぼ ほす と いっ て は 人 
間 を 箇 か し て いた と いう 。 また 、 人 間 
に 酒 や 歌 、 踊 りな どの 文化 を 与え よう 
と し た ケツ アル コア トル が 、 ツイ ツィ イミ トル 
の 孫娘 マヤ ウェ ル と と も に 酒 を 作り 出 そ 
うと し た と ころ 、 ツィ ツィ ミト ル が 現れ て マ 
ヤ ウ ェ ル を 引き 裂き 、 食べ て し まっ た と 
いう 逸話 も 残っ て いる 。 


月 読 命 。 日 本 の 創造 神 イ ザ ナ ギ の 右 
目 か ら 生ま れ た 月 神 で 、 3 貴子 の 1 柱 。 
月 を 数 えて 暦 を 司る 神 で 、「 古 事 記 ] で 
は 夜 (月 ) の 国 を 治め る 者 と され て いる 。 
月 の 世界 は アス トラ ル 界 、 つま り 感 情 を 
支配 する 精神 世界 で ある と され 、 圭 界 
と も 結び つけ られ て いる 。 ツク ヨミ が 黄 
泉 を 支配 する 月 黄泉 と も 書か れる の は 
この た めで ある 。 

「 日 本 書記 」 に よる と 、 食物 を 管理 する 
ウケ モチ と いう 神 を 殺害 し た た め 、 姉 
で ある 太陽 神 ア マテ ラス は ツク ヨミ を 激 
和 し て 勘当 。 それ 以来 、 二度と ふた り 
は 一 緒 に 住む こと が な く な り 、 恒 と 夜 


O 太 盛り gpd 7 の だ 7 品 戸 // の し 
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が で きた と いわ れ て いる 。 また 殺害 さ 
れ た ウケ モチ の 体 か ら は た くさ ん の 帝 
物 が 生ま れ 、 人 間 に 食 を も た らし た と し 
て 、 豊 生 神 と し て も 占め られ て いる 。 


植 の 子 。 日 本 に 生息 する と され る 謎 
の 生き 物 で 、 蛇 の よう な 三角 形 の 頭 と 
太い 胴 、 そ し て 短い 尾 を 持っ て いる と 
いう 。 色 は 黒 や 茶色 、 灰色 と 3 色 あ り 、 
背中 に は 斑点 模様 が ある らし い 。 性 格 
は 個体 に よっ て きま ざま で 、 な か に は 大 
を 鋭い 歯 で 中 ん で 殺し た り 、 霊力 を 有 
し た も の も いる と いわ れ て いる 。 

この ツチ ノコ の 名 が 世間 に 知ら れる 
よう に な っ た の は 1970 年 ご ろ 。 メデ ィ ア 
な ど に 紹介 され た こと を きっ か け と し て 
ツチ ノコ プー ム が 巻き 起こ り 、 大 規模 な 
捕獲 作戦 な ども 行なわ れ た 。 だ が 、 21 
世紀 に 入っ た 現在 に 至っ て も 生き た ツ 
チノ コ は 見 つか っ て いな い 。 


北欧 の 軍神 で 、 ト ー ル を も 凌 ぐ も っ と 
も 勇敢 な 神 と し て 知ら れる 。 名 は “ 神 " 
を 意味 し 、 か つて は 最高 神 と し て 崇め 
られ て いた 。 その後 、 オ ー デ ィ ン に その 
座 を 誤る と "オー ディ ン の 人 息子 "と 呼ば 
れ 、 戦い の 神 と し て の 側面 が 強調 され 
る よう に な っ た 。 の ち に 神々 に 災い を 
な す フ ェ ン リル 狼 を 縛る うと し た 際 に 、 
片腕 を 食い ちぎ られ て し まっ た め 、 一 
本 腕 の 姿 で 描か れる 。 ラグ ナ ロ ク で は 
地獄 の 番犬 ガル ム と 一 騎 打 ち を 行 な 
い 、 相打ち と な っ て 倒れ た 。 


ギリ シア 神話 に お ける 復讐 の 女神 エ 
リー ニュ ス の 3 姉妹 の ひと り で 、 名 前 は 
"破壊" “仕返し "の 意味 。 真人 の 爪 と 


異 を 持ち 、 神々 の 怒り を 買 
殺す こと な く 氷 遠 に 音 し め 
で ある 。 広義 に は 、 秩序 内 
義 を 象徴 する が 、 多 く の 
近 を 犯す も の を 追求 する 婦 
て 考え られ て いる 。 特に 
殺し 、 あるいは 同胞 殺し な 


ペル シャ 神話 の 雨 と 豊 生 を | 
資金 の 耳 を し 、 黄金 の 節 り を 5 
し い 白 馬 の 姿 し た 姿 で 捕 が 記 : 
粗 の 悪魔 アパ オシ ャ と は 常に 
お り 、 算 牲 が 捧げ られ て 初め で 
打ち 負かし 、 水 を 作り 出す こと 
る 。 ゾロ アス ター 教 で は 下級 天 便 3 
タ に 了 格 され て し まっ た 。 1 


夢 」 に 登場 する 妖精 の 女王 で 、 オ ーー パ 
ロン の 妃 。 気に入っ た 男 を 見 つけ 2 と 請 
妖精 界 へ 引き ずり こん で 愛 を 注い だり 、 
夜 に な る と 月 明か り で ダン ス を し た り 
性 格 は いた っ て 陽気 だ っ た よう だ 8 

は “大 地 の 娘 " と いう 意味 で 、 ロ ー マ 神 
話 に 登場 する 女神 ア ィ アナ (ギリ シア 神 
話 で は アル テ ミ ス ) の 通称 に 由来 する と 
思わ れる 。 た だ し 、 妖精 の 女王 と で 
の ティ ター ニア は あく まで シェ イク スピ ア 
の 創作 で あり 、 伝 説 に 裏書 きき れ た 容 
在 で は な い 。 『、 


高速 道路 な ど に 出没 する 日 本 の 公 
物 、 も し く は 曳 寺 。 交通 事故 で 半 貞 
を 失っ た 人 が 、 両手 を 使っ て 上 半 上映 だ 
け で 路上 を 歩い て くる と いう 。 その と き 、 
肘 が アス ファ ルト に ぶつ か り テ ケ テ ケ と 


席 の 奈 を 角 る 
ー ち ん びら 


4 だ あて ゴ リル | 反 E』 還 較 | [内 聞録 」 に の み 登 場 する 英 悪 麻 。「 な め と ん の か 」 な どの 


セリ フ を 発し た り 、 手 に し た ナイ フ を 出し 入れ し て 挑発 し 
た り し て 高圧 的 な 態度 を と る が 、 い ざ 戦 っ て みる と た いし 
て 強く な い 。 全 体 魔法 を 所 持 し て いれ ば 、 す ぐに 一 掃 で き 


る くら いで ある 。 そ うい えば 、 こ の 古 魔 は 同じ く 「 

に 豊 場 する 硬 麻 、 や く ざ を うし ろ に 従え て いたり 、 d 
現われ る こと が 多い 。 実 は 書い だ け に ひと り で いる 

い タ イプ な の か も し れ な い 。 


者 を た て る た め に 、 この 名 前 で 呼ば れ 
ヵ よ うに な っ た 。 


介 7OWWEH 


アス テカ に お ける 戦 士 の 神 。 名 は 
| 騙 を 吐く 鏡 " の 意味 で 、 魔術 師 が 未来 
| 占う 際 に 用 いた 黒曜石 の 鏡 に 由来 
る 。 攻 格 は 非常 に 好 取 的 、 か つ 残 
で あっ た と され る 。 
| 生命 を 与え 、 あ る い は 奪う 全能 の 神 
| て あぁ り 、 魔法 使い や 泥棒 や 悪人 一 般 と 
| が り を 持つ トリ ックス ター 神 で も ある 。 
后 初 の 大 陽 で も あっ た が 、 ケ ツア ルコ 
ァ ト ル に よっ て 空 か ら 追 い 落と きれ 、 虎 
| に 変身 され せら れ て し まっ た 。 


py 汗 


。 ギリ シア 神話 の 豊 委 の 女神 。 ゼウス 
の 姉 で あり 愛人 。 ゼウス と の あい だ に 
生ま れ た 娘 ペ ル ソ ボ ネー が 、 所 界 の 王 
ハデ ス に よっ て さら われ て し まっ た 際 に 
は 、 そ の 嘆き に よっ て 世界 中 の 植物 が 

「 相 れ 果て て し まっ た と いう 。 あま り の 悲 

| 了 嘩 ぶり を 真 れ に 思っ た ハデ ス は 、 娘 を 
母 の も と へ 帰し て や ろう と し た が 、 ペル 
ャ ポ ネー は すでに 和 冥界 の 食料 を 口 に し 
て いた た め 、 1 年 の 半分 を 冥界 で 過 ご 
き ね ば な ら な か っ た 。 そ の た め 、 ペ ル 
セ ポ ネー が 提 界 で 過ごす あい だ は デメ 
テー ル の 悲 し み で 地上 の 草木 は 枯れ 
は て 、 世界 は 冬 に 包ま れる の だ と いう 。 


は 山神 の 一 種 。 ス サ ノ ォ の 体内 か ら 吐 
き 出 され た 猛 気 か ら 生 まれ た 天狗 神 が 
起源 で 、 現 世 へ の 執着 を 捨て 切れ ず 
に 死ん だ 修行 僧 が 天狗 界 に 落ち た あ 
と 、 転生 し た も の 。 

性 格 は 激しく 、 人 々 を 惑わ す 幻 術 や 
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優れ た 飛行 能力 、 神通 力 を 持ち 、 人 
に 凡 い て 意 の まま に 操る 力 が ある と さ 
れる 。 有名 な と ころ で は 和牛 若 丸 に 武術 
と 兵法 を 教え た 鞍馬 天狗 や 、 赤 ら 攻 
で 異様 に 高い 鼻 を 持つ 大 天狗 、 イン ド 
神話 の 尾島 ガル ー ダ に な ぞ ら れ た と い 
う 鳥 天狗 な ど が 存在 する 。 


天 笠 徳 兵衛 。 鶴屋 南北 の 小説 「 天 
和徳 兵衛 坦 断 』 の 主人 公 で 、 ガマ の 妖 
術 を 扱う 妖 人 。 父 の 志 を 継い で 室町 
幕府 転 要 を 図る が 、 最 後に は 妖術 を 
破 ら れ て 失敗 し た 。 モ デル と な っ た 徳 
兵衛 は 江戸 時 代 に 実在 し た 商人 で 、 
15 歳 の と きか ら 再三 イン ド 方 面 に 渡航 
し て 貿易 を 行なっ た 。 その 際 の 体験 を 
まとめ た 見 開 記 が 、 や が て 歌舞 伎 の 題 
材 と な っ て 大 当り し た 。 


天 聖 娘娘 。 中国 に ある 泰山 の 神 、 
東 岳 大 常 の 娘 で 、 同じ く 泰山 の 黄花 洞 
に 住ん で いる と いわ れる 。 別名 、 碧 寺 
元 君 (へ きか げん くん ) と も 呼ば れ 、 出 
世 、 恋愛 、 豊根 な ど 、 人 の 議 福 全般 に 
つい て の 願い を か な える と され た 。 河 
川 地方 で は 東 岳 大 帝 や 西 王 母 より も 信 
仰 を 集め 、 多 く の 宮 観 や 其 宇 に その 神 
像 が 建て られ た 。 


「 前 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 で 、 新 
世 事 が 組織 し た 私 軍 。 生身 の 人 間 だ 
が 、 上 か ら の 命令 に 絶対 服従 の 立場 
を 取っ て いる た め 会 話 を 交 す こと は で 
き な い 。 銃 で 武装 し 、 複数 の チー ム を 
組ん で 現れ る 。 


天 途 元帥 。「 西 遊記 で 三蔵 法師 に 
仕え る プ タ の 妖怪 で 、 猪 八 戒 の こと 。 
前 身 は 天の川 水 将軍 だ っ た が 、 酒 に 
酔っ て 月 の 姫 で ある 婦 粉 (じょう が ) に 
た わ む れ よ うと し た た め 、 下 界 に 追放 
され た 。 そ の と き 、 誤 ま っ て プ タ の 胎 中 
に 宿っ て し まい 、 プ タ の 頭 と 黒い 肌 を 
持つ 人 間 の 姿 に な っ た と され る 。 生来 
か ら の 怠け 者 で 大 食い 、 か つ 好 色 。 
性 格 は 悪 どく 、 三蔵 一 行 に と っ て は 常 
に 悩み の 種 で あっ た と いう 。 


イン ド 神 話 に お ける 殺 衣 の 女神 。 シ 
ヴァ の 神 妃 で 、 温厚 な パー ル ヴ ァ テ ィ の 
別 の 上 顔 で ある と も いわ れる 。 名 は “ 近 
づき が た いも の "の 意味 で 、 非 常に 美 
し い 女 神 だ が 、 性 格 は 冷徹 で 残酷 で 
ある 。 黄色 い 体 を し て お り 、 10 本 (ある 
い は 18 本 ) の 腕 に は それ ぞ れ 武器 を 持 
ち 、 魔 獣 ド ッ ン に また が っ た 姿 で 描か 
れる 。 シ ヴァ と プラ フ マ ー が 婚 り と と も 
に 発し た 光 の 中 か ら 生 まれ た ドゥ ル ガ 
ー は 、 アス ラ を 次 々 と 倒し 、 つ い に は ア 
スラ た ちの 王 マ ヒシ ャ を シヴァ の 三 又 戦 
で 刺し 貫い て 倒し た と され て いる 。 


イン グラ ンド 北部 に 出没 する 底 意 地 
の 悪い 妖精 、 あ る い は 小 人 。 悪意 に 満 
ち 、 常 に 人 間 に 敵 意 を 持っ て いる と い 
う 。 よく 人 間 を 挑発 し て くる が 、 その 挑 
発 に 乗る と 人 間 の ほう に 災難 が 巻き 起 
こる た め 人 危険 で ある 。 

巨人 同様 、 神 々 に 敵対 する も の と し 
て 描か れる こと が 多い が 、 細工 師 と し 
て の ド ヴ ェ ル ガ ー は 、 神々 に 魔法 の アイ 
テム を 授け た り と 、 友好 的 な 立場 を 取 
る も の も いる よう だ 。 


フ 2 要 イ メモ リア ル ・a2 旧 
| 右 矢 な ら お まかせ 
| ご プ テ ン セン ニャ ン ニ ャ ン | 


「 メ ディ ラマ 」 を 所 持 し て いる た め 、 ゲー ム 中 艦 の 回 復 役 と 
し て 役立つ ベル ソナ 。 「 罪 」 の 場合 は 、 同じ く 「 メ ディ ラマ 」 を 
所 持 す る マイ ア ・ 改 を 手 に 入れ る こと が で き な か っ た 場合 、 
特に 重宝 する 存在 だ っ た 。 迎 に 、 マイ ア ・ 改 を 回 復 役 の メイ 


ン と し て 使用 し て いた と いう 人 は 、 テン セン ニャ ン ニ ャ ン を 
作る こと すら な く な る よう で ある 。 中 盤 の 回 復 ベ ル ソ ナ が 、 
テン セン ニャ ン ニ ャ ン 派 と マイ ア 派 の ふた つ に わか れる わけ 
だ 。 さて 、 あな た は どちら 派 だ ろう が 。 
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ペル シア に 伝わる 、 疫病 を も る たらす 
柄 悪 な 女 魔 で 、 天 則 を 体現 する アシ ャ 
に 対立 する も の 。 語源 的 に は “ 生 を 害 
する 者 "を 指す が 、 ゾロ アス ター 教 で は 
“ 虎 偽 "の 意味 を 与え られ た 。 

後期 の アヴェ スタ で は 恨 体 (ナス ) と 
結び つけ られ 、 ド ゥ ル ジ ・ ナ ス と も 呼ば 
れる 。 この 女 魔 は 、 通常 は 淀 ん だ 水 に 
棲む が 、 腐敗 を 求め に ハエ の 姿 で 飛 
ん で くる と いわ れ て いる 。 


イン ド 神 話 で 語ら れる 、 地 坪 補 ド ゥ ル 
ガー の 乗り 物 と きれ る 白い 虎 。 また 、 ヴ 
イィ シュ ヌ 神 の 化身 の ひと つ で ある と も い 
われ る 。 


北欧 神話 の 雷神 で 、 オ ー デ ィ ン と 普 
ん で も っ と も 崇拝 され て いた 神 。 雷 は 
雨風 に 結び つく こと か ら 、 豊 生 神 と し て 
の 性 格 も 持っ て いる 。 赤毛 の た くま し 
い 男 の 姿 で あら わ さ れ 、 どこ へ 投げ て 
も 必ず 彼 の 手 に 戻る と され る 鉄 植 ミ ョ 
ル ニ ル を 持っ て いる 。 この 鉄 植 は 武器 
と し て だ け で は な く 、 結婚 や 埋 発 の 際 
に 化 を し た り 、 祝 福 を 与え る 祭具 と 
し て も 使わ れる 。 

また 、 ト ー ル に は 大 食 ぶり や 女装 な 
どの コミ カル な エピ ソー ド も 数 多く 残さ 
れ て お り 、 民衆 に 親しま れる 神 で あっ 
た と され る 。 ラグ ナ ロ ク 到来 時 に は 、 海 
蛇 ヨ ルム ン ガ ンド と 戦い 、 相打ち と な っ 
て 倒れ て し まう 。 


日 本 の 上 鬼 に 似 て いる が 、 よ り 楽 天 的 で 
人 畜 を 害し た りす る こと は な い 。 むし ろ 
イギリス の パッ ク や 南米 の サシ ー な ど 
に 似 て 、 大 変 な いた ずら 好き で ある と 
され る 。 手 に は 金 と 銀 で で きた 不思議 
な 本 を 持っ て お り 、 打ち 合わ せな が ら 
願い ご と を 言え を ば 、 な ん で も か な うと い 
われ て いる 。 

歌舞 遊楽 を 解す る 人 間 的 な 鬼 で 、 
政務 に 抜 掘 さ ん た こと も ある が 、 独 脚 
鬼 の 世界 が 忘れ られ ず 、 逃げ て 処刑 き 
れ た と か 。 その 正体 は 使い 古 し た 器物 
で 、 木 な ど に 縛り つけ て お く と 、 展 朝 に 
は 本 当 の 姿 を 現 わ す と され て いる 。 


ドイ ツ 語 で 2 重 の 意味 。 鏡 に 映し た 
よう に そっ くり で 、 も う ひ と り の 自分 自身 、 
また は 自己 の 剛 黒 面 を 反映 し た も の と 
いわ れ て いる 。 世界 各地 に 共通 する 存 
在 で 、 ド ッ ペ ル ゲ ン ガ ー を 見 た 者 は 必ず 
数 日 の うち に 死ぬ と いう 。 また 、 ド ッ ペ 
ル ゲ ン ガ ー は 自分 の 生き 霊 で あり 、 魂 
が 肉体 を 出 て き 迷 うた め に 肉体 が 衰弱 
し て 死 が 近づく と する 説 も ある 。 


加藤 段 蔵 。 身 の 軽 さ か ら “ 飛 び () 
加藤 "の 異名 を 与え られ た 。 戦国 時 代 
に お ける も っ と も ゃ 異 能 の 忍者 の ひと り と 
し て 数 えら れる 存在 で ある 。 

上 杉 謙 信 に 使え る べく 越後 へ と 赴く 
が 、 あま り の 異 能 ぶ ぷり に 追い 出さ れ て し 
まう 。 次 いで 訪ね た 武田 信玄 の も と で 
も 箇 魅 匂 遂 の 類 と みな され 、 土 屋 昌 次 
に 斬ら れ た と も 、 晴 場 信 房 の 屋敷 で 身 
殺さ れ た と も いわ れ て いる 。 
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* 交 泊 “支配 "の 意味 で 

攻め を 統 列 する 役 日 を 失う 3 

ル 、 ハシ ュ マ ル 、 ヤー リエ ル 、 スリ ェ ル と 

いう 四 人 の 天使 に 率い られ < 計 語 

の うち ハシ ュ マル は 炎 を 発 ず が 誠 般 串 

で 知ら れる 。 また 、 いさ ニ オン は 和 を 
し 、 天 の 星 で は 木星 に 

われ て いる 。 Mo 
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アス テカ 神話 に お ける 不 漁 の 女 条 
トラ ロッ ク の 妻 で 、 女神 二 の 美 者 吊 議 
満 な 肢体 を 持つ 絶世 の 美女 と U 精 
か れる 。 の ち に テス カト リポ カ に 共 天 市 
罪 を あ が な う 信 者 と テス カト リポ ガ 訂 
介 役 を 務め た 。“ ト ラ エ ルク ァ ニ :( 排 浴 匠 
を 食す 者 )” の 別名 を 持つ が 、 こ れ ほ 
財 罪 と 汐 化 に 関す る 神 で ある こと を あ 
ら わ す も の だ と いわ れ て で いる 。 彼女 の 
名 の 下 に 如 婦 組織 が 作ら れ 、 戦 寺 だ 
ちの 宿舎 に 送り こま れ な だ 。 役目 果 夫 
し た 娘 た ち は 、 祝祭 の あど MG 捕 らら 
れ 、 生け 賢 と し て 殺害 され た 。 


pu | 


ロシア に 伝わる スラ ヴ 神 話 の 軍 紛 


ラヴ 神話 は 東 ス ラヴ ツ と 西 ス ラヴ と いう カ 
テ ゴ リ ー で 分 類 さ れ 、 ト リグ ラ ワ は 四 
ラヴ の 神話 に お ける 軍神 で ある 』 害 前 
の 中 の "トリ "は 数 字 の 3 を あら わ LI 名 
の と お り 3 つ の 頭 を も っ た 神 で ある と 
う 。 また 、 ト リグ ラフ は 避 油 で ある 昧 い 
馬 に また が っ て いる と きれ る 。 


「 異 開 録 」 に 登場 し た オリ ジ ナ ル 量 諾 
この 悪魔 の ルー ツ は 不明 だ が 、「 座 $ 
いな い は ず の 体育 館 に ボー ル を ドリ 
ル す る 音 が 響く 。 し か し 体育 館 に は 誰 
ひと りお ら ず 、 よ く 見 る と ボー ル だ けが 、 


る ポル 4 た に 仙 | | 内 聞 銀 」 に お いて 、 陳 エル ミン 学園 な ど に 和合 場 する 英 量 魔 


ブラ ー は 、 具 で バス ケッ ト ポ ー ル の 秦 形 半 を 目 拉 し 
いる らし く 、 常に バス ケッ ト ポ ー ル を 手放さ な い の は ぞ 


ーー 。  。 。、 . -、| 週 常 、 ド リブ ラー は 手 に し て いる ポー ル の み が 見 える 。 そ し 
ガール か ! 際 伏 で は な く て | | て 、 攻撃 アク ショ ン や 魔法 を 唱え た と きのみ 、 真実 の 姿 を ち 
ー だ リブラ ー | | ら っ と 見 る こと が で きる と いう めずらし い 存 在 だ っ た 。 ドリ 


め らし い 。 攻 李 方 法 や 魔法 で は な く 、 動き と 姿 が 新 新 だ 2 
こと が 忘れ られ な い 硬 魔 で ある 。 


ポー ン ポ ー ン と 跳ね て いる …… 」 と いう 
者 市 伝説 や 、 学 校 の 七 不 思 議 か ら 発 
し た も の と 思わ れる 。 


イン ドド 神話 に お ける 虹 族 の 総称 。 賢 
者 カー シャ パ と 、 その 妻 カド ルー を 福 先 
上 する 地 た ち で 、 地下 世界 パー ター ラ 
を 支配 する 役目 を 持つ と いう 。 コプラ の 
ょ うな 責 で 、 首 の 数 は 5 つま た は 7 つ 。 
首 に は 美しい 宝石 が 輝き 、 光 の 届か な 
い 地 下 世 界 の パー ター ラ を 妥 ら す と い 
う 。 ナー ガ は 悪 の 化身 と いわ れる こと 
が 多い が 、 特定 の ナー ガ は 人 間 に 劇 
押さ きれ る こと も ある 。 中 で も ナー ガ 族 の 
| 和 で ある アナ ンタ ー は 、 創造 神 ヴ ィ シ ュ 
| と いつ も と も に あり 、 天地 を 創造 する 
ヴィ シュ ヌ の 手助け を する と いう 。 また 
非常 に 長い 身体 を も つ ヴ ァ ス キ も 、 この 
ナー ガ 族 の 一 員 で ある 。 


|』 ヨー ロッ パ な ど で 語 り 継 が れ て いる 

子 軒 麻 。 ナイ トメ ア は どん な 姿 に も 変身 
する こと が で きる の で 、 眠っ て いる 人 が 
怖がる も の を 察知 し て その 姿 に 変身 
し 、 夢 の 中 に 入り こん で 悪夢 を 見 させ 
る と いう 悪事 を 働く と いう 。 英語 で “ ナ 
條 メア "と いえ ば 、 悪夢 を あら わす の 
は 、 こ の 悪魔 の 名 に 由来 し て いる 。 ナ 
イト メア は 寝 て いる 人 に の し か か っ て 
押 息 させ よう と し た り 、 金縛り に させ た 
り も する と いう 。 な お 、 イギリス に お いて 
は 、 ナ イト メア は 黒い 馬 の 姿 を し て いる 
と 考え られ て いる 。 そ の 理由 と し て は 、 
"メア "と いう 単語 が 牝馬 と いう 意味 を 
持つ か ら だ と いう 。 


ニケ ー ie に っ 
on に 


「 封 神 演義 」 に 登場 する 人 物 。 練 気 術 
と いう 2 特 殊 な 方 法 に よっ て 1500 年 か け 
て 作ら れ た 霊 珠 を 、 女 性 の 体内 に 入 
れ て 育て る こと に より 誕生 し た 。 生ま れ 
な が ら に 高い 能力 を 持ち 、 竜 を と ら え 
て 皮 を は ぐ ほ どの 力 が あっ た と いう 。 
「 封 神 演義 ] で は 、 生後 7 年 に し て 大 暴 
れ を は じ め 、 仙人 が 使用 する “ 宝 貝 "と 
いう 道具 を 用 いて 、 数 々 の 事件 を 起こ 
し 、 父 で ある 反 塔 李 天 王 ( 昆 沙門 天王 ) 
を 悩ま せ た 。 ま た 「 西 遊記 ]』 に お いて は 、 
主役 で ある 孫悟空 と 激しい 戦い を 繰り 
広げ た 。 サタ の 了 戦 い 好 き で 勇猛 果敢 な 
と ころ は 中 国 で も 人 気 が 高く 、 現在 で 
も 前 出 の 孫悟空 と 肩 を 並べ る ほど の 人 
気 者 で ある 。 


(nacht) は ドイ ツ 語 で “ 夜 " と いう 意味 
で あり 、 名 の と お り 夜 間 に 現れ る 悪魔 
で ある と いう 。 また 、 子 供 に 悪夢 を 見 
せる と も 伝え られ る 。 


鳴神 上 人 。 日 本 の 歌舞 伎 十八番 の 
ひと つ で ある 「 鳴 神 』 の 主人 公 と な る 人 
物 。 類 い 稀 な る 神通 力 を 持っ て いた と 
され 、 当 時 の 帝 の 願い に より 、 妃 の 胎 
内 に いる 女児 を 、 自 分 の 力 で 男児 に 変 
えて みせ た こと も あっ た と いう 。 また 、 
世界 中 の 龍神 に 勝る 力 を 持ち 、 数 多 
く の 龍神 た ち を 自由 に 使役 する こと を 
可能 と し た が 、 辻 の 絶 間 姫 と いう 絶世 
の 美女 に 惑 わ さ れ 、 その 力 を 失っ た 。 


南極 考 人 。 中 国 に お ける 道教 の 神 
で 、 夜空 に 輝く 南極 星 の 化身 で も ある 。 
頭 が 縦 に 長く 、 手 に し た 杖 の 先 に は 教 


ーー 


典 を 結び つけ 、 1 頭 の 慮 を 伴っ て いる 
と いわ れる 。 

南極 老人 の 日 本 で の 呼び 名 は 才 老 
人 。 七福神 の ひと り に 数 えら れ 、 長寿 
延 命 を 授け る 神 と し で 、 広く 信仰 され て 
いる 。 また 、 福 、 禄 、 寿 の 3 役 を 象徴 す 
る 福 禄 寿 と 同一 視 さ れる こと も ある 。 


パ バビロニア の シュ メー ル 神 話 に お け 
る 月 の 神 。 ナン ナル と いう 名 は 、 シュ メ 
ー ル 語 の “ナル ナル ( 光 を 出す も の )" が 
変化 し た も の と 考え られ て いる 。 

この 神 は 風 と 風 を 司る エン リル か ら 
生ま れ 、 太 陽 の 神 ウ トゥ と 、 愛 と 美 の 女 
神 イ ナン ナ を 生ん だ と され る 。 また 、 ナ 
ン ナ ル は 、 物語 や 登場 人 物 が よく 似 て 
いる パ バビロニア 神話 の 月 神 で ある シン 
と 同一 捉 き れ て いる 。 


ギリ シャ 神話 に お ける 勝利 の 女神 
で 、 その 名 前 は “支配 "や "勝利 "を 意 
味 する 。 絵画 や 彫刻 に は 、 負 を 持つ 美 
し い 女 性 と し て 描か れる こと が 多い 。 
主神 ゼウス と 敵対 する ティ ター ン 神 族 の 
血 を ひい て いる 女神 だ が 、 両者 の 戦い 
の 際 に は ゼウス の 側 に 味方 し 、 彼ら を 
勝利 に 導い た 。 


イス ラ エ ル の 悪魔 。 地獄 最高 の 料理 
人 で あり 、 遇 の 王 ベ ル ゼ ププ の 料理 長 
を 務め る と いう 。 現在 は 地獄 に 住ん で 
いる が 、 か つて は 天使 の 一 員 と し て 、 
エデン に ある "生命 の 木 "を 守っ て いた 。 
アッ シリ ア の 王 セ ケ ナ リ プ は 、 この ニス 
ロク を 深く 信仰 し て いた と いう 。 


O 万 万 Cgpd のど だ 7 万 // し 


3 レイ メモ リア ル ・34 


妙 鈴 の 料理 長 
ー ニ スロ ク 


シリ ー ズ 3 作 に 江 琴 魔 と し て 出現 し た ニス ロク 。 ベル ゼ ブ 

トー っ 。。 ュ 。 ュ ューー | プ に 仕え る 地獄 の 料理 長 だ け あ っ て 、 いずれ の ニス ロク も コ 
ッ ク 帽 を 頭 に か ぶり 、「 興 聞録 」 で は ナイ フ と フォ ー ク を 、「 罰 」 

と 「 罰 」 で は 包丁 を 手 に し た 姿 で 登場 し た 。 特に 印 展 深 い の 


時 や 大 り の 感情 が アッ プ し た と き に 「 食 っ ちまう ぞ | 」 と 主人 


は 、「 員 聞録 」 で の ニス ロク で あろ う 。 この と き の 彼 は 、 戦 間 


公 ら を 外し 、 さ ら に 喜び アッ プ し た と き に は けた た まし く 笑 
うな ど 、 多彩 な 家 情 を 見 せ て くれ た 。 


「 前 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 可 魔 。 足 
に は ロー ラー スケ ー ト を 装着 し て お り 、 
時 速 200 キ ロ で 走る と いう 謎 の 老人 で 
ある 。 腹巻 き に 黒い サン グラ ス 、 赤い 
マン ト を 身 に つけ て いる 。 な お 、 性 格 
は 超 せ っ か ちら し い 。 


クト ゥ ルー 神話 に 登場 する 邪神 の ひ 
と り で 、“ 退 い 寄る 況 添 "“ 千 の 顔 を 持 
つ 者 " “ 無 貌 の 神 " な ど と も 呼ば れる 。 
外 宇宙 か ら 了 飛来 し た と も 、 古く か ら 地 
球 に 住ん で いた と も いわ れ 、 そ の 出自 
に つい て は 不明 な 点 が 多い 。 この ニ 
ャ ル ラ ト ホ テ プ は 、 地球 最期 の 日 に 、 
蛇 の 従 者 を 連れ た 黒人 と し て 砂漠 か 
ら 現 れ 、 訪れ た 地 に 死 と 破 填 を も た ら 
す と 予言 され て いる 。 


舟 に 入れ て 川 へ 流し た と いわ れ て い 
る 。 な お 、 こ の ヌ エ の 物語 は 「 十 訓 抄 ] 
に ある 、 ト ラッ グミ を 五月雨 の 中 で 射 
た 、 と いう 呈 術 誠 美 の 話 が も と に な っ 
た 創作 で ある と も 考え られ る 。 


ケル ト 神 話 の 戦い の 女神 。 ケ ルト で 
は 戦い の 女神 は 3 人 で 現れ る こと が 多 
いと され 、 ネヴァ ン は 亡 埋 の 女王 モリ 
ガン 、 オ オガ ラス の バッ ヴ ら と と も に 行 
動 す る と いう 。 ネ ヴァ ン は 、 そ の 名 が 意 
味 す る “軍隊 の 措 乱 者 "の と お り 、 戦い 
に 出 て いる 兵士 た ち に 恐怖 感 を 植え 
つけ 、 戦場 を 混乱 させ る と いう 。 また 、 
ネヴァ ン が 叫び 声 を あげ れ ば 、 何 百人 
も の 戦士 が 倒れ て 死ん で し まう と いう 。 


獲 股 。 日 本 の 妖怪 の 一 種 で 、 年 を 経 


法令 "を 意味 する 。 テ ュ ケ ( 運 
と 呼ば れる こと も ある 。 父 慢 な 
雄 に 対し て 天 削 を 下 し 、 彼 手記 
神 で あり 、 か の 全能 の 神 ゼウス 
も 彼女 を 恐れ た と いう 。 さ 本 較 
ス は 、 能力 の 高い も の に チャ ンス 計 
た ら す 因果 応報 の 女神 で も ある 還 
た め 、 復讐 の 女神 と 伝え りら れる ェ 訓 
ュ ス と 同一 視 さ れる こと も ある 講 詞 
また 、 ネメシス は 白島 と 化 計 
ス と 交わ り 、 絶世 の 美女 ヘレ ネ ぷ を 不 


し た 老人 だ っ た り 、 貝殻 の 形 を し た 戦 請 


車 に 乗っ て いた りす る と いう 。 ノ 
ー デ ンス は 本 来 オ リオ ン 座 の ペア ルキ 計 
ウス の 近く に 住む 。 人 間 に は 


た 猫 が し だ い に 霊 力 を 持つ よう に な 
り 、 さまざま な 怪異 を 起こ す よ うに な っ 
た も の の こと を いう 。 日 本 で は 古来 か 


1 
に 


北欧 神話 に お ける 海 の 神 で 、 そ の 
名 前 は “ 力 " と いう 意味 を 持つ 。 ニ ヨル 
ド の 姿 は 非常 に 美しく 、 特に その 足 
は 神々 の 中 で も 並ぶ 者 の な い 美 し さ 
で あっ た と いう 。 も と は ヴァ ン 神 族 と い 
う 一 族 の 王 だ っ た が 、 敵対 する アー ス 
神族 と 和解 し た 際 、 和解 の 印 と し て 人 
質 と な っ て アー ス 神 族 の も と へ 行っ た 。 


3 で 

恐 。「 平 家 物語 」 で 語ら れる 、 頭 は 狼 、 
身体 は 犯 、 尾 は 蛇 、 手 足 は 虎 の 姿 を 
し た 怪物 。 鳴き声 が ヌ エ ( ト ラ ツ グ ミ ) 
に 似 て いた こと か ら 、 こ の 名 が つい た 。 
黒 愛 と と も に 宮廷 に 夜な夜な 現れ て は 
天皇 を 悩ま せ て いた た め 、 堀 河 天 和 揚 
の 代 に 源 頼 政 が 矢 で 射 落 と し 、 う つぼ 


ら よ く 知 られ て いる 妖怪 で 、「 里 見 八 犬 
伝 』 や 「 徒 然 草 」「 耳 袋 ] な ど 、 た くさ ん 
の 書物 に ネコ マタ の 記述 が ある 。 これ 
ら の 書物 に よれ ば 、 ネ コマ タ は 尾 が 2 
股 に わか れ て いる と ころ か ら 、 こ の 名 
で 呼ば れる よう に な っ た と いう 。 ペ ベル 
ソナ シリ ー ズ で は か わら し い 女 魔 の 姿 
を し て いる が 、 実際は 巨大 化し た 恐 ろ 
し げ な 猫 の 姿 で 描か れる 。 

ネコ マタ は 人 の 言葉 を 解 し 、 鋭い 上 牙 
を 用 いて 飼い 主 を 食い 殺す こと も あ 
る 。 また 、 飼い 主 を 殺し た ネコ マタ は 、 
その 人 間 に う まく 化け て 、 家 に 客 と し て 
訪れ る も の を 食べ て し まう と いう 。 し か 
し 、 人 間 に 害 を 及ぼ す だ け と いう わけ 
で は な く 、 長く か わい が られ た 猫 が ネ 
コマ タ と な っ た 場合 は 、 妖怪 ね ずみ を 
倒し て くれ た り 、 主人 が 仙 と し て いる 人 
物 を こら し め て くれ た り も する と いう 。 


友好 的 で 、 人 類 を 破 減 に 追い こ 
れる ニャ ル ラ ト ホ テ ブ か ら 補 っ で < * 
こと も ある と いう 。 


野 植 。 日 本 に 古く か ら 存 在 す る と W 
う 、 蛇 の 姿 を し た 山の神 。 太 く 短 WI 
胴 の 体形 を し て お り 、 柄 の と れ た 杜 に | 
似 て いる こと か ら ノ ズ チ と 呼ば れる ま | 
うに な っ た 。 性 格 は か な り 独 猛 で 
段 は 山中 の 茂み の 中 に 潜ん で いる が 、 
人 間 が と お りか か る と 襲っ て 食べ で レ 
まう と も 伝え られ る 。 また 、 斜面 を 
る と き は 非常 に すばやい が 、 登る の は 
と て も 遅い と いう 。 ノ ズ チ は 、 現 代 で 
は “ツチ ノコ "と 名 を 変え て 語り 継が れ 
て いる 。 


の だ 盛り / ビ gpd 7 の 7 呈 // の し ー 生 弄 
っ 医 = っ 


プレ イメ モリ アル ・35 | 「 罰 」 や 「 加 」 で は メイ ン キ ャ ラク ター と 肩 を 並べ る くら い の 


財 朗 銀 / に ち も ひ っ そり と 登場 


存在 に な っ た ニャ ル ラ ト ホ テ ブ 。 この 碑 魔 が 「 貞 聞録 」 に も 登 
場 し て いた こと を 覚え て いる だ ろう か 。 実は 、「 貞 聞録 」 で の 
ー ニ ャ ル ラ ム テ プ | | ニャ ル ラ ト ホ テ ブ は 、 神取 魔 久 の ベル ソナ と し て 登場 し て い 


た 。 そ し て 神取 を 倒し た あと に も ら え る 「 お ぼう の か めん ] を | 瞳 
使え ば 、 プ レイ ヤー か 自由 に 召喚 する こと も 可能 だ 四 
ャ ル ラ ト ホ テ ブ は 、 一 介 の ベル ソナ が 、 ラス ポス に まで 出 僅 | 
し た と いう 数 少な い 例 な の で ある 。 1 


だ っ た 。 || 


Ng ヒ LO 所 ロロ or ロビ VIL 


ィ イギリス の 鉱山 に 棲む 妖精 で 、 ゴ プ 
リン の 一 種 。 ノッ カー は 鉱山 の 岩肌 を 
コッ コツ と 音 を 立て て た た き 、 鉱 石 の 
ぁ り か を 鉱夫 た ち に 知ら せる 。 名 は そ 
の 動作 か ら 命 名 され た も の で ある と い 
う 。 ノッ カー に は 採れ た 鉱石 の 一 割 を 
呈 え な けれ ば な ら な いと され 、 こ の 分 
け 前 を 与え な か っ た 場合 は ノッ カー が 
教え て くれ た 鉱脈 は すぐ に 途絶 えて し 
まう と 伝え られ る 。 


[ 罪 」 と 「 側 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 
民 。 タク シー の 車 が 悪魔 と 化し た も の 
で 、 な ぜ か 関西 弁 で 話し か け て くる 。 
な お 、「 罪 」 に は 、 呪い の タク シー に 加 
えて 呪い の 個人 タク シー と いう 愚 魔 も 
存在 し た 。 


ェ ジ プ ト に 伝わる 鳥 で 、 人 が 死ん だ 
と き に 身体 か ら 飛 び 出 す 魂 の 仮 の 姿 。 
人 の 頭 を も つ ハ ヤ プ サ と し て 描か れ 
る 。 バー は 死者 の 遺体 に 寄り 添う よう 
に し て 存在 し 、 遺体 が 冥 界 へ 趣 く と き 
は 空 を 飛び な が ら つ いて いく と いう 。 


ギリ シャ 神話 に 登場 する 冥界 の 王 。 
か つて 世界 の 軸 者 だ っ た クロ ノ ス が 
退治 され た 際 に 、 ゼウス は 地上 、 そ し 
て ハー デス は 地下 の 支配 者 と し て 定 
め ら れ た 。 冷酷 非情 な 性 格 と いわ れ 
る 神 だ が 、 毅 物 を 実ら せ 収穫 を も た 
らし て くれ る こと か ら “" 富 め る も の "を 
ガー 
た と いう 。 


Oc 盛 ロ 97/ ビ gpd の の 戸 / の し 
の B mV - ー 


フ う 果 イメ モリ アル ・36 シリ ー ズ 3 作 に 英 砂 魔 と し て 、「 罪 」 と 「 加 」 に ベル ソナ と し 
「 て 儲 場 し た ネコ マタ 。 この 砂 麻 も ジャ ッ ク ブ ラ ザ ー ズ や ゾン 


旨 意 寺 メ マリ ンカ リン | | ビ 同 様 、 女神 シリ ー ズ の レギ ュ ラ ー 届 魔 で 、 すべ て の 作品 に 
ー ネ コ マタ | 登場 し て いる 。 ベル ソナ シリ ー ズ で は 、 か わい らし い 外 見 に 


魅了 され る 者 が 多い と 考え て か 、 チ ャ ー ム 状態 を 引き 起こ す 
特技 が 設定 され て お り 、 事実 ゲー ム 中 は 、 こ の 特技 に よっ て 
パー ティ メン バー が 頻繁 に 魅了 ざさ れ 、 誤 度 と な く 自 滅 の 誠 際 
に さら され た も の で ある 。 


ギリ シア 神話 に 登場 
タ 島 に ある ディ ク テ 山 に 生ま れ 、 胴体 
は 鳥 、 そ し て 首 と 上 半身 は 人 間 の 女 
性 と いう 人 奇怪 な 姿 を し て いる 。 民 は 鋼 
鉄 の よう に 硬く 、 剣 で 斬り つけ て も 傷 
ひと つつ ける こと が で き な い と いう 。 
ハー ピー と いう 名 は “か すめ と る 者 "を 
あら わし 、 古代 ギリ シア で は 目 の 前 か 
ら 突然 人 や 物 が 消え て し まっ た ら 、 そ 
れ は ハー ピー の 仕業 で ある と 思わ れ て 
いた 。 


至高 神 エ ル の 候 
バビ ロニ ア 神 話 の 主神 で 、 豊 舟 や 雪 、 
雨 な ど を も た ら す 神 。 名 前 は その 役割 
どおり " 主 " を あら わす 。 神話 に よれ ば 、 
バ パール は ある と き 死 神 モト に 殺さ れ て で 
し まう が 、 奏 の アナ ト の 力 に よっ て 復 
活 を 遂げ た 。 これ は 、 春 ( 生 ) か ら 冬 
( 死 ) へ と 季節 が 循環 する こと に 起因 し 
た 物語 で ある と 考え られ る 。 


“ 山 の 娘 " を 意味 する 名 を 持つ イン ド 
の 女神 。 名 の と お り 山 々 の 王 で ある ヒ 
マラ ヤ の 娘 で 、 最高 神 シ ヴァ の 妃 で も 
ある 。 イン ド で は 女性 の 理想 像 と され 
て お り 、 女神 の 中 で も っ と も 美しく 、 非 
の 打ち どこ ろ の な い 肉 体 を 持っ た 姿 と 
し て 描か れる 。 この パー ル ヴ ァ テ ィ は シ 
ヴァ の 最初 の 奏で ある サテ ィ の 生ま れ 
変わ り で 、 サテ ィ に 先立た れ た た め 苦 
行 に 明け 暮れ て いた シヴァ の 前 に 現 
れ 、 シヴァ の 悲し み を 癒し た と いう 。 


ーー つの 抽 RSio1IN 和 AI Ti 全 E] 。 了 回 司 憶 還 似 身 宙 還 * 


アメ リカ 先住 民 で ある ダコ タ ・ ス ー 族 
の 神話 に 出 て くる 雷神 。 頭 に 角 を 生 
や し た 戦士 の 姿 を し て お り 、 風 や 雷 は 
ハオ カー の 打つ 太鼓 の 音 に よる も の だ 
と 考え られ て いた 。 また 、 ハ オカ ー は 
責 静 哀楽 の 表現 が 人 間 と 反対 で 、 楽 
し いと き に 泣き 、 悲し いと き に 笑う と さ 


れ た 。 


クト ゥ ルー 神話 に 登場 する 神 で 、“ 名 
な きも の "の 称号 を 持つ 。 宇宙 と 風 の 
神々 の 長 で あり 、 ヒヤ デ ス 星 団 に ある 
セラ エ ノ と いう 星 に 住む と いう 。 ハ スタ 
ー の 形状 に つい て は さま ざま な 説 が あ 
る が 、 黒い 鮮 の ある 体 を 持ち 、 骨 の 
な い 腕 と 、 魚 に 似 た 頭 を 有 し て いる と 
う の が 一 般 的 な よう で ある 。 この ハス 
ター は さま ざま な 能力 を 有 し て お り 、 


MWT 


ーー 議 証 


人 間 な どの 死体 に 乗り 移ら り 守 
空間 を 自由 に 飛行 する こと Sa 計 議 
われ る 。 な お 、 著 神 クト ゥ 天 と は 虹 
母 兄 弟 に あたる 。 an 


ロー マ 神 話 の 酒 の 神 で 、 リシア 神 


話 の ア ィ オニ ュ ソ ス に あたる 請 計 f : 誠 
ー マ で は 、 ワイ ン 用 の プ ド ウ 還 が 生 
と ころ で は 必ず この 神 が 県 押 き れ で 請 
た 。 また 、 プ ド ウ が 実る の は 天 
の の 時 物 で ある と も 考え 5 
現代 の ロー マ で も その 考 詞 は 魔 和 
て いな い 。 


イギリス の 妖精 で 、 妖精 王 オ ペロ 
の 従者 。 か つて は 、 パッ ク と W% ば 時 
魔 や 悪 寺 を 意味 し て WV た が 、 ジ ェ ュー 
スピ ア の 著作 「 真 夏 の 夜 の 夢 | が 判 入 
され て か ら は 、 文中 の 記述 に より 陽気 
な 性 格 の 妖精 へ と 変化 し た 』 別 独 は 
ロビ ング ッ ド フェ ロー。 


エジプト に お ける 切 積 の 次 宰 a 請 供 
の 誕生 を 世話 し 、 美 や 愛 請 婚 の 守 
護 神 と みな され て きた 。 が ドド ホル の 次 
は 、 太陽 を 模 し た 円 盤 を 持 ら た 雌 生 
ある い は 雌牛 の 角 を 持っ だ 女性 と MG 
描か れ て いる 。 


花子 さん 。 日 本 の 学 


の トイ レ ド 現 
れる と いう 幽 電 。 大 抵 は お か っ ぱ 頭 ほ 、 
赤い スカ ー ト を は いた 少女 の 姿 を MG 
いる 。 は な こさ ん は 、 特 定 の トレ の 
ドア の 前 に 立っ て 何 度 か ノッ ク LI は 


万 記 り / gpd 7 の の 呈 / 万 し ーー 
画 の ma| | | 机 


Eo 
寺 二 の 呈 お 舗 どん. た 篤 訂 | "で が 

信 朋 の 中 か ら こ ん に ちな | | の 便 剛 と セッ ト で 出現 し た 。「 中 関 録 」 で は 、 便 各 単 体 で 出現 
ー な な こさ ん | | し 、 戦闘 時 や コン タク ト 時 の 特定 の アク ショ ン を 起こ す と き 


の み 便 骨 の 中 か ら 顔 や 手 を 出し て きた 。 見 た 目 は か わい らし 
い 孔 魔 だ が 、 所 持 する 魔法 は 凶 古 で 、 暗 司 魔 法 
や 金縛り 状態 を 引き 起こ す 「 シ パブ ー 
敵 と し て は 実に イヤ な 古 魔 で あっ た 。 


マハ エイ リリ 
」 な ど を 多用 し て くる 、 


静 寺 神話 に 記さ れ た 、 狼 の 姿 を し 
た 英雄 。 風の神 で ある パ ヴ ァ ナ の 息子 
に あたる 。 身体 が と て も 大 きく 、 顔 は ル 
ビー の よう に 赤い 。 また 尾 は 非常 に 長 
うなり を あげ て 空 を 飛ぶ と いう 。 

ハヌマーン は 生ま れ な が ら に し て 超 
人 的 な 力 を 持ち も 。 ヒ マラ ヤ の 峰 を 持ち 
下げ た り 、 千里 を 一 瞬 に し て 駆け た り 、 
表 を 自在 に 変化 させ た りす る こと が で 
きた 。 この 類 い まれ な る 力 を 使っ て ア 
ョ ー デ ヤ の 王子 で ある ラー マ を 苦 商 か 
p 助 け 、 その 礼 と し て 永遠 の 命 を 若 さ 
を 授かっ た と され る 。 


| 代 ギ リシア 壇 明 の 中 心地 で ある 、 
7 アナ テ イ を 守護 する 戦い の 女神 。 パ ラ 
2 アテ ナ は ギリ シア 神話 の 主神 で ある 
ギ ウ ス の 額 か ら 、 武装 し た 姿 の まま 生 
まれ た と され 、 知恵 と 武芸 に 優れ て い 
た と いう 。 この 女神 の ルー ツ と な っ た の 
は 、 カ ナ ア ン の 女神 アナ ト や エジプト の 
イシ ス 神 で ある 。 


ゾロ アス ター 教 で 語ら れる 女 悪魔 の 

総称 。 神話 に よれ ば 、 流星 と し て 大 地 

ド に 落下 し 、 そ の 魔力 に よっ て 世界 を 破 
激 に 追い や ろう と し た と いう 。 

パリ カー の 中 で も 、 固 有名 詞 が 挙げ 

ち れ て いる の は ドゥ ルズ ヤー ル ヤ ー、 ク 

サン サテ ィ ー、 ムー シュ 。 この 3 者 は 、 3 

大 パリ カー と し て 恐れ られ て いた 。 ま た 、 

| パリ カー と 戦う た め に は アフ ナ ・ ワ ル ヤ 

| と 呼ば れる 特定 の 呪い が 有効 で ある 

と 伝え られ る 。 


イス ラ エ ル に お ける ソロ 二村 
悪魔 の ひと り 。 本 来 は 力 天使 だ っ た が 
天界 を 人 過 わ れ た た め 、 悪 魔界 へ 堕ち 
た 。 現在 は 30 の 軍団 を 従え る 大 公 時 
で ある と され る 。 バ ル バ ト ス は 導 人 の 姿 
を し て お り 、 4 人 の 高 足 な 人 物 と 騎兵 た 
ちと と も に 現れ る 。 そし て 、 人 間 に は 魔 
術 を 使っ た 財宝 の 見 つけ か た や 、 鳥 
や 犬 の 言葉 な ど を 教え て くれ る と いう 。 


イス ラ エ ル に 伝わる 天使 の 階級 の ひ 
と つ で 、 能 天 使 と 訳 さ れる 。 神 に 一 番 
最初 に 創造 され た 天使 と いわ れ 、 世界 
を 手中 に 収め よう と する 悪魔 に 立ち 向 
か うと いう 。 また 、 天界 を 警護 する 役目 
も 務め 、 悪魔 の 侵入 を 見 逃 き な いた め 
に 、 常 に 天 の 通 路 を 巡回 し て いる と い 
う 。 一 説 に は 、 パ ワー は 人間 の 霊 を 導 
くも の と も いわ れ 、 迷 える 魂 を 行く べき 
場所 へ 連れ て いく と も いわ れる 。 


般若 。 愛 する 者 や それ を 槍 う も の に 


対し て 、 災 始 の 炎 を 燃やし た 高貴 な 女 
性 が 変 し た 姿 。 あま り に 頭 い 雄 始 心 を 
も っ た た め 、 心 だ け で な く 身 体 ま で 鬼 
と 化し て し まっ た も の で ある 。 この ハン 
ニャ は 、 仏 の 教え ん に よっ て の み 救 われ 
る と いわ れる 。 また 、 ハン ニャ は 能楽 の 
面 の ひと つと し て 有名 。 尽き せ ぬ 奴 婦 
か ら 衝 霊 と 化し 、 相手 に 復讐 せ ず に は 
お か な い ほ どの 怒り を あら わす 。 


イギリス の 南西 部 地方 に 現れ る 妖 
精 。 洗礼 を 受け られ ず に 死ん だ 子供 、 


また は キリ スト 教 が 広まる 前 に 死ん だ 
異教 徒 の 霊 が 変 し た も の と いわ れる 。 
ずる 賢く 、 い た ずら を 生き が いと する 妖 
精 た ち で 、 旅人 を 惑わ し た り 迷 わせ た 
りす る 。 だ が それ ほど 大 き な 悪 事 は 行 
な わ ず 、 ミ ルク や チー ズ を 与え て や さ し 
くす れ ば 、 そ の お 礼 と し て さま ざま な 手 
助け を し て くれ る こと も ある と いう 。 


プロ シア で 信仰 きれ た 重度 で 、 17 世 
紀 当 時 の あでやか な 服 を 身 に つけ て 
出現 する 。 ピコ リュ ス に は 死人 の 首 を 
捧げ 、 獣 脂 を 燃やし て 系 め る こと が 定 
め ら れ て いた 。 この 悪魔 は 、 出現 し た 
ら 必 ず 鎮 め な けれ ば な ら ず 、 3 度 こ れ 
を お こ た る と 生 賞 な し に は 手 が つ けら 
れ な く な っ て し まう と いう 。 また 、 ピコ リ 
ュ ス は 普段 自分 の 宮殿 に 住み 、 機嫌 
の よい と き に は 宮 契 中 に 笑い 声 が 響き 
わた る と いう 。 


ビシ ャ モン テン 


昆 沙門 天 。 イン ド に お ける 四天王 の 
ひと り で 、 武将 神 で ある と 同時 に 福徳 
を さ ず ける 神 で も ある 。 日 本 で は 七 福 
神 の ひと り に 数 えら れ 、 武将 た ち に 広 
く 信 仰 さ れん た 。 か の 聖徳 太子 も 、 日 本 
の 反 仏 教 側 と 戦っ て いる と き 、 この 神 
に 祈 宰 し て 勝利 を 得 た と きれ る 。 


飛 縁 魔 。 菩薩 の よう な 美しい 女 の 妖 
怪 。 男 に と りつ き 、 眠 っ て いる と ころ に 
現れ て は 生き 血 を すす る 。 そ し て ヒノ 
エン マ に 見 入ら れ た 男 は 、 や が て 一 
滴 残 ら ず 血 を 吸い 取ら れ て 命 を 落と 
す と いう 。 下 午 ( ひ の え ぇ うま ) 生ま れ の 
女性 は 男 を 早死 に させ る 、 と いう 言い 
伝え か ら 誕生 し た 妖怪 と も いわ れる 。 
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クト ゥ ルー 神話 に お いて 、 神 々 の 王 
ハス ター に 奉仕 し て いる 下級 生物 。 魔 
法 が か けら れ た 石 を 吹き 、 特別 な 呪文 
を 唱え る こと に よっ て 人 召喚 が 可能 で 、 


の 盛り 7 pd の 7 万 / の し 
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魔法 で 従属 させ る こと に 成功 すれ ば 地 
球 の どこ に で も 一 瞬 に し て 移動 させ て 
も ら え る 。 また 、 ハス ター が いる 宇宙 空 
間 に 連 れ て いっ て も ら う こと も で きる が 、 
その 場合 は 真空 か ら 身 体 を 守る "黄金 
の 蜂 密 酒 "を 飲ん で お か な けれ ば な ら 
な いと 伝え られ る 。 


ae 6 天 - 一 


「 前 」 に 登場 する オリ ジ ナ 宣 訂 
和服 を 着 た 老女 の 姿 で 現れ 2 上 
に は ロー ラー スケ ー ト を 履 Q で 主 開 
述 100 キ ロ の スピ ー ド が 出 避 舌 語 語 


ちな み に 、 100 キ ロバ バア は 寺 証 請 境 
転 寿司 が 嫌い らし い 。 Mk * 


白虎 。 中 国 に お ける 四聖 獣 の 1 
方 角 の 西 を 守護 する 。 一 説 に 3 
虎 が 500 年 生き る と 体毛 が 身なり 識 
ャ ッ コ に な る と いう 。 ビ ャ ッ ロ に ら 旧 
られ た 物語 は いく つか あり 、 商 区 
が 死ん だ と き に 何処 か ら か 現れ で 遺 本 
に つき そっ た り 、 墳墓 を 守っ た り EW3 
話 な ど が 伝わっ て いる 。 な お | ピヨ 
以外 の 四聖 獣 は 、 前 、 上 勝 な どす で 
空想 上 の 生物 。 中 国 に お いて 虎 と W う 
動物 が 特に 神 了 可 され で いた こと が 2 
か が える 。 


ギリ シア 神話 に 登場 する 、 尋 の 次 を 
し た 大 地 の 神 。 母 神 ガ イア の 息 手 で 、 
デル フォ イ 神 殿 の 支配 者 で も ある 語 予 
言 を 与え る 神 電 だ っ た が 、 処女 神 アル 
テ ミ ス に よっ て 殺さ れ て し まっ た 』 


ギリ シャ 神話 に お ける ティ タン 族 の ひ 
と り で 、 そ の 名 は “高き を 行 ぐ 者 ! の 意 
味 を 持つ 。 大 地 神 ガイ ア と 天空 神 ウ ラ 
ノ ス の 息子 で 、 太陽 神 ヘリ オス 、 月 の 女 
神 モ レネ 、 曲 の 女神 エ オ ス た ちの 多 で 
も ある 。 古代 で は 太陽 神 ヘリ オス と 同 
一 視 も され て いた が 、 後 世に な る と 別 
個 の 神 と な っ た 。 


4 の の ゴル 2 ET: 全 | ケー ム 中 で の 情報 が 少な いた め 、 存 在 自 体 が 忘れ られ が り 「 抽 金 の 尋 密 酒 」 (一 だ 時 間 果 の 出 列 束 が O に な る | 
mw 、| ち な 「 加 」 の 英 了 麻 。 ハ スタ ー を 召喚 し た あと に 、 防 空 壊 用 し て も 消費 し な い ) が 手 に 入る の で 、 探 し で みる 価値 は | 
ノ ( ス ター と 深 (1 償 | | の 第 4 区 画 に 行く と 出現 する よう に な る 。 出現 率 は 非常 に 低 ある 。 ベ ル ソ ナ トー ク 時 に 聞け る 、 ハ スタ ー ニ と ビ ヤ ー キ | 


_ ー ピ ヤ ー キ ー | 


い の だ が 、 ハ スタ ー と の ペル ソナ トー ク を 行なう こと に よ 


に よる 怪し げ な 会 話 も 印 民 的 だ 。 


ソロ モン 王 が 記し た と さ 
れる 魔術 書 「 ゲ ー テ ィ ア 」 に 登場 する 、 
72 柱 の 量 魔 の 1 柱 。 クロ セル (また は ク 
ロケ ル ) と も 呼ば れる 、 黒い 天使 の 姿 を 
し た 悪 麻 で ある 。 72 の 悪 魔 た ちの 多く 
が そう で ある よう に 、 ピュ セル も か つて 
は 天界 の 権 天使 (また は 能 天使 ) だ っ 
た 。 魔界 に 堕ち て か ら は 、 48 の 精霊 軍 
団 を 率い る 公 財 に な っ た と いう 。 また 、 
プロ シア に 伝わる 地獄 の 王 ポ セル と 同 
ー 視 きれ る こと も ある 。 

モル は 水 を 自由 自在 に 使役 する 
こと が で き 、 水 の な い 場 所 で も 洪水 の 
ょ うな 音 を 出す こと が 可能 だ と いう 。 ま 
た 、 水 を 暖め て 温泉 を つく り だ すこ と も 
j で きる 。 オカ ルト に つい て の 知識 も 深く 、 
有 喚 者 に は 悪魔 学 や 幾何 学 な どの 学 
間 を 惜しみ な く 教 えて くれ る 。 


「 の 作家 ゲー テ に よっ て 書か れ 
た 大 作 「 フ ァ ウ スト 」 の 主人 公 
苦 中 の ファ ウス ト は 年 老い た 鐘 金 術 
和信 で ある 。 研究 に 明け 暮れ て 過ごし て 
きた 人 生 に 疑問 を 感じ た ファ ウス ト は 、 
上 ある と き 悪 魔 メ フイ スト フェ レス を 召喚 し 
| て 若き を 取り 戻し 、 心 の 底 に あっ た 欲 
過 を 満た そう と し た 。 そ の 後 フ ァ ウ スト 
は 、 メフィスト フェ レス と と も に 旅 を し 、 さ 
ま ざ ま な 経験 を する 。 そ し て 最終 的 に 
は メフィスト フェ レス に 魂 を 槍 わ れ て し ま 
う が 、 恋人 マル ガレ ー テ の 愛 に よっ て 
悪魔 の 手 を は な れ 、 天使 に 見 守ら れ な 
が ら 昇 天 し た 。 
』 な お 、 フ ァ ウ スト の モデ ル と な っ た の 
| は 、 護 術 を 売り 物 に し て 諸国 を 遍歴 し 
』 た と いう 、 16 世 紀 の ド イツ に 実在 し た 同 
| 名 の 錬金術 師 で ある 。 


北欧 神話 、 そ し て ワー グ ナ ー の オペ 
ラ 「 ニ ー ベ ルン グ の 指環 ] に も 登場 する 
悪し き 前 。 所 有 者 は 世界 を 制す る と い 
う " ラ イン の 黄金 "を 持っ て いた 魔道 師 
が 、 黄 金 を 守る た め に 変じ た 姿 で ある 。 
の ち に 英雄 ジー ク フ リ ー ド に よっ て 倒さ 
れ た が 、 フ ァ プ ニー ル の 血 を 浴び て 心 
臓 を 食べ た ジー ク フ リ ー ド は 不死 身 に 
な り 、 さら に 鳥 の 言葉 を 解す る こと が で 
きる よう に な っ た と いう 。 


ペル シア 神 の 茨 六 で 、 スラ エー タ 
オナ と も 呼ば れる 。 神話 に よれ ば 、 ファ 
リー ドゥ ー ン は 世界 に 毒 や 有害 な 生物 
を 搬 き 散ら し た 悪 竜 アジ ・ ダ ハー カ を 退 
治し た と いう 。 その た め ペ ルシア で は 、 
熱病 に 置 され た 際 な ど に 病 を 癒し て く 
れる 神 と し て 祈 扶 きれ る こと も ある 。 ま 
た 、 ア ジ ・ ダ ハー カ に 勝利 し た こと か ら 
“も や っ と も 勝利 に 満ち た 人 間 " と いう 地 
位 も 与え られ て お り 、 他 人 の 暴力 に 昔 
し む 人 間 を 正義 の 力 で 救済 する 神 で 
ある と も 考え られ て いる 。 


中 世に 記さ れ た 魔術 書 「 グ リモ ア 」 
の 中 に 登場 する 天使 。“" オ リン ビア の 天 
使 "と 呼ば れる 7 天使 の ひと り で 、 火星 
を 守護 する 。 イス ラ エ ル の 9 階級 の 天使 
た ち ( 能 天使 、 座 天使 な ど ) よ り も 能力 
は や や 劣る が 、 古代 の 魔法 使い た ち 
は 魔術 の 手助け を し て も ら う た め に 、 し 
ば し ば ファ レグ を 召喚 し て いた と いう 。 


現世 に 急 念 を 残し た 死霊 の 総称 で 、 
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世界 各地 に 存在 する 。 た い が い は 凶 
兆 を も た ら す と され 、 誰か が 死ぬ こと を 
預言 し た り し て 恐怖 感 を 与え る と いう 。 
な お 、 フ ァ ン トム の 姿 は 、 肖 の な い 人 間 
の 姿 、 骸骨 な ど と 本 質 が 霊 体 だ け に さ 
ま ざ ま で ある 。 


「 前 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 殺し 
屋 云 約 の 配下 の ひと り で 、 両手 に 持っ 
た 銃 で の 連続 うち を 得意 と する 。 


北欧 神話 に 登場 する 真紅 の 雄鶏 。 
世界 の 崩壊 ラ グ ナ ロ ク の 始ま り を 告げ 
る た め に 、 神 の 世界 で は グッ リン カン ビ 
が 、 異 府 で は と さか の 黒い 雄 脚 が 、 そ 
し て 巨人 の 世界 で は この フィ アラ ル が 、 
同時 に と き の 声 を あげ る と いう 。 


中 国 の 河南 者 に 伝わる 吉祥 神 で 、 
天地 を 動か し 、 暴 風雨 を 起こ す 能 力 
を も つ 。 人 面 で 虎 の 尾 を 持ち 、 身体 か 
ら 関 光 を 放つ と いう 。 と き に は 人 を 懲 
らし め る こと も ある が 、 基本 的 に は 善 
良 な 神 と し て 信仰 され て いた と いう 。 


風魔 小太郎 。 日 本 の 忍者 に は いく つ 
か 流派 が ある が 、 中 で も 相模 国 は 北条 
氏 の も と で 活躍 し た と し て 名 高い の が 
“風魔 "の 一 族 。 フ ウマ コタ ロウ は 、 そ 
の 風魔 一 族 を 東 ね る 長 の 名 前 と し て 
代々 受け 継が れ た と され る 名 前 で あ 
る 。 フ ウマ コタ ロウ 率い る 一 族 は 、 戦 
国 時 代 に な る と 北条 家 の 隠 密 と し て 活 
足し た と され る 。 


| 亡 銀 / で は 大 活 大 
品 ー ラ ファ レグ 


ルン テー さら に 「 罪 ] で は 瑞 悪魔 と 
て 登場 し た ファ レグ 。「 罪 」 と 「 加 」 で は 能力 的 に 今ひとつ バ 
ツ と し な い が 、 「 員 聞録 」 で は 中 盤 の 主力 ベル ソナ と し て 活躍 
し て くれ た も の で ある 。「 員 聞録 」 で の ファ レグ は 、 回 復 魔 法 


有 し て お り 、 な お か つづ 魔法 が 効か な いと いう 特性 を 蘭 ね 備え 
て いた の で 、 LV18 と いう 低 ラ ンク の ベル ソナ で あり な が ら 


「 メ ディ ラマ 」 と 暗黒 ・ 神 聖 魔法 を 無効 に する 「 テ トラ ジャ 」 を 
長き に 渡っ て 活用 する こと が で きた の だ 。 
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イス ラム 教 で 語ら れる 楽園 に 住む 女 
性 。 黒い 瞳 を も ち 、 天使 の よう な 姿 を し 
て いる 。 楽園 に 行く こと が で きた イス ラ 
ム の 男性 の うち 、 72 人 に ひと りく らい の 
割合 で フー リー と と も に すご すこ と が で 
きる 者 が いる と いう 。 楽園 に お いて 、 フ 
ー リ ー は 男性 に 性 的 な 喜び を 与え る 
が 、 常に 処女 性 は 失わ な いと いう 。 


不死 を 象徴 する エジプト の 霊 鳥 。 束 
に 似 た 姿 で 、 美しい 青い 尾 を も ち 、 長 
く 豊 か な 羽 で 全身 が 包ま れ て いる 。 ま 
た 、 首 の 周り は 金色 に 輝き 、 頭 部 に は 
トサカ が ある と いう 。 

フェ ニッ クス に は 500 年 の 寿命 が あ 
り 、 死 し て も その 死体 の 中 か ら 若 鳥 が 
飛び 出し て 再生 を 遂げ る と いう 。 な お 、 
フェ ニッ クス は 世界 に 一 羽 し か いな い 
鳥 で ある 。 フ ェ ニ ックス の モデ ル と な っ 
た の は 、 同じ く エ ジ プ ト で 日 の 出 の 太陽 
を 象徴 する と され た ベン ヌ 鳥 で 、 フ ェ ニ 
ックス と 同一 視 さ れ た こと も あっ た 。 


北欧 神話 に お ける 巨大 な 狼 で 、 数 
多く の 化け 物 の 父 で ある ロキ の 息子 。 
狂 暴 で 災い を も た ら す と 神々 に 恐れ ら 
れ た た め 、 魔法 の 紐 グ レイ プ ニ ル で 冥 
界 に 封印 され て いた 。 

世界 の 終末 で ある ラグ ナ ロ ク に な る 
と フェ ン リ ル は 解放 され て 、 太陽 と 月 を 
呑み こむ 。 し か し 、 最終 的 に は フェ ン 
リル も オー ディ ン の 息子 ヴィ ー ダ ル に 引 
き 裂 か れ て 死ん で し まう 運命 に ある 。 
な お 、 フ ェ ン リル と いう 名 は “ 地 を 揺 る 
が す 者 "と いう 意味 を も つと いう 。 


日 本 の 学校 に 伝わる 怪談 を ルー ツ 
と する 悪魔 で 「 異 開 録 」 オ リ ジ ナ ル 。 プ 
キミ ちゃ ん の 話 に は きま ざま な パリ エ 
ーション が ある 。 一 般 的 な の は 、 人 間 
が 用 を 尽 し た あと 、 ト イレ の 紙 が な い 
と き に 「 赤 青白 の どの 紙 が いい ? 」 と 尋 
ね て き て 、 答え る と その 色 を し た 手 が 
伸び て くる と いう も の 。 


福 禄 寿 。 日 本 に 古く か ら 幸 福 を も た 
ら す と 伝わる 七福神 の ひと り 。 本来 は 
中 国 で 信仰 きれ た 道教 の 長寿 神 で あ 
っ た が 、 日 本 へ 伝わっ て 福徳 を も た ら 
す 神 と な っ た 。 フ クロ クジ ュ の 年 齢 は 
数 千年 と ちい われ 、 その 姿 は 短 身長 豆 
で 白 愛 童顔 、 大 き な 耳たぶ を 持つ と い 
う 。 近世 で は 、 同じ く 七 福神 の 一 員 で 
ある 寿 老 人 と は 同一 神 と され た こと も 
あり 、 その 際 に は 吉祥 天 ( ま た は 狗 々 ) 
が 残り の ひと り と し て 加え られ て いた 。 


勝 井 源 人 作詞 の 長唄 に 登場 する 、 
論 の 枝 を 担い だ 少女 の こと 。 弥 色 の 
紐 が つい た 笠 を か ぶり 、 藤 の 枝 を 肩 
に 乗せ た 姿 で 現れ る の が 一 般 的 で あ 
る 。 六 世 尾 上 菊 五 郎 は 、 こ の 娘 を 蘭 
の 精 と 解釈 し て 演じ た 。 な お 、 フ ジム 
ス メ は 押絵 羽子板 の 題材 と し て も よく 
と りあ げ ら れる 。 


布 都 御 寺 。 日 本 の 物 部 氏 と 徐 氏 の 
祖神 。 鍛冶 神 、 武神 、 豊 積 神 、 太陽 神 
で も ある 。 本 来 は 「 古 事 記 ] に 記さ れ た 
霊 剣 だ っ た が 、 そ れ を 物 部 氏 が 神話 


ーー 
に 取り こん で 、 神 へ と 

た と いわ れ て いる 。 な 
て か ら は フッ ヌシ ノミ コト と 呼 ほ 2 に 
が 多い 。 両方 の 名 に 簿 き れき ラ ツ 

と は “光り 光 く "を 意味 する 朝鮮 語 に 
来 す る と いう 。 フッ ノミ タマ は 現に 

葉 県 の 香取 神 宮 な ど に 持ち られ で 0 に 記 


創り だ し た これ ら の 生 谷 は いずれ $8 衣 
水 で 減 亡 する と 伝え られ で いる 』 な | 
太陽 と 同一 視 さ れる イツ ッ ァ ムカ ナー は | 
フナ ム の 息子 で ある と きれ る 。 


モン ゴル の 雷神 で 、 北 天 の 宇 護 著 8 
北 天 に は 77 柱 の 神々 が いる が 、 そ の 申 
で も フ ヘ へ ディ ー・ メ ル ゲ ン は も っ と 高い 
位 に ある 神 だ と いう 。 名 は 号 術 に 秀 
で た も の "を 意味 し 、 雷 の 矢 を 放つ き と 
か ら 狩 猟 の 神 と し て も 知ら れい る 8 

フ ヘ へ ディ ー・ メ ル ゲ ン が 閣 を する 様 所 
は 、 モン ゴル の 伝説 に ゃ 問 場 お る 7 
へ ディ ー・ メ ル ゲ ン が 迫 い か けた 獲物 
は 天 に 昇っ て オリ オン 座 の 中 心 に ある 
三連星 に 、 そ し て フ ヘ ディー ・ メ ル ダ ン 
が 射 た 矢 は その 下 に ある 小 き な 星 に 
な っ た と いう 。 


マヤ 神話 の 風 と 風の神 。 名 前 は 還 
本 足 "の 意味 を 持つ 。 マ ヤ 神 話 が 本 ら 
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プレ イメ モリ アル ・40 | 「 罪 」 と 「 加 」 に 敵 是 訂 と し て 、 ま た ベル ソナ と し て 還 場 。 敵 


ーー 。。。。 . 、。) | 量 魔 の フェ ニッ クス は 、 自 分 の 命 と 引き 換え に 敵 の 命 も 究 う 
す ば ( 笠 攻 で 大 ダメ ー ジ | | 特攻 と いう 技 を 所 持 し て お り 、 また AGI( す ば や さ ) の 久仁 
も 高かっ た た め 、 戦闘 開始 と 同時 に この 技 を し か けら れ 、 あ 


っ と いう 聞 に DIYING 状 胡 と な る キャ ラク ター が 縛 出 し 
戦 間 時 に は その すばやさ が 角 威 と な っ た が 、 ベル ソナ と 
召喚 し た と き に は 、 迎 に それ が 利点 と な り 、 ず ぼや い 

回 復 要 員 と し て 役立っ て くれ た も の で ある 。 


6「 ポ ポル ・ ヴ フ 』 で は 、 天 の 心 と も 呼 
ば れ 、 創 造 神 が 世界 を 作る た め に さま 
\ ま な 六 備 を し た と され る 。 な お 、 フ ラ 
ルル (Hurakan) と いう 言葉 は 英語 の ハ 
リ ケ ー ン ( 鳳 ) の 語源 と も な っ た 。 


欧米 に 伝わる 魔女 で 、 名 は “黒い 訟 
央 と いう 意味 を も つ 。 も と も と 、 プラ ッ 
クウ イド ウ と は 夫 が 死ん だ た め に 衣服 
に K 身 を 包ん だ 女性 を 現す 言葉 だ が 、 
アメ リカ な ど に 生息 する 黒い 毒 台 昧 が 
これ と 同じ 名 を も つこ と な どか ら 、 プ 
ラッ クウ ィ イド ウ は 魔女 の 化身 と 考え られ 
る よう に な っ た 。 ちな み に 、 ト ラン プ の 
スペ ー ド の クィ ー ン も 、 プラ ッ ク ウ ィ ド ウ 
と 呼ば ん る こと が ある 。 


神取 の 部 下 と し て 登場 する 「 異 開 録 」 
ォ リ ジ ナ ル の 悪 魔 。 黒 い 背 広 に 身 を 
包み 、 手 や 頭 に は 改造 手術 の あと が 
み ら れ る 。 侵 入 者 の 間 い か け な ど に 
は まっ た く 反 応 せ ず 、 た だ 殺 角 の み を 
上 般 と し て 細 い か か っ て くる 。 


帝 は 4 つ あ り 、 数 珠 な ど を 手 に し て 蓮 
の 花 に 座 し て いる 姿 で 描か れる 。 神 
苗 が 形成 され た 初期 に は 、 こ の プラ フ 
マー が イン ド の 最高 神 と し て 称え られ 、 
すべ て の 神 は プラ フ マ ー の 下位 に 属 
| する と きれ て いた 。 だ が 、 近世 で は 創 
| 若 や 護 神 退治 な どの 役割 を ヴィ シュ ヌ 
と シヴァ に 奪わ れ 、 プ ラフ マー の 神格 
は 下がっ て いる 。 な お 、 仏教 に お ける 
プラ フ マ ー の 呼び 名 は 攻 天 で 、 護法 
の 神 で ある と きれ る 。 


ケル ト 神 話 で 語ら れる 女神 で 、 詩 や 
学問 、 医術 、 豊 杯 、 工芸 な ど を 司る 。 
アイ ル ラ ンド な ど で 広 く 信 仰 さ きれ 、 プ リ 
ジッ ト と いう 名 が “女神 "その も の の 意 
味 を も っ て 使用 され た こと も ある ほど 停 
大 な 神 で あっ た 。 

また 、5 世 紀 ご ろ の アイ ル ラ ンド に は 
プリ ジッ ト と いう 聖女 が 存在 し た 。 聖女 
プリ ジッ ト は 、 貧 しい 人 々 に 惜しみ な く 
自分 の 財産 を 差し 出し た と 伝え られ 、 
現在 で も " 聖 プ リジット の 祝日 "と いう 記 
念 日 が 残っ て いる 。 女神 と 聖女 、 ふ た 
り の プリ ジッ ド の 伝説 は 、 現代 で は 混 
同 さ れ て 伝え られ て いる 部 分 も 多い 。 


イス ラ エ ル に 伝わる 天使 の 階級 の ひ 
と つ で 、 権 天使 と 訳 さ れる 。9 つ ある 
階級 の うち 7 番目 に あたり 、 国 家 や 国 
の 指導 者 た ち を 守る 役目 を 与え られ て 
いる と いう 。 また 、 プ リン シ パ リティ は 
よき 霊 を 悪霊 か ら 守 る と も いわ れる 。 

プリ ン シ パ リティ の 中 で 、 文献 に 固 
有名 詞 が 挙がっ て いる の は アナ エル 、 
ニス ロク な ど 。 アナ エル は プリ ン シ バ パリ 
ティ を 率い る 長 と も いわ れ 、 陣 頭 に 立 
っ て 地上 の 王国 を 管理 する と いう 。 ま 
た 、 ニス ロク は 、 現在 で は プリ ン シ パ バリ 
ティ の 座 を 追わ れ 、 悪魔 界 の 料理 人 を 
務め て いる 。 


スリ ラン カ に 伝わる 悪魔 。 人 間 の 身 
体 に 、 銀 の 頭 を 持つ と いう 。 プル シキ 
の ルー ツ と な っ た の は イン ドド 神話 に 登 
場 す る 銀 頭 の 神 ガ ネー シャ で 、 これ が 
スリ ラン カ に 伝 描 し て 、 悪 神 に 変 し た 
も の と 考え られ て いる 。 


北欧 神話 に お いて 、 雨 や 日 光 な どの 
自然 現象 や 、 穀物 の 実り を 司る 神 。 名 
は "主人 "を 意味 する 。 海神 ニョ ルド の 
息子 で 、 女神 フレ イヤ と は 双子 の 兄妹 
に あたる 。 主神 オー ディ ン と 敵対 する 、 
ヴァ ン 神 族 の 生ま れ だ が 、 両者 が 和解 
し た 際 に オー ディ ン 側 に 下っ た と され 
る 。 その後 は オー ディ ン 、 雪 神 ト ー ル 
と な らぶ 男 神 と な っ た 。 また 、 フレ イ は 
非常 に 美しい 神 で 、 神 界 一 の 美雪 を 
誇っ た と も 伝え られ て いる 。 


アイ ル ラ ンド の 伝説 に 登場 する 王 。 
女神 ダナ ン の 血 を ひい て お り 、 普通 の 
子供 の 2 倍 の 早 さ で 成長 し た と 伝え ら 
れる 。 一度 は アイ ル ラ ンド の 王位 に つ 
いた が 、 非常 に 強欲 な 性 格 で 、 国 民 
を 修 感 し 財 げ た た め 、 すぐ に 王位 を 
追わ れ た 。 そ の 後 、 プ レス は 他国 で 軍 
隊 を 集め 、 自 分 の 国 に 戻っ て 戦い を 挑 
ん だ が 、 最終 的 に は プレ ス が 敗北 し 逃 
走 し た と 伝え られ る 。 


北欧 神話 に 描か れ た 、 巨人 旗 の 末 
育 に あたる 大 驚 。" 死 者 を 飲み こち 者 " 
と も 呼ば れる 。 世界 樹 ユグドラ シル の 
頂上 に と まり 、 い つも 下界 を 見 下ろ し 
て いる 。 そ の た め 、 フ レス ベル グ は 地 
上 の どん な 事件 で も 知っ て いる と い 
う 。 また 、 ユ グ ド ラ シル の 根元 に 巣 食 
っ て いる 邪 竜 - ド ヘ グ と は 犬 狼 の 促 
で 、 出会う た びに 争い を 繰 り 広 げ て 
いる と いう 。 

世界 が 崩壊 する ラグ ナ ロ ク の 際 に 
は 、 次 々 と 登っ て くる 死者 の 魂 を 貧 欲 
に 食い つづ ける と いう 。 


0 万 盛り / ビ gpd の のど 7/ 太 し 


ー ブ プ キ ミ ち ゃ ん 


| 俳 詳 の 中 か ら ム だ オ ン / 
遇 


[上 聞録 」 に 淫 硬 魔 と し て 、「 罪 に 噂 馬 魔 と し て 合 場 し た ブ キ 
ミ ち ゃ ん 。 は な こさ ん 回 様 、 便 騰 に まつ わる 幽 墨 で 、 やはり 
洋式 の 便 懇 と と も に 主人 公 ら の 前 に 出現 し た 。「 員 聞録 」 で は 、 
一 堅 必殺 の 呪 殺 魔法 「 ム ド オ ン 」 と 、 バー ティ 全体 に 大 ダメ ー 


1 
ジ を 与え る 「 自 娘 」 と いう 技 を 有 し て いた た め 、 ある 意味 、 序 

盤 の くち さけ と も いえ る 怖 の 存在 で あっ た 。 し か し 、『 因 

に な る と プ キ ミ ち ゃ ん の 所 持 魔法 が 一 周 し て 憶 く な り 、 単 な 

る ザコ 敵 に な っ て し まっ た 。 5 


る 


ギリ シア 神話 の 火 の 神 。 主 神 ゼ ウス 
の 意 に 反し て 、 人間 に 火 種 を あたえ た 
た め 、 そ の 罪 に より 永遠 に 岩 に つなが 
れる こと に な っ た 。 そ し て 、 彼 の 側 に 


MI 肌 


ピア の で リセ 記 守 王 | や っ か いな 攻撃 方 法 ば か り を 持つ 「 具 聞 銀 」 の 英 魔 。 魔 


3 


「ーー 回 RGMEJ WIR 避 。 因 還 可 本 KAI 出 


いる 驚 が 、 プ ロメ テウ ス の 肝臓 を 永遠 
に つい ば むと いう 苦し み を 与え られ て 
いる 。 神話 に 語ら れ た これ ら の 内 容 
か ら 、 人 間 に は 非常 に 親切 な 神 で あ 
る と され 、 人 間 の 創造 者 、 ま た は 救い 
主 と い われ る こと も ある 。 


ー 。。  - 法 は 反射 する 性 質 の た め 、 大きな ダメ ー ジ を 与え られ ず に 菩 
埋 し ) た く な () 選 魔 | 戦 し て いる と ころ を 、 毎 ター ン HP が 減少 する 「 マ ハエ イハ 
ーー ペイ モン | | で じわじわ と 攻撃 され る 。 さら に よう や く 倒 せる か ? と 思 


っ た あたり で 、 ペイ モン が 発する 「 み ち づ れ ] 攻 還 に よっ て を 
っ と いう ま に キ ャ ラク ター た ち が 死ん で いつ で し まう 
る 。 出 会 っ た ら す ぐさ ま 会 話 を し 、 戦い を 避け で し ま 

魔 の ひと り で あっ た 。 


に = 生 語 
ee 0 


「 罪 」「 前 」 に 登場 する オリ ジル 宣 
名 は “球状 の 小さ な 塊 " を 
葉 で ある 。 うちわ すま 計 

プロ プ ブ に 関す る 正式 な 

だ が 、 1999 年 に アバ リカ で 凍 
喘 画 「 プ ロブ 宇宙 か ら の 不明 匠 株 
に 登場 する 生物 が も と に な づ 2 
思わ れる 。 この 劇 中 に 登場 する プロ ア 
は 、 宇 宙 か ら 落下 し た 限 石 に 演 ん で 
地球 に 現れ た 謎 の 生命 体 で ある 請 を 
し て 下水 道 か ら と ある 町 に 介 央 町 
の 住民 を 食い 殺し な が ら 巨 天 化 MC 
町 を パニ ッ ク に 陥れ た 。 


… WW2EAm 

マヤ 神話 の 死 の 神 で ある アフ ポチ 
の 別名 。 人 間 の 身体 に フク ロウ の 頭 を 
持っ た 姿 で あら わ さ れ る 。 現在 の メキ 
シコ な ど で 、 フク ロウ が 鳴く & 死 者 が 出 
る と 信じ られ て いる の は 、 こ の 7 ハ 
ウゥ の 存在 が ある か ら で あ る 。 ま た ワ 
ン ・ ハ ウ は 、 死 の 象徴 で あり 、 電 肝 の 
運び 手 で ある 犬 と 関係 が 深い 。 フツ 
ハウ が お 供 と し て 連れ て いる の が 央 @ 
ある と いう 説 や 、 フ ン ・ ハ ウ そ の も の が 
犬 の 姿 を し て いる 、 と いう 説 な ど が あ 
る 。 


メソ ポタ ミア に 伝わる 怪物 。 身体 は 
巨大 で 、 足 に ハゲ タカ の 爪 、 頭 に 針 此 
の 角 を 生やし 、 全 身 が 鮮 で 揚 わ れ た 
姿 を し て いる と いう 。 また 、 フン パパ は 
口 か ら 毒 の 息 を 吐き 、 その 目 で 脱 まれ 
た も の は 石化 し た と いわ れる 。 世界 に 
疫病 を まき ちら し て 暴れ た が 、 最後 は 
英雄 ギル ガメ シュ と エン キ ド ゥ に よっ 
討伐 され た と いう 。 


イィ イスラエル の ソロ モン 王 が 召喚 し 、 
章 物 に 記し た 72 柱 の 悪魔 の 1 柱 。 人 間 
具 に は 、 ヒ トコ プラ クダ に 乗っ た 人 間 
の 姿 で 現れ る 。 また 、 頭 に は 宝石 を ち 
り ば め た 神々 し い 王冠 を 戴 い て いる と 
。 ぃ う 。 た くさ ん の 楽器 を 持っ た 精霊 の 
が 、 延 必 と し て 従っ て いる と も 伝え 
られ る 。 性格 は や さ し く 、 悪魔 界 の 王 
ルシファー に は きわ め て 忠実 だ と いう 。 
ベイ モン は 非常 に 大 き な 声 の 持ち 
主 で 、 召喚 され た 直後 か ら 大 声 で 史 
、 え 続け る 。 召喚 者 は ペイ モン を 屈服 さ 
せ 、 こ の 大 声 を 止め る させ な けれ ば 、 何 
も 教え て も ら う こと が で き な い と いう 。 
この ペイ モン は あら ゆる 魔法 や 学問 に 
つい て 語っ て くれ る 悪魔 で あり 、 どん 
な 疑問 に も すぐ さま 答え て くれ る 。 難 
、 喚 者 が 望め ば 、 服従 きせ る こと も 可能 
だ と きれ る 。 


名 は “光線 を 投げ か ける も の "を あら 
わす 。 ヘ イム ダル の 歯 は 金 で で き て お 
りり 、 い つも 美しい 馬 に また が っ て いる 
と いう 。 また 、 視 力 と 聴力 に 優れ て い 
る た め 、 神 と 人 間 の 世界 を 隔て る ビ フ 
レス ト と いう 橋 の 上 で 、 見 張り を する 
、 人 役目 を 与え られ て いる 。 

ヘイ ムダ ル が 有する も う ひ と つの 役 
目 は 、 世界 が 終末 を 迎え る ラグ ナ ロ ク 
の 際 に 、 そ の 印 と し て ギャ ラル ホル ン 
と いう 角笛 を 吹き 鳴ら すこ と で ある 。 
ヘイ ムダ ル の 吹く ギャ ラル ホル ン を 合図 
に 、 神々 は 最後 の 戦い を 始め る と も い 
われ て いる 。 
。 また 、 同 じ く 北欧 の 神 で ある ロキ と 

は 非常 に 仲 が 悪く 、、 こ の ふた り は ラグ 
ナ ロ ク の 際 に 相打ち と な っ て 死ぬ と 伝 
えら れ て いる 。 
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北欧 神話 に 登場 する 男 神 。 背 が 高 
く 、 非常 に 美しい 容 給 を 持っ て いた と 
いう 。 オ ー デ ィ ン を 含む 神々 の 戦い が 
集結 し た 際 に 、 人質 と な っ て 敵 側 に 趣 
いた 。 この ヘー ニル は 、 世界 の 終末 ラ 
グ ナ ロ ク の あと に 生き 残る と され る 数 
少な い 神 の ひと り で 、 その 後 は 世界 の 
人 々 に 預言 を 授け て 指導 する 者 に な 
る と いわ れ て いる 。 


ギリ シア 神話 に 登場 する 、 コッ トス 、 
プリ アレ オス 、 ギュ エス と いう 巨人 3 兄 
弟 の こと 。 へ カト ン ケ イル と いう 名 は 
“" 百 手 の 者 "を あら わし 、 言葉 の と お り 
3 兄弟 の それ ぞ れ が 50 の 頭 と 100 本 の 
腕 を 持つ と いう 。 

この 兄弟 は 大 地 の 女 神 ガ イア と 天神 
ウラ ノ ス の 子供 で 、 3 兄弟 の 怪力 を 恐 
れ た 原初 の 神 ク ロ ノ ス に よっ て 冥府 タ 
ル タ ロ ス に 幽閉 され た が 、 の ち に クロ 
ノ ス を 倒し た 主神 ゼウス に よっ て 解放 
され た 。 そ し て 解放 後 は タル タロ ス に 
閉じ こめ られ た ティ ター ン 神 族 を 見 張 
る 邊 番 と な っ た と いう 。 


ゾロ アス ター 教 が 成立 する 以前 か ら 
ペル シア に 伝わる 妖精 。 美しい 女性 
の 姿 を し て お り 、 山 の 上 や 泉 の 底 な ど 、 
人 間 の 目 が 届か な いと ころ を 住み か に 
し て いる と いう 。 べ ぺり は ペル シア の 古 
い 物 語 に も し ば し ば 登場 し 、 水浴 び を 
し て いた ペ ぺり が 服 を 隠さ れ て 、 人 間 の 
奏 に な る と いう 日 本 の 羽衣 伝説 に 似 た 
話 も 残さ れ て いる 。 イン ド 神 話 に 登場 
する 天女 、 ア プ サ ラ ス と 同一 視 さ れる 。 


ヘリ オス 


ギリ シャ 神話 の 太陽 神 。 毎日 燃え さき 
か る 光 の 馬車 を 駆り 、 東 か ら 西 へ 天 
空 を 横断 する 。 ヘ へ ヘリ オス は 、 常 に 天上 
か ら 世 界 を 見 下ろ し て いる た め 、 地上 
の で き ご と に は と て も 詳し いと いう 。 
地中海 に 肖 か ぶ ロ ー ド ス 島 で は へ リオ 
ス の 信仰 が 盛ん で 、 ヘ リオ ス の 名 が 地 
名 と な っ た り 、 巨像 が 作ら れ た り し た 。 


「 異 開 録 ] に 登場 し た オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 
相手 の 言動 に 対し 、 む き に な っ て つっ 
か か る 態度 を あら わす 人 間 の 気持 ち 
が 凝り 固まり 、 意志 を 持つ よう に な っ 
た も の 。 な お 、 名 の bellicosity は " 好 
戦 的 "を 意味 する 。 


PH 


フ 昌 イ メモ リア ル ・43 


| 設 の 碑 廊 が ペル ソナ に ? 
ー ヘ リナ ス 


し 


周防 克 疫 の 初期 ベル ソナ と し て 「 六 」 に 登場 する 。 能 力 
に は 特に 問題 は な い の だ が 、 気 に な る の は ヘリ オス の 顔 。 
ギリ シャ 神話 で は へ ヘリ オス は 太陽 を 司る 神 で 、 動 物 と 関連 
は な い の だ が 、 ペ ベル ソナ と な っ た へ ヘリオス は な ぜ か 猫 で あ 


る 。 や は り 、 猫 好き の 克 聞 か ら 発生 し た 異な る 人 格 ゆ えな 
の だ ろう か 。 だ と すれ ば 、 猫 アレ ルギー な た め 圧 し い 毎日 
を 送っ て いた 克 帝 も 、 こ ん な 形 で 猫 と た と わ お むれ る こと が で 
き て 富 び も ひと し お だ ろう 。 


イス ラ エ ル の ソロ モン 王 が 印 し た 書 
物 に 登場 する 72 柱 の 悪魔 の 1 柱 。 魔界 
の 公 遇 で あり 、 ど ん な 金属 で も 黄金 に 
変え る 術 を 持つ と いう 。 真紅 の 装束 に 
身 を 固め た 戦士 の 姿 を し て お り 、 赤い 
馬 に 乗っ て 現れ る 。 


北欧 神話 に お ける 冥界 の 女王 。 ロ 
キ と アン グル ホ ザ と いう 巨人 の あい だ に 
生ま れ た 子供 で 、 フ ェ ン リル や ヨル ムン 
ガン ド の 妹 に あたる 。 上 半身 は 美しい 
女性 で ある が 、 下半身 が 死体 その も の 
で 醸 か っ た た め 、 ニブ プル ヘイ ム に 投げ 
こま れ た 。 そこで 彼女 は 九 つの 世界 を 
支配 し 、 自 分 の も と に 送ら れ て くる 死者 
た ち に 住ま い を 割り 当て る 任 を 務め て 
いる と いう 。 


「 罪 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 ラ 
スト バタ リオ ン の 一 員 で 、 細菌 兵器 を 
扱う 特殊 部 隊 の よう な 外見 で ある 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲ ー ム 中 の 設定 に 落 づ いた フィ クシ ョ ン で す 。 


地獄 の 君主 。 す べ て の 堕天 使 や 悪 
魔 た ちの 頂点 に 君臨 する ルシファー に 
次 ぐ 力 を 持つ 者 と され る 。 そ の 名 は 
『 出 の 王 "“ 糞 山 の 王 "を 意味 する 。 則 
は 再生 を 願う 魂 の 仮 の 姿 と も 考え られ 
て お り 、 晶 の 王 は 死 の 王 、 つ まり 魂 の 
支配 者 で ある と も 考え られ た 。 また 、 ベ 
ル ゼ ププ は カナ アン の 主神 バー ル が ユ 
ダ ヤ 教 徒 に お と し め ら れ た 姿 で ある と 
も いわ れ て いる 。 


ーー つの RS WI 似 IE 也 回 田 層 IN 回 恒 


最高 神 オ ー デ ィ ン の 加護 を 受け た 北 
欧 の 狂 戦 士 。 その 名 は “ 態 の 皮 を 着 た 
人 間 " の 意味 を 持つ 。 トラ ンス 状態 に 
お ちい っ た 状態 で は 、 敵 の 攻撃 を も の 
と も せ ず 、 息の根 を 止め る まで 狂っ た 
よう に 戦い 続け る と いう 。 その た め 、 湯 
の 皮 を か ぶっ た 姿 か 半 獣 半 人 の 姿 で 
描か れる こと が 多く 、 また 戦い で は 、 熊 
に 変身 する と いう 伝説 も 残さ きれ て いる 。 


ギリ シア 神話 の オリ ュ ン ポス の 12 神 
の ひと り で 、 ゼウス の 息子 に あたる 神 。 
牧畜 、 血 放 、 発明 、 音楽 、 商売 と いっ 
た 人 間 活 動 の 守護 神 で も あり 、 霊魂 の 
導 者 で も ある 。 ギリ シア 人 に 人 気 が あ 
り 、 神々 の 使者 を 務め る 。 若い 美少年 
で 、 つ ば の 広い 旅行 帆 を か ぶり 、 杖 ケ 
リュ ケイ オン を 持ち 、 足 に 有 環 の サン ダ 
ル を 履い た 姿 で 描か れる 。 


北欧 の 主神 オー ディ ン の 息子 に あ た 
る 若 神 。 戦闘 を 好み 、 神々 の 中 で も っ 
と も 俊足 と いわ れる 。 そ の 公 由 を 活か 
し 、 兄弟 の バル ドル が 命 を 落と し た 際 
に は 、 冥王 ヘル か ら バ ルド ル を 返し て 
も ら う た め に 、 ニ フ ル ヘイ ム へ 使者 と し 
て 向かっ た こと も ある 。 この ヘル モー 
ズ は 、 魔術 を 無効 に する 杖 ガ ン バ ン テ 
イン を 所 有する と いう 。 


エジプト の 聖 鳥 。 不死 鳥 フ ェ ニ ックス 
の 原型 で も ある 。 太陽 の 神 ラ ー の 魂 の 
象徴 で 、 毎日 、 生死 を 繰り 返す こと か ら 
復活 を 意味 する 存在 で ある と きれ た 。 


青 落 の 頭 部 を 持つ 魔 の 姿 を し で 
いわ れる 。 


た 中 国 の 天星 。 人 間 の 行 な V 宙 
死期 を 司る こと か ら 、 か の 諸 甘 
さえ も 延命 の た め に ホク ト セ イク 
日 間 析 っ た と いう 。 対 を な す 天才 
半 星 君 と は 、 系 の 木の下 で まく 美 
っ て いる と され る 。 エピ ソ ーN& 

っ て いる の は 、 天 折 の 相 が 出 * 
者 が 、 と ある 仙人 の すす め に より ポタ 

セイ クン を 見 つけ だ し て 寿命 5 
て も ら っ た と いう も の 。 ホク ト セ 


布袋 。 も と も と は 中 国 の 神 だ ら た が 
日 本 で は 七福神 の 1 柱 と し Gi Mi 
る よう に な っ た 。 一 説 に よれ 五 
代 の 頃 、 後 池 の 替 化 県 に いた 樺 憎 が 
モデ ル に な っ た と され る 。 この 禅僧 は 
た い へ ん 立派 な 僧 但 で 、 人 々 が か の 呈 
勤 若 藤 の 化身 と 泥 め られ て いた と いう 


スラ ヴ に 住む 林 の 精 。 森 の 獣 だ ちの 
主 で 、 狼 を 支配 する と きれ る 。 まわ り の 
植物 に 合わ せ て 背丈 を 変え る こと が 
き 、 森 を 迷路 の よう に し て 旅人 を 送 わ 還 
せ た り する 。 テ 


ドイ ツ 語 で “騒が し い 音 を 立て る 寺 
を 意味 する いた ずら 好き な 邊 。 世界 各 
地 に 出現 し 、 前 世紀 まで は デー モン と 
考え られ て いた 。 恐ろし い 音 や ラッ ピン 


の 万 盛り gpd 7 どの 戸 / の し ワ a 
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プレ イメ モリ アル ・44 


励 記 ち て くる か は お 業 し み ? 一 | 


シリ ー ズ 8 作 に 江 虹 魔 と し て 、「 罪 」 と 「 加 ]」 で は ベル ソナ と 
デー ーー ーー || し て も 登場 し た ポル ター ガイ スト 。 ペルソナ シリ ー ズ の みな 
ら ず 、 他 の 女神 シリ ー ズ に も 登場 し て お り 、 序 角 の 江 量 魔 と 
交 ル ター ガイ プス トム | し て は ピク シー と 並ん で お な じみ の 願 で ある 。「 員 聞録 」 で の 


ポル ター ガイ スト は 、 頂上 に 何かしら の 入 体 を 魔 下さ せ で 
メー ジ を 与え る 「 ス ウィ ー ト トラ ッ プ 」 と いう 技 を 所持 し な 
り 、 戦闘 の た びに ピア ノ や 禁 剛 、 洗 還 角 な ど さ ま ざま な 物 
プレ ゼン ト し て くれ た も の で ある 。 メ 


と は で き な い 。 い た ずら の 度 を 越し て 
家庭 内 に か な り の 被害 を 与え る と と も 
、 晶 名 高い 放火 魔 で も ある が 、 驚か 
すこ と が 目的 で あり 、 人間 を 死に 至ら 

し め る こと は し な いと 考え られ て いる 。 


MM 


ギリ シャ 神話 に お いて 
プレ アデ ス 7 姉 妹 の 長女 。 ちな み に 彼 
女 は 女神 で な く 、 精霊 (ニン フ ) で ある 。 
彼女 は 大 神 ゼ ウス に 愛さ れ 、 彼 と の あ 


い だ に ヘル メス 神 を も うけ た 。 
マイ ア の 名 は “魔術 の 祖母 "と いう 意 
味 を 持ち 、 同じ く 魔 術 に よっ て 宇宙 を 


創造 し た と いわ れる プッ タ の 母 親 マ ー 
ヤー の 西洋 版 と きれ た 。 


「 罪 ]」 の み に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 
ヒト ラー 率い る ラス トバ タリ オン の 一 員 
で あり 、 銃 に よる 攻撃 や 突撃 な ど を 得 
意 と する 。 口 に は ガス マス ク の よう な も 
の を 身 に つけ て お り 、 マス ク が 顔 を お 
お っ て いる た め 、 彼 ら の 人 相 や 表情 を 
うか が うこ と は で き な い 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲ ー ム 中 の 設定 に 基づい た フィ クシ ョ ン で す 。 


マシ ー ネ ンコ マン ド . Mgs 


の み に 登 場 す る オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 
マシ ー ネ ン コマ ンド に よく 似 て お り 見 分 
け づ らい が 、 マ スク の 色 な ど が 敏 妙 に 
信 う 。 ラス トバ タリ オン に 属す る 兵隊 で 、 
連続 撃ち な どの 攻撃 を し か け て くる 

な お 、 性 別 は 女性 らし い 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲー ム 中 の 設定 に 基づい た 


た フィ クシ ョ ン で す 。 


婚 祖 。 中 国 の 航 安全 の 女神 。 
妃 、 天 后 、 天上 聖母 と も 呼ば れ 、 た 
南部 や 台湾 で は 絶大 な る 人 気 を 誇 


み N ヒ ロビ LOF ビ ロロ or 品 VIL 


物体 を 動か し た り と 異常 な 現象 を 
こす が 、 そ の 姿 は 決し て 目 に する こ 


る 。 海神 だ け あ っ て 海 に 面 し た 地域 記 


に マソ の 信仰 が 伝わっ て いる こと が 多 
く 、 日 本 に も マソ を 祭る 誠 は 存在 する 。 
一 説 に よれ ば 、 10 世 紀 後 半 、 福建 省 に 
実在 し た 吉凶 を 予言 する 巫女 を 、 後 
世に な っ て 骨 の 朝廷 が 天 妃 と 呼ん で 
央 に 礼 っ た の が 起源 と いわ れ て いる 。 
明 時 代 、“ 南 海 大 遠征 "の 大 船団 を 率 
いた 部 和 が 航海 に あたっ て 天 妃 誠 に 
語 で た と ころ 、 航海 中 に 天 妃 が 加護 を 
与え た と いう 。 


1?===> > | ポル ター ガイ スト 
 」 異 四 


に ザ 才 8 


11 四 


| アレ イメ モリ アル ・45 | | アレ イメ モリ アル ・45 | 


= の ガン 


ノー マル バー ジョ ン か ら 、 〇 O・ 改 へ と 変化 する タイ ブ の 
ベル ソナ 。 マ イア 自体 は それ ほど 艇 力 的 で は な い が 、 マイ 
| 改 な ら 全 え る | | ア ・ 改 の 方 は 回 復 役 と し て 優れ た 力 を 発揮 する 。「 罪 「 各 」 の 

| どちら に お いて も 「 メ ディ ラマ ] を 所 持 し て お り 、 攻撃 魔法 に 


は 「 マ ハア クエ ス 」 が ある 。 入手 す る た め に は 、 選択 肢 で 正 し 
いも の を 選ぶ (「 胃 」 で は さら に 変異 させ る ) こ と が 必要 だ つ | 
た が 、 一 度 手 に 入れ れ ば 長く 使え 、 消費 SP も 低め で か な り | 
役立っ て くれ る ベル ソナ だ っ た 。 


O ロ 6 ビ gpd 7 だ の 呈 7 の し 
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マツ オ サ マ 

松尾 様 。 全 国 に 点 在 する 松尾 神社 
また は 日 吉 神 社 、 日 枝 神社 な ど に 祭 ら 
れる 神 。「 古 事 記 』 に は オオ ヤマ クイ ノ 
カミ の 名 で 登場 する 。 古く か ら 己 矢 と 
戦 の 神 と し て 武将 な ど に 崇拝 され て い 
た が 、 室町 時 代 に な る と 酒 の 神 と し て 
も 敬 わ れる よう に な っ た 。 マ ツ オ サマ 
を 祭神 と する 京都 の 松尾 大 社 に は 、 
“亀井 の 水 " と いう 泉 が あり 、 この 泉 の 
水 を 酒 を 醸造 する 際 に 加え る と 、 酒 が 
腐ら な いと いわ れ て いる 。 


ケル ト 神 話 に 登場 する 戦い の 女神 。 
相 一 体 の モリ ガン また は バイ プ ブ ・ カ 
ハ と 同一 視 さ きれ る 。 マ ッ ハ は 、 戦 場 の 
上 空 を 鳥 の 姿 で 飛び 回 っ て は 殺害 さ 
れ た 男 た ちの 血 を 用 いて 魔術 を 行 な 
っ た と 伝え られ る 。 この マッ ハ と いう 
名 は 、 も と も と は “亡霊 た ちの 大 いな る 
女王 "の 意 で 、 ケ ルト 人 到来 以前 か ら 
アイ ル ラ ンド 拝 さ れ て いた よう で あ 


る 。 一説 に よる と 、 この 女神 の 声 を 半 
いた 人 々 は 死 の 国 へ さ れ た と いう 。 


常 若 の 国 テ ィ ル ・ ナ ・ ノ グ に 住む ケル 
ト 神 話 の 海神 。 魔術 師 に し て 呪術 師 
で も あり 、 多 く の 麻 法 の 道具 を 持つ 。 
海上 の 安全 を 守り 、 自 由 に 波 を 起こ 
こと も 、 嵐 を 静め る こと も で きた 。 銀 の 


交 と 極 彩 色 の 魔法 の マン ト を た な び か 
せ 、 馬 車 で 海 の 上 を 駆け 抜け る と いう 。 


また 、 マン 鳥 の 語源 は この 神 の 名 前 か 
ら 由 来 し て お り 、 島 に は 現在 で も マナ 
ナン の 王座 が ある 。 


名 。 死 の 神 の 半面 
こと か ら 、 その 名 前 は “大 いな る 暗黒" 
を 意味 する 。 仏 教 名 は 大 黒 天 で 、 日 本 
で は 七福神 の ひと り と し て 数 えら れ て 
いる 。 また 、 大 国 主意 と も 同一 視 き され 
る こと も 多い 。 


けが 強調 され た 


。. 
ffiPHHNTKST ヨ 


ファ ス は 、 介 喚 さ れる と カラ ス の 次 を 
っ て 現れ る 。 召喚 者 が 望め ば 人 間 盟 
姿 に な り 、 し わが れ た 声 で きま ざま 款 
知識 を 授け る と いう 。 ソロ モン が マル 
ファ ス を 人 台 喚 し た 際 は 、 建築 に つい で 
の 知識 を 教え て も ら っ た と いう 。 ま 粗 
マル ファ ス に 頼め ば 、 有 能 な 使 W 鹿 
貸し て くれ る と も 伝え られ る 。 


ロー マ に お ける 軍神 。 ロ ー マ 神 話 
の 天空 神 ユ ピ テ ル と 、 そ の 正妻 で ある 
ジュ ノー の あい だ に 生ま れる 。 ロー マ 
の 戦士 た も に は 、 戦い の 守護 神 と し て 
マル スピ テル ( 父 な る マル ス ) と 呼ば れ 
て いた 。 戦い を 好む 神 だ が 、 凶 困 で 
思 虐 に 欠け る 人 性格 が 災い し て 、 神々 の 
あい だ で の 評判 は 芳しく な か っ た と い 
われ る 。 また 、 マ ルス は ギリ シア 神話 
の アレ ス 神 と 同一 抗 さ れ て いる 。 


マル ドゥ ー ク 


4 LILILI 


バビ ロニ ア の 主神 で 、 嵐 の 神 。 父 で 
ある エア 神 が 通 常 の 2 倍 の 能力 を 与え 
た た め 、4 つ の 目 と 4 つの 耳 、 火 を 吹く 
| と 光り 輝く 衣 を 持ち 、 東西 南北 の 4 
つの 風 と 砂嵐 や 雷雨 な どの 7 つの 風 を 
操る こと が で きた と いわ れる 。 ティ アマ 
ト と の 戦い で は 、 手 に 雷 を つか み 、 旗 
風 の 戦車 に 乗り こん で 戦 を 挑ん だ 。 そ 
し て 、 その 強 さ と 呑 革 で ティ アマ ト を 倒 
し た マル ドゥ ー ク は 、 そ の 死骸 か ら 天 
地 と 海 を 創っ た と され る 。 


ソロ モン 王 が 記し た 書物 に 登場 す 
る 72 柱 の 悪魔 の 1 柱 。 40 の 精霊 軍 を 支 
配 する 、 地獄 の 大 総裁 で も ある 。 マル 


| oggoeyC gpd の 所 の ロ / り し 


に マル ニク ニラ WC マル スーー 


モン ゴル の 英雄 伝説 に 登場 お る 尾 
物 。 500 個 の 頭 と 50 本 の 角 を 持つ と W 


う 。 雷神 フ ヘ ディ ー ・ メ ル ゲ ン の 命 欠 
うけ た 雷神 の 子供 た ち が 、 誠 
ら せ た 血 の 雨 と 石 、 そ し て 雷 の 矢 に | 


っ て 退治 され た 。 は 


唯一 神 が 最初 に 創造 し た と され る 用 
スラ エル の 大 天使 。 絵画 な ど に は 、 稼 
を 抜い た 剣 を 持つ りり し い 若 者 の 姿 な 
ど で 描 か れる こと が 多い 。 

ミカ エル は 、 神 と 悪魔 の 長 で ある か 
タン が 対決 する 際 、 天使 軍 の 総 指 失 | 
と な っ て 悪魔 軍 と 戦う と いう 。 神 の 且 
腕 と し て 闘う こと か ら “ 神 に 似 た も の 
の 称号 を 持ち 、 ユ ダ ヤ 教 や キリ スト 教 
で は も っ と も 重んじ られ た 天使 : で ある 。 
また 、 ミ カエ ル の も う ひ と つの 役目 は 、 
最後 の 審判 当日 に ラッ パ を 吹き 噂 ら す 
審判 の 場 に 立ち あい 人 


「 罪 』 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 仮 
面 党 に 属す る 謎 の 人 間 た ち で 、 索 組 、 
弐 組 、 参 組 、 リ アル と いう 4 つの グル ニー 
プ に 分 類 さ れる 。 全 員 緑 の ロー プ に 
身 を 包み 、 疾 風 系 の 魔法 が まっ た く 効 
か な い の が 特徴 。 
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義 砂 誠 本 を 圭 つ 悪魔 


「 罪 」 と 「 宮 に 敵 悪魔 と し て 、 また ベル ソナ と し て 登場 し た 
| マナ ナン 。 ケ ルト 神話 の 海神 だ け あ っ て 、 ゲー ム 中 で も 水 軸 

系 の 魔法 が 得意 な 悪魔 と し て 設定 され て お り 、 また その レベ 
ーー マナ ナン | | ル も 50 台 と 比較 的 上 位 クラ ス の 悪魔 で あっ た 。 特に これ と 


いっ た 特徴 が ある 悪魔 で は な い が 、「 加 」 で は [イル ダー ナ が 
ルー グ に 変異 する らし い 」 と いう 情報 を 教え て くれ る 役 昌 
担っ て いた た め 、 その 情報 目当て で マナ ナン を 探し まわ っ | 
プレ イヤ ー も 多い の で は な い だ ろ うか 。 


岐 。 日 本 に 伝わる 神 で 、 山 に 住む 精 
* 蛇 に 化身 し 、 霊力 を 持つ よう に な 
も の の こと を いう 。 弥生 時 代 に は 
水 を 司る 神 だ っ た が 、 後 世に な っ て 仏 
教 が 日 本 に 渡来 し て くる と 、 ミ ズ チ は 人 邪 
悪 な 怪物 と 考え られ る よう に な っ た 。 


ゲロ アス ター 教 の 天使 。 自分 自身 に 
剣 を 突き 立て て いる 姿 で 描か れる 。 
剣 を 刺し た 傷口 か ら 流 れる 血 は 大 地 
を 豊 稼 に し 、 新た な 生命 を 与え る と さ 


、 れ る 。 な お 、 ミ スラ に は 狂 暴 な 一 面 も 
あり 、 自 分 と の 契約 を 破っ た も の に は 
情け を か けず に 打ち 減 ぼ す 神 で ある 
と も 伝え られ て いる 。 


ほ ノ タウ ロス 


ギリ シャ 神話 に 登場 する 半 人 半 生 
の 任 獣 狂 暴 で 力 が 強く 、 手 に は 発 
を 携え て いる 。 ミノ ス 王 に より 、 王宮 
地下 に 広がる 大 迷宮 に 閉じ こめ られ 


た が 、 最終 的 に は 英雄 テ セ ウス に よっ 
て 退治 され た と いわ れる 。 


紫 の 上 や 壮 の 上 に と りつ き 、 命 を 


た と 記さ れ て いる 。 


ムシ ュ フ シュ 

古代 バビ ロニ ア の 天地 創造 神話 に 
全 場 する 吾 飲 で 、 名 は “怒れ る 蛇 "を 
あら わす 。 ム シュ フシ ュ は 、 蛇 の 身体 に 
ライ オン の 前 足 と 鷹 の よ うな 後ろ 足 を 
持っ て お り 、 4 つの 足 で 歩く と いう 。 ま 
た 全身 は 馬 ほ どの 大 き さ が あり 、 全身 
は 鱗 で お お われ て いる 。 神々 の 乗り 
物 で ある と され 、 後 世に な る と バビ ロ 
ニア の 主神 マル ドゥ ー ク 専用 の 乗り 物 
と し て 扱わ れる よう に な っ た 。 


ムチ ャ リン ダ 


菩提 樹 の 下 


記さ れ た 、 
に 住む 巨 『 大 な 馬 の 精 飼 。 この ムチ ャ リ 


ンダ が 住む 菩提 樹 の 下 で 、 悟り を 得 た 
と の プッ ア が 7H の あい だ 破 想 し た と 
伝え られ る 。 ム チャ リン ダ は 、 眼 想 中 
の ブッ ダ を 嵐 が 細 っ た 際 に 、 自 分 の 身 
体 を 風 よ け と し 、 さら に 自分 の 頭 を か 
か げ て ブッ ダ の 上 に 降る 雨 を 防い だ 
と いう 。 


御 息 所 。 ミ ヤス ドコ ロ と いう 言葉 

に 呈 の 側 に 持 し て いる 女官 、 ま た は の 
ち に 単位 に つく 東宮 を 生 ん だ 女性 の 
こと を いう 。 この 加 魔 は 、 ミ ヤス ドコ ロ 
の 中 で も 現世 に 恨み を 残し て 死ん だ 
も の の 霊 で ある と 考え られ る 。 

死 し て も 絶え ぬ 奴 始 心 を 持っ て い 
た た め 、 綴 霊 と 化し た こと で 有名 な の 
が 「 源 氏 物 語 」 に 登場 する 六条 御 息 所 。 
2 主役 で ある 源氏 の 君 の 愛人 だ 

た 六条 御 息 所 は 、 源氏 と 縁 の 深い 


ムッ シー ー と いう 名 は 、 ネス 湖 の ネッ シ 


神 エ リニュ ス の ひと り で 、 名 前 は “ 始 む 
女 " を 意味 する 。 メ ガイ ラ た ち は 通 常 、 
地下 に ある 冥界 タル タロ ス に 住み 、 罪 
を 犯し て 冥界 に 落ち た 人 間 た ち に 前 
を あたえ る 役 日 を 持っ て いる と いう 。 


「 曽 」 の み に 全 場 する キリ ジ ナ ル 屯 
で 、 エ クス トラ ダン ジョ ン の み で し か 出 
会 うこ と が で き な い 。 黒 と 紫 の スー ツ 


を 着 こ み 、 手 に し た フラ イン グ A の ギタ 
ー で グラ ムロ ッ ク を 奏で る 珍し い 悪 魔 
で ある 。 


メタ ル ・ ツェ ンタ オア 2 


ラス トバ タリ オン の 一 員 で 、 ロ ボッ ト 
の 形 問 を し て いる 「 罪 オリ ジ ナ ル の 可 
魔 。 4 つの 足 が あ り 、 非常 に すばやく 
行動 する こと が で きる 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲー ム 中 の 設定 に 基づい た フィ クシ ョ ン で す 。 


メタ ル ・ ド 


ラス トバ タリ オン と と も に 現れ る ロボ 


ッ ト で 、『 罪 』」 オ リ ジ ナ ル 。 頭 部 に つい 
た 鏡 の よう な 部 分 か ら 強 力 な ビー ム を 
発する 。 


※ こ の 解説 は 、 ゲー ム 中 の 設定 に 基づい た フィ クシ ョ ン で す 。 


に な ら っ て 、 ゲー ムセン ター 兼 カ ジノ で 


ある ムー 大 陸 に 出現 する こと か ら 名 づ 
けら れ た も の で ある 。 纏 りつ く よ う な 
息 を 吐い て 攻撃 し て くる が 、 倒 すこ と 
が で きれ ば ムッ シー の 有する 牙 を 入手 
で きる 。 


キリ スト 教 の 神秘 主義 グノー シス 派 
に 伝わる 天使 で 、 平和 を も た ら す 7 柱 
の 天使 を 率い る 指導 者 。 また 、 正義 
を 司る 天使 で ある と も いわ れる 。 メ ル 
キ セ デ ク の 名 は 「 旧 約 聖 書 ] に も 登場 
し て お り 、 聖 人 アプ ラ ハ ム を 祝福 する 
た め に 地上 に 現れ た と 記さ れ て いる 。 


の お 万 ロビ g ロ pd 77 だ 7 し 
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門 ら せる と 恐 (| 
ー ミ ヤス だ コロ | 


[異聞 録 」 に の み 登 場 する 敵 悪魔 古式 ゆか し い 着物 を 身 に 
着け た 女性 で 、 言葉 づか いや 立ち 居 点 る まい が 実に みや び や 
か な の が 特徴 的 だ 。 し か し 、 気 位 が 高い の が 影響 し と いる の 
か 、 か な り 怒 りや すい 性 格 と いう 印象 も ある 。 会 話 を し て ス 


ベル カー ド を 貢 お うと し て も 、「 無 礼 者 ! 」 な ど と 言わ れ た り 
し て 一 蹴 さ れ て し まう の で ある 。 
し まえ ば 「 マ ハム ド じ ゃ ! 」 の 連発 :… 
を 感じ させ る 悪魔 な の で あっ た 。 


友 ど に 、 ひと た び 怒 ら せ て 
。 な ん と な く 女 の 恐 さ 


ーー RSi6! 
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モン ゴル に 出現 する 悪党 。 愛 を 知る 
こと な く 死 ん だ 少女 の 霊 が 、 モ ー・ シ ョ 
ボー に な る と いわ れる 。 長い 半 と 、 暗 
の よう に 失っ た 赤い 唇 を 持つ 美しい 娘 
の 姿 を し て お り 、 旅人 の 前 に 現れ て 誘 
惑 す る と いう 。 そ し て 、 旅人 に 隙 が あ 
れ ば 、 頭 を 了 で つつ き 破 っ て 脳 を 吸い 
取っ て し まう と いわ れる 。 

モン ゴル で は 、 生 前 不幸 な 人 生 を 送 
っ た 人 間 が 悪 辻 に な る と され 、 こ の モ 
ー・ シ ョ ボー も そん な 言い 伝え か ら 生 ま 
れ た も の と 考え られ る 。 


ケル ト 神 語 の 邪悪 な 戦い の 女神 。 同 
じ 戦 神 で ある バッ ヴ 、 ネヴァ ン ら と と も に 
3 人 組 で 戦場 に 現れ 、 戦士 た ち に 恐 
感 を 植え つけ る と され る 。 モ ー リ アン に 
は 英雄 クー・ フ ー リ ン と 関わ る 物語 が 多 
く 、 戦場 の クー・ フ ー リ ン を 誘惑 し て 、 
殺 そ うと し た こと も あっ た と いわ れる 。 
また 、 ク ー・ フ ー リ ン が 死ぬ と き に は カン 
ムリ ガラ ス に 変身 し て 現れ 、 彼 の 肩 に 
と まっ た と いう 。 


大 地 を 神格 化し た スラ ヴ の 女神 。 モ 
コシ と 同じ 大 地 の 神 で ある マー チ ・ ス 


ィ リ ャ ・ ゼ ムリ ャ ー と は 、 同 一 で ある と も 
考え られ て いる 。 この 神 に 関す る 神話 
な ど は ほとん ど 残 っ て お ら ず 、 不明 な 点 
が 多い 存在 で ある 。 た だ 、 モコ シ な ど 
の 大 地 の 神 に 祈る と き は 、 土 に 油 を 注 


いで 祈っ た と いう 話 は 伝え られ て いる 。 


カナ アン の 神話 に 人 場 する 、 死 と 不 


毛 を 司る 神 。 冥界 の 統治 者 で も ある 。 
神話 に よれ ば 、 モト は 食事 に 毒 を 入れ 
て 主神 バア ル を 殺す 。 だ が 、 モ ト も 色 
っ た 女神 アナ ト に よっ て 殺さ れ 、 その 身 
体 は 切り 刻ま れ て 大 地 に ば ら ま か れ 
た 。 する と 、 死ん だ は ず の バア ル が よ 
み が え っ た と いう 。 この 一 連 の 物語 は 
季節 の 流れ を 意味 する も の で 、 バア ル 
の 生 は 生き 物 が 生育 する 春 と 夏 を あら 
わし 、 土 に 蜂 か れる モト の 身体 は 秋 の 
実り や 収穫 を あら わし て いる 。 


夕暮 れ か 夜明け 、 ま た は 正午 に 現 
れる スリ ラン カ の 和 加 鬼 。 人 間 を 病気 に 
する と いわ れる 各 魔 (サン ニ ) の 中 の ひ 
と り で 、 病 廃 の 王 マ パー コージ な の シン 
ニ ・ ヤ カー に 支配 され て いる 。 この ヤ カ 
ー を 立ち 退 か せる に は 、 さま ざま な 供 
物 を ささ げた り 、 踊り を 見 せ た り し て 満 
走 さ せる 。 そ れ で も 立ち 退 か な いり 場合 
に は 、 ヤ カー を 従え る 王 マ ハー コー ラ 
に 頼ん で 去ら せる 方 法 が 有効 だ と い 
う 。 な お 、 イ ンド の 悪魔 ヤク シャ と は ル 
ー ツ を 同じ くす る と 考え られ て いる 。 


「 異 閉 録 ]」 の オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 背中 に 
は りっぱ な 刺青 を ほど こし て いる 。 手 
に し た 用 を 振り 回 し 、 一 文字 切り な ど 
の 攻撃 を し か け て くる 。 な お 、 や く ざ の 
語源 は “3 枚 "と いう 博打 で 、 8、 9、 3 の 
目 が 出る と 負け に な る と いう ルー ル に 
由来 する 。 


すま 
in 。 
神 的 な 神 性 は 、 な 
ス ヴ ァ ティ や ラク シュ ミ 弱 
いっ た 。 だ が 、 ヤ クシ ニー 自 
は 注 れ 、 仏教 で は 財宝 を 守 
い 、 ま た ヒン ドゥ ー 教 で は 恐 調 
い の 化け 物 と し て 語ら れ で W2 凍 


イン ド 
れる 神 。 イン ド 神 話 で は 、 座 4 半 
む 宝 物 の 守り 手 と きれ た 。 また 、 
ャ クシ ーー( ベ 従う 礎 や 野原 の 編 
いわ れ て いた 。 
仏教 に と り い れ ら れ た 際 に 法 直幸 
する 八 部 衆 の 一 員 と な り 、 さらに 
に な る と 、 人 の 血 肉 を 食らう と いう 悪 素 
と いう 位置 づけ に 変 し た 。 な お 日 
で は 夜叉 と 呼ば れ て いる 。 


八 山 鳥 。 太陽 に 住む 神鳥 で 、 
時 また は 赤 、 足 が 3 本 ある と いう 。 申 国 
の 伝説 に 登場 する 3 本 足 の 鳥 カウ に $ 
つなが り が ある と 考え られ る 。 
日 本 で は 賀茂 建 角 身 命 が 、 天 照 天 
の 命 に より カラ ス に 変 し た も の と 伝記 


れ 、 神武 天皇 の 東征 の 際 に 道 案 内 役 
を つと め た と いう 。 また 、 ヤ タ ガ ラ ヌス を 
見 る 資格 の な いも の が この 鳥 を 直 相 す 
る と 気 が 狂 うと いわ れる 。 

現在 で は 和歌山 則 の 所 
な ど に 祭 


ほら れ て いる 。 


愛 や 美 、 水 と 地 な どの 豊 生 を 司る イ 
ンド の 女神 。 動物 や 男性 、 ま た は ヤク 
シ ニ ー と 対 に あたる ヤク シャ と いう 神 を 
伴っ て いる と され る 。 ヤ クシ ニー の 地 母 


夜 刀 神 。 [人 国選 な ど に 朗 
れ た 蛇 神 。 角 の ある 蛇 の 姿 を し て お り 、 
これ を 見 る と 家 が 絶え る と いわ れる s 
古代 人 が 日 本 の 野山 を 切り 開い た 際 
に よく 現れ 、 土地 を 開 暴 し よう と する 者 
た ち を 妨害 し た と いう 。 古代 の 衰 族 た 


ら 戸 感 ロ ヒロ pd 7 の 7 の 呈 /7 の し 


プレ イメ モリ アル ・48 上 


| 攻 門 2 麗 訪 の /「 ア ナル スト ライ | 


シリ ー ズ 3 作 に 敵 悪魔 と し て 登場 し た 、 モー・ シ ョ ボー。 い 
ずれ の 作品 の モー・ シ ョ ボー も 序盤 に 登場 する 低 レ ベル の 悪 
魔 だ っ た が 、 英 全 体 に 大 ダメ ー ジ を 与え る 効果 を 持つ 「 バ イ 
グー ちら ・ シ ョ が 一 ナル スト ライ ク 」 と いう 技 を 有する 恐る べき 敵 で も あっ た 。 


特に この 技 が 鼻 威 的 に 強かっ た の が 「 異 聞録 」 で 、 ひ と た び 食 | 
ら う と 、 バー ティ メン バー の HP は 1 ケタ 台 ま で 減少 し 、 その | 
直後 、 モ ー・ シ ョ ボー と と も に 出現 し た 悪魔 の 通常 攻撃 で あ || 
っ つけ な く 殺 され た も の で ある 。 


ち は 、 開 表 し た 土地 に 必ず 祭壇 を 築き 、 
ャ トノ カミ の 色 り を か わな いよ うに し た と 
伝え られ て いる 。 


古代 ロー マ で 信仰 され た 神 。 名 は 
ラテ ン 語 で “ 門 " を あら わす 。 ヤ ヌス は 
正反対 の 方 向 を 向い た ふた つの 上 顔 を 
持っ て お り 、 ヤ ヌ ス を 祭っ た 神殿 も これ 
に あや か っ て 門 を ふた つ 持 つと いう 。 
そし て 、 ロー マ 人 が 戦争 に 趣 く と き は 、 
必ず この ヤ ヌ ス 神殿 の 門 を くぐっ て いっ 
た と いわ れる 。 

後世 に な る と 、 ヤマ ヌス は すべ て の は 
じ ま り を 司る 神 と され た 。 英語 で 1 月 を 
あら わす January と いう 言葉 も 、 ヤマ ヌス 
(Janus) の 名 か ら と られ た も の で ある 。 


ィ インド な ど に 伝わる 死 の 神 で 、 日 本 
で いう 間 魔 大 王 の こと 。 太陽 神 スー リ 
ヤ の 息子 で 、 世界 で は じ め て 人 間 と し 
て 生 を 受け た 存在 で ある 。 また 、 ヤマ 
は 人 類 最 初 の 死者 で も ある と いう 。 か 
つて は 天界 の 楽園 の 王 で あっ た が 、 
後世 に な る と 死者 を 前 する 恐ろし い 裁 
判 紀 へ と 変貌 し た 。 身体 は 緑色 で 、 索 
縄 と 梶 棒 で 武装 し 、 野生 に また が っ て 
いる 姿 で 描か れる 。 


異聞 録 」 に 登場 する 南条 家 の 執 事 。 
御影 町 の 病院 で 悪魔 に 豊 わ れ て いる 
人 を 救助 し よう と し て 命 を 落と す が 、 そ 
の 後 南条 専用 ペル ソナ と な っ て 戦い に 
参戦 する 。 死 し て も 南条 の こと を 守 ろ 
うと いう 強い 思い が 、 ペ ル ソ ナ と 化す 
ほど の 力 に な っ た の だ と 考え られ る 。 


MMM 


次 元 の 隙間 に 生き る クト ゥ ルフ 神話 
の 神 。 輝く 球体 が 集まっ た よう な 姿 を 
し て いる 。 


ヨ モ ツ シコ メ 


黄泉 本 女 。 多 数 の 神々 を 生ん だ イ 
ザ ナ ミ 神 に よっ て 創 られ た 、 黄泉 の 国 


ら 伯 ロ / ビ gpd の の ロ 戸 7 の し 


| 


に 住む 鬼女 。 こ の ヨ モ ツ シコ メ は 、 黄 
泉 の 国 へ 下っ た イザ ナミ 神 の 腐敗 し た 
姿 を 、 夫 で ある イザ ナギ 神 が 禁 を 破っ 
て 見 た た め 、 それ に 怒っ た イザ ナミ が 
夫 を 追い か けさ せる た め に 創り 出し た 
も の 。 ヨ モ ツ シコ メ た ち は 、 ヨ モツ イク 
サ と いう 死人 の 兵隊 を 率い て イザ ナギ 
を 追い か けた が 、 イザナギ の 投げ た 
プ ド ウ や タク ノコ に 気 を 取ら れ て いる す 
き に 逃げ ば られ て し まっ た と いう 。 


プレ イメ モリ アル ・498 


専用 の ベル ソナ 。「 異 聞録 」 に お いて 、 圭 神 具 の 「 ベ 


em っ こう ぶち の めがね 」 を 入手 する こと に より 吾 喚 が 可能 に 
涙 を 誠 う ペル ルン ナ | | な る 。 愛し い 南条 の た め に 、 天 に 召さ れ て も ベル ソナ と な 
ー ヤ マブ カ | | っ て 登場 する 山岡 の 姿 に は 、 誰 も が 感動 し た こと だ ろう 。 


が バー ティ キャ ラク ター と し て 復活 する と 同時 に 、 ヤ マオ 
カカ も 再 登場 。「 ザ ンダ イン 」 で 攻撃 に 、「 デ ィ ア ラ ハ ン 』 で 


続編 で ある 「 罪 」 に は 未 登場 だ っ た が 、「 各 」 に な っ て 南条 
回 復 に と 、 幅 広い 活躍 を 見 せ て くれ る 。 
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ETRRMNTR 誠 に 当り 


火 の よ うに 光る 眼 と 長い 尾 を 持ち 、 
墓場 の 死体 の 中 に 住む イン ド の 可 鬼 。 
夜 に な る と 出没 し 、 人肉 を むさ ぼる 攻 
電 な 存在 で ある 。 ラク シャ ー サ は 、 さ きま 
ざま な 妖術 を 使う こと が で き 、 鳥 や 小 
人 に 変身 し た り し て 人 を 炊く と いう 。 ラ 
クシ ャ ー サ は 、 そ の 狂 暴 な 姿 か ら ヌ リ 
チャ クシ ャ ( 食 人 鬼 ) 、 ラ クタ バ パ ( 血 を 飲 
む 者 ) な ど と も 呼ば れる 。 また 、 仏教 に 
お ける ラク シャ ー サ の 名 は 名 利 。 


gs lamesrEss ] 
イン ド 神 話 に お ける 優美 と 幸運 を 司 
る 女神 で 、 海 の 泡 か ら 生 まれ た と いわ 
れる 。 北 イン ド な ど で 人 気 が 高く 、 日 本 
で も 吉祥 天 と し て 広く 知ら れ て いる 。 ラ 
クシ ュ ミ の シン ボル は 夢 の 花 で 、 絵画 な 
ど で は 夢 の 花 に 座っ た 4 本 腕 を も つ 女 
性 の 姿 で 描か れる こと が 多い 。 
ラク シュ ミ は 母性 を 象徴 する 神 で も あ 
り 、 彼女 の 豊か な 胸 は 救済 と 歓喜 の 根 
源 で ある と され る 。 イン ド 神 話 の 最高 神 
ヴィ シュ ヌ の で も あり 、 ラク シュ ミ は 常 
に 夫 の そば に つき 従っ て いる と いう 。 ヴ 
ィ シ ュ ヌ は さま ざま な 姿 に 化身 する 神 と 
いわ れ 、 こ の ヴィ シュ ヌス が 変身 する と 妻 
で ある ラク シュ ミ も 夫 に ふさ わし い 姿 に 
化身 し て 寄り そう と いわ れ て いる 。 


怪 僧 で 、 本 名 は グレ ゴリ ー・ エ フィ モ ヴ 
ィ ッ チ ・ ラ スプ ー チ ン 。 ラ スプ ー ナ チン の 目 
に は 不思議 な 眼光 が 和 宿っ て お り 、 他人 
に 催眠 術 を か け て 信仰 宗教 を は じ め 
た と され る 。 当時 は ラス プー チン に 従う 
多く の 信者 が 存在 し た と いう 。 また 、 農 
民 た ちの 間 で は “ 神 の 人 "と 呼ば れ 、 
王 者 と し て 崇め られ た 。 評判 が 高かっ 


の だ 避 ロ 6 gpd 7 どの / の し 


た た め 宮 廷 に も 上 る よう に な り 、 その 後 
は 皇后 アレ クサ ンド ラ に 取り 入っ て 権力 
を 握る よう に な っ た と いう 。 し か し 、 宮 
延 で 政治 に 口出し を する な どの 修 若 無 
人 な 行動 を 重ね た うえ 、 皇后 と の 愛人 
関係 説 も 取り ざた され た た め 1916 年 12 
月 に 暗殺 され た 。 ラス プー チン を 殺す 
た め に 、 青酸 カリ の 入っ た ケー キ や ワ 
イン が 用 いら れ た と いわ れる が 、 な ぜ 
か 毒 は まっ た く 効 か な か っ た と いう 。 し 
か し 最期 は 真冬 の 川 に 突き 落と され 、 
江 死 し た と いわ れ て いる 。 


北欧 神話 に 登場 する 
樹 ユ グ ド ラ シル の 幹 に 住む 。 同じ 樹 に 


住む 巨大 な 苑 フ レス ベル グ と 
元 に 住む 電 意 = ド ヘ グ の 作 は 議 


回 く 、 ラタトスク は 幹 を 登っ た り 降り た り 且 


し て 、 両者 の 悪口 を 伝え る 役目 を 
いる と いう 。 \ 


ギリ シア 神話 に 登場 する 死者 の 国 の 議 
裁判 官 。 ゼ ウス と エ ウ ロ ペ の 星 
名 前 は “占い 師 " を 意味 する 。 月 の 月 誠 
を 持つ アル ク メ ネ と 結婚 し た た め 請 月 の 
雄 重 王 "と も 呼ば れ た 。 また 、 ラ タマ 
ティ ス は 死者 の 国 の 裁判 官 で ある と 
も に 、 祝福 され た 人 々 の 魂 が = 
ご す 冥 界 の 一 地域 (エリ ュ シ オン) の 
で あっ た と も いわ れ て いる 。 に 


プレ イメ モリ アル ・50 | 


で は マテ リア ルカ ー ド 「 水 通 の 花 草 」 か 召喚 に 必要 に な る 。 || 


シリ ー ズ 全 作品 に ベル ソナ と し て 名 を 連ね る 。「 デ ィ ア ラ せき ば ん や マジ ッ ク カ ー ド の アイ テム な ど を 使用 し て 、 強 | 
ーー | パン]」「 サ マリ カー ム 」 な ど 、 最 高 レ ベル の 回 復 廃 法 や 補助 力 な 攻撃 魔法 を つけ て や れ ば 、 ほ ほぼ 万 能 の ベル ソナ と な る | 
過 導 厩 の 女 了 | 魔法 を 所 持 し て お り 、 ボ ス な どの 強敵 に 挑む 際 に 降魔 し て な お 、「 異 聞録 ]」 で は 普通 に 作成 で きる が 、『 罪 」 と 「 六 
ー ラ クシ ュ ミ | | お け ば 余裕 を 持っ て 戦闘 を すす め る こと が で きた 。 さ ら に 、 
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バリ 島 に 伝わる 魔女 。 魔法 を 使っ て 
人 問 に 呪い を か け 、 病気 に し た り し て 
災厄 を も た ら す と いう 。 ラ ンダ に 決ま っ 
た 姿 は な く 、 善人 に と っ て ラン ダ は 恐 ろ 
し い 殺 朋 者 で あり 、 醸 い 老婆 の 姿 を と 
る が 、 黒 魔術 を 志す 者 の 目 に は 、 絶大 
な パワ ー を 兼ね 備え た 妖 誤 な 美女 と し 
て 映る と いう 。 

神 詞 バ ロン と 対 を な し 、 療 の バロン 
に 対し 、 ラ ンダ は 悪 を 象徴 する 。 ラン ダ 
は バロン と の 戦い で 幾度 と な く 倒 され 
る が 、 そ の た びに 転生 し て 永遠 に 戦い 
を 繰り 広げ る 。 これ は 、 善悪 が 均衡 し 
て こそ 世界 は 完全 で ある と いう 、 ヒン ド 

、 ゥ ー の 思想 を 反映 し た も の だ と いえ る 。 


蛇 、 ま た は 鍋 。 ウ ガ リ ッ ト 神 話 に 記さ れ 
た 大 北 レ ヴィ ヤ タ ン と も 同一 視 さ れる 。 
リヴ ァ イ ア サン は 天地 創造 の 5 日 目 に 光 
と 水 を 材料 と し て 作ら れ 、 水 に 住む す 
べ て の 王 で あっ た と され る 。 と ころ が そ 
の ヒレ は 太陽 の 光 を 暗く する 黒い 光 を 
発し て いた た め 、 神々 は 雄 の リヴ ァ イ ア 
サン の ヒレ に 大 地 と 大 海 を 乗せ 、 世界 
を 背負 う 役 日 を 与え た 。 終末 の と き に 
リヴ ァ イ ア サン は この 任 を 解 か れ 、 罪人 
た ち を 飲み こむ が 、 最後 に は べ へ モス 
に 殺さ れ 、 神 に 許さ れ た 人 々 の 食物 と 
な る と いう 。 


高位 の 魔術 
師 が 呪術 に よっ て 自分 の 体 を 尾 に し 、 
在 死 化 し た も の 。 アン デッド と な る こと 
に より 、 生 前 の 数 倍 の 魔力 を 得る こと 
が で きる と いう 。 リッ チ は 見 る 者 を 恐怖 
で 硬直 きせ 、 生気 を 吸い 取る 。 


フィ リピ ン の 神 
神 。 竹 か ら 誕生 し た 最初 の 人 間 で あ 
る シラ ラク と シカ バイ が 子 を 作る 際 に 、 
肉親 同士 で も る こと を 懸念 し 、 リノ ク に 
承諾 を 求め た と され る 。 2 人 は リノ ク の 
祝 宜 を 得 て 、 多く の 子供 た ち を 生み 出 
し た と 伝え られ る 。 


owaw 
「 罰 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 で 、 到 

郊 の 配下 の ひと り 。 赤い 中 国 服 に 身 を 

包み 、 手 に し た 銃 で 攻撃 し て くる 。 


中 国 の 馬 の 姿 を し た 妖獣 、 あ 
る い は 馬 に 化け る こと が で きる 。「 後 
西遊 記 ] に も 登場 し 、 馬 に 化け て 三蔵 
の 乗り 物 と し て と も に 旅 を し た 。 角 と 龍 
の 鱗 を 有 し 、 た て が みや 尻尾 の 毛 が 
長く 、 一 陣 の 黒 畑 の ご と く 超 速力 で 走 
る 。 ちな み に 、 幕末 時 代 に 実在 し た 坂 
本 龍馬 の 名 前 も 、 こ の 妖 評 か ら と られ 
た と いわ れ て いる 。 


原初 の 人 間 ア ダム と 最初 の 胡 で ある 
リリ ス の あい だ に 産ま れ た 女 夢 魔 。 母 
親 議 り の 美しい 容姿 と 、 母親 を 上 回 る 
好色 さき の 持ち 主 で ある 。 

リリ ム は 男性 の 中 の 夢 に 現れ て は 彼 
ら と 交 合 し 、 精気 を 吸い 取っ た と いう 。 
古代 に お いて 、 禁欲 主義 の 修道 士 は 、 
十字 架 を 握っ た 両手 を 生殖 器 の 上 に 
の せ て 眠る こと に よっ て リリ ム を 近づけ 
まい と し て いた こと も ある と いう 。 また 、 
リリ ム は 、 ギリ シア 神話 で は エン プー サ 
と 呼ば れ 、 キリ スト 教 の サキ ュ バ ス な ど 


と 同一 福 さ れる 。 

な お 、 リ リム は 純潔 の 象徴 で ある 百 
合 (ily) の 語源 と ちな っ て お り 、 単 な る 
多 淫 の 魔女 だ け で は 片づけ られ な い 
面 も 持っ て いる 。 


「 罪 」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 。 と あ 
る 歌手 が 公園 の 中 に 入っ て 迷い 、 そこ 
か ら 出 る こと が で きず に 餅 死 し た た め 、 
現世 へ の 思い を 捨て きれ ず に 幽霊 と な 
っ て 現れ た も の だ と いわ れる 。 生 前 も 
ファ ン を 魅了 し た 激しい ダン ス や 、 スタ 
イル の よさ は 幽霊 に な っ て も 変わ ら な い 
らし い 。 ちな み に 、 リ ンダ の ルー ツ と な 
っ た の は 「 ね らい うち 」 と いう 曲 で 有名 
な 山本 リン ダ 。 


こ 登場 する 太陽 神 。 海 神 
マナ ナン の 息子 に し て 、 英雄 クー・ プ ー 
リン の 父 。 幼名 は ドル ドナ 。 ルー、 ある 
い は ルフ と も 呼ば れ 、 そ の 名 は “光輝 
く 者 "を 意味 し た 。 

知識 、 技術 、 医術 、 魔術 、 発明 な ど 
あら ゆる 技能 に 秀 で て お り 、 発明 家 で 
旅人 と 商人 の 神 で も ある テウ タテ ス 、 
戦い の 神 エ スス 、 雷神 タラ ニス も ルー 
グ の 神格 の ひと つと され て いる 。 また 、 
彼 は 英雄 神 で も あり 、 敵 の 首領 で ある 
祖父 バロー ル を 倒し て と 神々 の 王 と な 
っ た と いう 。 

ルー グ は 常に 魔 栓 プリ ュー ナク を 所 
持 し て いた が 、 その 栓 の 発する 関 光 が 
まる で ルー グ の 腕 が 伸び た か の よう に 
見 えた の で 、“ 長 腕 の ルー グ " と も 呼ば 
れ た 。 ア イル ラン ド に 伝わる イル ダー ナ 
と 同じ も の だ と 考え られ る 。 


_ 克 ア され た ら 最 和 ! | 


プレ イメ モリ アル ・51 呪 殺 系 魔法 の ム ド と 同じ くら い の 恐 怖 を 感じ させ る 魔法 が 

マリ ンカ リン 。 そし て 、 マリ ンカ リン を 多発 し て くる 悪魔 と し 
て 印象 深い の が リリ ム だ 。 リリ ム に か か れ ば 、 男 だ ろう が 女 
ー ワ リム | だ ろう が 魅了 され 、 目 も 当て られ な いよ うな 同士 討ち が 始ま 


ガン ガン 刺さ れ 、 画面 上 か ら ひ と り ず つ 姿 を 消し て いく バー 
ティ キャ ラ 。 それ を な に も で きず に 見 つめ て いる …… と いう 


っ て し まう の で ある 。 魅了 され た キャ ラク ター に よる 武器 で 
場面 に も よく 遭遇 し た も の だ っ た 。 


所 口 品 oF ロビ VI| し 弓 


IETRRMNTR 誠 に 枯 肖 1 


HIHieWfIEHINTKST ヨ | 


魔王 ルシファー か ら 世 界 の 財宝 と 富 
の 管理 を 任 き れ て いる 地獄 の 宰相 。 ま 
た の 名 を ルキ フ ゲ ・ ロ フォ カレ と も 呼ば 
れ 、“ 光 を 避け る 者 "の 意味 を 持つ 。 毛 
の な い 頭 に 3 本 の ね じ れ た 角 を 生やし 、 
大 き な 目 で 、 山羊 の 下半身 と 長い 尾 を 
持っ て いる 。「 グ ラン ・ グ リモ ア 」 と いう 魔 
導 書 で の み 召 喚 す る こと が で き 、 20 一 
50 年 後に 魂 を 差し 出す こと を 条件 に 、 
どん な 願い で も か な えて くれ る と いう 。 


スラ ヴ 地 方 の 水 の 妖精 。 水 死 し た 女 
性 の 等 魂 が 妖精 と な っ た も の と いわ れ 、 


湖 や 泉 に 近寄る 男 た ち を 誘惑 し て 江 
死 さ せる と いう 。 土地 に よっ て 異な っ た 
姿 で 伝え られ て お り 、 光る 緑 の 目 を し た 
青白 い 女 だ と も 、 美しい 歌声 の 妖艶 な 
女 だ と も いわ れ て いる 。 


ル サ ー ル カ は 木 の 精 で も あり 、 夏 の 


初め まで は 水中 に 住み 、 そ の あと は 森 
の 中 に 移り 住む 。 森 の 中 で は 木 の 上 
を 住居 と し 、 夜 に な る と 木 か ら 降り て 
月 明か り の 中 で 踊り を 踊る と され る 。 


計 グ ギ 、 キリ スト 教 の 最初 の 際 

で あり 、 サ タン と 同一 視 さ れる 地獄 の 
魔王 。 “輝き を 広げ る "と いう 意味 の へ 
プラ イ 語 が 置き 換え られ 、 ラ テン 語 の 
“ 炎 を 運ぶ 者 "lucifel の 名 が つけ られ 
た 。 も と は 神 の 右側 に 座る こと を 許さ 
れ た 大 天使 (ちる い は 胡 天 使 ) で あり 、 
神 に も っ と も 愛さ れ た 天使 で あっ た 。 し 
か し 、 短 慢 さか ら 神 の 座 を 求め て 反逆 
を 起こ し た た め 、 双子 の 兄弟 に あたる 
天使 ミカ エル に よっ て 地 に 堕 と され た 。 

な お 、 カ ナー ン 人 に 伝わる 伝承 に は 、 
明け の 明星 シャ ヘル と 家 の 明 星 シ ャ レ 


[| ggoeC gpd の の ロ 7 の し 


WM 


ム と いう 双子 の 神 の 話 が ある 。 シャ へ 
ル は 自分 より 高位 の 太陽 神 に 長 始 し レク 
ー デ ター を 起こ し た が 、 失敗 し て 天 か 


ら 落 と され た 。 ル シフ ァ ー と ミカ エル が 
双子 の 兄弟 と きれ る の は 、 こ の 伝承 の 
影響 を 受け て いる と 考え られ て いる 。 


「 ア ラビ アン ・ ナ イト 」 に 登場 し た ロッ ク 島 
で ある 。 ヨー ロッ パ で は 、 二 生 神奈 破 
の 存在 を 伝え て 以来 、 実 在 する と 長く 
信じ られ て お り 、 16 世 紀 頃 の 鳥類 学 の 
書物 な ど に も 記述 が 残さ れ て いる 。 人 
ンド の ガル ー ダ や フェ ニッ クス 、 中 国 の 
峰 風 、 ペ ル シ ャ の シ ヌ ルク な ども ルフ の 
同系 で ある と され る 。 


選 を 広げ れ ば 、 昼 で も 真夜 中 の よう 
に な っ て し まう と いわ れ た 巨大 な 鳥 。 
大 き な ク チバ シ で 象 を 軽々 と 持ち 上 げ 、 
空 か ら 落 と し て 殺し 、 そ の 肉 を 食べ た 
と いう 。 こ の よう な 鳥 は 世界 各地 の 伝 
説 に 残っ て いる が 、 特 に 有名 な の は 


“ 怠 恒 " “不精 "を 意味 する 葵 語 
laziness か ら 名 づけ られ た オリ ジ ナ ル 
加 魔 。「 異 開 録 ] の アラ ヤ の 岩戸 に 仮面 
の 姿 で 登場 する 。 何事 に も 情熱 を 感じ 


4 あ と 1P2 EE 生 議 | すべて の 悪 庫 の 頂点 に 君 陣 する 、 問 の 貴公子 ルシファー。 
| ゲー ム 中 で も その ポジ ショ ン は 変わ ら ず 、 シ リー ズ 3 作 を と 
/V99 の 地 上級 ペル ルン ナ | | お し て LV99 と いう 最上 級 ベ ル ソ ナ と し て 登場 する 。 ど の ル 


ー プ ルシファー || 


シフ ァ ー も 脅威 的 な 戦闘 能力 を 有 し て お り 、 持 て る 魔法 も 


な し 、 と いっ た ペル ソナ だ か が 、 | ・ 
量 も 全 ベル ソナ 中 最大 (「 異 聞録 ]」 で は 100 ポ イン ト も 消 | 
費 ! ) な の で 、 使 い ど ころ が 難し い ペ ベル ソナ で あっ た 。 


圧 
ず 、 楽 な ほう へ 流さ れ て 無駄 に 時 間 を 
過ごし て いる 人 間 の 側面 を あら わし た 
も の で ある 。 


、 霊 。 レイ ス は 死 の 予告 で も あり 、 見 た 者 
に 不運 を も た ら す と いわ れ て いる 。 ま た 、 
ドイ ツ の ドッ ペル ゲン ガー の よう に 、 人 


次 を 真似 る の が 得意 で ある 。 レイ ス 
は 大 儀 場 に 好 ん で 現れ 、 故人 を 介 ん 
で の 食事 の 席 に 同席 する と きれ る 。 ス 
コッ トラ ンド 系 アイ ル ラ ンド 人 が 葬儀 の 
際 に 食事 を と ら な い の は 、 レ イス と の 関 
わり を 避け る た め だ と いう 。 


ゲラ サ 人 に 爆 依 し て いた 不浄 な 霊 。 
取り 居 か れ た 人 間 は 気 が 狂 い 、 菜 場 
や 山野 で 叫ん だ り 、 自 分 の 体 を 傷つけ 
た りす る と いわ れる 。 名 は "軍団"“ 群 " 
は 味 す る ラテ ン 語 で 、 特定 の 悪霊 を 


た も の を あら わす 言葉 で ある 。 
マル コ 福 音 書 」 で は レギ オン が 悪党 
の 名 前 の よう に 扱わ れ て いる が 、 こ れ 


アイ ル ラ ンド の 妖精 。 靴 屋 を 生業 
て いる が 、 な ぜ か 片方 の 靴 し か 作ら な 
い 。 赤い 三角 帽 に 茶 系 の ジャ ケッ ト 、 
革 の 前 が け を 身 に つけ た 小 人 の 老人 
と し て 描か れる こと が 多い 。 妖精 界 随 
- の 金持ち で 、 あちこち に 黄金 を 隠し 
持っ て いる と され る 。 う まく 捕まえ て 箇 
か す と その 場所 を 白状 する と いう が 、 
ちょ っ と で も 日 を 離す と する り と 逃げ だ 
し て 二度と 姿 を 現さ な いた め 、 財 宝 を 
入手 する の は か な り 困 難 で ある 。 また 、 
酒蔵 に 私 び こ ん で 酒 を 盗む クル ラ ホ ー 
ン と 同じ 者 だ と も いわ れ て いる 。 


北欧 に お ける 両性 具有 の 悪 神 。 気 
まぐ れ で 非道 徳 的 、 好 呑 に 長け 、 変身 
能力 を 持つ と いう 。 本 来 は 巨人 の 息子 
だ が 、 オーディ ン と 義兄 弟 の い を 交 
わし た め に 神々 の 一 員 に 加え られ た 。 
金髪 碧眼 の 美貌 の 持ち 主 で 、 多く の 女 
神 と 床 を と も に し て いる 。 の ち に 光 の 
神 バ ルド ル の 殺害 の 罪 を 問わ れ て 神々 
に 捕らえ られ 、 岩 に 縛 りつ けら れ た 。 
ロキ は ラグ ナ ロ ク の 際 に 解放 され 、 へ 
イム ダル と 相打ち と な っ て 倒れ る と 伝え 
られ る 。 

ロキ は 北欧 神話 に は 不可 欠 な トリ ッ 
クス ター 的 存在 で も ある 。 災い を 引き 
起こ す 元 凶 で ある と 同時 に 、8 本 足 の 
験 馬 ス レイ プ ニ ル を 産ん だ り 、 グ ング ニ 
ル の 檎 や ミ ョ ル ニル と いう ハン マー を 作 
成す る 原因 を 作っ た 。 


」 に 登場 する オリ ジ ナ ル 悪 魔 で 、 
天 床 軍 の 一 員 。 須藤 竜 蔵 ら を 率い る 
新 世 事 の 配下 と し て 、 理学 研究 所 の 見 
張り を し て いる 。 ア メリ カ の 電 避 特 攻 隊 
グリ ー ン ベレ ー に な ぞ ら えて 、 赤い ベレ 
ー 帽 を 与え られ た 特殊 部 隊 で ある 。 


ロビ ピン グッ ド フ ェ ロ ー 


妖精 王 オ ベロ ン と 人 間 の 娘 の あい だ 
に 生ま れ た 、 イ ギリ ス の 半 妖 精 。 い た 
ずら 好き だ が 、 人 間 の た め に 働い て く 
れる 陽気 な ゴブ プリ ン と し て 知ら れ て い 


る 。 幼少 時 に は まだ 魔力 を 持っ て いな 
か っ た が 、 家 を 飛び 出し た 先 で 妖精 の 
王 オ ベロ ン か ら 変 身 で きる 魔法 を 授 か 
る 。 よい 人 間 に 報 いる た め に 力 を 使う 
よう に と の いい つけ を 守っ た 彼 は 、 最 
後に 妖精 の 国 に 連れ て いか れ 、 そこ で 
笛吹 き の 小 さ な “ 親 指 ト ム " と 一 緒 に 、 
妖精 の 輪 踊 り に 加わ っ た と され る 。 

シェ イク スピ ア が 「 真 夏 の 夜 の 夢 」 で 
パッ ク の あだ名 と し て 使用 する な ど 、 彼 
を 歌っ た 詩 や 小 民 子 が た くさ ん 残さ れ 


て いる 。 


2 枚 の 翼 と 2 本 の 足 を 持っ た イギリス 
有 翼 竜 。 毒 を 含ん だ 和 穴 っ た 尾 と 、 ずら 
り と 並ん だ 鋭い 牙 を 持つ 。 前 足 が な い 
こと を の ぞ け ば 、 そ の 姿 は ドラ ゴン に 
酷似 し て お り 、 爪 や 牙 を 使っ て 空 か ら 
導 い か か っ た と され る 。 

ワイ バー ン は イギリス の 紋章 に 多く 見 
られ る が 、 こ れ は “強い 敵意 "を あら わ 
し 、 戦争 の と き や 軍 隊 を 誇示 する 必要 
の ある と き な ど に 使用 され る こと が 多 か 
っ た 。 名 前 は ラテ ン 語 で "まむし "を 意 
味 する viper が 変形 し た も の で 、 ヨ ー ロ 
ッ パ で は ヴィ ー ヴ ル や リン ドブ ルム な ど 
の 悪 竜 と 同一 視 さ れ て いる 。 


ワニ ュ ウ ドウ 


輸入 道 。 炎 に 包ま れ た 千 車 の 車輪 
の 中 に 大 き な 入 道 の ヴ 顔 が ある 日 本 の 妖 
怪 で 、 牛車 の 持ち 主 が 死ん で 妖怪 と な 
っ た も の 。 深夜 に 道 を 疾走 し 、 そ の 姿 
を 見 た 者 は 魂 を 抜か れ て し まう 。「 此 所 
勝 母 の 里 ] と 書か れ た 紙 を 家 の 戸 口 に 
貼っ て お け ば 、 輸 入道 を 居 け る こと が 
で きる 。 人 烏山 石 薫 が 著 し た 妖怪 図鑑 
「 画 図 百 鬼 夜 行 ] な ど に 登場 する が 、 あ 
まり 詳し い 説 明 は な され て いな い 。 


Cp ウロ gpd の 戸口 7 し | 


プレ イメ モリ アル ・53 5EE 二 ウズ モ ぞ ェ 
ーー 間 |.、 こ つの 球体 と な っ た よう な 姿 を し て お り 、 か な り 不 気味 
/ へ ルズ アイ ズ / の 恐 旋 | 0: レギ オン が 使用 し て くる 魔法 は 、「 ヘ ルズ ア 


ー レ ギ チ ン | 


イズ 」 と いう 一 撃 死 の 魔法 。 レ ギ オ ン が 所 持 し て いる 魔法 


は この 


「 ヘ ルズ アイ ズ 」 だ け な の で 、 戦 闘 に な る と 馬鹿 の 


ひと つつ 覚え と いう 言葉 が ビッ タリ な くら い 連 発し て くる 。 
レベ ル の 高い バー ティ で も 、 あ っ さり 全滅 させ られ て し ま 
う よ う な 恐ろし さ を も っ た 悪魔 と し て 印象 深い 存在 だ 。 


「//// ョ ゴス 7 


天 il 


お 名 称 種別 ベ ページ 名 称 


グー ヴァ ンク に 
アー クエ ンジ ェ ル . 
穴 ご ー 
アー チェ リー| 
アー ル マ テ ディ 。 


アガ シオ ン 
アガ ステ ィ ア の 
赤 提 灯 し らい し .- 
開か な い 扉 


ヴィ ゾ フ ニ ル . 
ヴィ レン スク ラフ 
ヴィ ロー シャ ナ - 


員 


アメ ノ ト リフ ネ 
アメ ン ・ ラ 


その 他 ). 
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